V 1 本の 手紙 を 以て 數千 报 外の 物品 を 容易に 手に する こと を 得る は 「通信 贩貞 法」 の 特色な b 

V 冨山房 は 地方 僻遠の 顧客 の 爲 に 「通信 販資 部」 を 設け て 治く 內外圖 書 の 通信 販賣に 勉勵す 

山！ 25 へ 通信 販賣を 托せ ら るる 方 は 注文書と 共に 必す 代金 及 送料 を 添て 申込 まるべし 

V 富山房への 御 送金 は 爲替 又は 振替 貯金 に て、 郵券 代用 は 必す 一割 增 にて 御 送り を 乞 ふ 

山 房の 振替 貯金 口座 番號 は柬京 五 o  18、 電話 は 本局  一 o 三 六 s、 電信 略號は (ャ マフ) 

► 振替 貯金 口座へ 御 拂込相 成らば 通信と 送金と 同時に 出來盜 難の 憂な く 最も 安全に 着 金す 

►  S 山 房 は 弊社 出版 圖書 は 勿論 廣く內 外 圖書雜 誌 の 御 注文 に 對し 迅速に 御 取扱 申すべし 

► 富山房 は 東京 市 在住の 諸君へ は 電話 又は r カキ にて 御用 命 次第 多少に 不 係御屆 申すべし 

► 富山房 は 各 稀 圖書雜 誌 類多數 陳列 しあれば 附近へ 御 運動の 節 は 御休み 旁々 御 來店を 乞 

▼ 冨山房 出版 圖 書中 一 時に 金五圓 以上 御 注文の 方 は 「社友」 として 特別 御 優待 申 すべし 

► 多數 取纏めた る 御 注文に 對 して は出來 得る 限り 特別 薄利 を 以て 御 便利に 御収 扱ひ屮 すべし 

► 御 照會は 郵券 三錢 封入 又 は 往復 端 書 の 事 其 節 は 發行所 著者 書名 等 明瞭に 御 記 载を乞 ふ 
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學事關 係 者 諸君 必携の 書を舉 ぐれば 

百科 辭典に 如く はなし、 何と なれば 國民 百科 辭典 は即ぁ 

ら ゆる 學 問の 索引 たれば 也。 一 切の 知識の 秘鍵 たれば 也 

高等、 中學、 初等の 別な く、 

專門 普通 を 問 はず、 千 百の 

學 科に 於け る 千 百の 疑問 は 

本書 を繙て 悉く 氷解す ベけ 

れ ば 也。 古今の 學 者の 腦漿 

は 皆 本書に 結昌 したる を以 

て、 凡て 實業上 社交 上の 諸問題に 至る 迄、 遂に 本書 以外 

に 出ろ 能 は ざれば 也。 本書 を 座右に 備 ふる は 時勢の 要求 

也、 最良の 處世法 也 
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行 發房山 冨京東 


先 榊 

生 s 

著 面 


東北 帝國大 學敎授 

文 學士溝 淵 進 馬 先生 著 


1*1 


、ま： IIM 一一 二 IP- 二  21  一 一  |MI 一，  ニー M  =  一  MIMIIMS 霧-一： P-I 一 2 一一ぶ 一一ぶ |M||M  一一 SSMSf 

菊判 全 I 冊 紙数 五 百 頁 
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待. 東西 敎育界 の 現 狀を觀 察して、 空理 を 捨て ゝ 

^；ー  實際を 主と し、 新 日本の 活舞臺 に 立って 活動 

色 . し 得る 實際的 有爲の 人材 を 作る を 主眼と す。 


. 力めて、 


I  @  S  ？ 勇牲 邁進、 敢て 一 歩の 後れな 取らざる の 人 

Si  ® 萄 格^ 養成せ しむる、、 と、 是れ 著者が 主張の 


丁酉 倫理 評 


著者 は 其 活眼^ 開いて 着 寛に 歐米諸 國敎育 

の實 際^ 調查 研究し れる もの、 犟 に書册 

上ぶ リ樗生 論^ 爲 す 者と 遙に 其 選な 異に 

す  


K 生共述 


本 著 は 啻に 本邦に 於け る敎育 病理 學 書の 嚆矢 

たるの みならす、 又實に 世界に 於け る嚆 矢な 

b 。盖 し敎育 病理 學の 事た る、 一般 社 會と最 

も密 切なる 關係を 有せる ものにして、 敎育を 

して 具に 其 効果 を收 めしめ 健全なる 新 國民を 

育成 せんとせば、 必す 此の 敎育 病理 學に 依ら 

ざるべ からす。 敢て敎 育 家、 醫家、 心理 學者 

其 他 一般 家庭に 必備 を勸む 


徵學 博士 榊 保三郧 文學 博士 元 良 勇 次郧 

翳學 博士 伊籐 祐彥 醫學 博士 久保银 之吉山 

醫學士 加 藤尙義 大學 助手 氏 原佐藏 


敎育 病理 治療 學 


學齢 異常 兒の 病理 及 教育法 


き 教育 病 


理學編 
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冷泉 藤 原 喜代藏 先生 著 (好評 忽ち 再版) 

： 治 教育 思想 史， i 


菊判 洋装 全 一 冊 

紙數八 百な 

定價金 二 圓卅錢 

送：^;  &  二十 錢 

幕末よ，^ 現 時に 至る 約六寸 年間の 思想 史、 骨 は 編年史に して 肉 は 文明 史也。 血 は 記 傅史 にして 脈 は 

哲舉史 也。 炬火の 如き 眼光 を 以て 政治 遨德 宗敎文 齄社會 等に 關 する 時代思潮の 鏺遷 と敎育 思想 及學 

說の發 達と を 論 叙し、 輕快靈 妙なる 筆致 を 用 ひて 最も 大膽 痛快に 時代の 中心的 人物 を 活殺す。 莊 i 

莊賬 にして 輿 味 津々。 敎育 家、 經世 家の 必讀書 也。 


士忠造 先生 著 

四 六 版 洋装 一 册 

定價 七十 五錢 

^郵稅 金 六 錢 

「敎育 百 言」 は 著者 か豐 富なる 經驗と 該博なる 知識と 銳敏 なる 觀察. とに 依 

て 各種の 敎育 問題 を 批判した る隨 筆な り。 行文 簡潔、 論 锂 明快、 S 

見  <ム 正にして 言 々時弊 を 指摘して 餘す听 な し。 敎育 家政 

治 家 は 勿論 一 般 父兄の 必ず 一 讀 すべ き 良書た る を 疑 はず 
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「民 性 十る 


全 文學 博士 芳賀矢 一 先生 著 


四六判 美本 定價金 七十 錢 郵稅 金六錢 

世界の 大舞臺 に 立て 活動 せんとす るに は、 先づ 

8 國民 特有の 性質 を 十分^ 解し 置く を 要す。 是 

れ^に 國民 としての 義務なる のみなら や、 國運 

の 發展を 謀り 自己の 向上 進步を 全うする に 於て 

必要 缺く 可から ざる 要素 なれば 也。 

本書 は國民 特有の 性質 を 神話、 文學、 語學、 法律、 

美術、 風俗 等の 各方 面より 縱橫 に論斷 せる もの、 

着想 奇警、 引證 的確、 よく 我 國體の 精華 を發 揮し 

よく 我國 民の 眞相を 暴露す。 森嚴莊 重の 論 あり。 

« 秸諧 譃の談 あり。 何人に 向っても ー讀 卷を釋 

く 能 は. ざら しむる 快味 を 與ふ。 眞 に是れ 靑年必 

讀の書 也。 疑 もな く 國民必 購の書 也。 


著者 外遊 六 年間、 遙かに 紕國の 天^ 望んで 深く 薆慮 する 所 も 

Kg^ii^i^i 刻下 最急 要の 問 

^解決 ぜんと 試みた る もの 即ち 本畨 なり。 ^する 所 は 我 

國民 性の 諸相、 之が 基礎ん-な V る諸耍 件、 及び »民 性の 

^ 饉 放膽、 新聞記者 的怏 

筆お^ 謹厳、 學 者の 講 座 "立つ 


氣呵成 虹蛻な 吐く 

す 據る听 基く 所 わり 且皆 著者 滿 腔の 熱情と 確信 i にぶ リ A づ 

る、/ とな 知らし む。 今や 我圃民 は 大自^の 絶 項 に ぁリ、 其 文 S 

發展の 方法に 就て 根本的 思慮な 致し、 明治 教育の 効果 如何 ！4 

就て 大々 的 疑 議^ 揷む もの もる に 際し、 本 齊 の 出づる 偶然に 

非す、 靑年も 敎育者 も 經世家 も 一 般 人士 も 讀んで 

覺醒 する 所 蓋し 尠少 ならざる ベ きを 信す 

(四六判 全  一 » 四百 頁 定價金 一 圓十 錢郵稅 八錢) 
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最 菊判 全ー册 

新 定惯^  S 比 錢 

0 郵稅 拾贰錢 


現今の 思想界に 於て 最も 要求 せらる ゝ者は 何ぞゃ C 努力 主義と なし。 漢學 となし。 精 祌修逢 とな 

し。 治 道家 的 見解と なす。 何れも 輕 浮なる 文學 と軟鉍 育と に對 する 反動なら ざるな し。 今や H 本 

の 潮流 は 機 一 轉 一 新 せんとす。 本書 は 之れ が 魁 をな せる 者。 硬敎 育の 文字 巳 に 著明。 漢學の 利害 

を 批判す る 筆鋒 銳利。 精神 修養の 法を說 くこと 密。 治 道家の 任務 を說 きて 一世 を喾^ する こと 峻 

嚴。 社會に 生命 を 保たん とする 者 は此新 空氣を 吸入す る を 要す。 

&^_3rnns?fTTrrT 卢/ ソフトべ タゴ ギック スに對 する！；—， ト、 ベタ ゴ キック スは： 中 Hrf 凡 

S^*^EE  \1 主義の 軟敎 育に 對 する 就難努 主義な 童の 趣味に ® きを 措く 軟敎 

育に 對 して 毂 肅と眞 面目 を 旨と し 人格の 淘汰 を 以て 目的と する 敎 育な b  著者 は 比較的 時 

流の 弊害 を 救 はんとして 近時 俄に 勃興し 來れる 漢學を 提唱せ 復 一 說 たら すん ば あらす  

新ぶ slnw- とい ふべ し ，」 

s m 卢/ 現代 敎 育が 自然に 屈從 して 徒に 柔弱なる 人物 を 製造す るに 過ぎざる 

B  pn^  E  < を慨し 形式主義に 對 して 精神 敎育 を唱へ 學理ま 義に抗 して 努力 主義 

を說く  剛健に して 朴 茂なる 著者の 人格 は w れの 項に も掩ふ 可から ざる 者 あり 

tc6B33>  / 彌が 上に 敎授法 を 研究し 生徒 をして 出來 得る 限り 努力 を^ ひやして 

JS ぽ ntlt ヒ 智識 を忟 得せし むる に 力む 之 を軟敎 育と 云 ふ、 生徒 をして 出來 得る 

限り 努力せ しめ 自發 的に 智識 を收 得せし むる 之 を硬敎 育と いふ  五篇 十九 章 言 辭熟烈 局に 敎 

育に 當る^ 1 讀 して 可 & 

nK.  ifl  3-  一/ 時代の 軟的 潮流に 反抗して 努力 主義の 硬 敎育を 唱導 せんとす る 本書 

*T  E  C は 必すゃ 警鐘と して 迎 へられん 
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^cu  f> 1K 菊判 五 百 貢 全 一. 册 

^3  -ノ 默 定價ー M 廿錢 送料 八錢 


本書 は 著者が 専ら 中學 程度の 少年の 爲に 物せられ た 

る 倫理 談を輯 めて ー册 千と なせる もの 也。 自序に 曰 

く 「世の 少年が 修身 處 世の 上に 何等かの 參考た る を 

得ん か、 著者の 本懷 なり」 と。 以て 本書の 主旨 を 知 

るべ し。 世の 倫理 敎 育に 從事 する 人々 は 勿論、 苟も 

修身 處 世の 指針 を 得ん とする 人々 は、 須臾ら く 本書 

を繙 きて、 此穩 健に して 時勢に 適切なる 訓示に 接せ 

ざる 可ら す o 


三 土忠造 先生 著 

% 會 百 


四六判 洋裝全 一 冊 

定價金 八十 錢 

n、 文物 制度 風俗 習慣 lay 引例 該博、 識見 奇 

^tlllm な J ^あり、 近來 出色の 文字と いふべ し。 神 ク "ユク^' 記者 一 度 本書の 內容を 見て 

：;^ 二 E  ノ  JS 痛く 賞 讃し之 を 英文に 譯 せんこと を 企て 旣に 著者の 阆意を 得たり。 其 出版 亦 近 

きに あらん 此 一 事 を 以て 本書の 惯値を 知る に 足る 日本 國民た る もの 必や 一 讀 せざる ベ からす 


文學 博士 坪 內雄藏 先生 著 

ni ま ^ 文 


♦  ♦♦♦♦♦♦  yt* 


菊判 五 百 六十 頁 全 

定 ffi 一  圓 五十 餞 送料 十二 錢 


本書 は 主として 著者が 中 學敎育 時代の 研究の sia- を 

集めた る ものにして、 囊 に 出版せ し 「通俗 倫理 談」 i 

相 接す。 其 普通の 倫理 書と 異なる は、 其讀書 推理よ 

來れる もの 少なく して、 實驗 直覺に 基く もの 多き 

j とな， 文 學と實 際 倫理との 交 涉も亦 之に よ. 9 て 

窺 ふ を 得べ し。 文章 は 平明 暢達に して 趣味に 富めり。 

最も 時勢に 適^なる 萬 人 必讀の 金 科玉條 はこれ 也。 
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人加假 すに に 又 四 
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讚 快の 、般 ての 道 
瞭漢 平故國 學精德 
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むな 注 特必讀 性し 
。きをに 携 物質て 
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ま^ 解篓 


十八 史略 I 年小學 K 

孝經、 弟子 職  ー册 

^記 列 傳「休^特 表 …… ニ册 

*sj..^p 太 田全诲 普、 ： … 一 せ 

阜 .mNH- 「韓非 子 翼 毳」 —Iff, 

fM 「毛^ I 「書 鸫蔡 

fM 箋」 附朱傳 養& 傳 「附孔 

傳  | 册 

▲ 原本 二百 七十 餘卷 


rar  t 安井 息 軒 著 「尺 學^」 「中庸 

^養 說」 「論語 集說」 「孟子 定木」 

附朱注  一 冊 

古文 眞寳後 集^ 1 ^唐詩 

1 「蹇註 唐 三 f 寺 「增き 11  一 ft 

^詩選」 三 ff^ 體 詩- 一 卅 

唐 宋八家 文^ g§ ニ册 

春秋 左氏傳 2^ 氏」 …… ニ册 


新^：發 行す。 


文運の 盛なる^ 宋三 百年に 如く 

は 無く 文名の 萬 ffi を 膝 倒す る 唐 

宋八 家に 如く は 無し 本書 は則此 

八 家の 文章の 精華 を萃 めた る も 

の 而も 古 來註釋 書 無し 玆に 最も 

深く 凡 家に 精通せ る 三 島 博士の 

評註 本に 更に 假名 交 b 文 頗注を 

加 へ て 公に す 苟も 文事に 志す も 

の ゝ 嘆：^ とす べき もの 也 


本書 は 模範的の 漢文 漢詩 集に して 唐宋： ^文の 精 

帮神 髓を萃 めた る 詳註 本 也。 殊に 懇切 明 K なる 假 

名 交り 文の 頭注 を 加へ たれば 一 面輕 便なる 國字 

服 部 博士 校訂 

漢文 大系 第 一 卷 

解 書た る を 失 はす。 漢文 學者は 勿論。 漢學 速成 を 

望む もの 及 文部省 撿 定受驗 者に 向て 痤有 必備の 

寶典 たる は校盯 者の 自負す る 所 也 


古文 眞寶後 集 . 

唐詩 選 g 三體詩 一 
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pi 菊 池大麓 先生 著 S 

最近 年間に 於け る 我が 邦 長足の進歩 は、 外人の 夙に 驚異せ る 所に し 

て、 殊に 日露 戰爭の 結果 は、 更に 全世界 を 驚倒せ しめ、 泰 两 諸國は 

皆爭 うて 我 日本 國 民の 實相 如何 を硏究 せんとす るに 至れ.^。  ^阈の 

如き は、 特に 我 菊 池 男爵 を聘 して、 我 國民敎 育に 關 する 講演 を 乞へ 

り。 男爵 即ち 渡英して 同國 0 ンドン 大學の 講演に 立って、 我 敎育勅 

語の 精神 を 極めて 明膽に 紹介し、 且つ 我 阈敎育 制度の 詳細 を說 明せ 

られ しが、 其 講演 は 英國は 勿論、 歐米 各國に 迄嘖々 として 傅 はり、 

其 筆記 は 印刷 せられて、 洽 く各國 に歡迎 せられたり。 男 は 又 本年 米 

國に聘 せられ、 同 國紐育 市國民 演壇に 於て、 米國 人の 爲に我 阈民 性 

の眞隨 と、 新 日本の 向上 的大 理想と を 講演せられ、 其 他 諸 大學に 於 

て も 同檨の 講演 を 試みられた るが、 其 記事 は 新聞に 雑誌に 將亦單 行 

の 書 ffi として 布 行せられ、 米國 人民に 深大の 感動 を與 へた .9。 蓋 我 

國に對 する 男爵の 熱烈 敬虔なる 精神と、 高遠 明達なる 學 者的識 力と 

が 遺慽 なく、 發 揮せられ たる ものにして、 吾人 亦ー讀 して 我阈 民の 

實賀と 進路と を 客観的に 確認して、 愈々 愛國的 志氣を 昂揚す る を 得 

ベ し。 依て 弊社 は 男に 乞うて 國民 演壇 講演の 原文と 譯 文と を 茈 載し 

又曩に 英國に 於け る 講義の 目錄と 同國の 有力なる 諸 新聞が 男の 講義 

に 就て 下した る 批評の 譯 文と を附錄 として 玆に之 を 出版す。 大方の 

識者 敎育家 及 一 般國 民學生 刻下 必讀の 文字 也。 
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世の 者す ベて 詐欺く 時、 

.爾 はわれ^ 教へ 導く。 

此の世の 坑^ 如何 に 穿つ も， 

爾^ 購 はん 鑛は 出で じ。 

吁、 生 の 道^ 教 ふるむ 爾、 

吁、 死 の 道^ 訓 ふる も爾 J 
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わ れ 

代 々 

わが 

母 の 

母 け 


はそ^ 胸に 墼 

の 昔ぶ リ傳ば 


1 族 の 

手は此 

臨終の 


『其 の卷々 に. 

吁、 我 は 名な 


大樹ば 

の 聖書 

床 に て 

しる 

さる 

> 一 そ 忘 


わ つ 

る、 

れ ぞー 

持 ち 

^吾 


なん if ひ と 

r 爾は 人類の 

われ は «E の 


&; の 友 

節 拔^ 


る" 


s、 

に 輿へ 


れ ざ れ、 


火 壚の周 園に 圓 坐して、 

佼 每夜每 の^ 禱の 後に、 

閉ジ られ たる は 此の 番^ リ * 

さて、 書 LL つき 互 LL 語りし が、 

其の 聲は今 も わが 心^ 打て 

彼等 は 旣に逝 さたれ ど、 

^ほ 此處 にて は 活ける 人 • 


覼 る， 


『其れ は 何の 本 か』 と 店主 は銳く 間へ ひ。 少年 は 答へ て、 

『聖書で す。』 

『此の 紐 育で 塞 書 を 持って 如何す る 積り だ •』 

0 元 凉 しき 田舍 少年 は、 此 の 時 ぢッと 店主の 顔 を 眺めて、 

If 私の 御母さんが 每日 そ を 讀 めと 仰った か ら、 斯う して 携へ て お る の です』 と 答 へ 

ぬ • 

此の 答 を 聞きて 一 旦 は拒絕 したる 店主 急に 心變り て、 望 の 通 b の 地位 を 與 へ ぬ 

此の 田舍 少年 は卽ち 他日に 於け る鈕育 市有 數の大 富豪な りき。 

、、、、、、 、、ヽ 、、 、ヽ、 、ヽ、 r ヽ、、 、、、、、、、、、、、、、 

鳴 呼、 母 に對 して 愛 あ b  、母 より 與 へ られた る 聖書に 對 して の 敬 重 あ b  、是 れ 宵 に 

無上の 紹介 狀 にあら す や。 詩人 ジ ョ ー ジ、 ビ ー、 モ ク ス の 古き 詩 は、 彼 が 机上なる 母 

の 聖 書と 共 に、 永 久に 吾人 胸底め 琴線 を 打つ ものな り。 

『此の 密、、 そ、 今 吾に 殘れ る總て なれ、 

涙 は そ i. る に 涌き 出づ らん" 

戰く  # 、悸っ 額 

一 ，ニ篇 孝道：.： 閼 する 論魏  r<ol チ 


さ 二 

o  o  /•、、、、、、、、、  ヽ、 V  、ヽ V ヽ 、、、、、、、、 

な，^。 余 は^の 死す る 數 日 ュ朋 決 し て 酒 を 飲ま じと 約束せ， 9。 此の 誓の 守らざる 

、、、、、、、、、、へ、、、、、 

ベ からざる は、 今 日 も 猶ほ當 時の 如し。 

『さ は れ、 常に 泥醉漢 に 取り 園 まれた る 頃の 少年と、 嚴 格なる 家庭の 紳士と は、 決し 

て 同一に 論す ベから す』 と尙 ほ 友人の 言 ひ 張れ ば、 

『し か し、 ジ ヨン 君 よ、 誓 は 何時までも 誓な り。 況して 母の 誓 と 云へ ば、 一  一 ffi に 守 る 

ベ き 責任 あ り』 とジ ン コ ンの 答の 斷 乎た， 9 しこと よ。 

余が 語を聽 き 給ふ靑 年 諸君よ。 諸君に して 若し 母の 誓 を 守る こと 斯 くの 如く 

、、.、、、、 ヽ、、 、、ヽ 、、、、、、、、、、、、へ、、、 ヽヽ ヽ、、 、、 

神 にし て、 斯 く の 如く 厳格なら むに は、 ジ ン コ ー ンに 彷彿せ る 大人 格の いかで 諸 

S の 生涯に 宿らざる 理 あらむ や。 

今 は 紐 育の 大 豪商た る 人 に、 始 めて 都 會に出 で、 田 4: 少年と して 仕， を 求めた る 

折の 物語 あり * 彼 は 職 を 求めて 諸 所に 奔走し たれ ど も、 更 に 得る 所 な く、 勇 氣を失 

ひて 最後に 一 商店 頭に 立て k 無論 冷淡なる ^絕を 受けた.^ 

『し か し、 私 は 立派な 紹介 狀を持 つて 居ります から』 と訴 ふる 聲 さへ 力なく、 鞠 を 探 

る 折り 不圖 一 册の 書籍 は 床に 轉び 落ちた 


a 格 は、 何 人も赏 讚す る 所に お 之、 殊 に 妾 等 極 近親の ものに とりて は、 彼 を 英雄 

、、、、、、 、ヽ、 ヽ、、 rrrr、  、►、、►、、、、、、.、「-、 ；ノ  , 、 

となす に、 別 に サン チア ゴの戰 を 要せす。 彼 は 久しき 前よ. 9 眞の英 雄氣 高 き 

子、 理 想 的の 兄弟た b し 次第に 候。 世界 は 彼に 同情 し、 彼 が 勇敢なる 戰 功 を ^ 

史 にも 記載いた し 候 はむ。 され ど 彼が 柔順 、温和、 性情の 美な どに 至りて は、 ロハ 

妾 等 最初よ 卩 最も 親しき ものの みが 知 b て. 相 語， 9 申す ベ く 候。』 

吁、 男 子と しての 精神 を 有する も の、 誰 か斯 くの 如き &の 讃辭を 以て 新閜 紙、 當 W 

者の 讃辭 よりも 更に 大ぃ に價 ある ものと なすに 躊躇す る こと あらむ や。 

歷 史上 名 ある 偉人が 成功の 生涯 を臝ち 得た る 所以 を 思 ふ に、 世 に 知られざる^ 

の 助 言 相談に 負ぶ 所 甚だ 多き もの ある を 見る。 H ブラ 、ノ ム、 ジン コー ン は、 ク ヰ ス 

キ ー 酒の 流行せ る 交際 社會に て、 母 の 遺 訓 『酒に 向って 唇 を閉ぢ よ』 を 決 して 忘れ ざ 

りき。 嘗て 議事堂に 出で たる 時 二 友 人、 彼 の素氣 なく 酒 を斷， ^たる を 非禮と 評し- 

且 其の 理由と し て 『貴 下の 如き 年 齡、 習 慣の人 は、 之 を飮 みた b とて 決して 害を受 く 

る ことなから ん』 と 言 ひ し に、 ジ ン コ 1 ン答 へて、 

、 、、、 、 ooooooooooooooooo  0*  0000000000 

『ジョン 君 よ、 余 は 諸君に 禮を缺 かんとす る 者に 非す。 唯 余の 慈母に 誓 ひた 
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ソン 大尉の 行爲 は、 一世の 稱讚を 惹起したり。 され ど 未だ 大尉の 母の 手簡 ほど 有 

力なる 讃辭 はな かるべし。 手簡 は 大尉の 事に 關し て、 紐 育の 一 友人に 贈られた る 

も の、 次 に錄 する が 如し。 

『御 下紙數 日 前に 相逹し 候。 彼 子が 功名に つきて 御 同情 深き 御赏讃 を ^  b.、 

誠に 御 鱧の 申 上げ 樣も無 之 候つ 彼 子が^ 放なる 働 は、 全く 天帝が 彼 を 保護 指 

遵し 下され 候 こと、 信じ 居候」 何 ほ わが 國 家、 州、 鄕 里より の^ 辭 も ffi だ 妾 等 

を成激 せしめ 候" • か 、る 時、 國 民と 當局 者と よりの 褒辭を 得 \ .- 、母 親 は 心 慰 む 

を 自然と 思 召し 下され 度 候。 

さりな が ら、 か 、 る 賞讃も 兼ねてよ b 彼 子の 偉大なる 憤 値 を 知れる 妾に 収 

り て は、 別 に 新ら しく は 成せられ 申さ や 候。 凡そ 彼 子の 如く  ft き 子 を 有した 

る 母 は 妾の 外に はこれ 有る 間 敷と # じ. 候。 彼 は 長き 間、 妾 が賴 みの 綱と な、 り、 

一 度 も 此の 多人数なる 家族 を 忘れた る ことな く、 妾 が 偸 快の ために 喜びて 收 

入 を 割き w  b 候 ひし • 海外 留學の 三年 間 は、 絕 え す眞心 籠もれる 手紙 を 送 b 

來 b  、且つ 彼が 財産 は 殆んど 妾が ものに て 候 ひき。 彼 子が 柔順に て氣品 高き 


子に 翻して 最も 優し く、 最 も獻身 的なる 地上の 唯 

事實 として 何人も 認 むる 所。 健全なる 家庭の 空 氣 

個 溫 き 「胸」 の 谘 む あ り て、 永 劫 我 を 忘れ ざ る を 知 る。 

勁なる 詩句 は、 卽 ち 多くの 靑 年の 心事 を 代表す る も 

『そ、 リ 立つ 嶺の上 高く われ 縊らる も、 

尙ほ 其の 愛 こそ は 尋ね 來ん。 

す、 わが 母 ぶ、 す 、 わが 母ぶ。 

搶溟の 水底 深く われ 溺る とも *  . 

尙ほ 其の 涙 は 浸み 來 らん。  . 

ォ 、 わが 母 ふ 、す 、 わが 母， V 

われ 身 も 魂 も滅ぶ とも、 

尙ほ 其の！ I 鑄 は 吾な 救 はん。 

ォ 、わが 母よ、 す 、 わが 母 ぶ。』 

靑 年に 取りて 最も 善 き 友、 善 き 保證人 は 其の 咏な 

な り』 と は 最も 信憑すべき 推 状な， 9。 かの メグ マ 


一人 は » な \ 是れ 明白なる 

に 育ちた る靑年 は、 皆 其 * に 一 

烁を 讃^せ るキ ブタン グが雄 

のな， 9。 


り。 彼 は 『母 に對 して 常に 忠實 

ック號 沈沒の 際に 於け る ホヅ 
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ならす。 彼の 手 は處理 すべき 用務 を 有せ ざ b しに あらす。 され ど、 彼 は躬 から 出 

でて 父を迎 ふるの 幸福 を 忘れ ざり き。 博士 ジョセ フ、 パ ，1 力， I い ！i 一一 口  、へ、 る F  f 

何に 聩^ の 負擔は 重く とも、 いかで 情の 一片 を これに 加へ 得 ざら む や、 吾ん ^ 仏 I： 

?>09:po2LOOOOOO  ooooooooooo ヽ、、 、、、、、、、、 

なる 生涯 を 送る も、 必 す これに 情の 色彩 を附し 得べ し。 情なき 人生 畢竟 何す るい 

のぞ。 花 も 時に 一滴の 露の I 卞に淨 光 を 宿して こそ 麗 はし、 けれ。 吁、 高 ^に 坐いで 

老父の 階に #  b 來 る を 望む。 大は卽 ち 大な， 9。 され ど躬、 から、 馬 を、 驅、 hz て,、 外、 數 

CJ. -、、 1 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、 

明の 地に 出で 進んで 路傍に 父の 手 を 執る の大 なる に 比して 小なる を覺 えす や。 

されば i 掬の 愛情の 宿る 處、 一 脈の 温情の 流る 、處、 其 S 、に 幸ぎ、 な、 る、 家、 庭 、あに。 ぎ 

,0、ヽ、、」、、、、、、、、ヽ、ヽ  000000000000  、ヽ、 、ヽ 

巍 たる 高 厦と草 廬とを 問 ふこと 勿れ U 家庭の 幸福 は 唯 感情に あり。 人生の 悲慘 

、-、 ノヽ , 、 、、r  r  r  f.  、  、  r ヽ、 

なる 逑<^ を 和らぐ る もの は卽 ち是れ のみ。 

佘は先 づ 「父」 を 擧 げ て 「母」 を 後に した ひ。 是れ 困難なる もの を 後に 廻す て ふ 人情 

の弱點 より 來れ るな り。 佘 はこれ よ ba- にっきて 說 かむ とす. され ど 佘は靑 年 

に 向って 母 を 論せ むと する 時、 常 に 惑 はざる を 得 や。 惑 ふ は 母に つきて 語る こと 

の 少な きがため に 非 す、 語 るべき ことの 餘， o に 多き がた めたり。 


は全國 民の 媚を 集めた，^。 され ど、 彼 は 此の 權 勢と 豪 * との 爲に^ も 品性 を穢さ 

ざ りき。 麗 はしから す や、 此 の 物語。 老耄れ たる 牧羊者 は、 遠 く 埃 及に 來 て ョ セ 

フを 見む とす • 當 時の 光景 眞に 想望に 堪 へたり。 記錄に 曰く、 

『ョ セ フ 其の 車 を 整へ、 ゴ シ ェ ン にの ぼり て、 ハ乂 ィ スラ ェ ダを迎 へ、 之に 兑ぇ て- 

其の 頸 を 抱 き、 頸 を 交へ て 久しく 泣く。 イスラ エダ、 ヨセフに 謂 ふ。 汝猶ほ 生 

きて 居 り、 我 汝の顏 を 見る こと を 得 たれ ば， 今 は 死ぬ る もよ しと。 ヨセフ K  J 

兄弟 達と 父の 家族と に 謂 ひける は、 我 のぼりて パ "に 告げて 之 を H: ふ ベ し、 わ 

が 兄弟 等と わが 父の 家族 力 ナン の 地に 居 b しもの、 われのと ころに 求れ り。 

其の 人々 は 牧者に して 牧畜の 人なら。 彼等 其の 羊と 牛 及び 其の もてる 賭の 

物 を たづ さへ 求れ b と。 《創世記 四 六、 ニ九丄 1 三 】 

人間 精神の美 是に至 b て 極まれ りと 謂 ふべ し • 彼 は 高き 判者の 椅子に 凭. 9 て 

權 勢に 驕 b  、埃 及國の 統治者 を以 て、 父 を 引見す る こと をなさい b き。 父 をして 王 

廷の 威儀に 臆せし むる がごと きは斷 じて 爲 さいりき， 彼の 父 を 待つ や 自ら 抑 損 

し、 出 でて 郊外に 迎 ふるこ と、 恰 もク リ ー ゲラ ン ，トの 停車場に 吾人が 父 を 待つ に異 
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七 九 六 

oooooooooooo 

朥^ を 得む こと を 祈るな hs。 

、、ヽ 、、、rr  、ヽ、 r、、 、、、、、、、、、、、、、< 

健なる 身 體を有 し、 元 氣 溢る、 成功の 靑年 が、 其 の 親に 對 して 

ヽヽ、 、ヽ、 、、、、、、、、  -  、、、、、、、、、、 ヽ、 

を 成 謝する 男らしき 態度 ほ ど、 世 に麗 はしき もの はなから む- 

1 人 に、 成 功の 生涯 を赢ち 得た る あり。 彼 は社會 上に 目覺し 

れ ど も、 余 の 服より 見れ ば、 父 の 側に 立てる 折の 彼 が、 最 も 偉容 

いて 腰 さ へ 曲れ るに R し、 彼 に は 希 臘の神 を 思 はしむ る ほど 

父の 不便 不自由 を 補 はむ とする 柔順の 德、 心 籠れる 舉 養の 

、、ヽ 、、ヽ ヽ、 ヽ、 、、- »、、、、、、、、 

ヒ の强 健に して 成功せ る 生 U を 父と 偕に 樂ま むと する 

、、、、、、、、、、、、、、 

く 心に 人性の 善英を 威せ ざら む。 

セ フ の 物語 は 人の子が 父 を 厚く 遇した る氣 高く 麗は 

羊 者の 子な，^ き。 彼の 父 も 兄弟 も 皆 牟を牧 する 野人 

らむ" 況して 全 埃 及 を 統轄せ る壯大 無比の パ 王朝 

つ て は、 夢 にも 辨へ 知らざる な ヨセフ は 父と 別れ 


幼弱 時代の 保護 

余が 知れる 友 

き 榮 赛 を 有する 

を備 へたり。 父 

の 堂々 たる 秀貌 

如何に 氣 高 き - j 

、、、、、、、 

彼 を 見る 人 誰か 


しき 實 

なれば 

こ亍 is 


^を 率 ゐる大 宰相と な b  、大 富者と なる. 彼の 言 は 悉 


^な， 9。 ヨセフ 

いかで 都の 事情 

る \ 否 年の 禮谘 

て 二十 年、 今 や 世界 S 强 

く 王に 聽か れ、 彼 の 一 身 


0  ： 十 の 負に は栾 華の 光む 徒なる のみ、 

圩 * か へ ぜ 我が 賤 しさ 茅屋^、 

我に 手 馴れし 聲 ぶ き 小 烏^、 

わけて は懷 かし さ 心の 平和^ば. 

我 が 家！ 我が家！ たのし さ 我 が 家！ 

我が家の 如 さは 他に もら じ！ 

是れ實 にべ インが なせる 神 SI なる 家庭の 成 謝に あらす や. 現に 家庭の M 欒に 

、、、、、、、、、、、、、、、 

ある 啻年は 如何に 幸福なる べき ぞ 斯 くの 如き 感謝 を以 て、 お に 周 園の 人々 に S 

し、 一一 一一！： 語 蘭 作に 己の 讃美 を 表彰し 得る 靑年 は、 如 何に 幸福なる べき ぞ。 

， 、■、 、 ヽヽ、 r  ， , 、、ヽ r、 、ゝ、 r ヽ 、-ヽ 、、、 、、ヽ 、、ヽ 、 ， ， 

靑年は 時に 父の 眼に 映せる 自己の 姿 を 見 て、 親 が 何物 を 我に 期待せ るが を 考 、い 

1 1 f  f  ，  ヽ、、 ヽ、、 、、r、r、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

る 必要 あり。 是れ 子と して 頗る 思慮 ある 事た，^。 父 は 吾 が 子 を 以 て お るに 足る 

、、、、、、  rrrrrrr  、、、、、、、、、、、、、、へ、、、、、、 

べき 値 ある ものと 思 ふべ し。 親の 希望 を實 現す る は 子に 取， 9 て 最も 犬なる 行. 

なり.。 心 高き 父 は 何れも 其の 子が 偉大なら むこと を 望 み、 萬 事に 彼 自身よ b は ： 

厨 善良なら む を 願 ふ も のぞ。 父 は 其の 過去 を 顧みて 己の 失錯 瑕疵 を 知る が 故に、 

r、、、、rr、、、rr、、、r、rrr  oooooooooooooo 

子 をして 必す 再び 之に 墜ち ざら しめむ と 欲す。 父 は 己の 敗れた る戰 場に て 吾が 
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子と しての 靑年  神學 博士 ェ ル、 HI 、バ ンクス 

. 「家 庭」 是 れ 何 處 の 圃に往 きても^ も廿 き 語なら。 愛と 柔和と に 於 て、 之 に 次ぐ 甘 

マ ザ—  炙 ご そか  うる  ファ^. I 

き 0 は 「母」 に し て、 母 と 家庭との 二つの 上 に 、厳に 立てる 姿の 麗 はし き は 「父」 な り。 嗚 

呼 、「家庭/父」 「母」 は、 靑年 の 心 を 動かさむ と 欲する 畫 家に 取り て は、 必 す先づ 其の 刷毛 を 

揮 ふべき 絕 好の 查 題に あらす や。 何と なれ ば、 あ ら ゆる^き 人々 は、 此 の 査 に 對 す 

る 時 胸に 血潮の ® き 立つ を覺 ゆべ ければ なり。 ジョン 、ハフ ー ，ト、 ベ イン は 0 浪 の 

生涯 を 送 b たりき。 され ど 『家 庭、 た のしき 家庭』 の 詩 を賦 して、 人類 一 般の至 精 を^ 

ひし 彼 は 、確か に 人道の 眞 詩人な り。 

r 百の 快 樂、 玉 の 宮居に さまよ ひ 見る も * 

何もの か 我が 茅屋；，： 及ぶべき！  . 

我が家に 天 の惠も リ、 よ ろづ の 物^ 淨 むる 如し • 

是れ 天が下に 求む る も 得られざる もの、 

我が家！ 我が家！ 樂しき 我が^! 

我が家の 如き は 他に あら じ 


於て 其の a の 最高 福利 を 熱望す 

自身の 最 高 な る 幸福と な る 事 を 

知識に 於て 及び 德 性の 優越に 於 

子と しての 成 恩の爭 ふ ベ か ら ざ 

此處が 重要なる 點 である。 人生 

に は 一 個の 最高なる 本務が あつ 

而 して 最終 に、 各 速續 期に 於 て 一 

調和す る樣 にす る。 此の 最終の 

ので ある。 學校 期の 最高 本務 は 

親 を 恭敬す る ことで ある。 併し 

敬 は 誠意 誠心 を 以てする 勸 學 に 

くにして 舊新 二種の 組織が 一 に 


るよ， 9 以上の もの はない ので ある • また^が 兒 

爲 す ほ ど、 父 母 を 喜ばす こと は 他に ない ので ある 

て兒 S の進步 しゅく こと は、 何 れの 親に 取， 9 て も 

る 表 號と見 ゆる ものである。 說 き 七 茲に 至れば、 

の 各 期に は 各 別段の 本務が ある こと、^ ほ 又 各 期 

て 此の 周圍に 他の 本務が 集合す る ものなる こと、 

たび 後 を 顧みて 前期の 遨德 組織 を 新 組織と 待 ，：、 

點に 就て 吾人 は 今 簡易なる 說 明を與 へ んとす る 

知識 を 得る ことで あ る。 其 の 前 期の ffi 高 本務 は 

今 示した る 如 く、 此 の 時期に 於け る 親に 對 する 恭 

侬. つて 最善に 表示 せらる、 ので ある。 かくの A 

融へ n せらる ゝの である。 
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る 深切 は、 吾 人が 決して 償還し 得べ からざる ものである。 そ は 恰も 吾人が 決して 

充分に 抹消す る こと を 望み 得べ からざる 負債の 如き ものである • ただ 吾人 は 及 

ぶ 限 b 慼恩 を爲し 得る。 親 若し 彌， 老 い な ば、 吾 人 は 之 を 擁護し 得る。 而 して 其の 

墓所に 至る 最後の 步み を猾ら かにな さしめ 得る ので ある。 又 吾人 自らが 成人し 

て 順次に 父たり 母た るに 至ら ば、 吾 人 は 吾人の 兩 親が 其の 有した る智 光に 從 つて 

吾人に 與 へ たる 所の ものと 同じき 精勵 且容智 ある 注意 を 吾人の 子に 與 へ 得る の 

である。 かくして 兩 親が 吾人の 爲に盡 し、 もの を 更に 子の 爲に盡 す ことに 依 b 

て纔 かに 理想的に 兩 親に 償還す るので ある。 但し これ は 大人の みに 關 したる 點 

である。 若し 夫れ 兒ー 重に 就 て 云 へ ば、 兒 事 は輕微 なる 勤 勞、 優 婉 なる 行爲に 依って 

幾分 かこれ が 戚恩を 表示す る ことが 出來 るので ある。 かくする ことの 主要なる 

© 値 が何處 におす るかと 云 へ ば、 そ れは兒 一重に 成應 したる 情操より 成 b 立つ から 

である • 伹し 主として は 親た る 人の 嚮導 を 甘受す る こと と、 兒 童 自身の 智力 的 及 

び 逍德的 改善 を 目的と する 熟 心なる 努力と に 依りて 成 b 立つ ものである。 世に 

愛 多 けれど も、 親 の 愛の 如くし かく 非 自利 的なる もの は あるまい。 眞の 親の 心に 


ん とて 苦勞 する. 親 は 其の 熱愛よ り、 旨 き 調理 を鹽 梅して 兒に與 へる • 偌 其の 兩 

親 を 如何に 見るべき であらう か。 其れ 必すゃ 其の 兩 親に 負 ふ 所の 凡べ て を 今页 

の 如く 新に 實認 し來 b  、加 ふるに 新しく 且 より 深き 溫情を 以てして 一 層 其の 兩親 

を敬視 する であらう。 但し 感 恩の 本務 は 就中 兒が 其の 兩 親より 受けた る 最大な 

る 賜 物、 卽 ち兒が 其の 生存の 道德的 目的 を 達する に 就て 受けた る 扶助に 基 づ く も 

ので ある。 

余 は 子の 本務の 原則 中に 「汝の 兩親を 愛せ， よ」 との 戒を加 へ ぬ， そ は 余 は 愛 は 命 

令せられ 得べき 性質の ものと は考 へぬ からで ある。 恭 敬、 從 順 、成 恩の 正當 なる 態 

度が 守られた るなら ば、 愛 は 其れ 自身 次いで 來る ものである。 愛 は 他人と 合一の 

感 である。 而 して 子の 愛が 他の 愛と 異なる 所以の 特殊性 は 、吾人が 全然 依屬 する 

人、 吾人が 因って 以て 心的 及び 體的 生存の 養育 を 蒙る 所の 道徳的 凝 者との 合一 よ 

b 胚胎す るの 點 にある ので ある。 

然 らば 子の 感 恩の 情操が 其れ 自身 如何 樣に 表出す るで あらう か。 威 恩 は 受け 

たる 深切の 返報に 依. りて 通常 表出 せらる、 ので ある。 併し 吾人が 親より 受けた 
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ある。 然 b  、主 要なる 觀 念と 云 ふ も 恐らく は 誇大で は あるまい と 思 ふ。 

偖 吾人 は 更に 精細に 親の 本務の 性質 を 語らう • 親た る もの は 其の 兒の 永久な 

る 福利の 守護 者で あると 云 ふこと を 心に 記す る以 上、 兒 の 個性 を 尊重 し、 保 護 し、 發 

達せし め、 就中 其の 個性的 傾 癖を發 見す る こと は 親の 本務で ある。 此の 個性的 傾 

癖た る や、 1ST 潜 在 的の ものである。 從て 頑強に 搜し 出さねば ならぬ ものである。 

兒 をして 其の 本 具の 靈性を 保持して 失 はしめ ざる こと は 親の 本務に し て、 又 其 の 

特權 である。 

此の 親屬關 係の 上に 子た る， もの ゝ恭 敬 (所 謂 孝 の 道) が 打ち 建てら るゝ ので ある. 

其の 關 係よ， 9 し て、 主 たる 子の 本務が 演繹 せらる、 ので ある。 兒 は由來 前述す る 

如 き 運命 の ものなる に 依り て、 初 めよ， 9 何もの が 自己の ために 最良で あるか を 知 

るゃ〕 がない。 故に 唯從 順なる 外ない。 從順は 子の 本務の 第 一 である。 而 して 第 

二の 本務 は 親の 膝下に あ つて 受けた る 恩 惠に對 して 成 恩 を 表示す るよう に 約束 

されて あるので ある。 親 は 兒に飮 食、 住 居、 衣 服 を 給す る， 親 は a の 病のと き は gr 

自己の 睡眠、 安樂、 健康 を犧牲 にしても 看護す る， 親 は 兒に何 一 つ 不足な からしめ 


理 である， 今日の 改革 家 は 過去の 凡べ ての 改革 家の 肩 上に 立ち居る ので ある。 

而 して 數 多の 共働 者の 協力と 批評と がなかったなら ば、 其 の爲 さんと する 何等の 

努力 も 成功 の-望 殆ど 無しと 云 ふべき である。 尙ほ又 自己の 空想 を 刺戟し 桃發せ 

しむる 如き 改良の 計 畫を始 むる は、 其 の 人の 爲に 正經の 事と は 云 はれない •  ^ろ 

宜しく 現在の 事情の 下に 於て 如何なる 特殊の 處 置が 最も 能く 進歩の 原因 を 前進 

する に 足る か、 又 如何なる 資格に 於て 自己が 特別に 此の 種の 處置を 作興す るに 適 

し 居る か を 考量すべき である。 公正と 眞理と は 公的 目的で あつ て、 決 して 私的 目 

的で はない ので ある。 各人 生活の 最高 目的た る や、 個 人と しての 自己 が、 人 類の 公 

的 目的 を遂 達する 上に 於て 特に 其の 適任な b とする 貢獻を 提供す るの 一 事で あ 

る。 個人 若し 營々 として 其の 私的 快、 苦 に 是れ心 を 奪 は れ、 單 に 自己の 爲に のみ 生 

活す るに 於て は、 價 値少き 生物の み。 其の 存在 は旦に 生れて 夕に 死す る 夏 蟲の存 

在と 殆ど 價値を 等しう する ものである。 然れ ども 個人 は已に 人類の 機關 となつ 

て永續 せる 偕 値 を 得た ものである。 而 して 其の 個性 は 不可侵なる 神聖 を 有する 

ものである。 今 指示せ る 如き 意義に 於て 個性の 神 a! は 偷理學 の 主要なる 觀 念で 
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• 今日の 科 學者は 先進 科學 者の 幾 十代に 涉 b て 蓄積せられ ね も 勞カを 利用 し、 併 せ 

て 其の 業績の 價値 をば 同時代の 學 者の 協力と 精査 的 批評と に 託する ので ある。 

何人と 雖も 他人の 扶助な くして は 多大の 知識 を 得べ からざる と 共 に、 ま た 何人と 

雖も 自己の みの 私的 快樂 のた め、 知識 を 求め または 偶 t 以て 自己の 虛榮を 誇らしむ 

るに 過ぎざる 如き 或る 知識 を 求む る こと は 正 當とは 視られ ない。 例へ ば、 誇 示 の 

ための みの 外、 何 の 用に も 立たぬ 怪奇なる 學識を 得ん がた めに 人の 一生 を涫 費す 

る は、 智 力 的 本務の 違犯で ある。 知識の 進步は 公的 目的で あつ て、 私 的 目的で はな 

い。 各學 者、 科 學者は 自己の 力の なし 得る 限， 9* 理の 共同 貯蓄 を增大 し、 以 て 人 類 

の 科學的 財産に 補 加すべき 約束が あるので ある。 然れ ども これ を爲 さんがた め 

に 彼 輩 は 自己の 特殊の 才能 は 如何なる 方向に あ， o- て存 する か を 知り 得る ことが 

出來 るか 如何 か。 また 才能 を 磨き 修める に 勤勉 能く 其の 一 身 を 任 かし 得べき か 

如何 か をし かと 自ら 問 はねば ならぬ。 蓋し 眞理の 一 般的 興味に 善く 貢獻し 得る 

ことの 出來る は、 其 の 努力 を 1 事に 專 注す るに よりて 然るので ある。 社會的 目的 

の 追求、 例 へ ば 社 會的惡 習の 矯正、 社會的 正義の 上進の 如き ものに 就ても、 亦 同 一 の 


此等 三種の 態度 は 吾人の 上に ある ものに 對 し、 吾 人の 下に ある ものに 對 し、 及 び 吾 

人と 同等に ある ものに 對 する 恭敬 を標徵 する ためで ある • 又 此等三 極の 態 S は 

* 正なる 自 敬の 念に 發 し、 且 これよ b 向上す るので ある • 子の 本務 を 語る に 就て 

は、 吾 人 は 今 乃ち 吾人の 上に ある ものに 對 する 恭敬の 問題に 觸れて 居る ので ある. 

親は兒 よ， 9 看れ ば、 體、 心、 及 び德の 優者で ある。 兒の 體、 心、 德 の 力の 發達を 助く る こ 

と は 親の 本務で ある。 兒 をして 其の 力の 充全を 達し 得しむ る爲、 並に 前代が 舞躉 

より 隱 退す る曉に は、 これに 襲で 人類の 使命 を 行 はしむ る爲に 其の 劣等の 位 殺よ 

b 漸々 にこれ を 引き揚げる こと は 親の 本務で ある。 劣者に 對 する 優者の 本務 は 

劣者 を 助けて 劣等の 平面より 昇 上せし むる にある。 かく 助けられた る 人の 受容 

的 及び 感得 的 態度 をば 恭敬と 稱す るので ある。 但し 吾人 は 親の 本務の 性賀に 一 

層 熟 近し S かねば ならぬ。 而 して 吾人 は 忽ち 次の 如き 反省 を 念頭に 浮べざる を 

得ない ので ある。 それ は 何かと 云へば、 凡そ 如何なる 人 も 扶助な くして は 人生の 

智力 的 目的 を 達し 得べ きもので はない と 云 ふの 一 事で ある • 荒 蕪せ る 島 地に 住 

し、 自 己の みの 心的 資源に 限られた る 科學者 は徵々 たる 進 步を爲 し 得る に 止まる 
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し 置かねば ならぬ と。 先 刻ダ マ ー が 父の 室 へ 行く と 問 もな く引歸 して * たの は、 

かう 云 ふ 事情が あつたの である • それ はダ マ ー が 室內の u; を 開けた 時 に、 其 の 老 

父が 寢臺の 上に 眠って 居つ ので ある。 ダマ ー が靜 かに 室內に 入らう とする と、 生 

て ふつが ひ  きし 

惜 In- はキ ー と 云つ て、 蝶 鉸の 軋る 昔 を 立て た、 老 人 は 驚いて 起きた 樣 である。 ダマ 

1 は 我と 自分 を 叱して 後へ 戾 つて 來て、 ョ シ佘は 彼の 客が 提供した る 儲け 仕事 を 

棄 てると しょう。 佘は 老父の 睡眠 を妨 ぐる こと を 欲せぬ と獨 語した。 そ は 老父 

の 睡眠 はダ マ ー に 取って は 神聖 不可侵の もので あつたので ある。 

恭敬 は 子た る 者の 本務の 骨子で ある。 諸君 はグ ー テが 其の 著 「ク ィ, へ ダム、 マ 

ィ ステ ル」 の 中 其の 敎育的 理想 を略寫 したる 數 章に 於 て、 兒 童の 宗敎的 及び 道德的 

敎育を 三重の 恭敬の 上に 置い て ある ho を 知って 居らる 、であらう。 ゲ 1 テ は 次 

の 如き 標徵 主義 を 適用した ので ある。 理想的 敎育 施設の 生徒 は 種々 の 機 會に於 

て 三種の 態度 を 取る こと を 要求 せらる、。 卽ち 生徒 は 其の 胸の 上に 腕 を 組み 而 

して 打明けた る 容貌 を 以て 上方 を 見よ。 再び 其の 背面に 腕 を 組み て、 地 面へ 輝け 

る 瞥見 を 向けよ。 又 再び 列に 立 て、 而 して 其の 顏を 右へ 向 け、 各 自 隣の 生徒 を 見よ。 


の 許を訪 うて 其の 所藏の 中から 必要の 寶 石を擇 まん 爲 

ら 派遣され た。 ダマ ー は 此の 珍客 を 慇數に 待遇した。 

客の 前に 美麗な 寶 石の 數々 を 廣げて 見せた が、 併 し 何れ 

要の 石 は 非常に 大きくて 光輝が ある もので なければ な 

る 物 は 用に 立たぬ ので ある。 かくと 聞いた ダマ ー は忽 

に は、 自 分の 老父の 居る 室內に 一 個の 簞笥が あ る、 其 の 中 

其の 中には 必す 客の 意に 適する 物が あ らう と。 其處で 

分 間の 猶豫を 客に 請うた。 然るに ダマ， は 玉 を 持た す 

非常に 遺慽 であると い ふ 風 で、 折 角の 厚意に 從 ふこと が 

は 聞いて 驚い た、 のみなら す、 これ は 必す此 の 商人の 計略 

向って 莫大の 買 直 段 を 申し 聞け た。 ダマ ー の 云 ふのに、 

如何にも 殘念 である が、 今 は 私の 力の 及ばぬ 所で ある。 

して 下さるなら ば、 何 とか 都合 を附 けましょう がと かう 

最早 一 刻 も 猶豫は 出 求 ぬ、 高 僧が 何時 其の 戮務を 行 はれ 


に 使者が ィュ ダサ レム か 

さて 其の 用 向 を 聞い て、 珍 

も氣に 入らなかった。 所 

らぬ。 此の 條件 を缺 いた 

ち 想 ひ 起し て、 や が て 云 ふ 

に- M 玉が 保存され て ある 

ダ マ ，は搜 索を爲 す間數 

に 直ちに 戾 つて 來 て、 さ て 

出来ぬ 由 を 語った • 使者 

であると 信じ て、 ダ マ， I に 

-か 、 る 儲け 仕事 を 外す は 

若し 一 時間 か 二 時間 猶豫 

答 へ た。 使者が 云 ふに は、 

て も 故障な き檨 早々 修理 
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ト n ャの 大火の 燃 ゆる 中よ b 老ハ乂 アン カイ シズを 肩に 負て 逭れ たィ ュ ァ スの 

話、 又 はへ "，トスの 史 傳 (第 一 篇 三十 一 章) に ある クタ オビ ス、 ビト ー の 話 を 語る を 好 

しとす る。 ュ ー ジシ ズに對 する 其の 子テ レ マク スの獻 身の 昔 語 を 想 ひ 起せ、 レ 1- 

ガン 及び ゴネタ 〃の 行 爲とコ ジジ ソァの 行爲を 比較し つ ゝジ〜 ァと 其の 娘との 

話 を 語りて は 如 何、 語 るべき 話の 中に も 別格 兒 童に 適當 なる はダ マ ー の 詰で ある 

ィ 一一 ァ スとテ レ マ ク ス との 二 話 は 親に 盡 したる 勤勞の 中に 表 はされ たる 孝心 を 

說 明す るに 足る ベ き 者で は ある が、 併 し 親に 對 する 眞 の勤勞 とも 云 ふべ き 程の 機 

會 は、 小 さなる 兒 童に 度々 來 るべき 者で はない。 これに 反して ダマ ー の 話 は 孝心 

が 優婉と 思慮との 行 爲に顯 はれて 居る を 示して 居る。 而 かも 此 等の 行爲は 何れ 

の兒 童に も 出 來る範 園の 中に あるので ある。 此の 話の 場所 はパ レ スチナ であつ 

て、 ィ ュ ダサ レ ムの 殿堂が 尙ほ巍 然と 立って 居た 頃の 出來 事で あつたと 想定され 

て 居る。 ダ マ ー は 他に 比類な き 至って 珍奇に して 至って 高價 なる 品 を 豊富に 所 

有して 居る の を 以て 世に 知られた る寶玉 商人であった。 玆 に 會-ィ ュ〃 サ レムの 

高佾が 其の 胸 甲に 飾られた る寶 石の 一 揃 を 置き 換 ふる 必要が 起った の で、 ダ マ 1 


集まりが 催されました。 此の 會に 於て " イド 大將 はホ レ ー ス の 胸に 靑 0 の^き 

をつ けられました。 それ はホレ ー スの 勇敢 を 賞す る しるしで ありました。 ホレ 

1 スの母 や 父 は 傍に ひかへ て 居ました が、 こ れを 見て ァ、 と 云った ばかり で、 言葉 

も 何も 出ませんでした。 大將 はホレ ー スに 賞牌 をつ けて しまつ て、 や がて マ ー テ 

ジ 夫婦に 向つ て、 あ なた 方 はか やうに 早く 譽を あげた 息子さん を もってお めでた 

いと 祝され ました。 これ は 年 はま だ 若い が 善人に なれる こと を 示した 息子さん 

を もった の を 喜 びます と 云 ふこと です。 

多分 世間に は、 家 の 息子 達もホ VI スの やうに 立派であって 欲しい と 思った 父 

や 母が あつたで せ う、 息子 達 や 娘 達が 正しき 行 を すれば、 兩 親の 胸 は 偸 快で 充 たさ 

れる ものです から。 

兒童道 德敎育 論抄譯  ノ  H リックス、 アドラ ァ 

子の 本務 
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せんでした. 月日が たつてから 皆さん は學校 で學 ばねば な， o- ますまい • それ か 

ら 野 や、 店 や、 役 所 や、 其 の 他の どこかに て 働き 始める でせ う。 皆さん は 大勢の 人中 

に 居て 皆さん を 愛して 下さる 母 や 父が ある こと を考 へたら 嬉しいで せう。 兩 S 

が 愛して 下さる の は 皆さんです。 兩親は 王 や、 女 王 や、 大 統領 を 愛する よりも、 一 層 

皆さん を 愛する のです。 

希臘の 英雄 ェ パ ミノ ン ダ スが 或る時 戦勝 を 得た ことがあ， 9 まし た、 國 の 人民 は 

此の 人の 勇氣を ほめた ゝ へました。 幾年の 後 或る人が ュ パ ミノ ンダ ス に、 生 涯 の 

中で 一 番樂 しかった こと は 何でした かと 尋ねました ら、 此 の 英雄 は、 さ や う、 私 が 勝 

利の 後に 兩 親が まだ 生きて 居られ て、 其 の 息子の 盛名 を 聞かれた 時です。 こ れが 

一生 中の 偸 快でした と 答 へられました。 此の 英雄 は 基督 前 三 四百 年頃の 人で し 

た。 これから 今の 時代で 勇敢な 一 人の 息子のお 話 を 皆さんに いたし ませう。 

一 千 八 百 九十 七 年の 夏の こと、 ホ レ，' ス、 マ ，テツと 云へ る 若者 が、 父 親と 共に 英 

蘭の 南海の 海 邊を步 いて 居た 時 に、 海 中で もがいて 居る 男の子 を 見ました。 これ 

を 見た ホ レ 1 スは 直ちに 水中に 飛び こん で、 男 の 子 を 救 ひました. 數 ヶ月の 後に 


笑 ふ 者 も あれ ば、 し おふせば よいが と 思 ふ 者 も ありました。 併し 誰も 若者に 助力 

しょうと はしませんでした。 時 は 近づきました。 銳ぃ目 は 見張って 居ました。 

父子が 指定の 時間 迄に 門に つきそ こなったら 容赦はありませんでした らう。 遂 

に 其の 子 は 最後の 一 走 b を 試 み、 門 を 通過し まし た。 が、 市 の 城壁 外で 氣絕 して 倒 

れ ました。 かくて アツ ビクス 老人 は 息子の 勇剛 によって 救 はれました。 

私共 は 今迄 母と 父と に 就て お 話 をし ました が、 終 りに 兩方 併せて 語， CS ませう。 

皆さん は 祝祭な り、 觀 兵 式な b で、 百 萬 人 も あらう と 云 ふ 群集の 中に 曾て 居た こ 

とが あ b ます か。 皆さん は 一 寸の 間で もお 父さん やお 母さんに はぐれた 時には、 

奇 妙 で、 そ して 心細く 感じませんでした か。 數 多の 男女が 皆さんに 近く 押して 來 

たでせ うが、 一人と して 皆さんの 友達と は 思へ なかった でせ う。 失望の 感じが 皆 

さんの 胸に 起った。 あ ゝ廣ぃ 世界に 私は獨 b ぼつち だと 云って 泣き出さん ばか 

h"- でしたら う。 

そこへ 皆さん はお 母さんの 顏を 見た。 お父さんの 延ばした 手 を 見た。 皆さん. 

は 走せ て 行つ て、 兩 親に 抱きついた でせ う。 もう 皆さん は獨 b ぼつち では ありま 
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商 人 は、 ィ 、 ュ 「どうし 

げ ませう。 何も 餘 分に 

かう 答へ ました。 

私 は思盧 深いと 云 ふ 

の 市民に アツ ビク スと 

けたの で、 數 時間 內に羅 

向いて 行かう か 分り ま 

どこと も 知らぬ 世界に 

かった のです。 併し 或 

のでした。 友達 も あ b 

の 息子が 其の 側に 居て 

間內に 門に ゆきつく か 

靑年 は、 お父さん、 私が 

羅 馬の 人民 は 若者が 


ま し て、 あ なた 方が 初めに 御 措定に なり 

儲け やうと て 父親 を大. 切に した 譯で は 

丈に 止まらない 一 人の 息子のお 話 をい 

云 ふ 老人が ありました。 此の 人 は 市の 

馬 を 立ち退く やうに 云ひ附 けられ まし 

せんでした。 老人 はとり 急い で、 な つ か 

さまよ はねば ならぬ のでした。 おまけ 

る 時間 內に 立ち退かねば 死刑に 處 せら 

ました が、 皆 避けて よ b- つきません。 が、 

くれました。 息子 はほんの 一 青年で し 

どうかと 氣遣 ひました。 

あなた を 負 ひませ うと 父親に 申し まし 

老人 を かつい で、 あ せ つ。 て 行く の を 見て 


七 八 o 

ました 金額で 差 上 

あ b ません からと 

たし ませう。 羅馬 

支配 役 達の 怒を受 

た。 あ、 どの 道へ 

しい 自國を 離れて、 

に 步く氣 力 も 乏し 

れる かも 知れない 

ただ 一 人の 息 子、 此 

た、 ァ ッ ビクス は 時 

ナ 

不審に 思 ひました • 


れと 申し入れました。 

は異敎 徒と 云 ひ. ました 
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使者が、 前に 云った 通り 餘 分に 代金 
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ではありませんでした。 それ 故人々 

し 皆 さ ん、 人 は異敎 徒で あ b- ませう と、 

うと 何れで もよ いです。 行爲が 正し 

さ い。 

をお 目に 掛け ませう と 云 ひまし 

安全 庫の 鍵が、 父親の 外衣の かく 

ら す、 父 親が 丁度 寢て 居ました こ 

しかねます と 申しました。 

て く れ、 寶 石の 代金 は 多分に つか 

入れませんでした. 使者の 人々 

した。 ダマ ー はお 客 を 失 ひかけ 

の で、 息 子 は 鍵 を 受け取って 寶石 

を拂 ひませ うと 申しました • 
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あの 羅 馬の 軍人が 其の 父親に 尊敬 を 表し ましたの は 此の 時が 始めで したと 皆 

さん は 思 ひます か。 ィ、 ェ さう ではありません。 其の 軍人 は 子供の 時から 父親 

を 敬 ひ、 父親に 對 して 子供 丈の 深切 を盡 して 居た のです。 

四 歳になる 小さい 女の子が 父親が 仕事 を 終へ て歸 宅す ると、 一 日 疲れた 後を樂 

に 坐ら せて あげやう と て、 常 に 上靴 を 父親に 差 出す ことにして 居ました。 或る 婦 

V  W もの 女の子 に、 け ふ 一 日 私と 遊び ませう と 申しました ら、 此 の 女の子 は、 あ が 

たう 御座います が、 私 は 家 を 離る ゝ ことが 出來 ません。 若し 私が 居ませんでした 

ら、 お父さんが 家に 歸 つて こられた 時、 誰もお 父さんに 上靴 をお はか せ 申す 人が あ 

ません からと 答へ ました • 

皆さん 此の 女の子 は、 思 慮が 深かった ではありません か。 いかにも 思盧 深い こ 

と を 示しました。 年の 長 じた 息子 や 娘に も 同じ やうな 思慮深い 例が あります" 

二 千年 許， 9 前の ことで ありました。 猶太 人の 寺が ュ ダサ レ ム に まだ あ b ました 

頃、 高 僧が 外衣の 上に 著 用す る 胸當に 飾る 新しい 金剛石 を 求めようと しました。 

そこで 使者が ダ マ ー と 云 ふ 商人の 許へ 尋ねて 行って、 一 番 美しい 寶石を 見せて く 


へ 皆さんの 

て g たと し 

うか。 若し 

たと 云 ふ も 

昔、 大勢の 

薰物 をた き 

人民 は 行 

が轔々 と 昔 

蠻人を 征伐 

間もなく 

り て、 群集の 

びました" 

老人 は 誰で 

第 二 


父親が 面 會に來 

た ら、 皆 さんが さ 

さうなら 皆 さ. < 

のです。 

人民が 羅 馬の 街 

ましたの で、 芳 ば 

列が やってくる 

をして きました 

して 勝利 を 得て 

と 人民 は歡 呼し 

將軍は 兵車 を曳 

中に 立ちと まつ 

將軍は 老人 に 對 

した か、 それ は將 


て、 正 確で ない 言 葉で お 話 を し、 質 素 無作法の 

ながら 其の 人 を 知らぬ 他人の やうに 取り扱 

は 甚だ 卑陋 な、 男 らしくな い、 女 らしくない 精 

々 に 集まった こ t が ありました。， その 群集 

しい 香の 煙が 签 へ と卷き あが， 5 ました。 

と 叫びました。 騎兵が 大道の 方へ と 求まし 

- 鎖で つながれた 捕虜の 數 列が 通りました- 

凱旋に 喜び勇んだ 將 軍が 見えました。 

ました。 

く 者に 止まれと 命じました。 將軍は 兵車 か 

て 見て 居た 賤 しげな 衣服 をつ けた 老人の 方 

して 尊敬と 溫 情と を 表 はして 鄭重な 敬禮を 

軍の 父親で し た。 


0 

神 


こ 

f 


儀 をし 

たでせ 

を 示し 


の 人々 は 


, 兵車 

up 浚に、 


飛び 下 

步を運 

ましお。 
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だ後數 年た つて、 生れた 故 鄕の町 をお とづれ ました。 其の 町で は 此の 人の 父親の 

JJ を 尙ほ覺 えて 居ました ノ 一人の 年老いた 町人が 腕 をと つて 此の 人に 云 ふに は- 

あなた は 善い 人で す、 併 しあな たのお 父さんの やうに 善くなる と 思ったら 考 

へ 違 ひです。 

と 申しました。 聞いて 居た， テ イデ n 1 は ほほ ゑみました。 町人が 父親 は 自分よ 

,9 も 善い 人で あつたと 云 ふの を閱 いたのが 嬉しかった からで。 若し 此の 父親が 

生きて 居 て、 年 の 若い ダイデ & 1 を 人々 が ほめる の を 聞いて ノ ィ、 私 の 息子 は 私よ 

b もす つと えらい 人物です か ら、 そ れが 何よりも 嬉しい と、 か う 云うた とて 何も 不 

審は ありません。 

お し 皆さん は のんだくれの 父親 を 持って 居たら 恥づ かしく はないで せう か • 

併し 若し 身分の 卑しい 父親 を 持って 居た からと て恥づ かしいで せう か。. 

假 b に 皆さんが 學 問に 達して、 一 册の 書物 位になる 長い 言 葉で 話す ことが 出來 

たと し て、 又 皆さんが 贵 族ゃ贵 婦人と 交際 し、 嚴 かな 挨拶 をす るし か た、 華 麗な 食卓 

に 就く すべ、 皇族 方に 差 出す 手紙の 書き方、 これ 等の こと を辨へ て 居る として、 そこ 


私 は 友達に 向って 

友達 はノ ィ、 さ う で 

人 あ hs ましたの です 

其の 父親 も畫 家で し 

の こと を さ ん A\ に 

し V7 

皆さん も 私 も か ゝ 

なかった と 思 ひます 

を寶玉 だと 稱 しまし 

憶して 居ます か。 そ 

のお 話を記 憶して 居 

を 誇るべき 箬 です。 

昔 デ イデ" ー と 云 

はしました。 世の 人 

第二 篇 


、なんと 奇麗な 繪で すね 

す， 阱し云 ふの も つら 

。 其の 人 は 此の 繪をか 

た。 父親 は 此のみ ごと 

惡く云 ひました。 父親 


る 父親に はし b ごみし 

. 父 は 子の 作 を 誇る ベ 

た羅 馬の 賢母 コ K ネタ 

して わが 母親 を 世界で 

ます か。 親子 双方に 誇 

そこに 相互 の 誇が あ る 

ふ 名高い 佛蘭西 人が あ 

々 は 此の 人 を 偉人 と ® 


申しました • 

ことです が、 それ を 好かない 人が 一 

た 人の 父親でした。 畫家は 靑 年 で、 

M を 見る と 不興で あ b まし て、 息 子 

妬みました のです とかう 話され ま 


す。 此の 父親 は眞の 

であります 皆 さ A 

の お 話、 前 に 私が お 話 

番 高 貴 な 人 だ と 思つ 

あるべき 箬 です。 一 

き箬 です。 

ました。 此の 人 は 多 

て 居ました。 此の 人 


力 

方 


は 


親と は 云へ 

わが 息子 等 

た それ を 記 

幼い 男の子 

が 他の 一方 

の 書物 を 著 

父親が 死ん 
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私共の 父親 は 私共に とって 船長の 如 く、 主 人の 如 く、 王 の 如き ものです。 若し 私 

共が 父に 從 ふこと を 知るなら ば、 ど の やうに 船 長、 主 人、 王 に服從 すべ きか を 知 h- ま 

す。 私共 は 自分 等の 生れた 國、 自 分 等の 愛する 生 地、 英 吉 利、 亞 米 利 加、 佛 蘭 西、 日 耳 i 

伊 太 利、 埃 地 利、 これら は 私共の ハ乂國 であります。 自分 等の 國の 法律 は 父國の 法律 

であります。 私共 は 正直な 日々 の 仕事 を爲 し、 人 民が 作った 法律に 從ふ ときには • 

私共 は 父國の 善良な 子供で あ b ます。 

父 (つ ^ き) 

父子の 間の 相互の 誇 —— 父 親に 對 する 尊敬と 推 讓 I S 子 や 娘が 

正しき 行^す ると さに は 母 や 父の 心 は 嬉しい" 

或る時 私 は 友達の 家の 一室に 坐 はって 居ましたら、 壁に 數 多の 繪が懸 つて 居 ま 

した。 併し 其の 中の 一 つ. の繪が 私の 注意 を惹 きました。 その 繪には 男の人 も 居 

す、 女の人 も 居ない、 ただ 一 軒の 農家と、 數 本の 木と、 一 條の 流れと、 流れの 中に 立って 

居る 牝牛の 一群と がかいて ありました。 其の 牝牛と 云った ら、 す ベ て 美しい 牝牛 

で、 或 る 牛 は黑と 白、 或 る 牛は褐 色、 或 る 牛 は 殆ど 純白でした。 其の 毛皮 は 滑らかで 

且健か で、 其 の. 大 きな 目 は 落ち 付い て 且 輝い て 居ました。 


火 は火藥 室に 及びました。 

裂し ました。 船の 破片 は 海上に 散らさ 

子供 は兩 親に 從 ふべき です か。 さう 

義務でした か。 自分の 居場所に 止まつ 

さう です • それで は 船が 爆裂す る 迄 待 

さんの 頭 をな やませます。 

それで は 父親 は 息子の 死ぬ の を 希望 

軍艦から 端艇に 飛び移って 他の 人々 と 

でせ うか。 ィ、 ュ 。 併し それ は 父親の 

ィ、 ュ。 父親 は 死んで 居ました。 そし 

父親が 生きて 居った な ら、 ど うした か 皆 

枠、 早 く 船 を 去ら う、 さ もな くば こなみ じ 

義務で はない と。 かう でしたら う。 あ 

分の 居場所に 自若と 止まって 居た と は 

笫ニ篇 孝道に 閼 する 論躭 


艦船 は 鳴 b 響く 雷の やうな 音を立て 、爆 

れ ました。 

です。 父親に 從 ふこと がカサ ビアン 力の 

て 居た の は 正しい こと を 行った のです か。 

つて 居た の は 正レぃ 0 です か • これ は 皆 


したので すか • 

共に 逃れて 行つ 

いひつ けに 背い 

て 息子の 危險な 

さん 御存じで せ 

ん となって しま 

、その子 は 思 ひ 

天晴れでした • 


し 

ナ 

こ 

う。 

ふ、 

違 


、ェ • カサ ビアン 力が 

ら、 不正 のこと であった 

居なかった でせ う か。. 

と は 知， Os ません • 若し 

父親 は 叫んだ でせ う、 

止まる の は 最早 我々 の 

ひ をし ました。 併し 自 

セ 七三 


七 七 二 

を 懲罰した と 云 ふ 話 を 聞いた こと を 想 ひ 出 します。 息子 等 は 父親 を 愛し ましな 

それ は 父親の 淚に 悲しみの あるの が 見えました から。 息子 等 は 自分 達 も 亦 父親 

に 苦痛 を與へ て 居る こと を 知 b ましたから。 

若し 皆さんが お父さんに 苦痛 を與へ るの を 望まない な ら、 お 父さんが 皆さんに 

仕事 をお 命じな さ つた 時、 使 ひ をお いひつ けなさった 時、 家 に 居れと か、 病 める 兄弟 

の 床 邊に坐 はって 居れと か、 何時 迄に 家に 歸れ とか、 惡ぃ學 校 朋輩と 話して はなら 

ぬ と か、 そ れ 仰し やた 時に は、 お となし くお 從 ひになる でせ う。 

皆さん は佛蘭 西の 子供 カサ ビアン 力の こと をお 讀み になった と 思 ひます. そ 

の 子 は 年 十三 位で、 「ォ ジェ ント」 と 云 ふ 軍艦の 司令官の 息子で あ b ました。 此の 佛 

蘭 西の 軍 襤はナ イダの 役で ネ, ジンの 艦隊と 戰 ひました • 其の 時 此の 男の子 は 

父親に 附 いて 艦 内の 一 部に 居. 9 ました • 偶 I 艦に 火災が 起った. と き、 男 の 子 は 自分 

の 居場所に 止まつ て、 父 親が 許す 迄 は そこ を 動かう と はしませんでした • ぁゝ併 

し、 その子 は 知らなかった ようです が， 父親 は 巳に 彈 丸で 打 たれて 船室に 屍骸と な 

つて g ましお • 


^男の子 は 崖 下にお ひましな 空中 を ぶら. いた リ、 深い 穴の 上 を 舞った 

b して 降りました が、 少 しも 逡巡 しませんで した。 實に 男の子 は 父親の 手と 父親 

の 愛と を 信じて 居た からです。  • 

皆さん はお 父さん を 愛す • る でせ う。 さう ではないで せう か。 皆さんが 步 ける 

ように 足跡 をつ けて 下さる か ら、 皆 さん はお 父さん を 愛する でせ う。 さう ではな 

いでせ うか。 お父さんが 皆さん を 恐ろしい 岩に 落ちない やうに 繩を 握って 居つ 

て 下さった ら、 假 b にお 父さんが 皆さん を 罰した とし て、 又 何 か 苦しい 罰 を 課する 

ようにした とし て、 そ のこと でお 父さん を 愛します か • 恐らく 何 を 答へ てよ いか 

おわかりに ならないで せう。 それで は 苦痛 をお 好きになります か • ィ、 VT お 

父さん を 愛します か。 ハイ。 お父さんが 與 へて 下さる 苦痛 をお 好きです か。 ィ 

イエ。 たと ひお 父さんが 苦痛 を與 へて 下さっても お父さん を 愛します か。 ハイ。 

なせで せう か。 お父さんが 苦痛 を與 へて 下さる 初 終 皆さん を か あいが， o ます。 

お父さん は 皆さん を か あいがる から 苦痛 を與 へる のです。 私 は 或る 父親が 二人 

の 子供に 鞭 を あてねば ならない と 感じて 悲哀の 淚を こぼした が、 併し 矢 張， 9 子 供 
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信仰して 居ます。 皆さん は 此の 依りた のむ 感情 を 何と 申します か 御 字 じです^ 

私共 は それ を 信と 申します。 息子 は 父親に 信 を 置く のです。 

紳士 連の 一 行が ス コ ット ランド 高地 方の 岩 をよ ぢ 登って 行きました。 それ ま 

珍しい 植物 を 探 集す るた めで あ b ます • 此の 人々 は 何れも 植物 學者 であ， まし 

た。 其の 中の 一人が 絕 壁に よりすがって 下に 降 b ましたと こ ろ、 岩 の 割 目 こ 兼 

ねて 採集した いと 希望して 居った 花の あるの を 見つけました。 そこで 覺ぇ す^ 

びの 聲を あげました。 併し どうして その 花 をと， CS ませう か、 自 身で よ 下： お b ら 

れ ません。 其の 時 一行に 加 はって 居った 一人の 男の子の 兩 腕の 下に 繩を括 b 附 

けて 懸崖 を 下らしたら と 云 ふ 人が あ ひました。. 男の子 は 崖が 險 しいのと 高い の 

i であ ♦  t し ざち した • その 紳士 は 聲高か に、 今 お 前 をし ばら う i  、か う 中し まし た 

ら、 男の子 は 暫時 考 へました 後 、一行 t 一所に 来て 居た ス コ ット ランド 生れの 大眷 

な 牧羊者 を 見 かへ つて、 

若し 私のお ハ乂 さんが 雜を 握って 居て 下さな なら 私 はおり ませう とかう 答へ ま 

した • 


かう 申しました • 

賊は 驚きました • そして 老人 を 振 b 向いて 云 ひました. 

お前の 悴が あの やうに 善い の はどうした 譯だ らう。 

百 姓 は、 私 は 自身 善くしょう とつと めました とかう 返答し ましな • 

义 親が 其の 息子に 道 を 示す と、 息 子 は それに 附ぃ て ゆきます • 

らく 

併し 森の 中の 道 も 雪の 上の 道 も、 常 に樂 ではない のです。 密林の 中で は 狼が 出 

るか も 知れません。 父親 は 據と 息子との 間に 立ちと^ まるでせ う。 目を賠 ます 

やうな 雪 嵐 は 少年の 心に 恐れ を 抱かせる でせ う。 父親 は 自分の 上衣 を脫 いで そ 

れで 息子 を 包んで 寒さ を 防いで やる でせ う。 父親 は 其の 子供 を 保護な さるので 

す。 狼が くると 男の子 は 親の 側に 纒. ひ つくので す。 暴風 や 雪が くると 男の子 は 

父親に 密接して 父親の 手 をつ かみます。 男の子 は その 學校 朋輩と 仲よ くす る こ 

とが 出來 なかった ら、 父 の 許に 行って どう すれば 更によ いか を 尋ねます。 靑 年が 

煉茏 製造所 や、 鍛 冶 場 や、 鐵 道 停車場 や、 又 は 役所で 忠實に 働く ことが むつ かしい 時 

に は、 父 親の 許に 行って どういた しませう かと 尋ねます。 息子 は 誰よりも 父親 を 
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の を 見たら あなた 方のお 父さん はどう 助ける の を 例と した か を 想 ひ 出す でせ う。 

昔し、 十 八 世紀の こ ろ、 シ シタ ー の 山中に 一人の 兇猛な 賊 魁が 居ました。 その 名 

をミ ー 力と 云 ひました。 此の 人の 所持金の 多分 は强盜 をして 得た のであります。 

ミ， I 力 は 年 をと つたの で、 小 山のう への 住家で 靜 かな 生涯 を 送って 居ました， が 

併し 心に は 大きな 憂 を もって 居ました。 それ は 一人の 息子が 粗暴 で、 且 親に 孝順 

でなかった 故です • 或る時 此の 息子 は 小刀 を 振 りあげ て、 父 親 を 殺さう と 飛び か 

かった きがありました。 尤も 其の 時 は 人に とめられました。 同じ 地方の 年老い 

た 或る 百 性が、、、、 ー 力の 家 近くの 地面 を 遊行して、 一 二 頭の 兎 を 打ちました。 然る 

に. 此の 百 性 は、 ミ ー 力の 家の 男に 取り 押 へられました， これ を 見た、、、 ー 力 は大ぃ 

に 怒 つ て、 百 姓 を 密獵の 罰と して 暗い 牢に 入れる ように 男に 命じました。 偖 次の 

日 一 人の 靑 年が ミ ー 力の 戶 口に 求つ て、 主 人に 話が したいと 申し入れました • 

その 靑年 はミ ー 力に 向つ て、 私 は あなたが お 捕へ になった 百姓の 枠です。 ^の 

父 は 年と つて 居ます か ら、 密 室に 閉ぢ 込めら る、 苦しみ. に堪 へられ ませぬ。 父に 

引き 代へ て 私は堪 へる ことが 出來 ます。 どうぞ 私 を 父の 代， o に 罰して 下さいと 


事 を させない ようにして 

て 居 ま す、 多 分 父親 は 邪 ま 

を すよう な恥づ ベ き 言 

皆さんの こと を考 へます 

私の 息子 や 娘に 惡ぃ 例 

尙ほ 其の上 に、 娘 や 息子 は 

父親の する の を 見て 居る 

せう。 正しい 行 をす るよ 

森の 中の 道 を 私共に 敎へ 

父さん を 持つ の は 幸福で 

どう 働いた か を 想 ひ 出す 

を 費し たかを 想 ひ 出す で 

がそん な 人に 對 して どう 

あなた 方のお 父さんが ど 


居ます。 多分 父親 は惡ぃ 場所へ 導く 戸 を 開けよ 

の 行 をしょう と 手 を あげ かけて 居ます。 多分 父 

葉を發 しょうとして 居ます。 併し ハ乂親 は 躊躇し 

ひとりごと 

" 父親 は獨 言に、 

を 示す ことにな るか ら、 私 は それ をし ますまい • 

父親に 正しい こと を させ る や， フに手 傅 ひます。 

と 思 ひます か ら、 父 親 は 善い 仕事へ 導く In- を 開け 

うに 手 を あげてる でせ う。 眞實の 言 葉を發 する 

て 下さつ たり、 雪 の 野 を 通って 私共 を案內 して 下 

はありません か。 エ^へ 行けば あなた 方のお 父 

でせ う。 金 を 持った 時 は あなた 方のお 父さんが 

せう。 ^い 行狀の 人に 出逢ったら あなた 方のお 

仕向け たかを 想 ひ 出す でせ う。 大きな 苦難が か 

う 之に 堪へ たかを 想 ひ 出す でせ う。 隣人が 困つ 


うとし 

親 は 唇 


子供が 

てるで 

でせ ラ 

さるお 

さんが 

どう 金 

父さん 

、れば 

て 居る 
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て 待って 居りました。 さて 野の 方 を ふ b かへ つて 見る と、 息 子 は 深い 雪の 中 を そ 

ろ /) と步 いてく るの を 認めました。 息子 は 父親の 足形 を蹈ん でく るので す。 

父親が 右の 方へ 步 いた 時 は 右へ、 父親が 左の 方へ 行った とき は 左へ、 又 父親が 曲つ 

て あるいた 處は 矢張り 曲つ て、 父 親が 眞 直に 通った 處は 同じく 眞直 に、 父 親のと ほ 

b にった つて 來ま した。 父親 は ひとり 語 に、 私が す る こと は 萬 事 氣を附 けねば な 

ら ぬ、 悴 は 私 を まね る、 私 の 例 を寫 す、 私 が あれ を 正道の 人に しょうと するな ら、 先 づ 

私自身から 正道に せねば ならぬ とかう 申しました。 

すべての 父親 はみ な 正しい 行 をし ます か。 ィ、 ュ さう ではありません。 すべ 

ての 父親 は 皆 善い 例 を 示します か。 ィ、 ュ さう ではありません • 假 b に 父親が 

ir 惡ぃ こと を するとし て、 其 の 父親 は 息子な b 娘な が 惡ぃ事 をす るの を 好み ま 

すか。 又 善い 事 をす るの を 好みます か • 私 は 父親が 息子 や 娘が 善い 事 をす るの 

を 好む でせ うと 思 ひます。 父親 自身 は 度々 惡 いこと もす るで せう • 併し 其の 子 

供の 惡くな る こと を 願 ひますまい" 私 は それで は 皆さんに 甚だ 奇妙な こと を 話 

しませう。 男の子 や 女. の 子 達 が、 自 身で は氣附 かぬ でせ うけれ ど も、 父 親に 邪 まの 


I 


父  - 

父の 例示と 保 護 I 時 々父 は 罰^ 下す ことな 必要と 認む る、/ 

とも あ る^ 父 に從順 

或る 男の子が 森の 中で 道に 迷 ひました。 其の 周りに 高い 木々 が 巨人の やうに 

聳 立ちて 枝 を 頭上へ と 擴げて 居ました。 羊 齒の密 叢ゃ莓 類、 冬靑の 集囤が あた. 9 

一面に 生へ て 居ました。 その 男の子 は あちこちと 走りました， ぁゝ 森から 出な 

いうちに 暗くな つたで せう か。 やう やう 男の子 は歡 喜の 一 聲を あげました。 道 

が 見出された のであります。 男 や 女の 足跡 を 見附けた のであります。 人が 前に 

通った 道であります。 男の子 は その 足跡 をった は b ました。 暫 らくして 廣ぃ牧 

場へ 出て 求ました ら、 其處に 自分 の 家の あるの を 知りました。 そして 庭園 の 門に 

立てる 父 を 認めました • 

此の 男の子 は 自分より 前に 誰か ^あゆんだ 道 をた どった こと を 喜びました. 

實 際、 人 々 の 足跡が その子 を 助けた のです。 

雪が 地面に 積った 或る日の こ と、 父親 とその 小さい 息子と が 野を橫 切って こと 

ことと 步 きました。 大人 は 子供よ もやす と步 きまし て、 蹈 段の 所で 止まつ 
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なくなりました。 ァ、 分. o ました • 兵士 は 倒れて 血 を 流した のです。 ァ、 扯を 

流した、 ァ、 血 を 流した。  • 

私 は 再び 其の 人 を 見ました から 尋ねました。 なせ あなた は 狩 b をす るので す 

か。 耕す のです か。 商賣 をす るので すか。 建築 をす るので すか。 槌を 打つ ので 

す 力 戰爭 をす るので すか。 なせ 又 あなた は 非常な 苦畜を 忍びて 長い 時 g? 、年 々 

歲々、 一生涯 を 通じて 勞 働す るので すか， 聞かせて ください。 

S の 人 は 次の やうに 答へ ましたか^ や l^li^^ ひ^^ゃ 2>^^で 

そこで 私 は あなたの お 名前 はと 問 ひまし おら、 其 の 人 は、 私 を 御存じ ない のです 

^^o^  ooo  oooo^oooooooooooo 

力. 父 を 除いて S の やうに 働く ものが 世に あ b ませう か， 晝 も、 夜 も、 熱 い 時 も、 塞 

い 時 も、 夏 も、 冬 も、 喜 び に も、 悲 しみに も、 安 全な 時に も、 危 險な 時に も、 父 はか あい 子供 

の爲に 働きます。 世界の 何處 にで も 「父」 の 仕事が 見え ませう。 

私 は 叫びました、 なんと 善い お父さん、 あなた は どんな 報い をお 願 ひな さるので 

す 力 

お父さんの 返答 は、 私 の 子供が 私 を 愛しましたら それで 犟山. 


烈な鼠 は 人 を 襲撃した こと もあった でせ， フ。 

水夫と しての 其の 人。 初めは 一隻の 船 に、 そ れ から 他の 船に と乘 b ました *  S- 

板 を 歌うた ひながら 洗 ひました。 風は輕 やかで、 天 は 藍色で あ b ました。 大洋の 

中で 帆 を 捲 かう とした。 風 は 帆 をボ" { に 裂きました。 勸 ける 小山の 如くに 

水 は 船の 周圍を ゆりました。 電光の ひらめきが 突然と 現 はれて、 綱 や 檣 や 桁 や 乎 

摺が ありく と 見 ゆる 迄と 云 ふ もの は、 黑 い 空が 海上に くつ つく かと 怪しまれ ま 

した。 それから 砂 岸 近くに ある 漁船に 乘 ました。 鰊 をと るた めに 網 をう ち廣 

げ ました。 其の 人の 目の 下に は 休みな き 水が 流れ て、 頭 の 上に は 星が 輝いて 居 ま 

した。 

軍人と しての 其の 人。 背 囊を負 ひ 太鈹の 昔に つれて 進行し ますと、 他の 兵士 

もっ^いて 行きました。 幾千 人っ^き ました。 五 萬 人っ^き ました。 劍銃を 握 

つて 進行し ました。 木 竿に ひらく せる 旗 を 揚げ て、 そ れ について 足 をいた めて、 

麈に まみれながら 進行し ました • 驚いて 居る 馬 や 大砲が. 大きな 音を立て ゝぞろ 

ぞろ 行きました。 人 は 叫びました • 煙 は 盛んに 立ちました、 兵士 は 一同に 見え 
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の 響に 驚きました • ェ師は 大路に 石を据 ゑ、 小 山に 至る 迄の 町から 町へ 眞直 に遨 

を 瘠へ ました • 道 は 迂曲して 雁木 形に 行ける やうに 造 b ました か ら、 通 行す る 人 

馬の ために 始終 堅固で 安全でした。 又 ェ師は 平地に 鐵道線 を 引 き、 山 を 貫いて ト 

ン ネダを 通じ、 笑 ひながら 機關 車に 乘 つて 蒸氣の 漲る 中 を 平氣で 岩の 中 を廻餺 し- 

更に 又 日光の 表へ と廻轉 しました • 

. 石炭 を 掘る 人と しての 其の 人。 地下の 狹ぃ路 で 働いて 居る 時 は、 殆ど 係 蹄の 

中の 鼷 鼠の 如く 見えました。 小さな ランプの 光で 仕事 をいた しました。 腰の 邊 

まで 裸 で、 丁 字 鍬 を 揮つ て、 壁 から 光って 居る 石炭の 塊 を 切り出しました。 時々 は 

直に 立ち かねる 所に 居る こと も あ < りました。 その 時 は 半ば 脊を まげて 石炭 を 

打 つ て、 バ チ - (- 音 を させました • 

ひと あな 

, 下水の « 除 人と しての 其の 人. 人孔 にもぐ りこんだ 、り、 鐵 の 楷子を 下りて 地 

下に 行った b 、市 の 下水から 吐き出す 黑ぃ 川の 走る 墜 道へ さがったり などし まし 

な 黑ぃ 川から は 人の 目に は 見えない 芄斯が 立つ て、 人 の 口 や 鼻の 孔に 這 入って、 

恐るべき 方で 人 を 殺しました らう。 鼠 は 下水に 群 をな して 逃げました。 その 猛 


入れて 燒 きました。 それが 牛乳 や 酒 や 水 を 入れる 鉢で あ 卜ました。 これ 以外に 

陶工 は 水 ®  、花 瓶、 皿 など を 造りました。 私が 最後に 此の 陶工 を 見ました ときには、 

皿 に 赤、 金、 綠、 藍 などで 彩色 をして 居 b ました が、 そ れが 花や 葉 や 舞蹈 をして 居る 女 

の 子の 繪 となりました。 

硌子 匠と しての 其の 人。 大きな 室に は In- の ある 圓ぃ爐 が あ ました、 硝子 匠 

が la- を あける と內 面の 炎が 日光の 如く 輝い て 居 まし た、 戶 がし まると 此の 人 はす 

ぐに 爐の 中に 長い 竿 を 入 れ、 端 の 方に 溶けた 硝子 をつ けて 再度と hs 出しました • 

其の 竿 は 吹管で ありました。 其の 凹んだ 管 を 吹きました k0 子 は 球の やうに ふ 

くら みました。 するとす ぐ それ を壓 しまし て、 且 切りました。 そこで 陶工の 鉢の 

如，、 に 酒 や 水 を 入れる フラスコが 出來上 b ました。 又 此の 人が 溶けた 硝子 を 取 

b 出して 平たぐ 轉 ばし て、 後 に 銀め つき をして 鏡に 仕上げました。 鏡の 面に は 木 

や、 山 や、 家 畜 や、 廣 やかな 室が うつ b まし た、 お まけに 私の 顔まで も。 

ェ師 としての 其の 人。 其の 人と 外に 共に 働く 人と が 川に 橋 を 架けました * 

其の 橋の 上 を 最初に 私が 渡って 下 を 見ました ら、 洞 門から 水が ほとばしる 時の 川 
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木 をし つか， 9 著 け、 藁 で 屋根 を葺 き、 蝶 番に 樫の 木の を附 けました の で、 烈 しい 風 

で も、 ば ちく と 一昔た てる 霰で も、 雨 のとば し b で も、 柔 いが 併し 無殘な 雪で も 何も 

恐れませんでした- 

鍛冶屋と しての 其の 人。 鍛鐵 場の 火が 盛んになる につれ て、 深 紅の 熾 熟が 其 

の 人の 顔 を 照らしました。 斧 を 揮った b  、鐵 砧の 上に ある 眞 赤に 燒 けた 鐵を 打つ 

たりす る と、 鐵 から 火花が 飛びました。 其の 人 は 雷 人の やうに 見える 迄 幾度 も 打 

ちました。 其の 強健な 腕の 力 を 見せて くれました。 或る日 其の 人 は 鋼鐵の 薄い 

長い 葉 を 打ち ま した。 それが 硏 がれた の を 見ました ら、 そ れは人 を 殺す 刀劍 であ 

b ました。 次の 日に は 種子 を 蒔く やうに 準備した 土地 を 割る ための 犁頭 をつ く 

b ました。 又 馬の足に つける 光った 蹄 鐵も斿 へました。 

陶工と しての 其の 人。 其の 人が 蹈木を 足で おし 附 けます と、 車 はぐえ く 小 

さな 臺の 如く 廻轉 しました。 其の 小さな 臺の 上に 粘土の 塊 を 載せ て、^ の 塊に 指 

を 置きました。 車は絕 えす 廻って 居ました。 車が とまると 間 もな く、 小 さな 圓ぃ 

臺に 一個の 鉢が 出來上 b ました。 數日後 粘土 は 乾いて 固くな b. ましたの で、 竈 へ 


T 度 墓場へ 埋める やうに 地中に 落しました が、 穀 物が 死んで しまったの ではない 

かと 半ば 案じつ ゝ 、毎月 每月 待ちました。 併し それが 墓地から 簿ぃ綠 色の 葉-:::: の 

やうに 發 生して 地上に 競 ひ 出る と、 はや 日光 は 葉に 接吻し ました。 到頭 綠の莖 は 

穂先に 房々 と しだ 實を附 ける 黄色の 藁に 變 b ました。 男 は 光った 鋼 鐵の縑 を ふ 

b ました。 間もなく 刈入の 昔 を 聞きました。 刈 b 入れながら 某の 人 は 大きな 褐 

色の 顔に 美しい ゑみ をた ゝ へ た。 そ れを 見た 私も亦 覺 えす ほ、 ゑみました • 

商人と しての 其の 人。 或る日 其の 人 は 駱駝の 傍を步 みなが ら、 粗 野な 悲哀 の 

歌 を 歌 ひました。 そして 駱駝の 鞍で 鈴が 鳴りました。 又 或る時 此の 商人 は 荷物 

t 1 所に 強い 騾に乘 つて 旅行し ましたが、 强盜に 逢って 其の 所持品 を 取られて は 

ならぬ と あちこち 警戒し て、 岩 道を擇 つて 行きました。 更に 或る時 は脊に 荷物 を 

負って 行商人の 姿で 村から 村へ 行 き、 田 舍 家の 入口で 女 等に 品物 を 見せた b  、又 は 

城の 門番の 許し を 受けて 中に 入つ て、 嚴 かな 地位の 奥方に 物を資 b などし ました- 

建築 師と しての 其の 人。 其の 人 は 粘土 を 裁って 煉 S を 造り、 太陽の 光線の 如 

く眞直 に、 石 の 如く 堅固に 煉^ を据 ゑて 四つの 壁 を 仕上げました。 又 其の 人が 梁 
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ました。 幾度 も 鹿 は 

疲勞 したが、、 まし 尙ほ 

牧羊者と しての 其 

行って、 其處に 坐って 

罟 りました。 さもな 

らせた りして 居， CN ま 

方が 薄暗くな るの を 

所へ 引き入れた りし 

*フ と するとき は、 齒 を 

の 人 は 仕事 も 出來ま 

土地 を 耕す 農夫と 

ちました。 そして 二 

に 速れ て、 揭 色の 土地 

れて 居， CN ました。 畑 
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ました。 其の 人 は 

に 羊の 群 を 速れ て 

まよ ふの を番 して 

、險 しい 斜地 を攀ぢ 

る 黑 ® を^た ，9、 四 

つて、 羊の 群 を 避難 

來， O して 羊 を盜ま 

ち 向 ひました。 其 

て W る犁 頭と を 持 

を曳き 週して ゆく 

は軛で 結び 附 けら 

て、 黄金色の 穀粒 を 


ぴ つく  hN して， ヒー スゃ羊 齒を踰 えて 逃げ 

忍耐して 再び 狩 を はじめました。 

の 人。 其の 人 は 谷間の 静かな 流れの. 傍 

羊の 群が 綠 色の 牧場 を. あちらこちら とさ 

くば 短い 甘い 草 をく ひ 取らし むる ために 

した。 若し 又 小山の 頂邊を うづまい て 居 

見たり する と、 暴 風雨の 襲 ひくる 前兆と 知 

ました。 晝間は 獅子 や 熊が 來 b  、夜 は 狼が 

くひし ばった b  、槍 を 握った hN し て、 敬 に 立 

し た、 戰 鬪 もや b ましな 

しての 其の 人。 其の 人 は犁の 柄と 光つ 

頭の 强ぃ 牛が 畑の 中 を あっち こっちと 犁 

に 奇麗な 畦 を 作 b ました。 二 頸の 牛の 頸 

を 耕してから 種子の 入った 籠； ^取り出し 


一 事に 

o  o  o 

か、 云 ふ 

私 は 

多分 私 

思議な 

は #1 に 

差 當 り 

議な こ 

で す。 

終日よ 

時と し 

あ， 9 ま 


於て は 皆 同樣で す、 卽 ち 萬人悉 

ooo  oooooooooo 

迄 も あ b ません 母親で す、 萬 人 

驚歎すべき 人 

驚歎す ベ き 人 を どこで 見た 

プ ナノ キ 

は 掬 木の 下の 草原に 橫 はつ 

事物 を 空想に 畫 くまで 考 へ 

掛けないで 置いて 下さい。 

云うて 置きたい ことがあり 

と は、 中途で. 種 々に 形 を變へ 


oooooooo 

く  I 人 を 尊敬す る 


) o  o 

J と で 


としての 其の 人。 

ぢ1 つてく らし ま 

て は 藪 陰に 蹲踞つ 


其の 人 

した。 時 

て、 そ れ か 

した。 或る時 濃密な 白 霧で 
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で 

ま 

と 

ら 


が 莴人皆 母親に 敬 禮を表 


す、 一 人と は S です 

o  o  o 

します。 


せう か • 多分 私 は 深夜 それ を 夢に 見 ま 

-サ ラ と 昔す る 木の 槳 をな が め て、 色 

考 へました。 私が どうして 其の 人 を 見 

の 見た こと を 皆さんに お話し ませう。 

す。 それ は 外で も ありませ ん、 其 の 人の 

した けれど、 併し 始終 同 一 の 人であった 

. , つ- 

脊の 高い 赤 鹿 を 追 ひ 廻して 

し て は 獲物 を 待 つため に 洞 

岩から 岩 へ 息 もた え <^ に 

りかこ ま れ、 何 にも 見えな か 


■ 沼地の あた 

穴に 隱れた 

X  つ 

匍匐った こ 

つたこ とも 

七 五 七 


し た。 

々 不 

こ " 

す 力 

併し 

不思 

>  J と 

Ky を 

り、 又 

と も 

あ b 


七 五六 

と • 

親切で そして 强ぃ。 が 併し. k 層 疲れました * やっと 宮の 門の 所に とまり まし 

た。 女 祭司 は 丁度 まに 合 ひました。 人民 は 祭儀に 集まって 居ました。 ゆ 親 は 息 

子 達に 最上の 惠を與 へ て 下さ る やうに 神に 祈りました。 

ク レ オビ ス とビト ン とは歡 びに 満ちた 群衆と 共に 食卓 を圍 みまし て、 果 物 や 酒 

をた ベました。 其の 夜 母子 三人 は 宫に附 馬の 室に 泊 b ました。 翌朝に 至る と 深 

切で 勇敢な 兩 人の 息子 は 死んで 居りました。 

あ 、 死、 併 し 此の 息子 達 は 忘られません。 人民 は 兄弟の 像 を 建てました。 そし 

て 兄弟の ことども を 寄る とさ はると 語， 9 合 ひました。 今 現に 私 も 皆さんに 兩人 

の. 息子の 名、 そ れ から 孝行の 話 をし ました。 他年 皆さん も 亦 他人 に、 多 分 皆さんの 

小さい 息子さん や 娘さんに お 話 をな さるで せう。 

基督 敎の 信者で あらう となから う と、 白 色 人種で あらう と 黑色人 稱 であらう と、 

熱中に 住まう と 雪中に 住まう と、 食 長、 國 王、 大統領 の 何れに 從屬 しゃう と、 國 旗が こ 

の 色で あらう と あの 色で あらう と、 そ れ らに拘 はら す、 地 球 上 あ b と あらゆる 人 は.. 


對 する 子供の 愛が、 如何ば か 

居った 證據 になります。 

ァ 〃ゴ スと云 ふ 町に 女. 神 

祭に 奉仕し やうと し て、 例 に 

し た が、 あ やにく 牛が 遠方の 

りに 出る に遲れ はしない か 

人 は、 母 親 の 當 惑して 居る の 

お 母 さ ん、 御 心配なさい ま 

そこで 息子 達 は 頸の 上に 

をく、， o- ました。 母親 は 車 

つばって 行きました。 男 達 

なんと 強い 若者 達 だ、 こん 

婦人 達が 外に 出で て來て 

なんと 親切な 若者 達です 

第二 翥 孝道 關す石 


b うる はし いも 


へ ラの宫 が 

依って 車に 

野に 行って 

と氣 遣って 

を 見 かねて 

す な、 牛 の 代 

牛の 頭に 結 

に乘， 9 まし 

は 外に 出で 

な强ぃ 息子 

これ を 見て 

ね、 こ んな親 


あ 

居 

て 

切 


のかと 云 ふ 

ました。 此 

て 牛に ひか 

ま せ ん。 お 

した。 息子 

ま す に、 

私共が 宫 へ 

ける 木板卽 

若者 は宫 ま 

て これ を 見 

つ て 居 る 母 

ますに、 

息子さん を 


こと を 希臘の 人が 知って 

の 宮の女 祭司 は 或る 日 祝 

せて 行かう と 思 ひ 立ち ま 

祭の 時間 は 切迫す る、 集 ま 

のク レ オビ ス、 ビトンの 二 

車 を 引い て參 b ませう • 

ら軛を 置 い てポ の 棒に 身 

での 遠い 道 を うん ) 引 

て 云 ひ ま す に、 

親 は 仕 合せ だ な。 

もつ. た ゆ 親 は 仕^ 1 せな こ 
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さ ん 

博士 

•、 

1 ジ 

國 の 

ク 1 

の 詩 

た こ 

力 L 

は 小 

樣 を 

ジ 


著 

力 

じ 


はされ 

もう 少 

力、 る 

年代 頃 

が稚ぃ 

に 坐つ 

1 を暖 

中に う 

や 、毎朝 

ありま 

い 紙片 

しらへ 

ン ソン 


た 記事 を やめ 


こ 卜 

し大 

書物 

に ク 

時に 

て、 母 

力 に 

た つ 

顔 を 

す。 

を と 

た こ 

博 士 

る 前 


な 書物 

くな つ 


力 レ 

ソ ァ 


V7 

ム 一 

で 

ク 

も 


の 名 は 「ァ 

た な ら、 此 

理由 をお 

ク ー パ ー 

親の 寫眞 

思 ひ 出た 

玩 具 の 車 

す ヌ母 

れて、 小さ 

1 パ ー の 

の 花形の 

云うて あ 

1 も、 共 に 


ビ シュア 皇子 ラセ ラス 史 

の 奇麗な 物語 を 是非お 讀 


考 へなさい- 

と 云 ふ英國 

を 從弟か ら 

こと を 詩に 

を ひきな が 

親が 寢 床に 

い 砂糖 菓子 

頭 を 撫でて 

ついて 居る 

り ま す。 

基督 敎 徒で 


に、 一 つの 希臘の 昔話 を 皆さん 


の 詩人が あり 

送って 來 まし 

つくりました、 

ら學校 へ つ れ 

這 入って 居た 

を 朝 のお 褒美 

ま まと 笑つ て 

上衣の 端に つ 

ありました。 

に 話し ませう。 


ゼ五 K 

傳」 と 云 ひます。 皆 

みなさい。 そして 

ました。 或る日 ク 

た の で、 ク ，パ ー は 

園丁の ロビンが 

て 行った ことが 其 

ク ー パ ー を 見に き 

に 下された こと も 

居る 間 に、 ク 1 パ ー 

け、 ビ ンで とめて 模 

母親の ことに 關し 

此の 話 は 母親に 


はしく する ように 一 層氣 をつ ける のが 見えた 

仕事 を 手 傅って あげる のです。 なせなら ば、 た 

でなかった にして も、 世 界中 最も 愛して 居る 人 

今一 つ 是非 云 はなければ ならない 悲しい こ 

に關 して どう 語りました か。 また 母親 は 其の 

さん は 記憶して 居ます か。 意味が 分，^ ます か- 

こ とです。  若し さう とすれ ば、 私 共 の 行爲が 常 

を考 へて 不快 を 感じない でせ うか。 これに 反 

はって あげた こと を 想 ひ 出したら、 一 層 幸福 を 

サム エダ、 ジョン ソン 博士と 云 ふ 大學者 は、 常 

が 如何に 母親 を 敬って 居りました か は、 母 親 の 

かります。 博士 は 貧しかった のです。 ^かし 

親が 隣人から 借りた ま、 殘 して 置いた 負 債、 こ 

は 決心し ました。 そこで 博士 は 書物 を 著 はし 

第 


時 に は、 そ 

とひ^ 親 

は 矢張り 

とが あり 

力， I テン 

それ は 

に 母親の 

し て、 若し 

感せ やに 

に 母親 を 

なくなら 

儀式に か 

れ 等の 支 


こへ 走せ て 行つ 

が & たるべき 丈 

皆さんで あ b ま 

ます。 前に 私が 

にど, フ 罾 され i.6 

母親が 死んで g 

>ひ を悅 ばせ なか 

私共が 母親 を 深 

居られ ませう か 

敬つ て罟， o- まし 

れた 時に 爲 した 

なった 葬式 をす 

拂を 立派に しょ 


て、 出 版 業者に 賣 つて 金 を 


て、 ^ 親 の 

の 善い^ 

すから。 

力， テン 

し た S 

たと 云 ふ 

つたこと 

切に いた 

た。 博士 

ことで わ 

る 費 用、 ゆ 

うと 博士 

作 り まし 
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人で あ 

時國會 

へ て、 稱 

蔭 に な 

實際 

ない i 

ま、 あ 

間に は 

あった 

ィ 、 ェ、 

た 時、 子 

れは屹 

を 助け 


hs ました。 タ 

の 譏 員 達が y 

讃 せられて よ 

るので すと 申 

私共 は 母と し 

辨 へて 居る や 

ります。 私 共 

、 る こと を 話 

往々 目撃す る 

としたな ら、 皆 

他人 や 年老い 

供が あ はれげ 

度 母親の 心 を 

る 機會を 見の 


力 


コ ー ンは黑 奴の 自由 解放に 盡 した 

コ ー ン の贵き 事業 を稱讃 した 處 が- 

の は 私の 母で ありま  す、 私 では あ b 

ました。 

すべ きこと をせ ぬ I ^親 を 時々 見 ま 

な こと を、 言 葉に 出した b 行爲 にあ 

其の 家 をの ぞく と、 家 の內は 不潔に 

の は 好ましくない のです が、 併 し 皆 

とです。 今一 寸假 b にか やうな 母 

ん はどうな さいます か。 母親の 缺 

人 は 氣が附 くで せう。 母親が 子供 

母 を 見 かへ つ て、 何 も 物 を 云 はな か 

かすで せう。 そしてよ い 方に 導く 

さない こ i が 出 求ます。 例へ ば、 或 


七 五 二 

人で ありました。 或る 

ジン n 1 ン はこれ に 答 

ま せ ん、 私 は 萬 事 母のお 

す。 幼き 子供 すらよ く 

ら はした， ON する 母親が 

取， o 亂 してあった， o- し 

さん も 御存じの 通 b  、世 

親の 娘 若しくは 息子で 

點が 見つ かります か。 

の 悲しんで 居る の を 見 

つたら ど, フ でせ， フ， そ 

でせ う。 皆さん は 保 親 

る 時^ 親が 家庭 をうる 


籍 


ました" 今 私 は 寡婦で おり ます * 若しお 前が 遠くへ 行くなら、 二度 私 を やもめに 

する のです。 私が 死ぬ までお 待ちなさい * もう 長い こと は あ h- ますまい。 私が 

死んだら お前の 好きな 所へ 行きなさい。 

此の 靑年 は、 母 親が 死去す るまで 共に 慕して 居 b ました。 後靑 年が シグ ァの沙 

漠に 行った こと が、 善 い こと をした と は 私 は 思 ひません が、 併 し 使 徒 (か う 云 ふ 名 を 

得た) クリソ ス トムが 母親の 存命中 家に 居って 母親に 孝行した の は、 善 いこと をし 

たと 思 ひます。 

ト ー マ ス、 ープ ^ フ ォ ー， トは 有名な ェ師 であります。 此の 人 は 橋 や 船渠 を 造る 間 

に も、 母 親の こと を 忘れません。 母親 は 寡婦で、 ト ー マスが 嬰兒の 時に 此の 親の 愛 

や 世話に もたれた やう に、 今 は 息子の 世話 をた よ b にして 居ました。 ト ー マス は 

屢 t 母 親に 金 を 送り こしました。 又 母親の 衰 へた 目に たやすく 讀 める やう に 「私 の 

愛する 母 上」 と 大きく はっきりした 印刷 文字で か いた 手紙 を 母親に よこす を 例と 

して 居ました。 

嘗て 亞米利 加 合 衆國の 大統領であった ァ ブラ 、ノ ム、 リン コ. ー ン は 更に 一段の 偉 
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.  七 五 〇 

時 こ 雨が 少し 降 出しました。 ケ，. 'ト は、 マ ァ、 こんなに 降る ときに、 隨分不 深切 

だ、 な さお 母さん 自身で 買 ひに 行かなかった らうと 云 ひました。 學 校で 柔順で あ 

つたと 云っても だめです-。 つま， 9 ケ f トは よく 敎 育され て 居ません と 私 はさ ゝ 

やきました。 

よく 敎 育され て 居る 女の 子、 貴 婦人 は、 みんな 母親 を 敬 ふ ものです。 

母親 を 尊敬した 三人の 偉人 の 話 をのべ ませう。 昔 ジョン、 クタ ソス トムと 云 ふ 

靑 年が 母の 許に 行って、 お母さん、 私の 友達が シリアの 沙漠に 行って 共に 住まう と 

私に 相锬 しました か ら、 私 共 は 孤獨で 住まう と 思 ひます。 世の 人 は 私共 を隱 者と 

云 ふでせ う。 世間の 物 昔 ゃ邪惡 から 離れて 正しく 生活す る 方が 結構です からと 

かう 云 ひました • 

ゆ 親 は 息子の 手 をと つ て、 自 分の 室へ つれて 行つ て、 其 處に 坐りました。 母親 は 

苦しげ に 泣いて、 やがて 次の やうに 語り 出しました。 

お前のお 父さんが なくなって 以來、 お父さん 生き うつしの お前の 顔 を 見る のが 

あかん »  . 

ただ 1 つのた のしみ であ^ました。 お前が 嬰兒の 時から これ を樂 みとして 居- 9 


さへ て 居ました。 ヘンク 1 

へ ン タ ー は 今 家に 歸 つた 

た ら、 其 の 答 はかう でせ う、 お 


や あ b ません 

皆さん はへ 

した 迄で あ b 

は國 旗に 禮し 

であ， OS ます 

ケ 1 ト さん 

氣を附 けて 居 

ました。 ケ 1 

お蔭で 少し は 

其の後 或る 

ると 母親 は、 ケ 

第 二 篇 


3  o 

力 

ン ジ 

ま 1 

た 時 

愛國 

は諜 

ト さ 

よ く 

曰 ケ 


1 がか や 

ヘン ジ 

に は愛國 

者 や 紳士 

業 を 注 意 

學 校で 

んは靜 か 

なる もの 

一寸 行つ 


は 老人に 

としませ 

母 さ ん、 大 

うに 話す 

1 がさ や 

者で あり 

は 母親に 

して 聞い 

はき ちん 

で 柔順で 

だと 私 は 

校から 歸 

て パン屋 


敬意 を 表した のです。 

う。 母親が お前 は 何處に 居ました かと 尋ね 

きなお 世話で す、 私 が どこ 


の を 聞い て、 驚 かぬ でせ う 

うな こと をす ると は 信じ 

ます。 老人に 門 を あけて 

尊敬 を 表します。 

て 居ます か と、 私 は 先生に 

と 規律 正しくして 居. ます 

あります  ハァ、 、さう で 

ひと，. 9 ご i を 云 ひまし た- 

って  *  た  時、 丁 度 私が 其の 

で バン を 買って 來て おく 


孝道に 關 する 論說 


に 居 や、 フ とよい ぢ 

か。 私 は犟に 想像 

ません。 ヘン リ ー 

あげた 時には 紳士 

尋ねました。 ュ、、 

と、 先 生 は 答 へられ 

す。 そこで 敎 育の 

宅に 居ました。 す 

れと 命じました。 

七 四 九 


これ は 母親が 子供 を 誇つ 

した 話 をし ませう。 男の子 

な 人 は 神が 作った もの、 中 

しました。 

ィ 、 ェ、 私のお 母 さかが 一 

此 の 通 b 母子 双方の 側に 

の は 心地が よい が、 母 親 を 誇 

母 親 (つ 

母に 尊敬と 名蕃 と^ 表する ： と。 

行進し ます。 樂隊が 吹奏し ます- 

す。  小さい ヘン グ 

生 へ た、 腰 の 曲った 

す。 ヘンク 1 は 走 


たので あ hs ま 

は 客人の 話 を 

の 一 番高賁 な 

番 高 责 よ。 

誇が あるべき 

る 子供 を 見る 

*、  3 


兵 隊 が 

を 揚げ ま 

意 を 表し 

白 鬚の 

,9 行き ま 


1 は 旗が 通 


老人が 、一歩 ご 


も の 


偖 或る 

て Is ま 

だと 申 


で す- 

の  あ 


0 ぎ 


亦 


手 

る 


とに 杖 


力 

と き 


小さ 

した 

し ま 


母 親 

愉快 


が 子 

で あ 


を 持 

帽子 
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男の子が 母 

_ 客人が 詰の 

た ら、 其 の 子 


供 


つて 行って 門 を あけ 


によ b かか 

て、 老 人が 中 


を自漫 する 


親 を 自慢 


序 

ま 


に、 正 直 

叫び 出 


の を 見る 


ま す  人 々 

脫して 自身 


の 


つて 家路へ 徐 

にスる iH で そ 


歡び聲 

國に敬 

々と歸 

れ をお 


件が 

せ ま 

し て 
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を 女 祭司と して 此處に 住 ，ま は 
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ますまい。 皆さんが 母親 を 愛 

る か ら、 そ の 仰せ をよ くきく の 

親 を 誇らう とな さるで せ. う。 
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七 四 六 

或る時 羅 で、 母 親から 愛育され た 一人の 男の子が ありました。 コタ ォレ， ナ 

スと云 ひました。 成人して から 戰爭に 行つ て、 度 々功名 を顯 はした の で、 羅 馬 人 は 

賞と して 冠 を 授けました。 然るに 後に 人民の 怒 を 買つ て、 國 から 追放され ました。 

コ タォレ ー ナス は そこで 大いに 怒つ て、 羅 馬の 敵と 連合し て、 自 身の 都 市、 人 民に 對 

杭して 進軍す ると 聲 言 しました。 

それで 途上で 掠奪 をした り、 火 をつ けたり し て、 は ゃ羅 馬の 門 近く 攻めよ せ ま， し 

た。 其の 時 年老いた 母親の グェチ ユタ ァ は、 息 子の 嫁と 二人の 孫と を 連れて 其の. 

陣營に 行つ て、 猛 惡な 我が 子の 顔 を 悲しげに 見ました。 

せがれ 

ォ 、 枠、 私 はお 身 を こんな こと をす る やうに 育てました か。 お 身 は 親族の もの 

や 血肉 を 分お たものに » 向って 今戰 ふとす るので すか。 お 身 は 母親 や 母 都市に 

手 向 ひする のです か、 と 母親 はたしな めました， 

コ ジォレ ー ナス は 腕 を 組ん で、 そ して 強情で 心に 留めない やうな 風 を 装って 居 

. ました が、：^ 親 の 言 葉と 淚 とに 動かされ て、 頭 を たれて、 これから 惡ぃ こと をいた し 

ますまい と 云 ひました。 やがて 軍隊 を 解散 し、 遠 い 田 舍へ隱 退し ました * 此め事 


と はなさい ません か。 無論な さるで せう。 母親 

, る 事 はして はいけ ない と 命じた ら、 皆 さん は それ 

の 云 ふこと を 守らない とすれ ば、 母 親に 苦痛 を與 

母親が. 苦痛 や 悲哀 か. ら 免れる のです。 

サ ー、 皆 さん は 母親に 從 ふでせ う。 又 さ 

です。 他の つ て、 其 の 他の つて 一 體 誰で せう。 

先 づ考へ て 見 ませ う、 或 る 日 私 は 役所へ 行き ま 

納 簿を控 へて 居ます。 私が 金貨 を支拂 つた ら、 引 

急に 支拂 ふの をい やに 思 ひました。 併し 又考へ 

んで 出すべき だと 思 ひました。 此の 金 は 海陸の 

持す る ものであります。 私 は 私の 分の 租稅 を納 

よく 盡 したので す。 その 大な る 母親と は 誰で せ 

ます。 又 皆さん は 父 國と云 ふか も 知れません が- 

に 從ふ人  は、 やがて 銘々 の 母 國父國 の 法律に 從は 


が 或る 所へ 行ゥ 
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支度す るので あ b ます 
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七 四 四 

母 さ ん、 行 つても い、 でせ う、 行 かせて 下さ い、 麒 麟、 黑 猩 々、海 豹、 象 を 

1 と 母親に ねだりました。 母親 はかぶり を 振 b ました。 ^親の 

は 工合が よくない のであります。 肝臓が 大層 惡く なって 居ます 

週 は每日 見える ので す、 ァ ー サ ー の體は 少し はよ いやうな もの 、、 

れ ません とかう であ ました • 

、 お母さん、 新しい 麒麟、 珍しい 麒麟、 それから 海 豹  

1 サ ー さ ん、 お 母さんの 仰し やる こと は 正しい のです。 お 氣の毒 

て はな. Os  せんと 申しました。 

して 歸 b かける 時、 ァ ， サ ー さんが ひどく 不平 を 鳴らして 居る の 

多分 ァ ー サ， I さん は 母親の 睫毛に きらめく 銀色の 淚に氣 が附か 


からう と して 居 


ての 逋 ，9、 母 親 はたと ひ 子供達 を 警戒した b  、苦 痛 を さした b して 

ゝ のであります。 若し 皆さんが 銘々 の 母親に 重い ものが 落ち か 

るの を 見た ら、 害 を 受けない ようにと 大聲を 揚げて 母親 を 救 はう 


障 hN ますと 申し ましな 

ジ ュ リア ンは姊 が 其の 菓子 を 食べて 居る 

の 通りに する ことが 出 * ない の を 苦痛に 感 

のて いで 居ました。 母親 も 矢張り 子と 同じ 

子の 望む 所 を與へ たいは 山々 であ， 9 ます。 

い からで あ， o- ます。 

或る日 私 は 動物園へ 子供 を數人 連れて行 

さ ん の 家を訪 ひ、 ァ ，サ ー さん も 明日 私共と 

と兩 親に 尋ね やうと する と、 丁 度ァ ー サン さ 

肱掛 椅子に 腰かけて 居りました。 私 は 母親 

に 行く こと を 許して やって 下さい。 動物園 

に は 黑猩々 が 面白い 藝を すると 出て 居 まし 

思 ひます し "そ れに象 は 見る ばかりで な く、 其 

ました。 ァ ー サ， I さんの 母親 は 變な顔 をし 
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こと を 見た ことがあります-。 其の 姊 

じました。 そこで 潞ぃ面 をして 不典 

やうに 苦痛であります-。 母親 は 男の 

併し それ を しないの は 其の 子が か あ 

かう と 思 ひ 立ちました ので、 ァ ー サ ー 

一 所に 動物園へ 行っても よろしい か 

んは 平生お b もや ゝ おとなし くして 

に 向つ て、 ァ ー サ， I さんに も 明日 一 所 

に は 新ら しい 麒麟 も 居 ま す、 ま た 新開 

た、 私 共 は 其處に 居る 海豹 も 見たい と 

の脊 にも 乘 つて 見 ませう と、 か う 申し 

て 私 を 見ました か ら、 詰 を やめました 
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七 四 二 

だで せう か。 ハイ 最初に は" して 其の後 は それ 處 では あ ませぬ. 小 鯉 は 大人 

や 男の子が 網 を 以て 水 溜 b の 處に步 い て來 たの を 見ました 時に ば、 ど ん なに 恐怖 

したでせ う。 小 鯉 等 はもう 死 は 近づいた と 知りました。 偖 小 鯉が 流れの 中央に 

母親と 共に 停まって 居た と 想像し て、 小 鯉 は 嬉しかった であ b ませう か。 最初 は 

さう でなかった のです。 して 其の後 は 如何で せう。 、ノ ィ、 そ れは 非常によ か つた 

でせ う。 小 鯉 は セィヌ 河に 幾年 も 住む が出來 たでせ う。 然 ら ば^ 親 は 其 の 子 

供 を ま： ばす こと を 顧ったです か。 吃 度 さ う-で せう。 母親 は 何年 間 も 久しく 幸福 

にくらして 居る こと を 子供に 望んだ でせ う。 それ 故 子供 を 幸福なら しむる 爲厂 

.1^ 初 は ゆ 親が 子供の 意に さからった b  、苦 痛を與 へた りする こと は餘條 ない ので 

す。 雜 場 の 上 を 泳ぐ こと を 禁す るの を 母親 は 喜んだ でせ うか。 ィ、 ェ、 母親 は そ 

れが 子供に 苦痛で あらう と 思って 虏た ので あ b ます。 併し 母親 は 子供に 永久 分 

るゝ 時の 一 層 苦痛な こと を 成 じて 居た ので あ b ます。 

或る時 小さい 男の子が 菓子 を 母親に 乞 ひ 求めました。 母親 は、 いけません、 ジュ 

ジ アン、 其の 中には カー フット 二 種の 小 乾 菊 萄) が ありま す、 力 ラ ントは あなたの 體に 


果して 鯉の 世界 は績 かな かつので あります • 大水 は滅 じました。 河 はもとの 

水路に 復 して 流る ゝ ことにな， 9 ました。 こ、 かしこで 淺ぃ 水溜りが 秣 場に 殘さ 

れ ました。 或る 水 溜， 9 の 中には 少 さな 鯉が 心配 氣に 泳いで 居りました。 此の 小 

さな ft はもう 外へ 出る こと は出來 ません。 もとの 住居の 河と 此の 水溜りとの 間 

の 乾いた 土地 を 通過して 行く ことが 出 求ません。 此處へ 大人 や 男の子 供が 村 か 

ら來 まし て、 網 を 以て 其の 水 溜.， 9 を 一. ト浚 ひに さら ひました。 中に 居る 鯉と 云 ふ 

鯉 は 悉く 籃の裡 に 投げ入れられました。 話 はこれ で 充分です。 私 は 此の 小さな 

鯉の 悲慘な 末路 を 皆 さ んに 話す に 及びます， まい。 

母親 は 自分の 子供 を 喜ばす こと を 好みます か。 さや う、 母 親 は 他の 何人よ b も 

1 番 自分の 子供 を 早く 喜ばせる でせ う。 洪水の ある 秣場を 通過して 泳ぐ ことが 

小 鯉 を 喜ばした でせ うか。 無論 それ は 相 違】 あ りません。 母親が 其處に 行く こと 

を 小 鯉に 禁じた でせ うか。 其の 通り。 然 らば 母親 は 子供に 樂 から ひかへ る こと 

を 願はなかった でせ うか • さう 願った のであります， 併し 私 等 は 前に 母親 は自 

分の 子供 を 喜ばす こと を 好む とかう 云 ひました。 如何で せう。 小 鯉 は 具に 喜ん 
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母 親 (つ "き 

母親の 簪 戒 I 母 親 は 時々 其の 子に 苦痛^ 與へ る こと ももれ ど、 

眞實に 子な 愛しえ 二 — 母子 相互の 誇。 

み ん な、 氣 をお 附 け、 氣 をお 附 け、 河 の 中間 を 守って 返かない やうに なさい。 其の 

邊の水 は 深い、 敵から 離れて 居て 安全です。 みんなが 岸 近く 行く と あぶない よ。 

人が 網 や 鋭い 鈎 を 以て みんな を 捕 へ やうと して 居ます。 

これ は 年老いた 魚 (そ れは 鯉) が セィヌ 河に 泳いで 居る 時 其の 男の子 や 女の子に 

云うた と 云 はれて 居る 話で あ b ます。 

四月が 來 ました。 太陽が 小山の 上 を 照らして 雪を融 かしました。 ぎら，.，. \- ，こ 

光る 流が 谿を 突き 下って 大きなる 河に 合しました か ら、 河 は 益 I 大 きくな つ て 其の 

岸へ 汎濫 しました。 小さい 鯉 も 洪水の ために 野 や 藪 ゃ籬を 通り越して 押し流さ 

れ ました。 

小さい 鯉 は みんな 私^の 世界 だと 云って わめきました U 母親 は 深い 水中で 勸 

きなが ら、 永 く續 きません よと 叫びました * そして 其の 子等が あちらへ 遠く 遠く 

流れて ゆく を 見詰め て 居ました。 


靑ざ めて しまった 母親 を 見なかったです か。 ゆ 親が： b; ハの 子に 下さる 薔薇 花と 云 

ふ は， 此 等の こ i を 云 ふので あ， 9 ます。 ： ^親 は 子が 達者で ある 間 喜ぶ ので あ， 9 ま 

す。 母親 自身 はこれ がた めに 苦しむ ことがあ， 9 まして も、 矢 張.. O 喜ぶ ので あ.^ ま 

或る時 聾で 啞の 母親が ありました が、 そ れが 自身の 子の 搖 藍の 側に 腰掛けて お 

もました。 此の 母親 は 自身で はよ く 分らなかったです が、 他 人の^し て る 或る 力 

が缺 けて 居る こと 丈 を 知って 居 b ました。 此の 母親 は 耳の 中で 何 か 知らん が 起 

つた 時には 唇 を 動かした b  、向 きか はつたり する こと をして 居りました。 程なく 

此の 母親 は 立って 行、 つて 石 を 取って 來 ました。 そして 眠って 居る. 嬰兒の 傍に 近 

寄リ ました。 母親 は 何 をす るで せう か。 母親 は 石 を 高く 差し 揚げ まし た、 そ し て 

それ を 地上に 向けて 力 限り 拋げ つけました。 嬰兒は 響で 目を覺 まして 泣き出し 

ました。 母親 は 愕然と 跪きました。 そして 嬉し 淚を 流しました • 此の 母親 は K 

は 耳に 何も 閡 えません。 が 併 し、 我 が 子が 驚嘆す ベ き 聽覺を 持って 居る の を 見て 

うれ レか つたので あります。 
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で寢て 居る 家の 方へ 杖に すがって 徐々 と步 いて 

た う、 ァ 一一 1 さ ん、 あ なた は 見た も の、 爲 し 
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母親 
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を 見ました か。 まだです か 
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母親の 跡形 を 持ち 績 いて 居 

跡 を 留めて 居 ませぬ。 


の痕 

ン さ 

に お 

周し 

直 し 


に敎 

る や 

語 る 

1 さ 

小路に 

ました 
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の 

ん- 


あなた を 名指し ませ 

るき なさい.' 其の 通 

電光の 如く 迅 くお 歸 

さい • 何と 云 ふ 速さ 

して あなたに 其の 足 

た の は、 椅 子から 椅子 

に、 大 きなる 世界 を 廻 

であります， あなた 

あな たが 今朝 行った 

沿って 行き まし た、 私 

私 は 風が 果物 園の 

孝道に 閼 する 論 說 


さ ん 

で せ 

の 謂 

な さ 

せ う 

使 ふ 

M い 

n& 力 

や う 

健康 

を 私 

ォ 車 

を 動 


の 前 

う 

ふ 跡 

な た 

、 o 

や う 

ら壁 

に敎 

は 母 

に お 

の あ 

かし 


の 紐に 括ら 

親が 皆さん 

と は 何の こ 

私が 命す る 

けて お駆け 

しい， あな 

ふ 力で せう- 

敎 へたの は 

_ 室から 室に 

た 人 は 誰。 

から 受けた 

しなさい • 

流の 傍で 「パ 

b  、白い 林檎の 花 


の頰の 上に 落した 接 

とでせ うか • 

通リ になさい • 室の 

出しなさい。 疾く. M 

たは 座に 著いて 息 切 

あなた は强ぃ 人に な 

誰であります か。 立 

通る やう に、 丘 を 昇 h- 

あなたの 步 みは a- 親 

ので あ b ます， 

タ ー カツ ブ」 と 云 ふ 草 

を 吹き 廻って 居 
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七三 六 

共に 感謝す るで あ b ませう • 

皆さん は 子供が 如何 樣に 其の 母親の 衣服に まつ はるか を 見る でせ う、 子 供 は 母 

親に 倚りす がる やうです。 英語 で 「デ ベ ン ，ト」 と 云 ふ 意 * は 

は 其の 母 に 「デ ベ ン ，ト. I す るので あります。 子供の 生涯 は 母 

の ものであります。 子供 は敎 へ られ やと も それ を 解す る 

腕 を 延ばす に は 大分 修業が いります。 が 併し、 母親に 其の 

ないで 知. 5 ます。 母親 は 又 最も 上手に 子供 を 抱き ま す、 皆 

男の人 を 見て 笑はなかった でせ うか. 皆さん は ラフ エダ 

は 信じますまい • 然 らば 母親の みが 子供 を 介抱すべき も 

親 も 疲れた 母親 を 助ける ことが 出來 ます。 皆さん は 父親 

笑 ふでせ う。 が 併し、 無論 其の 溫. か い 情 を 笑って はな. 9 ま 

され ど 母親の 温かい 情です ね. それが 皆さん 方の ため 

か、 皆 さ ん、 女 の 子、 男 の 子、 皆 さん 方の 年 は 十干 一 、十 1 一、 十 三、 皆 

もたれぬ と 云 ふでせ う。 如何にも 其の 通り。 皆さん はも 


それで あ，^ ます。 子供 

親 の 愛 に 「デ ぺ ン デ ン ト」 

のであります。 父親に 

腕 を 差 出す こと は學ば 

さん は 嬰兒を 介抱す る 

がさう 云 ふ畫を かく， と 

のでせ うか。 ィ、 ェ父 

のし かたの 下手な の を 

せ ぬ， 

に 何の 用 をした でせ う 

さん はもう お^さんに 

たれぬ のがよ いのです， 


す。 然る 處 母親 は 遠方 

含 者が 森の 中に 子供 を 

とした ら、 此 の 人々 は 母 

ね、 お 母さん は 此處に 居 

せ う。 

男の子 達、， 皆 さんが 虐 

りあげた 弱い者 いぢめ 

いたな ら、 此 の 叫び は 乞 

せた な ら、 無 論 直ちに 救 

ら， フ と 皆 さ んは 田； 3 ふで 

母親に 代 はる I の は 皆 

せん。 此の世の 中で 物 

んで 臥して 居た り、 飢 の 

るで せう。 又 母親が 其 


に 居って 其の 聲を 

看 出します か、 又は 

に 代って それ をす 

b ませ ん、 私 が 其 の 


待 

の 


された 小 

手 を 見た 

求めで あ 

に應 じて 

う。 然 る 

ん方 であ 

と 正しく 

めに 顏を 

子供 を 救 


力 

亍 

Z ィ 


深切 

る の 


を 見 

ら そ 

と 皆 

つ て、 

あ や 

ま す、 

つ た 

か め 

t  V7 


な 

皆 

ら 


ことが 出來 ぬと 

な 通行人が 街 上 

です。 此の 人々 

をせ ねばな b ま 


ら、 又 皆 さ 

子供が 恐 

は 知る で 

暴漢の 手 

母親 は 其 

さんが 子 

-强ぃ 私共 

>9 る 子に 

を 知った 


A が 打 

怖の 叫 

せ う 

y ク、 

處に居 

を防劐 

はかの 

對 する 

な ら、 こ 
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します。 此の 時 田 

で 子供 を 介抱す る 

は、 か あいお 子です 

せ ん、 と か う 思 ふ で 

艘し よ- フ LJ して 振 

びを揚 ぐるの を 聞 

ゆ 親 が K 處に W 合 

供 を ひったくる だ 

ひません。 此の 時 

せなくて はな b ま 

泣き わめいた ^0 

父 や 母の 如くに な 

れに對 し て 必す 私 

七三 五 


見 た 

そ し 

K 力 

呼び 

る の 

き ま 

あ り 

其 の 

口 

せ う 

く て 

X し 

し ま 


母親の こと 

て 小 供が 母 

なかった で 

ます。 此 の 

であります 

す， 他の 人 

ます。 程な 

胸に 子を當 

ま す。 ^5  0 

を 洗滌す る 

- ノ、  J. ！、 

おし バぉ 


は 繃帶が 


て 居る 森の 

す。 そして 


を考 

親 を 

せ う 

- 母 

々 が 

だま 

く  0 

て 、 

の 叫 

か 又 

が 母 

ま く 

中、 又 

其 の 


へませ う • 時折 

搜 1 こと も あ， 9 

か。 小 供 は 暗 


は 乞 ひ 求め 

親 は 直ぐ そ 

家 內に居 b 

り ま す- そ り 

其 を 喜ばし 

び は 乞 ひ 求 

は 慯を繃 帶 

親 を 見 詰 め 

ゆき ませ ぬ- 

は 都 會の人 

^を 求め や 


に は 母親が 

ます。 皆 さ 

中に 目を覺 

るので あり 

聞き ま す、 母 

て も、 一 番に 

ひ 求めが 應 

ます。 或る 

爲 で す。 母 

す。 醫師が 

でなくて は 

い 松 樹が影 

集す る 街路 

て 小さい 聲 


姿 を 見せぬ こ 

んは 夜中 泣き 

ま し て 其、 の 小 

ま す。 其の ゆ 

親 は 眠つ て ，ぃ门 

叫び を 聞きつ 

せられました 

時に 小 供は駔 

親 は 急いで 行 

傷 を 糊 帶 する 

と E ぬ ふ 10- ， フで 

を拋 げた り、 餅 

で、 もし か 子供 

を 張 b 揚げて 


七三 四 

とも ある やうです 

叫ぶ 小 供の 聲を 艇〜 

さな 手 をのば して 

親に 乞 ひ 求めて 居 

ま しても 叫び を 聞 

けます の は 母親で 

からです。 母親 は 

け 走 hN ま す、 そ し て 

つて 之に 應じま す。 

こと も 無論 出 求ま 

ある 間 は、 母 親で な 

樹が 其の 巨 腕 をの 

が 迷兒に なった と 

泣い て 居る とし ふ < 


の 子等が さゝ やきます に は、 お や、 な せ、 ネ さんと パ ー サ さんと は 黑ぃ荖 物 を 著 

て 来たで せう • 

年老いた 婦人 が、 此 の 二人の 女兒を 連れて 來た のであります， 此の 老婦 人は學 

校の 女 敎師の 側へ 行きました。 老婦 人が 低い 聲で、 私 は 今晩のお 集 b に 孫娘 等 を 

連れて 來 ました。 此の 子が 黑 衣で 求た の を ゆるして やって 下さい。 此の 子等の 

母卽ち 私の 娘 は數日 前に 死にました。 私 は 家に 籠って 心の ゆく まで 泣く こと も 

出來 ます が、 併 し 私 は 此の 子等が 靜 かな 家の 中に 頭 を たれて し をれ て 居る の を 見 

て は 居られ ませ ぬ、 私 は あなたが 此の 子等 を歡迎 して 下さる でせ うと 思って 迚れ 

て來 たのであります とかう 申しました。 

さ や う、 此 の 子等 は歡迎 せられました。 白 色、 W 子 色、 淡 紅 色、 藍 色の 女の子 等は黑 

色の 女の子 等 を 喝釆し て、 其 の 哀しみ を 忘れさせました。 併し 此 等の 哂 ひさいめ 

く 女の子 等 は、 何 れも 心の中 で、 私 が 家に 歸 つた 時、 私 に 接吻して 下さる か あいお 母 

さ んが 待って るか と 思 ふ と、 私 どんなに 嬉しい か 知れん とかう 思 ひました。 

母親が 隱れて 見えない ことに 就て はもう 云 ひますまい • 今日は 小 供の 方から 
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さ1 ョ 

て 下さいと。 書籍の 中な b  、室 の 壁の 上な b  、將 た 繪畫 陳列 場な b で、 皆 さん は 母子 

の贵き 顔 を 見る ことが 出來 ませう。 いつ 見ても 母親の 顏は 美しいです。 さやう- 

母親が 小 供 を 見て 笑顔 をす る. 時 は、 いつも 母親の 顔 は 美しいです • たと ひそれ が 

黑人重 の a '親で も、 白 人種の 母親で も、 乃 至む さくる しい 茅舍の 母親の 顔で も、 莊 嚴 

なる 玉座に 倚 b かゝ つて ゐる 母親の 顏 でも。 

一時 ラフ ュ X の晝の 中で 肖像が 不意に 變 つたと 假定 しませう、 嬰兒が 床の 上に 

寢て 居ます。 力 ー テンが 閉 おられて 居て、 母親 は 永久に 此の世 を 去った のか しら 

見る ことが 出來 ぬと 假定 しませう。 憐れな 小 供です ね、 二人の 夭 使 も、 四 人の 男 も、 

二人の 佳麗な 翼の ある 小童 も、 皆 嬰 兒の渴 望して 居る 愛 を與へ る i が出來 ませぬ h 

或る日 ク タス マスの 祝會 が女學 校で 開かれました。 小 魔燈： が點 火され まし.^ 

ク タス マ スッジ ー につる した 蠟燭が 嚇灼と 輝いて 居ました。 女の子 等 は 白&、 玉 

子 色、 淡紅色、 藍色の 装 ひ をして 此處 彼處に 飛び 廻って 居ました。 女の子 等の 絹絲 

り雜は 滑らかな 宋の 上に 舞って 居ました。 此. 處 に黑ぃ 衣裳 を 著け た 二人の， 女兒 

が 這 入って 求ました" 歌 ふこと や、 喋 々しく 語る ことが 急に とめられました。 女 


つた もの であ hs まます 

皆さん は畫 家の 大家 は 誰と 云 ふこと 

呼ばれた 价 太 利 人であります。 此の 人 

, つたので あります。 此の 人の 筆に は 母 

と 云へ ば、 ラ フ ェ 〃は 母親が 笑顔 を 以て 

a を かいたから です。 或る 畫には 小 供 

の 書物 をお い て、 顔 をむ けて 居る 處がぁ 

場に 坐って 居る 其の 膝で、 小 供が 戯れて 

に はかう い ふの を 見る でせ う、 母 親 が 玉 

居まして 力 ー テン を 後ろに 引いて 居 b 

居る ことが わかります。 玉座の 兩侧 に 

翼の ある 二人の 小量が 居ります。 皆 さ 

があります か。 若し まだ 見た ことが な 

ぅぞラ フ ュ ダ の畫を 私に 見せて 下さい。 
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を 知って 居ます か。 其の  <： は ラ フユ〃 と 

は 母と 小 供との 进を かく ことが 好きで あ 

の 顔 を隱す 必要がなかった のです。 なせ 

膝のう へ の嬰兒 を ほれ  と 眺めて^: ん 

が 母の 著 物 を 引 張って ると、 ゆが 讀 みかけ 

ります。 又 或る^に はは 親 が 资 々した 秣 

居る の を かいたの が あ b ます。 又 或る^ 

座に 倚， 9 か、 つて 居ます と、 兩 侧に 天使 が 

ます。 これが ために 母親と 其-の 嬰兒 とが 

男が 二人 づっ 立って 居ます。 而 して 下に 

んは 嘗て 此 等の 畫 又は 畫の寫 し を 見た も 

け れ ば、 友 達の 許に 行って お 云 ひな さ い、 ど 

美しい 母親と 美しい 小 供と を 私に 見せ 
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の ラン ブの 上に 笠 が 


は 卓の 上 

んで きま す、 夜 がま さに 

梁が ある を 見る であ b 

二 個の 椅子の 横に 粗末 

此の 室に 人が 四 人 居る 

たせ て、 寢 S の 上に のば 

の 子が 寢て居 ま す、 毛 の 

& るに も堪 へられぬ や 

の を 程なく さ ゝ やくで 

居ます • 其の 唇 は 固く 

て 皆さん は颜を 見る こ 

顔の 見えぬ の は 頭 を 其 

くま^て 居た ので あり 

さけんで 居る とへ n 點す 


や 


あ 


0? ナ 

ま せ 

な る 

の で 

された 

うに 見 

せ う 

結 ば 

と S 

ま す. 

るで せ 


-ォ 

の 
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あるから であ b ま す、 微 かな 光が 小屋の 恣 にさし こ 

うとして 居る からです。 皆さん は 天井 を橫 ぎ，^ て 

- 素朴な 田舍 椅子が あるの を 見る でせ う. そこに 

臺に何 か 臥して 居る ものが あるの を 見 るで せう。 

b ます。 一人 は醫師 です。 醫師は 其の 頤を 手に も 

或る 物 を 見て 居る やうです。 寢臺の 上に は 六歲許 

頭が 宇ば 枕に 隱れ て、 其の 手 はだら b と 垂れて、 物 を 

えます。 醫師は 此の 愛らしい 子の 死に 瀕して 居る 

窓 近に 父親が 立って 居ます。 其の 顏は愁 を 帶 びて 

て 居ます。 此の 父 は 醫師を 見詰めて 居ます。 そし 

來 ないで せう が、 外 に 人の 居る こと を 認めた でせ う- 

上に 倚せ 掛 け、 ま た 其の 腕 は 卓の 上に 置か れ、 兩 手 は 

皆さん は 其の 人の 顔 を 認めない にせ よ、 ゆ 親が 泣き 

ぅノ 此の 畫はル ー ク、 フ ヰ ルヅと 云ふ畫 家の 筆に 成 


私 


第 四 西洋の 都 


欽米諸 國の學 者に して 

に 近年 宗教^ 離れて 學校 

本 移」 な擧げ ない もの はな 

rag ぐる こ 止める。 もとこ 

て i い。 而かも 其の 說た 

何にも 親切 LL して 資行 に 

と话 にる、 位で ある。 も 

從 つて 此の 點に 言及す る 


子の 親に 對 する 德義^ 論す る もの は决 して 少しと しない。 殊 

に 於て 道德敎 授^ 爲 すべ しと 論す る 者の 中に は、 必 す 「子 たるの 

い。 今一々 之^ 列舉 する は 其の 煩 U 堪へ ないか ら * 左 に 一 一一 篇 ^ 

れ 西洋 LL 於て 稀に 見る 說 ではな い 、寧 ろ 普通の 說 であると いつ 

る、 火 體 孝道の 要^ 得て 居る と 思 ふ。 且 其の 孝^ 說く 方法の 如 

ira 効なる らしく 感ぜら るる 所ば^ 洋の說 の 或 は、 及 ばざる 所 力 

とぶ リ觚 父母 i リ觎 先に 及ぼす 孝の 考は 西洋 に は缺 けて おろ、 

もの はない。 


修身 訓 (抄譯 ) 

ゆ 


英國 ェ フ、 ジ ェ 1、 グ 1 


hi 


a- の 愛！ —母 の 笑 顔 II 母 なき 娘 達 II 子 は談 詰で も 健康 

でも 何でも 其の 母 にもた れる。 

皆さんが 必す 此の 畫を 好む と 信じます。 此の 畫は 先づ 暗く 見え ま す、 そ れ 

笫ニ篇 孝道に 關 する 論說  七 二 九 


地觀經 にパ乂 母 は 其の 子の 聲を發 する 

如 き、 實 に 父母の 愛情 を說き 得た， 5 と 

身の 未だ 生れざる 先に 當りて 我 を 愛 

く は 三十 年、 五十 年を經 過す る も 一 日 

の 吉凶 禍福の 如く 感 じ、 喜 憂す る 者 他 

處 とな し、 母 の 膝 を遊處 とな し、 母 の 乳 

れば飮 食せ す、 母 に 依ら ざれば 起臥せ 

も、 我 を 忘る \ 日 は 一 日 もなか b しな 

ベから す。 父母 自身 は 苦昧を 喫する 

る も 子に は 好 衣 を與ふ と、 父 母 恩重經 

戚 する こと あれば 親 亦煩枯 し、 子出づ 

文の 如き は、 いづれ も 皆 父母の 子に 對 

る もの 誰か 父母の 恩 の； 重大 に 感せざ 
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を 聞きて 一昔 樂を 聞く が 如しと い へ る もの、 

いはざる ベから す • 嗚呼 人 多し と雖 も、 吾 が 

せし もの は 誰なる ぞ。 五 年、 十 年、 二十 年、 若し 

の 如く 子 を 愛 し、 子 の 吉凶 禍福 を 以て 親 自身 

に 之 あるべき 乎。 嗚呼 吾人 は 母の 胸中 を寢 

を 食物と して 生長せ し 者な り。 母に 依ら ざ 

ざ. Os し 者な， o。 父母 は 食 を 喫せざる 日 ある 

hN。 父母の 恩の 深大 なること 實に思 は ざ る 

も 一子 には廿 * を與 へ、 父母 自身に は 弊衣 を 著 

かん はせ 

の說の 如き、 又 子の 顔悅 ベば 親亦欣 び、 又子慘 

れ ば 愛 念 し、 子 還れば 亦懷 ふとい へ る 孝子 經 

する 愛情の 深き こと を寫し 得たり。 之 を 見 

らん。 (佛敢 翁 理ょリ 抄錄) 


は 西洋 思 想の ため に、 彼 是れ 非難の 聲を うくる. こ 

き は、 人 爲の 自由に 制定せ る ものに あらやし て、 天 

て 外界に 伴うて 變化 ある ベ きい はれな し。 

ooooooooooooo 

雑 寳藏經 に 云 く、 但 今日 慈 孝を讃 歎す るの みに 

すと。 庶くは 世間 具眼の 人 よ、 進 んで 孝道の 眞義 

給 はんこと を。 

親 恩の 廣大  ， 

凡そ 人と して 孝に. 關 する 釋 尊の 所說を 熟讀翫 

きか。 是 等の 經文を 見る も尙ほ 一片の 孝心 を 起 

るべ からす。 • 余輩 父母の 慈愛の 深 重なる こと を 

雖 も、 平 素 は 兎角 その 重大なる を 忘れつ 、あ b 、實 

等の 一 鼷說を 見る 時 は、 余輩 不孝の 者と 雖， も、 多少の 


と ある もパ乂 ほに S する 孝道の 如 

地の 公 道、 自 然の 原則 なれ ば、 決 し 

ooooooooooooo  o- 

あ ら す、 無 量 劫に 於 て 常に 亦讃欺 

を 發 » し、 社 會 人道の 光明と 成 b 


村 上專精 

眛 すれ ば、 如 何なる 感想 を 起す ベ 

さざる 者 は、 實 に 人非人と いは ざ 

目擊 せざる に 非 す、 之 を H  0 す と 

に 漸愧の 至な b。 然れ ども 偶 t£ 

成慨 なき こと 能 はざる な hN。 心 
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日 を も 疎 漫に附 し 去り て、 報 本 反 始の誠 を 致さい る は、 洵 に 恥 かしき ことならが 

や。 彼の 儒生 輩 は 佛法を 誹議 し、 排 斥す る こと を勉 むと 雖 も、 翻 りて 己が カを盡 

して 民俗 を 改良す るに 努めざる は、 其 の 罪 何れに 皈 すべ き や 云云. 

これ 戒師 大和 上が、 時弊の 甚し きを 見る に 忍び す、 痛 棒 を 下し 給へ る ものにして、 

在家 有力の 士 は、 自 ら 任じて 孝道の 模範 者と な b  、木 鐸 とな b 給 はんこと を 祈る、 こ 

れ 幽冥の 父母 を： し て、 解脫の 蓮蕞に 登らし むる 所以 なれば な， 9。 

結 論 

余 は 前 九 章に W つ て、 孝 道 は 天地 自然の 道- 理 なること をのべ たる が、 古 語に 孝 は 

百行の， 本な b と 云 へ るが 如 く、 世 にあら ゆる 一 切の 善行 美事 は、 悉 くその 源 を 孝よ 

b 發 せざる はなし。 凡 そ、 も の 必-ゃ 本 立 つて 末 治ま る、 自 己の 本元た る 父母に 事へ 

て 孝なる 時 は、 そ の心發 して 萬 朶 の 櫻と な b  、散 つて 忠 とな ，9、 悌 と な hs  、信 と な り、 冬 

に 夫婦の 愛、 長 幼 の 序、 何 れか 孝心の 餘 香なら ざらん。 故に 佛陀も 父母の ために は、 

出家の 武器た る 三 衣 | を責 つて も、 父 母に 供養せ よと 命じ 铪 ひぬ。 嗚 呼、 星 移. 9 物 

換る につれ て、 外 界 の變遷 あると 共 に、 內 界の心 相に もまた 波瀾 あ 從來 の道德 


と。 斯の 如く 論じ ^て、 末代 今時 國 民の 風俗の 菲 薄に 皈 したる は、 一 に 佛敎の 

咎の 如. く 思へ る は、 是 れ また 誤れる の甚 しきものな 前に 旣に 述べし が 如く、 

r  し も 

佛敎 は斯の 如き 蠻風を 行 ひ、 且 之を敎 ふるものに 非す。 是れ 畢竟 日本の 緇素 風 

俗の 時を逐 うて 紊れ たる ものにし て、 佛敎の 正規 そのもの ゝ咎 にあらざる は 論 

を俟 たす。 斯の 如く 紊れ ゆく を、 自 ら 立ちて 之が 改正 を圖ら ざる は、 其 の 罪 素よ 

b 僧侶の 免る ベ きに あらやと 雖 も、 か く紊れ ゆく に 任せて 弊に 弊 を 重 ね、 遂 に 今 

日に 至りし は、 文 武農商 を 問 はや、 一 般俗士 も 亦 その 責を負 はざる ベ からす. 

r、rr、、r、、、、、r、r、、、rr  、、、、、、、  、、、、、、 

凡そ 佛敎に 入る 者 は、 戒 を 以て 最も 重し と す、 若 し 父母に 孝なら ざる 者 は名づ 

、、、、r、rr、、、  、、、、、、、、、  rrr、r  、、、、、、、、 

けて 持戒 とす る i を 得す。 されば 人た る も の、 上 の 齋戒の 心 を 得 て、 父 母 正當の 

、、、、、、、、、、、、、、、、■、、 さい. V う もく よく、 、、、 、、、 、、、 , , 

忌日 は 固よ b  、每 月 父母 祖先の 忌日に 當 b  、洒 掃 沐浴して 身心 を淸 潔に し、 八 齋 戒 

、たも、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 しゃう ごん 、ヽ、 、、、、、 

を 持 ち、 前 に 述べし が 如 く、 酒 肉 五 辛喫烟 等を斷 ち、 佛 前 を莊嚴 し、 僧 を 請 じ、 經 を 誦 

し、 以 て 追 孝の 誠 を 致さ ば、 無 上の 追 孝に して、 また 適當の 修養 法な らん。 併しな 

、、、、、、、、、、、、  r、、、、、r  、、、、、、、、  r、、、、、 しはら 

が ら、 古 來 衣食 足って 禮節を 知る と 云 へ ば、 下 等祉會 にして 貧困に 逼れる 者 は、 且 

{ 之 を 措く もパ乂 母の 恩 賴に依 b 衣食の 資 ある ものにし て、 僅 に 一月 一 兩 日の 忌 
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に 湯 茶 を も 用 ひざる を 齋と云 ふ • 齋はモ Z イミの ことにして ッ 、 シ 、、、を 元と 

す。 故に 南山 大師 は 齋は淸 心な りと 註せられ たり • 然るに 今時 この 齋時 をト 

キと訓 する こと は、 そ の 源は佛 在家 信者の 爲に八 齋戒を 創し 給 ふ や、 八 齋は時 を 

限りて 食す る を 其の 體 とする ゆ ゑ に、 ト キ とは訓 するな 

太宰の 經濟錄 に、 末代の 倌 風を議 して、 佛法渡 求よ b 國 家の 正 範を紊 したる も 

のとな し、 若 し佛 法な か b とせば、 純に 儒道の 禮樂に 依 b 、冠婚 葬 祭、 吉 凶の 禮を正 

はん ぶ.？ 

し、 日 々に 民 を 新に する こと あ b て、 今 時の 如き 蠻風行 はれざる ベ しと 慨 き、 曰 く 

今時 佛 徒の 祖先 祭祀の 風を觀 るに、 父祖の 年忌と 稱 し、 三 年 或は 七 年 目に 年を隔 

てゝ 一回の 追 孝の 儀式 を 行 ひ、 僧 侶 を 請 じて 纔に 讀經 せしめ 了  b て、 酒 肴 を 供し 

>- 一 び ゆう 

齋と稱 し て、 も つて 無上の 追 孝の 如く 思へ.^。 これ 洵に甚 しき 誤謬な り。 先王 

まつ. 9 

の 定め 給 ふ 祭祀の 如き は、 年々 秋季に 臨み、 七 曰齋戒 して、 而 して 後 如 在の 祀を致 

す を 以て 子た る 者の 道と す • 然る に、 今 時 は 年 を 隔て ゝ 祭る のみなら す、 甚 し き 

は 五 七 年間 一 日の 忌 辰に 當 b  、或 は 寺倌に 托して 酒肴 を辨 じ、 寺 門に 於て 緇素 親 

戚を饗 し、 自 宅に 於て は 一 日の 陸營 をも爲 さいる は 洵に慨 はしき 至に あらす や 


の 追 孝の 真意に 就て、 曾て 我が 戒師 大和 上 (雲 照) が 垂示せられ たる 頗る 有益の もの 

ある を以 て、 煩 を 厭 はす 敢て叁 考に供 せん • 

とくき やう る ャ， 

祖先 追 孝の た め、 僭 を 請 じ て 讀 經 廻向す る は、 是 れ佛 世よ， 9 行 はる、 所の 正 法 

と 奢  とき 

の風範 にして、 名け て齋 とい ふ。 然るに、 此の 齋は元 「モ ノ ィ ミ., とい ふ 字に して、 祖 

先 を 祀る前 等 に、 七 日間 潔齋し て、 酒 肉 五 辛を絕 つのみ なら す、 夫 妻 ： 一同 じう 

もく  y せいしゅく  r こ、 ろ きょ  くわ、 つ- フ  によ ざい 

せ や、 默 坐靜肅 にし て、 意 を 淸 め、 精 神 を 神明 祖靈 に感 通せん i を 期 し、 如 在の 祭 を 

爲 さむが 爲な 故に 又は ッ、 シ ムと訓 や、 是 れ佛者 は 固より 外典に 於て も、 最 

も 重き 禮 とす." 今時 書齋 などい ふ は、 も と靜肅 にし て、 默 坐し、 つ ゝ しむ 所の 義を 

轉 じ て、 遂 に 書 室の 名に 用 ひたるな り。 然る を、 今 時 僧侶 を 請 じ、 佛 事 を 行 ふを齋 

と い ふ、 或 は 地方に 依， 9 持齋 などと 稱 する こと ある は、 も と佛 世より 起 り、 佛 及 び 

諸大 羅漢 もろく の 衆 僧 等 を 請す るの 日 は、 必中 沐浴 淸淨 にして、 一 家 皆 八齋戒 

しゃう き  3  .  r  > 

を受 持す る を 以て 正規と す。 八 齋戒と は、 不 殺生、 不偷盜 、不姹 佚 |1な 不 妄語、 不 

シ  シテ -ー テ  -I セ 

飮 酒、 不-歌 舞 倡 伎 故往觀 聽； 不，， 香 油. 塗^ 、不， 坐，， 高 牀 大 牀； 不，， 非 時 食， の 八 戒を云 ふ。 就 

中 不非時 食と は 過 中. 不食 とて、 時 を 限 b て 正午 以前に 食-事 を爲 し、 午後に は濫 b 
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追善 を 勤む る 等、 み な 報 本反始 のい H す 道なら ざる はなし。 然るに 古來 一般の 人 

ゾ 力 

OOOOOOOOOOOOOli 

孝行の したい 時には 親 は 無し 

I て、 孝 行 の 善 心 お こ り、 聊 か 父母に 衣食の 滿足 を與へ ん とするとき に は、 兩 親は旣 

に 去って 此の世に あらす とて 嘆息す る もの 大多數 なる が、 これ 等の 人々 は 元來孝 

の 意 * を 頗る 偏頗に 解す る 誤解の 人々 にし て、 孝 なる もの は 百行の 本 なれ ば、 幼 少 

なりと て、 或 は 貧困な b と て、 爲 し 得べ からざる 理由な し。 世人 は 口 を 開いて 孝 を 

、 , 、 、 ooooooo れんさ- 3  00  oooooo  oooooooooo  COOD 

談すれ ば、 二十 四 孝の 例 を 聯想 し、 重 盛が 淸盛 を諫 言 する がごと き、 常 道に あらす し 

OOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

て變 時の 孝行の み を 聯想 し、 以 て 孝行なる もの は、 何 か變 時に あら ざれば 出来ざる 

ooooooooooooooooooooooooooooooooooo 

如く 思 ひな し、 或 は 直接に 父母に 口腹の 欲を充 さしめ ざる は、 眞 の 孝行に あらざる 

oooooo  ooooo-  oooooo 

が 如く 思へ り。 是れ大 に^れる 考 にし て 、真 實の 孝行なる もの は 精神的に ある を 

以 て、 父 母の 精神に 慰安 を 與へ、 父母の， 精神 を快樂 ならし め、 父 母 をして 快感 を覺ぇ 

しむる を 以て 世間 孝道の 第一の 義 とす。 況ん や、 不 幸に して、 父母 早く 逝いて 孝 を 

盡 すの 餘裕な きもの は、 父 母 をして 幽冥界よ b 解脫 せし むる 追 孝の 具 法 あ b。 こ 


つらく 考 ふるに、 我等が こ の 五 尺の 身體 は、 全く 父母の 遺體に して、 我が物と て 

は 一毫 もな し。 頭の 頂上よ b 足の 爪先に 至る ま で、 悉 く 父母の 血肉の 和合より 成 

ら ざる ものな し。 されば わが 所有 權は 皆無な b と觀念 し、 聊 も 我 見 を 起 し、 我 慢 を 

張る ベから す。 是 れ佛敎 の眞髓 たる 無我の 眞理に 入る の 初 門に して、 最も 緊要な 

る 事な， 9。 然るに 人々 前述の 父母の 大恩 を 忘 却して、 父 母に 不孝 を爲す は、 全 く そ 

きさ 

の 本た る や、 一 點の 自己の 我 見よ b 萠し * る ものな り。 併しながら 人 爲の法 禅 上 

より 見る とき は、 In- 主 を 以て 一 家の 全權 者な と 定めざる ベ からざる も、 上 來說き 

たる 天地 自然の 大 原則よ， ^見來 ると き は、 一 卢 の 大權は 卢 主よ b も 寧ろ 父母に 在 

り、 父 母に も 又 その 父母 在す ゆ ゑ に、 そ の 父母 又 その 父母と 其の 源に 推し のぼると 

い 33 なぎい y なみ 

き は、 終に 我が 國祖伊 羿諾伊 羿冉の 二 神に 皈 入す。 故に 我が 國民 たる もの は 常に 

ほり B ん はん し  • 

報 本 反始の 誠を盡 し、 一 日 片時 も 皇祖 皇宗の 御洪恩 を拜謝 しま た 子 た. る もの は 父 

母の 生前に は 前述の 孝道に 由 b  、父 母 逝去の 後 は、 終 を 慎み 遠き を 追 ひ、 全 力 を そ、 

ぎて 人倫の 道 を 履 み、 十 善の 妙 道 を 行 ひ、 父 祖の 幽冥 得脫を 祈らざる ベ かちす。 故 

に 聖人 は 三年の 喪を說 き、 わ が 國には 五十 日の 喪 を 服 し、 佛 法に は 七々 四十九日の 
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流 し、 子 の 年 命 を を はる ま で、 以 て 恩 養 を 赛ふを 孝と 謂 ふべ き や • 

諸 の 沙門 (I) の 曰 く、 唯 孝 の大 なること 玆 にく はふるな しと。 世 尊 告げて 曰く、 

おやぐ ち 

未だ 孝と せす。 親 愚痴に して 佛法 僧の 三 尊 を 奉せ す、 あ ら ゆる 愚痴の 行に 沈し、 

きょくかん 

言 行 を さまら ざ. る と き は、 子 たる もの 當に 極諫 し、 以 て 之 を 啓 悟す ベ し， 

若し 猶ほ 盲々 として 未だ 悟ら すん ば、 卽 ち 爲に譬 を ひきて 開化すべし。 若し 

復た 未だ 改め すん ば、 泣 いて 飲食せ ざれ。 親い かに 不明と 雖 も、 必 や 恩愛の 痛み を 

以 て、 子 の 死なん こと を 恐 れ、 改 む ベ し、 猶 ほ 忍びて 心 を 伏 し、 父 母 をして 道 を 崇め 

し む ベ し。 

と。 父母^し 誤って 遨を 踏み は づし理 に 違 ふとき は、 子 たる もの は 自己の 身體を 

犧牲に 供す る も敢て 怨み す、 心 の 熱き 淚を 以て 父母の 良心に 訴 へ、 父母の 佛 心に 十 

善 を 吹きつけざる 可ら す。 

以上 說き來 hs し 所 を 以て、 現在に 我等 を 護 念し 給 ふ 父母に 事 ふる 大 網を辨 じた 

っゐ てう とく だつ 

れ ば.、 是 よ b  i 轉し て、 き 父母の 追弔 得 股の 具 意を辨 せざる ベ からす。 

追 孝の 本義 


曾 子 曰、 若し 夫の 慈愛 龔敬 にして、 親 を 安んじ、 名を揚 ぐる は參 (M  £) 命 を 聞け わ. 

駁て問 ふ、 子の 父の 命に 從 ふ、 孝 と 謂 ふべき やと. 

子 曰 く、 參 其れ 何の 言 ぞ や、 是 れ 何の 言 ぞ や、 言 の 通せざる にや • 

昔、 天 子に 爭臣七 人 有れば、. U 道と 雖も 天下 を 失 はす。 諸侯に 爭臣五 人 有れば、 

亡 道と 雖も 其の 國を失 はす。 大 夫に 爭臣 三人 有れば d 道と 雖も 其の 家 を 失 は 

や。 士に爭 友 有れば、 則ち 身 令名 を 離れ や。 父に 爭子 有れ ば、 則 ち身不 誼に 陷ら 

す。 故に 不 誼に 當 b て は、 則 ち 子 も 以て 父と 爭 はざる 可ら す。 臣も 以て 君に 爭 

はざる 可ら す。 故に 不 誼に 當 b て は 則ち 之と 爭 ふ、 父 の 命の みに 從 ふ、 又 { 文ん ぞ 

孝と 爲すを 得ん と。 (古文 孝經) 

と 見えたり。 こ は 世間の 一例なる が、 若 し 夫れ 佛敎 信徒た る もの は、 父 母の 非を改 

めし めんと する に は、 如 何なる 方便 を 以て 爲 すべ き か、 是 れ 吾人が 攻究せ ざる ベ か 

ら ざる ことに あらす や。 今佛說 孝子 經に顯 はれた る 一 節 を 意譯す れば、 左の 如し。 

世 尊 (§) 又 曰 く、 子 の 親 を 養 ふ に、 甘 露 百味 を以 つて、 其の 口 を 恣まゝ にし、 天 樂 衆 

音 以て 其の 耳を娛 しまし め、 妙 衣 上服 其の 身 を 光曜 し， 兩 肩に 荷 負して 四海 を 周 
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.1  、ノ 

霧 

して 之 を 敬す るな くん ば、 獸 畜を 愛し て、 足 を 以て その 頭上 を撫づ る もの 

父母に 仕 ふるもの は、 先 づ 父母 を 敬す る こと 神 佛に仕 ふるが 如くせ ざる 

, 佛陀大 集經に 云く、 

、r、、、、、r、、、、、r、r、、、、、rr  、  、、、、、、、 

もし 佛 なくん ば、 善 く 父母に 事へ よ、 父 母に 事 ふるもの は、 卽 ち これ 佛に事 

、 

父 は 天の 如く、 母 は 地の 如く、 天 覆 地 載 我 をして 安から しむ、 子た る もの、 い 

かで か 父母 を 敬せ ざらん や。 

父母に 對 する 諫 言 

孝子の 兩 親に 事 ふる や、 常 に 之 を 敬し て、 そ の 命に 順 はざる ベ からざる は 勿論な 

b。 され ど 父母と 雖 も、 時 に 煩惱惡 鬼の ために その 心を亂 し、 行 の 中正 を缺 くこ， o 

なきに あらす。 斯る 時に は、 子 たる もの は、 唯 々諾 々とし て、 そ の 命に 從ふを 以て 至 

孝と 爲さ す、 千 思 厲考し て、 能 くその 非を考 へ、 其の 是を 定めて 父母 を諫 言 せざる ベ 

からす • 儒に は、 子 の 親に 事 ふるに 三度 諫めて 聽 かすん ば、 號 泣して 之に 隨 ふと 云 

ひ、 また 


るの みに 

の み。 故に 

* 〈力ら す 

世 に 

、 、 r 

ふるな 

1C あ、 


いまつる の 具 勇 を ふる はんかな • 

余 は 以上 孝道の 一 端 をば、 正面より 說き來 b 、述 

面よ.^ 說き おか ざ， る ベから や。 蓋し 天に 晴雨 あ 

の 上に も 正 あ b 、變 あれば な 何ぞ や、 云 く. 

父母に 對 する 敬愛 

人間 第一の 樂 は、 肉 體の樂 にあら すして、 寧ろ 心 

ら ざる 所 あれ ば、 物 質の 樂は 却て 心を慯 ましむ る 

歌 ふ も、 心 に 一 點の憂 あるとき は、 花 鳥 風月み な 我 

變 じて 地獄と なる。 

さ れ ば、 父 母に 孝を盡 すに も、 唯 それ 美 衣 を纒は 

中に 棲まし む る も、 若 しこれ を 敬す る こ lo なくん 

何ぞ 異ならん。 若し 敬な きの 孝 は、 父 母の 心 をし 

る 方法 も、 父 母の 心 を 笑 はしむ るに 足ら ざれば な 

-フ やま 

を豕 交す るなら。 愛して 敬 はやん ば 之 を 獸畜！ し 


ベ 去 b たる が、 是 よ b 聊か その 側 

b 、地に 山川 河 海 あるが 如く、 人生 


の樂 にあ b  、心 に 不平 あ， o.、 樂し か 

ものな， o。 見よ や、 花 は 笑 ひ、 烏 は 

を 痛まし め、 我 を 苦しまし め、 樂 園 

し め、 美 食 を 喰 はし め、 金 殿 玉樓の 

ば、 彼 の 庭に 於け る 犬馬 を畜 ふと 

て 一 層の 不快 を感 せし め、 如 何 な 

やしなつ 

り。 孟子 曰 く、 食 て 愛せ ざれば 之 

するな と。 あ、 單に 食せ しむ 
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#4. 倉 

か ゥら， C うん 

これ 莴城慈 雲 尊者が、 安永 二 年 十 一 月 二十 三日に 示し 給へ る 法語に して、 十 善の 

舉 行者と 畜生道の 比較 を 示し 給へ る ものな り。 されば 父母 を 導いて は 十 善の 法 

園に 入 れ、 自 己 は 進んで 此の 法 味を受 くる は、 永 遠に 樂園を 開く ものに あらす や。 

若し 夫 れ、 百 尺 竿頭 さらに 一 步を 進めて 論及せ ば、 十 善 を信受 せざる もの は 精神的 

死 人、 換 言 せば、 一 個の 器械 的 肉塊の み、 蓄 音 器の み。 佛陀は 無常 經に云 く、 

若 し 人 不善 (針) を 作し、 好んで 小 惡を行 ふ 者 は、 心 常に 懾 慢を懷 き、 三 寶 (I 法) を 敬 

は す、 淨 戒 (^善) を 持つ 能 は す、 懈 怠 不精 進な b  、是の 如き 諸人 等 を、 皆 之 を 名 づけて 

死と 爲す。 好んで 諸惡 (計) を 行 ふ 者 は、 生れて 惡 道に 墮っ、 若し 人 諸 善 (i) を 行 は 、 

天に 生す る こと を 得、 若 し 人佛を 信せ す、 亦 法 を 行 は す、 非 法 (^を 行 ふ も の、 是 れ 則 

ち 名 づけて 死と 爲す。 

と。 見 よ、 十 惡を行 ふ もの は、 肉 體は 活ける も、 そ の 精 砷は旣 に 死せ るな 何とな 

れ ば、 十 惡は 天地の 理法に 反 し、 自 然の 眞理に そむけば な あ ゝ十惡 を 行 ふ もの、 

いかで か、 鴻 恩に 報す るの 餘裕 あらん や。 

世の 锗姊 妹よ、 諸兄 弟よ、 庶く は、 と もぐ 十 善 正 法の 幢 旗の 下に 、父母の 大恩に 報 


第 十に、 善 惡邪正 も 思惟 すれば わかる お §)。 心を攝 むれば 攝 めら るゝ、 不 邪見 

戒の影 は先づ かう した 者ぢ や。 畜生な ど をよ く 看 よ、 满 身の 苦心 を をさむる い 

とま も なきおや。 勿論 理非 を 分別す る ことならぬ おや。 滿 身の 苦 は 彼が 息づ 

かひ を 見て 知れ。 佛 語に 畜生 は 喘息 安から ぬと ある， 邪見 業逍 その 影 かくの 

如くお や。 經論諸 傅に 寵來 つて 法を聽 聞せ し 類、 師子 月經に 獮猴が 三皈を 受け 

たる 類 は 別途の 因緣ぢ や。 世間の 人生れ 付きた る 善 功 德をも 全く 得すし て、^ 

生 等の 心になる は、 實 に 悲. む べき こと ぢゃ。 總柬 して 云 は、 佛と 異ならぬ 心 を 

持ちな が ら、 自 ら迷 ひて 些々 たる 業 相の 姿 を 構へ て 其の 中に 頭 出^ 沒し、 此に死 

して は 彼 處に生 れ、 彼 に 死して は 此に生 れ、 業 風に 吹き まど はされ て 暫く も 定か 

ならぬ おや。 一切 時 一切 處に生 もな く、 滅 もな き 場所 に、 自 から 生死 を 構へ て、 秫 

種顚 倒す るお や。 彼 もな く此 もな く、 一 切 平等なる 場 處、 其處に しき， 9 を痏 へ、 此 

處に はへ だて を 設け て、 自 ら 窮屈に 入る おや。 今此 三界 皆是我 有、 其 中 衆生 悉是 

吾子なる に、 其 の 子供が 互にい さか ひ、 せ b あ ひする おや。 甚 しきに 至って は、 人 

たる 道に 違 ふ。 自己 心中に 大 安樂の 有る を 知ら やに 迷って 居る おや. 
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恚 害の 聲、 悲 哀の 聲ぢゃ • 兩 舌業邋 その 影 かくの 如く ぢゃ • 經 中に 水鳥 和 f の 

音 を 出 し、 又 念 佛念法 念 僧の 音 を 出す と ある は 別^の ことお や。 

第 八に、 大抵 は 平生 足た ものお や (叙 整)。 此の 人 界の中 は、 酒 食に 敗らる ゝ者は 十 

に 五六 有つ て、 飢 ゑて 死す る 者 は、 百 千 人に 一 人 も希ぢ や。 患難 困苦に 死す る 者 

は 十に 七八ぢ や。 まも b さへ すれば、 大方 は 生涯 全きお や。 不 貪欲 戒の影 は、 先 

づかラ した こと ぢゃ。 畜生 は 常に 食 を 求む るば か， o で、 十 に 八 九 は 足らぬ と 云 

y や +i もんじ や 

ふこと おや。 祇耶多 尊者が 衆に 告げ て、 我 過去 多 生、 犬 に 生 を 受けし と き、 唯 兩 度 

食に 飽ぃ たと ある。 佛語 に、 畜 生 は飢火 常に 燒 ゆと あるお や。 貧 欲 業 道、 そ の 影 

•  ゥ まや  たか せん にく 

かくの 如くお や。 廐に 肥えた る 馬 あ b  、鷹 鮮肉に 飽く類 は、 前 に準じて 解せ よ • 

第 九に、 到る 處 親愛お や ぉ|)。 恐れ はなき ぢゃ。 外國の 者が 此の 國に 来ても 

ただよ  せつ たい けい そう 

仁愛 を 施す。 此の 國の ものが 海 波に 漂 はされ て 外國に 行っても、 接待 迎送 する。 

不愼恚 戒の影 は、 先 づか うした もの ぢゃ。 畜生の 見れば 怒 b 、逢 へ ばかみ あ ふ を 

見 よ、 惯 恚業道 その 影 かくの 如く ぢゃ。 * 書に 象の 鱧 節 ある を 知らせる 類、 內 典 

にも 外典に も 熊が 人 を 救 ひた る 事の 類 は 別途の ことお や， 


倚 語 戒の影 は先づ かう した もの ぢゃ。 畜生 は 牛 は 牛、 m は 馬、 杜 鵑は杜 酶、 »  U 驚 

谷 その 一 檨の聲 のみ あつ て、 そ の 中 事々 不具 足なる ぢゃ。 綺語業 道 その 影 かく 

の 如くお や。 佛經の 中に 禽獸の 語 言 せし 緣ぁ b  、世 典の 中に 雀が 公冶 長に 吿 げ， 

南山 虎 有 b などと 云 ひし 類 は 別途の 事に て、 禽 獸の あた b 前で はなき ぢゃ • 

第 六に、 舌根 も柔輭 なるお や (S 舰)。 詠き 諷吟 も、 なせば なさる、 ぢゃ • 三 管 も 

奏せら るゝ。 經 陀羅尼 も讀 めば 讀ま るゝぢ や， 不惡ロ 戒の影 は、 先 づか うし た 

もの ぢゃ。 畜生 は 舌根 麁獷 なる ものに て、 內外 の經 論を讀 むこと もなら ぬ。 よ 

きこと に 用 ふることの ならぬ ものお や、 鷺、 杜 鵑、 山 がらな ど が、 昔 聲の耳 を よろこ 

く なうる ゐ わつ 

ばし むる も、 彼 が 自らの 當 前 は、 苦 惱羸 劣の 聲ぢ や。 惡ロ業 道、 そ の 影 かくの * 

くお や， 鸚鵡が 能く 言 ふ も此に 類して 知れ。 

第 七 に、 多 く は 親愛の 聲ぢ やお |> たま さ か に、 恚 怒の 聲を 出す は、 音 聲 の變ぢ 

や、 賢 人君 子に は、 一 生恚 怒の 聲を 出さぬ もの も 有る。 又 多く は 歡樂の 音聲ぢ や- 

た まさかに  悲哀の 聲を 出す  は、 音 聲の變 と 云 ふ ものお や • 又德人 長者に は 、一生 

悲哀の 聲 なき 者 も ある。 不兩舌 戒の影 は、 先 づか うした もの ぢゃノ 畜生 は 多く 

第二 篇 孝道に 閼 する 論說  *  i 


，  z 

*  二 一 

きぢゃ • 

第三 に、 上下 貴賤 尊卑 有りて、 禮度 亂れぬ おや (s)。 民家に 至 るまで、 冠婚 喪祭 

相 應の式 あり • 親族 その 序 あ， 9。 眷屬 その 親み あ b ぢゃ。 不邪娃 戒の影 は、 先 

づか うした もの ぢゃ。 畜生道の 中 は 同類に も あ れ、 異 類に も あ れ、 互 に爭 ふの み 

にて、 その 雌雄 牝牡を 見 よ、 邪 姪 業 道 を 具へ た姿ぢ や。 古書に 鳳凰 來儀 するとき、 

衆 鳥翼從 すと 云 ふな ど は、 畜 生の 中に、 一 分 人間の 德を 得た こと ぢゃ， 畜生の 當 

b 前で はなき おや. 臈行 行列 を亂 さぬ も、 此 に準じて 知る がよ きぢ や。 

第 四に、 此の 言 音 が 國を治 め、 家 を 治め、 身を修 むる 具お や g ぎ。 王公 大人 は、 或 

は 一 言 を 以て 國を おこ す、 或 は 萬 世の 則を垂 る， 不 妄語戒の 影 は、 先づ かう した 

けん どん しつ 

こと ぢゃ。 畜生道の 中に は、 唯 食 を 得て は 親し み、 食 を爭 つて は 相 害 す、 唯 慳貪嫉 

と  ひん ほ 

妬の 聲牝牡 相 慕ふ聲 ばかりお や。 妄語の 業 道 その 影 かくの 如くお や。 佛經等 

の 中に、 諸 の禽獸 の、 君臣 命 を 守， 9 しこと など ある は、 畜生 の 中に 二 分の 人間の 德 

を 得て 失 はぬ こと ぢゃ。 禽 獸の當 b 前で はなき ぢゃ。 

第 五 に、 言 語 正しく、 五 聲七音 わかる ゝぢゃ (跡 1)。 その 義理が 備 はるお や。 不 


身體 も柔賴 なるお や • 坐す る も 正し く、 行 步も 正し く、 臥 も 正しく、 衣冠 威儀 も 正 

レきぢ や • 不 殺生 戒の影 は、 先づ かう した ことお や。 畜生 を 見よ、 獅子 虎 » よ b 

へび かはづ み さい 

して、 下 は 蛇 蛙 微細の 蟲 蟻に 至る まで、 大小 強弱の 別 は あれ ども、 皆相瞰 害する 毒 

が ある ぢゃ • 角 ある も あ b  、牙 ある もの も あ hN  、利 爪 ある も あ hs  、大 は 小 を 凌 ぎ、 强 

く S  かん がい とんしゃく 

は 弱 を 挫き て" 互 に瞰 害し 呑嚼 する ぢ や、 彼 の 殺生 業 道の 姿 はかくの 如くお や • 

古に 麒麟 は 生物 を 害せ や、 靑 草 を 踏まぬ と 云 ふ 類 は、 畜 生 道の 中に、 一 分 人間の 德 

を 失 はぬ ことお や • 畜生の 當 b 前で はな い、 又 經 中の 鹿野苑の 緣 など は、 更 に 別 

途 のこと おや， 

第二に、 福 分相應 のよ そ ほひ ぢゃ (11)。 が の 世界に 櫻祧棠 梨の 花が ある。 五 

きんしゃ- T- りゃうら 

穀栾果 等が ある。 宮殿 樓閣、 錦繡 綾羅が ある • 不偸盜 戒の影 は先づ かう した も 

は r えん 

のぢ や。 畜生道の 中 を 見よ、 櫻 棠祧梨 も 彼が 分際に は 芳艷も なきおや。 錦繡綾 

羅も 彼等が 分際に は、 文 彩 その 境界で ない， 福 分な きに 由て 他の物 を 盗む 姿ぢ 

や。 偸 盜業道 その 影 かくの 如くお や。 犛 牛が 自ら 其の 尾 を 愛す る、 孔 雀が 自ら 

羽毛 を 惜む類 は、 畜 生 道の 中に、 一 分 人間の 德を 得し ことで、 畜生の 當 b 前. ではな 
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くこと を、 故 に 十 善卽ち 孝なる にあら す や。 華 嚴經の 中に、 

ほ さつ ま か さつ 

佛子 菩薩 摩訶薩 は、 是 の 如く 十 善業 道 を 護持 し、 常 に間斷 なし， 

復、 是の念 を 作す、 一 切 衆生 惡趣 (§、l、f ) に墮 する 者 は、 皆 十 不善 業 を 以てせ ヤと 

いふ ことなし。 是の 故に 我當に 自ら 正 行を修 し、 亦 他に 勸 めて 正 行 (針 一 を 修 せ し 

むべ し。 何 を 以ての 故 に、 若 し 自ら 正 行 を 修行す る こと 能 はすし て、 他 を し て 修 

ことわり 

せし むと 云 は 、是 の處 有る こと 無し。 

と。 あ、 大 なる 哉、 十 善の 妙 法、 近 くして は 人間 普通の 道義に し て、 ま た佛性 開發の 

種. 因な.^。 この 十 善の 妙法に 就いて 慈 雲 尊者の 趣 * 津々 なる 法談 ある を 以て、 余 

は 諸賢と 共に その 法 * を * はんと 欲す。 云く、 

ごつ さう えん ぎ 、gy  ayz 

この 業 相緣起 (S) の 中 に、 先 づ 人間と 云 ふ 者 は、 其 の 姿に も 十 善 は あら はれて 

ある、 その 世界に も 十 善は顯 はられて ある。 經の中 に、 三 惡 趣 (s、§) の 者 は、 其 の 

身 も麁獷 臭穢な b と ある。 その 世界 も 熱 銕、 煨 河、 黑 風 熟沙ぢ やと ある。 此の 中 

しおら 

地獄 餓鬼 は 肉眼 に 見えぬ ことなれ ば、 且 く 置 て、 畜 生に 比對 して 此の 人間 を 知れ- 

第 一 に、 先づ 仁愛の 姿ぢゃ (^？ に猛き 爪牙が な い。 に 恐ろし き 角がない。 
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戒不 戒不 戒不 戒不 戒不 戒不 


かる 口 はい やしむ る こと を 知る， 

簏 言 もよ くない こと を 知る。 

他の なか 言 を 云 ふま じき こと を 知 

物 を ほしが る こと を 自ら 恥づ る。 

氣の 短い こと も 自ら 恥づ る。 

よろこ  おそ 

善事と 云へば 悅 ぶ、 惡 事と 云へ は 怖 

なに 故 なれば、 この 十 善 は 生れ まゝ 

の 心 を 失 はざる のみと 有る ぢゃ。 

この 尊者の 言 頗る 平易に し て、 し か 

や。 若し この 天性に そむいて 十 善の 

踏み込む もの は、 近 く は 父母の 遺體た 

國家 におよ び、 そ の 極まる ところ を 知 

大 なる はな く、 不 孝是 より 大 なる はな 

つて は 父母に 安寧 を與 へ、 未 來永刼 は 


る 


る 


に 具へ て あるお や、 儒 書に も 大人 は その 赤子 

も 吾人が 心 相の 面目 を說 破せられ たる を 信 

0 面なる 殺 生、 偷 盜、 乃 至 邪見 等の 十 惡の逍 に 

る この 我が身 を 傷 ひ 薛は延 いて 父 ゆに 及び、 

る 可から す。 故に 十 善 を 奉行せ ざるよ 禍 

し。 思 へ、 十 善 を信受 し、 奉 行 す る は、 今 世に 在 

地獄の 門戶 を閉ぢ て、 湼槃 大樂の 甘露 R を 開 
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の 十 善の 妙法 を信受 せし むる に 在.^。 十 善 を信受 する は、 現 在に あって は、 身 を 治 

め、 家を齊 へ、 國を 富ましむ る 妙 道に して、 後世に 在って は、 佛果を 得、 故 に 弘法 大師 云 

、 

く 

十 善と は 身 三、 口 四、 意 三 な b 、末 を攝 して 本に 皈 すれば 一 心 を 本と す、 一 心の 性 

は佛と 異なる ことな し、 此 の寶 乘に乘 じて 直に 道 場 (i) に 到 る。 

と、 故 に 十 善の 法 は 天地 自然に 活動し つ 、ある 眞理 にし て、 人 爲の制 法に あら す、 ゆ 

ゑに 葛 城 慈 雲 尊者 云 く、 

十 善と 說け ども 唯 一 佛性ぢ や、 一 法性ぢ や、 法 性に 順 じて 心 を 起す を 善と 云 ひ- 

此に 背く を惡と 云 ふ、 惡 は 必す法 性に そ 

づか敷 が、 手 近く 云 はば、 惡は 人間 生れ ま 

子供で も、 む ごいと 云 ふこと は 知る。 

盗人と 云へば 腹 を 立てる。 

娃事 は恥づ る。 

詐 ると 云 へ ば 赤面す る。 


不 

偸 

盜 
誡の身 


不 不 
惡 綺 

口、 語 

誡のロ 


A  __ 

不 
瞋 

誡の意 


す、 木 頭に も 異ならす と誡 めら る。 

は、 不 殺 生、 不 偸 盜、 不 邪 S 、不 妄 語、 不 綺 語、 不 惡 口、 不 お な不 Sf な、 ぶ 0  ^、不 邪 M 


も 異なら 

十 善と 

なり。 

若し 圖を 以て 之 を 示せば、 

不 殺生 1 


三 


不邪姹 


不 妄語 


不兩舌 


而し てこ 

本 面目 の 

ことなく 

みな 一心 

の 行爲の 


の 身 三、 口 四、 意 三 の 善 法 は、 悉 く 自己 

德 相な b。 自己の 一心 は佛 陀と異 

、天地 萬 有 を吞み 込みて 更に 二 ある 

の 影像なら。 この 影像の 差別 變化 

反影に し て、 法 性 (gy か 善惡の 因緣に 


されば 具 正の 孝道 は、 自 ら この 

第二 篇 孝道に 翻す る論說 


心の 光明 


ー不 慳 貧 

意 

三- 

不 邪見， 

の 本心 卽ち佛 性の 光明に し て、 自 心 の 

なること なく、 一  切 衆生の 心と 異なる 

ことなし。 故に 天地 間の 千 態 萬狀は 

ある は、 卽ち 吾人が 十 善。 

應 じて 顯 現せる もの 、み。 

なる 十 善を舉 行 し、 ま た 父 ^をして こ 
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こと を聽 した まへ と。 羅云復 云 く、 唯 E はく は 我に 祖 王の 棺を擔 ふこと を聽 した 

まへ と。 世^ は 慰め て 言 く、 當 东の 世人 皆 凶暴に して 父母 養育の 恩 を 報せ ざる 不 

幸の 衆生と 爲ら ん、 そ の 化 法を設 くる 爲 に、 如 來躬 から 父母の 棺を擔 はんと 欲すと 

て、 世 尊 は躬ら 手に 香爐を 執.^、 前に 立ちて 墓所に 詣 b たま へ り。 (lm 繊 大航) 

あ ゝ、 大 聖佛陀 も 父母に 孝養 を 盡し給 ふこと かくの 如し。 されば 佛陀が 傳道を 

開き 給へ る 第一 の 華厳 會の梵 網 菩薩 戒經の 最初に、 父母と 師僧と 三寶 とに 孝順せ 

よ、 孝順 は 至 道の 法な り、 孝 を 名け て 戒と爲 すと 說き給 ふ。 卽ち 父母と 師匠と 三寶 

の鴻 恩に 報 ゆるに は、 孝 道 を 以て 報恩の 第一と するな b。 而 して 此の 戒と は卽ち 

十 善戒に して、 十 善 は 人道の 大 本、 菩 薩の淨 行なり。 故に 十 善卽ち 孝道 なれ ば、 余 は 

これよ b 筆端 を 進めて 十 善の 大意 を辨 じ、 近 くして は 治國^ 天下の 基 を 開き、 遠く 

佛 架の 素因 を 示さん。 

孝道 卽ち 十善戒 

人の 人た る 道 はこの 十 善に 在り。 人た る 道 を 全くして 賢聖の 地位に も 達し、 高 

く智 德圓滿 の^ 果 にも 登るべし。 故に 佛陀 はこの 十 善の 道 を 失 ふ もの は 鳥獸に 


て、 知 ら す識ら すの 間に 惡業を 作 り、 煩 惱 のために 苦し ひこと あ り、 故 に 爲造惡 業 

の 恩 あり。 第 九、 子 若し 旅行 勉學 等の ため 遠く 他國 に遊腠 する 時 は， 父 母 は 人知 

らす 心中に て、 海 安 か れ、 陸 安 かれ と、 氣 遣 ひ 給 ふこと 無量な b  、故 に 遠 行 憶念の 恩 

あ り。 第 十、 父 母 は子兒 が托胎 する よ り、 終 に 出 產し發 達して 白髮の 老人に 至る 

ま で、 愛 情盡 くる ことな し、 故 に 究 竟 憐愍の 恩 あり。 

以上の 如 く、 佛 陀は 父母の 鴻 恩 を 示し て、 そ の 恩德の 偉大なる こと を 讃し給 ふ • 

故に 佛陀の 父 王 淨飯王 病 重く して 諸子 を 見ん こと を 欲し 給 ふ や、 佛 陀は父 王の 處 

をへ だつ る 五十 由 旬のと ころの 王舍 城に 在し て、 こ の 父 王の 心 念 を 知り、 難陀、 阿難、 

羅 云に 告げ 給 ひ、 卽 ち 神 足 を 以て 天 宮に到 b  、大 光明 を 放 ち、 王 の 身 を 照し 給 ひし か 

ば、 王 の 苦痛 も 聊か 安き こと を 得 給へ り。 復手を 以て 父 王の 額に 著け て 曰 く、 王 は 

くわん き  あきらか 

是れ 淨戒の 人な り、 心 垢已に 離れた b, 今 應に歡 喜して 經法を 諦に思 ひ 給 ふべ し 

と。. 時に 父 王 は 臥しな が ら、 掌 を 合して 心に 禮 し、 忽 ち 逝き 給 ふ， こ ゝに於 て、 諸 弟 

を さ  し , ぎ 

子 王 を 棺に歛 めて 獅子座に 置 く、 佛 は難陀 とともに その 前に 立ち 給 ひ、 阿 難と 羅云 

ひ vsi づ  にな 

は 住まり て 後に 在 り、 阿 難 跪きて 佛に 白して 云 く、 唯 願 はく は 我に 伯父の 柁を擔 ふ 

第二 篇 孝道に 關 する 論^  七 P 五 


七 〇 四 

し て 示 さば、 卽ち 左の 如 し。 

第 一、 母 は 子 を 懐胎し 給 ふ や、 身 を 慎 み、 心 を 痛 め、 类 食^ 衣も樂 しから や、 終 日 終 

夜 子 を 思 ふの 情、 念 頭 を 離る ゝ ことな く、 守 護し 給 ふ、 故 に懷胎 守護の 恩 あ り。 第 

二、 生^の 際に は、 ゆ 君 は 四苦八苦の 艱難 を嘗 め、 た とひ 親 は 死す る も 子を活 さん 

との 念充 滿 し、 時 として は、 子 のために 自己の 生命 を 失 ふこと あ り、 故 に 臨 產受苦 

の 恩 あ， 9。 . 第 三、 母 君 若し 安 逢し 給 ふ や、 そ， の 母君の 心情の 嬉しき こ と は、 ニー 千世 

界 にくら びな く、 餘 人の 知るべからざる 快樂ぁ b 、故 に 生 子 忘 a の 恩 あり。 第 四、 

父 a: は 甘き は 子 兒に喰 はし め、 自 らは その ま づき 部分の み を 喰 ひ、 子 兒の發 育 を 

祈り 給 ふ. 故 に、 嗨 苦 吐 甘の 恩 あり。 第 五、 若 し 誤て 子兒寢 中に 不淨を もらす 時 は、 

父母 は 子兒を 乾け る 方に 安眠せ し め、 自 らは その 濕へ る 方に 伏し 給 ふ 故 に、 廻 乾 

就 の 恩 あ b  。 第 六、 子 生る、 や、 母 君 は 自己の 身體の 衰弱す る を も 忘れ て、 日 夜 

に 子の ために 乳を吞 ましめ 給 ふ、 故に 乳哺 養育の 恩 あ.^ 第 七、 若し 子 兒不淨 を 

せん だく 

以て 身體 衣服 を 汚す とき は、 父 母 は fe に不淨 な.^ とも 思 は す、 直 ちに 之 を 洗濯し 

淸淨 ならしめ 袷 ふ、 故 に 先. 濯 不淨の 恩 あ，^。 第 八、 父 母 は 子 を 愛する の 念よ b し 


く、 吾 等の 身心 も、 盡 く 父母の 胎を 依り 所と して 生育し 出胎 する が 故 に、 大 地の 德 

と 名づ く。 第二、 能 生と 名く。 母の 胎內に 宿る や、 母 は あらゆる 辛苦 を嘗 め、 併 も 

能く 我等 を生產 し給ぷ 故に、 能 生の 德と いふ。 第 三、 能 正と 名く。 常に 母君の 手 

を 以 て、 能 く 我等の 服 耳鼻 舌 身の 五 根 を 安全に 守 b 給 ふ 故 に、 能 正の 德と いふ。 

第 四、 養 育と 名く。 常に 春夏秋冬の 時季に 應じ て、 能 く 我 をして 寒暖 宜しき を 得 

て、 生育せ し むる が 故 に 、養育の 德と いふ。 第五、 智者と 名く。 能く あらゆる 方便 

を 以 て、 我 等の 智能 を^ 發 せしめ 給 ふ 故 に、 智 者の 德 とい ふ。 第 六、 莊 厳と 名く。 

さラ しょく 

父母 は 子の 爲に 相應 せる 衣服 を 調整 し、 我 等の 身體を 装飾し 給 ふ 故 に、 莊 嚴の德 

とい ふ。 第 七 、安穏と 名く。 子 は 幼に して. は、 常に 母の 懷を 以て 自己の 住居と し、 

總 ベての ぎ P を はなる、 故 に、 安 穩の德 とい ふ。 第 八、 敎 授と 名く。 善く 巧に 方 

便して 子 を 導き 給 ふゆ ゑ に、 敎 授の德 と 名く。 第 九、 敎 誡と 名く。 子に 過 あると 

き は 容赦な く 訶責し て、 善 を 勸 め、 惡 を 懲し給 ふ 故 に、 敎 誡の德 とい ふ。 第 十、 與 業 

と 名く。 父母 は 自己の 財產を 以て 子に 附與し 給 ふ 故 に、 與 業の 德 とい ふ。 

又 父母 恩 重經に も、 殆 ど 之に 類す る 名目 を 以て 母の 十 德を讃 し 給 ふ。 之 を意譯 
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陷 らんと すると き、 非 道の 暗き 小路に 踏み込まん とすると き、 解 怠のと き、 憤 怒のと 

りつ ザん 

き、 慄 然として 父母の 靈威 ある を覺 ゆ。 これ 何人も 日常 經驗 する 所に あらす や 

然るに 彼等 は 却て 父母の 鴻恩を 忘る ゝの 早き は、 そ もく 何の 故ぞ や。 孟子 曰く、 

人少 くして は 父母 を 慕 ひ、 色 を 好む こと を 知って は少 艾 を 慕 ひ、 妻 子 あれば 妻 

子 を 慕 ひ、 仕 ふれば 君 を 慕 ふ、 君 に 得 ざれば 熱中 す、 大 孝 は 父母 を 慕 ふ、 五 十に して 

oooooooooooooo 

慕 ふ も の、 予 大舜に 於て 之 を 見る。 

眞 なる 哉、 滔 々たる 世 間、 今 や 色に 溺 れ、 妻 子に 溺 れ、 官 に 溺 れ、 終 に 身 を 忘 れ、 果 て は 

父母が 家の 一 隅に 在って 片足 は棺に 入れつ、 も、 猶ほ 子孫 を 忘れす。 偶パ乂  ^が 言 

くち やか *" 

を發 すれ ば、 子 は 一 言 の 下に 老人の 口喧しき ことよと て、 更に 父母の 心 をく み 取ら 

ざる もの あり。 これ 纏て 自己 も 子の ために かく 扱 はる ゝを思 ひ、 め ぐる 因果の 早 

きを 省みざる ベ からす。 

今 謹んで、 佛說 孝子 經を 拜讀 する に 、父母の 十德を 示し 給 ふ。 洵に 痒き に 手のと 

どける が 如 く、 寫 し盡 して 餘蘊 なし。 その 十德と は、 

. 第一、 大地と 名く • 天地 萬 物、 皆 こめ 土地 を 依り 所と して 生長螢 達する がごと 


を 以て、 この 子の 爲 にか はらんと 祈，^ たトノ き。 世の中に 子 ほど 可愛き もの はな L 

見 給へ、 此の 寫眞は 卒業式 當 日の 盛装せ る ものな りと。 眺めて は 取 b  、取 りて は 置 

き、 云 く、 子 を 持って 知る 親の 恩と は、 今 ぞ 胸に當 b ま す、 今 にな b て われ 等の 兩 親が 

いかに 我等 を 愛育 し、 わ れ 等の 爲に 心配せられ たる か を 知れり。 ^惯 はぶ だ 年若 

きお 方 なれ ば、 眞 實 親の 心 は 解し 給 はざる ベ し、 庶 く は 親の 心 を 解剖 し、 佛 道の 妙理 

を 以て、 廣く 一切衆生 を 救 ひ 給へ かし。 世 はだん/、 に澆 季^ 末世と な 气 S  :. 

孝て ふ 如き こと は 古臭し と て、 何 人 も 口にする を 恥づる 傾と はな b ぬ。 され ど 具 

こ すゐ 

實の 孝遨は 天地の 大道 なれ ば、 希 く はます く 孝道の 眞義を 鼓吹し 給へ かし こ 

れ 我等 一 人の ことに あらざる ベ し.， 世 の 親た る もの は、 皆 この 子の ために 三界 流轉 

の 苦を嘗 むる ものな り。 然る に、 子 たる もの 父母の 大恩 を 深く 成せざる が 如き は、 

如何にも 悲しき ことに こそ と。 余 はこの 母君の 溫か き 話 を 聞き、 佛 陀が 世間 53 世 

間の 善 遨の第 1 なる は 孝より 大 なる はなしとの 給へ る を、 染 み と 感じた き- 

これ 多き 中の  一 例なる が、 何人の 後に も、 父 や 母が、 或は 家に 在りて、 或は 幽冥に 在り 

/  あく ま  いう わ く 

て、 我 等の 身邊を R  b まき 祈念し つ . 、ある こと を 思 ひ な ば、 わ れ 等が 惡 魔の 誘 惑 に 
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七 〇o 

た 自己の 兩 親が かく ありし を 知 り、 始 めて 兩 親の 切なる 心情 も 掬 まる べし. 

昔し 女人 あ り、 子 を ft ひ 遠く 他國に 旅行 し、 歸 途に殮 伽 河 を 渡らん とする や、 俄 に 

if- ソち やう 

河 水 暴 漲し て、 今 は 力つ きて 如何と もす る 能 は す、 さ b とて 斷然 その 手中の 愛子 を 

河水に 投 すれ ば、 母 親 一 人 は 助かる もの を、 今 は 子 を 念 ふの 熱情 は 漲る 水 を も 恐る 

る ことな く、 あ はやとい ふ 間 に、 母 は 子 を 抱け る ま、 濁水に 吞ま れ、 あ は れ、 と も 

に K  土に 去りし と なん。 あ 、、子 を 思 ふ 親の 心 はすべ ての 危險を 恐れ や、 艱 難を辭 

せ す、 身 を 粉に しても 子 を 守らん とぞ思 ふ。 終に その 母 は 子 を 思 ふ 慈心 善根 力 を 

しき く き や フ てん 

以 て、 色 究 竟 天に 上 b 、大 梵王 となれ b とな ん、 こ は 印度に 於け る 一 例なる が、 余 は し 

ばく か、 る 類例に 接し て、 人 知らす 親の 恩誼に 泣く こと あり。 今 その 最近の 1 

例 を 示さ ば" 頃 は 本年の 始めな b き、 某 博士の 家に 法務 を帶 びて 行きけ る に、 あ は れ 

やその 愛孃 は、 螢 雪の 苦學 めでたく 高等 女 學校を 卒業 し、 今 や 花 開く 香りの 園に 入 

らんと する 前、 突 然 愛孃 は 十八 歲の春 を 一期と し 病の 爲に 逝きぬ。 あ \ 雪 の 降る 

日、 風 吹 く 日、 無 量の 心痛 をな し て、 今 は 色香 も 美 はしく 漸く 育て上げた る この 花 は、 

一朝に して 無常の 風に 散りぬ。 母君 は 云 く、 若 し 思の 通りに 叶 ひな ば、 妾 はこの 身 


父母の 大意 を 了し たれば、 これよ 
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を 受け や I」 云 ふこと な し、 故 に 六道の 衆生 は 皆是れ 我が 父母な b  、し かる を 殺し、 

しかる を 食せ ば、 g ち 我が 父母 を 殺すな b 、亦 我が 故の 身 を 殺すな， 9. 。 

されば 宗敎的 眼光より 照し 來れ ば、 同 胞盡く 父母なら ざる はな く、 父 母の 遺體な 

ら ざる ものな し。 故に 一 切 同胞 をして 菩提心 を發 さしめ、 一 切 衆生 を 愛護す る は、 

卽ち 父母 を 愛護す る 所以なら ざる はな し、 是 れ 菩薩 大士の 本領に し て、 询 に 偸 快 極 

なき ことに あらや や。 

然れど も、 物 に 本末 あ り、 事 に 終始 あ b  、先 づ 自己に 直接に 因緣 ある 父母に 孝養 を 

つ く し、 漸 次に 一 切 衆生に 及ぼす は 論を俟 たざる ところな b  、故 に 佛陀も 普 曜經に 

云 く、 

佛、 優 陀 夷に 告げた ま は く、 わ れ 始め 出家せ る 時、 父 母の 爲に誓 ひ き、 も し 佛道を 

得 ば、 還 りて 父母 を 度 せん と、 今 巳に 成佛し ぬ、 國 に 還 る ベ し。 

と 云へ り i た 目 連 尊者の 如き も、 先 づ 自己の 父母 を濟度 し、 終 に 一 切 衆生に その 利 

益 を 及ぼせり。 之れ 平等 海中 却て 本末 あ り、 差 別 ある は. 、差 別卽 平等の 佛敎 の眞意 

なれば なり。 吾人 は^ 上の 論述 を 以て、 略 ぼ 佛敎的 孝道と 倫理的 孝 遨、 幷 に 宗敎的 


世 後世 一 贯 して 大樂大 喜 を 得る の 方法に し て、 佛 敎的 孝道の 其 意と « t 

然れ ども 以上 は、 吾 人と 直接に 血肉の 關係 ある 父母に 對 して 世間 出世間の 孝逍 

の廣 狹を說 き、 果報の 勝 劣 を 述べた る が、 若 し そ れ、 宗 敎的 父^ 卽ち眞 正 佛敎ょ b 見 

たる ハ乂 母なる もの は、 獨 b 肉 體の關 係 ある 直接の 父母の み を 以て 父母と する にあ 

ら すして、 そ の 範園洵 に廣大 なり、 無邊 なり、 何ぞ や。 佘 はこれ より 進んで その 法 * 

を翫 味せ ざる ベ からす。 

宗敎的 父母 

凡そ 萬 物 は 過現未の 三時に わたりて 一貫の 脈絡 を 有す。 卽ち 吾人が 現在の 身 

心 あ る は、 必 す や 過去に 於け る その 原因 あ り、 因 緣 あ り、 現 在の 身心 はまた よく 未來 

の 結果 を 招く ものにし て、 因 緣に應 じて 穂々 の 波瀾 ある ものな 故に 吾人が 現 

在の 五 尺の 肉 我 を 打破して 深く 心界に 立って 考 ふる 時 は、 われ 等 は 現在の 父母の 

その また 父母 を 有 し、 展 轉 して 求. むる に 無量の 父母 を 有す。 況んゃ 一 步を 進めて 

考察 するとき は、 一 切の 衆生 悉く 父母の 關係 あらざる ものな し、 故 に 梵. 網 經に 云く、 

1 切 男子 は是れ 我が 父、 一 切 女人 は是れ 我が 母な b 、我れ 生生に 之に 從 つて 生 
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oooo  ooooooooooooooooooo  ooooo  o  o  o  ヒ\ 

自己の 親 を 威 化する こと 能 はすん ば、 孝 養を爲 すと 雖も猶 ほ 不孝と 爲 すお 譯) 

此に 由って、 つらく 考 ふる に、 如 何に 尊重 慇 慰の 禮を 以て 父母に 事へ、 且つ 身 を 

立て 名を揚 ぐる も、 若 し 佛陀の 大智大 能なる 眼識より 之 を 照 し、 三 世 通観の 因果 應 

報の 眞理 より 之 を 照 見せ ば、 恰 も 小 兒の泣 を 止しむ る に、 黄 金な b とて 黄葉の 一 つ 

を 以てする が 如し。 故に 弘法 大師 云 く、 父 子 は 親しみ 親しむ で 親しみの 親しみた 

る を 知ら す、 夫 婦は相 愛し て 愛の 愛た る を覺ら すと。 信なる 哉、 世 人の 謂 は ゆる 親 

て ふ もの は、 現 在に 於け る 血肉 を 別け たる 關 係よ りし てパ乂 子の 恩愛 を說く も、 眞 正 

の 親愛て ふ もの は 血肉の 連關以 上、 高 く 精神 上に 於て 起る ものにして、 この 因果の 

理法 を 明めざる 親愛 は卽ち 之を痴 愛と 名 づ け、 却 つて 生死 海に 流轉 する 勸 機と な 

る もの 也 • され ば 、父 母に 對 する 第一の 孝道 は、 父 母 をして 三 寶を信 じ、 轉 迷 開悟せ 

しむる より 善き はなし。 故に 佛陀は 不思議 光經に 云く、 

飮食 及び 寳は 未だ 能く 父母の 恩 を 報す るに 足ら す、 引 導して 正 法に 向 はしむ 

る を 便ち 二親に 報す ると 爲す • 

故に 何人も 父母 を 導きて 三 寶に歸 せし め、 自 己の 佛心 を開發 せし むる こ そ、 今 


て、 吾 人の 運命 は廻轉 極り なし。 故に 或る 者 は 自業自得 にて 地獄の 苦痛 を嘗 め、 或 

る 者は锇 鬼の 辛苦 を * ひ、 或 る 者 は 畜生道に 墜 ちて 人身 を 失 ひ、 或 る 者 は 登って 菩 

薩佛陀 の 淸淨界 に 入る。 此に 依て 推 究し考 ふるに、 父母 をして 眞 正の 大安 樂を得 

しめ、 湼槃淨 樂の樂 園に 遊ばし めんに は、 彼 の 世間の 孝道の 如 く、 現 在 一 世の 短き 生 

涯に 於て 圖る ベから す。 本よ， 9 現世に 於け る 父母に 對 する 孝道 は、 善 は 善なる も、 

OOOOOOOOQOOOOOOOOOOOO 

未だ 美 を盡せ b と 云 ふべ かす。 何と なれ ば、 世 間の 倫理的 孝道の みに て は、 未 だ 生 

ooooooooooooooooooo  -  .  .  ^ 

死の 苦 海を脫 却す るの 法に あら ざれば な. 9。 故に 佛敎的 孝 邋は卽 ち 父母 を a き 

て 向上せ し め、 父 母の 心中 深く 閉 おられた る佛 心の 光明 を 引出 し、 以 て 貧 瞋痴の 三 

毒 を 燒き拂 ひ、 未 來墮獄 の 因た る惡 業の 門 戶を閉 ぢ、 正 覺快樂 の 善 因を植 ゑし むる 

にあり。 故に 佛陀 は眞實 孝子の 要 道 を說き 給べ る 孝子 經に於 て、 實 に 左の 如く 敎 

誡 せられな り。 

能く 父母 をして、 惡を去 b 善 を 作 し、 不 殺 生、 不 偸 盜、 不 邪 淫、 不 妄 語、 不 飲酒の 五戒 

を 奉 事 し、 佛 に歸依 し、 法 に歸依 し、 僧 に歸 依せ しめ ば、 朝 に舉 じて 慕に 終る 者 も、 父 

母 の 恩、 親 の 乳 哺の養 ひ 無 暈なる 惠 よりも 猶ほ重 し、 若 し 三 尊 (1、 法、) の 眞理を 以て 
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さ れ ば、 才 子必 すし も 才子 を 生ま す、 富 者の 子弟 必ゃ しも 富者なら す、 德 者必 すし も 

德者を 育て す、 賤 民必す しも 恿子を 生ま す、 野 合の 子に も 一代の 英雄 あり。 百姓の 

子に も學者 才物 あ り。 大臣の 子に も 白痴 あり。 倫理 學 者の 血統に も、 放 蕩 無賴漢 

6  hyo 故に 吾人 は 信 す、 敎 育に せ よ、 遺 傳 にせ よ 、習 慣 にせ よ、 今 日 世人の 思 ふが ごと 

べ狹篛 の ものに あらす し て、 佛 敎に謂 は ゆる 過去 遠々 の 昔よりの 業 力 所感に して、 

この 業 力に 由つ て、 人 生の 狀態 は、 そ の 根柢 を 差別 し、 表 はれて 千樣 离 態 の 波瀾と な 

れる こと を。 故に^の 業 力 所 成、 卽 ち、 萬 物因緣 生に して その 自 性な く、 風 緣に 由つ 

て 波瀾に 大小 あるが 如 く、 善惡 等の e 緣に よって 十 界 (戏麵 lg、s 稱默 間、) の 差別 

宛然と して あり。 この 原因結果の 理法 は、 等しく 萬 有に 向って 流れつ 、あるな り。 

佛陀 はこの 原則 を 名 づけ て、 因 果應 報と 言 ひ 給へ り。 卽ち 小に して 人間 一代の 

榮拈 浮沈よ り、 大 は 人生の 贵賤 差別に 至る ま で、 悉 く 吾人が 前世 以來爲 したる 業 力 

の 反影に し て、 生 々世々 の 間 に、 自 己が 作れる 運命なら ざる ものな し。 故に この 善 

困に 善 果. あ b  、惡 因に 惡果 あるて ふ眞理 は、 萬 有に 等しく 行 はる 、法則に し て、 神 や 

ooooooooooooooooo 

佛ゃ 聖人が 殊更に 造れる ものに あらや。 宇宙 自然の 原則な この 原則に よつ 


の 美德を 全うする 以上に 於 て、 生 々世々 の 大恩 を說 き、 ま た 之に 報 ゆるに 妙法 を以 

てす る もの なれ ば、 錦 上 更に 花 を 添 ふるものと 云 ふべ し • 

然 ら ば、 佛 敎的 孝道と は 果して 何 を 意味す る か、 之 れ佘が 満身の カを以 て、 諸 兄 姊 

の 肺腑に 吹き込 まんと 欲する 所な り。 

夫 れ、 人 間の 階級 に、 富 貴 榮華智 愚 賢 不肯， の 分る 、所以 は、 今 日 世人の 謂 は ゆる 敎 

育、 遺 傳、 習 慣 等の カ與 つて 大 なる もの ある は、 元 より 吾人 も 之 を 是認す る もの なれ 

ど も、 吾 人の 專ら鈹 吹し つ ゝ ある 所の 敎 育、 遺 傳、 習 慣て ふ もの は、 そ の 範圍洵 に廣大 

なり。 之 を 時間より 見れ ば、 過 去の 過去 世よ b  、之 を签 間よ b 見れ ば、 宇 宙十 方界を 

該羅 して 殘す 所な し。 この 無限の 時間と、 無 邊の穴 H 間に 亙 つ て、 吾人 は敎 育、 遺 傅、 習 

慣の三 要素 を 具有せ り。 何と なれ ば、 如 何に 現世の 敎 育の 方 を 借る も、 猶 ほ^なる 

もの あり。 親 は當代 一 流の 名士なる も、 そ の 子 は 不肖 鈍才に し て、 更 に 父母の 遺傳 

を 受けざる もの あ b。 又 如何に 習慣 性 を 養 はんと 欲する も、 到 底改 むべ からざる 

しふへ き  れい り 

習 僻 ある もの あ 之に 反し て、 猶 ほ 多大の 敎育を 受けざる も 怜俐の もの あ，^。 

父母 は賤 しくして 取る に 足らざる 人に も、 子 は 極めて 才德 兼備の もの あれば な.^ 
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六 九 二 

そ れ、 世 間の 倫理的 孝行に 於て は、 そ の 見る とこ ろ、 た か 眼前の 一 世の み を 標準と 

して^す る を以 て、 そ の敎 ふると こ ろ、 そ の 恩 德を感 すると こ ろ、 極 めて 狹 少な， 9 と 

雖 も、 佛 敎的 孝道 は、 その 見る ところ 過 去、 現 在、 未 來の 三世に わたって 之 を通觀 し、 過 

去の 因 を 知らん と 欲せ ば、 そ の 現在の 果を 見、 未 來の果 を 知らん と 欲せ ば、 そ の 現在 

の 因お 見、 以 て 過去に 鑑み 現在 を改 め、 未 來に眞 な る、 善 な る、 美 なる 大果を 得る を以 

て 目的と す。 故に その 敎 ふるところ も、 範 圍 頗る 廣大な h -。 

今 世間の 倫理的 孝道に 就て 之 を 見る に、 夫 子 曰 く、 夫 れ孝 は德の 本な り、 敎 の繇 な 

て 生す る 所な b  、身 體髮 膚は之 を 父母 li- 受 く、 敢 て 毀傷せ ざる は 孝の 始めな り、 身 を 

立て 道 を 行 ひ、 名 を 後世に I げ て、 以て 父^ を 顯すは 孝の 終な り。 夫 れ、 孝 は 親に 事 

ふるに 始 ま り、 君 に 事 ふるに 中 し、 身 を 立つ るに 終る と。 

？パ 

さ れ ば、 世 間 の 謂 は ゆる 孝 行 は、 吾 人の 身體を 父母の 遺 體と觀 じ て、 之 を 尊 重 し、 毀 

ら や、 傷 は す、 能 く 父母の 命に 從 ひ、 善 行 を 勵 み、 進 んで 立身出世し て、 英名 を 後世に 垂 

れ、 父 母の 令名 を W かす を 以て 究竟と せり。 

然れど も、 佛 絞 的 孝 造よ. 9 見た る 孝行の 實義 は、 この 倫理的 世間の 謂 は ゆる 孝^ 


兩 M に擔ぃ て 天 を 載く が 如 

子の 後に かくれた る貌 な，^ 

び 付お て 孝 字と 顯 はれお る 

き 諭 をな しつ ゝ あるか は、 聊 

以上 は 孝子の 心情 を 文字 

給へ 义佛陀 の 敎訓を 仰ぐ と 

若し 子た る も の、 右 め 肩 

上に 便利せ しめ、 而 かも 決 

ooooooooooo 

は す、 若 し 父 a-  @ なくん ば 

故に 眞 正なる 孝道 は、 子 た 

に 安住せ しむる に 在る こと 

上 卽ち佛 敎の謂 は ゆる 孝道 

^題の^; る 所以な. 5。. 

倫理的 孝道 


く  ^ 敬 し、 之 を 仰げる に 由つ て、 自 ら 親の 

故に 老と いふ 文字の 上の 半分に、 子と 

ものにして、 この 孝の 一字が、 如何に 無^ 

か 思考 ある もの 、等しく 味 ふ 所な らん- 

に 顯 したる ものなる  が、 若 し 夫れ、 進んで 

き は、 父母 恩 難 報經に 云く、 

に 父 を 負 ひ、 左の 肩に 母 を 負 ひ、 千年 を 經 

して 父母 を 怨 むこと なき も、 猶 ほ 父母の 

ooooooooo  oooooooo 

敎へ て 信せ しめ よ、 安 穩の處 を 得ん 云云- 

る もの 兩親を 導きて 佛敎の 眞理に 依ら 

を 知 ら ざ るべ か す、 さ れ ば、 世 間の 謂 は ゆ 

、と は、 その 範圍 及び 方法の 差違 は 如何。 

と 佛敎的 孝道 


腰より 以下 は 

いふ 文字 を 結 

の說敎 を爲し 

三世 を 達觀し 

る 間、 正 使 背の 

o  o  o  o  o  o 

恩 を 報す る 能 

しめ、 この 眞 0 

る孝逍 と、 宗 敎 

是れ卽 ち 次の 
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云 く、 子 は 父母が 自由に 生みた る も 

の 必要なし。 云 く、 子 の 父母より 受け 

め ば、 是 にて 父母の 恩 賴に報 ゆるな，^ 

な れ ば、 子 たる もの は、 そ の 義務と して、 

そ の 言 ふ 所 千 差 萬 別な.^ と雖 も、 そ の 

ものな し。 

鳴 呼、 心 ある もの 誰か 之 を 慨嘆せ ざ 

陀聖 賢の 奴 訓に鑒 み、 伏して は 吾人が 

め、 聊か その 事理と 鴻 恩に 答 ふる 方法 

孝 字の 解 

れょ b 進ん で、 孝 遨 の 

* し、 何 もの を 吾人に 


の なれ ば、 子 は 決 

たる 恩德 は、 自 己 

と。 云 く、 父 母 は 

父母に 報いざる 

意 や 悉く 天地 の 


らん や。 いで 

佛 心に 訴 へ、 お 

の 一端 を說か 


余 はこ 

は 何 を. 意 


もの 

示 し つ 


や、 

の 

ん。 

せ 
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して 父母に その 恩 を 報 ゆる 

あん ねい 

の 子孫 を敎育 し、 安 寧なら し 

我 を 生 み、 我 を 養育せ る もの 

ベから すと。 云く 何、 云 く 何、 

大 經、 因 架の 理法に 背かざる 

，こ れょ b 進んで、 仰い では 佛 

父母の 大恩に 報いん た 


ん とする 前、 W 々孝て ふ 文字 

の 最も 適當 にし て、 田 5 想 の 噴 


だる か を說明 

、あるか を說 

序なる を 信す。  • . 

孝て ふ 文字 は、 老と いふ 文字の 下に、 子と いふ 文字が 立てる 貌に て、 卽ち 子が 親 を 


これ 孝子が 父母 を 思 ひ 思う て、 や まざる 切な 

す や. この 淸き 心の 働き は、 や が て、 そ の 父母の 

と な b  、父 を 見る こと は、 天 の 我 を 覆 う て 安から 

て 生長 發育 せし むる が 如 く、 日 夜 その 恩 德を忘 

る、 光に あらす や。 

思 ふに 古 は、 夫 子 孝 經を說 いて 上 は 天子の 孝 

瞭然 その 道 を 示 し、 佛 陀 は、 孝 子 經、 父 母 恩 難 報經、 

利爲母 說法經 等の 中に、 父母の 恩誼の 無量 無邊 

たる 孝道の 光 を 引き出し 給 ふ " その 外、 世 々 の 

0 し、 成 謝 し、 報 恩し まつらざる はなし。 

然 る に、 悲哉、 こ の 天地の 大經は 濁れる 小さき 

す。 見 よ、 幼 にして 二つな き 孝子 も、 老 いて 父母 

泰西の 學風 漸く 東洋の 人偷を 吹き 拂ひ、 この 人 

き^ばし て、 之 に換 ふる に， 忌 はしき 風潮 を 以て 


る 心の 叫びに あらや や、 成 想に あら 

恩德に 報いん とする 報恩 謝 德の心 

し め、 母 を 見る こと は、 地 の 我 を 載せ 

る 、能 はざる は、 孝 子の 心底より 漏 

よ り、 下 は庶 人の 孝に 至る まで、 一 目 

心地 観經 報恩 品、 父 母 恩 重 &、 佛 # 忉 

なること を說ぃ て、 人 間 自然の 情 性 

賢人 君子 悉く 父母の 鴻恩偉 德を讃 

人の 心に 由 b て、 そ の 光 を 失 はんと 

を輕賤 する ものな きに あら や、 特 に 

心 自然の 作用た る 孝子の 眞心を 吹 

せんとす。 
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六 八 八 

目  ^ 

0 論 

孝 字の 解 

倫理的 孝道と 佛敎的 孝道 

宗教 的 父母 

父母の 十德 

孝道 卽ち 十善戒 

父母に 對 する 敬愛 

父母に 對 する 諫言 

追 孝の 本義 

0 論 

總 論 

香 を 聞いて は 花の 所在 を尋 ね、 流 を 汲む では その 源 を 慕 ふ は 人情の 常、 さ れば子 

として 父 を 戀ひ母 を 慕 ふ は、 寧 ろ 自然の 情 性な，^ 

ほ ろ /\ と 鳴く 山鳥の 聲 きけば 

父 かと ぞ思ふ 母 かと ぞ思ふ 


樹 

揚げ. 

砕 か 

も、 父 

ん。 

故 

等 か 

佛陀 

の 怒 

大歡 

自 他 


孝の 眞義  釋良海 

緖 言 

靜 ならん と 欲する も 風 止ます。 子 養 はんと 欲する も 親 待た す。 も 

漸く 以て 父母 か 安ん ぜんと 欲する とき は、 父 U 逝 き、 母 は 去つ て、 寒 月 

照 ら し、 呼 ベ ども 來ら す、 叫 ベ ども 答 へ す、 悶 々 として 天^-仰 Av/ 哀 々 と 

の 御聲^ 閗さ 母の愛 顔^ 見る こ と， 能 は す。 嗚呼、 何 ^以て か 至孝 至 


V  、身^ 立て 名^ 

徒らに 一基の 石 

して 也に 伏す る 

順の 眞怠^ 盡さ 


劬勞 すと 

て 釉^し 

盡 され じ 


云 ふ 句に 

i リ 乙と 

との 給へ 


の 世、 


{ 父 


に、 古人 詩經^ 講する に、 哀 々たる 父 母、 我 ^生みて 

はぐくみ 育て 給 ひし 親愛の 恩^ 思 ひ 出 し、 嗚 咽 し 

も、 我 れ 世に 住する こと 一 劫に して、 父母の 說 くも 

恩、 母 の 悲 德。 

ふに 眞 正の 大孝 は、 三 寶の 威靈に 依つ て、 今 の 世、 後 

喜な 得しむ るふ リ善 さはな し。 庶くは 萬 民 等し 

共に 無上 道の 樂^ 樂 まむ。 

明殆 四十 一 年 七月 十五 日 佛歡喜 日 

東都 礫 川 十善會 主筆  釋茛 海識 
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至 る や、 父母が 我 

なん。 信 哉、 大 聖 

リ。 大 なる 哉 父 


孝道の 眞義^ 守 


母^して 大 安樂 

リ、 國 饒 _」 民 安く， 


六 八 六 

に 受けた るが 故な. 9。 されば こそ 敢て 毀傷せ ざる をば 孝の 始 とすと 孝經 にも 見 

えたる なれ。 何 ぞ身肉 を 割きて 之 を 以て 孝と せんや。 曾 子 衾を披 き、 子 春 家 を 出 

で ざ b し ^跡 は 人の 知る 所な. り。 孝 經列傳 十二 章に 孝子 二百 七 人 あ り、 又 孝順 事 

寶に 載す る 孝子 二百 餘人 なれ ど も、 未 だ 曾て 股肉 を 割き 身 肉 を 毀傷せ しもの を 記 

さす。 是れ 父母の 全うして 生みし 所 を 子 も 全うして 歸すは 孝た^ 所以 なれば な 

b。 如 可に 父母の 病 を 癒さん 爲 なれば と て、 我 が 身 を 毀 ひ 傷 りて 死したら ば 、父 母 

を 看^: する 者 は 何人 ぞ や、 能 々忍 ふべき ことなり。 予南村 先生の 記し、 輟耕錄 を 

閲 する に、 朱 良吉 とい へ る もの あ り、 其 の 母の 病 を 悲しみ て、 己 の 胸 を 割きて. S を 取 

b  、之 を S として 母に 與 へし に、 母 の 病 は 癒え たれ ど も、 良 吉が 胸の 疵裂 くる こと 五 

寸： 及 び、 氣 躍り 出で て 痛苦 甚し く、 口 にもの 言 ふこと 能 は す、 將 に 死に 垂ん とせ 

滓 人^  集， 9 て 名 醫を求 め、 漸 くにして 死せ ざる を 得たり。 南 村の 曰 く、 夫 れ孝は 

：白 打 の宗 たり。 人 は 父母の 造體を 以て 生れ、 乳哺 養育の 句勞 其の 恩 極，^ なし。 然 

れ ども 朐を 剖き 股 を 割かば 生 を 傷 ひて 死 せんこと を 恐る。 父母 は存ふ とも子 は 

死す。 故に 禁止の 令 あ b と。 


祭 


、又 梁 

W と 


等 

な 


し か 

の も 

の 心 

武帝 


ふ ベ 


も、 彼の 文 王 

を 以て 簿く 

り。 彼の 齊 

宗 腐の 祭に 

德を 以て 尊 

ことなり 


殷の紂 王 は 王道 正しから ざれ ば、 多 くの 牛 羊 を 殺して 厚 

り tl 祭に は 劣れ， 9 との 心なり。 是れ文 王 は 德を尙 び て、 蘋 0 

祭り 給べ ども、 却って 無道の 紂 王の 懇 なる 祭より は 勝れた 

の宣 王の 牛 を 殺す を 憐み給 ひ て、 羊 を 以て 代へ よと いひ、 

は 麪類 を 以てせよ とい ひし も、 日 を 同じく して 語る ベ き 

靈 を 崇 み、 祭 の 供物 をば 崇 ばざる な， 9。 是等を 以て 能 

其の 誠心 を 以て 祭に 嚴を 致さ ば、 何 の 孝 かこれ に 如かん。 

身 肉 供養 

大 報恩 經に曰 く、 忍 辱. 太 子の 父母 病 重 し、 醫 の 曰く、 一 生 瞋らざ 

とせば 卽ち 癒えん と。 太子お も へら く、 我 は 生れて よ.^ 

るが ゆ ゑに 名と せるな り、 た とひ 國 中に 瞋ら ざる もの あ 

して 我が 親 を 救 はんやと。 卽 ちみ づ から 其の 肉 を 割きて 藥に 和して 進めた まひ 

しゅ じ や 

ける に 、父母の 病 忽ち 癒えた.^ と • 又須閣 太子が 身 肉 を 以て 父母に 供養せ しこと 

は 雜寶藏 經、 報 恩經 等に 見えたり。 お ほよ そ 孝子 は 身 體髮を 護る。 是れ卽 ち父刊 
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る 人の 肉 を 以て 藥 

一 大 報恩^ 

j の&で M らざ 

ひ カナ ー卷 三。 

リ といへ ど も、 何 ぞ彼を 殺 


馨 2 敬深最 
香ず ひく も 
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し 父母 も、 死 して 後 は 敬 ふこと も 篤から や、 供 物 等 も 美なら ざる は、 是 れ 祭る に嚴を 

致す ものと いふ を 得べ しゃ。 孝子 は 身 を 終 ふるまで 父母 を 慕 ふとい/り。 

哀み慕 ひて 祭る べきな り。 若し 又 其の 身 貧に して 祭る に嚴を 致す 力なく ば、 

父母の 靈 ;m を 敬 ひ、 心 に 常に 父母 存生の 貌を 忘れ す、 存 生の 人に 事 ふる 如くに 

祭 ら ば、 是 れ 則ち 嚴を 致すな り。 尙書 君陳篇 に、 武 王 君陳に 命じて 曰 く、 我 聞 く 

か. フ £1 

神明 を 成せし む、 泰 稷の馨 しきに 非 す、 明 德 惟れ 馨 しければ な りと。 是れ t 者は德 

を享 けて 物を享 けざる の 謂なら。 又假令 山海の 珍味 を盡し 祭る と雖 も、 其 の 志^;.」 

あらす ば享 けた ま はざる が 故 に、 黍 稷の馨 しきに 非す とい ふな， o。 明德 惟れ 馨し 

I は、. U  « は 其の 志 を 感じ て、 供 物の 善 惡を感 する にあらざる が 故 に、 其 の 孝子の 志 

諕 あ b て敬哀 追慕の 實 あら ば、 神 靈 は 其の 志 を 受け 給 ふべ し。 是を こそ 明德 惟れ 

まこと  ： さ 

磬し とはい ふなれ。 猶ほ又 左傳に 曰く 苟に明 信 あら ば、 澗 谿沼濕 の 毛、 蘋 蘩 蕰 藻 の 

菜. e 笞錡签 の 器 ぼ 汙行獠 の 水 も 鬼神に 薦む ベ く、 王公に i む ベ しと ノ按 する に、 是 

れ 尊 靈 は 志 を享け て、 物 を享 けざる 所以なら。 彼の 周易 旣濟 の卦 に、 東 隣に 牛 を 殺 

す は、 西 隣の 鱸 祭の 實に 其の 福を受 くるに 如かざる な， o とい へ るを按 する に、 是 れ 


をつ b 、飯 は 黑米を 用 ひ、 或は 粟 稗の 穂 を 其の儘 供へ、 時節の 物と て 瓜 茄子の 類 を 供 

ふれ ど も、 其 の 美なら ぬを郤 つて 是を ^靈 瓜と 名 け、 茶 湯 も疎茗 なる を 供 へ、 敬 ひ S 

みぞ は. J  iiY の は 

ふ 心 は 少しも 無くて、 折懸燈 籠に 溝 萩の 花、 荷 葉、 土 器の 類なる 膳を備 へ、 剩へ 十六 日 

に は 靈膳茶 湯 其の 外の 供物 を も 荒 席に 打ち 乘 せて 不淨 なる 堀 溝な どへ 投げ 棄っ。 

狼藉なる あ b さま は 言 語に 絕 し、 心 あらん 人の 見る目 も 薄情し。 か、 る 行 をせ よ 

と は 內外兩 典の 中に 嘗て これな き 事 どもな.^。 盂蘭盆 經を 見れ ば、 七 月 十五 日 僧 

自恣日 に、 百 眛の飮 食 を 孟蘭盆 中に 安 きそ 十 方 自恣の 僧に 施せと こそ 見えた れ、 百 

味 五菓を 具へ て 先祖の 靈を 祭れと こそ あ れ、 疎 茶 淡 飯 を 奉れと は 聞かざる 事な.^ 

ごふ  え じき 

或る人の 曰 く、 餓 鬼 は 慳 貪の 業に ひかれて 淨 妙の 衣食 は 得ざる が 故 に、 是 に 施す 供 

物 は 素茗不 美の 類な b と。 是れ亦 非な り。 先祖の 靈魂 をば 餓鬼 造と 思へ るに や" 

今、 佛 よ b 之 を 云 へ ば、！^ 蘭 盆の 魂 祭に は、 所 生 現在の 父 母、 七 世 の 父 母、 等 の 靈識を 祭 

る に は、 三 寶を 尊信し て、 其 の家內 にも 或は 廟所 にも 供物に 美味 を盡 し、 香 花 燈明等 

も淸明 に、 其 の 身 も淸淨 にし て、 敬 ひ 尊 び、 生 ける に 事 ふる 如くに 勸 むべき なり。 是 

れ 追善の 大孝 とも 云 ふべき なり。 然る を 今の 世の 人 多く は 存生の 時 は 敬した b 
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六 八 二 

る 式な れ ば、 委 く 記せ や。 今 も 曰 光、 柬 叙 山、 增 上 寺 等 御 三代の 御 廟、 其 の 餘の靈 地に 

先祖 の 御廟 建立 ありて、 御^屋と 號 して 玉樓 金殿甍 を 並 ベ、 善盡 し、 美盡 し、 異國の 人 

も 目 を 驚かす ほどの 莊 厳、 し かの みなら ャ御 年忌に は 一 千 百 餘の衆 僧を粱 めて 一 

K 部 の 經 典 を 讀 誦し、 樂人は 絲竹を 鳴す。 佛寶尊 重、 僧 寶 供養の 御 追 善、 言 も絕 えて 

殊勝に、 天地の 感應も 偏に 此の 時に あり。 國 土豐饒 にし て、 堯 日 は 扶桑の 頂に 輝き、 

さす が 

天下 泰平に し て、 武 藏镫 小刀 も 鞘 を さまれ り。 是の 如き 聖代の 御世に 生れ 得 て、 不 

孝 をな さ ば、 今 生後 生の 大惡 人なら す や。 天地神明の 冥罰 目前に あ り、 恐 る ベ し 、慎 

むべ し • それ a に は 忠臣 ありて 人君 を扶 け、 家 に は 孝子 ありて 父母 を樂 ましめ ば、 

天地 も 成應の 眸を垂 れ、 佛 神 守 譴の手 を 下し、 おの づ から 天下 和 順して 風雨 も 時 を 

以 て し、 M  0 に 民 S し。 斯の 行、 國 治 ま b 、家 齊 ひ、 身 修まる にいた る。 嗚 呼、 人 の 行 は 

孝より 大 なる はなしと。 至れる 哉。 中庸に 曰 く、 死 せる に 事 ふること 生ける に 事 

ふるが 如 く、. □ きに 事 ふること 存せ るに 事 ふるが 如くす る こそ 孝の 至 なれと。 然 

るに 今の 世の 人 を 見る に、 父 母 死し 給 へ ば、 其 の嚴を 致す こと は 曾て これな くして、 

1 年に 一 度の 盂蘭盆の 靈祭 をす る を 見る に、 麻 空の なる 程少 さく 弱き 物 を 以て 棚 


て 父母の 厚 恩 を 思 は す、 父 母 病め 

氣 俊したり など 云 ひ て、 遊 山玩水 

溺れて.；；？ S 床 へ は 到らざる 者 多し 

祭る に は 其の 嚴 

祭る，.」 は親沒 して 之 を 祭祀す 

將ふを 謂 ふと 孝經 大義に 見えた 

箇日 、一周 忌、 三 囘忌 等の 年忌 を 弔 

神 は 造化の 跡な b と。 論語に 曰 

とき は 之 を 葬る に禮を 以て し、 之 

る こと 生ける に 事 ふるが 如く、 謹 

は廟を 立て 、祭る こと 禮 記の 祭 

三 廟、 士. 人 は 一 一 廟、 庶 人 は無廟 なり 

照 大神宮、 石淸水 八幡宮 を 宗廟と 

外、 家 々に 祖神ぁ b  、藤氏 の 春 日、 橘 


ども 少しも 憂 ひ や、 剩 へ 父母 久しく 病みて 看病に 

を 催して 東西に 定 b 行 き、 或 は 酒宴に 耽 b 、色 欲 に 

、 噫 悲しい 哉 * 

を 致す。 

る を 謂 ひ、 嚴 と は 精 潔、 肅 敬に して 謹み 畏 みて 事 を 

b。 按 やる に、 释 の 中に 今 四十九日 を 中陰と し、 百 

ふ 類な &。 性理 大全 廿八卷 に 於て 程 子の 曰 く、 鬼 

く、 生 ける とき は 之に 事 ふるに 禮を 以て し、 死 す る 

を 祭る に禮を 以てすと。 言 ふ 心 は 死せ るに 事 ふ 

み 重んじて 其の 嚴を 致すべし となり。 儒遨 にて 

法に 見えた，^。 天子 は 七 廟、 諸 侯 は 五 廟、 卿 大夫は 

- 我が 朝 にても 天下の 祖 神と 崇め たてまつる 天 

し、 春 日、 賀 茂、 松 尾 等の 神廟を 社稷の 神と す • 其の 

氏の 梅宮の 類の 如し。 是等 のこと は 神 書に 習 あ 
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禮紀 

す、 琴瑟 

るに 到 

伯 孝 を 

> ひ ま ら 

故に 人 

を 悲し 

ん こと 

の 命に 

はせ な 

b  、父母 

んと 田；" 

-4g ふ よ 

の 世の 


不 翔ハ容 

SS クラ ザ 

ナリ o 


に 曰 く、 父 母に 病 あれば 冠者 は撺ら や、 行 くに 翎は す、 言 ふこと 奢ら 

御 せ や、 肉 を 喰 へ ども 眛を變 やる に 到ら す、 酒 を飮 めど も 貌を變 す 

るに 致ら ャ、 怒 れ ども 罵る に 至ら やと。 論語に 曰 く、 孟 武 

は唯疾 をのみ 憂 ふと。 實 なる 哉、 父 母の 其の 子 を 愛する 

懼 らく は 其の 子に 疾 あらん こと を、 常 に 以て 憂と なす。 

父母の 心 を 以て 心と する 時 は、 常 に 父母の 疾 あらん こと 

く、 病 む ときには 甚だ 憂 ひて 身に 代へ て 父母の 病 を 助け 

父母 は 常に 子の 病 あらん こと を S ひ、 病 む 時 は 或は 子 

諸共に 苔の 下に 朽ちん もの をと 思 ふ は 世間の 親の なら 

則ち 父母の 病と なる こ と、 釋 の 中に て は佛之 を說き 給へ 

の 身 患む 時 は 父母の 心 酸 み、 子 悲しめば 母の 身 永く 代ら 

て 之 を 思へ ば、 我 が 身に 疾を得 ざれ ども 子の 疾を. 悲しみ 

又 子と して 父母の 疾を 悲しみ 憂 ふべき は當然 なり。 今 

長 する に& び て は、 己 が 自ら S 人した る やうに 思 ひて S 


はもと み 

ら す、 笑 へど も矧ゅ 

問 ふ、 子 の 曰 く、 父 母 

ざると ころな し 、佳 

の 子 も 亦 之 を桉ひ 

み、 兼 ねて 思 ひ 正し 

を 思 ふべき 者 な b 

代らん と 思 ひ、 又 は 

子に 疾 あれば 

恩 ia! 經に曰 く、 小 大 

ふ 云々 と.' 之を以 

父母な hN。 然 らば 

凡夫 を 見る に、 せハ の 


る 兄 * にて 

S3 ふ 


思 は ば、 其 の 心 父母と 合して 互に 神 成の 不思議 ある べし。 

子と 分れた るの みなれ ば、 心 に 孝 誠 あらば 何ぞ 親子の 別 あ 

相 合へば 親しき 事共 あり。 意に 合へば 胡 越 も 見 弟た b  、心 

敵 と なると 鄒 陽が 言 へる も 誠なる 哉" 縱 令 骨肉 を 分けた 

其の 志 合 は ざれば 忽ち 恐ろしき 怨敵と なるとい へ る 、と、 よ 

近く は 我が 賴朝 義經 にて 知るべし。 胡 越の S なる も、 心 だ 

こ と、 他 人の 上. にも 斯 くの 如く なれ ば、 況 して 曾 子の 心 威の 

べき ことに あらす。 張 志 寬が官 にあ b て 母の 病 を 知りた 

良弼が 心痛 流汗して 二親の 變を 知りた る (孝 徳傳) 、裴訥 之が 

鄴 にある 母の 心痛 を 知， 9 たる (北齊 書)、 齊 の宗元 卿が 祖母の 

數へ 求れば 其の 例少 からす。 是等は 皆 これ 孝 誠の 志 ©  く 

な り。 佛、 父 母の 十 恩 を 說き給 ひ て、 其 の 第 九に 遠 行 憶 念 の 

合 はすべ し • 

父母 病める 時 は 其の 憂 を 致む 
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元來 一 體の肉 身に て、 親 

らん や。 他人 にても 心 

に 合 は ざれ ぱ&: ： 肉 も ilc 


二 せ 悠 /  m 

おき は 驚く 

る (唐 書. % の 

幷 州に あり 

病 を 知りた 

も 父 ゆ を 忘 

恩を擧 げた 


も、 文選 三 十九 

ベ き 事な.^。 

^ からざる 

母 H ク指 チ嚙メ 

パ、 曾 子 心痛 メ 

J  0 

て 心 痛 し て、 

る (南 史) 如 き、 

れ ざるが 故 

ま へ る、 思 ひ 


六 七 < 

親子 は元來 骨肉 一 體 な れ ば、 孝 の志實 あらば 其の 感應 あるべし。 幾れ ども ひ： 


常に 父母 を 大切に. 思 はざる 子 は、 身 と 心と 

ぞ心感 あらん や。 論語 に、 父 母 在せば 遠く 

子と して 遠く 至る とき は、 父 母 を 去る こと 

父母に 疎に ならん。 大全に 曰 く、 親 ある も 

遊ぶ こと も 亦 將に方 あるべし と。 然 らば 

の 所用 ありて 東へ 行 き、 ま た 云々 の 事に て 

て 出で 行くべき なり。 其の 子の 居所 を 知 

父母の 心 を 以て 子の 心と なすと き は、 孝 子 

すと 云へ る は、 是 れ 常の 方な り、 若 し 巳む 

の 道 あり。 聖人 は 常 を 云 ひて 變を云 は ざ 

は 未だ 少しも 忘れ す、 人 の 子の 親 を 愛する 

まこと 

® に 親 は 少しの 間 も 子の 事 を 忘れ す、 い ろ 

ば、 子 も 亦 親の 事 をば 一 步の間 も 忘る まじ 


各 別 なれ ば、 縱 ひ 肉 身 を 分けた b とも 何 

遊 ば す、 遊 ぶに 必す方 あ b と 云へ hs、< に 

遠くし て、 又 日を隔 つる こと 久し く、 自 ら 

の は 遠く 遊ぶ こと 固よ， O 不可な b  、近 く 

行く こと あ b 遊ぶ こ IJ ある と き ま、 何 ，s 

西へ 往く と、 常 に 其の 方 所 を 父母に 告げ 

ら ば、 父 母の 思 ひ 憂 ふること も亦輕 し， 

と 謂 ふべき なり。 但し 孔子の 遠く 遊ば 

を 得すして 遠く 出づ る は、 又 變に處 する 

るな り。 朱 子 云 く、 父 母の 子 を 愛する 心 

き ふ  • 

£ も 又 將に跬 步の間 も 忘る ベ からすと。 

( と 苦しみ 氣遣 ひて 止む ことな けれ 

き 道な り.。 心に 親 を 忘れ す、 孝 行の 志 を 


くに 諫む べし。 禮 記に 曰 く， 父 母 過 あるとき は氣を 下し 聲を怡 ばし めて 以て 之 を 

諫 むと。 是の 如く なれば なる 程 敬 ひて 父母の 腹 立 なきやう に諫 むべ し。 若し 又 

A- む 

父母 諫を 聞き入れ 給 はす 怒.^ 給 ふと も、 違 きて 不孝 をな すべ から や、 泣 々したが ふ 

ベ し。 其の 諫 を 聽 きて 許 容 あら ば彌. ^敬 ひて 順ぶべし。 三た び 諫めて 聽 かれ やん 

ば號 泣して 之に 從 ふと 云 ふは是 な， 9。 彼の 小 松 重 盛 公が 常に 父淸 盛の 無道なる 

こと を 諫め 給 ひし こと 载 せられて 平. 家 物語に 見えた， 9。 今時の 人々 は，. 少 かのこ 

とに て 大恩 ある 父母 を 恨み て、 他 人に 向 ひ て、 己 が 骨肉 分身の 親 を 凶し さまに 語り、 

或は 怒 b 罵る もの あ， 9。 か、 る 不孝の 人と は 同座す るも穢 はしき 事なら。 是の 

如き 人 は 普 天の下 何 國に身 を 立つべき 冥加 あらん や。 佛神 にも 見捨てら れ、 天 罰 

を も 受け、 今 世 後世 共に 大罪 人な り。 慎むべく 恐るべし。 又少 かの 事 にても 繼母 

を 恨み. て 忽ち 父に 告げて 母に 順 はざる は 今の 世の 人の 常な 閎 子は繼 母の 惡 

みたま ふ を 少しも 父に 語ら す、 實 母の 如く 孝順 を盡 せし こと 古今 稀なる 孝子な り" 

そし 

故に 論語に 曰 く、 孝 なる 哉 閔子騫 や、 人 は 其の 父母 昆 弟の 言 を 間ら す と。 

遊 方 
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じき こと を 得ん と 欲せ ば、 先 づ須く  二親に 孝養す べしと. 故に 蹟禪師 の 云く、 孝 の 

一字 は 衆 妙の 門な り。 佛語は 孝 を 以て 宗と爲 し、 佛 經は孝 を 以て 戒 となす。 言 中 

くら 

味から す、 P よ hs 戒光を 出す。 直下 分明に して 頓に 心地 を 開く と • その外 湼 槃經、 

大 報恩 經、 父母 恩 重 經等頻 に 父母の 恩を說 けり。 佛敎 は總べ て 父母 を 孝養す る こ 

と 等を以 て、 成 佛の正 因と すれ ば、 佛 道 修行の 輩 暫く も 孝道 を 忘れな ば豈 得た b  ，こ 

いはん や。 儒 释皆宗 とする は 其れ 唯 孝道な. 9 といへ るは是 な，^。 

父母 を諫 むる こと 

禮 記に 曰 く、 父 母 之 を 愛する とき は 喜びて 忘 れ す、 父 母 之を惡 める とき 

恨む ことな か れ、 父 母に 過 あらば 諫めて 逆 はす と、 又 論語に 曰 く、 父 母に 事 

幾く 諫 む、 志 の從 はれざる を 見て は、 又 敬 ひて 違 は す、 勞 して 怨みす と。 閎 

の 如き は聖 言 に 合へ る も の、 孝 子の 標準な り。 父母 我を惜 みたま ふ、 こも 

み ざれとの 敎を 遺せるな， 9。 父母の 惡 みたま ふ は 己が 孝敬の 足らざる 

身 を 責め 省みて 愈，. 順 ふべ し。 若し 又 過 あらば 諫めて 順 ふべ し、 諫 め ざ る 

て 不孝な り。 諫 むる とき は 能く 其の 氣を 下し 顔色 を抬 ばし め， 聲を柔 か 


は 懼れて 

ふる： よ 

子 騫が孝 

、一 念 も 恨 

故な b と- 

も  亦 却つ 

にして 漸 


て 、甚だ 報じ 難しと す。 何等 を か 四と なす • 一 つに は 父母の 恩 乃至。 おし 父母 を 

供養す る こと あら ば、 無量 の 福 を 得て 現世に は 人に 讃嘆 せら れ、 未來に は 菩提 を 得 

ん。 增 一 阿 合 經に 曰く、 孝順に して 父 啄 を 供養す る功德 は、 一 生 補處の 菩薩の 功徳 

と 一等し くして 異なる ことなし。 舍利弗 問 經に云 く、 父 母の 恩は大 なれ ば、 報 せ ざ 

るべ からす。 夫れ 出家 は 父母 生死の 家 を 捨て、 法 門の 中に 入りて、 法身 を 生長して、 

功 德の财 を 出 し、 智 惠の命 を 養 ふ。 其の 功德 莫大な り。 五分 律に 曰 く、 若 し 人 百年 

の 中、 右 の 肩に 父を擔 ひ、 左 の 肩に 母 を 擔ひ乃 至、 世 間の 珍奇 衣服 を 極め て、 父 母に 供 

ゆる 

養す と も、 猶 ほ 能く 須臾の 恩 を も 報せ す。 今よ b 比丘に 聽 す、 心 を盡 して 父母 を 供 

養せ よ。 ^からすん ば 重罪 を 得ん。. 是の ごとき は 我が 弟子に 非す。 知 度 論に 曰 

く、 恩 を 知る は 大悲の 本、 善 業 を 開く 初 門な.^。 恩 を 知らざる は 畜生に 異ならす と。 

觀 經を閱 すれ ば、 彌 陀佛國 へ 生る、 正 因 を說き て、 韋 提希 夫人に 示して 曰 く、 彼 の 國 

に 生 せんと 欲する もの は 當に三 福 を修 すべし、 一 つに は 父母に 孝養せ よ 乃 至、 三 世 

の 諸 佛の淨 業 正 因な り。 蓮 宗寶鑑 に 曰く、 念佛は 乃ち 諸 法の 要、 孝養 は 百行の 先た 

り。 孝心 は卽ち 是れ佛 心。 孝行 は佛 行に あらす とい ふこと なし。 造の 諸 佛と同 
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たま ふ に、 父 王 先 づ悟を 啓きて 初果を 得た まふ。 此の 故に 普 曜經に 曰 く、 我 初 め 出 

家せ しとき 父母と 誓 ひ き、 若 し 佛遨を 得ば 還って 父母 を慶 せんと。 今 已に佛 を 得 

たれば、 必す當 に國に 還るべし と。 其の後 如來 四十 八歲 にして、 御 ゆ 夫人の 爲に忉 

利 天に 向つ て大 報恩 經を說 きて、. U 母の 大恩 を 報じ 給 ふ。 是を 安居の 御 法と 云 ふ U 

七十 九歲 にして、 ぎ 尸. 那城、 拔提 河の 邊 b 、沙羅 林の 下にて 入滅の 時、 御 弟子 阿 那律尊 

者、 佛 をば 金 棺 に 納めた てま つり、 忉利， 天 に 昇りて 御 母摩耶 夫， 人 に吿 げた まへ ば、 御 

母 驚きて 悶絕し て、 眷 屬 に園繞 せられて 天より 下り 給 ひ て、 如 * の 衣鉢 を 右の 手に 

執 b  、左 の 手に て 金 棺を拍 きて 大いに 悲しみ 惱み給 ふ に、 如 來神カ を 以て 棺の蓋 を 

開 き、 起 坐して 大 光明 を 放 ち、 合 掌 を 擧げて 夫人 を 見 給 ひて 曰 く、 諸 行 無 常 な b  、願 は 

くは啼 泣し 給 ふこと なかれと。 其の 時に 御 母 少しく 自ら 安 慰した まふ 顔色 あ b 

け れ ば、 佛 は 乃 ち、 後 世の 不孝の 人の ために 上の 如き 事 を 示すな b と 宣ひ て、 金 棺 忽 

ち閉ぢ ぬ。 あ 、 至れる 哉、 出. 世の 大孝已 に斯の 如し。 心地 觀經に 曰く.， 慈父の 恩 高 

きこと 猶ほ山 王の ごと く、 母 の 恩 深き こと 譬 へば 大海の 如し。 若し 我 世に 住して 

一 刼 に 於て 悲母 の 恩を說 く. とも 盡すこ と 能 はす。. 正 法 念 經に曰 く、 四 種の 恩 あ. 9 


よ hs 下庶 人まで 皆 同じ • 先王の 至德要 道と い ひ、 君 子 は 本を務 むと い ふ， 皆 これ 唯 

1 つの 孝道な 

释中、 孝 を 以て 宗 とする こと は、 大凡 如來 一 代の 說敎、 五 時 八敎の 中に、 最初 成 等 正 

覺の 時、 花嚴に 菩薩 大戒 を說 くに、 戒は萬 品な b と 雖も孝 を 以て 宗と爲 す。 故に 初 

に標 して 云 ふ、 その 時釋迦 牟尼佛 初めて 菩提樹 下に 坐して 無上 正 X 佛ノサ トリ。 

i ら だいもく しゃ  X  * 身 口 七支チ 別々 二 解 

覺を 成し、 初 めて 菩薩 波 羅提木 叉 を 結す。 父母 師僧 三寳に 孝順な 脫スか コト、 別 解说。 

れ。 孝順 は 至 道の 法な b。 孝 を 名 づけて 戒と爲 し、 又 制止と 名づ くと。 されば 大 

じ やう ほん 

孝 世 尊 は淨飯 大王の 太子に て、 必す 王位 を 繼ぎ給 ふべ か b しも、 修行 得逍 して 所 生 

だん どく せん 

の 父母の 深 恩 を 報せ ん爲に 位を捨 て、 國 を 離れ て、 檀 特 山に 入りた まふ。 本 行經に 

曰 く、 悉 達 太子 數. ^出 家 を 求められ ける に、 父 王の 曰 く、 汝 方に 輪 輪 王と 成りて 四 天下 

を 治 む ベ し、 何 ぞ剃髮 染衣を 以て 樂 となす や。 太子 答へ ての たま は く、 今 我 が 身、 成 

等 正覺を 期して 大千を 統御 せん。 一切衆生 を攝 化して 長夜の 闇より 出で しめん。 

豈 天子 を 以て 好ましと 爲ん やと • 斯の 故に 十九 歲 にして 檀特 山に 行きて 難行 苦 

行 を 成就 し、 三 十歲 にて 成 道し 給へ り。 其の， 後 一 六 年 過ぎて 本 國に歸 ，9 て 化 を 施し 
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く、 君 子 は 本を務 む、 本 立ちて 道 生 る、 孝 悌は 其れ 仁 を 爲なふ 本なる か， こ。 仁と いふ 

は 愛の 理、 心 の德 なり。 君子 は 五常 を勸 むる を 根本と す。 故に 仁の 實は 親に 事 ふ 

る こと 是 なり。 義の實 は 兄に 從 ふこと 是 なり。 其の 仁と は 則ち 孝な 根本 巳 

に 生れる ときには 其の 道 自ら 生る。 之 を 移して 以て 君に 事 ふれば 忠 に、 之 を資っ 

て 以て 長に 事 ふれば 順 に、 之 を閨 門に 施せば 夫婦 和ら ぎ、 之 を 鄕黨に 行へば 朋友に 

信 あり。 欺の 至 德要遨 を 能く 辨 へば 身 を 立て 全き 人と なる。 乃ち 知 る、 是 れ孝は 

五常の 本、 百 行の 源なる こと を。 夫れ 孝に して 不仁なる もの は 有ら す、 孝 にして 不 

義 なる もの は あら す、 孝 にして 禮 なく 智 なく 信な きもの は あら じ。 一 孝 立ちて 萬 

善 之に 從 ふが 故に これ を 萬 善の 本と すと 董注. にいへ り。 子 曰 く、 民 に 親愛 を敎ふ 

る は 孝よ b 善き はなしと。 又 曰 く、 其 の 父 を 敬 すれば 子悅 び、 其 の 兄 を 敬 すれば 弟 

悅 び、 其 の 君 を 敬 すれば 臣悅 ぶ。 一 人 を 敬して 千 萬人悅 ぶ。 敬す る 所の 者 は 寡く 

して 而 かも 悅ぶ ものの 衆き を ば、 此 を これ 要 道と 謂 ふ。 曾 子 曰 く、 百 行の 先 は 孝よ 

b 過ぎた る はなし。 孝 天に 至れば 風雨 時に 順 ひ、 孝 地に 至れば 萬 物 化 盛 し、 孝 人 に 

至る とき は 衆福來 ると • 百行の 中に て 父母に 孝なる よ， o 大 なる はなし。 上天 子 


. 孝 は儒釋 の皆宗 とする 所 

按 する に、 儒 敎の孝 を 以て 宗 とする こと は 孝經に 見えたり. 孔子 は 食 子に 對し 

て、 坐 に 復れ、 われ 汝に 語ら ん、 夫 れ 先王に 至 德要道 ありと いひ て、 專 ら 孝道 を 丁 寧 に 

示し 給へ hs。 專ら孝 を 行 ふ を 先王 二 帝 三 皇の要 道と す。 二 帝と は 帝堯と 帝舜と 

なり。 三皇は 夏の 禹王 と、 殷 の 湯 王 と、 周 の 文 王と 武王 とな， 9。 されば 堯舜は 大聖 

人に し て、 天 下 萬 世の 尊ぶ とこ ろ、 其 の 道 孝悌に 過ぎざる なり。 孔子 も 之を學 びて 

もつ ゆ  * 

壹ら 此の 道 を 以て 行 ひ 給へ り。 故に 孔子 曾 子の 法則 も 専ら 斯の 孝行に あり。 故 

に 曰 く、 夫 れ孝 は德の 本な り、 敎 の 由って 生す る 所な りと。 又 曰 く、 孝 は 親に 事 ふる 

に始 り、 身 を 立つ るに 終る と。 至德要 道な り。. 一 理 にして 天に 得る 所の 人心の 德 

なヒ 其の 德とは 則ち 仁義 禮智 信の 德 なり。 道と は 父 子、 君 臣、 夫 婦、 兄 弟、 朋 友の 道 

なり。 德の 至れる は 卽ち道 を 行 ふ 所以の 要に し て、 五 常の 要 をば これ を德 とい ふ。 

仁 を 以て 本心の 全德 とす。 其の 仁 は 愛 を 主 b  、其 の 愛 は 親 を 愛する よ， 大 なる は 

なし。 故に 孝 をば 德の 至と す。 五倫の 交り をば 此を 道と 謂 ふ。 此れ 行の 最も 先 

な. る ものな り。 此の 故に 子と して 父母に 事 ふる をば 是を 道の 要と す。 論語に 曰 
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く し て、 父 子 共に 衣裳 も 故， 9 破れて 身 を顯は し、 赛 夏 秋 冬、 行 住 坐 臥 安き ことなく、 又 

樂 なし。 此の 如く 贫富贵 賤の 人の 品に つきて 孝行の 用 は 各 別 なれ ど も、 父 に 事 ふ 

. る 心行 は 只 一 つに して 違 ふこと なし。 斯の 故に 孝は贵 賤に 貫して 老若男女 贫富 

ともに 身の 終る ま で、 隨 分 心の 及ぶ 稃は勵 むべき 事な り。.. 禮 記に は、 孝 に 三 つ あ- 泛 

小 孝 は 力 を 用 ひ、 中 孝 は 勞を用 ひ、 大 孝 は 匱し から ャ といへ り。 謂 ふこ、 ろ は、 慈 愛 

を 思 ひて 勞を 忘る ゝをば 力 を 用 ふと 謂 ふ ベ く、 仁 を 尊び 義を按 やる をば 勞を用 ふ 

と 云 ふ , た く、 博 く 施して 物を備 ふる をば 匱し からすと 謂 ふべ し。 集註に は、 小 孝 を 

ば. 小人に 配し、 中 孝 をば 諸侯、 卿大 夫、 士 人に 約し、 大孝 を. ば 天子に 當 てて 細かに 释せ 

り。 中肅 大全に 曰 く、 朱 子 公達が 曰く、 大孝、 至孝、 達 孝 は じから す、 其 の 名 づけ， て 謂 

ふべ からざる を 以て 是を大 孝と い ひ、 更 に 復た加 ふるな きを 以て 至孝と い. ひ、 天 下 

之を稱 して 異なる 辭な きを 以て 之 を 達 孝と いへ， ^と。 是の 如く 人に 责賤 ある 故 

に 某の 德 用に は替 b あれ ども 、父母 を 愛敬し、 孝行 を盡す 其の 志 は 贵賤 上下 少しも 

易る ことなき な. 斯の 故に 尊 卑、 上 下、 貧 富 共に 皆 孝行 を勵む ベ きこと 人間の 肝， 

要な- 9。 


誠なる かな。 世に 聞 ゆる 異國の 古人 を 見る に、 多 く は 其の 家み な 貧に し て、 孝 行 の 

德は 吾が 朝まで も 書籍に 記し て、 其 の 名 普く 貽れ り。 其の 數許 多に して、 孝 德傅其 

の 外の 諸史に 見えた.^。 其の 中には 貧しき 人の 孝の み 多し。 彼の 董 永 、奥 猛、 郭 巨、 

蔡 順、 皆 家贫 にして 孝行の 名 は 世に 普し • 和 朝の 孝子 も 亦 同じ。 本朝 孝子 傅に 載 

せた る 赤 穗惣太 夫、 緞 匠 孫^ 郞が たぐ ひ、 皆 家 貧しく し て、 朝 三 慕 四の 糧も 乏しくて、 

孝行の 名 は 高く 夭の 感應を 蒙 b  、書 傅に 載せられ て、 萬 世に 芳名 を 知らる • 其の 用 

の 別る とい ふ は、 高 位に して 德を備 へ 給 ひし 人、 或 は 下位 なれ ども 其の 身 富みた る 

人 は、 何 事 も 不足な けれ ば、 父 母に 事 ふる も 色々 の 美食 を盡 し、 さ ま <^ の 珍味 を 調 

へ、 彼の 樂志論 に、 親 を 養 ふに は 兼 珍の 膳 ありと いひし 如く、 衣食 も 時 を 違へ 今 四季 

折々 相應に 有る が 上に も これ を 重ね、 使 へ る 男女 も 器量 を 選び、 心に 順へ、 春 は 萬 花 

を 弄 び、 夏 は 涼風 を 招きて 暑 氣を忘 れ、 秋 は 月 前の 遊 興、 又 紅葉 を 愛 で、 冬 は 爐邊に 良 

友 をと もな ひ、 酒 茶 善 を盡し 美を盡 し、 諸 事 心に， まかせて、 父母 も 心 易く 行住坐臥し 

て樂 む。 皆是れ 孝行の 用な り。 さて 又 貧賤の 輩 は 富慶も 薄ければ 何に つきても 

不足 ある 故 に、 父 母に 事 ふるに 朝夕の 麁飯ぁ 時分 を 失 ひ、 一 簟の 食、 一 瓤の飮 も 空し 
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人 は 最も 賤 しき 者な 乜 諸 侯、 卿 大 夫、 士 人 は、 天子に 對 すれば 賤 しけれ ど も、 亦 庶 人 

に 比 ぶれば 猶ほ 貴し。 孝 經の五 章に 貴賤の 孝行 を 明し て、 其 の 終に 結びて、 故に 天 

子よ， o 下つ かた 庶 人に 至る ま で、 孝 に 終始な くして 而 かも 患の 及ばざる もの は 未 

だ これ あら じと いへ， 9。 唐の 玄宗の 御製の 序に、 五 孝の 用 は 則ち 別 なれ ども、 而か 

4 ま 

こと 

も 百行の 源は殊 ならす といへ り。 五 孝 は 上天 子より 下庶 人まで なり。 位 は^あ 

れ ど も、 孝 は 同じき なり。 胡 氏が 曰 く、 位 は 貴賤の 品 あれ ど も、 而 かも 父母よ b 生や 

る こと は 異なる ものな しと。 誠なる 哉、 斯 の 言 や。 人 は 父母より 生 すれ ば、 上 は 夭 

子よ. o 下は庶 人に 至る ま で、 皆 其の 大恩 を 報すべし。 人の 品 は 貴賤の 別 あ b て、 其 

の 用 は 異なれ ど も、 百 行の 源 は 親に つか ふるに 始ま b て、 身 を 立つ るに 終 はるな，^ 

天子よ b 庶 人に 至る まで、 只 一 にして 毛頭 も か はる ことなし。 

富 责の人 は 言 ふに 及ば や、 い かなる 田夫野人の 輩 も、 孝 道 は 同じく 勵 むべ きこと 

なり。 或は 我 は 其の 孝敬の 志 は あれ ど も、 家 貧しく して 孝行すべき 力なし など 云 

ふべ からす。 いかほど 貧しき 身な， 9 と も、 身 代 相應に 孝行の 成らぬ とい ふこと は 

ある まじき なり。 王 良 は、 家 貧に して 孝子 を顯は し、 世 i れて 忠臣 を^る とい へ り" 


孝道 は 人 肺に 通ャ 

人 神に 通す と は、 人 は 乃ち 人間な り、 神 は 乃ち 鬼神な 

に廣く 萬氣に 通じ て、 孝 行の 義ぁ り。 夫れ 深 恩 を 憶うて 

に 畜類 だ も 之 有り。 諺に 曰く、 烏に 反哺の 孝 あり、 獺 に 祭 

あ b  、羊 に 跪 乳の 敬 あ b といへ り。 愚按 する に、 か 、る 鳥 

養 ふ 孝道 あ り、 況 んゃ 物の 靈 たる 人間と して 親 を 敬 ふ 道 

んゃ。 野 山 大師の、 人と して 孝 無くん ば 畜生に 異ならす 

好 徒然 草に は、 萬 の 小さき 蟲ま でも 心 をと めて あ b さま 

親 を 愛しみ、 夫婦 を 伴な ふな どと い へ\ 一  切の 鳥類 畜 

は、 夜 の 鶴の 子 を 思 ひ、 燒 野の 雉チの 子の ために 其の 身 を 

人に まさ b て悲深 し。 

孝道. は 責賤を 貫く 

總 じて 人の 貴賤 を 論 すれ ば、 其 の 次第 品々 あり。 先づ 

,士 、庶 人と て 上下 を 分て り。 委く は孝經 等に 見えた り。. 
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是れ 陰陽の 兩氣 なる 故 

孝敬 を盡す 事、 少分を 謂 ふ 

祖の孝 あり、 鳩に 三 枝の 鵡 

類獸 類まで 親 を 敬 ひ、 親 を 

なくん ば、 何 ぞ 人と 名 づけ 

といへ る も 誠なる 哉。 兼 


を 見る に、 鳥 g も 子 を ひ、 

あり さま 徒然 草 第 is 

類 子 を 思 ふ 分野 1!^r 

燒き、 巴 猿の 腸を斷 つ 額 は 


唐に て は 天子、 諸侯、 卿大. 夫、 

されば 天子 は 最も 貴く 庶 

六 六 七 


六 六 六 

您按 す. るに、 天 は 陽 道 を 以て 萬 物 を 生す。 是， れ 父の 德な り。 天の 經とは 天の 常と 

い ふこと なり。 天の 德は 間斷 なく 、日月 星の 三 光照 臨して、 春夏秋冬の 四時 亂. れゃ 

^お^: を 正しく し、 雲 行 き、 雨 施 し、 有 情 非情 萬 物 を 養育す る こ と、 古 も 今 も變ら す。 

是の 常なる こと は 天の 孝に あらす や。 地 は 順 を 以て 天に 承く。 是れ 母の 德な り。 

地の 義とは 利な り • 山櫸 林野 等、 土 の宜 きに 隨 ひて 或は 金銀 を 出し、 石 玉 を 出し、 又 

は 樹木と 花 草 を 長 養し て、 非 情萬靈 を相續 する こと 古 も 今 も 易ら す。 斯の 利義ぁ 

る こと は 地の 孝に あらや や。 夫の 天文 地理と もに 父母の 道な り。 故に 易の 說卦 

傅に 云く、 乾 は 天な り、 故 に 父と 稱 す、 坤 は 地な b 、故に 母と 稱 すと。 孝 天地に 塞がれ 

ば 其の 中に 生す る は 人な， 9。 是れ 則ち 萬 物の 中に 最も 貴き ものな り。 人と して 

4 

oooooooo  oooooooooooooooo  え 

孝の 道 を 勤め すん ば、 天 の惠も 冥福 も 更に 有る ベから す。 罪. を 夭に 獲ば 禱. る 所な 

しと 孔子 は宣 へり。.. 故に 天地の 惠 は專ら 孝行の 人に あ b。 能くく 之 を 思 ふべ 

きこと な 人間の 行 は 孝より 大 なる はなし。 故に 孔子 も 夭 地の 性 は 人を贵 し 

と な し、 人 の 行 は 孝よ b 大 なる はなしと 宣 へり。 是れ 百行の 最 要、 萬 善の 根 元な り。 

骨子の 問 ひしに 上の^く 答へ 給 ひき。 委くは 孝經に 見えた る钕 勞を此 に贅. せす。 


» か， o き。 喪の 制、 哭 泣 は 我が 敎に之 を 略す と雖 も、 蓋 し 其の 愛 惡を泯 ぼして 淸淨 


に 趣かん 

す。 喪に 

を 撫でて 

ばな らん 

も の、 喪 に 


宗. 密贜 

宗 と する 

孝 の 大 な 

の經 にし 

第 


こと を 欲すれば ならん。 苟く 

臨みて 而 かも 哀 まざる は、 亦 人 

大いに 叫べ ば、 而 ち 血 現して 波 

- 律 宗に曰 く、 哀 苦を展 ベざる 

臨みて 哀 まざる ベ けん や。 


孝 道 (孝道 故事 要略 抄) 

孝道 は 天地に 塞がる 

師の 盂蘭盆 經疏に 曰く、 天地に 

は 其れ 唯 孝道なる 哉と。 天地 

る こと や。 子の 曰く、 夫れ 孝 は 

て 民 是れ之 を 則る。 天の 明に 


も愛惡 未だ 悉 きゃん 

こ れ安 んぞ 忍 び ん。 

羅 奢の 華の 若 か りき 

は 亦 通俗 これ 同じく 


V6  ®  i ひ i 物に ^ て 

泥洹の 時に 其の 衆聘 

と、 蓋し 其れ 忍 び ざ れ 

恥 づ と。 吾が 徒た .0 


春 

塞 がり、 人祌に 通 じ、 貴 

に 塞がる と は、 孝 經 に 

天の 經 なり、 地の 義な 

則 b 、地 の義に 因. o て 


賤を n き、 ffi 释皆之 を 

曾 子の 云 く、 甚 しい 哉 

b 、民 の 行なり。 天地 

以て 天下 を 順にす と 


ニ篇 孝道に 關 する 論 說  六 六 五 


六 六 四 

てせば 可なら。 凡そ 處れ ば必す 俗の 子と 位 を 異に し、 歛 を 過 ぐれば 則ち 時 を 以て 

其の 家に 往く。 葬 を 送れば 或は 扶け、 或は 導く。 三年の あ ひだ 必す心 喪し、 靜 居し 

て 我が 法を修 し、 父 母の 冥を贊 く。 葬 期 を 過 ぐれば 唯 父母の 忌日と 孟 秋の 旣 望に 

必す齋 を 钤み講 誦する こと 蘭 盆の 法の 如くす。 是を 孝の 終.^ と 謂 ふべ し。 昔 老 

天竺の 古皇先 生、 父 の， 喪に 居りて は 則ち 肅容 して 其の 喪の 前に 立ち、 以て 心 喪す る 

が 如く、 而 かも 其の 突 踊 を 略せり、 大 ® 人なる かな。 其の 之 を 送る に 及びて、 或は 舁 

き 或は 導け b 、大 鎏 人なる かな。 目 犍連は 母 を 喪して 之を哭 して 慟 し、 债 を 鬼神に 

致しき。 目 犍連も 亦 聖人 なれ ど も、 尙 ほ 情 を泯す 

からん と 欲せん や。 故に 佛子は 父母の 喪に 在り 

丄り と 

なるべし、 心 喪 は 大聖 人 を 酌るべし。 師の 喪に 居 

ごとく す、 而 して 十 師の喪 期 は 則ち 降 殺 あ b  、た U. 

こと 三年に して 可な， 5。 法 雲 は 母の 薆に 在りて 

口に 入らす して 日 を累ね ぬ、 法 雲 は 古の 高僧な b 

いとま ご ひ 

の 父母 死に 垂ん として 與に訣 してみ な號 泣して 


こと 能 は ざり き、 吾が 徒 其れ 情な 

て は 哀慕す る こと 目犍 速の 如く 

b て は必す 其の 父毋を 喪す るが 

法 を 稟 け、 戒 を 得る 師は心 喪す る 

一 頃高暂 お 

哀慕 殊に 甚だしく、 飮食  一 J 力。 

き。 慧約は 殆んど 至 人な も が、 其 

自ら 存 する 能 はざる が |  E 卷七。 


き。 故に 曰 く、 葉 落ちて 根に 歸 すと。 能 公 

ほ 人と して 其の 本 を 忘れざる こと を 示す 

負うて 華 陰の 山中に 逃 れ、 巧 食して 以て 養 

而 ち 丕 往 きて 其の 遺骸 を 求む る に、 旣 に 至 

せ し に、 遽 に 髑髏 ありて 躍りて 其の 前に 至 

は 全 孝と 謂 ふべき なり。 智藏は 古の 僧の 

て 父よ b も 恭し く、 師 沒せ ると きに は 則ち 

つかへ. て禮 に 中り、 其の 沒す るに 及びて は 

か， CS き、 故に 燕 人 其の 孝悌 を 美と しき。 律 

減じて、 U て 父母 を 養 ふこと を 制 す、 然 し て 

意に 於て これ を 得た， 9。. . 智藏と 常 超と は 

大戒に 合する ものな り、 法 とすべき なり 

終 孝 章 第 十二 

さい てつ 

父母の 喪 は 亦 哀しむ。 衰絰は 則ち 其の 

0 ニ篇 孝道に 閼する 論 說 


は 至 人 なれ ば、 豈 其の 異德 

なり。 道丕は 其の 世の 亂 

を爲 しき。 父 事に 死し け 

れば而 ち 亂骨辨 せ す、 逍 不一 

りぬ 、釜し 其の 父め 骸なり 

勁 直なる ものな り、 師 に つ 

心 喪す る こと 三年な b き- 

これ を 奉す  る  こと 存 せる 

に佛 子は必 や 其 の 衣盂の 

此の 諸 公の 其の 親 を 遺れ 

師に 奉す るに 謹め り、 蓋 し 


を 測らん や、 猶 

に會 つて 母 を 

/  ， 宋 高 »B  ^ 

i  i 卷 十七。 

卽ち これ を 祝 

しなり。 S 不. 


力 


へ 


0  000 

卷六。 . 


常 超 は師に 

力 i 

資を 

ざる は 31 人の 

亦 其の 起敎の 


宋 高僧 傳卷 

七 一一 載ス少 

恒超 力。 


宜 しき 所に あら す、 僧 服の 大 布なる を W 

六 六 三 


六 六 二 

な り、^ に兒 ゆれば 母 之を拜 すと， 俗 は 固に 眞に 本づ く、 其 の奧 巳に 修まれば 則ち 

僧な， o- と雖も 以て 王侯と 禮を抗 すべ し、 而 ち 武事 之に 近し。 禮に曰 く、 介 者 は拜せ 


す と、 其 の拜 して 

は禮を 重ん する 

るべ けんや。 俗 

彼の 疏然 たる も 

クラ キ 

.0 紀 が 其 の 母 

に 助 くれ ば、 道 紀 

の累は 乃ち 吾が 

き。 慧能は 始め 

母の 儲 を 爲すこ 

き、 還 るに 及びて 

ざる を慨 き て、 遂 


キ タルモ- 

拜を いつはるが 爲 なり。 拜 せざる は 節 を 重ん やるな b  、母 拜 する 

なり。 禮ゃ節 や、 而 かも 先王 は猶ほ 重んじ き、 大 道 烏ん ぞ 重ん せ ざ 

な  そしり 

に 曰 く、  S 人 は 父 を 無み すと。 固なる & な、 小 人の 毀 を 好む こと や。 

のにして、 豈 聖人 爲 孝の 深渺を 見ん や。 

孝行 章 第 十 一 

にっか ふる や、 母 遊べ ば必 ゃ身づ からこれ を 荷 ふ、 或 はこれ がた め 

樓 高僧 傳 


は 必ゃ曰 く、 吾 が 母な b  、君 が 母に あらざる な b  、其 の 形骸 


卷 四十 _ 


事 な り、 烏 んぞ 以て 君を勞 すべ けんやと、 これ ぞ 親に 篤し と 謂 ふ ベ 

薪を鬻 ぎて 以て 其の 母 を 養 へ b しが、 將に 師に從 はんと 

となき を 患 ひ て、 殆 ど 傭を爲 して 以て 資を 取らん と 欲し 

は而ち 其の a: 已に殂 せ，^ しか ば、 道 を 以て これに 見 ゆる 

に 其の 家 を 寺に して 以て これ を 善く し、 終 に また 是に歸 b て 死し 


に 曰 く、 泰 稷馨 きに あらす 明德 惟れ 馨 しと， 其れ 然ら ざらん や、 其 れ然ら ざらん や • 

吾 聖人の 後に 從 へど も、 而 かも 其の 德 修まら や、 其 の遨 明なら す。 吾が 德は 父母に 

負き て 聖人に 愧づ。  • 

孝 略章 第 十 

天下に 善なる は 道 を 大と爲 し、 其 の 親を顯 はす は德を 優れり と爲す • 吿 ぐれば 

則ち 其の 道 德を得 す、 吿 げざれば 則ち 道 を 得て 德を 成す。 是の 故に 聖人 は輙^ 山 

林に 遁る。 其の 道 を 以て 返る に逮 びて は， 德 上下に 被 b  、天 下 之を稱 して 曰 く、 子 あ 

b 此の ごとし と、 其 の 父母 を 尊んで 曰く、 大聖 人の 父母な b と.' 聖人 は始を 略して 

而 して 終を圖 り、 善 く 櫂 を 行 ふと 謂 ふべ し。 古の 君子 爲す所 ありて 而 して 此の ご 

ときもの は 吳の泰 伯 其の 人な り。 必す 大志 は 以て 大義 を 張る ベ く、 必す大 潔は以 

て 大正 を 持つべし。 聖人 は 勝 德を人 天に 推 し、 至 正 を 九 嚮に顯 は す、 故 に 聖人の 法 

は 世嗣を 顧みす。 古の 君子 爲す所 ありて 而 して 此の 如き もの は 伯 夷叔齊 其の 人 

なり。 遨は 固に 人よりも 尊し。 故に 道 は 子に あ， 5 と雖 も、 し かれ ども 父母 は 以て 

^を 拜 すべ し、 冠 義 之に 近し。 鱧に 曰 く、 巳 に 冠して 而 して 之に 字す る は 成人の 道 

第二 篇 孝道に 關 する 論說  六 六 一 


六 六 o 

ち 世と 大慈 にして 其の 世を勸 む。 是の 故に 君子の 道を務 むる こと 辨せ すば ある 

ベから や、 君 子の 善を務 むる こと 品な くば あるべからざる なり。 中庸に 曰 く、^  く 

も至德 なら ざれば 至 道 凝らす と は、 此 の 如き 謂 ひなり。 

德報章 第 九 

すな i 

養 ひ は 以て 父母に 報す るに 足ら ざれば 而ち 疆 人 は德を 以て 之. に 報 や。 德は以 

て 父母 を 達する に 足ら ざれば 而ち 聖人 は 道 を 以て 之 を 逢 す。 道て ふ 者 は 世の IS 

は ゆる 道に は あら す、 神 明に 妙に して 死生 を S3 づ る、 聖 人の 至 道なる 者な b。 德て 

ふ. 者 は 世の 謂 は ゆる 德には あら や、 萬 善を備 へ て 幽に被 b 明に 被 る、 聖 人の 至德な 

る 者な b。 儒に 曰 はす や、 君 子の 爲す 所の 孝 は 意に 先ち 志 を 承け て 父^ を 遨に諭 

す、 參 は 直 養 ふ 者な b  、安 んぞ 能く 孝 を爲ん と、 曰 く 君子の 謂 は ゆる 孝て ふ もの は國 

人稱 願して 然して 曰 く、 幸 なる 哉 子 あ b 此の 如しと。 謂 は ゆる 孝な り。 巳に 然 b 

と雖も 蓋し 意 は 同じう して 義は 異なり。 夫れ 天下の 恩に 報す る も の、 吾 が 聖人 は 

至りて 恩に 報す る ものと 謂 ふ ベ し、 天 下の 孝 を 爲すも の、 吾 が 聖人 は絕 孝なる もの 

と 謂 ふべ し。 經に曰 く、 三 尊の 敎を 以て 其の 一 世の 二親 を慶 する に 如かす と。 辔 


かも 世俗 は 賭 や、 之 を忽 にして 未だ 始めよ b 諒 とせ や、 故 に 天下の 福 臻らャ して 而 

して 孝は勸 まざるな，^。 大戒に 曰 . く 、孝 を 名 づけて 戒と爲 す と、 蓋 し 此に存 せるな 

らん。 今 夫れ 天下 福 を 欲せば 孝 を 篤う する に 若 か や.、 孝 を 篤う する は 戒を修 むる 

に 若 かす。 戒てふ 者 は 大聖 人、 正 勝の 法な b  、淸 淨の意 を 以て 之 を 守れば 其の 顧 之 

を 左右に 取る が 如し。 儒者 は 其の 禮に豈 曰 はす や、 我 戦へば 則ち 克ち、 祭れば 則ち 

福 を 受 く、 蓋 し 其の 道 を 得た b と、 其 の 詩に 豈曰 はす や、 愷 悌の 君子 は 禮を求 む る - J 

と 回 はす と、 是 れ皆 其の 正 を 以てする を 言 ふなり。 夫れ 世の 正なる もの 猶ほ 然.^ 

況んゃ 其の 出世の 正なる もの を や。 

孝 出 章 第 八， 

孝 は 善よ b 出づ る もの にし て、 而 して 人 皆 善心 ある も、 佛 道 を 以て 之を廣 めざれ 

ば、 則 ち 善 を爲す こと 大 なら やして 孝 を爲す こと 小な，^。 夫れ 佛の逍 たる や、 人 の 

親 を視る こと 己の 親の ごと く、 物 の 生 を衞る こと 己の 生の ごと し、 故 に 其 の 善 を 爲 

せば 見 蟲 • たも 悉く 懷 き、 孝 を爲 せば 鬼神 さへ 皆勸 む。 其の 孝に 資， 9 て而 して 世に 

處 すれ ば、 則 ち 世と 和平に して 忿爭 なし。 其の 善を資 りて 而 して 世 を 出づれ ば、 則 
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六 五八 

所 亦 遠から す や • 元 德秀は 唐の 賢人な b 、其 の 母 を 喪うて 哀 むこと 甚だしく 自ら 

効す こと 能 は や、 肌 を 刺 し、 血 を瀝 みて 佛の 像を繪 き、 佛 の經を 書き ぬ、 而 して 史氏は 

之を稱 しぬ。 李觀は 唐の 聞 人な b  、父 の 憂 ひに 居， 9 て 血 を 刺し マ 金剛 船 S を 葛 し、 

之 を 其の 人に 布して 以て 其の 父の 冥を資 けしに、 遽 かに 奇香ぁ b て 其の 舍ょ， C- 發 

し、 郁 然として 日 を 連 ね、 之 を 其の 隣に 及ぼしぬ。 夫れ 善 は 固に 其の 大 なる あ \ 固 

に 其の 小なる もの あ， o。 夫れ 道 は 固に 其の 淺なる もの あ り、 固 に 其の 奥なる もの 

あり。 奧遨は 死生 變 化に 妙に して、 大善 

るか、 佛の遨 は K れ奧 道なる か。 君子 は 

語に 曰 は す や、 多 く 聞きて 其の 善なる も 

戒孝章 第 七 

五戒 は 始めの 1 を不 殺と 曰 ひ、 次の 二 

四 を不妄 言 と 曰 ひ、 次 の 五 を不飮 酒と 曰 

淫は 鱧な b 、不 飮酒は 智な b 、不 妄 言 は 信 

を 成 し、 其 の 親 を顯は す、 亦 孝なら やや。 


は 天地神明に 徹す。 佛の善 は 其れ 大 善な 

必す 其の 大なる もの 奥なる ものに 志す。 

のを擇 びて 而 して 之に 從 ふと. 

を 不盜と 曰 ひ、 次の 三を不 邪淫と 曰 ひ、 次の 

ふ。 夫れ 不殺は 仁な b 、不 盜は義 な b 、不 邪 

な ひ。 是の 五つの 者 修まれば 則ち 其の 人 

夫れ 五戒 は 孝の 蕴 なれ ども、 而 一 蕴ハ 

一 う、 <s ナ、 ジ 


の 棺を负 うて 0 て 葬りに 趨れ b. 聖人 は 人道に 與 みして 大 順な 6 と 謂 ふべ し. 

まさ 

今 夫れ 方に 其の 徒たり、 聖人に 於て は 則ち 晚路 末學 のみ。 乃ち 孝 を爲す こと を務 

めざらん と 欲して 我 は 出家な b  、道 を專 にす と 謂 はい 則ち 吾豈 其の 出家の 心 を 見 

あまね 

ん や。 夫れ 出家 は 道 を 以て 馎く善 からん とする に，、 而 るに 其の 父母に 善から すん 

ば、 豈 道と 曰 はん や、 唯 に 其の 心 を 見ざる のみなら す、 抑 も 亦 人の 法に 辜け り。 經 

に 曰 く、 父 母 は 二 生 補處の 菩薩と 等しき が 故に 承 事 供養すべし と。 故に^! に は 其 

の 弟子 をして 衣鉢 の資を 減じ て 其の 父母 を 養 ふ こ と を 得しむ。 父母の 正 信なる 

もの は 恣に之 を與ふ ベ く、 其 の 信 無き もの は 稍 I 之 を與 ふべ しと 訓 ふる 所 あ 

廣孝章 第 六 . 

天 下、 儒 を 以て 孝と 爲 して 而 して 佛を 以て 孝と 爲 さや。 曰 く、 旣 に 孝 あ り、 又 何 ぞ 

以て 加へ んと。 噫 是れ儒 を 見て 而 かも 佛を 見ざる な b。 佛は 極まれ， 5. 儒を以 

て 之 を 守 b  、佛 を 以て 之を廣 め、 儒 を 以て 之 を 人と し、 佛 を 以て 之ビ 神と せ ば、 孝 は 其 

まこと  さよく 

れ 至りて 且大 な. o。 水 は 固に 下る に趁る ものなる が、 洫 して 之 を 決すれば 其の： 虫 

る 所 亦 ^かなら す や。 火 は 固に 炎上す る ものなる が、 攄 いて 之 を 鼓てば 其の 舉る 

第二 鴛 孝道に K する 讒說  六 玉 七 


六 五六 

,必 孝 章 第五 

聖人の 逍は 善 を以. て 用と 爲 し、 聖 人の 善 は 孝 を 以て 端と なす. 善を爲 して 而 も 

其の 镯を 先にせ ざれば 善な きな り、 邋 を爲 して 而も 其の 用に 在ら ざれば 逍 無き な 

ひ。 用 は 道を驗 する 所以な り、 端 は 善 を 行 ふ 所以な り。 善 を 行うて 而も 其の 苦 朱 

だ 父 ゆに 行 はれす ば 能く 馎善 ならん や、 道 を驗 して 其の 遨の溥 善 を 見す ば 能く 造 

と爲ん や。 是 故に 聖人の 遨を爲 す や 善なら ざる 所 無 く、 a 人の 善 を 爲すゃ 未 だ 始 

より 親 を 遺れ す。 親て ふ 者 は 形 生の 大本な b 、人 道の 大恩な b 、唯 大 聖 人の み 能く 

其の 大本 を 重ん じ、 其 の 大恩に 報 ゆる を爲 すな， 9。 今 夫れ 天下の 遨を爲 す 者、 聖 

人に 孰 與ぞ。 夫れ 聖人の 道 は 大いに 臻れ り、 巍々 乎と して 獨 b 人 天に 尊し、 得て 生 

すべから す、 得 て 死すべからざる なり。 其の物に 應 じて 同じき を 夭 人に 示す に 及 

び て は、 尙 ほ必ゃ 人道に 順にして 敢て 其の 母の 旣に 死せ る を 忘れ す、 敢 て 其の 父 の 

命せ もる 、を 拒ま す、 故 に 其の 道 を 成せし 初に 方り て、 天 に 登りて 先づ 其の 遨を以 

て 其の 母 氏 を 諭 し、 三 月に して 復た 世に 歸 り、 命 に應 じて 其の 故 國に還 b  、父 を 道に 

諭して 其の 國皆 化しぬ。 其の 父 を 喪す るに 逮 びて は、 染 人躬づ から 諸 釋と與 に 其 • 


評 孝 章 第 四 

聖 人、 精 神の 變 化に 乘 じて、 交 人畜と なる を以 ふに、 古今 を更 へ、 混然と して 芒 乎た 

り、 然 れ ども 世俗 は 未だ 始めよ b 自ら 覺ら す。 故に 其の 今の 牛 羊 を 視ては 唯^の 

昔の 父母の 來る 所な らん を 恐る 、なり。 殺 を 戒めて 一 微物を も 暴せ しめざる は 

親を懷 ふに 篤ければ な ，.9。 今の 父母 を 諭す に は 則ち 必ゃ 其の 邋に 於て する は、 唯 

其の 生を更 めて 祌を 異類に 陷 れんこと を 恐れて なり。 故に 其の 父 ほ を 旣往に 追 

へば 則ち 七 世に 逮 び、 父 母の 爲に 其の 未然 を 慮れば 則ち 更生に 逮ぶ。 其の 譎 然と 

して 世を駭 かすと 雖 も、 而 かも 道に 在りて 然^ 夭 下 苟くも 其の 不殺を 以て 勸め 

ば、 則 ち 生 を 好み 殺 を惡 む 訓は猶 ほ 以て 風 を 移し 俗 を 易 ふべ し。 H< 下 荷く も 共の 

神 を 陷るを 以て 父母の 爲 に盧れ ば、 猶 ほ 以て 孝子の 終 を 慎み 遠き を 追 ふ 心 を廣む 

べし。 況んゃ 其の 變 化に 於て 其の 實を 得る もの を や。 夫の 世の 謂 は ゆる 孝て ふ 

者の 一 世に 局-りて 而 して 玄 覽に閽 く、 人 に 求めて 而 して 神に 求めざる に 校 ぶれば- 

是を 遠し と爲 さすし て、 孰 を か 遠し とせん。 經に曰 く、 孝 順の 心 を 生じて 一 切 衆生 

を 愛護すべし と. は、 斯 れ之を 謂 へるな 

第二 篇 孝道に 關す る酴說  六 五 五 


六 五 SI 

人に 惠 みて 誠なら す。 其の 中 を 修めて 而 して 形容 も 亦 修まら ば、 豈 唯 父母に 事へ 

て而 して 人に 惠む のみな らん や、 是 れ亦 天地 を 振 かして 鬼神 を 成せし む。 天地 は 

孝と 理を 同じく し、 鬼 神 は 孝と 靈を 同じく す。 故に 天地 鬼祌は 不孝 を 以て 求む ベ 

か ら す、 詐 孝 を 以て 欺く ベから す。 佛曰 く、 孝 順 は 至 道の 法な りと。 儒 曰 く、 夫 れ 孝 

は 之 を 置けば 而ち 天地に 塞が b  、之 を鹆 けば 而ち 四海に 橫は b  、之 を 後世に 施せば 

而ち 朝夕な しと、 曰く 夫れ 孝 は 天の 經な b 、地 の義な り、 民 の 行な b と。 至れる かな- 

大な. o 孝の 遨 たる や。 夫れ 是の 故に 吾が 聖人の 人の 善を爲 さん こと を 欲する や、 

必 す先づ 其の 性 を 誠にして 然して 後に 之 を 其の 行に 發す。 孝行と は 親 を 養 ふ 謂 

なり。 行 ふに 誠 を 以てせ ざれ ば， 其 の 養 ひ 時 ありて も、 し かも 匱し。 夫れ 誠 を 以て 

あ i  I 

之 を 孝と せ ば、 其 の 親に 事 ふること 全 く、 其 の 人を惠 み、 物 を W むこと 均し。 孝なる 

もの は 効な b  、誠 なる もの は 成な り。 成と は 其の 道 を 成すな b  、効 と は 其の 孝 を 効 

すな， o。 孝を爲 して 而 かも 効な き は 孝に あらざる な b  、誠 を爲し て、 而 かも 成な き 

は 誠に あらざる なり。 是の 故に 聖人の 孝 は 誠 を 以て 貴し と爲 す。 儒に 曰 はす や、 

© 子 は 誠 を 食し と爲 すと。 


孝 本章 第二 

天下の 爲す こと ある もの は 生よ b 盛なる は莫 し、 吾 は 父母に 資る に 生を以 て す、 

故に ハ乂母 を 先にす るな.^。 夭 下の 德を 明かに する もの は敎 より 善き はな し、 五：： は 

師に資 るに 敎を 以て す、 故 に師を 先にす るな り。 夭 下の 妙 事 は 道よ り 妙なる は莫 

し、 吾 は 道に 資 るに 用 を 以て す、 故 に遨を 先にす るな b。 夫れ 逍は祌 用の 本な b  、師 

は 敎誥の 本な り、 ハ乂 母 は 形 生の 本な り。 是の 三本 は 天下の 大本な り。 白^ は 胃す 

ベ く、 飮 食 は 無 かるべき も、 此 は 忘るべからざる なり。 吾が 前 鎏 や 後 や、 其 の逍を 

成 し、 敎 を樹っ る、 未 だ 始めより 此の 三本 を 先にせ すん ば あらざる なり ノ 大戒に 曰 

く、 父 母、 師 僧、 三 寶に 孝順せ よ、 孝 順 は 至 道の 法な りと。 それ 然ら ざらん や、 そ れ然ら 

ざらん や 

原 孝 章 第三 

孝に 見る ベ き あ り、 見 るべ からざる あ hN。 見るべからざる もの は 孝の 理な り、 見 

るべき もの は 孝の 行なり。 理は 孝の 以て 出づる 所な b  、行 は 孝の 以て 形容す る 所 

なり。 k の 形容 を 修めて 而 して 其の 中 修まら ざれ ば、 則 ち 父母に 事へ て 篤から す- 

第二 篇 孝道に 閼 する 論 說  六 五三 


六 五 二 

を さ 

修 し、 父 母の 冥 愛^ 爲 めん L 砍せ すん ば あらざる も、 猶 ほ 巣さざる、、 と然 リ。 辛 卯の 其の 

年. 自 ら 弘法^ 以て 難に 嬰 リ， し かも 明年 鄉邑も 亦大盜 に嬰リ ぬれ h 、吾が 父母の 墳 魔 其が 

爲に剽 暴せられ ざろ な 得ん や。 之^ 望めば 漣 然として 泣 下り Q。 又 明年 事に 會 ひて 益. - 

^する 所 あ り、 裟 に 孝 論 一 十二 章^ 著 はして 其の 心^ 示すな リ。 其の！ &が 聖人 大 孝の 奥 

理密 意^ 發 明して 夭の 儒者の 說に會 する こと 殆ど 亦盡乜 リ、 吾 が^の 後學亦 以て 之 ^親 

る ベ し。 

明 孝 章 第 一 

二三 子祝髮 して 方に 吾， が 道に 事へ、 其の 父母 之 を 命す るに 逮 びて 佛 子と いふ を 

以て 辭 して 往 かす。 吾 嘗て 之に 語りて 曰く、 佛子は 情 は 正す ベ し、 丽 れ ども 親 は 

遺つ ベから す。 子 も 亦 吾が 先聖 人の 其の 始て 振く ゃ大戒 を. 爲しゝ とこ そ 聞け • 

卽ち曰 く、 孝 を 名 づけて 戒と « す I」、 蓋 し 孝 を 以て 而 かも 戒の 端と 爲 すな り、 子 戒 に 

に與 ちて 而 して 孝 を. U せんと 欲せば 戒に あらざる な 夫れ 孝 は 大戒の 以て 先 

にす る 所な b 、戒 は 衆 善の 以て 生す る 所な b。 善を爲 して 戒 微かり せば 善 何ぞ生 

せ ん、 亦 戒を爲 して 孝 微か せは戒 何に か 自らん。 故に 經に曰 く、 我 を して 疾く 無 

，上 正 眞の道 を 成せし むる も^は 哮德 に. a れもノ 


す • 悲 母の 在る 時 をば 名 づけて 日中と 爲 し、 悲 母の 死す る 時 をば 名 づけて H 沒と 

爲す • 悲 母の 在る 時 をば 名 づけて 月明と 爲 し、 悲 ^の C き 時 をば 名 づけて. m 夜と 

父 ゆ を 孝養せ よ。 若き 人 は佛に 供す る と 福 等 

の 如. く して 父母の 恩 を 報 ゆべ し。 (心 ^觀蜣 第二) 


爲す。 

しう し 


是の 故に 汝等 勤加修 習め て 

て 異なる J なし。 まさに 是 


孝 論 


宋明敎 大師 契 嵩 


叙して 曰 く、 夫 れ孝は 三教 皆 之 

だ 天下 LL 著名なら ざる 、、とん 

然として 甚だ 媿^  3。 七齡の 

じて 出家 せしめぬ。 枏-長 する 

し も 、額 リ吾が 母の m  く、 此 れ 父 

訪 はんとす るに 逮 びて 族 人 之 

むる、、 と宜な リ、 豈 に 愛^ 以 て 

-我^ 育てし も 父母な リ、 吾 が 母 

に. 報いん。 故鄉^ 去リ しょ リ 

ニ篇 孝道に 關 する 論 誼 


^尊び て、 而 して 佛教は 殊に 尊ぶ。 然 リと雖 も、 其の 說の 

蓋し 亦 苦が 徒の 之^ 張る こと 能 は ざれ ば なリ。 吾 UI て 

.^ か 念 ふ に、 吾 が 先 子の 手足^ 啓く に 方リ ズ、 卽 ち、、 れに 

や， 緒 兄は孺 子の 敎ふ べき^ 以て 將に 其の 志な 奪 にんと 

の 命な リ、 易 ふべ からざる なリ と。 衣^ 攝 して 道な 四方 

^留めし 、亦 吾 が 母の 曰 く、 汝 已に佛 LL 從 へ リ、 其 の 道 か 

汝^ 滞 めん や、 汝 其れ 行けと。 ^呼 我^ 生みし は 父母な 

は 又 我が 道な 成し や 吴 天と 搔リ罔 し、 何 な 以て か 其の 大 

凡そ 二十 七 載、 未 だ 始め f* リ南 のかた 墳隴 に 還リて 法^ 

六 S 1 


六 五 〇 

おし 善 男子 善女 人、 母 の 恩 を 報いん が爲に 一 劫の あ ひ： U 毎日 三時に 自身の 囱を割 

いて 以て 父母 を 養 ふと も、 未 だ 一日の 恩 を 報 ゆる こと 能 はす。 その 所以 は 二 切の 

男 女、 胎 中に 處る や、 口、 乳 根 を吮ひ 母の 血 を飮瞰 み、 出 胎す るに 及び て、 幼 稚の 前に 飮 

う まきもの 、 

む 所 の^の 乳 は： Q 八十 斛 な，^ 母上 味 を 得れば 皆 その子に 與ふ。 珍妙 衣服 もま 

た是の 如し • 愚 擬鄙陋 たりと も 情愛に 二な し。 (中略) 是の 因緣を 以ての 故に 母 

に 十德ぁ b。 (一) 大地と 名づ く、 母胎の 中に 於て 所 依と 爲るが 故に。 (二) 能 生， こ名づ 

く、 衆 苦 を經歷 して 能く 生やる が 故に。 (H: 一能 正と 名づ く、 恆 に 母の 手 を 以て 五 根 を 

理む るが 故に • (四) 養 育と 名づ く、 四 時の 宜しき に隨 ひて 能く 長 養す るが 故に。 (五) 

智， 者 と 名 づ く、 能 く 方便 を 以て 智慧 を 生す るが 故に。 (六) 莊 厳と 名 づ く、 妙 なる 瓔珞 

を 以て 厳めしく 钸れ るが 故に。 (七) 安 穩 と名づ く、 母 の 懷抱を 以て 止 息を爲 すが 故 

に。 (八) 敎授 と名づ く、 善 巧なる 方便 もて 子 を 導 引す るが 故に。 (九) 敎誡 と名づ く、 善 

言 辭を 以て 衆惡を 離る が 故に。 (十) 興 業と 名づ く、 能 く 家業 を 以て 子に 附 葡 する が 

故に。 善 男子の 諸 世間に 於け る や、 何 なる が 最も 富 み、 何 なる が 最も 貧しき • 悲母 

の 堂に 在る を ば、 之 を 名. つけて 富と 爲 し、 悲 母の 在らざる を ば、 之 を 名 づけて 貧と 爲 


驪 


而 かも 愛 を 生せ す、 憂 念 の 心、 恆 一に 休息む こ. と な く、 但 思惟 すら く、 將 U; 生產 せんと 欲 

する 時 漸く 諸の 苦 を 受けん と、 晝 夜愁惱 す" 產 難の 時の 若き は、 百 千の » 兢ひ來 b 

て 屠 割す るが 如 く、 或 は 無常 を 致す。 苦し 苦惱 なくん ば 諸 親 眷^の 喜 樂^ くる こ 

と な く、 猶 ほ贫 女の 如意 珠を 得た るが 如くな らん。 其め 子 聲を發 すれば 音樂 を^ 

.P も び は 

くが 如し。 母の 胸臆 を 以て 寢處 と爲 し、 左 右の 膝 上 をば^に 遊 履と 爲す。 胸 脇の 

.5. より 甘露の 泉 を 出す。 長 養の 恩 は 普 天に 彌 ，9、 憐 愍の德 は廣大 比な し。 世間の 

高き 所 は 山岳よ. 5 過ぎた るは莫 けれど も、 悲 母の 恩 は須彌 よりも 逾 えた.^ 世間 

の 重き もの は 大地 を 先. とすと ど も、 悲 母の 恩 は 亦 彼よりも 過ぎた.^。 若し 男女 あ 

,9 背 恩 不順に し て、 其 の 父母 をして 怨念の 心 を 生せ し め、 母 に 惡 言 を發 せしめ ば、 子 

お  はやき もの  / な 

は 卽 ち 墜 墮も て 或は 地獄 餓鬼 畜生に 在らん。 世間の 疾は猛 風に 過ぎた る は^け 

れ ども、 怨念の 微は復 た 彼よりも 速に して、 一 切の 如来、 金剛 天 等 及び 五 通馏も 救護 

する こと 能 はす- 若し 善 男子 善女 人、 悲 母の 数に 依り、 承 順して 違 ふ こと 無くん ば、 

諸 天 護 念して 福樂盡 くるる 無 けん。 是の 如き 男女 は卽 ち尊贵 天人の 種類と 名づ 

く、 或 は是れ 菩 薩の、 衆生 を 度 せんが 爲に 現じて 男女と 爲 りて 父母 を饒 益す るな b 
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丘佛の 所說を 聞きて 歡 喜し 奉行し き， 


心地 觀經杪 

善 男子 ょパ乂 母 の 恩 、と は 父 

に 住して 一 劫の 中に 於て す 

ん。 假使ひ 人 ありて 福德の 

神 遷とニ 百の 善 友と を 恭敬 

珍 膳 を 以て し、 諸 の 瓔 珞、 衆 寳 

以て 牀外敷 具を莊 厳， o、 衆の 

滿っ と も、 一 念 孝順の 心に 住 

は 如かす。 前の 功德に 比す 

子 を 念 ふ ^比な く、 恩 は 未 形 

住 坐 臥に 諸の 苦 惱を受 くる 


に 慈 の 恩 あ b  、母 に 悲の恩 あ ，9、 母 の 悲 恩 はおし 我れ 世 

とも 說き盡 す ふ 能 はす。 我 今 汝が爲 に少分 を宣說 か 

爲の 故に 一 百の 淨 行の 大 婆羅門と 二 百の 五 通の $s 大 

供養して 1 七 寶の上 妙の 堂內に 安置し、 百 千 秫の上 妙の 

の 衣服 を垂 れ、 栴 檀 沈香 を もて 諸の 房舍を 立て、 百寶を 

病 を 療治 し、 百 穂の 湯藥を もて 一 心に 供養 し、 百 千 劫に 

して 微少の 物 を 以て 悲母を 色 養 し、 隨 所に 供 侍せん に 

れ ば、 百 千 萬 分に して 校 量す ベから す。 世間の 悲 母の 

に 及ぶ. 始めて 胎を 受けし よ， 9 十 B: を 終 ふるまで 行 

も 口の 宣 ぶる 听 にあら や • 欲 樂饮食 衣服 を 得と 雖も 


比丘に 告げた ま はく、 父 母 は 子に 大增益 あ ト，。 乳 舗し 娃 養し、 時に 隨 て 將 育し、 四大 

成る こと を 得。 右の 肩に 父 を 負 ひ、 左 の 肩に 母 を 負 ひ、 千 年 を經歴 し、 た と ひ、 背 上 に 

便利せ し め、 然 かも 心に 父母 を怨 むこと 有る こと 無 けれど も、 此 の 子 は 猶ほ父 ゆの 

恩 を 報す るに 足らす。 若し 父母 信な くんば 敎 へて 信せ し め、 安 S 處を 獲し めよ。 

無戒 ならば 戒を與 へて 敎授 し、 安 穩處を 獲し めよ。 不閡 ならば 聞かしめ て敎 授し、 

安 穩處を 獲し めよ。 慳 貪なら ば敎 へて 施 を 好まし め、 勸 樂敎授 し 安 穩處を 獲し め 

よ。 無智 惠 ならば 敎 へて 黯慧 ならしめ、 勸 樂敎授 して 安 穩處を 得しめ よ。 かくの 

ご と く、 如 來、 至 莫、 等 正 覺、 明 行、 成 爲、 善 逝、 世 間 解、 無 上士、 道 法、 御 天人 師を佛 世 尊と 號す 

る こと を 信 じ、 法 を 信す る こと を 数へ、 敎授 して 安 穩處を 得しめ よ。 諸 法甚淸 にし 

て 現 身に 果を 獲、 義 * 甚 深な，^。 是の 如く 智者 明に 此の 行 を 通， じ、 敎 へ て 德 衆 を 信 

せしめよ。 如 來 の in 衆 は 甚だ 淸淨 にし て、 行 ひ 直く して 曲ら す。 常に 和合 法 なれ 

ば、 法 成 就、 戒 成 就、 三 昧 成 就、 智 惠 成 就、 解. 脫 成 就、 解 脫見慧 成 就 す。 最 尊 最 * な れ ば、 當 

に 尊 奉 敬 仰すべし。 是れ 世間の 無上 福 田な り。 是の 如く 諸子 當に 父母に 慈 を 行 

ふこと を敎 ふべ し。 是の 如く 諸の 丘 比、 當 に是， の學を 作すべし • 爾の 時に 諸の 比 
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倌に 供養せ ば、 當 に 是の人 は 能く 父母の 恩 を 報 やる を 知る ベ し。 

帝釋、 梵 王、 諸 天 の 人民 二 切の 集合せ る も の、 經を 聞きて 歡 喜し、 菩提心 を發 し、 啼哭 

して 地 を 動か し、 淚 下る こと 雨の 如 く、 五 體を 地に 投げて 佛足 を頂禮 し、 歡 喜して 奉 

行し 上る。 

父母の 恩德に 其の 十 種 あ. o。. 何等 を か 十と 爲す。 一に は懷擔 守護の 恩、 二に は 

臨 產受苦 の 恩、 三 に は 生 子 忘 憂の 恩、 四 に は 嚥苦吐 甘の 恩、 五 に は 廻 乾 就濕の 恩、 六 に 

は乳晡 養育の 恩、 七 に は 洗 灌不淨 の 恩、 八 に は 爲造惡 業の 恩、 九 に は 遠 行 憶念の 恩、 十 

には究 竟 憐愍の 恩な り。 父母に 旣に 此の 十 種の 深 恩 あ b  、云 何して か 報 答 せん。 

佛 の 言 はく 但專 念に 父母 恩 重 經を持 念せ ば、 卽 ち 父^の 恩 を 報す と爲 す。 一 生に 

あらゆる 十 惡五逆 無 間の 重罪 並に 消滅す る こと を 得ん。 

佛說 父母 恩 難報經 

くこと 是の 如し 二 時、 婆 伽 ま、 舍衞 屈祇樹 給孤獨 園に 在し き • 爾畤に 世 尊 諸の 


姊 妹に は猶ほ 陌路の ごとし。 父母の 恩 重し、 昊 夭と 報い 難し • 

佛言 ひた、 ま はく、 汝等 大衆よ、 說く こと を聽 け、 孝養 慈 孝の 子 は 但是れ 男の み に 

非 す、 是 れ女を 論す るに も 非 や、 亦 出家の 子 あり。 若し 時 新の 廿枭 あらば 將ち來 り 

て 爺 嬢に 供養せ よ。 父母 菓を 見れば 恆 常に 歡 喜す。 虔 心に 佛に舉 じ、 三 寶に廻 施 

して 然して 始めて 喫 はんと 欲せ ば、 天 知 を啓吿 せよ， 父母 忽に 病に 染 むこと あら 

ば、 親しく 自ら 看視して 大小の 下賤に 委ねす、 床邊を 離れ ざれ。 母に 粥 飯を勸 むる 

に、 母 は 兒の勸 むる を 見て 强 ひて 粥 を 喫へ ば、 兒 の 心 は歡悅 す。 母 暫く 睡る こと を 

得 ば、 其 の 喘息 を聽 きて 廣く良 醫に問 ひて 病に 應 じて 藥を 贖ぶべし。 父母の 恩 重 

し、 常に 報 効の 心 を 懐く べし。 日夜に^ に 大乗 を 誦して、 我が 慈 親の 病の 痊愈を 得 

る こと を 願 ふべ し。 父母の 恩 重し、 昊 天と 報じ 難し。 

阿難 座よ b して 起つ て、 偏 に 右の 肩を袓 ぎ、 長 跪し 合掌して 前んで 佛に 白して 言 

さく、 世 尊 は 此の 經 をば. l んか之 を 名 づけ、 何ん か 奉持すべき。 佛、 阿 難に 吿 げた 

ま はく、 此の 經を 父母 恩 重 經と名 づけん。 若し 一切衆生 ありて 能く 父母の 爲に 

福 を 作して 經を造 b 、香 を 燒 き、 佛 に 請 ひ、 三 寳を 禮拜し 供養 し、 鉢 に 飯 食 を 盛 b て 衆 
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懷胎 する こ と 十月、 迅 速に し て 停ら ャ、 ほ 滿ち時 臨み て 業 風 催促す。 生る ゝ日 

に當 b て は 遍體酸 疼し、 骨 節分 離して 千 支俱に 解. く。 中心 悶絶して 死活 未だ 分 

ら や、 忽 爾に身 を. D す、 兒 に 由って 母 を 害す。 父母の 恩 重 し、 昊 天と 報い 難し。 

嬰兒 幼少に して 未： U 東西 を辨へ す、 屎尿 を 淋羅す 腥滕の 臭き 處に、 兒の穢 汚に 

汚れて 膿 流 を浣洗 し、 故 りたる 被、 破れ たる 氈を恆 に 持して 眠 臥 し、 灰 を 敷き 濕れ 

る を 掩 ひ、 乾 ける 處に は兒を 眠らし め て、 猶 ほ 子の 寒 からん こ と. を 恐 る 、. が 如 し- 

愛情 絕 えす 提携 し、 長 大 する こと 喩 へば 明珠の 若し。 慈母 は兒 を怜 みて 勞倦 を 

辭 せす。 小 大身 患 ふれば 父母の 心 酸 み、 子 痛み 罄悲 しければ 母の 身 永へ. に 代ら 

ん とす。 父母の 恩 重 し、 昊 天と 報い 難し。 

生る ゝ 日に 當 b て 母の 盛なる 華の 顏 は、 子 を 養 ふこと 二三 すれ ば、 形 容 憔悴 t 

未だ 乳哺を 知ら す、 思 議 すべ きこと 難し- 

大し 成人して は 聲を抗 げ氣を 怒ら し、 父 の 言 をば 受け す、 母 の 語に 瞋を 含 む 

娉 して 妻 房 を 得て は、 兄弟に 乖違 し、 姊 妹 を惽嫌 し、 へば 他人の 若し。 婦 の族东 

り 過ぎれば 堂に 昇らし め、 室 に 入らし む。 衆生 顚 倒して 疎き 者 は 皆 親し み、 兄 弟 


る こと 甚だし • 年老い カ衰 へて 载 虱多饒 にして 夙夜に 臥され や、 長 吟 して 嘆息す、 

何の 罪の 宿徳 にか 此の 不孝の 子 を 生める。 或は 時に 喚 呼 すれば 目を瞵 らして 驚 

怒 し、 婦 兒は 罵詈 すれ ども 頭 を 低れ 笑 を 含む。 妻も復 た 不孝に して. ナも復 た 五槠 

なり。 夫妻 和合して 间 じく 五 逆 を 作る。 彼の 時に 喚 呼して お^に 使 はんとす る 

に、 十 たび 喚べ ば 九た び 違 ひて 遨く從 順せ す、 罵 詈 し、 瞋 恚 す ら く、 早 く 死す るに は 如 

か す、 强 ひて 地上に 在らん よ b はと。 父母 之 を 聞きて 悲哭 して 懊惱 し、 流 淚雙び 下 

を さ 

りて 啼哭 して 目 を 暗く し、 汝 初め 少な かりし 時に は、 吾 に 非 ざれば 長せ す、 但 し 吾の 

汝を 生-める に は、 本 よ b 無き に 如か ざ， o しなり。 

佛、 阿難に 告げた ま はく、 若し 善 男 子、 善 女人 能く 父母の 爲に 父母 恩 重大 乘 

げ  あら ゆる 

般若 波 羅密經 一 句 一 偈を受 持し 讀誦 し、 書 寫 して 一 たび 其の 耳 を經る もの は 所有 

五 逆 重罪 悉く 消滅す る こと を 得て 永く 盡 きて 餘り 無から ん、 當 に佛を 見、 法 を 聞く 

こと を 得て 速 かに 解脫 を 得べ し。 偈を 以て 讚して 曰 く、 

哀々 た b. 、父母 我 を 生みて 劬勞 しぬ、 之の 恩 を 報 せんと 欲すれ ども旲 天と 報い 
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子の 爲に身 を 曲げて 下り 就 き、 長 く兩手 を舒べ て麈土 を拂拭 し、 其 の 口 を 鳴 和し て 

懷を 開い て 乳 を 出 し、 乳 を 以て 之に 與 ふ- 母 は兒を 見て 觀 び、 a は 母 を 見 て 喜 ぶ。 

二つの 情、 恩 悲 す、 親 愛の 慈 重き こと 復た此 に 過ぐ る ことなし。 二 歲三歲 にして 意 

を 弄して 始めて 行 く、 其 の 食 時に 於ても 母に 非 ざれば 知らす。 父母 行 * して 他の. 

座席に 値いて 或は 餅 肉 を 得 ば、 敢 て瞰 食せ すして 懷 挾して 將ち歸 b  、歸 ^ 向って 子 

に與 ふ。 十た び 還れば 九た び 得 て、 恆 常に 歡 喜 し、 一 たび 過ち て 得 ざれば 矯啼俘 突 

す。 矯子は 不孝に して 亦 五 樋な b 、孝 子 は不矯 にして 必す慈 順 あ ら ん、 遂 に 長大し 

て 朋友に 相隨 ふに 至 b て は 頭 を梳づ b 髻を 摩づ。 好 衣 を 得て 身 體を覆 蓋 せんと 

欲する に は 弊衣の 故り 破れた る をば 父母 自ら 著し、 若し 好 錦絹帛 なれば、 先づ 其の 

子に 與ふ。 官 私の 急疾に 行來 して 心 を 南北に 傾く るに 至りて は、 子 に 東西に 逐ぅ 

て簪を 頭上に 橫ふ。 旣に 妻婦を 索め て 他の 子女 を娶れ ば、 父 母に は 轉.^ 疎う して 私 

おと ろ 

房の 中に 共に 相語樂 す。 父母 年 高う して 氣カ 衰微 ふれ ど も、 朝 を 終へ 墓に 至る 迄 

來 b て 借問せ す。 或は 復た父 孤に、 母 寡に して 獨.^ 空. 房 を 守る こと 猶ほ 客人の 他 

の 舍に寄 止す るが 如し。 常に 恩愛な く、 復 た 臥 被な くして 犟寒 し、 辛 苦して 飢 羸す 


く。 父母 懷 抱して 和々 として 聲を 弄する に" 笑 を 含みて 未だ ^ は す、 飢 うる 時には 

食を須 つも^に 非 ざれば 哺せ す、 渴 く 時 は 飮を須 つも 母に 非 ざれば 乳せ す、 母 の 飢 

ゑに 中る 時 も、 苦 を吞 みて 甘き を 吐 き、 乾 ける を 推，^ て濕れ るに 就く。 父に 非 ざれ 

む つき 

ば 親しま す、 母 に 非 ざれば 養 はす • 慈^の 兒を養 ふや 闌車を 去 離 すれ ば、 十 指の 甲 

の 中に 子の 不淨を 貧す。 計る に 母の 乳を飮 むこと 各 八 斛四斗 あ 、母 の 恩 を； t 論 

き はまりな  いかん 

する に昊 天と 極 罔し。 嗚呼 慈母 云 何 か 報すべき。 ^し 孝順 慈 孝の 子 あ. o て 能く 

父母の 爲に福 を 作して 經を造 り、 或 は 七月 十五 日の 僧 自恣日 を 以て 能く 佛盤 及び 

盂蘭盆 を 造りて 佛 及び 僧に 獻せ ば、 * を 得る こと 無量に して 能く 父 保の 恩 を 報す。 

若し 復た人 ありて 此の 經を書 5? し、 流 布して 人に 施 し、 受 持し 讀 誦せ ば、 當 に 是の人 

は 能く 父母の 恩 を 報す る を 知るべし。 ハ乂 ゆの 恩 ぞ 何 か 報す ベ 、。• ヌ^ 西 の 隣 里に 

行來 して 井 竈し 碓 磨す るに 至りて は、 時なら すして 家に 還る、 我が 兒の 家中に 啼哭 

むな さわ ざ 

して 我 を 憶 はんと。 母 卽ち心 驚して 兩の乳 流れ出で、 卽ち 我が 兒の 家中に 我 を 憶 

ふと 知 b て 卽ち走 り て 家に 還る。 其の 兒遙 かに 母の * る を 見 て、 或 は闌 車に 在 b 

て 頭を搖 がし 腦を弄 し、 或 は 復た曳 腹して 髓ひ行 き、 鳴 呼し て^に 向 ふ。 母 は 其の 
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る はなし • 是を 以て 沙 門 は獨 にして 雙 なら す、 其 の 志を淸 潔に して 唯 道 をのみ こ 

ヒト リ义 

れ務 む。 此の 明戒を 奉せ ば、 君 とな， 9 て は卽ち 四海 を 保ち 臣 となりて は 卽ち忠 に 

@婆 塞 優 


婆 夷ハ佛 

道 一一 入リ 

タ^ 在家 

ノ 男女。 


して 仁 を 以て 民 を 養 ひ、 父 は 法 明に 子 は 孝 慈 に、 夫 は 信に して 婦は貞 ならん 

う は もく う ほい，  き 

優 婆 塞 優 婆 夷 執行す る こと 是の 如くなら ば、 世 々佛に 逢 ひ、 法 を 見き て佛道 

を 得ん。 佛の說 きた まふ こと 是の 如く なれ ば、 弟 子歡 喜せ b。 

父母 恩重經  。 ； 

あるとき  r しゃ くつ せん 

是の 如く 我 聞け b 、一  時、 佛 王舍 城の 耆闍崛 山の 中に 往 きた まふ。 大 菩薩 * 訶薩 

と聲 聞の 眷屬 と倶 に、 亦 比丘、 比丘尼、 優 婆 塞、 優 婆 夷と 一 切 諸 天の 人民 及び 龍、 鬼神と 

與に 皆來， 9 て集會 し、 一 心に 佛の說 法を聽 き、 尊顔 を 瞻 仰して 目 暫く も 捨てす。 

佛 の 言 ひた ま は く、 人 の 生れて 世に 在る や、 父 母 を 親と 爲す。 父に 非 ざれば 生ま 

す、 母 li 非 ざれば 育 はす。 是を 以て 母胎に 寄託して 懷娠 する こと 十 月、 歲 0 ち 月 充 

ちて 憂愁して 県に 啼く。 生れて 草の 上に 墮っ れば、 父母 養育して 臥せ て 蘭 車に 著 


なからん • 是に 於て 二親 世に 處 して 常に 安し * 壽終 はらば、 魂靈 昇りて 天上に 生 

じ、 諸 佛 と共に 會し て、 法 言 を 聞き て、 道 を 獲、 世 を 度 し、 長 く 苦と 別る ゝを 得ん。 

佛 諸の 沙門に 吿げ たま は く、 世 を覩 るに 孝な くし て、 唯 斯れ 孝と なすの み。 能く 

二親 をして 惡を去 b て 善を爲 し、 五 戒を奉 持し、 三 自歸を 執らし め ば、 朝 に舉 じて お 

に 終る 者 も、 そ の 恩、 親 の 乳 哺の養 無量の 惠ょ b も 重 からん。 若し 三 尊の 至 を 以て 

げク 3 い  もち 

其の 親 を 化する こと 能 はざる 者 は、 孝養 を爲 すと 雖 も 不孝と す。 蘖 妻を以 ふるこ 

. -  ァシキ チン ナ 

とな か れ、 賢 を 遠ざけて 親 まざれば な b。 女 情 多 欲に して 色 を 好みて 倦む ことな 

く ん ば、 孝 に 違， ひ、 親 を 殺し、 國 政荒亂 して 萬 民 流. a せん。 もと 惠 施に 志 し、 戒 を 以て 

自ら 檢 し、 輭 心に して 仁を崇 め、 蒸 々として 德に進 み、 潜 意寂奠 とし て、 學 志 叙 達 す。 

シノプ  n  n  &チ ォチ ッケル 

名 は 諸 天に 動 き、 明 は 賢者に 齊 しき も、 自 ら妻聚 に 穢れば 志 を 女色に 惑 は し、 欲 に ffi 

ォ ホクノ チン ナ 

迷 せん。 妖蠱の 姿態 は 其の 變る こと 萬 端 なれ ば、 薄 智 の 夫、 淺 見の 士は 其の 此の 如 

ァ シキテ ンナ 

,  ひる 一"  ほろ 

くなる を覩 て、 微漸 して 遂に 志 を 廻へ し、 身 を沒 ぼす こと を覺ら す。 彼の 妖媚邪 巧 

シタィ 二  ， 

こと は  よ  を  とろ  - .» 

の 辭に從 りて 或は 親 を危く し、 君 を 殺す。 色 を恡し み、 情 蕩 け、 忿 嫉 し、 怠 慢 し、 散 心し 

B 冥 なれば 行 を 鳥獸に 等く す。 古世よ， 9 この か た、 之 に 由. 9 て 身 殺し 宗を滅 さ > 
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六 三 八 

ぐいん あん  <•- か 

ものな し • 世 尊 告げて 曰く、 未： U 孝と せす • 親顽 闇に して 三 尊に 舉 へす、 兇 虐殘 S 

みだ  aT  いんいつぎ じひ だう たん めんく わ r- らん  *- よ. リ 

にして 濫り に 非理 を竊 み、 外 色に 姹妷 し、 僞辭 非道、 耽 愐荒亂 、正眞 に 違背す る こ と、 兇 

ヒトノ モノ  イツ ハ リノ  n ト パト f プリ サケ 」1 ォ ボレル 

藝斯の 若くなら ば、 子 は當 に極諫 して 以で之 を 啓 悟せ し め、 若 し猶 ほ瞢々 として 悟 

ら やん ば、 卽 ち爲に 開化し て、 譬 を 牽き類 を 引き て、 王 者の 牢獄 諸 囚の刑 

ゐん めい  ^ 

戮 を 示 す ベ し。 曰 く、 斯 に 不軌 を爲 せば 身 衆 毒 を 被ぶ b  、自 ら殯命 を 招. 一 チ 開化 

たま しひ 

き、 命 終 はらば 神 去りて 大山に 槃が れ、 湯 火 萬 毒、 ひ と hs 呼ぶ とも 救 ふ ものな し、 彼 の 

. ヂゴク 

屐惡に 由， 9. て、 斯の重 殃に遭 ふと。 若し 復た 未だ 移らす んば悲 泣啼號 して 絕 えて 

T ク ジ 

飮 食せ ざれ。 親 不明な りと 雖も必 す 恩愛の 痛み を 以て 子の 死なん こと を懼 れん 

猶ほ當 に强く 忍びて 心 を 伏せ 正道 を 崇め しむべし。 若し 親、 志 を遷 さば 佛の 五戒 

を舉 けしむべし。 仁惻 にして 殺さ す、 淸 讓 にして 盜ま す、 貞 潔に して 娃せ す、 信 を 守 

b て 欺か す、 孝 順にして 醉 はす ば、 宗 門の 內卽ち 親 は 慈に して 子 は 孝 に、 夫 は 正しく 

して 婦は貞 に、 九 族 和睦 し、 僕 使 恭順なる ベ く、 潤 澤 遠く 被ぶ りて 含 血 恩 を 受けん。 

ケ モノ ムシ ナド 

十 方の 諸 佛、 天 龍、 鬼神、 有 道 の 君、 忠 平の 臣、 黎庶萬 姓 敬愛せ ざるな く、 祐 けて 之 を 安ん 

せん。 顦 倒の 政 、陵 藝 の 補、 兇 兒、 妖 婦、 千 邪 萬怪ぁ b と 雖 も、 己 を 如何ん ともす る こと 

，ラ f 


理道チ 開陳 シ 

テ善ニ 化ス夂 


第三 印度の 部 附 佛敎議 家の 說  ， 

佛說 孝子 經 

もろ，. \ しゃ もん  . 

佛 諸の 沙門に 問 ひた ま は く、 親 の 子 を 生む や 懷抱十 月、 身 は 重病たり。 臨 生の 日 

，テ シ  -. - 

かわ  ゅづ 

には^の 危く 父の 怖る る こ と、 其 の 情 言 ひ 難し。 旣に 生れた る 後 は、 燥 け る を 推 り 

うる ほ  J 

て濕 へる に 臥す。 精 誠の 至れる や、 血、 化 して 乳と な る。 摩 拭 し、 澡 浴 し、 衣 食 し、 敎 お 

ナ.. テノゴ 匕 ゾ * ギア ラフ  テ シ へ I チビ ク 

れい ろ  7 ん よ  t  さん せき 

し、 師友に 禮賂 し、 長に 舉 貢す。 子の 顔和悅 せば 親 も 亦欣豫 し、 子設 し慘戚 せば 親 

3  p  n ビ  ウレ t 

せう こ  てき ./\ 

の 心 は燋枯 せん。 門 を 出 づれば 愛 念 し、 入 れば之 を 心 懷に存 し、 保 々として 其の 不 

ごと 

善 を 懼る。 親の 恩 此の 若 し、 何 を 以て か 之 を 報 せん。 諸の 沙門 對 へて 曰 く、 唯 當 に 

禮を盡 して 慈心 供養し 以て 親の 恩に 賽ゅ べし。 世 尊 又の たま は く、 子 の 親 を 養 ふ 

ほしい ま  <-  てんがく しゅおん  た © し  めう .K じ やう ふく 

に、 甘 露 百味 を 以て 其の 口 を恣に し、 天 樂衆音 を 以て 其の 耳を娛 まし め、 妙 衣 上服 も 

くわう え- フ  を 

て 其の 身 を 光曜 し、 兩 肩に 荷 負して 四海 を 周流 し、 子 の 年 命 を訖 ふるま で、 以 て 恩 養 

に赛 ゆる を 孝と 謂 ふべき か。 諸の 沙門 曰 く、 唯 孝の 犬なる ものにして 玆に^ ふる 
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謹お 


因 Li 日 本に 於け る 

孝經 啓蒙 (中 江 藤樹) 

孝 經外傳 或 問三卷 (熊 澤蕃 山) 

孝經繁 註 (大鹽 後 素) 

孝 經集傳 (新 井祐 登) 

孝經考 (會澤 安) 

狯 木孝經 (北 尾 蕙齋憲 ) 

新版 飨入 大和 孝經 (著者 未^) 

古文 孝經 正文 (大宰 钝點) 

孝 經知言 (束 條方棻 ) 

孝^ 譯說 (馬 淵會 通) 

古文 孝經國 字解 (西 山元) 

孝^ 刊誤集 解 (中 村 鈥) 

孝 锊參釋 (川 崎 豚) 

孝經 定本 (松 本豐 多) 

今 文孝經 講義 (城 井 赛窣) 


孝 經點註 書の 主なる もの^ 次；.！ 椹げ る- 

孝 經解或 問十卷 (熊 澤蕃 山) 

孝經小 解四卷 (三輪 執齋) 

孝 f 譏 (荻 生 徂徠； * 

古文 孝經 定本 (朝 川 善菴) 

孝經賀 知 窣玫異 (岸 本 勝 敏) 

繪 本孝經 (高 井 蘭 山) 

改正 音^ 古文 孝經 (綽 堂) 

孝^ 鄭氏 解補證 (東條 一 堂) 

神 儒 佛三法 孝 經ロ解 (釋圃 怒) 

經 義裉說 (山 木 北山) 

孝經 見聞 抄 (林道 春) 

孝 經刊誤 集註 (氏 家潁) 

孝 經基釋 (土 屋弘〕 

古文 孝經 講義 (內藤 恥叟、 東條永 胤) 

孝經 講義 (深 井鑑 一 郎) 


孝經小 解ニ卷 (熊 澤蕃 山) 

孝經解 意補義 (佐 藤 一 楚) 

孝 經外傳 (山 崎 闍齋) 

古文 孝經孔 傳參疏 (片山 兼 山) 

孝 經賤が 柱 折 (中衬 正 尊) 

大和 孝經 (著者 未詳) 

古文 孝 捋玫異 二 種 (太宰 本、 淸家 本) 

孝鸫兩 造簡孚 (東條 一 堂) 

孝弒通 (蒔 田 雁 門) 

孝經說 (古 屋麟) 

孝經 講義 (安藤 道) 

古文 孝經 略解 (細 野 栗齋) 

孝 锊發揮 (津坂 孝綽) 

孝經 (岡 本 監輔) 

孝轾 大義 示棻 (大內 露 平) 


次 

(百 六十 九) 朱 升 …… 孝經 旁註 

(百 七十) 余 時英… …孝 經集義 

(H 七十 一 ) 陳炫 ；… 孝經 章句 集 解 

言 七十 二) 朱 鴻 …… 家塾 直 解、 古文 直 解、 

經書孝 語、 質疑 等 ， 

(百 七十 三) 沈淮 ：： 孝 經會通 

(百 七十 四) 潘府 …… 孝經 正誤 

(ほ 七十 五) 蔡復 賞… 編 次孝經 

(百 七十 六) 陳 堯 道、 朱 鼎 材.： 孝 經考註 

(百 七十 七) 孫 本 ：… 孝經解 意釋疑 

(百 七十 八) 虞淳 靂… 孝 經 邇 言、 孝 經 集 靈 

(：白 七 十 九) 韓 世 能… 萬 曆丙戌 進孝經 

W 八十) 江元祚 ：… ： 重訂歷 代孝經 等、 併 
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0 註 

(百 A 十 一) 江 旭奇… ^^己巳 進琉義 

(百 八十 二) 梅 鼎 和… 孝 經疏鈔 

淸 代の 述作 中 主なる もの ^左に 描げ る。 

世宗… ……御 註孝經 

朱轼  孝經註 

阮元  孝 經校勘 記 

阮福  孝 經義疏 

姚舜牧 …… 孝經 疑問 . 

嚴可均 …… 孝 經鄭註 

周 春  孝 經外傳 、中 文孝& 

丁 晏  孝經述 註、 孝 經徵文 

毛奇齡 …… 孝經間 

方 宗義… …孝 經章義 ， 
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(百 四十 四) 李克 孝… 孝 經註義 

(百 四十 五) 朱熹 …… 定 古文 孝經、 刊誤孝 

經 

(百 四十 六) 胡 一 桂… 孝 經傳贊 

(百 四十 七) 黄 幹 …… 孝經本 旨 

(百 四十 八) 項 安世… 孝經說 

(百 五十 九) K 椅古… 孝 經輯註 

(百 五十) 袁廣微 …… 孝 接 講義 

I 百 五十 一) 楊簡 …… 古文 孝經解 

(百 五十二) 王 行 …… 孝經 同異 

(百 五十 三) 袁甫. …： 孝經說 

(百 五十 四) 無名氏… 孝 經直解 

(西 五十 五) 王 俳 …… 獻孝 經解義 

(H 五十六) 程 全 一 …進 孝經解 


六 一一 la 

(ぽ 五十 七) 林 獨秀… 進 孝 經指解 

(百 五十八) 趙湘 …： 進 孝經義 

(百 五十 九) 朱 申 …… 註 古文 孝經 

元 

(百 六十) 吳草廬 …… 校 古今 文孝經 自註 

(百 六十 一) 李 孝 光.： 孝 經義疏 

明 

(百 六十 二) 成祖 …… 孝順 事實 

(百 六十 三) 孫贅 …… 孝 經集善 

(百 六十 四) 王 偉 …… 孝 經集說 

(百 六十 五) 魯 王府… 刊孝經 註疏 

(百 六十 六) 沈 度 …； 孝經 旁註 

(S 六十 七) 章 品 …； 孝經重 定傳註 

(百 六 十 八) 周 木 ：… 新考定 古今 孝經節 


お 十八) 王漸  孝經義 

(：c 十九) 徐孝克 ；… 講疏 

- 周 

& 差 靈孝經 

宋 

(W 廿 一) 太 宗淳化 御 書孝經 

SI 廿 二) 高 宗紹興 御 書孝經 

& 廿三) 蘇彬  孝經疏 

S. 廿四 、邢*  孝 經， 正義 

S 廿五) 司 馬 光 ：：： 古文 孝 經指解 

(百せ 六) 趙克孝 ：.… 孝經傳 

(百廿 七) 任舉古 …； 孝 經講疏 

(百廿 八) 張 元老 ：… 孝經 講義 

(百廿 九) 范祖禹 ：.： 古文 孝經說 
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(百 卅) 呂惠卿  孝經傅 

(百卅 二王 介甫 …… 孝經解 

(百卅 二) 吉觀國 ：… 孝 經新義 、家 滋解義 

(百卅 三) 杜鎬  集 孝 經諸說 

(百 卅 四) 方 逢 M …… 孝輕解 

(百 卅 五) 何 初  孝經解 

(百卅 六) 胡子 實 …… 孝經註 

(百 卅七) 王 文  獻孝經 詳解 

(百卅 八) 林椿酚 ：：： 孝 經全解 

(百卅 九) 沈處厚 ：… 孝經解 

(百 四十) 趙湘  孝經義 

(百 四十 二張師 尹… 孝 經通義 

(百 四十 二) 張 九 成… 孝經解 

(百 ？丄囊 輿 祖… 古 文 孝 經序贊 

六 三 1千 


北 齊 

(九十 六) 李鉉  孝 經義疏 

(九十 七) 賈 公彥. •.：. 孝 經義疏 

(九十 八) 任 希 古 ：：： 孝 經義疏 

隋 

(九十 九) 劉 琴，  稽義 一 篇、 孝 經述義 

五卷 

1^  孝經疏 

f  二 張 仲  孝經義 

(KE 一一) 魏贞克  孝經訓 

(百 三) 明克讓  孝 經義疏 

南 朝 

(百 四) 陳 王元規 …… 孝 經義疏 

北 朝 
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(百 五) 何妥  孝 經義疏 

唐 

(百 六) 玄宗  孝經 註、 石 臺孝經 
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(八十 四) 陳選  孝經註 

(八十 五) 余 息  附 列誤說 

(八十 六 g 宇  孝 經集解 

(八十 七) 柯遷之 …… 考定 古文 

(八 十八) 黄金色 ：：： 編定 古文 

(八十 九) S 栗  孝 經集義 

(九 十) 釣滄子  孝 經管見 

周 

(九十 ニ樊深  孝 經問疑 

(九十 二) 熊 安生 …… 孝 經義疏 

(九十 三蔵 越  孝 經序諭 

(九十 四) 洛範  孝 經蒙求 

(九十 五) 三槐  孝經繹 
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(四十 六) 苟勗  孝 經集解 

(四十 七) 何 承 夭 …：： 孝經註 

(四十 八) 陶淵明 …… 五 等傳贊 

(四十 九) 祁嘉  依 孝 經作ニ 九神經 

(五十) 釋慧林  孝經註 
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(五十 二 陸 澄  孝經註 
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(五十二) 武 帝  孝 經義疏 

(五十 三) 簡文帝 …… 孝經 

(五十 四) 皇侃  孝 經義疏 

(五 十 四) 賀 0  孝經註 

(五十六) 主玄載 …… 孝經註 
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(六十) 蕭 子顯：  孝經敬 愛義 

(六十 一 ) 張 譏  孝經義 

(六十 二) 劉眞簡 ：.：. 孝經說 

(六十 三) 趙景韶 …… 孝經義 

(六十 四) 徐孝克 ..：： 孝經 講義 疏 

(六十 五) 陶弘景 …… 孝 經集說 

(六十 六) 孔^  孝 經講疏 

(六 十七) 張士儒 ：••： 演孝經 

(六十 八) 袁宏  孝經註 
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(六十 九) 陳奇  孝經 註疏 
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(廿 二) 何晏  古文 孝經註 

(廿 三) 劉 邵  古文 孝經註 

(廿 四) 嚴峻  孝 經傳註 
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(三十) 虞 翻  孝經註 
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(卅 二) 文叔遨 …… 孝經註 

f 三) 徐整  孝經註 

(卅 四) 魏 克己 …… 孝 經旁訓 

(卅 五) 袁敬仲 ：… 孝 經集文 

(卅 六) 苟昶  孝 經諸說 

(册 七) 孫昶  孝 經集解 

(愚 八) 范曄  (闕) 

(卅 九) 鄭 志  今 文. 孝經註 

(四 十) 虞 喜  孝 經 註 

(四十 一) 揚泓 …… 孝經註 

(四十 二) 車 胤 …：. 孝經 講義 疏 

(四十 三) 何 約 之.： 孝經 講義 疏 

(四十 四) 孫 氏 …：. 孝經註 

(四十 五) 庾氏 …… 孝經註 
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ん. ゼ i 


六ョ 一 

や。 而 かも 其の 子 は 百計 を 益して 以て 之 を 難す。 嗟乎殘 忍の 已甚 だし き、 人 心 {^ 

くに か ある。 何ぞ 父母 は止汝 一子の みなる を 思 はざる。 汝も 又何ぞ 曾て 幾 父母 

あらん や。 父母 は 旣に獨 子なる を 以て 憐み を爲 す、 豈 人の子た る もの 反って 藶親 

癧  - 

を 以て 念と せ ざらん や。 抑パ乂 母の 汝の病 を 憂 ふる を 思 は い、 汝 何 ぞ獨， 9 父母の 病 

お  に 

を 顧みざる 祧を投 くる ものにすら 尙ほ李 を 報 ゆべ き を、 豈 恩 を 受けて 反って 警 

を 以て 酬いん や。 大道 はもと 是れ庸 常の み。 吿 ぐる も誡 むる も 並に 深刻なる こ 

と 無し。 苟 くも 人心 を存 せば 自ら 此に 至ら じ。 

十 偏惜を 受けて 以て 其の 過ち を隱す 

惜 みて 而 して 日に 偏なる は 父母の 過ちに 馬す るが 似き も、 然 れ ども 宜しく 之 を 

躬に反 みるべし。 君子 は橫 逆の * るに 於て さへ 猶ほ三 

CC  、.、，,、， ハ： ご、，、， ヽ ヽ , ヽ  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o 

親 は^を 生みし 者た る を や" 其の カを竭 すべき は 益-其 

00  9to:、o  2000  0  0000000000000 

へ き は 益 t 其の 心を盡 し、 惜 みの 日に 偏なる を 疑 はすして、 

o、oooooo はんぜん 0000000  な  b 

ば 親の  > も は必 す幡然 たる もの あらん。 仍ほ能 はざる こと 或らん か、 又 當に 自ら 命 

に 安ん すべし。 夫の 天 は 何の 私 かこれ あらむ。 天に は 私な き を、 而 る を 人の み 何 


父 は 外 を 治め て 簿 畫に艱 辛 しぼ は內を 治めて 生育に 苦み 繁し • 年 日に 老いて 

血 氣 « れ 、血 氣飽れ て身軀 弱り、 身軀 弱りて 疾病 多く、 疾病 多くして 藥 W を 需 む。 然 

れ ど も予 は 謂 へら く、 其 の 病 あ b て而 して 藥餌 せんよ は、 未 だ 病ま やして 藥 餌せ 

oooooooooooooooooooooooooooooo 

んに若 か す、 其 の 藥餌を 用 ひて 以て 病の 發れる を 治せん より は、 又 寒暑 を 慎みて 以 

ooooo ふさ oo し ooo  か  あ- フ 

て 病の 源を杜 ぐに 若 かすと。 古の 孝子 は 形な きに 視、 聲 なきに 聽け b 、夫 の 塞 燠の 

ごと  ooooooo しふ 

若き は猶ほ 察し 易しと す。 人の子た る もの は 親の 老を 知る • 老 ゆれば 則ち 性 執 

し 易く して 思 忽 ち 迷す。 其の 寒 燠の 節、 飮 食の 宜に 於け る、 老 人 は 僅に 自ら 一 二に 

主たるべ し。 子 若く は媳は 宜しく 之 を 提携 し、 之 を珍惜 し、 其 の 情 形 を 察して 之 を 

ほう えき 

裒益 せよ。 赤子 を 待つ もの を 以て 老人 を 待た ば 則ち 老人 安ん せん。 若し 徒らに 

へ ラシ マス  >  e 

おろ そか  つまび f- 

之に 任せて 怠 を經 ざれば 疎 虞に せざる もの ある こと 鮮し。 故に 寒 燠を審 かにす 

る は、 病 を審 かにし 藥を審 かにす るよ b 先に あり。 

九 人心 を存 して 以て 其の 德を酬 ゆ 

たの  こと さ  け ふ せい 

世に 獨傳の 子 あ b  、愛 を恃 みて 故ら に 其の 父母 を 挾 制す。 怯 弱の 子 あ り、 病 に 倚 

りて 偏に 其の 父母 を 磨 折す。 親の 溺愛 に 在る も の、 未 だ 其の 愚 を 受けざる は あら 
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六 二  G 


永 養お 怠 

る 子は雞 

ぞし 若 か 


父の 僕^ 

1^ 憐む 


人 

み 

德 

其 

m -〕 


遊し、 家事 を 

の 子の 常 職 

に瀟齓 し、 冬 

0 に. 宿 b  、山 

ゆる を 待た 

奴と する も 

も^: 力 ざ る 

の 家に 老僕 

は 冗 食 を 以 

れ 食 を 安 ん 

を 鰺卹す る 

る を §s  .. さ る 

は ざ る。 


を さ 


殺いて 理 めすして 務めて 宴 樂を爲 す。 生業 を 間へば 而ち 茫然た，^ 

むなし  のこ  き 

を曠 くして 老いた る 親の 深憂 を貽 す。 夏と なれば 則ち 葛 を 衣て 園 

となれば 則ち^ を 披て爐 を 香 閣に擁 し、 而 かも 其の 親 をして 風を餐 

カハゴ 口 モ  -  /  -? 

はつ せう 

パ を 跋渉せ しむ。 是を しも 忍ぶべき か。 人の 雞豕を 養 ふ すら 其の 

. 猶ほ烹 るべ し。 是の 若き 子 は 則ち 其の 父 を 父と せす して 其の 父 

、其の 父 を 奴と して 而 して 子 は猶ほ 雞豕の 口腹に 供 ふるに 足る に 

り。 則ち 亦 何 を 貴うて か 之 を 生みて 之 を 養へ る。 嗟乎予 嘗て 世 

b  、以て 之 を 僕視せ ざ る を 見た り。 曰 く  r 爾 は 吾が 父の 舊人 なり。 

自ら 嫌から すと し て、 諸 僕の 役々 たると 同じく する MJ なかれ。 爾 

て 爾の餘 年 を 終 へ よ」 と。 嗟 乎 父の 僕 をす ら猶ほ 父の 恩 を 推し て 

る を、 我 を 生みし 父に して 而 かも 其の 勞氣不 安、 德 門の 老僕の 如く 

• 則ち 誠に 人世の 異變 なる かな。 人の子た る もの 何ぞ 一た び 之 を 


八 塞煥 を審， ^て 以て 其の 疾を 防ぐ 


かも 猶ほ餘 b あれば 寧ろ 其の 狎朋昵 友 を遨へ て 之に 食 はせ て、 而 

食 ふ を 得ざる に 至る。 乎、 嗟 乎、 人の 心 は 喪 滅し盡 しぬ。 或は 予 

きを 疑 ふ もの は而ち 其の 予の 目撃して 心 傷 し、 旁 觀 して 髮指す る 

る ものな りノ 予豈謗 を 規に寓 せんや。 

. 七 勤めて 勞に 服して 以て 其の 體を 適に す 

凡そ 人の 少壯な る、 未 だ勞 せす して 能く 業 を 成す もの は あら ざ 

ち 勤めに 倦む。 人の 老いて 嗣乏 くして 勞 する を ば、 路 ゆく 人 すら 

若し 父母 旣に子 を 生み 有て る に、 而 かも 猶ほ其 をして 勞せ しむる 

等 し。 人 の 子た る もの は必 す先づ 其の 心 を 逸 かにして、 而る 後に 其 

あら かじ 

べし。 事 は 巨細と なく 預め經 營を爲 して 布置 し、 吾 が 親 をして 其 

な く、 而か も 併せて 其の 力 を 用 ふるに 及ば ざら しめよ。 一 事 を 問 

に 成り、 數事を 問 へば 而ち數 事 悉く 備る。 卽し 父母 好みて 蚤 起 を 

O  OOOOOOOCOCOOOOOOOOOOO 

を爲さ ば、 月 夕、 花 朝、 陶 情 詩 酒の みに 非ざる 無き のみ。 

乃ち 不孝の 徒は祇 己の 逸 かならん こと をのみ 圖 り、 親 の 勞を惜 


し 

力 

所 


父 ゆ は竟に 

の已 甚だし 

る を 知ら ざ 


，老 ゆれば 則 

これ を憐む 

の 子 な き と 

やすら 

を 逸 かにす 

を 用 ふる 所 

而ち 一事 已 

o  o  o  o  o 

_ 好みて 遲眠 


むな くして 終日 
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^母の 子 

ざる 叨以 


兄弟分 養 

の 不孝 


,  六 1 1< 

父母に 在 b て は、 子 媳と犊 する を M し，. o せざる もの あ. 其の 心に 曰へ らく、 「孝 

は强 ふべ からざる な， 9。 吾 は 老人 なれば， 寧ん ぞ 口腹の 故 を 以て 現々 然として 食 

を 東 郭に乞 ふが ごとく な ら ん や」 と。 子媳 と較 する こと を敢て せ ざ る もの あり。 

i り あ ュ 

其の 心に 曰 へ らく、 「吾 は 老人な b  、龍 鐘た る朽 物な， 5。 之と 較 して 彼 勉めて 從 はん 

こ * ろ  まさ  うら 

か、 意 に 且に靈 み を 含まん とす。 之と 較 して 彼從は ざらん か、 又 其の 慍 b を增 すの 

^  •  -,  &:  »  »  oooooooooooooooooooo 

み 寧ろ 較 する こと 母から ん」 と 鳴 呼人の 子に して 父母 をして 與に較 する を 脣 
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しとせ ざら しむる は、 巳 に 禽獸の 中に 入れるな b  、與 に較 する を敢て せ ざ る に 至 つ 

て は、 豈 禽獸 にだ も 若かざる ものに 非す や。 

尤も 不孝なる もの あり。 或は 兄弟と 分ち 養 ひて 竟に 一 餐を加 ふる を 以て 貧黎 

となし、 一 a を 多ぐ すを逾 限と なす。 嘉殽ぁ b 、珍 * あれば 己 之 を 食 ひ、 妻 之 を 食 ひ、 

子 之 を 食 ひ て、 而 して 獨り 父母 は 食 ふ を 得す。 更に 己 は 寧ろ 食 はすして 盡く 妻子 

を して 之 を 食 はしめ て、 而 して 父母 は 食 ふ を 得ざる なり。 甚だしき は 己 之 を 食 ひ •* 

妻と 子と 之 を 食 ひ、 而 して 其の 餘カ をば 寧ろ 妻の 父母に 獻じ て、 而 して 父母 は 食 ふ 

を 得ざる に 至る。 甚だしき は rg 之 を 食 ひ、 妻 と 子と 之 を 食 ひ、 妻 の 父母 之 を 食 ひ、 而 


孝養の 時 

1^11 るな 


風樹 の憾 

み 


して. S 鬮 せざる 一 共爲子 之睇 

而 已矣。 

富 な も 一 ざろ も 一 (孟子) 


賤 なる 者 も 亦 宜しく 力 を竭 して 職に 供すべし。 豈漠と 

ベ けんや。 然れ ども 天下 富貴なる もの は少 くし て、 甚 だ 

おも  さつ ゆ  〇 o 

の 多し。 試みに 曰へ、 桑楡晚 景、 光 陰 幾何 か あると。 若し 

t クレ 

COOOOO  oooooooooooooooooo 

て而る 後に 豊かに せんとせ ば， 恐 らく は 老親は 待つ に 及 

承歡 すべし。 然 かも 中心 卒に 多く 慽みを 抱く。 世人 獨 

3  C! コ パル 

を 钸 る。 吾が 家 貧 一 之 なりと 曰 は ざれ ば、 卽 ち 孝養に 期 あ 

を さ  いま 

と 欲すれ ども 風箏 まら す、 子 養 はんと 欲すれ ども 親 在 さ 

動く と雖 も、 之 を悔 ゆる こと 晚し。 終 天の 恨み 寧で か自 

墓に は 宿 草 あ り、 杯 酒、 議 顯 僅 かに 故事 を存 する も、 一 滴 何 

ま-: i  oooooooooooo 

此 の 言 良に 味 ふべき な、 り。 何の 世の 人 か 父母 を 養 ふこ 

oooooooooooooooooo  と 

す し て、 而 して 反って 以て 苦と 爲すも のぞ。 財 利めば 則 

0 み、 親 に 膳 すれば 則ち 惟 漸く 減 せんこと を 思 ふ。 半ば 

は. 妻 の 言 を聽 く。 臀音顏 色の 間、 厭 はざる に似て 厭 ひ、 怒 ら ざるに 似て 怒 り、 怨 み ざ 

るに 似て 怨 める もの あり。 其の 親の 實に堪 へ 難き 所な，^。 
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必す しも 富貴た るを俟 ち 

o  o  o  o 

ば ざ らむ。 菽水と 雖も亦 

マメ， ヅ 

り 此の 一節 に、 毎 に 多く 詞 

と 云 ふ。 榭靜 かなら む 

いるに 至る に 及び て、 良 心 

ら释か む。 音 容 旣に邀 ,、 

、、、、/»、、、、 

ぞ ^ て 九 M に 氣 ら む て ふ 

OOCOOOOOOOO 

と を 得る を 以て 幸と 爲 さ 

ち 其の 日" に 增 さん こと を 

は 己が 意よ， 9 出で て 半ば 


贫 


糸 


六 一 六 

oooooooooooooooooooo 

を 傷む と は何ぞ や。 情の 堪へ難 き、 之 を 他人よ，^ 受く るすら 且つ 甘ん せ じ、 矧 ん や 

其の 子よ hN する を や。 之 を 忍びて 之を容 ると は何ぞ や。 蓋し 彼 巳に 之 を 生みた 

れ ば、 亦 事の 如何と もすべき もの 莫 ければ なり。 是に 於て か 或は I を 顧みて は 嗟 

、、、、、、、、、、、、、、そ-、、、、、、、、、、、、 r  、、ヽ 、、、 

きを 興 し、 或 は 風に 臨みて は 淚を灑 ぎ、 憂 懷. 解 くると き莫 く、 病 ひ は卽ち 之に 隨ふ。 

嗟 乎、 人 の 未だ 子 を 生ま ざ る、 子 を 期つ 心 日に 切なり。 子旣に 生まれ たり、 抑； 又 長 せ 

oooooooooooooooooooo 

り。 百年の 歲月も 多き こと 無し。 而るを 有限の 精神 を以 て、 無 窮の鬱 抑 を 耗らす 

oooooo  oooooooooooooooooo  ^  L 

劬勞 をば 旣に之 を 前に 竭し て、 愁 苦 をば 又 之 を 後に 續く。 是れ子 を 生む は 適 I 以て 

累を 及す に 足るな り。 吁。 

六 善く 奉 養して 以て 其の 身 を 安ん す 

人の子の 身 は 皆 父母の 遺體な b 、豈 財 利も囊 中の 私物た らん や。 若し 徒に 費え 

せう すゐ  た , 

を惜 みて 甘 皆 0 ふ あ b  、親 の顏 をして 顦顇 せしめん か、 心 に 於て 忍びん や。 故に 特 

も 

に 自ら 奉す る こと 豐 かにして 親に 舉 する こと 儉なる を 不孝と なすの みなら す、 卽 

ooooooooooooooooooooooooooooooooo 

し 自ら 舉 する こと 儉 にして 親に 奉す る こと もまた 儉 ならば 均しく 不孝な b  {ぉ 

f つくれく  、，  |  B_s? 奴 曰 威、 

« なる もの は 宜しく 躬親づ から 侍 奉す ベ く、 專 ら臧 獲に 委 すべ から ャ貧 1 婢日 獲。 

シ モ ベ  (揚^. } 


つ 匪 類と 往来し て、 每 に 不測の ー禍に 罹る。 是 かる 不孝の 由 は 多く は擇 交を愼 まざ 

モト 

るに 因るな り。 予 故に 曰 ふ、 孝 恩を盡 さんと 欲せば 當に 交友 を 慎むべし と" 

五 婉容を 動かして 以て 其の 歡びを 得 

人の子た る もの は、 豈 に 惟に 功名 富贵 の氣 をのみ 之 を 其の 親に 加 ふべ から ざ ら 

000000,000000000 〇o 

ん や、 卽 ち道德 文章の 槪も亦 之 を 己に 形 はし 難し。 蓋し 父 母の 前に は 宜しく^に 

孺 慕すべし。 是れ卽 て 赤子の 心なる ぞゃ。 * 子 は 「色 難 し」 と いふ を 註し て E  く、 「孝 

子の 深 愛 ある もの は必す 和氣ぁ り、 和 氣 ある もの は 必す偸 色 あ b  、愉 色 ある もの は 

必 す婉容 あり」 と。 親に つか ふる 際 惟 色 をのみ 難しと なす。 今の 人 は 愁容、 怒容、 德 

色、 傲 色、 狂 態、 鄙 態、 頑 狀、 蠢狀、 唐突 抵觸 して 各 其の 時 を 以て 紛 へて 父 咏の侧 に 形 は ,t 

しゅん  はら 

^かも 一 たび 其の 妻妾 子女 を 見れ ば、 轉 臉の間 に、 雲 霧 を 撥 ひて 靑天を 観る が 如し。 

其の 和ぐ こと を覺 えす して お のづ から 和 ぎ、 其 の 偸ぶ こと を覺 えす して お のづ か 

しと や  あ , 

ら 偸 び、 其 の婉 かなる を覺 えす してお のづ から 婉 かなり。 嗞 嘻 異 しい 哉。 此れ 豈 

賦性の 惡 にして 其の 咎 天に 在る か、 抑 t 習 俗の 淌 にして 人心 日に 喪 ふ もの か。 

ooooooooo  ooooooooooooo 

夫れ 父母の 之 を 受 く る、 之 を慯 まざる に は 非 す、 但 賠 忍 して 之 を 容 る、 の み。 之 
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六 一 四 


夫婦 相勸 

めて 孝道 

^勵め 

男子の 貴 

最も 重し 


oooooooo 

まく ま U^F り 


交遊の 感 

化 


近世の 人 

の 誤れる 

交友 


痛めん。 吾 願 はく は 天下の 子媳 たる も の、 夫 は 其の 婦 を 

oo  ooo  ooooooooooooooo  ®©®© 

て、 互 に相勉 it して 以て 孝道 を 全うせん こと を。 而 して 其 

蓋し 婦女 は 未だ 嘗て 書を讀 まざれ ば、 爲 す 所 暴 戾矜躁 に 

1 日に して 數 t 見 は れ ん も、 唯 男子 機に 因りて 訓誨 して 大體 

の戾を 消磨す る あ り、 至 誠 以て 其の 心 を 感動す る あら ば、 惮 

漸く 孝に 歸 せん。 予 故に 曰 ふ、 孝 は當に 妻子 を訓 ふる を以 

四 交遊 を 慎みて 以て 其の 盧りを 免る 

麗澤の 益を收 め て、 比 匪の 慯を 防ぐ に 在る 所以な り。 善人 

孝 を 言 ひ、 弟 と 弟と 涕 をい ひ、 善 あれば 相勸 め、 過 あれば 相規 


益-切に 心 

o  o  o  o 

夫 を勸め 

子 重- ( 

の氣 或は 

氣 以て 其 

も 亦當に 

交遊 は 

子と 子と 

しまり  のり  みち ないがしろ  な 

れば 則ち 檢を 敗り 閑を踰 え、 偷 を 蔑に し 節 を 喪 ふこと 爲さ .3- る 罔し- 

oco  oooooooo  は •> か  この 

倫 常 を 講習す る 所以な り。 近 世、 正 人 を嚴 憚りて 樂 みて 邪 佞と 交 は 

もて 群 を 成す。 博 变、 飮 酒、 迷 戀、 烟 花に 非ざる は 無し。 或は 無益の こ 

いまし 

專ら侈 靡を務 め、 其 の 財 帛を耗 らし 其の 身 家 を 敗る。 父母 之 を訓む 

之を責 むれ ども 改め す、 以 て 暮景の 蕭條を 致し て 、慰 み を 合み て釋く 


o  o  o  o  o  o 

勸 め、 婦 は 其の 

の責は 尤も 男 

し て、 鄙 吝窒滯 

を 知らし め、 正 

婦に遭 ふと 雖 

てきと す と。 


と 居れば 則ち 

す。 惡 人と 居 

o  o  o 

故 に 朋友 は 

b  、類 もて 聚ま 

と を作爲 して 

れ ども 從 はす、 

こと 莫し。 Bj 


子^ 育て 

て 知る 親 

の A 


情^ 以て 

情^ 揆る 


ら ば、 是 れ其ゅ 心を猻 虎に して 其^ 性 を 蛇蝎に する なれ。 

今 不孝の 者. を 執りて 與に 語ケて nl く、 「汝 夫婦の 汝が子 を 愛する や 甚だし。 汝は 

す る か、 抑 I 其の 成 立 を s おはす して 之 を 愛する か。 


其の 成立 を獎 ひて 而 して 之 を 0 

汝は 其の 孝子た らんこと を^み 

を 愛する か。 如 し 其 の 成 立 を 望 

ooooooo も o〇o  ooo 

るに 汝が 子異日 設 し大 不孝と な. 

凡そ 人 は、 我 今日の 子 を 愛する. こ 

せし こと も 亦！： ig の 如くな b し を 

g ば、 卽 ち 父 ゆの 昔 曰、 我 が 今 日 の 

まこと 

天 a に 求 だ發 見せざる もの は あ 

〇ooo お & へら 00003  C500 

れ ども 予以爲 く 天地 は 逸に して 

o 〇 はな は o  ooo〇〇〇〇〇o 

恩 德尤： u 之に 過ぎた^と なす。 

を 全 う し、 遣 孤を撫 して 凝 辛を歷 

を 得 ば、 彼 を し て 老 景 を 娛むべ か 
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て 之 を 愛す る か、 抑 I 其の 

み、 其 の考 子た らんこと 

ooooooo  ooo 

ら ば、 汝 の 心 能く 恨む る 

と是の 如くな る を 知ら 

知 、我 の 今 E 、子 の 異 日 

不孝 を懼れ しこと を 知 

ら ざ るな り。 夫れ 父母 

oooooooooo 

ハ乂 ゅは勞 し、 天 地 は泛に 

S に 孀母ぁ b 、靑 年に し 

ャモメ 

0 し、 千 磨 を 受けて 他 志 

らし めん こと を 期す る 


孝子た る を ますして 之 

を ^ みて 之 を 愛する に、 而 

ooooooo 

ことな からむ か」 と。 故 に 

ば、 卽 ち父毋 昔日の 我 を 愛 

の 不孝 を懼 る、 こと を 知 

る。 情 を 以て 情を揆 るに、 

の 恩 は 天地と 並べり。 然 

oooo  o  o  ooooo 

して 父母 は 切なれ ば、 其 の 

て 節 を 守 り、 皓 首にして 貞 

ち 力  た •> 

なき を 矢 ふ は、 止 子の 長 成 

のみ。 子 如し 不孝なら ば 

六  一 0 


は 高大な 


ふ • 玀り 己の 身 軀を惜 

軀をも 借， 5 て而 して 妻 

は、 則 ち必ゃ 妻 を 是 と し 

る も、 猶 ほ必ゃ 妻 を 信じ 

o  o  o  o  o  o 

を怨 む。 堂上の 千 言 は 

000000  o〇oo 

を 以て 妻に 殉し て、 併 せ 

か 父母 憂欝 すれ ども 顧 

るな り。 設し其 6 妻に 

お  あ 

て 措く ところな し。 嗟 

、、、、、、 、ヽ、 r 

其れ 易々 にして、 而 して 

試みに 思ペ、 身 は 何く 

t< いく  oo〇〇〇〇 〇〇 

鞠 靑敎訓 の 恩、 髮 を 數 ふ 

oooooo  oooo 

宗 傳を接 ぎ、 下 は 支 派 を 

c  o  o  o  o  o 〇 

に 非ざる は 無し。 ^し 


六 二 1 

まやして 唯 妻の 快 意 を 求む るの みなら 卞、 兼 ねて 父母の 身 

の 歡心を 得ん と 欲す。 其の 或は 妻と 父母と 合 は  ざ る と き 

て 父母 を 非と す。 卽し妻 其の 非を顯 露して 明かに 禮に悖 

て 無心の 過ちと なし て、 而 して 親の 過ちて 其の 罪に 入る、 

oooooooooooo  oooooooooo  oo 

枕邊の ー訴に 如かざる な b。 嗟 乎 人 は 下 と 雖も旣 に 身 

OOOOCOOOOOOOOOOOOOOO 

てハ乂  を 以て 妻に 殉 せんと す、 是 れ 何の 心 ぞ や。 是 に 於 て 

み ，父 母 忿怒 すれ ども 顧み す、 父 母 疾病 すれ ども 亦 顧み ざ 

しか 


して 是に 一 つ あらん か、 則 ち 首を疾 ましめ 額を蹙 め、 徬 徨 し 

， 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 ごと ヽ 

々衾 枕の 愛の 其の 人の 天性の 愛を楚 ふこ と、 何 ぞ是の 若く 

慘 酷 竟 に 斯に 至る や。 

從ケ * れ るか を。 懷胎 乳哺ょ b 以て 長大に 迄る ま でパ乂 母 

oooooo  o〇oo〇ooooo〇oo〇oo〇〇 

る も遨き 難し。 父母に 在ケて 子の ために 媳を娶 る は、 上 は 

oooooooooo  0  0000000  0  oooooo 

延べ、 之に 兼ぬ るに 孝養 を暮 年に 待 ち、 悲 思 を 身 後に 留 むる 

it- つ 

子 M た る も の、 唯 S ら私暱 をのみ 圖，^ て 倫 常を顥 みざる あ 


に 孝 

衰ば 

ふ 妻 


以て 親 を 九 原に 慰むべし。 乃ち 世に は 兄弟の 富贵 なる を 見て 忌 み、 兄 弟の 贫闲た 

m  i ヂ 

る を 見で 喜ぶ 者な b>。 各 門 u; を 立て ゝ 其の 隙 を 伺うて 訐發 する 者 あり。 各黨羽 

T パク 

を 立て、 其の 危 きに 乘 じて 攻撃す る もの あ り。 寧ろ 其の 奴 錄を曲 護して 怨み を 

同胞に 賈ふ. 者 あ 他人 を 以て 密 友と 爲 して 兄弟 を視る こと 寇 ，の 如 く、 流 言 を 

布 散し、 戈 を 同室に 操る。 嗟 乎 父母の 心、 能く 恫む こと 無 からん や。 故に 孝 を^さ 

んには 必ゃ當 に 兄弟 を 和すべし。 

三 妻子に 訓 へて 以て 其の 憂 を 解く 

夬婦 相愛す る は 人の 常 情なり。 乃ち 世に は 不孝の もの あ b  、其 の宋 だ娶ら ざる 

に當 b て は、 猶 ほ 稍-人心 を 具 ふる も、 一旦 婚を 成せば 遂に 昏迷 溺愛 を 致す。 妻の 言 

は 金石な b  、親 の 言 は草芥 なり。 其の 妻 を視る ゃ錦繡 珠玉の 珍しがる に 足 b  、其 の 

親 を. 視るゃ 豺狼虎 豹の 畏るゝ に 足るな b。 其の 妻 を 視るゃ 天帝 菩薩の 敬 ふに 足 

b  、其 の 親 を視る ゃ奴隸 犬馬の 賤 むに 足るな り。 妻の 愛する 所 は 卽ち之 を 愛 し、 妻 

r  つぶさ 

の 憎む 所 は 卽ち之 を 憎む。 妻の 以て 樂 みとす る もの は 急ぎて 曲に 其の 樂みを 全 

うせん 所以 を 思 ひ、 妻 の 以て 憂と なす もの は 急ぎて 曲に 其の 憂 を 解かん 所以 を 思 
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不孝 者 は 

本心^ 失 

へ る もの 


兄弟の 友 

愛 


不 友卽不 

孝 


六 一 o 

ooooo  ooooooooooooooooooooooooooo  oo 

抑 ，阿ぞ 易き。 而るを 況んゃ 天性の 間に は、 本 より 人の 知る こと を 求めす し て、 切 々 


焉と して 隹 自ら 之 を盡 して 賺れ b とする 者 ある を や。 

然らば 則ち 人の 不孝なる は、 自 ら 其の 本心 を 失 ふに 因る の み、 豈 に 嘗て 生れな が 

&0000000000000000000 

ら にして 不孝なる もの あらん や。 如し 果して 能く 自ら 其の 固有の 天性 を 全うし 

oooooo  0000000  0  00  0  00000000000000 うれ ooo 

て、 而 して 實に 其の 孝を盡 さば、 則ち 父母 は 自ら 生 人の 樂 みあり て、 悒欝の 傷 ひ 無 か 

らん。 されば こ そ、 人 は、 天下 唯 孝の み 至りて 難しと 謂へ ど、 予は、 天下 唯 孝の み 至.^ 

て 易しと 謂 ふなれ。 

二 兄弟 を 和げ て 以て 其の 心 を 慰む 

あ ひ よめ 

兄弟の 間 は 多く は 財 帛の爭 競に 因りて 傷 殘を致 し、 或 は妯 娌の睦 しから ざるに 

よ  000000000 こ， ろ 0 ます，/ \ うれ o 

緣 りて 忿怒 を 生す。 兄弟 不和 なれば 親の 懷は 滋 I 慼ふ。 君子 は 當に物 利 を 以て 輕 

*- や, だい 

しとな し、 人 倫 を 以て 重し となす ベ く、 尤 も 偏に 枕席の 鄙 言 を聽 きて 而 して 手足の 

ooooooooooooooooooooooooo 

至 性 を傷丄 ベから す。 友 恭各盡 して 怡然 蕩然 たら ば、 父 母の 之 を 顧みて 喜ぶ こと 

知るべきな り。 若し 牆に鬩 ぎて 變 あら ば、 定 めて 庭 幃の心 を I らん。 是れ不 友に 

してやが て 不孝な り。 或は 不幸に して 父母に 背かれな ば、 益； 當に 互に 相愛 敬して 


孝 は 行 ひ 

易し 


为 具の ー艮 

ひ 


人 は、 天下 唯 孝の み 至 b て 難しと 

何 を 以て か然 かいふ。 天下の 事に 

る を、 而 るを學 びて 能く し、 學 びて 知 

ooo  ooooo@®@©  000 

素よ b 具 はる 所の 良知 良能に して、 

す や。 天下の 事 は 我と 疎き もの あ 

しきもの を も、 而 かも 我の 之 を 尊ば 

之に 酬 ゆるに 恩德を 以てせん £ を 

oooooo  ooooooooo 

親しくして 而 して 之 を 親 み、 本 よ り 

oooooo  ooooooooo 

して 之 を恩德 とする も の、 何 の 難き 

我 は 我が 心 を盡す J ある も、 而 か も. 

らす と。 則ち 人の 鼓舞して 而 して 

oooooo  ooooooooo 

は 則ち 我が カを竭 し、 心 を盡 して 而 

oooooo  ooooooooo 

を 慕 ひ、 感 激して 之を稱 歎して 曰く、 

o なら ooooo め OOOOOO0 

を 傚 ひ、 朝 廷 之を徵 し、 自 ら己 を盡し 
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謂 へ ど、 予 は、 天下 唯 孝 

は 我の 本より 能くせ 


o  o  o 

のみ 至 


す、 本 よ 

ら むは 則ち 難し。 孝. の 若き 

o  o  o 

る 所な 

親 ま 力 

なき も 


ooooooooo 

孩提の 童 も 同じく す 


る を、 而 かも 我の 之 を 

ん To を 欲 し、 我 に 恩 德 

欲する は 則ち 難し。 父母の 

oooooooooooo 

尊く して 而 して 之 を 尊 び、 本 

oooooo 

ことか あらむ。 天下の 事 は 

まさ 

人 は 曰 ふ、 是れ 彼の 應に爲 す 

興起 せんる を 欲する は 難し 

oooooooooooo 

して 天下の 人 皆 之を稱 し、 之 

oooooooooooo 

是れ 及ぶ ベ からざる な りと 

ooooooooo  00 

て而 して 人に 食 報す。 其の 


o  o  o  o 

りて 易しと 謂 ふ。 

り 知らざる こ と あ 

o〇 oooooo 

は 則ち 天性と して 

り。 夫れ 豈易か ら 

To を 欲 し、 我 よ b ぉ7 

の を も、 而 かも 我の 

ごと o  o  o  o  o  o  o 

若き は 則ち 本より 

oooooooo 

より 還德 ありて 而 

我 は 我が 力 を ® し、 

ベ き 所、 稱 する に 足 

o  o  o  o 

，こ爲 す。 孝の 若き 

oooooooo 

を 仰 ぎ、 之 を 愛 し、 之 

o  o  o  o  o  o  o 

„ 是 に 於 て 鄕黨之 

oooooooo 

鼓！！ 與 起す る こと 

六 〇 九 


諳女 曰く、 婦遨 

終身 以て 之 を 行 は 

と ぎん 

や 塗 山 を 以て し、 其 

し、 其の 滅ぶ や 姐. 己 

W を 以てせ，^' 此 

C び き、 而 る を况ん 

を や。 故に 申 生の 

是に 由つ て 之 を a 

る もの も 亦 之 あ hs- 

し、 兩 卿 を 走らせ、 一 

を 破る。 旰畏 るべ 


の 善なる こと は 敬んで 命 を 聞き 

ん、 敢 て 問 ふ、 古 にも 亦不 令の 婦ぁ 

の 滅ぶゃ 妹 喜 を 以てせり。 殷の 

たい じん 

を 以てせ， 9。 周の 興る や 太 任 を 

の 三代の 王 は 皆 婦人 を 以て 天下 

や 諸侯に 於て を や、 況 んゃ 卿大决 

びんく わい  ひま 

u は禍驪 女に 由 り、 愍 懷の廢 は 釁 

れ ば、 婦 人に して 家 を 起す もの も 

陳御叔 の 妻 夏 氏に 至って は、 三 

國を 喪へ b  、蓋 し惡の 極な， 9。 夫 

きかな。 若し 善道 を 行 は^-則ち 


六 〇 八 

ぬ、 小 子 不敏 なれ ども 願 はく は 


hy し 


力 


大家 曰 


興る や^! 莘氏を 以て 

以 て し、 其 の滅 ぶゃ褒 

を 失 ひ、 身 は 死し 國は 


夏の 興る 

妹 喜 ハ桀ノ 

寵姬、 妞已 

ハ紂ノ 

褒似 ハ 幽王 

ノ寵 娘。 


於 て を や、 況 んゃ庶 人に 於て 

您懐ハ 惠帝ノ 太子 

一一 シ テ謝 淑姬ノ 出、 


南風 ハ帝ノ 后ニシ 

テ 太子 チ m ス o 


南風よ， 9 起れ，^ 

之 あ り、 家 に 禍 す 

夫 を 殺し 二 子 を戮 し、 一 君を弑 

れ 一 女子の 身 を 以て 六 家の 產 

此に 及ば じ。 


敎孝編  淸姚廷 傑 

1、 天性 を 全うして 以て 其の 生 を樂む 


母. 儀 章 第 十七 

大家 曰く、 夫れ 人の 母た る ものの 其の 禮を 明かに する や、 之 を 和ぐ るに 恩愛 を 

すなよ 

以 て し、 之 を 示す に 嚴毅を 以て し 、動 けば 而ち禮 に 合 ひ、 言 へば 必ゃ經 あ， 9。 男子 六 

歳に なれば 之に 數と方 名と を敎 へ、 七歲 にして 男女 席 を 同じく せ す、 食 を 共に せ す、 

八^に なれば 之に 習 はすに 小學を 以て し、 十 歲 になれば 從 はしむ るに 師を 以てす 

出づ るに は必 す吿 げ、 反 れ ば 必 す 面 し、 遊 ぶ 所 は 必す常 あ り、 習 ふ 所 は 必す業 あ り、 居 

るに 奥に 主たら や、 坐 する に 席に 中せ す、 行 くに 道に 中せ や、 立 つに 門に 中せ す、. E き 

ち し  も 

に 登ら す、 深 きに 臨ま す、 苟 く も 訾 ら す、 苟 くも 笑 は す、 私 財 を 有た や、 立 てば 必す方 を 

正 し、 耳 は傾聽 せす。 男女 をして 別 ありて 嫌 を 遠 ざ け、 疑 を 避 け、 巾 櫛 を 同じく せ ざ 

らしむ。 女子 七歲 になれば 之に 敎 ふるに 四德を 以てす。 其れ 母 儀の 遨は 此の 如 

し。 皇甫士 安の 叔母 言 へ る こと あ り、 曰 く、 孟 母三徙 して 以 つて 人と 成る を敎 へ、 肉 

を 買 ひて 以 つて 信を存 する を敎 ふ、 居 ると ころ 隣 を 卜せざる は、 汝 をして 魯魏 なら 

なん； i-  よき  6 

しむる の甚 しきな りと。 詩に 云 く、 爾 の 子 を敎誨 して、 穀を 式って 之に^ しめよ 

擧惡章 第 十八 

第二 篇 孝道に 關 する 論 說  六 Q 七 


.  六 〇 六 

諸侯に 諍臣 あれば 無道な と雖も 其の 國を失 は す、 大 夫に 諍臣 あれば 無 造な りと 

雖も 其の 家 を 失 は や、 士 に 諍 友 あれば 則ち 令名に 離れ す、 父 に 諍 子 あれば 則ち 不義 

に陷ら す、 夫 に 諍 妻 あれば 則ち 非道に 入らす。 是を 以て 衞女 は. 齊 の桓 公を矯 りて 

淫 樂を聽 かざらし め、 齊 姜は晋 の 文 公 を 遣 はして 霸業を 成さし めき。 故に 夫 非道 

はかりごと 

なれば 則ち 之を諫 む。 夫の 令に 從ふ は、 又 焉んぞ 賢た る を 得ん や。 詩に 云 く、 猷 の 

未だ 遠から ざ る、 是 を 用って 大いに 諫 むと。 

胎敎章 第 十六 

大家 曰く、 人 は 五常の 理を 受けて 生 る、 し かも 性 習 あ り、 善 に感 やれば 善くな り、 

•  i ら 

惡に感 すれば 惡 しくな る、 胎 養に 在りと 雖も 豈に敎 無から んゃ。 古 は 婦人 子 を： 》 

かたよ  かた そ は  、さ 

む や、 寢 ぬるに 側ら や、 坐 する に邊せ す、 立 つに 跛せ す、 邪 * を 食 は す、 左 道 を 履 ま や翦 

イタ ンノ ミチ 

く  二と 正しから ざれば 食 は や、 席 正しから ざれば 坐せ す、 目 には惡 色を視 す、 耳 に は 

0 聲を聽 か す、 口 に は 傲 言 を 出さ す、 手 に は 邪 器 を 執ら す、 夜 は 則ち 經書 を誦 じ、 朝 は 

則ち 禮樂 を講 せ， 9。 其の 生まる ゝ子ゃ 形容 端正、 才德 人に 過ぐ。 其の 胎敎ゃ 此の 

M  ノ。 


の 子 之 を 和す と。 

廣揚名 章 第 十四 

大家 曰く、 女子の 父母に 事 ふるや 孝な K 故 に 忠 

•  あ ひ よめ 

る ゃ義な b  、故に 順 を 娣姒に 移すべく、 家に 居る ゃ理 

是を 以て 行 は內に 成り て、 名 は 後世に 立つ。 

諫諍章 第 十五 

諸 女 曰く、 夫の 廉負 孝義 にして、 姑に 事へ、 夫 を 敬 

ち 命 を 聞き ぬ、 敢 て 問 ふ、 婦 の 夫の 令に 從ふは 賢と 謂 

む 力 し 

の 言 ぞ や、 是 れ 何の 言 ぞゃ。 昔 者 周の 宣 王晚く 朝せ 

巷に 待ちし か ば、 宣 王 之が 爲に 夙に 興き ぬ， 漢の成 帝 は 班 婕妤に 同漦を 命せ しに、 

婕妤 は辭し て、 妾 は 三代の 明 王に は 皆 資臣ぁ て 側に 在 しを閡 きつれ ど も、 嬖 女 

と 同乗せ し を 聞かす と 曰 ひし か ば、 成 帝 は 之が 爲に容 を 改めぬ。 楚の莊 王 は遊畋 

に 耽りし に、 樊 女 乃ち 野 味 を 食 は ざ b しか ば、 莊 王 これに 感じて 之が 爲に獵 を罷め 

ぬ。 是に由 りて 之 を觀れ ば、 夭 子に 諍臣 あれば 無道な りと 雖も 其の 天下 を 失 はす、 

0^0 孝道に 闢 する 論說  六 OS 


を 舅姑に 移すべく、 姊 妹に 事 ふ 

なり、 故に 理を 六親に 聞 ふ べし 

ひ、 名 を揚 ぐる ことの 若き は 則 

ふべき か。 大家 曰く、 是れ何 

し に、 姜 后簪 珥を脫 して 罪 を 永 

カン ザシ ダマ 


し、 燭 なければ 則ち 止む。 兄弟 を 送る に は 閾を踰 えす。 此れ 婦 

其れ 之 を 念 へ。 

廣守信 章 第 十三 

天の 道 を 立つ、 曰く 陰と陽 と、 地 の 邋を立 つ、 m  く柔 と剛と • 陰 

に し て、 男 女 夫婦 は 人 偷の始 な 故 に 乾坤 变泰 誰か 能く 之 を 間 

て 夫 は 天 なれば 二 を廢 する. も 不可な， 9。 然 らば 刖ち 丈夫 は 百 

ちゃう こん  さい i-.J 

志な り， 男に は 重婚の 義 あれ ど も、 女 に は 再醮の 文な し。 是を 

o せき  は xf 

て 蔡人誡 を 作 り、 匪 石 歡を爲 して 衞主慚 を 知りき。 昔 楚の昭 王 

漸臺に S めし に、 江 水 暴かに 至りぬ。 王 約 すら く、 夫 人を迎 ふる 

てす と.' 使者 倉卒に 遂に 請 はすして 行く。 姜氏曰 く、 妾 閬け り- 

を 犯さ や、 勇 士は 其の 死 を 畏れす と、 妾 は 去ら やん ば必す 死なん 

ども 符 なければ 敢て約 を 犯さ す、 行 らば 必す 生く と雖 も、 信 な く 

守 b て 死す るに 如か やと。 會 I 使者 還 b て符を 取れ ば、 則 ち 水 高 

其の 信 を 守る こと ft の 如し。 汝 其れ 之を勉 めよ。 易に 曰く、  m 


六 〇 四 

人の 要 造な. り。 汝 


腸 剛柔は 夭 地の 始 

せん。 婦は 地に し 

行に して、 婦人の 一 

以て 芣苡歌 を 興し 

出で て 遊 び、 姜 氏 を 

には必 す 符合 を以 

みち 

^女 は義 として 約 

こと を 知れり、 然れ 

して 生く る は、 義 を 

ま. o て臺 浸しぬ。 

鳴いて 陰に 在 b 、其 


さか 

ば 則ち 乖ふ。 三つの 者 除かれす ば 和 す 

爲 す • 

五 刑 章 第 十 一 

大家 曰く、 五 刑の 屬 三千 あれ ど も、 而 

七 出の 狀には 其の 首に 標す。 貞 順、 正 直 

に 通せ ャ、 目 に 色を狗 めす 耳に 聲を 留め 

の敎 なり。 汝 其れ 之 を 行へ。 詩に 云く 

儀 を是れ 力む と。 

廣耍遨 章 第 十二 

あ.. 6 よめつ か  9 

大家 曰く、 女子の 舅姑に 事 ふるに は カを竭 して 禮を盡 し、 娣 姒に奉 ふるに は 心 

を 傾けて 義を罄 し、 諸 孤を撫 はるに は 仁 を 以て し、 君 子 を 佐く るに は智を 以てす。 

娣姒 との 言 は 信 に、 賓 侶に 對 する 容は敬 に、 財 に 臨みて は 廐に 取 b  、與 讓は苟 くも 得 

る こと をせ す、 動 くに は 必す方 あ b 、負 順にして 勤勞 に、 其 の 荒 怠 を勉ま し、 然 る 後に 

言 語 を 慎 み、 嗜 慾 を 省く， 門 を 出づれ ば必す 其の 面 を 掩蔽 し、 夜 行く に は燭を 以て 

第二 鴛 孝 逍に關 する 論魏  六 o 一一  一 


る こと 琴瑟の 如しと 雖も 猶ほ婦 たらす と 

れ ども 罪 は 妬 忌より 大 なる は 莫し • 故に 

なさ 

、和柔 にして 妬む ことな く、 幽 閨を a めて 外 

す、 耳 目 の 欲、 其 の 事に 越えざる は、 蓋 し 聖人 

のっと 

、分 儀 令色 小心 S 々た り、 古 訓に 是れ式 b  、威 


六 on 

愛 を 妨げら れ、 妾 の 寵を奪 はれん こと を 知れ ど も、 然 かも 敢て私 を 以て &を蔽 はで 

王の 多く 見、 博 く 聞かん こと を 欲すれば なり。 今、 虞 丘 子 は 相に 居る こと 十 年なる 

に、 薦 むる 所 は 其の 子孫に 非 ざれば 則ち 宗族 昆 弟の み、 未 だ 嘗て 賢 を 進めて 不肖 を 

退けし こと を 聞か す、 賢 なりと 謂 ふべ けんや。， 王 以て 之 を 告げぬ。 虞 丘 子 爲す所 

を 知ら や、 乃 ち 避けて 露 寢に舍 して、 人 をして 孫叔 敖を迎 へしめ て 之 を 進め、 遂に 立 

ャク ショ 

てゝ. g と爲 しぬ。 夫れ 一 言の 智を 以て 詰 侯 敢て兵 を 窺 は す、 終 に 其の 圃に霸 た b 

さか 

しは樊 女の 力な b。 詩に 云 く、 人 を 得る もの は昌 え、 人 を 失 ふ もの は. D ぶ と、 又 曰 く， 

こと は や はら  かふ 

辭の輯 げるは 人の 洽 なりと。 

紀德行 章 第 十 

し ？い  よくく わん キ- L 

大家 曰く、 女子の. 夫に. 事 ふる や、 纘 笄 して 朝 するとき は 君臣の 嚴ぁ り、 沃 盥 饋 食 

力 ミツ 、 ミカ ゥガィ 

するとき は 父子の 敬お り、 報 反して 行 ふとき は 兄弟の 遨ぁ b  、期 を 受けて 必す 誠に 

か  を さ 

するとき は 朋友の 信 あ ，9、 言 行玷 くる 無き とき は 家を理 むる 度 あり。 五者備 はり 

て-然る 後に 能く 夫に 事 ふ 上に て驕ら す、 下 とな， 5 て亂ら や、 醜 に 在りて 爭は 

ォホ キ 

あや " 

や。 上に 居. て 驕れば 則ち 殆 く、 下 と爲 し 戴れば 則ち 辱めら れ" 醜 に 在 h> て 爭へ 


や 君子に 於て を や。 故に 人の 愤心を 得て 以て 其の 親に^ ふ。 夫れ 然り、 故に 生き 

て は 則ち 親 之 を 安んじ、^ れば 則ち 鬼 之 を 享く。 是を 以て 九族 和平 しぼ 菲生 せ • す、 

禍亂 作ら や。 故に 淑女の 孝 を 以て 上下 を 治む る や 此の 如し。 詩に 云 く、 您 ら す、 忘 

れ 卞、 舊 章に 率 ひ 由る と。 

賢明 章 第 九 

諳女 曰く、 敢て問 ふ、 婦 人の 德は 以て 智に加 ふるものな きか 太 家 0  く、 人 は 

f  i  、  かたど  , .  よ 

天地に 肖 り、 陰 を 負うて 陽 を 抱 き、 聰 明 賢哲の 性 あ り、 之 を 習へ ば 利から ざるな し、 而 

る を 況んゃ 心 を 用 ふるに 於て を や。 昔、 楚 の莊 王朝より 晏く しけれ ば、 焚 女 進んで 

曰 ひける や う、 W ぞ朝を 罷 むる ことの 晚き や、 倦 むこと なき を 得る かと。 王 曰 く、 今 

は 賢 者と 樂を 言 へ b  、日 の 晚るゝ をも覺 えす と。 焚 女の 曰 ひける は、 敢 て 問 ふ、 R 者 

と は 誰ぞ。 曰 く、 虞 丘 子な り。 樊女は ロを掩 うて 笑 ひぬ。 王 ffi しみて 之 を 問へば、 

對 へて 曰 ぐ、 虞 丘 子 は 賢 は 則ち S な b  、然 かも 未だ 忠 ならざる な hN。 妾 は 事に 後宫 

メ  、-.  *  \  r  つかさど - i  ...  、 

に 充てら る、 を 得 て、 湯 沐 を 尙 ，c /巾 櫛 を 執 り、 掃 除に 備 はる こと 十 有 一 年、 妾 は 乃ち 

九 女 を 進めぬ。 今 は 妾よ b 賢 なる もの 二 人、 妾 と 同列なる もの 七 人 あ り、 妾 は 妾の 

第二 篇 孝道に 閼 する 論說  六 〇 1 


諸 女 曰く、 甚 

古 は 女子の 

な り、 地 の義な 

に 細 お、 地 の 利 

るに 汎愛 を以 

は籽 を與. し、 之 

せ ば、 君 子 は 和 

に S 哲 し、 以 て 

大家， 曰く、 

るを況 んゃ娣 

治む る もの は 

くわん しん 

慷^ 3. を 得て 以 
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三才 章 第 七 

しい 哉 夫の 大 なるや。 大家 曰く、 夫 は 天な h  、務 めざる 可 けんや * 

でて 嫁ぐ を歸と 曰へ り。 天 を 移して 夫に 事 ふ、 其の 義 遠し。 天-の 經 

t< の 行なり。 天地の 性に して 面して 人 は是れ 之に 則る。 天の 明 

まも 

に 因 b  、防 ぎ 閑， 9, て 鱧 を 執 ケ、 以 て 家 を 成す. べし。 然る 後 之に 先ん す 

て せ ば、 君 子 は 其の 孝 慈 を 忘 れ す、 之 に陳 ぶる に 德義を 以てせ ば、 君 子 

に 先ん する に 敬讓を 以てせ ば、 君子 は爭 はす、 之 を 導く に 禮樂を 以て 

あきらか 

0 し、 之 に 示す に 好惡を 以てせ ば、 君 子 は禁を 知る。 詩に 曰 く、 旣 に 明 

其の 身 を 保ん すと。 

孝 治 章 第 八 

古 者 淑女の 孝 を 以て 九族 を 治む る や、 敢 て卑 幼の 妾 を， たも 遺れ す、 而 


姪に 於て を や。 故に 六親の 懷心を 得て 以て 其の 舅姑に 事 ふ。 家 を 

3d  n ビ 

敢 て 雞犬 を； たも 侮 ら す、 而 る を 況んゃ 小人に 於て を や。 故に 上下の 

ね や  を さ 

て 其の 夫に 事 ふ • 闔を理 むる もの は敢て 左右に 失 は す、 而 る を沉ん 


なし。 人の 知ら ざらん こと を 欲せば 爲す ことなき に 若く はなし • 人の 傳 ふる 勿 

からん こと を 欲せば 行 ふこと なきに 若く. はなし。 三者 備 は，^ て 然る 後 能く 其の 

祭祀 を 守 る、 蓋 し 邦 君の 孝な り。 詩に 云 ふ、 于に以 つて 蘩を采 る、 沼 に a に、 于に以 つ 

て 之 を 用 ふ、 公 侯の 事に と。 

庶人章 第五 

婦たる 遨は義 と 利と を 分 ち、 人 を 先にし 己 を 後に して 以て 舅姑に 事へ、 紡镜し 裳 

衣し 社賦 し蒸獻 す、 此 れ庶 人の 妻の 孝な り。 詩に 云 く、 婦 は 公事 無 し、 其 の蠶 讖 を 休 

くせ よ U 

事 舅姑 章 第 六 

女子の 舅姑に 事 ふる や、 敬 ふこと 父と 同じ く、 愛 する こ. と啄と 同じう す。 之 を 守 

み  てあら くちす 4 

る もの は義な り、 之 を 執る もの は禮な り。 雞 初めて 鳴けば 咸な盥 ひ、 漱 ぎ 衣服して 

以て 朝す。 冬は溫 かに し、 夏 は凊 しく し、 昏 に 定めて 晨に 省みる。 敬 以て 內を 直く 

みち 

し、 義 以 て 外. を 方に す。 禮信 立ち て而 して 後 行 < は る。 . 詩に 云 く、 女 子 行 あ b 、兄 弟 父 

母に 遠ざかる と。 

第二 篇 孝道に 關 する 論 說  五 九九 


玉 九 < 

后妃 章 第二， 

. くわん しょ りん し 

大家 曰く、 關睢 麟趾は 后妃の 德 にし て、 薆 ひ は 賢 を 進む るに あ b 、其 の 色に 淫せ 

す、 朝 夕 思念して 憂 ひ 勤む るに 至 り、 德 敎 百姓に 加 は り、 四 海 U 刑と な る、 蓋 し 后妃の 

孝な り。 詩に 云 く、 鐘 を宫に 鼓せば 聲は 外に 聞 ゆと。 

夫人 章 第三 

つ >ま や  つまびら か 

^きに 居りて 能く 約 か に、 位 を 守 b て 私 無く、 其 の 勤 勞を審 にし、 其 の 視聽を 明か 

にす。 詩 書の 府は 以て 之 を 習 ふべ く、 禮 樂の道 は 以て 之 を 行 ふべ し。 故に 賢なる 

こ と 無くして 名の 昌んな る をば 是を積 殃と謂 ひ、 德小 にして 位大な る をば 是を ®l 

害 と 謂 ふ、 豈 誡 めざらん や。 靜 かなる に ゅ專 に、 勸 くに は 直 に、 其 の 儀 を 失 は す、 然 る 

に 後に 能く 其の 子孫 を 和ら げ、 其 の 宗廟 を 保 つ、 蓋 し 夫人の 孝な り。 易に 曰 く、 邪 を 

閉ぢて 其の 誠 を存せ ば、 德 博く して 化すと。 

邦 君 章 第 四 

禮敎の 法服に あら ざれば 敢て服 す、 詩 書の 法 言 に 非 ざれば 敢て I ^はす、 信義の 德 

行に 非 ざれば 欣て行 はや。 人の 聞か ざらん こと を 欲せば 言 ふこと なきに 若く は 


に 足らす と雖 も、 亦 以て M 庭を少 補すべし。 輙 ち茯^ せ す、 敢 て 兹に聞 達す-。 

輕 しく 屛 ® に 觸れ、 伏して 罪戾を 待つ。 妾 鄭氏誠 惶誠恐 死罪 死罪。 謹言 • 


開 宗明義 章 第 一 

-曹 大家 間 居し、 諸 女 侍 坐す。 大家 曰く、 

s 十 讓 恭儉 思に 婦道 を盡 し、 賢 明多智 にして 

け b やと。 諸 女 位 を 退きて 辭 して 曰く、 

の餘 論に 接せ す、 曷 んぞ 以て 之 を 聞く を 得 

つまびら か 

聚 め、 問 ひて 以て 之 を 辯に し、 多 く 聞きて 疑 


昔者聖 帝の 二 女 孝遨ぁ b  、撝 讷 に 降 卩 て 


堯/ 二 女， 

舜 ノ后ト 

ナ i， 


能く 其の 言 を聽 き、 其の 事 を 行へ、 吾 汝の爲 

人倫 を 厚く し、 鬼 神 を 動か し、 禽 獸を感 せし 

に 行 ひ、 其 の勞を 施さ や、 其 の 善 を 伐ら ャ、 和 

以て # な かるべし。 書 に 云 く、 孝 な る 乎、 惟 

な り。 

第二 篇 孝道に 閼 する 論^  五 丸 七 


人の 難 を 免れた， 9 き、 汝 之 を 間 

女子の 愆昧な る、 未 だ 嘗て 大人 

ん。 大家の 曰く、 夫れ 學 びて 以て 之 を 

は しき を闕か ば、 以 て 人の 宗 たる 可 し、 汝 

に 之を陳 べん。 夫れ 孝 は 天地に 廣 がり、 

む。 恭 にして 禮に近 く、 三 たび 思うて 後 

柔 、成 順、 仁 明、 孝 慈に じて 德 行成る あらば、 

れ孝 なれば 兄弟に 友し と は、 此 を 謂 へ る 


六 

妾 聞く、 天地の 性 は 剛柔を 貴び、 夫婦の道 は 禮義を 重ん すと。 ； 仁義 鱧 智信は 

是を 五常と 謂 ひ、 五常の 敎は 其の 來る £ 遠し" 總 ベて 主たる もの は實に 孝に 

在る か。 夫れ 孝 は 鬼神 を感 せしめ、 天地 を 動か し、 精 神 至り 貫きて 達せざる 所 

無し。 蓋し 夫婦の道 は 人倫の 始 なる を以 て、 其 の 得失 を考 ふる は 細務に 非ぎ 

あら は  力う.^ ん  \ " 

るな り。 易 に、 乾 坤を 著せば 則ち 陰陽の 制 別 あ り、 禮 に、 羔 臈を標 すれ は 則ち 伉 

儷 の 事、 實 に陳 す。 妾 や 先聖の 垂 言 を 覽、 前 賢の 行事 を 観る 毎に 未だ 嘗て 躬を 

はるか  ふ 

撫 して 三 復 し、 歎 息す る こと 之 を 久しう して、 緬に餘 芳を想 ひ、 遺 蹤躅 むべ しと 

欲せ すん ば あらす。 妾が 姪 女 特に 天恩 を 蒙 b  、策 せられて 永 王の 妃た b。 少 

きょ bi- is に ひ し を 以て、 未-た 詩 禮を嫻 はす、 &*誥 に 至りて は 事に 觸れ て牆 

かさ 

に 面す。 夙夜に 憂惶 し戰懼 交 t 集 る。 今戒 むる に婦 たる 道 を 以て し、 申 ぬ る に 

.& を 執る 禮を 以て し、 並 せて 經史の 正義 を 述べ、 復た 浮詞を 載す る ことなし。 

總 じて 一十 八 章、 谷 篇 目と 爲 し、 名 づけて 女 孝 經と曰 ふ • 上 は 皇后に 至 b  、下 は 

庶民に 及ぶ ま で、 孝 を 行 はすして 名 を 成し、 もの は尜だ 之を閬 かざるな h つ 

妾 は敢て 自ら 專ら にせ す、 因 ，9 て曹 大家 を 以て 主と なす。 之 を 厳 石に 3 むる 


光 あらしむ • 今の 人 は然ら す、 無用の 費 を 豊かに して、 而 して 顦 親の 廬に嗇 み 以て 

妄. o に 自ら 誑き て、 以 て 自ら 勉 むる こと を 學ばゃ • 不孝 焉 よ. ^大 なる は 莫し" 

くわ 4-C ん 

三年の 喪 は 中より 出づ る ものな り，  に强 ふるに 非ざる な 其の 心の 莞 ^を 

ガマ ムシ & タケ ムシ B 

安ん せざる に 因るな b  、故 に 土 を 枕に し 苫に寢 ぬ。 其の  >ひ の 吧厚を 甘ん ゆざる に 

ト マ 

因るな り、 故 に 粟 を 啜 ，9、 水 を飮 む。 其の 佚樂に 忍びざる に 因るな り、 故 に 外 次に 居 

る。 樂を 聞かざる こ と、 豈 禮を 制して 爲 ざらん や、 情 の 止む こと 能 は ざれば な， 9" 

今の 世の ひと 能く 喪す る もの 寡し。 飲食 起居 平時の 如く、 談笑 容服 更變 する 所な 

し。 古の 民を戮 する と、 天 下の 俗 を 正しう せんと 欲する と、 こ れを 此に始 むる に 4}} 

すして 夫れ 安ん ぞ 始まらん。 (孝經 大全 癸 集) 

女孝經  唐鄒  氏 

進 女 孝經表 

. 唐朝 散 郞陳邈 i 鄭， 氏 上 
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五 九 四 

曰く、 夫れ 孝 は 夭の 經 なり、 地の 義な り、 民の 行なり と。 

〇  • 

道 書に 曰 く、 孝 誠の 至 は 神明に a じ、 四 海に 光る。 感 あれば 心す 應 あ，^ 善く 父 

母に 事 ふるの 致す 所な り。 

敎孝誡 俗  明 方 孝 儒 

いのちな が 

孝子の 親 を 愛する や、 至 ら やとい ふこと なし。 生ける とき は 其の 壽 からん こと 

を 欲 し、 凡 そ 以て 生 を 養 ふべき もの 皆 心を盡 す。 死 するとき は 其の 傳は らんこと 

を 欲し て、 凡 そ 後世に 昭揚 すべき もの は復た 敢て忽 にせ や。 養 ふこと 及ばざる こ 

しな 

と ある を ば、 之 を 其の 親 を 死し むと い ひ、 沒 して 遨を傳 へざる を ば、 之 を 其の 親 を 物 

にす と 謂 ふ。 斯の 二つの 者 は 罪な り、 之 を 物にする は 尤も 罪な り。 是を 以て 孝子 

は德を 修め 行 を 修め て、 令 聞 を 以て 祖考に 加 へ、 職 を 守， 9 功 を 立て 、、顯 號を 以て 祖 

考に遺 b  、其 の 善 を 稱げて 之 を 人に 屬 して 之 を薦譽 し、 久 し， >  して 忘れ す、 遠 く し て 


則ち 犬馬よ b 別 ち、 释 は 則ち 舉身七 多。 二 に、 養 ふとき は 其の 樂を致 すと は、 儒 は 則 

ち 聲を怡 ばし め、 氣を下 し、 溫 淸定 省す る 等なる が 故 に、 枕 を 扇 ぎ、 蓆 を溫 むる の 流 あ 

り、 释 は 則ち 信 毀 を 節 量 し、 衣 鉢 を分戚 する 等なる が 故 に、 肉 を 割 き、 饑 に充 つるの 類 

あ も。 三 に、 病 むと き は 則ち 其の 憂 を 致す と は、 儒 の 中に は、 文 帝の 先 づ湯藥 を 嘗め、 

武 王の 冠 帶を脫 がざる が 如 き、 释 の 中には、 太子の 肉 を 以て 藥と爲 し、 高 僧の 身を以 

て而 して 澹 ふが 如し。 四 に、 喪 に は 則ち 其の 哀を 致す と は、 儒 には武 丁の (： い は ざ る- 

子皐の 血に 泣ける あ り、 釋 に は 目 連の 大ぃ に 叫べ る、 調 御の 棺を舁 ける あり。 五に、 

祭る ときには 則ち 其の 嚴を 致す と は、 儒 に は 笋を薦 むる の 流 あ b  、釋 に は 飯 を餉く 

るの 類 あり。 祭の 法 を 立て 、神霊に 敬 事せ しむ。 神霊と は 則ち 父母の 識性 にし 

て、 祖 考の 常に 存 する を顯 はすに 足れり。 旣に 形は滅 すれ ど も、 而 かも 神 は 滅せざ 

る を、 豈 形 を 厚く して 而 かも 神 を 薄く せんや。 

〇 

羿嵩は 原 敎孝論 を 作， 9 て 曰 く、 天 地 は 孝と 理 を JS じ く し、 鬼 神 は 孝と 靈を 同じく 

す。 故に 天地 鬼神 は 不孝 を 以て 求む ベから す。 詐孝を 以て 欺く ベから す。 故に 

第二 篇 孝道に 關 する 論 說  五 九 三 


六 九 二 

き は 則ち 屢 I 嘆 を 致す， 若 乃 天性の 二字 は闡發 尤も 明な 謂 へら く、 學 は 以て 其 

の 性 を 涵養 す、 性 は學に 由って 有する にあらざる なり。 又 王 中 之 論 叙に 於て 獨り 

焉を詳 にす。 其の 曰 く、 孝 經は 聖賢の 格 言 大訓 なりと * 又 曰 く、 孝 は 百行の 原、 萬 善 

の 本、 其の 道 は 孝經の 一 書に 備 はれり と • 此の 經を表 章す る こと 此の 如し。 故に 

禮樂 明に 備は b 、敎 化 大いに 行 は れ、 上 下 咸く和 ぎ、 年 穀 屢 I 豊 かに、 道に は 遺ち たる を 

も 拾 は や、 人 は爭訟 する こと 無 く、 海 外の 諸 夷 命 を 受けて 王と なる もの 三十 餘國な 

諡 して 至孝と 曰へ る は、 殆 ど 通せざる 所な きの 謂なる か • . 

〇 

黄 省 曾 曰く、 夫れ 孝經は 天地 を彌 括し、 道德 を樞領 す、 六 藝 の貫歸 にして、 百 王の 

^範 なり. 仲 尼 風 象 を 唐 虞に 遡りて、 而 して 精 蘊を 曾參に 吐け り。 生 民の 理は玆 

に 越えす。 

圭 峰 宗 密 f4 師曰 く、 混沌に 始ま b 、天地に 塞が b 、人 神に 通 じ、 貴 賤を 貫き、 儒释皆 

之を宗 とする も の、 其 れ唯 孝道の み。 一 に、 居 ると き は 則ち 其の 敬 を 致す と は、 儒 は 


と 成ら じと. 後 稍. - 其の 誤 を 疑 ふと 雖 も、 而 かも 首章に 於て は 則ち 斷 じて 以て 經の 

文と な し、 卒 の 章に 于ては 則ち 賛 して 以て 精妙と な し、 紀 孝 行、 五 刑、 成 應 等の^ に 於 

て は 則ち 並に 以て 格 言 となして、 未だ 嘗て 尊信し て、 之 を 表 章せ ざん ば あらす。 其 

の 屛山遺 帖に跋 して 云 く、 老 大 にして 成る ことな く、 以 て 仰ぎて 當 日付授 の^に 副 

ふこと 有る 能 はや. 此の 愧恨を 抱き て、 每 に 念 ふ に、 以 て 先生に 地下に 見 ゆる こと 

なし。 今や 病 已にカ だし、 何の 復 する 所ぞと 云へ え. 其の 晚 年の 悔 深い かな。 

〇 

明の 成祖文 皇帝 孝 を 以て 天下 を 治め、 孝順 事實 一 書 を 見 はす • 夭の 經、 地の 義、 民 

の 行の 旨 をば 黄 香に 于て 之を發 し、 身 體髮 膚敢て 毀傷せ ざるの 旨 をば 范宣に 於て 

き は  き は  • 』  ， 

之を發 し、 疾 むと き は 其の 憂 を 致 め、 喪 に は 其の 哀を 致む るの 旨 をば 張稷に 於て 之 

を 發 し、 生 ける に は 愛敬 を 事と し、 死 せる に は 哀戚を 事と する の 旨 をば 孝 肅に于 て 

之を發 し、 身 を 立 て、 道 を 行 ひ、 名 を 揚 げ、 親 を顯 はすの 旨 をば 曰 知 永 叔に于 て 之を發 

し、 親 に 事へ て 孝 あ り、 故 に忠 をば 君に 移す ぺ しの 旨 をば 玄 皡、 九 齡、 高 登に 于て之 を 

發 し、 孝 を德の 本と する に 至りて は、 則 ち 四た び 意 を 見せり。 孝の 神明に 通す ると 

第 11 篇 孝道に 閼す る論說  £ 九 1 


- 人の 行な， 9 と。 孝 は心體 


五 九 o 

延篤 曰く、 人の 孝 ある は 、猶 ほ 四體の 心腹 あ b  、枝 葉の 本极 あるが ごとし。 聖人 

は 之 を 知れる 故に 曰 く、 夫 れ孝は 夭の 經 なり、 地の 義 な り、 

根本 を 以て 先と なす。 

〇 

屛山 先生 曰く、 孝子の 心 は 萬 盧倶に 忘られ て、 唯 一 の 

通す る 所 は、 門 な く、 旁 な く、 天 地に 塞が り、 四 海に 撗は りて 

こと 莫し。 昔の 人 は 塚を發 きて 夢 通 じ、 指 を 齧み て心勸 

の 中に ありて 影響す るが 如き もの あ b て、 鬼 神 の 秘、 禽 魚 

で、 皆 感 格すべし。 譎 異に 非ざる なり。 敬 心旣に 純に し 

し て、 兢 々肅々 の 中に 躍如たり。 此れ 至孝の 士、 行 は 外に 

以な， 9。  f 子の 孝 や 身 を 立て 名を揚 ぐて ふ 唯 この 一 節 

ふこと 兹に 在る のみ * 

朱 子 幼に して 孝 經を讀 み、 手 づから 題して 曰 く、 若 し 此の 如くなら やん ば. 便ち 人 


敬 念の み。 念 の 劉 子翬ノ づ 

ト、 朱子ノ 

其の 紀極を 知る 師 ナリ。 

きし ものな り.。 其の 知覺 

の微、 草木の 無知に 至る ま 

て、 大本 發 露し、 虛明洞 遠に 

成 b て、 性 は內に 修まる 所 

を ば、 年 日 服膺し て、 茲 を 念 


の 內は唯 大麥を 食す る こと 日に 三 溢の み。 尊 位に 居る に 及び て、 卽 ち鍾 山に 大変 

敬 寺 を 造れり。 帝 孝經を 註す • 國士、 博士 蕭子顕 、表して 制 旨 孝 經助敎 一 人、 生 十 人 

を 置 き、 專 ら 帝が 行 ふ 所の 孝 經の義 に 通す。 四方の 郡國 學に趨 b  、風 に 嚮 き、 京 師 に 

雲集す。 大同 七 年に 詔して 曰 く、 天 の 道 を 用 ひ、 地の利 を 分つ は、 蓋 し 先聖の 格訓な 

り。 凡 そ 是の田 桑、 廢 宅沒 入の も の、 公 創の 外 は 悉く 以て 貧民に 分 給 し、 皆 其の 能 < 

する 所 を 量りて 以て 分 田 を 受けし めんと。 南郊に 祀れ ば、 忽 ち 異香を 聞 き、 風 に 隨 

つて 三た び 至る。 神 を 迎へ畢 るに 及び て、 神 光 ありて 壇上に 圓滿 す。 朱 紫 黄白。 

食 頃に して 乃ち 滅ぶ。 駕 して 建 陵に 謁する に 紫雲 あ b て 陵 上 を 蔭へ， o- し が、 食 頃 

にして 乃ち 散 じぬ。 帝 は 陵 を 望みて 涕を 流せし が、 霜 ひし 草 は 皆 色を變 へぬ。 陵 

の 傍に 枯泉 あ， 9 しが、 是に 至りて 水流れ 出で、 香 潔 掬すべし。 又 嘗て 朝 服して 太廟 

に 入， 9 拜 伏悲感 すと 夢み て、 延 務殿 にて 之を說 きぬ。 何 敬容對 へて 曰 く、 臣 聞く 孝 

悌の至 は 神明に 通卞 と。 陛下の 性、 天 と 通せる が 故に 感應斯 に 至れるな りと • 上 

極めて 之 を然， 9 と し、 便 ち拜 陵の 議 ありき。 

〇 

第二 篇 孝道に 搠 する 論說  五八 九 


虞 

淳 


五八 八 

曾 子 曰 く、 孝 子の 言 ふこと は 開く ベ きこと を爲す は、 遠 を悅ぶ 所以な り • 行 は 見 

るべき こと を爲す は、 近 を悅ぶ 所以な り。 親近して 遠に 附 する は 孝子の 道な り。 

已 上の 數節は 其の 文 未だ 盡く 純なら すと 灘. も、 其 の 事 未だ 遨く 信す ベから すと 雖も、 姑く 

之^ 存 して 以^ 参考に 備ふ。 (江 元 Is 


〇 

したが 

說苑に 曰く、 昔者舜 孝道 を盡 せば、 天下 之に 化し、 蠻夷率 ひ 服し ぬ。 北の かた 渠 

搜を發 き、 南 のかた 交 趾を撫 せ ば、 義 を 慕 はざる はな か りき。 麟鳳 は郊に 在りき。 

故に 孔子 曰 く、 孝 弟の 至 は 神明に 通じ、 四海に 光る と は舜の 謂な b と。 

〇 

梁 武帝は 生 知 純 孝の 人なら。 六 歳の 時 母 U せし が、 水 漿だも 口に 入らざる こ 1 

1 二日。 父の 憂 を 聞く. に 及びて は、 道 を 倍して 星の 如くに 馳す。 形容 消 毀せ り。 服 


孝 經集靈 (拔萃 ) 


b。 孔子 之 を 聞きて 曰 く、 舜 の 瞽瞍に 事 ふる や、 之 を 使 はんと 欲すれ ば、 未 だ 嘗 て 個 

もと 

に 在ら ざり しこと な く、 索 めて 之 を 殺さん とすれ ば、 未 だ笞 て祷 ベから や。 故に 

瞍は不 父の 罪 を 犯さす し て、 而 して 舜も 亦^々 の 孝 を 失 は ざり き。 曾 子の 曰 く、 參 

が罪大 なり。  . 

曾 子、 鄭 に往 かんと 欲して 勝 母 里に 至りて、 車を旋 して 返れり。 

曾 子、 仲 尼に 從 ひて 楚 にあ りしと き、 心 勸 きぬ。 母に 問へ ば 、母 の 曰 く、 之 を 思 ひて 

嘗て 指を& めり と。 孔子 之 を 開きて 曰 く、 參 が 至誠な る、 精 萬 里に 感 す。 

曾 子の 後 母 之 を 遇する こと 恩な かりし か ど， 而 かも 供養 衰へ ざり き。 

曾 子 曰 く、 子 養 はん ど 欲すれ ども 而 かも 親 待お す。 木靜 ならん と 欲すれ ども 而 

かも 風 止ます。 是の 故に 牛を椎 ちて 墓 を 祭らん より は、 雞 豚 もて 親の 存 せる を 待 

つに 如かす。 故に 吾 嘗て 齊に 事へ て 吏た る や、 祿 は 鐘 釜に 過ぎ ざれ ど も、 尙 ほ欣々 

およ 

として 喜べ， 9 し は、 其 の 親に 逮ぶ を樂 みて なり。 旣に沒 して 後、 吾 嘗て 南の 方楚に 

遊 ぶ や、 轉 穀百乘 なち し も、 猶 ほ 北に 嚮 ひて 泣ける は、 吾 が 親に 逮 ばざる を 悲しみて 

なり。 故に 家 貧に して 親 老い ぬれば 官を擇 ばす して 仕 ふ。 
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五八 六 

曾 子 問うて 曰 く、 喪 吸を廢 ぎて 以て 饋奠 のこと に與 るべき や。 孔子 曰 く、 衰 を 說 

モ フタ 

ぎて 奠に與 る は禮に 非ざる なり。 以て 擯相 する は 可な り。 

維 附  - 

齊は曾 子を聘 して 卿たら しめんと しけれ ど も、 而 かも 就かす して 曰 く、 吾 が 父 ^ 

老いぬ • 人の 祿を食 ふとき は 則ち 人の 事 を 憂 ふ • 故に 吾 は 親 を 遠け て而 して 人 

の 役と なる に 忍び や。 

曾 子の 孔子に 事 ふる こと 十餘 年、 晨に 昏に畚 然として、 二親の 皆衰へ て  一^^^ 

養 ふことの 備ら ざる を 念 ひ て、 歸 耕の 操 を 作る。 

曾子敝 衣に し て、 力 めて 泰山に 耕して 人に 下る。 雨 雪 凍 ゆる こと 甚 しくし て、 旬 

月 歸るを 得す。 其の 父母 を 思 ひ て、 梁 山の 歌 を 作る。 

曾 子 瓜を耘 りし が、 誤 りて 其の 根 を 斬 b ぬ。 曾晳 怒， て 大杖を 建て、 以て 其の 

や *  よみが へ  た 

背お 擊ち けれ ば、 曾 子 は 地に 仆れ ぬ。 良久し うして 乃ち 蘇 り、 欣 然として 起って 進 

みて 曰 く、 大 人力 を 用 ひて 參を敎 へ られた b  、疾 なき を 得たり やと。 乃ち 返き て 琴 

ひ  やす  ，に 

を援 きて 歌へ，^。 曾 晳の之 を 聞き て、 其 の 體の康 きこと を 知らし めんと 欲して な 


祭 る。 

曾 子 問うて 曰 く、 如 し將に 子に 冠せ しめんと し て、 而 かも 未だ 期日に 及ば やして 

齊衰 大功 小 功の 喪 あるとき は、 M ち 喪服に 因って 而 して 冠し て、 喪 を 除く も 改め 冠 

せざる か。 孔子 曰 く、 父 沒 して 冠 するとき は、 巳 に 冠して 地 を 掃うて 而 して 漏 を 祭 

b  、已 に 祭りて 而 して 伯 父、 叔 父に 見 え、 而 し て 後、 冠 者を饗 す。 

或る ひと 曾 子に 問うて 曰 く、 夫 れ旣に 遣して 而 して 其の 餘を 包む は、 猶 一 

ほ旣に 食して 而 して 其の 餘を裹 むが ごとき か。 君子 は 旣に食 すれば 其の 餘を裹 

むか。 曾 子 曰 く、 吾 子 は 大饗を 見す や。 夫れ 大饗 は旣に 饗し て、 三 牲の 俎を卷 きて 

賓 館に 歸る。 父母に して 之 を 賓客に する は哀 をな す 所以な り。 子 は 大饗を 見す 

や • 

仲 憲、 曾 子 に 言 つて 曰 く、 夏 后 氏 は 明 器 を 用 ひ て、 民 に 知る ことなき を 示 し、 殷 人 は 

祭器 を 用 ひ て、 民 に 知る こと ある を 示 し、 周 人 は 之 を 兼用して、 民に 疑 を 示す。 曾 子 

曰 ， 、、其 れ然ら ざらん や、 其 れ然ら ざらん や。 夫れ 明 器 は 鬼 器な b  、祭 器 は 人 器な，^ 

夫れ 古の 人 胡. 爲ぞ 其の 親 を 死なし めん や。 
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五八 g! 

如何。 孔子 曰 く、 遂 ぐ。 旣に 封して 服 を 改めて 而 して 往く。 

曾 子 問うて 曰 く、 並 に 喪 あるとき は 之 を 如何。 何 を か 先に し、 何 を か 後に すべ き， 

孔子 曰 く、 葬 は輕 きを 先にして 重き を 後に す。 其の 奠は 重き を 先にして 輕 きを 後 

にす る は 鱧な り， 啓よ，^ 葬に 及ぶ まで 奠 せす。 葬に 行く に 次に 哀 

せす。 葬より 反りて 奠 して 而 して 後 殯に辭 す。 遂に 葬の 事を修 む。 

其の 虞 は、 重 きを 先にして 輕 きを 後に する は禮 なり。 

曾 子 問うて 曰 く、 君 薨 じて 旣に殯 し て、 而 し 一.」 臣に 父母の 喪 あるとき は 則ち 如何- 

孔子 曰 く、 歸 りて 家に 居り て、 殷 事 あるとき は 則ち 君の 所に 之く。 朝夕に はしかせ 

す。 曰 く、 君 旣に 啓し て- 而 して 臣に 父母の 喪 あるとき は 則ち 如何。 孔子 曰 く、 歸 り 

て哭 す。 而 して R りて 君 を 送る。 曰 く、 君 未だ 殮せ すし て、 而 して 臣に 父母の 喪 あ 

ると き は 則ち 如何。 孔子 曰 く、 歸 b て殯し て、 君 の 所に 反る。 殷事 あるとき は 則ち 

歸る。 朝夕に はしかせ す。 大夫は 室 老事を 行 ひ、 士 は 則ち 子孫 事 を 行 ふ。 

孔 子、 曾 子に 謂って 曰 く、 父 母の 喪將に 祭らん とし て、 而 して S 弟 死 するとき は は 

に殯 して 而 して 祭る。 宮を 同じく する が 如き は、 則 ち臣 妾と 雖 も、 葬 りて 而 して 狻 


奠ハ 祭。 虞ハ 父母 

ノ葬チ 終へ テ歸 

テ ^二 テ ノ罾 

チ祭か コ ト。 


母 を 失へ ば、 何 の 常聲か 有らん。 

曾 子 問うて 曰 く、 親 迎 する に、 女 は途に 在り て、 而 して 壻の 父母 死 するとき は 之 を 

如何 • 孔子 曰く、 女 は 服 を 改めて 布し、 深 衣縞總 して 以て 喪に 趨く。 女 塗に 之き て 

而 して 女の 父母 死 するとき は 則ち 女 反る. 


曾 子 問うて 曰 く、 三 年の 喪 弔す るか。 孔子 曰 く、 三 年の 喪 

立 せ や、 旅 行せ す。 君子 は禮 以て 情 を 飾る。 三年の 喪に し 

i ならす^-。 

曾 子 間うて 曰 く、 大 夫、 士 に 私の 喪 あり て、 以 て 之 を 除く ベ 

と き は、 其 の 之 を 除く こと 如何。 孔子 曰 く、 君 の 喪 あ b て 身 

に 服せ ざる を、 又 何 を か 除かん。 是に 於て か、 時 を 過ちて 而 

な， 9。 君の 喪服 除かれて、 而 して 後に 殷 祭す るは禮 なり。 

曾 子 問うて 曰 く、 君 の 喪 をば 旣に 引し て、 父 母の 喪 を 聞く 

は 如何。 孔子 曰く、 遂ぐ。 旣に 封して 歸る。 子 を俟た t 

曾 子 問うて 曰 く、 父 母の 喪 をば 旣に 引し て， 塗 に 及びて 君 


に は 練して 群 

て而 かも 弔 哭 する は、 亦 


練 尸 小 


き に、 而 かも 君の 服 ある 

に 服 するとき は、 敢 て 私 

して 除かざる こと 有る 


と き | 引 ハ柩チ 5 クナ ， 。遂ハ 

君 ノ柩チ 送 リ遂 グ少ナ リ 

封 ハ 椅チ下 ス コト、 子チ 

俟タズ 、ゾテ 己 先ヅ歸 爪。 

の S せる を閲 く-とき は 
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五八 二 

江 元祚曰 く 、喪 に居リ て 疾に遇 ふと さ は. 其 の嗜 まざる^ 以ての 故に 草木の 味〜 加 ふ。 以て 薑 

桂の 謂と 爲 すと いふ 一 句 は、 け だし 記者が 草木の 滋^ 釋 する もの か、 亦 或は 曾 子が 鱧の 言^ 稱し 

て而 して 之な 釋 する もの か。 

曾 子の 疾 ある や、 門 弟子 を 召して 曰 く、 予 が 足 を 啓 け、 予 が 手 を 啓け。 詩に 曰 く、 戰 

戰兢兢 として 深淵に 臨. む が 如 く、 薄 氷 を 履む が 如しと。 而今より 後 は、 吾 免 かる、 

を 知る。 小 子よ。 

曾 子 問 ひて UJ  く、 昏 禮旣 に幣を 納めて 吉日 ある に、 女 の 父母 死す ると き は 則ち 之 

を 如何ん。 孔子 曰 く、 壻 は 人 をして 弔せ しむ。 如し 壻の 父母 死 するとき は、 則 ち 女 

の 家 も 亦 人 をして 弔せ しむ。 父の 喪に は 父を稱 し、 母 の 喪に は 母を稱 す。 父母 在 

さ ざると き は 則ち 伯 父、 世 母を稱 す。 如し 巳に 葬れ ば、 壻 の 伯父 は 命 を 女 氏に 致し 

て 曰 く、 某 の 子 は 父母の 喪あって、 嗣 ぎて 兄弟た る こと を 得 す、 某 をして 命 を 致さし 

むと。 女 氏 許諾して 而 かも 敢て嫁 せざる は禮 なり。 婿 喪 を 免ぐ とき は、 女 の 父母 

は 人 をして 請 はしむ。 壻は 取らす して、 而 して 後に 之に 嫁す る は 鱧な， cs。 女の 父 

母 死せ る lo き も、 培 は 亦 如くす。 

曾 申、 首 子に 間うて 曰 く、 父 母を吳 する に 常聲有 b や。 曰 く、 路 に 中 b て嬰兒 其の 


に 居る こと 四 年に して 學 ばざる は何ぞ や。 公明 宣曰 く、 安 んぞ敢 て學ば ざらん • 

宣ゃ 夫子の 庭に 居る を 見る に、 親が す 時 は 叱咜の @ 未だ 嘗て 犬馬に 至らす。 宣之 

よろこ 

を說び て學 ベと も 而： か も 未だ 能くせ ざるな り。 宣ゃ 夫子の 賓客に 應 やる を 兌る 

に、 恭 儉 にして 懈惰 ならす。 宣 之を悅 びて 學べど も、 而 かも 未だ 能くせ ざるな h -。 

宣ゃ 夫子の 朝廷に 居る を 見る に、 嚴 にして 下に 臨め ども 而 かも 毀傷せ す。 宣之 を 

說 びて 學べ ども 而 かも 未 だ 能 くせざる なり。 宣は 此の 三者 を說 びて 學べ ども 而 

かも 未だ 能くせ ざるな り。 宣 安ん ぞ敢 て學ば やし て、 而 して 夫子の 門に： £ らん や" 

曾 子 曰 く、 先 王の 天下 を 治む る 所以の もの 五つ あり。 德を责 び、 食 を 贵 び、 老 を 贵 

び、 長 を 敬 ひ、 幼 を 慈しむ。 五つの 者 は 先王の 天下 を 定めし 所以なら。 謂 は ゆる 德 

を 货 ぶ と は、 其 の ® に 近き を 謂 ふなり。 謂 は ゆる 贵 を 貴 ぶ と は、 其 の 君に 近き を 謂 

ふ な り。 謂 は ゆ-る 老を贵 ぶと は、 其 の 親に 近き が爲 なり。 謂 は ゆる 長 を 敬 ふと は、 

其の 兄に 近き が爲な 謂 は ゆる 幼 を 慈しむ と は、 其 の 弟に 近き が爲 なり • 

曾 子 曰 く、 喪 に疾 あれば 肉 を 食 ひ、 酒 を飮 む。 必す 草木の 溢 あ り。 以 て 薑 桂の 謂 

と なす 
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すくな  • 

く 終 あ る こ と 鮮 しと。 

曾 子 曰. く、 生 ける ときには 之に 事 ふるに 禮を 以て し、 死 せる ときには 之 を 葬る ：* 

踡を 以て し、 之 を 祭る に禮を 以て す。 

曾 子 曰 く、 終 を 慎み 遠 を 追 ふとき は、 民 の德？ に 歸す。 

曾 W  、羊 * を 嗜み しか ば、 而 ち 曾 子 は 羊 棗 を 食 ふに 忍び や。 公孫 丑 問うて 曰 く、 蕭 

ラま 

炙と 羊 棗と S れか 美き。 孟子 曰 く、 膾 炙なる かな。 公孫 丑 曰 く、 然 らば 則ち 曾 子 は 

何 爲れぞ 膾炙 を 食^ て、 而 かも 羊 棗 を 食 はざる。 曰く 膾炙 は 同じく する 所なる も、 

羊 棗 は獨， 9 する 所 なれば な り、 名 を it みて 姓 を 諱 まざる は、 姓 は 同じく する 所なる 

も、 名 は獨 りする 所 なれば なり。 

曾 子 は 子 思に 謂って 曰 く、 伋ゃ吾 の 親の 喪 を 執る や、 水 漿 すら 口に 入らざる こと 

七日な き。 子 思 曰 く、 先 生の 禮を 制する や、 之 ！i 過ぐ る もの は 俯して 之に 就かし 

め、 焉 に 至らざる もの は跤 して 之に 及ばし む。 故に 君子の 親の 喪 を 執る や、 水 漿 の 

口に 入らざる こと 三 日、 杖 して 而る後 能く 起 つ， 

公明 宣は曾 子に 學ぶ こと 三年 なれ ど も、 書 を讀 ます。 $2 子の 曰 く  7- 曰； や、 而 參の門 


故に 惡 言 をば 口に 

る をば 孝と 謂 ふ ベ 

曾 子 曰 く、 孝 子 は 

く、 立 つと は齊 ふる 

成人の 善き ものな 

ザ 子 曰く、 親戚 說 

求めす。 小なる も 

故に 人の 生る、 

ざる もの を 思 ひ て 

か 孝 を せん。 年旣 

に 孝に は 及ばざる 

へ る か。 

官は宦 の 成る に 

此の 四 者 を 察して 


出 さ す、 忿 言 は 身に 反ら や、 其 の 身 を 辱し め す、 其 の 親を羞 しめ ざ 

し • 

は 之 を 安ん や。 夫 

は す、 言 へ ば 必す色 

する こと を # ざる 

ら や。 近き もの 親 

大 を ^一一 一 n は す。 

り、 老幼 あ 故に 

親戚 旣に沒 せば 

と 欲すと 雖 も、 誰 か 

らざる こ to あ ，5 と 


唯 巧に 變す、 故に 父母 

が 如 く、 訊 は ざれば 言 

b 、未 だ 人の子の 道と 

ば ざれば 敢て 外に 交 

の審 なら ざれば 敢 て 

や、 百 歳の 中に 疾病 あ 

，而 して 先 づ之を 施す。 

に耆艾 なれ ば、 悌 せ ん 

こと あ り、 悌 に は 時な 


の 坐す ると き は 尸の 如 

を齊 する がお き は、 此 れ 

な ky 

しま ざれば 故て 逮 きを 


君子 は 其の 復 すべ から 

孝 せんと 欲すと 雖も、 誰 

悌を 爲ん" 故 

は、 其 れ此を 謂 


耆ハ 六十、 

艾ハ 五十。 


怠 り、 病 は少愈 ゆるに 

、終 を 慎む こと 始の如 


.P ェ b、 禍 よ 解 惰 

ぐせ よ。 詩に 曰 


： 生じ、 孝 は 妻子に 衰ふ. 

な 

ヽ初 あらざる こと 靡 し、 克 
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五 七 八 

びて 而 して 忘 れ や 、父 母 之を惡 めば 懼れ て而 かも 怨 むこと な く、 父 賺に過 あれ ば諫 

めて 而 かも 逆 は す、 父 母 旣に沒 すれば 必す 仁者の 粟 を 求めて 以て 之 を祀る を ば、 此 

を 鱧の 終と 謂 ふ。 

樂 正子 春、 堂 よ. b 下りて 其の 足 を 傷け しが 、數 月 出 で す、， 離 ほ g 色 あり。 門弟 子 曰 

く、 夬 子の 足 は 爆 え た る に、 數 月 出です し て、 猶 ほ 憂色 ある は. 何 ぞ や。： 樂 正子 春 曰 く、 

善い か な、 爾 の 問の 如き や。 善 い か な、 爾 の 問の 如き や。 吾 は 之 を 曾 子に 閜 き、 曾 子 

は 之 を 夫子に 聞け り、 曰 く、 天 の 生す る 所、 地 の 養 ふ 所、 人 より 大 なる は な し、 ヌ は 全" 

うして 之 を 生める なれ ば、 子 の 全うして 之 を歸す をば 孝と 謂 ふ ベ きな h. 、其 の 體 を 

虧 か や、 其 の 身 を 辱し めざる を ば 全うす と 謂 ふべき な b 、故 に 君子 は 頃 一 頃ハ 半歩ナ な、 

. 步ハ再 ビ足チ 

步だも 敢て孝 を 忘れ ざ る に、 今、 予 は 孝の 道 を 忘れた り、 予 こ、 を 以て 憂 I 擧グ か T- トも 

ふる 色 あるな り。 一た び 足を擧 ぐるに も而 かも 敢， て 父 母 を 忘れ す、 一 たび 言 を 出 

すに も而 かも 敢て 父母 を 忘れす、 一た び 足を擧 ぐるに も而 かも 敢て 父母 を 忘れす、 

こみち  .， およ  J 

是の 故に 道に して 徑せ す、 舟 にして 游が や、 敢 て 以て 父母の 遺體を 先ん 道ハ 正路 ナリ， 

あや うき  徑ハ 間道 ナリ， 

じて 殆に 行かす。 一た び 言 を 出す にも 而 かも 敢て 父母 を 忘 れ す、 是 の 游ハ 徒滩 ナ"， 


なす。 父母 旣に沒 する も 其の 身 を 愼み行 ひ て、 父 ^の 惡名を 遺さ ケ る を ば、 能 く 終 

ふると 謂 ふべ し。 仁と は 之 を 仁に する ものな b。 藏と は此を 履む ものな b.* 義 

と は 此を宜 くす る ものな り。 信と は此を 信に する ものな， 9。 强とは 之 を强 くす 

る ものな り。 樂は此 に 順 ふよ b 生 じ、 刑 は此に 反する よ b 作る。 

曾 子 曰 く、 夫 れ孝は 之 を 置けば 而ち 天地に 塞が b  、之 を溥 けば 而ち 四海に 橫は り、 

之 を 後世に 施せば 而ち 朝夕な し。 推して 之 を 東海に 貧せば 而ち準 ひ、 推 し て 之 を 

西 海に 放せば 而ち準 ひ、 推 して 之 を 南海に 放せば 而ち準 ひ、 推 して 之 を 北海に 放せ 

ば 而ち準 ふ。 詩に 云へ る 西よ b  、東 よ b  、南 よ b  、北 よ b  、思 に 服せ ざる ことなしと は、 

此 を ば 謂 へるな 

曾 子 曰 く、 樹 木 をば 時 を 以て 伐 り、 禽 獸 をば 時 を 以て 殺す。 夫子 曰く、！ 樹を斷 り、 

一 獸を 殺す に も、 其 の 時 を 以てせざる は 孝に 非ざる な bia 

孝に 三 あり。 小 孝 は 力 を 用 ひ、 中 孝 は 勞を用 ひ、 大 孝 は 匱し からす。 慈愛 を 思 ひ 

て 勞 を 忘る、 を ば、 力 を 用 ふと 謂ぶべし。 仁 を 尊び 義を 安ん す-る をば 勞 を 用 ふと 

いふべ し。 博く 施し物 を備 ふる をば 匱し からすと 謂 ふべ し。 父 母 之 を 愛 せ ば、 B 
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然 而 る を 況 

曾 子 曰 く、 孝 

公 明 儀、 曾 子 に 

の 言 ぞ や。 是 

父^ を 道に 諭 

曾 子 曰く. 

莊 ならざる は 

のぞ 

官に涖 みて 敬 

戰陳に 勇 無き 

らん や。 

はラ じゅくせん き 0-5 

烹熟 羶鄕を 

る 孝と は、 國 人 

已に 衆の 本敎 

敬 は 能くす ベ 


- ,  五 七 六 

んゃ 人に 於て を や 

に 三 ぁ卩。 大孝は 親 を 尊び、 其の 次 は 辱し めす、 其の 下 は 能 

問 ひて 曰 く、 夫 子 は 以て 孝と 爲 すべき か。 曾 子 曰 く、 是 れ 何 

れ 何の 言 ぞゃ。 君子の 謂 は ゆる 孝 は、 意 に 先ち て 志 を 承け、 

す。 參は 直.^ 養 ふ ものな， 9。 安ん ぞ 能く 孝と せんや。 

は 父母の 遺體 なり。 父母の 遺 體を行 ふに、 敢 て 敬せ ざらん や 

孝に あらざる な， 9。 君に 事へ て忠 ならざる は 孝に あらざる 


養 ふ。 

公明 儀 " 

曾 子ノ弟 

子ナリ C 


00 


な hvt 

せざる は 孝に 非ざる なり。 朋友に 信なら ざる は 孝に あらざる なり 

cy は ひ 

は 孝に 非ざる な， 9。 五つの 者 遂げ ざれ ば、 栽 親に 及ぶ。 敢て 敬せ ざ 


嘗めて 而 して 之を薦 むる は 孝に あらす して 養な， 9 君子の 謂 は ゆ 

稱 願して 然して 曰 く、 幸 な る 哉、 子 ある こと 此の 如し と、 所 謂 孝な り。 

を 孝と 曰 ひ、 其 の 行 を 養と 曰 ふ。 養 は 能くす ベ し、 敬 を ば 難しと な す- 

し、 安  ん する を 難しと なすな 安ん やる は 能くす ベ し、 卒 ふな を 難しえ 


至と 謂 ふ。 道の 心 はこれ を 親に 

るに 見る を ば、 之 を 弟と 謂 ふ。 渾 

光々 たるが 如くに して、 而 して 思 

ゆ ゑ 

と爲 す。 所以に 思うて 服せ やる 

じき を 以て の 故に 默感 して 應す 

ち 離る。 易に 曰く 、聖人 は 神道 を 

る 所な きを 以て の 故な h -。 


曾 子 曰 

しまし め、 

終 ふると 

愛する 所 

第 


曾 子孝實 

、孝子の 老を養 ふ や、 其 

其の 寢所を 安ん じ、 其 の 

は 父母の 身 を 終 ふるに 

をば 亦 之 を 愛 し、 父 母 の 


事 ふるに 見 る を ば、 之 を 孝と 謂 ひ、 これ を 長に 事 ふ 

然たる 神明 は 本より 間隔な きこと， 日月の 四海に 

に 非す、 爲 に 非 す、 通 せざる 所な し。 詩 を 引きて 證 

とい ふ 無き もの は、 東西 南北の 心、 此 の 道の 心に 同 

るな り。 道 あるとき は g ち應 じ、 ま なきと き は 則 

以 て 敎を 設けて 天下 服す と、 此の 遨 至りて 通せ ざ 


明 江 . 元 祚删註 

の 心 を樂 しまし め、 其 の 志 に 違 は す、 其 の 耳目 を樂 

飲食 を 以て 之を忠 養す， 孝子の 身 終 はる。 身 を 

は あら す、 其 の 身 を 終 ふるなら。 是の 故に 父母の 

敬す る 所 をば 亦 之 を 敬す。 犬馬に 至る まで 盡く 
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五 七 四 

な ら や、 亦 其の 父母に も 明かなら や 、父 母の 情意 を 知る と雖も 父母の 正 性 を 知らす。 

人 は 惟 自ら 己が 正 性に 明かなら ざるが 故に 亦 父母の 正 性に 明かなら や、 亦 天地の 

性に も 明かなら す" んは皆 曰 ふ、 我 は 惟 父母 を 知， 9 て 天地 を 知ら やと。 此れば^ 

を 知らざる ものの 言 なり。 明かなる 者が 之 を觀れ ば 、父 母 は卽ち 天地な り。 • 人生 

れて己 私 を 執して 意 を 起し、 彼 此牢 くして 解く ベから ね ど、 一 日醒覺 せば 吾が 性 は 

淸 明廣大 にして 際な ぐ、 畔 なくし て、 誠 に 其の 夭 地の 殊 あな こと を 見す 。苟 くもい 

べク 

まだ 明 通せ ざれば 則ち 父母に 事 ふれ ども 實に 父母 を識ら や、 況 んゃ 能く 天地に 事 

ふる を や。 孝子の 心 は卽ち 天地の 道なる を、 惟 自ら 知らざる のみ。 故に 易に 曰く、 

-  . あ 奢ら ノ-  ；- 

;s 姓 日に 用 ひて 知らす と。 天地 明察なる に 于ては 則ち 神明 彰 かに 著 はれ、 融 一 に 

して 間な く、 度 るべ から す、 矧 んゃ毂 ふべ けんや。 天子 明 堂に 祀 化 先 老 に釋奠 して 

尊ぶ こと あり と、 言 ふこ、 ろ は 父 あれば なり。 三老 五更 を 食す るに 先ん する こと 

トシ 3リ 

あ り と、 言 ふこ ゝろは 兄， あれば なり。 宗廟 敬 を 致す は 親 を 忘れ ざれば な hs 。身 を 

脩め 行 を 慎む は 先 を 辱めん こと を 恐 るれば なり。 至孝の 發用 は卽ち 天地の 變化 

な b 。一  敬 を 宗廟 に 致 せ ば、 鬼 神 實に在 し、 實 に 著 は^て 融. 明 靜虛^  b 、これ を 孝弟の 


人の いふ こ とは虛 言に 非す。 斯 

く四國 之に 順 ふべ し • 

子の 曰 く、 む かしの 明 王 は 父に 

事へ て 孝 ありし が 故に 地に 事 ふ 

天 • 地 明察に して 神明 彰 はる。 故 

ばな り。 必す 先ん する こと あ， 9 

れ ざれば なり。 身 を 脩め て 行 を 

を 致して 鬼神 著 はる。 孝弟の 至 

云 く、 西 よ り、 東 よ り、 南 よ り、 北 よ り、 

心 は卽ち 天地の 心に して、 天地の 

く 類を以 て 言 は ん に、 父 は 天に 母 

り。 明 王の 父母に 事へ て 孝 ある 

かならざる 者の 孝 は、 孝 すと 雖も 

明かな らーす、 地 に 事へ て 其の 地に 

第二 鴛 孝道に 掘す る讒铣 


の 道 は 天地 之に 同 

事へ て 孝 あ， 9 しが 

あまら 

る こと 察 か に、 長 幼 

に 天子と 雖も必 す 

と 言 ふ は 兄 あれば 

愼 むは 先 を 辱めん 

は 神明に 通じ、 四海 

思うて 服せ すと い 

變化 なり。 孔子 循 

よ 也 な b-c 與ょ& 

は、 未 だ 明かなら ざ 

未： U 通せざる が 故 

明かなら す。 特に 


じく、 四時 A 神 之に 從ふ。 ^し 

故に 天に 事 ふること 明に、 ゆに 

順な りしが 故に 上下 治り， ぬ. 

尊ぶ こと あ， o-  i 言 ふ は 父 あれ 

な 宗 廟敬を 致す は 親 を 忘 

こと を 恐 るれば なり。 宗廟 敬 

に 光 b 、通 ざざる 所な し。 詩に 

ふこと なし。 ^ゆ を 愛敬す る 

し ft ら 

々として 善く 誘き たま ふ。 姑 

ほ 察の ごと し、 謂 は ゆる 曉 達な 

る 者の 孝に 異なり。 いまだ 明 

に、 天に 事 ふるに 于て 其の 天に 

其の 天地に 明かなら ざるの み 
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子の 曰 く、 む かし 明 王の 孝 を 

る を 況んゃ 公侯 伯 子 男に 于て 

國を 治る 者 は敢て 鰥寡 を だ も 

心 を 得て 以て 其の 先君に 事 ふ 

浞んゃ 妻子に 於て を や、 故 に 人 

ける とき は 則ち 親に 之 を 安ん 

て 炎 害 生せ す、 禍 亂 作らす。 故 

に 云 く、 覺 な る 德行ぁ b て四國 

ぞ 其れ 深切 著明なる。 此の 心 

を爲 して、 一 點の己 私 を 其の 中 

の 昔の 如くに し て、 言 ふべ くし 

誦する ごと に、 每 々生 を樂 むこ 

こ LJ 能 はざる 如 く、 身 は 唐 虞 三 

天下 和平に して 災害 生せ す、 ，禍 


五 七 二 

以て 天下 を 治む. る や、 敢 て 小 國の臣 を だ も 遺れ や、 而 

を や、 故 に 萬 國の歡 心 を 得て 以て 其の 先王に 事 ふ。 

侮 ら や、 而 るを況 んゃ士 民に 於て を や、 故 に fa 姓 の 歡 

, 家 を 治む る もの は 敢て臣 妾 を だ も 失 は す、 而 る を 

の 歡心を 得て 以て 其の 親に 事 ふ。 それ 然， 9、 故 に. 生 

じ、 祭 ると き は 鬼 之を享 く。 是を 以て 夭 下 和平に し 

に 明 王の 孝 を 以て 天下 を 治む る こと 此の 如し。 詩 

之に 順 ふと。 此の 章 道心の 至 和を發 明す る こ と、 何 

の 虛明變 化、 至 和 至 順にして、 孝 を爲し 弟を爲 し、 博 0 

に 置く こと 無し。 春風の 如 く、 和 氣の如 く、 箫 韶九成 

て盡 すべから す。 烏庠 至れる か. な。 簡 や、 此 の 章 を 

と も 亦、 春 風 和氣の 油然. として 中に 動いて 自ら * す 

代の 盛 世に 在る が 如くに し て、 其 の 親 安 く.、 鬼 享 く， 

あきらか  I,  0  -' - 

亂 作らざる こ と、 灼 に 其の 致すべき こと を 知る 聖 


名 を 後 世に 揚げて 以て 父母 を 顯すは 孝め 終な り， 夫れ 孝 は 親に 事ぶ る に 始 な， 9、 

君に 事 ふるに 中 し、 身 を 立つ るに 終る。 大雅に 云 く、 爾 の 祖を念 ふこと 無 からん や、 

聿に 厥の 德を 脩む と。 人 咸身體 髮膚を 以て 己 と爲 して、 之 を 父母 に 受けた る こ と 

を 知らす。 孔子 是に 於て 其の 私有の 窟 宅 を 破.^ て、 某 の 本 心 の 大 公 に ® ら し む。 

,  もとづ 

人 は 己よ b 切なる はな く、 己 よ b 愛 する はなし。 其の 己 を 愛 す る に S きて、 而 し て 

之， を 啓く に 之 を 父母に 受けた る こと を 以てする とき は、 則ち 愛 ば 公に 32 で ん。 其 

もとづ  うた  t  -  ,  \：  ..t 

ぬ肯て 毀傷せ ざるに 因き て、 而 して 轉た敢 てせ ざる を 曰 ふとき は 則も& にし てお 

みちび  もと  ' •  .. ： リ 

なら や。 因って 聖人の 循々 として 善く 誘く に拂ら す、 人 心 本 有の 道 德を發 明し . て. 

之 を 行うて 以て 其の 身 を 立つ ると き は、 則 ^ 身ば 公器と なりて 私 ぜ す、 名-. 後 に 捣 リ 

て 以て 父母 を顯 すと き は、 則 ち 名 は 公 名と 爲， 9 て 私せす。 一夫れ 人の 其の 道 を 失 ふ 

所以の もの は 私の み。 此の 大公 至孝の 心 を 以て 君に. 事 ふ 二道な し。，.. 言 ふ. こ 、 ろ 

ば 君に 事 ふる は 此の 心の 通 を 明かに する 所以な り。 又大 雅の祖 を 念ぷを 引け る 

は、 父 母よ， 9 して 之 を祖に 通す る も 亦 此の 心の 通 を S すなり。. 念 ふ こと 無 からん 

やと は 念 ふ. な え 聿には 語の 助な^ • 
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惟 心 通 じ、 內 明かに し て、 乃ち 克 く決擇 せん • 

孔子の 曰く、 夫れ 孝 は 夭の 經な り、 地の 義な b 、民の 行な b と • 此の 道 は 通 明に し 

て 疑 ふべき ものな し。 人 は 堅く 其の 形 を 執 b 、牢 く 其の 名 を 執りて 而 して 意 始め 

て 分裂して 一 ならす。 意 一 ならす と雖 も、 其の 實は 未； u 始 より 一 なら すん ば あら 

t 人心 は體 なければ 通せす とい ふ 所な く、 限 量す， る 所な し。 是の 故に 親に 事 ふ 

る 道 は、 卽 ち 君に 事へ 長に 事 ふる 道 な b 、卽 ち 幼 を 慈む 道な ち、 卽 ち 事に 應じ 物に 接 

る 道 なり、 卽ち 天地 生 成の 道な り、 卽 ち 日月 四時の 道な b  、卽 ち 鬼神の 道な，^。 

, 孔子の 曰 く、 孝 弟の 至 は 神明に 通 じ、 四 海に 光 り、 通 せざる 所な し、 詩 に 云 く、 西 よ A 

東 よ b  、南 よ 、北 よ り、 思 ひて 服せ や i い ふこと なしと。. 夫れ 六. 合の 間 は 一 のみ： 

IK とい ひ、 地と い ひ、 神と い ひ、 鬼神と い ふ、 其の 名は殊 なれ ども 其の 實は词 じ 。-. 惟. れ 

同じき が 故に 通せ やとい ふこと な く、 應 せざる 所な し。 自ら 私 し、 自 ら蔽ひ て、 始 め 

て隔 り" 始 めて 離る。 私 去り 蔽 開けな ば、 通 應 する こと 故の. 如くな らん。 

なん ぢ 

子の 曰 く、 夫 れ孝 は德の 本な b  、敎 の 由って 生やる 所な り、 坐 に 復 れ、 吾 女に 語 けん、 

身 體髮膚 は 之 を 父啄に 受けた む、 敢 て 毀傷せ ざ • る は 孝 の始 な， *、 身 を 立 て逍を 行 ひ、 


欲する を 愛敬と 爲 し、 博 愛 と し、 敬 讓 と 爲 し、 敢 てせ すと 爲 し、 穢 らす 溢ら と 爲 し、 德 

£ す  、 

義と爲 し、 禮 樂と爲 し、 敢 て 小 國の臣 を だ も 遺れ すと 爲 し、 敢 て 鰥募を 侮ら やと 爲し 

敢\ し 臣妾を だ も 失 はすと 爲 し、 敢 て 父の 令に 從 はざる は 其の 父の 罪 を 鄕黨州 問に 

得ん こと を懼 ると 爲 し、 君 の 過 を 補 ふと 爲 し、 哭 すれ ども 依せ ャ、 禮 すれ ども 容 する 

ことなしと 爲す。 皆 此の 心の 變化 にして、 一 以て 之 を 貫くな り。 以て 彼 は 粗 く、 此 

は 精し と爲 すべから す。 粗し とい ひ 精し と 曰 ふ もの は 意な -^、 吾 が 謂 は ゆる 通せ 

やとい ふ 所な きものに は 非ざる な，^ 其の物 は 十 百 千 萬に 似 て、 其 の實は 未だ 蒈 

て 十 百 千 萬なら す。 故に 曰 く、 孝 弟の 至 は 神明に 通 じ、 四 海に 光 b  、通 せざる 所な レ 

詩に 曰 く、 西 よ b  、東 よ り、 南 よ .9、 北 よ b. 、思 ，つて 服せ すと い ふこと なしと は 此の 謂な 

り。 此の 心の 神 は 通せざる 所な し。 光明 此の 如し。 此に 由る をば 之 を 正 學と謂 

ひ、 此 を 失 ふ をば 之 を 僞學と 謂 ふ。 而 るに 章句の 陋儒ど も、 孔 子が 食 子に 與 へし 所 

の 書 を 取りて 妄 b に 己が 意 を 以て 之 を 増益し て、 開 宗明義 章と い ひ、 夭 子の 章と い 

ひ、 諸 侯の 章と 曰 ふ。 混然た る 一 貫の 旨 を 取， 9 て 之 を 分裂す。 又 古文 闓 門の 一節 

を刊 落し 大道 を破碎 し、 相 與に 妄りに 迷惑の 中に 論じて 而 して 自ら 知らす。 此は 
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ちか 

く に 庶し 目に 明かに すと も 見る ベ か 

に吿 ぐる 所以に し て、 以 て 衆人に 吿 ぐる 

孔子の 曰 く、 天 に 四時 あ 、春 秋 冬 夏、 風 

亦 曰 く、 敎 に 非す とい ふこと なしと。 

孔子の 曰 く、 地 は 神 氣を載 す、 祌 氣とは 

す、 敎 に 非す とい ふこと なしと。 簡も亦 

を惡 まざる もの 此な hN。 敢て人 を慢ら 

の此 な.^。 節 を 制し 度 を 謹む もの 此な 

の此な b。 敢て非 法の 言 を 道 はざる も 

此な り。 母 を 愛し 君 を 敬し て、 而 して 敬 

b  、地 の 利に 因 ，9 、身 を 謹 み、 用 を 節に して 

同じう する 所な b  、人 性の 自ら 有する^ 

し、 亂 を爲す もの は 意に 動いて 昏し。 孔 

とい ひし は、 其 の 昏亂の 萠を絕 たんと て 


ら や、 耳 を ®-  くと も 聞く 

に は 非ざる なり。 

雨 霜 露、 敎に 非す とい ふ 

風霆 にして、 風 霆形を 流 

曰 く、 敎 に 非す とい ふこ 

ざる もの 此な， CN。 上に 

り。 敢て 先王の 法服に 

の此 なり。 敢て非 法の 

愛 を 父に 兼ぬ る もの 此 

以て 父母 を 養 ふ もの 此 

なり。 人性の 自ら 有す 

子が 每々 學者を 戒めて 

な り。 意、 淸 明 を 阼 さす 
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ベ からざる は、 子 夏 

ことなしと。 簡も 


け ば、 庶 物 生 

となし と。 

在， 9 て驕ら 

非ざる を 服 

行 を 行 は ざ 

f 天の 

なり。 是れ 

る 所に して、 

意 と する こ 

して 和融な 


を 露 は 

敢て人 

ざる も 

ざる も 

る もの 

道に 因 

三才の 

悖 を ® 

と 勿れ 

ら A と 


い ふこと な く、 長 る 

は 卽ち親 を 愛する 

い ふこと な し、 君 に 

君に 臨む に 及びて 

の 親 を 愛する 心な 

錯す。 愛敬 互に 興 

を 仁と 謂 ひ、 此 を 宜 

む をば 之 を樂と 謂 

禮の 本と 曰 ふ。 大 

び て 鬼神と な る。 

にして 之 を 視れど 

ら ざるな hN。 又 曰 

ち 地の 義な b. 謂 

の 天下に 満っ、 以て 


に 及びて は 

心 な b  、壯 に 

中 3 する  > ひ は 

博く 施す 心 

り。 此くニ 

b  、哀 み 喜 び 

し， フする を 

ひ、 此 を 知る 

一 分に 於て 

又 哀樂を 以 

も. 、得 て 見る 

く、 無 聲の樂 

は ゆる 民の 


兄 を 敬す る こ 

して 君に 事 ふ 

卽ち 親に 事 ふ 

の、 又 生す る こ 

心なく、 二道な 

怒り 樂 む， 二 

ば 之 を義と 謂 

をば 之 を 知と 

天地と 爲， -、 轉 

て 之 を 言 ふ、 故 

ベから や、 耳 を 

は 日に 四方に 

之に 則る と は 


通せ すん ば あるべ か 


と を ,5? らすと 

る と き は 君に 

る 心なり。 二 

と を 期せす し 

し。 泛焉 とし 

心 なく 、二道な 

ひ、 此 を 履む を 

謂 ふ。 古人 は 

じて 陰陽と な 

に 哀樂相 生る 

お S い 

碩 にして 之 を 

聞 ゆと • 此れ 

彼に 則る に 非 

らす 漸く 以 


い ふこと な し、 兄 を 敬 ふ 

忠 する こ と を 知らす と 

心なく、 二道た し- 其 の 

て 自ら 生す る は 卽ち其 

て應酬 し、 縱 焉 として 交 

し • 此を 仁す る をば 之 

ば 之 を 鱧と 謂 ひ、 此 を 樂 

禮を 以て 之 を 言 ふ、 故 に 

b 、變 じて 四時と な へ 列 

と 曰 ふ。 正に 目 を 明か 

聽 けど も、 得 て 聞く ベ か 

卽ち 天の 經な b  、此 れ 卽 

ざるな，^。 昏々 たる も 

て 之 を 通 すれば、 其の 聽 
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か 之に 則る。 身 體髮膚 は 之 を 父母に 受 

是 れ 天の 經 なり。 居る とき は 則ち 其 

し、 病 あれば 則ち 其の 憂 を 致し、 喪に は 其 

れ 之に 則るな り、 是 れ 天地の 經 なり。 膝 

こと を 知る、 其の 親 を 愛する 心 を 孝と 曰 

て 來る所 を 知らざる なり。 之を窮 むれ 

れ ども 旣 すべから す。 勉 めすして 中，^ 

かす り 

て 際な し。 天の 健 行して 息まざる 所以 

て 化生す る 所以の もの は 乃ち 吾が 化生 

が 明なら。 四時の 代る ぐ 謝する 所以 

天地の 間に 散殊 する 所以の もの は 乃ち 

り。 果して 吾が 自ら 有する 所な り、 人 も 

信す る もの 寡し。 志に 曰 く、 聖 人の 道 は 

心の 同じく 然る 所 を 得た る ものな b  、孩 


五六 山ハ 

け た り、 敢 て 毀傷せ ざる は是れ 之に 則るな 

の 敬 を 致 し、 養 ふとき は 則ち 其の 樂みを 致 

の 哀みを 致め、 祭に は 其の 嚴を致 む る は、 是 

下に 嬉嬉 する ときよ り 皆 其の 親 を 愛する 

ふ。 事 の、 其 の 親 を 愛する 心 は、 吾 其の 自っ 

もと 

ども 原な く、 之 を 執れ ども 體な く、 之 を 用 ふ 

，思 はすして 得、 洞 焉 として 通す。 廣大 にし 

の もの は 乃ち 吾が 健 行なり。 地の 博 載し 

なり。 日月の 明なる 所以の もの は 乃ち 之 

の もの は 乃ち 吾が 代謝す るな h>。 萬 物の 

吾が 散殊 な. 9。 吾が 逍はー 以て 之 を 賞け 

皆 之 を 有すれ ど も、 而 れ ども 自ら 省み 自 ら 

萬 物 • を發 育す と、 又 曰 く、 龜 人， こ は 先づ我 が 

提の童 も 其の 親 を 愛する こと を 知らす と 


んぞ竟 に 廢れて 行 はれざる を 得ん や。 五 百年に して 必す 王者の 興る あ り、 其 の 問 

必す 世に 名 ある もの あ b  、是 に嗣 いで 而る 後に 孝 を 以て 天下 を 治む る 明 王の 上に 

ありて、 而 して 海內 仁人 孝子 興起して 之 を 振作せ ば、 必 す是の 經を輯 錄し奧 蘊を發 

明 し、 將 に楚羅 して 之 を纂集 せんとす。 愚 言 幸に 存せ ば、 或 は 亦 芻 養の 釆得 となり、 

アクメ  クサ シ バカル t ト 

籠 中の 藥物 を備 はらん も 未だ 知る ベから す。 今日の 言 は 寧ん ぞ 他日の 用に 非 ざ 

らん や。 若し 言 の 道に 悖 bal 心に 印せ す、 經 意 に 合 はざる あら ば、 亦 後の 仁人 考子 

の 我を敎 へん こと を俟 つのみ。 我 又何ぞ 自ら 知る を 得ん や。 

孝經論  宋楊  筒 

孔子 曰く、 夫れ 孝 は 天の 經 なり、 地の 義 なり、 E の 行な b 、天地の 經 にして 民 是れ之 

に 則る と。 夫れ 天の 以て 俄にして 度るべからざる こ と、 彼 の 地の 俄にして 測る ベ 

すなよ 

からざる が 如し。 又 彼が. 如くなら ば、 而 ち 民 は 何 を 以て か 之に 則 る、 謂 は ゆる 民の 

則 は 惟に 聖 S のみに は あら す、 凡 民 も 皆 其の 中に 在 り、 然 らば 則ち 凡 K は 何を以 て 
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五六 四 

り。 布帛の 以て 躬を 華やかなら しむべき に 非 ざ る は、 乃 ち 其の 常に 服る 所 なれば 

なり。 然れど も、 常 食の 中に 至 味 あ b  、常 服の 中に 至 美 あり。 佴人は 食 ひ 且つ 服 ざ 

る ものな き も、 而 かも 膏梁を 喜び 文 繡を好 み、 其 の眛 と美と を 知る もの 豈に鮮 から 

ざらん や。 孝 經の廢 弛せ る こと 日 久し く、 士 は 奇詭の 學を尙 びて 此を視 る こと 土 

ァク 

さ  そら  たはむ 

1 の ごとし。 談 にして 之に 及べば 唇 を 反して 覬 れ、 口 を掩 うて 笑 ふ。 以て 迂 とな 

タ 

さすん ば、 則 ち 以て 腐と なす。 氷炭 蕕薰兩 ながら 相 合 はや。 恐 雅に讀 書を嗜 み、 仕 

J るき ユみ 

進 を 求め す、 退 いて 山 僻に 居り、 典 噴 を蒐究 すれ ど も、 然 かも 陳說を 襲 ふ を 喜ばす。 

間 孝 經を閱 みし、 少に  一二 を 參へ、 之に 名 づけて 管 見と いふ。 猶ほ 井に 坐して 天 を 

觀る がごと し。 但 其の 間 若し 自得の 趣 あら ば、 輙 ち 註して 輙ち 喜ぶ。 甫 めて 成 b 

て卽ち 之 を 笈笥に 函れ て， 以 て 自ら 珍と せり。 之 を 己に 私して 之 を 人に 公に せ ざ 

らんと 欲せし に は あらす。 苟も 孝道の 中に 在りて 力 を 用 ひすして 孔 曾の 旨に 達 

せざる 者 と、 持 して 之 を 語ら ば、 是 れ强 ひて 粟菽を 以て 膏 梁に 易へ、 布帛 もて 錦繡を 

奪 はんとす るな り。 烏ん ぞ 能く せんや。 故に 寧ろ 之を秘 して 發せざ b しなり。 

然 と雖 も、 卞 おの 璧は麈 埋に終 はら す、 趙 氏の 珠は 久しく 淵沒せ や。 聖 人の 經安 


べきな し。 孔子 云へ hN  、治 はい まだ 嘗て 之 を 德に本 づけ すん ば あらす と， 德は仁 

あら はれ 

の發 にし て、 仁 は 孝の 端なら。 然るに 天下 後世 を 慮る に、 民 に 君た る ものにして 此 

に昧 きもの あらん。 故に 特に 敦 孝の 人に 因 hN て 以て 孝 旨を發 す。 專ら 孝の 爲に 

する が 若き は、 實 に 其の 民 を 化し 俗 を 成す 天下の 要 を 指せるな り。 然ら すん ば、 何 

じゅんく 

ぞ獨 b 孝の 一 端に 於て 諄々 として 詳に吿 ぐる こと 此の 如き もの あらん や。 S 故 

に 曰く、 二 帝 三 王の 治 は 道に 本 づき、 二 帝 三 王の 道 は 身に 本 づき、 二 帝 三 王の 身 極 は 

心に 本 づき、 二 帝 三 王の 心 極 は 孝に 本 づ き、 孝 は 乃ち 齊治均 平の 準な りと。 惜しい 

- ,  ゑん び A  とき 

哉 其 の經の 異端 曲學の 私に 湮泯 せる こと や。 愚 ゃ不慧 なれ ども、 經 を讀む 次に 稍 I 

覺悟 する あれ ば、 敢 て 其の！  ニを擧 げて而 して 之 を明發 す。 淵を蠡 もて 測 b  、天 を 

管よ 窺 ふが 如くな らんの み。 後の 君子 倘し翹 起して 復た之 を 振 し、 幸 に 其の 疵 

を哂 ふこと なくば 幸何ぞ 如かん や。 

管 見 後記  • 同 

夫れ 粟菽の 以て 唇 を 甘から しむ ベ きに 非ざる は、 乃 ち 其の 常に 食 ふ 所 なれば な 
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治 化 美し。 犬な 

を擴 めば 以て 民 

神發の 際に 賦し、 

この か た 改ま，^ 

に 廢れ、 竹 編と 蝌 

以て 荆 公の 玫を 

て 進講せ す、 家 の 

經の 特に 治平の 

精神 命脈の 發も 

ァラハ レ 

賦、 受 くる こと 殊 

り。 其の 聲を裂 

ざるな り。 性 は 

覺 し、 提 撕す るに 

んゃ。 上に 身 を 


五六 二 

る 哉 孝の 道 や。 之 を 全うせば 以て 身心 を淑 くす 可 く、 之 

物を淑 くすべし。 之 を 惟 淵 惟默の 中に 根ざ し、 之 を 形 生 

須臾の 頃 だに も 離れ す、 恒 に 方寸の 間に 完し。 生 民より 

しこと なし。 之 を 奈何 せん、 一 たび 羸 火に 廢れ、 再び 曲學 

蚪と錯 雜し謬 誤し、 穿鑿し 考訂 し、 臆說 沸騰せ る を。 是を 

執 る や、 此 の經 を卑視 し、 大 廷は 以て 士に策 は す、 史 館は以 

畏老は 以て 子孫に 垂訓せ す、 學の 傅師は 以て 弟子に 猓誨 

具たら ざるの みなら す、 且 つ 蒙 習 も 亦 之 を 辨髦せ り。 嗟 

F  お ほ 

將に 淵に 沈み 土に 覆 はれん とする か。 豈に 人の 天性の 

ならん や。 殆ん ど然ら や。 其の景 を灼 かすん ば 嘖者は 

かすん ば、 聾 者は聽 かざるな り。 其の 肱 を 翼け すん ば、 跛 

固有に 賦 けたり と雖 も、 良 は 本然に 具 はると 雖 も、 開 示 し、 

あら すん ば、 安 んぞ 能く 性に 復 b 良に 返 て、 而 して 其の 

さきだ  こ 

もて 先つ 敎な く、 下 に 化に 向 ふ 機な し。 浩の 古を轶 さ- 


不-: 急 下ハ吾 
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王 曰、 吾與 

レ羽、 俱北面 

受，， 命馕 王； 

約 爲_| 兄 

, , ナニデ 

吾翁卽 若 

翁、 必 欲レ 

ナン デ 

烹，， 而翁， 幸 

分-我 一 奮 

薆- 云々 (通 

鑑廣紀 二 一一 

ョ 严) 

せす。 此 

す聖. S ひノ 

良、 古 令 の 

覩 ざるな 

者 は 行か 

訓 導 し、 警 

天に 還 ら 

あやし 

る は異む 


と 無 かれ。 熙ゃ 大願に 勝へ す •  • 

孝 經管見  元 釣 滄 子 

說く者 は 曰 ふ、 二 帝 三 王の 治 は 道に 本づ き、 二 帝 三 王の 道 は 身に 本づ くと。 S お 

も へ らく、 二 帝 三 王の 極 を 身に 建 つ る は、 心 の 極 を 立つ るな， 9。 心の 極 を 立つ る は、 

極 を 孝に 端すな り。 孝 は 良心の 切 近精實 なる ものなら。 其の 切 近 精 K なる 所の 

者 を 以て 之 を， 推 せ ば、 則 ち惻隱 とな り、 辭 讓 となり 羞惡 とな b  、是 非と なる。 又 之 を 

推 せ ば齊家 と な り、 治國と な b  、平 天下と な る。 何れも 是ょ， 9 出で ざる はなし。 已 

^  よし  さい りつ  よろこび 

に 是を舍 いて 而 かも 治に 適かん こと を 求む るも繇 なきな り。 故に 齋 栗して 豫を 

抵 して、 四方 を 風 動 し、 膳 を視て 三た び 朝して、 汝墳 化に 遵 ひ、 善 く 述 ベ 、善 く 繼ぎ二 

(二)  ト チノ ナ  (I 一一) 

て、 西 海 永へ に淸 し。 若し 獒を 分ち 忍びて 終に 貊に雜 はるを 成 し 、父 を 劫かし 

•  ザ ン -i ン 

て 謀りて 竟に 夷に 雜 はるを 致さば、 其の 功 効 成 驗梗槩 を 知る ベ けんや。 

是れ孝 立ちて 心の 極 建 ち、 心 の 極 建ちて 身の 極端し く、 身 の 極端し くして 
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^文 王 

111 武王 


分 レ棻。 楚箪 

食少、 項 王 

患ノ 之、 乃爲 

k 匿， _太 

公 其 上； 吿，, 

漢王， 曰、 今 


五六 o 

なら  •  なら 

準 ひ、 推 して 之 を 西 海に 放せば 而ち準 ひ、 推 して 之 を 南海に 放せば 而ち準 ひ、 推 し て 

之 を 北海に 放せば 而ち準 ふ。 詩に 云 ふ、 西 よ り、 東 よ K 南 よ り、 北 よりこ ゝに 服せ ざ 

る はなしと は、 これ を 謂へ るな りと。 甚 しい 哉、 孝道 の大 なる や、 天下 得て 踰 ゆる も 

まど ひ 

のな し。 ffi に は 以て 童子の 書と なして 之を忽 にす る もの あ り、 惑 たるな からん や。 

孝遨の 天下に 彰々 たらす し て、 俗 習の 頹敗 する 所以な り。 噫。 

了 キラ 力  • 

孝經序  明 虞 淳 熙. •• 

た かすか 

床 景濂曰 く、 古 今 文の 異なる 所 は特詞 語の 微に 同じから ざる もの あるの みに し 

て、 其の 文 義を稽 ふれ ば、 初 より 絶えて 相 遠き ものな しと。 諸 儒 は 經の大 旨に 於て 

發揮 する 所 ある を 見す。 而- し て 獨り斷 々然とし て 其の 紛転を 致す こと 此の 若き 

は 抑 t 末なら。 經を窮 むる に は、 其の 義を師 とせん か、 其の 詞を師 とせん か。 如し 詞 

さと  あら は 

のみ を 以てせば 則ち 辨す べし。 ^か ら すん ば、 其 の 大志 を會 り、 之 を 行事に 見す の 

深切 著明なる に 如く は 無し。 後の 君子 は 今よりの 語に 泥み て復た 紛転を 致す こ 


之 を 射る は、 衆 人 之 を 射て 其の 中を取る こと 多し とする に 若かざる な 臣敢て 

狂 偕の 罪 を 避け やし て、 先 王の 道に 於 て、 萬 一 も 補 ふ 所 あらん こと を 庶幾 ふ。 

孝經序  明 朱.  鴻 

竊に 嘗て 論じた b き、 天 下の 道 は 具に 六經に 載せら れ、 六 經の旨 趣 は 各 一 に歸す 

い  い  を さ 

る こと を。 故に 曰 く、 易 は 以て 陰陽 を 道 ひ、 書 は 以て 政事 を遨 ひ、 詩 は 以て 性情 を理 

,  あら  *  , 

め、 禮は 以て 節 文 を 謹み、 樂は 以て 功 德を象 はし、 春秋 は 以て 名分 を嚴 にす。 孝 を 論 

する に 至って は、 夫 子 は 則ち 曰 く、 德 の 本な b  、敎 の 由って 生やる 所な りと。 是れ孝 

經の 一 書 は 乃ち 兼總條 貫して、 天の 經、 地の 義、 民の 行た るな り。 故に 六 經の旨 は士 

子 各 其の 一 を 習 ひ て、 其 の 精 を 求め ば、 而 ち 通せん。 孝 經の義 の 若き は 童よ b 之 を 

習 ひ、 白 首に いたる まで 暫く も 離さす と雖 も、 夫 れ亦豈 に 能く 其の 蘊を盡 さんや。 

トシ m リ 

是を 以て 曾 子 之を贊 して 曰 く、 夫 れ孝は 之 を 置けば 而ち 天地に 塞 b  、之 を溥 けば 而 

ち 四海に 橫は b  、之 を 後世に 施ば せば 而ち 朝夕な く、 推 して 之 を 東海に 放せば 而ち 
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五 五八 

明隞は 日月の 若く にし て、 而 かも 歷世爭 論 自ら 伸ぶ る 能 はャ。 其の 中 異同 多から 

すと 雖 も、 然 れ ども 要は 正 を 得たり と爲 す, J れ學 者の 當に 重惜 すべき 所な り。 前 

世 中、 孝 經 多き は 五十 賒 家、 少 きも 亦 十 家より 減せ ざ りき。 今や 祕閣藏 する 所 は 止 

鄭氏、 明皇 及び 古文 三 家 あ るの み。 其の 古文に は經 あれ ども 傳 なし。 案す る に、 孔 

安國は 古文の 時に 通す るな きを 以ての 故 に、 隸 體を 以て 尙書 を寫 して 之を傳 へ た 

り。 然 らば 論語 孝經 のみ 獨 b 古文 を 用 ふる を 得す。 此れ 蓋し 後世の 事を好める 

も の、 孔 氏の 傳本を 用て 更に 古文 を 以て 之を寫 しし ものな らん。 其の 文 は 非 なれ 

さと 

ども 其の 語は是 な， 9。 夫れ 聖人の 經の高 深 幽遠なる、 固より 一 人の 能く 獨り 了る 

所に 非す。 是を « て 前 世、 百 家の 說を. 並存し て、 明 者 をして 擇ば しむる は 思慮 を廣 

く し、 經 術 を 重ん する 所以な り。 臣の 愚な る、 以 て 前人の 胸臆 を 度 越 し、 先 聖 の藩籬 

き  なん^ 

を H 望す るに 足らす と雖 も、 時 に 見る 所 あるに 至 b て は、 亦 各 爾の志 を 言 ふ義 のみ 

是に敢 て 輒ち隸 を 以て 古文 を寫 して 之が 指 解を爲 る。 其の 今 文の 舊注 にして 未 

だ盡 さ^る 所 ある もの は 之 を： i: ば し、 せへ の 合 はざる もの は 易き て 之 を 去りつ。 亦 

未だ 此の 是た b  、彼 の 非た る を 知らざる なり。 然れ ども 經は猶 ほ 的の ごとし、 一人 


て眞を 疑へ h.。 是を 以て 載 を歷る こと 百 

なし。 隋 の開皇 中、 秘 書 學生王 逸、 陳 人の 處 

に稽疑 一 篇を作 b  、將 に 以て 墜ち たる を 奥 

の 人已に 多く 之 を 譏 笑せ、 り。 唐の 明皇の 

て、 劉 知 幾以爲 らく、 宜しく 孔を行 ひ 鄭を廢 

て卒に 鄭學を 行へ り。 明皇 自ら 注す るに 

先 儒 皆 以爲ら く、 孔 氏 秦の禁 を 避けて 書 を 

疑 ふ。 何. となれ ば、 秦 は 科 斗の 書 廢絕. して 

焚書の 令 を 下しつ。 漢の 興る を距る こと 

る ものな く、 必 すし も 共 王 を 待って 然る 後 

し 時 は 31 を 去る こと 未だ 遠から ざれ ば、 最 

ひと 

して 世 を歷て 疎遠なる ものと 誠， に侔 しか 

出づ。 今人 皆尙 書の 厲 なる を 知， 9 て、 而 か 

くら  あぶり もの 

啗 ふべ きを 信じ て、 而 かも 炙の 食 ふべ から 
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を累ね て、 而 して 孤學沈 紙して 人知る i 

に 於て 之 を 得たり。 河 間の 劉炫 之が 爲 

し、 廢 れ たる を 起さん としつ。 而 かも 時 

開 元 中、 詔して 孔鄭ニ 家を議 する に 及び 

すべし と" 是に 於て 諸 儒の 爭難鐵 起し 

及 び て、 遂 に 十八 章 を以 て 定 と 爲 しつ。 

藏 せりと。 臣は竊 かに 其の 然ら ざる を 

より 已に 久し。 又始皇 三十 四 年始め て 

纔に七 年の み。 孔 氏の 子孫 豈に 悉く 知 

力く 

に 乃ち 出づべ けんや。 蓋し 始めて 藏し 

も眞 ならん か。 夫の 他 圃の人 轉. ^相 傅 授 

とも 

らす。 且つ 孝 經は尙 書と 俱に壁 中より 

も 孝 經の僞 なる を 疑 ふ。 是れ何 ぞ膪の 

ざる を 疑 ふに 異ならん や。 蹉 乎、 眞 僞 の 

£ 五 七 


.  五 五六 

則ち 文繁 く、 之 を 略せば 又義闕 く。 今 は 疏を存 して 用て 發揮 を廣 くす。 

古文 孝經 指 解 序  宋司 爲 光 

聖人 は 言 へ ば 則ち 經 とな り、 動 けば 則ち 法と なる。 故に 孔子 曾 參と孝 を 論じて、 

而 して 門人の 之 を 書した る もの をば 之 を 孝 經と謂 ふ。 傳授 する こと 滋； 久 くし て 

章句. 浸 差 ひ ぬ。 孔 氏の 人、 其 の 流蕩 して 眞を失 は ん こと を 畏れた るが 故 に、 其 の 先 

とも 

世の. 定本 を 取 り、虞 夏 商 周の 書 及び 論語と 維に 之 を 壁 中に 藏 めき。 苟も 人 をして 

くびす めぐ 

之 を 知る あらしめ ば、 踵 を旋ら すまに 散 失せん が 故 に、 子 孫と 雖も 以て 吿 げざ，^ し 

なり。 秦の滅 學に遭 ひ、 天 下の 書 は 地 を 掃うて 遺る ものな し。 漢の 興る や、 河 間 の 

人なる 顔 芝の 子、 孝 經 十八 章 を 得、 儒 者栢 ともに 之を傳 へぬ。 是を今 文と なす。 © 

こ は 

の 共 王の 孔子の 宅を壤 すに 及びて 古文 始めて 出で ぬ。 凡そ 二十 二 章 あり。 是の 

時に 當， o 今 文の 學已に 盛な りしが 故 に、 古 文 は 根を排 されて 學官に 列す る を 得 ざ 

りき。 獨 b 孔安國 及び 後漢 の馬融 のみ 之が 傳を爲 りき。 諳儒 黨同疾 異、 偽 を 信じ 


觴 して 之を傳 する もの も皆糟 粕の餘 のみ。 

風雅 頌は 分れて 四 詩と な b ぬ。 ® を 去る 

t ゆん はく 

經を觀 る に、 舊註踡 駁尤甚 しく、 跡 相 祖述に 

マ ジ ル 

專 門に 擅に する も の、 猶 ほ 將に十 室な らん 

自ら 戶牖を 開 き、 逸 駕に攀 ぢん とする 者 は、 

小成に 隱 れ、 言 は 浮 僞に隱 る。 且つ 傳は經 

を 以て 主と 爲す。 至當は 一に 歸 し、 精 義 は 

て 其の 樞耍を 撮らざる を 得ん や。 韋 昭、 王 

カナ メ 

たり。 劉 炫は安 國の本 を 明かに し、 陸 澄 は 

ん も、 何 ぞ必 すし も 人に 求めん や。 今 故に 

す。 文 を 約して 敷暢 す、 義は 則ち 昭然 たり、 

ゑん えん 

之を琬 琰に寫 す、 庶幾く は將 * に 補 あらん。 

タ マ 

るゝに 取る。 五 孝の 用 は 則ち 別な りと 雖 

て 一 章の， 中に 凡そ 數句 あり、 一 句の 內に意 
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。 故に 魯史 春秋 は 學に五 傅 を 開きて、 國 

£ 逾 遠くし て、 源 流 益 t 別 れ ぬ。 近 ご ろ ^ 

まさ  すで 

至って は 殆ど 且に百 家な らんと し、 業 に 

の： £1 

とす。 堂に^らん こと を 希 ふ 者 は、 必 や 

、必 ャ殊 なる 軌轍 を騁 す。 是を以 て 逍 、に 

に 通す る を 以て 義と爲 し、 義 は必す 當 る 

二な し。 安ん ぞ 其の 繁蕪 を翦 りて 而し 

ム タ 

肅は先 儒の 領釉 な り、 處 飜、 劉 邵は抑 I 又 次 

康 成の 注 を 譏 る、 理 に 在りて は 或は 當ら 

特に 六 家， の 異同 を擧 げ、 五 經の旨 趣を會 

まじ 

、注 を 分ち て 經を錯 ふ、 理 も亦條 貫せ り。 

なしへ 

。 且つ 夫子の 經を談 する や、 志 は訓を 垂 

も、 而 かも 百行の 源は殊 ならす。 是を以 

つぶさ 

の 兼ねて 明かなる あ り。 具に 載 すれば 

五 五 玉 


五 IT7  pi 

く は 實義を 明に して 廣く羣 英を育 て、 上 はまの 德を尊 び、 下 は 斯の民 を 庇 は 、 庶 幾 

く は 夙に 夜に 所 生 を 忝む る こと 無 けんと。 (孝 經大 き 

孝經序  唐玄  宗 

朕 聞 く、 上 古 は 其の 風朴 略に し て、 心 に 因る 孝 已に萠 すと 雖 も、 而 かも 敬 を 資る禮 

は 猶ほ簡 なりき。 仁義 旣に 有る に 及びて 親譽 益 I 著れ ぬ。 聖人 は 孝 を 以て 人を敎 

ふべき を 知れ， 9。 故に 嚴に 因りて 以て 敬を敎 へ、 親に 因 &て 以て 愛を敎 へつ。 是 

み *~ら 

に 於て 順 を 以て 忠に 移る 道昭か に、 身 を 立て 名を揚 ぐる 義彰 かな hs。 子 曰 く、 吾 が 

志 は 春秋に 在 b  、行 は 孝經に 在りと。 是れ孝 は德の 本た る を 知れる か。 經に 曰く、 

を さ 

むかし 明 王の 孝 を 以て 夭 下を理 むる や、 敢 て 小 國の臣 を； U も 遺れ す、 而 る を 況んゃ 

公侯 伯 子 男に 於て を やと • 朕 嘗て 斯の 言 を 三 復 し、 先 哲を景 行す。 德敎 百姓に 加 

はるな しと 雖 も、 庶 幾く は廣愛 四海に 刑と なら ん" 嗟 乎、 夫 子沒 して 微 言 絕 え、 異 端 

もと  びん ぜっ  h いじん  らん 

起 りて 大義 乖 りぬ。 況して 秦 に泯絕 して 之 を 得る もの も 皆 煨镳の 末の み、 漢し濫 


誦經 威. 儀  ， 

てあら くしけ づ 

毎日 淸晨 に盥 ひ、 櫛 b、i 服 上 香し、 北に 向って 禮拜 し^って 北に 面して 默 坐し、 目 

を閉ぢ て 想を存 し、 自 身 見 今の 年 歳よ b  、逆 に 孩提親 を 愛せし ときの 光景 何 如ん を 

, »  n ドモ.  アリサ ム 

想 回 し、 又 逆に 下胎の 一 聲啼 叫せ しとき の 光景 何 如 を 想 回 し、 又 逆に 母の 胎 中に 在 

りて、 母 呼 すれば 亦 呼 し、 母 吸 すれば 亦 吸せ し 時の 光景 何 如 を 想 回す。 此に到 むて 

情 識俱に 忘れられ て、 只 綿々 たる ー氣 のみ ありて 忽然と して 自ら 歡喜を 生や。 然 

る後將 に身づ から 箇の孝 を 行 ひし 曾 子の 侍立して 孔子の 側に 在 b しごとき 限な 

き 恭 敬、 限 なき 愛樂を 作さん こと を 想 ひ、 然 して 後に 目 を 開き 手を擧 げ、 稱 讃 して 曰 

く、 曾 子 孝 を 行 ひ 孔聖經 を說け b  、經. は 何く にか 在 る、 吾 が 此の 身に あ b  、手 は 圓 に、 足 

は 方 に、 耳 は 聰 に、 目 は 明に し て、 人 々倶に 足 b  、物 々完く 成る。 身 を 離れて 孝な く、 孝 

を 離れて 身な し。 身 を 立て 道 を 行 ふ。 身 立ち 道行 はれて、 四海に 光 b  、神 明に 通す U 

至德要 道な b  、地の 義、 天の 經 なり。 我 今 持 誦すれ ども 聲に循 ふこと を 得す。 願 は 

第二 篇 孝道に 關 する 論說  五 五 S 


五 五 二 

を 敬と なし、 敬の 至 を 齋と爲 す. 齋戒 して 心 を 洗 ひて、 浩然の 氣兩 間に 塞が b^l く然 

の 光四 表 を 照す こ t を 得る に 到ら ば、 方 に纔 に是れ 個の 全 孝に し て、 方 に毚に 孝子 

よび な  こ 

と 作す。 這れ 是れ極 平、 極 易、 極 庸、 極 常の 道理に して、 人の 目の 能く 視、 耳の 能く 聽 

く が 如 し。 只 平易 庸^ を 把り 做して 一生 盲 龔 的の 人 をして 勿 f 然として 此を 得し 

めば， 便ち 大驚小 依 神異を 誇張す。 然れ ども 究竟し 求れば 只 是れ侗 の 平易 庸 常の 

もの、 如何ん ぞ些子 を 添へ 得ん や。 且つ 世上に 五 等の 人 あり。 孤 子と 義子と i 怙を 

失へ る 子 と、 人 の 後た る 子と 中賣の 人となり。 他 は 親く 父母に 事 ふること を 得 ざ 

る を 恨みて、 殊に 此の 身旣 に太虛 天地の 遺體 たりと せ ば、 是 れ 君 父、 繼 父、 繼 母の 遺體 

にあら やと 道 ひ 難き こと を 知らざる な， cs。 昔日 王 祥が輩 は、 但 只 一 味の 繼 母に 孝 

すな は  か  ^  ^ 

顧に して 就ち 許 多の 靈感ぁ り、 豈 是れ 那の繼 母の 他 を 生 下し 來 つて 孤 子に 至らん 

や。 乾坤 あ b 、君師 あ 、宗廟 あ b 、在 ると ころに 隨 ひて 皆 孝を盡 すべ し、 在 ると ころ 

に隨 ひて 皆感通 あらん。 這の 五 等の 人 は 父母な しと 雖 も、 事 ふる こと を 得る は、 其 

の實 膝下に 在る と 一般なら。 若し 肯て 這の 心 法に 依 著して 行 ひもて 去ら ば、 何 れ 

の處 にか 本 生の 父母に 遇 は ざらん や。 (孝經 大全) 


として 孝に ならざる はな し。 援 神 契に 曰 く、 孝 は 混沌の 中に 在り と。 曾 子の 曰 く、 夫 れ 

孝 は 之 を 後世に 推せば 而ち 朝夕な しと。 時として 孝に あらざる はな く、 物 と し て 

有らざる な く、 時 i して 暫く も 停まる i なくして、 以て 規に應 するな. o。 ん は 言 ふ、 

释老は 太 虛を超 出して 父母 を拜せ やと。 太虛 外なければ 復た 何ぞ超 ゆべ けんや。 

とも 

卽ち與 に體を 同じく す。 能く 蘗萠 ならす して 而 かも 孝と せんや。 (孝經 大全 卷ー： > 

, 全 孝心 法 

人の 氣 中に 在る こ と、 魚 の 水中に 在る が 如し。 父母の 口 鼻 は 天地の 氣に 通す。 

子の 母 腹に 居る とき は、 母 呼 すれば 亦 呼 し、 母 吸 すれば 亦 吸す。 ー氣の 流通 已に問 

隔 な し、 何 ぞ況ん や 那の本 靈本覺 にして 氣に乘 じて 出入す る も の、 又 甚 麽の界 限す 

る處か あらん。 見る ベ し、 此 の 身 は 但是れ 父母の 遺體 たるの みなら す、 也 た 是れ天 

地の 遺體 たる こと を。 人 は是れ 太虚の 遺體 なり。 遺體を 保養す る 法 は 氣を馭 め 

靈を攝 る 一事に 過ぎす。 氣を馭 め 靈を攝 る こと は、 愛 敬の 二字に 過ぎす。 愛の 極 
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し て は、 能 く孽萠 する を 子と 爲 し、 太 虛を老 とし 

として は 坤の順 承す る を 子と な し、 乾 坤を老 と 

となして は 日月 五 行 民 物 を 子と なす。 日を老 


さ 


全 

圖 


ま $^ 


t 笑 


月 


^入 ザ子附 


乾@} 夢 川-. 夭^^ 

^  f 

母を老 となして は 四 夷 を 子と なす。 

なす。 禽獸 草木に は 各牝牡 雌雄 あり、 

となし て、 生 を受 くる もの を 子と なす 


し、 曰 月 を 

五行の 我 

と なす。 

と な し、 川 

五行 を老 

氏 を老と 

母 を老と 

母 を老と 

五 等の 贵 

-胎化 同じ 

- 老を以 


五 五 0 

て は 三才 萬 物 を 子と なす。 乾を老 

なして は 六 子 を 子と な し、 乾 坤を老 

として は 月の 光を受 くる を 子と な 

老と なして は 五行 民 物 を 子と なす „ 

を 生む を老 として は 我 生る、 を 子 

山 は 祖脈を 老と爲 して は 胎育を 子 

は 源を老 となして は委を 子と なす， 

となして は 渾敦氏 を 子と な し、 渾 敦 

なして は 人 を 子と なす。 二 氏の 父 

なして は 二 氏 を 子と な し、 兆 人の 父 

なして は 兆 人 を 子と な し、 四 夷の 父 

きもの を老 となして は 賤者を 子と 

からすと 雖 も、 而 かも 生む もの を老 

て 子を孚 し、 子 を 以て 老を 承く。 物 


の 端を發 せし む。 永 樂の間 儒臣に 命じて 孝順 事 實を纂 集して 以て 孝の. 實を收 む • 

二 祖の敎 に 孝 を 以てする i  、何 ぞ 啻 に 家 t に 至 り、 日. 'に 見 るの みならん や。 列聖 相承 

なら 

けて 是の 道に 率ひ循 ふ。 是に胤 ひて 嘉靖 中興して 至孝 を 尊崇す る 、千 古に 超越 

して 明 倫の 一 書 を纂 む。 . 萬曆庚 辰、 乙 酉、 咸 く 此の 經を 以て 士を策 し、 之 を 用て 材を 

えら  い 

掄. ぶ。 今や 皇上 益-孝 の 恩 を 篤く し て、 親 ら孝經 の 注疏 を 御し て、 S 前 に 切 0 す。 0 

ツイ タテ 

し 以て 天下に 風 示して、 必す且 之 を 經莛に 進め、 之を學 官に頒 ち、 五經 四書と 世に 並 

列せ しめ て、 以 て 夫の 重 熙累洽 の 盛 を 得し めんと 欲するな， 9。 (孝經 大全 卷 一) 

全 孝圖說 

孝の 字 は老の 省け るに 從 ひ、 子 に從ふ • 子、 老 の 傍に 在りて 杭して 而 して 順なら 

ざる は 孝に 非ざる なり。 老、 子 の 下に あ b て 逆にして 順なら ざる は 孝に 非ざる な 

り。 老は 上に、 子 は 下な る は、 斯れ 象形な.^ 規 は太虛 にして、 規の 中な 一 規 ハ圆チ ナス。 

i ら 

る もの は 其の 孕めるな り。 約して 老に從 ひ、 子 に從 ふの 象 を 以てす。 太 虛を老 と 
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石 蠆孝經 


五 四 八 

一 疏五卷 を 撰せ り。 梁の 昭 明、 唐 の壽王 及び 諸の 胤 子 皆 殿 庭に 講せ， f。 唐の 太宗は 

一孔 穎 達に 命じて 國 學に講 せしめき。 是く累 朝の 英君碩 補尊尙 せざる なし。 而し 

せ 乞 さくしゅん はく 

て 諸 儒の 註疏 は 穿鑿 蹯駁 多し。 開 元 の^に 乃ち 群臣に 詔して 義を 集めし めき。 

玄宗に 至りて は 最も 古 を 好む こと を爲 し、 篤 く 是の經 を 信じ て、 繁 蕪 を 剪 b  、樞 要 を 

- 撮りて、 重ねて 註疏 を 加へ て、 更 に 精密と な し、 國 學 に書勒 して、 仍て敕 して 家 ごとに 

ー藏 せし む。 學者 今に 至る まで 石臺孝 經と稱 すと いふ。 宋の 大宗に は 御 書 孝經ぁ 

り、 仁 宗には 篆隸の ニ體ぁ り、 高 宗 には眞 草の 二 刻 あ b 、復 た 邢 »、 杜 鎬に 詔し て、 爲 に 

講義 を 置け り。 是く 此の 經の 宇內 に流播 する こと 日の 天に 中す るが 如 く、 誠 に 六 

^ 經 の總會 にして、 百 王の 衡鑑な り、 夫 れ何ぞ 王 安 石が 偏 拗の學 を 以て 旣に 以て 斷じ 

しりぞ  . 

て 春秋 を爛視 して、 而 して 此の 經も亦 淺近を 以て 黜 けらる。 夫れ 昔の 秦に火 ある 

や、 旋 漢に復 せり。 今 徒に 司 K 光との 隙 を 挾み て、 遂 に 先王の 至 德要道 をして 晦蝕 

- お ほい 

せし むる もの 五 百年に 餘れ り。 其の 禍は之 を 秦に較 ぶれば 尤も 烈し。 洪に 惟み 

れば、 我が 明の 尊 號定諡 は必す 孝德を 聖母に 加へ て 以て 孝の 本 を 端す。 洪武の 初 

め、 孝 經の大 旨を會 して 纂 めて 御製 六 言 と. 爲 し、 道 人 をして 鐸を路 に 振って 以て 孝 


る も の、 其 の 憲を萬 世に 垂る、 こ 

に 至って 六鐯と 同じく 燬 けしに 

. - ： 氏よ.^ 出で た り、 乃 ち隸 書な りし 

澄き て師制 を專ら にし て、 天 下 を 

家家 をして 之 を 習 はし め、 詔 書 も 

,:,、，-.. b  、皆 蝌蚪の 書な りしが 故に 古文と 

め、 明 帝の 時には 羽 林 をして 悉く 孝 

n ノヱ ヘイ 

生學士 のみなら やし て、 家 ごとに 誦 

廟號に は 率ね 孝の 諡を用 ひ、 士を選 

に 近し と稱 する こと 殆ど 誣 ひざる 

あか あら は 

ね て、 直 に 此の 經を 以て 明し 顯 せど 

旨 未だ 統 一 する こと 能 は ざ b き。 

この かた 

b 以後 注せし もの 無 盧百家 あり。 

臣を聚 めて、 共に 經義を 論せ しめき 

第二 篇 孝道に 閼 する 論說. 


宜な 

b. 、漢 

ゆ ゑ 

て 誦 

詰り 

名づ 

經の 

し、 戶 

ぶ に 

力 な 

も、 未 

悠 々 

是 に 


) 3 

る 力 

興-^ 

に 今 

習 せ 

責 め 

o 

章 

ご と 

は 每 

た 0 

た る 

於て 

およ 

に迨 


な。 魏の文 侯 傅 を 立て 

て 惠帝挾 書の 律 を 除き 

文と 名づ く。 文 帝は爲 

しめし こと あ， 9。 凉州 

たり。 武 帝の 時、 孔 壁よ 

光武の 時 は 虎賁士 をし 

n ノエ ヘイ 

に 通せし めき。 是の時 

に 習 ひ て、 武人に も遍ね 

に 孝廉を 先にせ， 9。 世 

歷代 とも 經鐯を 表 章し 

儒 をして 會議 せしめ ざ 

千載 嘆す るに 勝 ふべ け 


しが， 傳 は巖秦 

て、 孝經は 顔^ 

に 博士 司隸を 

の璲に 及びて 

b 孝經を 出せ 

て 之 を 習 はし 

は 惟 夭 下の 經 

か り き、 况 ん や 

に 漢の治 は 古 

、咸 く學官 を 列 

りしが 爲 に、 經 

んゃ。 曹魏ょ 

の 間に 再び 群 


普の 永 和 及び 孝 武大元 

びて 武帝 は疏 十八 卷を 撰し、 簡文帝 は 

五 四 七 


五 H 六 

き  うま *- 

服れ ども 安から や、 樂 を閡 けど も樂 しら や、 旨 を 食へ ども 甘から す、 此 れ 哀感の 情.^ r 

三日に して 而 して 食す る は、 民 をして 死 を 以て 生 を 傷る. 5 な く、 毀 すれ ども 性を诚 

せ ざら しむる ものにし て、 此 れ 聖人の 政 也。 喪 三年に 過ぎざる は 民に 終 ある を 示 

を さ  ほ きつら  /き X.7 

す 也。 之が 棺椁衣 衾を爲 りて 之を擧 め、 其 の簠 簋を陳 ねて 之 を 哀感 し 、僻 踊し 哭泣 

マツリ ノウ ッハ  ムネゥ チア シズリ 

し、 哀 しんで 以て 之 を 送る。 其 宅 兆をト して 之 を 安らかに 措 き、 之 が 宗廟 を爲 b て 

鬼 を 以て 之 を享し 、春秋に は 祭祀 し、 時 を 以て 之 を 思 ふ。 生に 事 ふるに 愛敬し、 死に 

事 ふるに 哀感す。 生 民の 本盡 き、 死生の 義備 はれり、 孝子の 親に 事 ふる も 終れり。 

孝經考 

謹みて 漢の藝 文 志 及び 鈎 命 訣、 孝 經 中 契、 孔 m 全 書、 年 譜、 宋 景濂が 生 卒の辨 を按ゃ 

るに、 謂へ らく、 孔子 七十 二に して 春秋 を 以て 商に 屬し、 而 じて 孝經は 則ち 「1^ぃ 

>  _ 參 ハ 曾 子 

以 つて 叁に屬 せ b と。 是 かれば 春秋 孝經の 成れ る、 斯 の 時 を 同じう する に 似た， 9 

まこと 

夫れ 魯麟 生じて 春秋 成 り、 孝 經 成りて 而 して 圖文見 はる。 天人 交. ^應 じて 理 固に 然 


應感章 第 十六 

む 力し 

子 曰く、 昔 者 明 王 は 父に 事へ て 孝な り、 故 に 天に 事 ふること 明に、 母に 事へ て 孝 

あきらか 

な b  、故 に 地に 事 ふること 察 に、 長 幼 順へ り、 故 に 上下 治まれり 

あら は 

明彰 る。 故 に、 天子と 雖も 必中 尊ぶ ベ きもの あ b 


必 す 先ん すべ き 者 あ りと は、 兄 ある をい へ るな 

はづ かし 

ざ る な b  、身 を 脩 め、 行 を 慎む は、 先 を 辱めん こと を 恐 

ば 鬼神 著 はる。 孝悌の 至 は W 明に 通 じ、 四 海に 光 k 

シゴク 

よ b  、東 よ b  、南 よ b  、北 よ 思に 服せ ざる は 無しと。 

事 君 章 第 十七 

子 曰く、 君子の 上に 事 ふる や、 進 みて は 忠を盡 さ 

はんこと を 思 ひ、 其 の 美 を將順 し、 其 の 惡 を 匡救す、 故 

云 ふ、 心 に 愛 す、 遐 ん ぞ 謂 は ざら ん、 中 心に 藏 す、 何 の 日 

喪 親 章 第 十八 

子 曰く、 孝子の 親に 喪す る や、 哭 せど も偯せ す、 禮 

ナ キイ ル 

第 ニー 鴛 孝道に 1 閼する 論 說 


はパ乂 あ る 

_ 宗 廟 に 

るれば な 

通 せざる 


天地 明察 なれば 神 

古 ^チ t ケ 

^ナリ o 

敬 を 致す は 親 を 忘 れ 


をい へるな 


り。 宗廟に 敬 を 致せ 

所な し。 詩に 云 ふ、 西 


ん こと を 

に 上下 能 

か 之 を 忘 


思 ひ、 退 きて は 過 を 補 

く 相 親むな り。 詩に 

れんと。 


こと は か vt- 

容 な く、 言 は 文ら す、 类 しき を 

？ッ  アヤ 
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の 如く 大 ならむ。 

廣揚名 章 第 十四 

子 曰く、 君子の 親に 事 ふるや 孝な り、 故 に忠を 君に 移す ベ く、 兄 に 事 ふや 悌 なり、 

故に 順 を 長に 移す ベ く、 家 に 居って 理ま る、 故 に 治 を官に 移すべし。 是を以 て、 行 は 

內に 成り て、 名 は 後世に 立つ。 

諫諍章 第 十五 

か  ごと 

曾 子 曰 く、 夫 の 慈 愛 に、 恭 敬に し て、 親 を 安ん じ、 名 を揚 ぐるが 若き は 則ち 命 を 聞け 

り、 敢て 問 ふ、 子 が 父の 令に 從ふは 孝と 謂 ふべき か。 子 曰く、 是れ 何の 言 ぞ や、 こ れ 

むか し 

何 の 言 ぞ や。 昔 者、 天 子に 爭臣七 人 あれ ば、 無 道と 雖も 天下 を 失 は や、 諸 侯に^ 臣五 

人 あれ ば、 無 道と 雖も 其の 國を失 は す、 大 夫に 爭臣 三人 あれ ば、 無 道と 雖も 其の 家 を 

失 は す、 士 に爭友 あれ ば、 身 令名 を 離れ や、 父 に爭子 あれ ば、 則 ち 身 は 不義に 陷ら や。 

故に 不義に 當 りて は、 則 ち 子 は 以て 父に 爭 はざる ベ から す、 臣 は以 そ. 君に 

爭 はざる ベから す。 故に 不義に 當 つて は 則ち 之を爭 ふ。 父の 令に 從ふ 

は 又 焉んぞ 孝と 爲すを 得ん や。 


ァ ミキ チ 4^ 

リク、 從フ 

ナ 9  0 


な  レ  な  もし  な 

もの は 上 を 無み し、 聖 人 を 非る もの は 法 を 無み し、 孝 を 非る もの は 親 を 無み す、 此 

大亂の 道な り。 


子 曰く、 民に 親愛 を敎 ふるに は 孝よ b 善き はな く、 民 に 

り 善き はな く、 風 を 移し 俗 を 易 ふ るに は樂 よ，^ 善き はなく、 

には禮 より 善き はなし。 禮は 敬の み。 故に 其の 父 を 敬す 

を 敬 すれば 則ち 弟悅 び、 其 の 君 を 敬 すれば 則ち 臣悅 び、 一 人 

悅ぶ。 敬す る 所の 者 寡く して 而 かも 悅ぶ者 衆き を ば、 此 を 

廣至德 章 第 十三 

子 曰く、 君子の 敎 ふるに 孝 を 以てする や、 家 ごとに 至り 

に は あらざる な， 5。 敎 ふるに 孝 を 以てする は、 天 下の 人の 

以 なり。 敎 ふるに 悌を 以てする は、 天 下の 人の 兄た る もの 

ふるに 臣を 以てする は、 天 下の 人の. 君た る もの を 敬す る 所 

の 君子 は 民の 父母な b と。 至德 にあら ざれ ば、 其 れ孰か 能 


體 順を敎 ふるに は悌ょ 

上 を 安んじ 民 を 治む る 

れば 則ち 子悅 び、 其 の 兄 

を 敬して 而し て 千 萬 人 

これ 要 道と は 謂 ふな bo 

て、 而し て 日 I に 之 を 見る 

父なる もの を 敬す る 所 

を 敬す る 所以な り。 敎 

以 なり。 詩に 云 ふ、 愷 悌 

く 民 を 頃に する こと 此 
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五 四 二 

な り て、 民 W るな く、 善 に 在ら やして 而 して 皆 凶德に 在れ ば、 之 を 得と 雖も 君子 は 貴 

n  n  口 ザシ 

ばざる なり。 君子 は 則ち 然ら や、 言 は 道 ふべき を 思 ひ、 行 は樂 むべき を 思 ひ、 德 義 は 

ミチ 二 カナへ ル 

© つと 

尊ぶ ベ く、 作 事 は 法る ベ く、 容 止觀 るべ く、 進 退 度と すべく して 以て 其の 民に 臨む 

是 を 以， て 其の 民 畏れて 而 かも 之 を 愛 し、 則 りて 而 して 之に 象 る、 故 に 能く 其の 德敎 

を 成し モ而 して 其の 政令 を 行 ふ。 詩に 云 ふ、 淑 人君 子 は 其の 儀忒 はすと。 

紀 孝行 章 第 十 

子 曰く、 孝子の 親に 事 ふる や、 居 ると き は 其の 敬 を 致 し、 養 ふに は 其の 樂を 致し * 

病める ときには 其の 憂 を 致 し、 喪 に は 其の 哀を致 し、 祭 る ときには-其の 嚴を 致す。 

五の 者備 はり て、 然 る 後 能く 親に 事 ふ。 親に 事 ふるもの は、 上 に 居って 驕ら や、 下 と 

爲 りて 亂ら す、 醜 に 在りて 爭 はや。 上に 居って 驕れば 則ち. U び、 下 となりて 亂れ ば 

t ト ナカ 

則ち 刑 せら れ、 醜 に 在， 9 て爭 へば 則ち 兵 せらる。 三の こと を 除か ざれ ば、 日 に 三 牲 

ハモ ノニ 力- ル  牛 *+ 麻 

の 養 を 用 ふと 雖 も、 猶 ほ 不孝と なす。 

五 刑 章 第 十 一 

子 曰く、 五 刑の 屬 三千に して 而 かも 罪 は 不孝よ， 9 犬なる はなし。 君 を 要する 


なる 德行 あれ ば、 四 國 之に 順 ふと。 

聖 治 章 第 九 

會子曰 く、 敢 て ふ、 聖 人の 德は 以て 孝に 加 ふるもの はなき か。 子 曰く、 天地の 

た， 5i 

性 は 人 を 貴し とな し、 人 の 行 は 孝より 大な る はな く、 孝 は ハヌを 厳く する よ b 大 なる 

は な く、 父 を嚴 くす る は 天に 配す るよ， 9 大 なる はな し、 則 ち 周 公 は 其の 人な り。 昔 

者 周 公 は后稷 を郊祀 して 以て 天に 配 し、 文 王 を 明 堂に 宗祀 して 以て 上帝に 配 せり。 

是を 以て 四海の 內各 其の 職 を 以て、 來 りて 祭 を 助けたり。 夫れ 鎏 人の 德 は、 又 何 を 

以て 孝に 加 へん や。 故に 親み は 之 を 膝下に 生じ て、 以 て 父母 を 養 ふこ と は 日 I に 嚴 

となる。 鎏 人 は 霰に 因りて 以て 敬を敎 へ、 親に 因りて 以て 愛 を敎 ふ。 ^ 人の 敎は 

シ タシキ 

省なら ね ども s  b  、其 の 政 は K ならね ども 治ま る、 其 の 因る 所. Q もの は 本な h,。 父 

*s ライフ 

子の 道 は 天性な り、 君 臣の義 なり。 ヌ乂母 之 を 生める なれ ば、 續 くこと 焉 より 大 なる 

は な く、 君 親 之に 臨める なれ ば、 厚 きこと 焉 より 重き はなし。 故に 其の 親 を 愛せ や 

して 而 して 他人 を 愛する をば 之 を 悖 德と謂 ひ、 其の 親 を 敬せ すして 一 悖 德悖體 チ以テ 天 

下チ 順治セ ン トセ 

而 して 他人 を 敬す る をば 之 を悖禮 とい ふ • 以て 順にせば 則ち 逆と 一 パ 則チ逑 ナリ。 
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り、 以 て 天下 を 順に す、 是 を 以て 其の 敎、 肅 ならね ども 成 り、 其 の 政、 嚴 ならね ども 治る。 

先王 は敎へ て 以て 民 を 化すべ きを 見た り、 是 の 故に 之に 先つ に 博愛 を 以てすれば 

すな は  のぶ  すな は 

而ち民 其の 親 を 遺る ゝ ことな く、 之 に陳 るに 德義を 以てすれば 而ち民 興って 行 ひ、 

さきた  すな は  すなよ 

之に 先つ に 敬讓を 以てすれば 而ち 民爭は や、 之 を 導く に 禮樂を 以てすれば 而ち民 

^'く  /\ 

和 睦 し、 之 に 示す に 好惡を 以てすれば 而ち 民禁を 知る。 詩に 云 ふ、 赫赫たる 師 尹よ、 

とも なん x»  み 

民具に 爾を瞻 ると。 

孝 治 章 第 八 

チ s く、 昔 者 明 王の 孝 を 以て 天下 を 治む る や、 敢 て 小 國の臣 を だに 遺れ や、 而 る 

バ ィ .A ン 

を «ん や 公侯 伯 子 男に 於て を や。 故に 萬 國の懼 心 を 得 て、 以 て 其の 先王に 事 ふ。 

國を 治む る もの は敢て 鰥寡 を だに 侮ら す、 而 るを況 んゃ士 民に 於て を や。 故に 百 

姓の 懼心を 得て、 以て 其の 先君に 事 ふ。 家 を 治む る もの は 敢て臣 妾に だに 失 はや、 

而るを 况んゃ 妻子に 於て を や。 故に 人の 懼心を 得て、 以て 其の 親に 事 ふ。 夫れ 然 

り、 故 に 生ける ときには 親 之に， 安ん じ、 祭 れば鬼 之を享 く、 是 を 以て 天下 g 平 し、 災 害 

おこ  お ほ，， 

生 せ や、 禍 亂 作ら や。 故に 明 王の 孝 を 以て 夭 下 を 治む る や 此の 如し。 詩に 云 ふ、 覺 


士章 第五 

父に 事 ふるに 資 りて 以て 

君に 事 ふれ ば、 而 ち 敬 同じ。 

る、 之 を 兼ぬ る もの は 父な り。 

事 ふれば 則ち 順な り。 忠順 

祿 ^を 保ちて、 而 して 其の 祭 


、而ち 愛 同じ く、 父 に 事 ふるに 資 b て 以て 

の 愛 を 取り て、 而 して 君に は 其の 敬 を 取 

て 君に 事 ふれば 則ち 忠 に、 敬 を 以て-:: K に 

以て 其の上に 事へ て、 然る 後 

士の 孝な り。 詩に 云 ふ、 夙に 


ナン デ  はづか 

ね て、 爾の听 生 を 忝し む る こ 


母に 事 ふれば 

故に^に は 其 

故に 孝を以 

を 失 はやして 

祀 を 守 る、 蓋 し 

と 無 かれと。 

庶人章 第 六 

天 の 道 を 用 ひ 地の 利 を 分 

故に 天子より 庶 人に 至る ま 

あ ら す 

三才 章 第 七 

曾 子 曰 く、 甚 し い 哉、 孝 の 大 

の 行なり。 . 天地の 經 にして- 
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能く  K の 


よは 


典き 夜 


寐 


ち、 身 を 謹みて 

で、 孝 終始な く 


以て 父母 を 養 ふ は、 此れ 庶人 

し て、 而 かも 患の 及 はざる も 


の 孝な 

の は 未 


之 


なるや。 子 曰 


夫れ 孝 は 天の 經な り、 地 


而 して 民 は是れ 之に 則る。 天の 明に 則り 


の 義 な i 

，地の利に S 


五三 八 

愛敬 を 親に 事 ふるに 盡 して、 而 して 德敎 百姓に 加 はり、 四海に 灣 とな る、 蓋 し 天子の 

孝な り。 甫 刑に 云 ふ 、一人 慶 あれば 兆民 之に 賴 ると。 

諸侯 章 第三 

上に 在って 驕ら ざれ ば、 高 けれども 危から や、 節 を 制し 度 を 謹め ば、 満 つれ ども 溢 

わ や 高く して 而 かも 危から ざる は、 長 く 貴 を 守る 所以な ，9、 満 ちて 而 かも^れ ざ 

る は、 長 く 富 を 守る 所以な り。 富貴 其の 身 を 離れ す、 然 る 後に 能く 其の 社稷 を 保ち 

て而 して 其の 民人 を 和す。 蓋し 諸侯の 孝な， 9。 詩に 云 ふ、 戰々 兢々 として 深淵に 

臨む が 如 く、 薄 氷 を 履む が 如しと。 

卿 大夫章 第 四 

令  » 

先王の 法服に 非 ざれば 敢て服 す、 先 王の 法 言 に 非 ざれば 敢て |j は す、 先 王の 蔥 亍 

に 非 ざれば 敢て行 はす。 是の 故に 法に 非 ざれば 言 は や、 道 に 非 ざれば 行 は す、 口 に 

擇 言 な く、 身 に擇 行なし。 言 は 天下に 満ちて 口 過な く、 行 は 天下に 満ちて 怨惡 なし。 

三の 者備 はりて、 然る 後に 能く 其の 宗廟 を 守 る、 蓋 し 卿 太夫の 孝な り。 詩に 云 ふ、 夙 

おこた 

夜懈ら す、 以 て 一 人に 事 ふと。 


第二 支那の 部 

孝經 定本  , 

開 宗明義 章 第 一 

仲 尼 居 し、 曾 子 侍す。 子 曰く、 先王に 至 德要道 ありて 以て 天下 を 順にせ り、 民 ^ 

て 和睦 し、 上 下怨 なかり き、 汝 之 を 知れ. 9 や。 曾 子 席 を 避けて 曰 く、 參 の 不敏なる、 何 

ぞ 以て 之 を 知る に 足らん。 子 曰く、 夫れ 孝 は德の 本な .9、 敎 の 由って 生す る 所な 

り。 坐に 復れ。 吾汝に 語らん。 身； 體髡膚 之 を 父母に 受けた， 9、 敢て 毀傷せ ざる は 

孝の 始 なり。 身 を 立て 道 を 行 ひ、 名 を 後世に 揚 げ、 以 て 父母 を 顯すは 孝の 終な 

夫れ 孝 は 親に 事 ふるに 始ま b. 、君 に 事 ふるに 中 し、 身 を 立つ るに 終る。 大雅に 云 ふ、 

Jui チ一 I  ^  こ * そ  もさ 

爾の祖 を 念 ふこと なからん や、 聿 に 厥の 德を修 むと • 

天子 章 第二 

子 曰く、 親 を 愛する もの は 敢て人 を惡ま す、 親 を 敬す る もの は 敢て人 を あ^らす、 
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,9 し 者 あ 之 語に 曰 く、 君 子の 德は 風な b  、小 人の 德は 草な り、 草 は 之に 風 を尙ふ 

れば必 す 偃す と。 斯の 言 ゃ猶ほ 信な 大將は 南朝 名臣の 後を以 て 世. -匪 躬 の 

節を竭 し、 父 に 事 ふるに 資 りて 以て 君に 事へ、 忠臣 を 求む るに は必す 孝子の 門に 

於て す。 其の 喪 を 致す こと 三年なる こと 旣に 巳に 彼の 如くに し て、 而 して 帝の 

崩せ させ 給， ふ に 遭 ひ、 其 の 驚 慟攀號 の 意 は 哀歌の 卒 章に 溢る、 其の 方 喪 も 亦必す 

人に 過ぐ る もの ありし ならん に、 今 は 皆 詳に考 ふべ から や、 豈 に 重ねて 惜 むべき 

の 甚だしき ものに あらす や。 方今 升 平 二百 年に 垂んと し、 四 海 虞 無 く、 金 革 起ら 

す、 搢 紳 學 者、 法 を 孔子に 誦 す、 こ れを 南北 戰爭の 世、 異 敎 天に 滔 正 學 未だ 興ら ざ 

る ものに 比すれ ば、 其 の 相 去る こと 遠し。 而 かも 風俗 益漓 く、 人 情 愈 薄き は是れ 

歎す ベ きなり。 (下 略) 


衣 を 除く 歎 ある 所以なら。 喪 期限.^ あ 

なし • 故に 喪服 旣に 除かる ゝも而 かも 

の 志に あらす や。 源 中將の 意に 以爲ら 

衣の 服 は、 至 痛 飾た る 所以な b 、歲 月の 久 

藤 衣 あるの み、 然 るに 遽 しく 一  期に 至. 9 

b て 之 を觀れ ば、 二君 子 は 皆 周期の 喪に 

め ば、 則 ち 其の 優に 之 を爲 し、 ゃ必 せり、 

て 喪服 を 制せし や、 天 よ， C- 降りし に は あ 

已 むべ からざる ものに 因りて 之が 節 文 

を 好む と は、 孔 子 もって 道 を 知れる 言 と 

遲 便ち 叔季の 習、 徒 に 夫の 邪淫 を 害 ふ 人 

に 水 土に 厚薄 あ b  、時 代に 古今 ある を 謂 

する をも恬 として 之 を 省みる 莫 し、 亦 悲 

hy て 高 宗 亮 陰の 禮を 興した さ へ ば、 時 に 

第二 黧 孝道に 翻す る論說 


りと 雖 も、 然 れ ども 哀慕の 心 は 則ち 窮 b 

泣 血して 巳まざる は、 此 れ 人情の 實、 孝 子 

く、 親 は旣に 逝きぬ、 復た 見る ベ から す、 藤 

し き、 音 容 益 I 遠く、 故 を 以て 物 を 興す は 唯 

て 之 を 除く は亦獨 り何ぞ やと。 是に因 

慊ら ざる も の、 設 し當時 三年の 制 あらし 

- 惜しい かな。 故に 知る、 古の ffi 人の 始め 

ら や、 地 より 出で しに も あら す、 亦 人情の 

を爲 せる のみ。 民の 彝を秉 る S の懿德 

爲 し き、 豈 に 我 を 欺かん や。 嗚呼 世 道 陵 

の 朝に 死して 夕に 之 を 忘る ゝを見 て、 遂 

ひて、 禮敎の 振 はす、 綱常の 將に墜 ちんと 

しからす や。 後村上 帝 は 偏 安の 世に あ 

則ち 藤 原 長 親の 若き、 子皐泣 血の 喪 を 執 

五 In 五 
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もの は 固に 此の 如き あ- b  、我 が 朝に 人な しと 謂 ふ ベ か ら t 吾 が 輩は旣 に 行 ふ 

こと 能 は す、 能 く愧づ るな からん や。 (泣 血餘 滴) 

藤 井臧曰 く、 長 親が 喪 を 致し、 こ と、 其 の考 ふべ . き も の， は.、 獨 ，ク 一 首 の 和 歌 の み。 

其の 節 文の 詳 略、 持 守の 寬 嚴、 居 處の內 外、 飮 食の 厚 薄、 起 居の 難 易、 顔 色 の 戚 否、 今 皆 

得て 知る ベから す。 然 りと 雖も 和歌 も 亦猶ほ 詩の 性情に 本づ くが 如し。 謂 は 

ゆる 藤 衣 三 載、 淚 の 乾き 難き も の、 豈 に是の 情なく して 而 か- も 是の辭 あ ら ん や、 旣 

に 是の辭 あれ ば、 其 の實 も亦從 つて 知るべし。 (本朝 孝子 傳： > 

按す るに 藤 原 道 信の 其の 父 恒、 德 公の 服 を 除け る や 、和歌 あ り、 曰 にかぎ-り あ れ 

ば 4r 日 ぬぎすて つ ふぢ ごろ も、 は て なきもの は な み だ な り. け り」。 (拾 遺 和歌 集) 源 有 

房の 父の 服 を 除け る や 和歌 あ り、 其 の 妹に 示 して 曰 く 「ふ ぢ ごろ もな どひと とせ 

にかぎ. ^けむ、 これば か，^ にぞ かたみと おも ふに/ 余 曾て 此の 篇 を 三 復 して 宋 

だ it て 潜 然流涕 せ すん ば あら ざ るな り。 夫れ 三 年の 喪 は 人 遨の至 文な る も、 而 

かも 皇朝 降して 一 期と 爲 せば、 天下の 通 喪 は敢て 過ぐ ベ か らす、 藤 原 中將の 天性 

至孝なる も、 亦 俯して 時 俗に 就かざる を 得 や、 是 れ喪 期に 艰 あれば 巳む を 得す 藤 


資の 訓に稽 へ、 これ を祖 宗 の 意 に 本 づ け^ 然 

爲 して 而 して 天下 後世に 傳ふ べし。 書に 謂 

なる も の" 公 に焉ぁ り。 曾 子 曰 く、 終 を 慎み 遠 

公の & ら 致す 所以の も の、 旣 に已に 彼の 如く 

內に 及ぼ し、 士 君子 をし て、 喪 祭 禮に遵 ひ、 以 て 

周公禮 を 制して 之 を 天下 に 達する の 意、 小 大 

なり。 今 謹みて 之 を錄す る は、 公 の 達 孝た る 

藤 原 長 親 

林 恕 (道 春の 4 子) 曰 く、 本 朝の 舊制 

し こ と、 舊 記の 據 る ベ き あ b. 、哀 歌 

れ ば. 則 ち 0 事 平生と 異 な ら す、 唯 

の變 やべ から ざ る や、 人 子. の 情 を 

な し。 嘗 て 聞け り、 應 安 中、 南 朝 の 

じて 以 て 其 の 意 を 述 ベ き と。 其 の歌幷 
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はパ乂 母 の 

の 證 す . ベ 

一年の？ T 

して 謭薄 

右 大將藤 


と し て 流水の 源の 如 く、 法 を 一 國 に 

は ゆる， 其れ 唯 言 は す、 言 へば 乃 ち 雍 

き を 追へ ば K の德 厚き に歸 せんと 

に し て、 而 して 又 推して 以て 四 つ 

夫の 異敎の 害 を 免 かれた め、 蓋 む ^ 

の殊 ありと 雖 も、 然 か も 其 の 揆 は .： 

を 著 はす 所以 な り。 

め に は 服 一 年" 職 事 あれ： ば 宫 を 解 き 

あ り。 然れ ども 近世 は 五 旬の 忌 暴 

社の 事に 與ら ざる の み。 嗚呼 流^ 

の 如くな らし め、 之 を ^何ともす る 

の 長 親 は 三年の 喪 を 行 ひ、 和 歌 を 詠 

序 は 載せ て 新 葉 集 に あ b"。 志 あ る 

お 籠 


五三 二 

ふと 雖 も、 抑 も亦學 術の 致す 所に あらす と 謂 ふべ から や。 公の 學に 志し、 は 伯 

夷 傳を讀 みしより 始ま b  、而 し て 終 身、 吳 泰 伯の 人と 爲 b を 慕 ひ、 自 から 號 して 梅 

里と 曰へ り。 則ち 其の 平生 義氣 滂沛 として 天地の 間に 塞り. しもの、 淵 源の 自る 

所 知る 可き な ち。 (I) 志 を繼ぎ 事を述 ぶる は 孝の 至な K0 して 首 善の 効 は 四方 

これに 則 ち、 其 の 仁 遂に 天下に 被 b  、今 に 至る まで 其の 賜を受 く。 公の 德ゃ 遠し ハ 

孔子 嘗て 曰 く、 三 年 父の 遨を改 むるな きをば 孝と 顧 ふべ しと。 曾 子 も 亦 m  く、 吾 

之 を 夫子に 聞け b 、孟 莊 子の 孝 や、 其 の 他 は 能くす ベ し、 其 の 父の 臣と 父の 政と を 

改めざる は、 是 れ 能くし 難き な りと。 蓋し 孝子の 喪に 在る や、 哀 慕す る こと 猶ほ 

父の 在す が ご と し、 而 る を輙く 其の 父の 遨を改 むる は、 も とより 心に 忍び 爲 すと 

ころに あらす。 高宗の 三年 言 はざる は、 其 の德の 類せ ざる を 恐れて なり。 古人 

慎重の 至り、 かくの 如し。 三年の 喪 廢れて より、 而 ち 此の 義 世に 明か ならす、 夫子 

の孟莊 子を稱 する 所以な り。 然れ ども 孟氏は 特百乘 の 家の み、 猶 ほ是を 以て 難 

しと 爲ば 則ち 諸侯 は 知るべし y 公 は聖を 去る こと 二 千 餘歲の 後に 生れ て、 能 く 

孔曾も 難しと する 所の もの を 行 ひ、 而 し て 三 年 の 外、 號 を發 して 令 を 出し、 一 に 諸 


公子 賴 常の. 生まる、 や、 公 は 以て 子と せ ざり しか ば、 英 侯 私 かに これ を 養 ひける が、 

明年 台 命 あり て、 英 侯 をして 賴常を 以て 子と せしめ、 後 其の 封 を 襲が しむ。 宽文六 

年 丙午 夏 四月 新に 士人 墳墓の 地 を 常 磐 及び 坂 SS に 賜 ふ， 公 嘗て 世俗の 葬祭 を 浮 

屠に 委 する を 歎 き、 朱 子 家 禮に據 り て、 其 の 儀 を 略解して 以て 之を頒 て， o。 

按 する に、 義 公の 盛德 大業 は 具 さに 人の 耳目に あ り、 K 者 は 其の 大 なる もの を 

識 り、 不 賢者 は 其の 小なる もの を識 る。 今 此の 鴛に錄 する 所 は 唯 居 喪の 一節の 

み。 然れ ども 三日に して 食し、 三年 父 の 道を改 むる ことな く、 造 命 を 奉じ て 殉死 

を 禁 め、 之 を 葬る に禮を 以て し、 之 を 祭る に禮を 以てする が 如き は、 歡 主此に 一 あ 

らば 以て 世に 表 見す るに 足れ り、 況 んゃ 兼ねて これ を 有する を や。 讓國の 一 事 

の 如きに 至りて は、 則ち 尤も 千古に 卓絕 す。 舜水 先生 嘗て 曰 く 「上 公 譲國の 一 事、 

之を爲 して 而 かも 泯 然として 迹な し、 眞 に大 なる 手段な り。 舊く は泰伯 夷齊を 

稱 して 至 德と爲 せど も、 然 かも 之を爲 して 而 して 其の 迹 あれば、 尙ほ 未だ 是が敵 

手たら す」 と。 嗚呼 公 や 不世出の 資を 以て 親 を 親 しみ て 民 を 仁 み、 民 を 仁み て 物 

を 愛し み、 江 河 を 決する が 如く 沛然と して 之 を 能く 锲 ぐな し、 天 縱命 世の 才と云 
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五十 日 を 終へ、 朝夕 奠を舉 じ、 臨哭 して 惰ら す。 威 公の 廟を府 城に 建 て、 祭 祀 禮 を 以 

てす。 公江 卢に 在れば 則ち 公 族 或は 大夫 をして 之 を攝 せしめて 以て 永 制と 爲す。 

九^: に は 封內の 墾田 を 割きて 諸 弟の 食 邑と爲 し、 器 財寳貨 をば 諸 公 族に 頒 ち、 敢 て 

自ら 有せす。 十 一 月 十四日 所 生 谷氏薨 す、 諡を舉 じて 靖定 夫人と 曰 ひ、 久曰 HI 寺に 葬 

る。 (後 改めて 端 M 山に 葬 る) 公、 至 性 あ b 、頻 b に 怙恃を 失 ひて、 荼毒 辛楚、 哀戚備 さ に 

至る。 是 より 追 遠 忌 辰に 至 ，9、 盛 に 法會を 設 け て 以 て 冥 福 を 薦め ぬ、 先 妣の 志に 從 

へ るな b。 宽文 三年 癸 卯 秋 七月 公 始めて 國に 就き、 九月 十五 日 命じて 士大夫 二十 

七 人の 職掌 を 定め ぬ、 威 公 の 薨 じ て 後、 此 に 至る まで 三年 な り。 公 嘗 て 曰 く 「三 年 父 

の 道 を改 ひるな き は、 唯 孝子の 忍ぶ 能 はざる のみなら す、 三 年の 久しき に 至りて 資 

否 得 失、 之 を 察する こと 旣に熟 し、 擧 錯黜陟 以て 大過な かるべし。 大抵 老成に して 

事を更 む、 後 輩の 輕 しく 之 を動搖 せんと 欲する は 其の 害 を爲す こと 甚だ し」 と。 M 

よ b 先、 英 侯 旣に讃 岐に封 せら れ、 冬 の 十二月に は 台 命 あ、 り て、 靖 伯 を 立， て 、世子と 

爲す こと を 許さる。 公の 素志 は是 に. 至りて 遂げたり。 靖 伯の 弟に て諱は 綱條と 

い ひ、 時 に采 女と 稱 せし を も、 亦 英 侯に 請 ひて 之 を 子 養 し 、孝 慈 ； に 所 生の 如か き。 


を 襲 ぎ て、 殉 死者の 多き を 以て 相 誇る に 至れり。 是に 於て か 幕府 は 厳しく 禁令 を 

設けて 其の 弊 を 革む。 公 は實に 之が 首 倡たり。 九日 台 命 あり て、 公 を 召して 江 n.. 

に詣 らしむ。 初め 公の 仲兄 龜丸 夭し けれ ば、 伯 兄英侯 を 超 え て嗣た り、 居 ^心に や 

すから す、 十 八 歳の 時、 適 t 伯 夷 傳を讀 みて 慼ぁ b  、遂 に 第 土を英 侯の 子に « へんと 欲 

せ し に、 九 日 台 使命 を傳 へ て 封 を 襲 ぎ、 常 陸の 五邵 二十 八 萬 石 を 食 ましむ。 前 一日、 

公 は英侯 及び 諸 弟と 威 公の 神. 位 の 前 に 坐 し、 賴 重に 謂って 曰 く 「明 H 台 便の 邸に 至 

る は、 意 ふに 我 をして 封 を 襲が しむるな らん。 我 は 弟 を 以て 世子と な b  、心 に 负 け 

ひさ 

る こと 舊し。 然れ ども 先君 世に 在し、 を以 て、 迹 を晦 まし て 位 を 去 ら ば、 則 ち 衆 は 

將に 父子 隙 ありと 爲んと す、 隱 忍して 今に 至りし 所以な，^ 願 はく は 伯兄 よ、 松 千 

代 を 以て 我に 賜 へ、 我 は 以て 嗣と爲 ん、 然 ら すん ば、 台 使 邸に 至る とも 敢て 命を舉 せ 

す 直に 世 を 遇 れんの み」 と。 英侯は 固執して 可 かや。 諸弟英 侯に 勸 めて 曰 く 「吾 兄 

宜し く允諾 せらる ベ し、 否 んば則 ち 事 は 測られ ざ ら ん と fx 英 侯 は 已 む を ^ や 

して 之 を 許しぬ。 公 は 大に悅 ベり。 松 千代と は 卽ち靖 伯の 小名な り。 旣 にして 

封 を 襲げ り。 例と し て朔望 に當 りて 朝 謁すれ ど も、 公 は 疾と稱 して 出で ざ る こと 
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居る もの は 宜しぐ 其の 文を畧 して 其の 實を勉 むべ し。 吾 は 之 を 我が 立 原 先生 

に 聞け りと 云 ふ。 

水^ 義公 

水 義 公、 緯 は 光 画、 威 公の 第三 子な り、 生 れて岐 裹、 六 歲 にして 立ちて 世子と なる。 

寬文 元年 辛 丑 秋 七 丹、 威 公 藩に 在 b て疾ひ 病な り、 &は省 親 を 請 ひしに、 十六 曰に 大 

將箪之 を 許し、 か ば、 卽 日 途 に 上 b  、晝 ^兼行して S  0 水 戶 に 至.^ き。 二十 九日 威 

公 遂に 薨 じき。 公 慟哭 哀痛して 飮食 口に 入ら す、 A  の靱 にも 公 未だ 水 漿を視 ざ 

,9 しか ば、 群 臣 之 を 患 ひ き。 公 曰 く 「吾 は强 ひて 食 せんと 欲すれ ど も、 而 かも 其の 喉 

を 下らざる を 如何せ ん」 と。 諸 老皆涕 泣し て 退きぬ。 二 ヨ、 公 始めて 粥 を 進む る こ 

と 僅 に 一 溢來。 三日に. は饞 を歙る こと 稍； 昨に 加 はれ 卜。 出棺す。 士 人の 威 

公の 譴責 を 蒙りて 門 を 社し. て屛 居す る 者 は 皆沛賓 せら れ、 路 側に 列 b て靈鮞 を拜 

する を 得た， 9。 是の 日瑞籠 山に 葬 b  、諡 を 奉りて 威 S と 曰 ふ。 葬儀 は 一 に禮 制に 

遵 へり。 近臣に 自殺して 葬に 殉 せんと 欲する もの 數人 ありし か ば、 公 は 遺命 を 奉 

じて 親しく 其の 家に 就 き、 敎 諭懇惻 以て 之 を 止む。 時に 四方の 侯伯 は戰國 の餘習 


按 する に、 皇 朝に て は 三年の 喪 をば 降して 一 斯 とな し、 周 期に して 喪 を^ かれ 

んと 欲する は 則ち 孝子の 忍びざる 所 なれ ど も、 三 年 制 を 終 へ んと 欲する は 則ち 

國 論の 與 せざる 所 なれ ば、 親 王の 心を處 する こと や 亦 苦し。 周期 除服して 敢て 

朝 制に 違 は す、 心 喪 三年 亦 敢て私 恩 を 屈せ す、 其 れ禮を へ る もの、 禮に 庶幾 か 

らん か。 先 儒 言 へる あり 曰 く、 喪 の禮 制に 斬 齊功緦 の 服 を爲す もの は 其の 文な 

b  、飮 酒 食肉せ す、 內 に處ら ざる もの は 其の 實な り。 中に 其の 實 ありて 外 之を钸 

るに 文 を 以てする は 是を情 文の 稱と爲 す。 徒らに 其の 服 を 服る と も、 而 かも 其 

の實 なく ば、 則 ち 服せ ざると 等しき. のみ。 其の 服 を 服す と 雖も而 かも 其の 實ぁ 

る 者 は 之 を 心 喪と 請 ふ。 心 喪の 實は降 あれ ども 殺な く、 服 制の 文 は 殺 あれ ども 

降な き は 古の 道な， 9。 此れ 不易の 論. た り。 後世 禮懷 えて 其の 行 ふべ からざる 

を 病 ふる は 其の 文な り、 其 の實 は何ぞ 嘗て 行 ふべ から ざらん や。 文と 實とは 孰 

れか輕 くして 孰れが 重き。 其の 文の 行 ふべ からざる を以 て、 而 ち 其の 實の行 ふ 

ベ きもの を も 併せて 之 を弃っ る は、 是 れ 僮を閡 きて 食を廢 するな り。 今の 喪に 
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るの み。 帝の 若き は 南朝 偏 安の 世に. あ.^ て猶ほ 能く 古 禮を行 ひた まへ り。 其 

の 喪 を 免 かれた まひし 歲の五 月、 前 の大鈉 言 實爲に 賜 ひし 和歌 (いまさらに ねに 

こそた つれ 三年 ま で、 あ やめ もしら ですぎし かなし さ) を 觀 るに 則ち 三 年 哀 戚 し 

て 菖蒲の 生 ふ る を も 知らす と 曰 ふに 至りで は、 認 閻の 服は內 より 發 する もの あ 

b て、 虔 加に 非ざる こと 審 かなり。 仁 孝 至誠 英明 特 達の 主に あら すん ば、 其れ 孰 

れか 此に與 らん。 四海 一家の 政 を爲す もの は、 反 b て 南北 亂 離の 世に 若 かすし 

て 可な らん や。 服 制 を 定めて 以て 太平 を 興し 風敎に 留意す る も の、 其 れ焉を 察 

せ よ。  ， 

重ぎ 親王 

重 明 親王 は 醍醐 帝の 第 四 子な b  、初 の 名 は將保 と. いひし が、 後 に 今の 名に 改め き。 

延喜八 年 親王と 爲 b  、尋 で 四 品に 叙し 彈 正の 尹と 爲 b  、太 宰の帥 を 兼 ね、 三 品 に. 進み、 

中 務 卿、 式 部 卿を歷 て、 天 曆八年 九月に 薨 じぬ、 年 四十 九。 親王 は學を 好みて 至 行 あ 

,9、 醍醐 帝の 崩せ させ 給 ふに 及びて 哀慕して 已 ます、 時 の臣 子の 喪 制 は 周期に して 

除服せ し も、 唯 親王 は 公朝の 外 は 衣服 食器 敢て 綾羅 朱 漆 を 用 ひ ャ、 以 て 三年 を 終へ 


ば、 庸 谷 凡 主 をして これに 處 らしめ ば、 將 に 朝に 夕 を^らざる 意 あらん t せし な 

ら ん を、 し かも 帝の 天性 至孝な る、 能 く 三年の 喪 を 行 ひた まへ り。 孝 慈の 戚 する 

と >  J ろ、 能 く臣子 をして 其の 忠を遨 さしめ き。 此れ 其の 舊物を 失 はざる 所以 の 

も の、 豈 に 徒然な らん や。 鳴 呼 周の 末 造より して 三年の 喪 を 行 ふこと 能 は す、 子 

張の 孔門に 學べ るすら 猶ほ 高 宗 亮 陰の 文 を 疑 ひ、 宰 我の 賢 も、 期 にして 巳む ベ き 

かとの 問 ありき。 魯は 周の 禮を秉 ると 稱 すれ ど も、 而 かも 此の 禮は先 づ廢れ ぬ 

る を、 尙 ほ 何 ぞ滕の 父老 皆 欲せ す、 齊 の宣 王の 喪 を 短く せんと 欲せし を侬ま んゃ。 

漢文 は 日 を 以て 月に 易 ふる 制 を權定 し て、 而し て 後世 遵守して これ を 能く 改む 

る な し。 晋 武、 魏文 二君の 天質の 美と いへ ど も、 亦 當 時の 臣 子の 議に 勝つ 能 はす、 

加 ふるに 杜預 巧みに 經傳を 飾りし を以 て、 以 て 人情に 附 き、 遂 に 人君 旣に 葬りて 

喪 を 免 か れ、 心 喪して 制 を 終 ふる 說ぁ b  、後 世 禮を議 する もの 援ぃ てロ實 I」 爲す 

是に 於て か 啻に 三年の 喪 を 行 はざる のみなら す、 亦 其の 說を 併せて 之 を 失 ひき- 

悲しい 哉。 皇朝 制を定 め、 父母 の 爲に服 j 年と する こと は 著れ て 令 條に在 る も. 

<而 かも 天子の 喪 は 時に 臨みて 議定し、 率ね 月に 為 ふる の 制に 從ひ、 唯 心 喪 一年 あ 
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て而 して 末 造の 失 も 亦 其の 國の 故に 非す して 上 は 以て 政を爲 し、 下 は 以て 俗 を 爲 

し、 其 の 習 を 便と し 其の 俗を義 しと し、 爲 して 已 ま す、 操 て释 てざる 者 あ り、 謹 擇 し 

て 之 を痛改 せざる ベ から す、 豈 之に 諉 せて 俗を變 ふる を 以て 止む ベ けんや。 近 今 

の 世、 繁 文 多事に して 風俗 益.^ 薄 く、 國 制の 限る 所、 鄕 議の拘 はる 所、 誠 に處し 易から ざ 

る もの あれ ば、 則 ち 行 ひの 慮に 中る こと 亦 難し。 喪に 居る 者 は 宜しく 其の 文を赂 

して 其の 實を盡 すべし、 二 連の 事 を 尤も 深切と 爲す。 云々 • 

後村上 天皇 

後村上 天皇 正 年 十三 年 戊. 戌 夏 四月 二十 A 日；内 巾、 新待資 門院 (f 、鶴 欄讀雜 ng) 崩 

. せ させた ま ふ。 天 皇 諒 閬、 三 年の 喪に 服した まふ。 (新 菜 和歌 集： > 

桉す るに、 綏靖 帝の 太祖 神武 帝の 喪に 居りて 悲慕已 むな く、 心 を 葬 事に 悉 し、 仁 

ネ業を 守りて 以て 萬 世の 基 を 固めた まひし よ b  、資 a 代 b 作 h./ 天. 智 帝の 軍 國 多 

務に遭 ひて 先帝 を 葬る こと 能 は す、 素 服 制を稱 して 六 年に 至らせられ しが 若 き 

もの あり。 此れみ な 世人の 能く 言 ふと こ ろ、 必 すし も 表して これ を 出す こと を 

埃た す • 惟り 帝 や 陽.^ の 運に T  ,9 て 祌器を 深山 窮 谷の 際に 擁した まひし なれ 


西 戎の無 君 無 父の 敎 一 たび 東方に 入ゥ て、 喪祭の 大禮は 専ら 浮 屠に 委ねられ、 流 俗 

因 循、 恬 として 之 を 省みる 莫し。 此れ 世の 君子の 腐心 切齒 する 所な り。 而 るに 戰 

H の 世、 人 を 殺して 城に 盈 て、 金 革 を衽 にして 死して 厭 は す、 好 生 仁 壽 の 俗 は變じ て 

生 を 輕んじ 殺 を 好む 風と な b  、遺 毒餘 烈は延 いて 後代に 及び ぬ、 何 んぞ喪 紀の廢 を 

依まん や。 慶長元 和の 政に て殘に 勝ち 殺 を 去 、りしより 以 來、 文 化 漸く 開けて！ t  ffi 

輩 出 し、 往 々三年の 喪 を 執りし 者 ありき • 然れ ども 古今 制 を 異に しお .S  X を 殊に 

し、 S  く 周 公 孔子の 法に 遵ふ. こと 能 は ざれ ば、 則 ち 風俗 人情に H りて 斟酌せ ざる を 

得す。 禮時 大と爲 すと、 誠な るかな 新の 言 や。 周禮土 均、 禮俗 喪紀祭 祀、 传地 の微惡 

-  3シ ァシ 

を 以て 輕 重の 法と 爲 して 之 を 行 ひ 其 禁令 を 掌 る。 (珊 ま、 麵 きも ， 5 軸 I お， U 订 2 

ぼる こと^ 求め す、 其 の 土地の 厚薄に 隨 ひて 之^ 爲 して 鼙 省の 節^ 制 マる のみと。 磕ノき , ョ 、， さ 

器 に P  く、 禮 とい ふ もの は 天 時に 合 ひ 地 財^ 設け 鬼神に 順 ひ 人心に 合 ひ 萬 物^ 理む と 及 [ F  <  ？ 

^よ^ I  fi こ：^^ と； 孟 子 滕文公 上 篇、 滕 圃の 父老の  一 W  ^- 載す。 趙岐曰 く， 志 は 0 な リ、 喪 祭 の 各 其 

I  ^>  f  (  f  - と V の 先祖の 法 に 從. ふ と。 朱熹曰 く、 志 に 言 ふ 所 は 本 は 先王の 世-」^ 俗の 傳ふる 

^ の ^、文 の 少しく 異にして 以て 通行すべき 者^ 謂， 一己 ： ョ く、 ま F  D  § ど 亍 、" o  、、.6  f  i  ^  J 

ふ のみ 後世の 禮^ 失 ふ 、、と 甚 しさむ の ^謂 はすと」 言 に P  く^^ の^を j や ft を 錢^ る 

こと を 求め す、 祭， 祀 の 禮、 居 喪 の 鱧、 哭 泣 の 位、 皆 其の 國の 故の 如く し、 諫 ん で 其 法を修 

め て 審に之 を 行 . ふ。 (g 禮) 皆 古の 格 言 なり。 鱧 を 行 ふ もの は 宜しく 知るべき 所に し 
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：  五 ニニ 

其の後 土 師宿禰 の 年 位高 進の もの 大^と. な b 、其 の 次 は 小 連と な b 、並 びに 紫 衣 を 

著、 刀 靱を おびて 世々 凶 儀 を 執れ b 。(麵 3 新. 井 君 美、 韓人に 對 ひて 稱 ひし 所の、 天朝 

の 凶禮は 小^ 氏大連 氏と て 之 を 掌る もの ありと は 蓋し 此を 謂へ るな， 9。  (f 針お：^ 

く、 孔 子が 善く 喪 に 居リ きと 稱 する もの は 卽ちン t  \1 ノき b  -I  •  ^  I 

此れな りと。 此れ 蓋 L 誇張の 辭 のみ、 故に 服せ t 文武の 令 を^し 給 ふや 專ら废 禮に遵 へど 

も、 而 れ ど も、 服 紀の數 は 則ち 三年の 喪 をば 降して 一 年と 爲 し、 周 莽 の 喪 を も 亦 五月 

と爲 し、 兹ょ b 以下 皆 降 殺 あ b き^ 饰 顏 ^一 sggl サ^ 脾 ロ^！ i) 風土 人情 を 

斟酌して 之が 制 を 立て 給 ひし は、 議 すべ き 者な からすと 雖 も、 然 も 其の 恩義 を 重ね 

,  ふ^ごろ も 

倫理 を 篤く する 所以の も の， 良 法 美 意 も亦尠 しとせ や。 藤 布の 服、 倚 廬 の 居、 其 の 制 

S 備 りぬ。 但し 周 莽の喪 は旣に 天下の 通 喪 たれば、 則ち 有志の 士は亦 俯して 之に 

就 か ざ る を 得す。 藤逍 信、 源 有 房の 如き は、 皆 一 年の 服に 慊ら ざり しこ と、 其 の 除服 

の 和歌 を觀て 知るべき のみ。 重 明 親王の 如 き、 紀 夏 井の 如き は 蓋し 亦 千 百 中 之 一 

人な り。 後村上 帝が 大 后の 爲に 三年の 喪 を 服し 給 ひし は、 誠に 彍. 世の 偉 典な、 り。 

上の 好む 所 は 下は焉 より 甚だしき 者 あ b て、 藤 原 長 親 は 父の 喪 を 執る こと 三年に 

至りき。 南朝 偏 安の 世 なれば 其の 詳の傳 ふる 亡き は、 is むに 勝 ふべ けんや。 ^乎 


十餘 H  、喪屋 を 作りて 殯し， 奘泣 悲歌して 酒 肉 を 御せ す、 旣に 葬れば * 家 水に 入りて 

澡 浴して 以て 不祥 を祓 ひし ものな らん。 史傳の 載す る 所、 略. -考ふ べきの み。 

魏 志 倭人 傳 曰、 其 死 有 fe 無 v 槨， 4  土 作 k 、始 死 停^ 十餘 日、 當 時 不 肉、 喪 ^ 哭 泣、 他 

ハチ  二 レバ リテ チ リテ 一一 シテ テク ス スル  ジ 

人 就 歌舞 飮 酒 、「匕 葬 舉 象 詣，， 水 中， 操 浴、 以 如-練 沐； 范 曄後漢 窨、 唐 太 お 晋 書 略 同。 

後 漢書 云、 家 人哭泣 不， 進，， 酒 食； 而 等 類ハ就 歌舞 爲 

日 本 紀、 古 事 記 記，， 夭 稚彥之 喪； 舊事紀 記- 饒 速 日 之 喪； 二 章 可，， 併 考； 

易に 謂 は ゆる 古 は 喪 期に 數 なしと は 亦 猶ほ是 の 如し。 而 して 尜盏 おは 下 土 

を 汨 治 し、 材 木 を澍植 し、 生 を 養 ひ 死 を 送る 法を定 め、 被 を 以て 尸 を 藏 むる 具と 爲し 

ヲサメ 

給 ひ き。 纏，名4|ぉ 雌 鉢 I 則ち 孝子 仁人 は 固に 其の 誠 を 邀すを 得て、 而 して 未だ f し 薪 を 

衣せ て 壑に委 つる 慘は あら ざ りき。 爾後 千^ 餘 歳、 孝 德 帝の 位に 卽き給 ふに： a び 

て、 臣 K の 貧絕は 專ら營 墓に 由る を以 て、 乃 ち 其の 制を定 め、 尊 ヤ をして 別 あらしめ 

給 ひし は 善政と 謂 ふべ し。 然れ ども 其の 凡そ 王 以下 及び 庶民 は^を 營むを 得す 

と 云 ふに 至って は、 枉 れるを 矯めて 正に 過ぎた る も の、 父 子 の 恩 を 慯 ふ に 幾し。 是 

よ 、り 先、 垂 仁 帝. 殉死 を 停めた ま ひ、 始 めて 明 器 あ b 、土 部 速 天子の 喪 葬 を 主 ど b き 
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夷の 子に して 禮に 達せる ものな b と .(^1) 論語に 逸民 を 記して 少 連と 柳 下 惠とを 

以て 並列 し、 而 し て 其 の 言 の 倫に 中 ち、 其 の 行 ひの 盧に 中れ るを稱 す。 朱 子以爲 く、 

少 速の 事は考 ふべ から や、 然 れ ども 記に は 其の 善く 喪に 居 .9、 三 nn 怠ら す、 三 月懈ら 

す、 期 悲 哀 し、 三 年 憂 ひきと 稱 すれば、 則ち 行 ひの 盧に 中れ る、 亦 見るべし と。 ® 語) 記 に 

又 曰 く、 始 めて 死す る や 三 曰 怠ら す、 三 月懈ら す、 期 悲 哀 し、 三 年薆 ふる は、 恩 愛 の 殺 な 

b。 聖人 は 殺に 因りて 以て 節 を 制 す、 此 れ 喪の 三年なる 所以な b  、賢 者 も 過ぐ る を 

得 す、 不 肖 者 も 及ばざる を 得 す、 此 れ 喪の 中庸な り、 王 者の 常に 行 ふ 所な b。(s) 是 に 

由 b て 之 を觀れ ば、 孔 子の 以て 善く 喪に 居 b きと 爲す は亦宜 ならす や。 夫れ 古の 

喪禮は 死者 をして 倍弃の 患な く、 生 者 をして 毀 滅の累 なから しめ て、 幽 明 の 間、 兩 つ 

な が，^ 其の 情 を 得、 仁 の 至な り、 義 の盡な り、 而 して 二 連の 行 ひ は 盧に屮 b 、哀 戚の 誠、 

變 除の 節、 苟 に禮に 達する ものに 非す し て、 其 れ 孰れ か 之 を 能く せん。 

謹んで 按す るに、 神州の 仁 厚 俗 を爲せ る こと 天性より 出で て 屈より 已に 三方の 

外に 異なり。 伊羿諾 尊寓に 御して 旣に殯 葬の 事 あ b 、其の 由 b て 求る 所 ^^南 f 

北チ謂 フ。 

久し。 太古の 喪禮は 其の 詳は 聞かれざる も、 蓋 し 初めて 喪す る や 喪 を 停む る こと 


く附 論 ： 

1 一連 異稱 (抄譯 )  藤 田 一正 

孔子 曰 く、 子 生れて 三年に して 然る 後に 父母の 懷 より 免る、 夫れ 三年の 喪 は 天下 

の 通 喪な b と。 蓋し 人の子の 父母に 於け る や、 之 が蓝を 報いん と 欲せ ば 、吴 天 と » 

り 罔き を、 三 年に して 畢 らん や。 然 b 而れ ども 之 を 遂げん とせば 是れ窮 b 無き な 

り。 故に 聖人 は 之が 中 制 を 立て 、、再 期に して 喪 を 免れ て、 而 して 忌日 をば 以て 終 

身の 喪と な し、 賢 者 をして 俯して 之に 就 き、 不 肖 者 をして 企て、 之に 及ばし む、 戎 狄 

かん^ 

の 道、 直情 徑 行なる ものと 年 を 同う して 語る ベから す。 竊 かに 嘗て 之を玫 ふるに、 

戴 氏の 記 及び 歷 代の 史 傅に 載す る 所、 高 柴顏 丁よ b して 下、 善 く 喪に 居りき， o 稱せ 

らる、 もの 其の 人に 乏しから ざる も、 而 れ ども 少 連、 大 連 は 蓋し 其の 最 なる ものな 

らん か。 子 貢 問うて 曰く、 これ を晏 子に 聞け b  、少 連、 大 連 は 善く 喪に 居りき と、 其 れ 

レ ちね.^ 

異稱ぁ b や- 孔子 曰 く、 父母 の 喪 に、 三 日 怠らす、 三 月懈ら す、 期 悲哀し、 三年 憂 ひき、 ま 
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立 て、 道 を 行 ひ、 名 を 後世に 揚げ て、 以 

曰 く 「女 子の 父母に 事 ふるや 孝なる 

なる が 故に 順 を 娣姒に 移す ベ く、 家 

是を 以て 行 は內に 成， 9 て 名 は 後世 

本な b と 云 ひ、 又 人の 行 は 孝より 大 

より 出で たる も亦宜 なる かな。 

御 製 

たらち ねの 親の 心 をな ぐ 

國 につと むる 

たらら ねの 親の 心 は 誰もみ な 

とし ふるま、 一 卜 おも 


て 父 母 を 

が 故に 忠 


に 居 

に 立 

な る 


る や 

つ」 と 

は な 


五 一 八 

顯すは 孝の 終な り」 と。 女孝經 にも 亦 

を 舅姑に 移すべく、 姊 妹に 事 ふるや 義 

をし 

理な るが 故に 理を 六親に 聞 ふべ し。 

孝 は德の 本な りと 云 ひ、 孝 は fa 行の 

しと も. 云へ，^ 古來 貞婦の 孝子の 門 


さめよ 

い と ある 曰 A 


ひし るら む。 

へ 女子 修萄訓 


又 子の 溫 順、 良 淑 にして 事に 忠實 なる を 見て 喜ばざる 父母 は 世に あるな し， 總じ 

て 子の 美徳に 進む を 見て は 喜 び、 惡 習に 染まる を 見て 憂 ふる は 父母の 情なり。 さ 

れば從 順、 親 愛、 尊 敬、 舉 養 四 者の 內、 そ の 曰々 起る 所の 事 は、 父 母の 心 を 安ん やる ； • 

のみ。 「世の中に 思 あれ ども 子 を こふる 思に まさな 思な きか な」 と はよ く 親の 至情 

を 歌へ る ものと い ふべ し。 父^の 心 を 安ん せんに は、 この 心 を もって 己の 心と せ 

ざ る ベ か ら す。 「子 を 思 ふ 心の 道の 心 もて 親に 事へ よ 世の中の 人」。 

父母の 心 を 以て 心と すと は、 父 母の 意 を迎へ て 故ら に顏を 和ら げ、 優 し き 言 槳 を 

呈 する をのみ 言 ふに あら す、 姊 妹と し て、 朋 友と し て、 學 生と し て、 妻 と し て、 は た ゆと 

し て、 能 くその 本分 を 遊す にあるな. 5。 之 を 反面よ b 云へ ば、 姊 妹 に 友なら ざる も 

の は 父母に 孝 な る 能 は す、 朋 友に 信なら ざる もの は 孝子に あら す、 學 生と して 智德 

の 修養に 心掛 薄き もの は 孝子に あら す、 人 の 妻と して^ 淑の德 なきもの は 孝女に 

あ ら す、 母 となりて 子女の 敎 養に 心 を 用 ひざる もの は 孝女に あらざる な， 9。. され 

ば 孝 を 全うせん とせば 總 ての 道 德を實 行せ ざるべ からす。 

孝經に GI  く、 「身 體髮膚 は 之 を 父^に 受 け た b  、敢 て 毀傷せ ざる は 孝の 始な b  、身 を 
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五 I 六 

と， o 立てて 云 ふ ほどの ことに あらす。 而 して 其の 舉 養と 云 ふ は、 父 ゆ の 體 を # ふ 

と、 志 を 養 ふとの 二つに 分つ を 得べ し。 父母の 扶養 は相續 者の 義務 な れ ば、 己、 他 家 

に 嫁した る 上 は 之 を 舅姑の 上に 移すべし。 唯 父母の 志 を 養 ふと 云 ふに 至 b て は、 

容易なら ざる ものな り、 し かも これ 孝道に 於て 最も 重要なる ことな b とす。 

父母の 志 を 養 ふと は、 そ の 心 を 安ん じ、 其 の 情を樂 しまし むる をい ふ。 父母の 心 

を 安ん する は、 直 接に 父^に 對 する 場合との み 思 ふべ からす。 父母 は 日夜 子の 疾 

^なからん 事 を 思 ふ、 若 し 子の 攝 生に 注意せ ャし て、 或 は 適度の 運動 を 怠 b  、或 は 過 

皮の 勉强を な し、 或 は 不足の 睡眠 を爲 し、 或 は 不時の 飮食 をな す を 見て は、 父 母 は そ 

の ひ を 痛む るを禁 する 能 はす。 されば 攝 生の 心得 を嚴 守す る は 父母の 心 を 養 ふ 

所以に し て、 不 攝生は 直ちに 父母に 不孝なる 所以と なる。 父^ は姊 妹の 親和 友愛 

なる を 見て は 無上の 樂 となす。 されば 姊 妹の 道 を完 うする は 又 以て 孝た る 所以 

な h -。 

父母 は その子が 信義に 厚き を 見て は 喜 び、 朋 友と 相 爭ふを 聞いて は 憂 ふ。 父母 

は その ^ が 勤勉に して 學業 を 0 む を 見て は 喜 び、 行 跡の 修まら ざ る を 見 て は 憂 ふ。 


女子の 孝 

道 


一 一 は、 父 母の 遺志 を繼 ぎて 其の 事業 を遂 げ、 a が 名 聲と共 

I な ひ、 此 くの 如くに し て、 始 めて 孝道 を完 うせる ものと 

女子 其の 家に 在る 間 は、 養育 の 事 は 言 ふ も更な b  、衣 服、 

一 父母 を 煩 はさ やとい ふこと なし。 然るに 成長して 後 

を 離 れ、 孝 養 を盡し 難き 場合な しとせ す。 され ば、 常 に、 其 

る ことの 足らざる を 念 ひ、 益 t 孝 道 を 勵 む べきな り。 (女子 

孝 子 

能く 親に 事へ. て 終始 渝ら ざる もの は 孝子な り。 人の 

を盡 さざる ベから す、 卽 ち 皆 孝子たら ざる ベ からす。 

孝の 父母に 事 ふる 道 は、 分ち て 之 を 云へば 從 順、 親 愛、 尊 

何人も 父母に 從 順なら すして 可な りと 考 ふるもの あら 

愛 尊敬せ ざる ものな く、 亦 何人も 父母 を 奉 養せ ざらん と 

に 事 ふる 道 一 見 繁多なる が 如し と 雖 も、 父 母 は 日々 訓誨 

そ の 親 愛 尊敬と 云 ふが 如き も、 常 人の 曰 常、 言 語 動作の 上 
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に 父母の 名 譽を揚 ぐる こ 

い ふ ベ し。 

化粧 等の 事に 至 る まで、 一 

は、 他家に 嫁して、 父母 の 側 

の 恩の 厚く し て、 之 に 報 ゆ 

修身 教科 畨) 

澤柳 政太郎 

子た る もの は 皆 その 


敬 及び 舉 養の 四と な 

す、 又 何人も その 父母 

する ものな し。 而し 

命令 を 下す ものに あ 

に 表する ものにして 


本務 

る。 

を , 

て 親 

らす、 

、寳 ま 


五一 四 


體蓥と 心 

養 


格言 


練 諍の 方 

法 


死後の 孝 

邀 


成長して 後 は 敬と 

父母の 體を養 ふ 

心 を 安ん する は、 己 

し て、 父 母の 望 を滿 

毀傷せ ざる は、 孝 の 

は、 孝 の 終な り」 と 云 

* し 父 ゆの 命に 

得ざる ベ からざる 

の 我が 顔 を悅 ばし 

用ゐ すして 却 b て 

父母の けしきよ き 

これ 我等の 

孝子 は 又 

K の 一 は、 分 


心 得 ベ 

父母の 


愛と を盡 し て、 父 母の 身心 を 安ん する に 

は、 其 の 衣服 飲食 を豊に し、 又 耳目の 娛樂 

が 身體を 健康に して 父^の 心を勞 せし 

たす に 在り。 されば 古の 聖人 は、 「身體 髮 

始 なり。 身 を 立 て、 道 を 行 ひ、 名 を 後世に 

へ- b-o 

して 非道なら ば 如 何、 又 父母に し て 過 あ 

要條 なり。 貝 原 益 軒 曰 はく. 「若 し 父母の 

め、 聲 を 和ら げ、 言 を ゆるやか にし て、 や う 

怒 ら ば、 諫 を まづゃ む ベ し、 父 a- の 心に そ 

時、 又 い さ む ベ し、 は げしく 諫め て、 父 母 の 

き 事 に て、 平 重 盛の 如き は、 能く 此の 變道 

死後に 對 する 道 を 知らざる ベ から や、 其 

て 心 を 喪祭に 致 し、 哀 悼の 至情 を盡 すべ 


在 

p、 


Jtt^ す る に 

す、 又 身 を 

之 を 父母 

げ て、 以 て 

ば 如何、 こ 

に 過 あら 

く諫 むべ 

く ベ か ら 

にさ かふ 

處 せ し 人 

主なる も 

ことこれ 


花れ ど も、 其 

立て 家 を 興 

に 受 く、 敢 て 

父母 を 顧 す 

れ 孝子の 心 

ば、 子 たる も 

し、 父 母諫を 

す、 時 す ぎ て 

\ 力ら す I と 

と 云 ふ ベ し。 

の 二 あ， 9。 

なり • 其の 


孝 


あ hs* 人の この 世に あ b て、 遠 盧 なく 打ち解け 得べ く、 ま た 打ち解けざる ベ から ざ 

る は、 親 子の 間な り。 されば 欲する ところ あらば 求めよ。 思 ふところ あらば 談せ 

よ。 心に あまる こと あらば 敎を 請へ よ。 斟酌す るに も 及ば す、 遠 慮す るに も 及ば 

ざるな り。 たいよく 父 ゆ または 社會 他人に 對 し、 不 利益と なら す、 感 情 を 害せ ざ る 

や う、 注 意す ベ きのみ。 (明治 女 大學) 

父 ゆ  井上哲次郎 

父母 ありて 始めて 我が身 あ り、 父 * なければ 我が身 ある ことなし。 又 我等が 生 

まれ 出で てよ り、 自 ら 生活 を營 むに 至る まで に は、 必 す 十 年、 二十 年の 久しき 歲 月 を 

要 し、 其 の 間、 父 母の 心を勞 する こと 幾何なる を 知ら す、 其 の 恩、 山 よ b も 高 く、 海 よ り 

も 深し。 故に 子た る もの は、 日 夜 孝 を盡し て、 其 の 萬 一 を 報 せんこと を 思 ふ を當然 

の 道と す。 され ば、 敎 育未 だ備ら す、 人 智 未だ 開け ざ りし 古代に 於て す ら、 孝 0 を 全 

う し て、 孝 子の 名 を 揚げた る もの 少 からす。 明治の 昭代に 生まれた る も の、 豈 之 を 

忽 にして 可な らん や。 

孝道 は 多端な り。 然れど も、 其 の 大要 は、 幼 時に 於て は 偏に 父母の 命令に 服 從 し、 
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五 ニー 


孝 は社會 

よリ H^v 

も重 大な 


孝に 形よ 

リ 心な 主 

と す ベ „J 


親心 


W 情^ 養 

ふ^ 法 


ら ざるに よるな ひ 

親子の 愛情 は 人 

に、 「忠 臣は 孝子の 門 

れば、 孝 不孝 は、 ただ 

形 を 以て 親に 事 

の 形の み備 はりて 

馬 もな ほこれ をな 

ん じ、 樂 しまし むる 

父 ゆの 心 は、 種 種 

は ひたすら その子 

を 願 ふ ものなら。 

て、 親 を 安心 せし む 

さ れ ど、 孝 行に 最 

な， O と考 ふるが 如 


. 戒し めざ 

倫の 大本に 

よ b 出 く」 と 

一家の 私事 

る こと は • 

，孝 の 心の か 

し 得る の 意 

を 以て 第 一 

樣樣 なる ベ 

の 無病 健全 

さ れ ば、 平 生、 

る こ と は、 5|畏 

も 大切なる 

く、 子 も ま た 


るべ けんや 

し て、 こ れ な 

も い ひ、 「孝 悌 

のみに あら 

法律 も 習慣 

へ つて 薄き 

な， 9。 され 

となさざる 

しとい へど 

にして、 才德 

身體を 大切 

の 孝行と い 

は 愛情な り。 

親に 對 して 


け れ ば、 他 の 

は それ 仁 を 

さるな， 9 

も 共に こ れ 

もの あ hs。 

ば、 人 ^るに 

ベ から や。 

も、 子 に對す 

兼ね 備 はり 

にし、 精神 を 

ふ ベ きな， 9。 

愛情 を 養 ふ 道 は、 親 が 子に 對し 


德性も 成就せ ざるな 

なすの 本 か」 と もい へ 

を 命せ り。 され ど、 世 

こ れ を 「犬馬 の 孝」 と い 

恥お ざる 孝行 は、 親 の 

る 親の 心 は 大槪相 同 

たる 人 として、 成人 せ 

修 養 し、 立 派なる 淑女 


故 

に は 孝 

ふ。 犬 

心 を 安 

し 親 

んこ と 


て 


少しも 隔意な く、 そ の 苦樂を 共に する に 


孝 


親子の 緣 


子た る 者 

の 陷リ易 

さ過惡 


し 

淸 

し 


人 

ら 

悲 

さ 

き 


に は、 親 疎 

は 親子な 

の 恩の 大 

ざるな hs 

て、 合 も 一 

な り。 

り.。 か 

親な b 

れど、 こ 

の あるに 

時 は、 一 心 

度合 次第 

す もの あ 

が た め、 巳 

第 二 篇 


の 別 あり 。 而 して， 親の 最も 厚き は 家族に して、 家族の 中に て 

,00 而 し て、 子 が 親に 事 ふる 道 を、 孝 とい ふ。 

なること は、 今 更 い ふに 及ばす。 ^か も、 親 

- 世豈に かくの 如く 淸く 尊き 愛情 あらん 

體の 如き 關係を 生す。 故 に、 予 の 喜 は 親の 

の 成功 は 親の 喜に よりて 一 層 貴 /、、親 の 健 

て 相互の 樂は 倍に 增 し， 苦 は 半に 減 b  、人 を 

なりの 感を 生せ しむ。 

に 不思議なる は、 親 の 心に 對 して は、 「まされ 

反 し、 子 の 心に 對 して は、 「親 の 心、 子 知 ら す」 の 

，親 を 慕 ひて 餘念 なき も、 年 漸く 長す るに 及 

に 劣， 9 行き、 「子 を 持ちて 知る 親の 恩」 の 諺 に 

り。 これ 二つに は、 子 たる ものが 獨 立の 人 

む を 得ざる に出づ とい へど も、 ま た 一 つに 

孝道に 蹦 する 論說 


は 通例 これ を 恩と 

や。 親 子 は、 か か る 

喜 に し て、 親 の悲は 

康は 子の 喜に よ 

し て、 天 地 の 間、 も ク 

る 寶、 子 にし かめ や 

滅 ある こと 是な 、り 

び て は、 そ の 親に 對 

洩 れ t 遂 に は、 及 ば 

と な hN  、日 日の 用事 

は、 子 たる ものの 用 

五 二 


最も 親 

も 思 ひ 

愛情に 

また 子 

て 一 展 

ベ き も 

もしと ^ 

。 人、 幼 

する 愛 

ぬ 後悔 

に忙は 

意 の 足 


五 ro 

我が 國家は 一 大家族に し て、 家 は國の 縮小せられ たる ものなる こと は 旣に之 を 

いへ り。 然 らば 家族 主義 は 卽ち國 家 主義な り。 此の 點ょ， 9 考ふ る も、 亦 忠孝 一 本 

の義を 推知す る こと を 得べ し。 而 して 家族 主義の 個人主義と 相 悖らざる こと は 

前段に 述べたり。. 然ら ば、 我 が國 にあ b て は、 以 上の 三 主義 は 相 調和す る もの な KV 

とい ふべ し。 個人と 家と 同化 し、 家 と國と 同化 し、 父 子 君臣 一 體とな b て國 運の 發 

展を 期す る は、 我 が國民 道德の 特色に し て、 東 亞の 一 小島 國を以 て、 今 や 世界 列強の 

間に 重き を 成す 所以の も の、 實 に此に 由ら すん ば あらす。 かの 一部の 輕薄者 流が、 

徒らに 新 を 尙び奇 を 好 み、 個 人 主義の 風潮 を これ 喜び て、 我 が國 固有の 長所 を 忘れ 

ん とする が 如き は、 大 に 戒 む ベ きこ と. な， o- とす。 (中學 修身 S 

三、 高等 女 學校敎 科 書 

高等 女 學校修 肩 教科書の 種類 少 から す、 其 の 中に 就き 說明^ 異にす 

る ものと 思 はる 、 もの 數篇^ 採る- 

を-  加藤弘 は 

孝  中 岛德藏 


を^す。 故に 彼の 國 

とはい ふべ から ャ。 

に 我が 國に 重視 せら 

個人 本位の 社會に 

りなれ ど も、 之 を 以て 

以て 萬德の 基、 百 行 の 

意 を 表すと 雖 も、 そ の 

^かるに 我が 國 にあ 

1 なり。 彼我 道德の 

我が 國は 家族 主義 

個人と 並んで 家族の 

義と兩 立 調和す る 個 

もの を 斥く るの み U 

して 身 を 立 て 名を揚 


國 にあ b ては國 家の 單位は 個人に あ， o とい ふ ベ く、 家 にあ h- 

彼 は卽ち 個人主義 にして、 我 は卽ち 家族 主義な り • 忠孝の 特 

る 、 理、 お のづ から 明かな b とい ふべ し。 

あ り て も、 子 女が 父母 を 敬愛す るを以 て ： 美 德 と な す は 素 よ 

首德 となす こと はなし。 家族 本位の 我が 社會に 於て は 孝 を 

本と なす。 歐洲. の 諸國に 於て も、 國 民 は 君主に 對 し て 忠 順 の 

父母 を 敬愛す ると 何等の 關 係な く、 各 獨立 せる 本務と せり。 

りて は忠と 孝と は 離る ベ からざる 閼係を 有 す、 卽 ちその 本 は 

相 遠す る 所 はこれ にて 知らる べし。 

なりと いふ は、 個 人の 人格 を 認め やとい ふ 意に は あらす し て- 

重大なる もの ある を認 むる 意な， o。 我が 國に 於て は 家 族 主 

人 主義 を 認容す。 唯 個人の 利害に して 家の 利害と 銜突 する 

然れ ども 個人の 利害 は槪ね 家の 利害と 栢 一 致 す、 卽 ち 個人と 

ぐ る は、 や がて 父母 を顯 し、 一 家の 名 譽を揚 ぐる 所以な り。 
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家族 を 統治す るの 

ふ ベ き 羲務を 有す 

する 所以に して、 & 

KVO 卽ち 孝なる は 

之 を 西洋の 諸國 

つて 彼の 國國 にあ 

ありと 雖 も、 我 が 國 

る 家庭 を 作る とい 

を 子孫に 傅 ふる も 

に 過ぎす。 我が 國 

祖先に 承け、 現代 の 

り。 故に 彼の 國國 

を 認 め す、 隨 つて 財 

律 上に も 家長 權を 


五 o 八 

みなら や、 祖 先の 遺業 を 承け て 之 を紹述 し、 之 を 後代の 子孫に 傅 

る ものなら。 家族が その 家長に 服從 する は、 祖 先の 威靈 に服從 

の 關係は 我が 國 民の 宗家た る 皇室に 擴充 せらる ベ き は 當然な 

忠なる 所以に し て、 忠 なる は 孝なる 所以な， 9。 

に 見る に、 祖 先 崇拜の 風 は 古代に 存し て、 今 は 之 を 失 ひたり。 隨 

h, て は、 近 親 相 集りて 同一 の 家屋の 內に 共同生活 を爲す こと は 

に 於け るが 如き 家 を 成す にあら す。 夫 婦、 子 女 相 集 b て 幸福 な 

ふこと は あれ ど も、 そ の 謂 は ゆる 家庭. は 之 を 祖先に 承け て 又 之 

のに あらす、 一 代 生活 を營む 所に して、 一 代の 存在 を 有する もの 

の 家 は 家族 ffl 欒の樂 を 偕に する 所た るの みなら す、 之 を 過去の 

我等 を經 て、 將來の 子孫に I り、 相 績不斷 の 存在 を 有する ものな 

にあ b て は、 法律 も 家族 相互の 權利 義務 を 規定 すれ ども 家長 權 

產の 相績は あれ ども 家督の 相績 はなし • 我が 國 にあ， 9 て は、 法 

認. む る を 以て、 財 產相續 の 外、 別 に 家督 栢績ぁ b て 重大なる 意義 


たる もの なれば 、我等が 現代の 陛下に 忠 順なる は、 やがて 我等が 祖先の 遺風 を顯彰 

する 所以 な り。 忠孝. 一本の 大義 は、 斯 かる 國 家の 歴史よ b 生れ 求れ る ものにして、 

その 淵源 は實に 祖先 崇拜の 思想に あり。 蓋し 人類が 父母 を 敬 愛 し、 國 S に忠順 な 

る は、 人 情の 自然に 出づ る ものにし て、 ひ と 我が 日本に のみ 限らす と雖 も、 我 が 國 

民 道. 德 に 於け る 忠孝の 大義 は、 この 自然の 人情に 基づ き、 加 ふるに 我に 特^なる 阈 

史に 根柢 を 有する ものなる こと を 思 はざる ベ からす。 

父母 を 同じう する 子孫 は、 家 長の 下に 一家 を 成 し、 同 祖ょ b 出で たる 家 は、； v の 始 

祖の 直系た る 皇室 を 戴いて 國家を 成す。 これ 卽ち 我が 國 家の 組織な り。 單に人 

穂 を 同じう せる 民衆 が、 箇 々相 依りて 國家を 成す とい ふに あら す、 家 々相 集りて 國 

家 を 成せるな hs。 家を擴 大したる もの 卽ち國 家に し て、 國 を 縮小した る もの 卽ち 

家な b とい ふべ く、 家 と國 とを聯 結す る もの は 卽ち同 1 の 血統な り。 

國 家の 單位は 個人に あらやして 家に あり。 我が 國に 於け る 家 は、 單 に 現存せ る 

家族 相 集りて 一 家 を 成す にあら すし て、 遠 く 過去に 溯 b  、永 く 未来に り、 词 一 家 系 

に屬 せる 血族の すべて を 包含せ る ものな り。 現代の . In '主 は 家 として 現に その 
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、を 保持して 愈... 之 を發揮 せんこと を 忘る ベ からす。 

我が 德の 特色 は 忠孝 一 本の 大義な 

事 赏 と、 國 家の 組織と に 基づく もの なれ ば、 我 

る ベ きものに あらす。 

a 先崇拜 は實： に 我が 民族の 精神に し て、 歴 

族 刚體を 作 b 、且 つ 之 を持續 する に與 つて 力 

、 

祖 先 崇 0 の 思 想 を 鞏固に す。 血族 圑體は 利 

て 協和せ る ものと は異 り、 そ の 画 結 鞏固に し 

依る は 自然の 人情に し て、 敬 愛、 忠 順 の 念、 お の 

が 父 母 を 敬愛 し、 そ の 慈愛 ある 保護に 從 順な 

び、 次第に 祖先に 溯るべし。 我等の 祖 先の祖 

なり。 天祖 は國 民の 始祖に まし ま し、 天 祖 の 

ます。 然 らば 我等が 父^ を 敬愛し、 父^-に 從 

は 自然の 道理な b。 我等の 祖先 は その 宗家 


り。 これ 我が 國に 特異なる 歷 史上の 

が國 R の 生存 せん 限 b は 永べ に 失 は 

^上の 事實 なり。 祖先 崇拜の 念 は 血 

ある ものにし て、 血 族團體 の存綾 は、 又 

害の 關 係に 由 b て 集合 し、 契 約に よ， o 

て 且つ 永久な り。 何と なれば 血族 相 

づ から 深厚なる ベければ なり。 我等 

る 至情 は、 お のづ から 父母の 父母に 及 

先 は、 恐 多く も 我が 天祖に てまし ます 

度 系た る 皇室 は國 民の 宗家に てまし 

順なる 至情 の、 天 祖に 及び 皇室に 及ぶ 

た， る 皇室に 忠铖 を^す を 以 て 心 と し 


て、 父 ゆ G 敎 導、 訓 誨、 命 分 等 を 守 旣 に 自立 自營の 人と 贫る も、 父 母の 言 辭は惶 みて 

遵舉 せざる 可から す。 然れど もぎ：： 一 父母の 指導 を 不條理 な b と 信す る 事 あれば、 

叨 b に 之に 從 ひて 罪過に 陷 り、 併 せて 父母に 累を 及ぼす こと ある ベ から す、 宜 し く 

親愛 尊敬の 情 を 以て、 從 順の 本旨 を 失 は や、 辭 色 を 和 げ、 好 機 を 見て 之を諫 め、 其 前 意 

を飜 さん こと を 希 ふべ し、 事 の善惡 正邪 を 顧みす して 之に 從ふ は、 從 順に 非す して 

B 從な b  、思 はざる ベ けん や 

父母 旣に 歿しての ち は、 其 遺 志 遺業 を 成就 せんこと を 闥 b  、又、 其 遺 訓に違 は ざ ら 

ん こと を 務め、 而 して 時時の 祭祀 を 怠ら す、 香 花 を 捧げ て 其 靈 を 慰 むべ し。 若し 能 

く斯の 如くせ ば、 孝 情 常に 励き て、 己 の 心身 は 親の 遺體 な る こと を 念 ひ、 刻 苦 S 勵し 

て、 身 を 立て 名 を 揚げ 家 を 興 し、 以 て ail- 旨 に舉 答す る を 得 ベ し、 是 れ 孝道の 終な b。 

(日本 臣迢敎 科 書) 

我が 道德の 特色 (忠孝)  深 柳 政太郞 

我等 日本人 は 彼の 長 を 採 b  、我 の 短 を 補 ふに 吝 な ら ャ、 以 て 益 I 自 己の 品性 を 修^ 

し、！： 家の 品位 を 高めん こと を 欲す" これと 同時に 我が 國 K 道德の 特色 は 能く 之 
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親 愛、 及、 尊 敬 を 保持す るに は、 父 母に 對 する 報恩の 觀念 固から ざる 可から す、 蓋 し、 

報恩 は總て 人間 至高の 道德 にし て、 鳥 類の 如き も 能く 之 を 知れ b と 云 ふ。 然れど 

も、 精神 の狹 小なる 者 は、 小 に 明に して 大に階 く、 日 曰 幾 侥&の 電燈に 比すべ き 光線 

を惠與 する 太陽の 恩澤を 顧みす し て、 却 つて 晚餐 一 囘 の饗應 を德 とする が 如 く、？ お 

大 無量の 父母の 恩誼 を 忘れ て、 隣 人が 些少の 恵與を 感謝す る 者尠か ら す、 吾 人 はか 

かる S 態 を學ば す、 日 本臣 道の 示す 所に 從ひ て、 親 の 鴻恩を 感銘 し、 夙 夜 報 効の 實 を 

舉 げざる 可から す。 親愛 尊敬 を K 行す る に は、 又 從 順の 德を缺 く ベ から す、 從 順 と 

は、 誠 意 を 以 て、 父 母の 敎導訓 誨、 命 令 等 を 0 舉. す る をい ふ。 父母 は 我 身の 本、 我 が 心 

の師 にし て、 菅 原 道 眞の母 が、 「久 方の 月の 桂 も をる ばか b  、家 の 風 を も ふかせて しが 

な」 と 云 へる ごと く、 子 女の 幸福 繁榮を 念と し て、 其 慈愛の 深厚なる こ と、 他 に 比す ベ 

きものな し。 實に 父母 は 子女が 幸耨の 源泉 な り、 敎 導、 訓 誨、 命 令 等 は 皆、 其 源泉より 

湧出す る 慈愛に し て、 子 女の人 格 を 高尙に し、 ま た、 S 顯榮利 達 を 希 ふが 爲な b  、時 i 

し て、： S 言 行殘忍 冷酷なる が 如き こと ある も、 是 れ 却って 至 切の 慈愛な れ， ば、 子 女 は 

其顯れ ざる 血と 涙と を 思 はざる 可から す。 され ば、 人 の 子た る 者 は、 常 に 此^ を 以 


の 子に は 有りけ れ」 と 云へ る 如 く、 吾 人 は 常に 父 母. の 心 を 以て 己. の 心 と 爲 し、 毫 も 其 

意に 戾ら ざらん こと を. 務 めざるべ から す。 か く て、 己 の 健康 を 保 ち、 己 の 德行を 積 

み、 己 の 業務 を勵み て、 修 身齊家 の實を 擧げ、 以 て tn 本臣 道の 大規 を實踐 して、 名利 二 

つながら 全き を 得 ば、 父 母 亦 自ら 體胖か に、 氣 和 ぎ、 心 樂 し く、 身 も 心 も極樂 世界に 住 

する の 思 あるべし。 

親愛と 尊敬と は 車の 兩 輪の. 如 く、 兩 者 相 待ちて 孝養 を 全から しむる も の な り、 ハ乂 

母に 對 する 親愛の 愦 は、 禽 獸と雖 も猶ほ 且つ 之 を 有 す、 萬 物の 靈長 たる 人と し て、 S 

に此 情無き を 得ん や、 況 んゃ 吾人 帝國の 臣民に 於て を や。 若し 夫 れ、 父 ^に 對 して 

特に 深厚なる 親愛の 情 を 有せ ざれ ば、 禽 獸 にも 如かざる の 譏 を 免る ベ から す、 故 に、 

吾人 は 私利 私慾に 惑 は や、 父 母に 對 する 自然の 愛情 を 保持すべき は 勿論 なれ ども、 

親愛の 情に 尊敬の 念を缺 くと き は、 或 は 溺愛と な b  、或 は 侮慢と なり て、 父 母 の 恩 威 

を胃瀆 する の 弊に 陷 るべ し、 又、 尊 敬. は禮 儀の 基本 なれ ど も、 尊 敬の 念の み 厚く して、 

親愛の 情 薄き とき は、 親 子の 間 疎遠と なり て、 骨 肉の 誼 を 失 はん。 實に 尊敬と 親愛 

i は、 孝 道の 經緯 なれ ば、 よ く 其 中 を 執りて 偏重せ ざらん こと を 期すべし ノ 
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. リ竣、 ：M ち な fillip  五 o- 二 

族 の關 係、 及、 社會の 風俗、 習慣 等， に より 其方 法 を 異にする も、 其 要に 至りて は 此を出 

でざる な b。 

體 養と は、 父 母の 身體を 安泰なら しむる をい ふ" 

食. を 調へ、 衣服 を 選 び、 住 居 を 安らかに する を始 とし、 

供して、 其 身體を 安樂なら しめ、 父母 共に 健全に して 

ひ、 旣 に 老衰して 肢體 自由なら ざるに 至れ ば、 自 ら 身 

意を滿 たし、 又 疾病の 際 は 特に 注意し、 公職 公務に て 

を 親ら して 父母の 恩に 報いざる ベから す。 心 養と 

る をい ふ。 蓋し 精神と 身體と は、 形 影の 如く 相伴 ふ 

に 相 待ちて 其 効果 を 全うする ものな b  、縱 令、 父 母 を 

羅錦繡 を 侑む る 等、 體 養に 盡 さざる なき も、 心 養に 缺 

心中に 苦悶 憂愁の 存 する あらしめ ば、 父 ^は 居 常 怏 

至る ベ し、 斯 の 如くに し て、 奚 ぞ體養 を 全うする を 得 

に 心 養を盡 すべきな り。 飯 田 年 平が 歌に、 「子 を 思 ふ 


吾人 は、 分限 資力の 許す 限 b 、飮 

，生活に 必要なる 百般の 調度 を 

天 f 壽 を 全うせら れんこと を 希 

を 以て 舉 侍し て、 其 用を辨 じ、 其 

萬 止み難き 時の 外 は、 必す 看護 

は、 父 母の 精神 を 安樂なら しむ 

もの なれ ば、 心 養と 體 養と は、 共 

金 殿 玉樓に 奉じて、 珍味 佳肴 、緩 

る 所 あるが 爲 に、 父 母 をして 

怏 として 竟に瘠 骨稜稜 たるに 

ん や、 さ れ ば、 體 養に 力む ると 共 

親の >0 を 思 ふこ そ 子 を 思 ふ 親 


母の 胎內 にある や、 母 は 胎兒を 慮 b て、 寢 食 起臥 をも忽 諸にせ や、 旣 に 出生して は、 之 

を懷に し、 之 を拊で て、 寒 を 盧 b  、暑 を 厭 ひ て、 其 一 笑 を 善び 其 一 顰を薆 へ、 R 管 其 成長 

を 祈 り、 晝 夜 曾て 注意 を 怠る ことな く、 其 漸く 成長す るに 從 ひ、 其 衣食住よ b 家庭に 

於け る 言 語、 動 作、 及、 學 藝の修 養、 訓 練 等、 父 母の 辛勞 は 益 I 多 大 とな b  、旣 に 六七歲 とな 

b て學 校に 入る や、 父 母 は 唯其敎 育の 全 からん こと を 希 ひ、 其 向上 進歩 を 苦慮す る 

の 外 他念 ある ことな く、 漸 く 長 じて 丁年に 達 し、 自 立 自營の 人と なる も、 其 士 ロ凶禍 福 

の 爲 に は、 滿 幅の 同情 を 寄せざる はなし。 實に 父母の 生 命、 自 由、 名 譽、 財 產 等 は、 多 く 

子孫の 幸福の 爲に 捧げら るる ものな り。 され ば、 子 女た る もの は、 親 子の 關 係の 自 

然 なる こと を 思 ひ、 父 母の 恩誼の 厚大 なること を 知る が 上 に、 孝 は 日本 臣 道の 骨子 

たる 尊皇 愛國 なる 我 民族的 精神の 發露 せる ものなる こと を銘 し、 以 て臣 子の 本分 

I し て、 孝 養 を 全うせん こと を圖 るべ し。 孝養 は 尊皇 愛國の 精神 を 基礎と する も 

のにして、 孝養 を 大別し て、 體 養 心 養の 二と なす を 得べ し、 而 して 體 養、 及、 心 養 を盡さ 

ん とする 者 は、 必 す先づ 親愛 尊敬の ニ德を 嗨 ふる を 要 し、 親 愛 尊敬 は 亦 自ら 從順報 

恩の ニ義 を合蓄 する ものな り。 蓋し、 孝養 は、 親子 の 性質、 地位、 境遇、 家風、 家業、 家產、 家 
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ける 不孝の 子なる を 見る 時 は 、孝 の 大切なる こと 明な 

孝 は、 最 も我國 にて 重ん せられた る德 にし て、 歐 米各國 にて は、 之 に 當る語 さへ な 

し。 語の なき は 其 重ん せられざる 證據 なり。 國々 各 特長 あ b  、孝 心の 特に 强 く、 親 

子の 關 係の 特に 美しき は、 我國の 美風な り。 親子 相愛し 敬愛す る 心の 強き は、 一 轉 

して 老幼 相 助け、 親族 相 救 ふ の 風と なり、 親族 間に 不幸の 事 ある 時 は、 疎遠 の 者に て 

も、 尙 之 を 救 養す る は、 歐 米 各 國には 比類な き 程な り。 此る 美風 は、 永 く 保存せ ざる 

ベから す。 £• 學 修身) 

父母に 對 する 本務  日 比野寬 

夫れ、 親子 の 關係は 先天的に し て、 其 愛情 も 亦 自ら 眞 善美な b 、山上 憶 良が、 「白銀 も 

黄金 も 玉 もな にに せ む、 ま される 寶 子に しかめ や も」 と 詠 せ し は、 よ く 父母の 本心 を 

描 出 し、 川 原 虫 鹰が、 「父 母え 祝 ひて 待た ね、 つくしな るみ づく 白玉 取.^ て 求まで に」 と 

詠せ し は、 よ く 子女の 本心 を 描出せ る ものな り。 され ど も、 世 問 往往に し て、 私 慾 の 

爲に此 本心 を 失 ひ、 親 として 敎養を 怠 り、 子 として 孝養 を 思 はざる もの あ b 、戒 め ざ 

るべ からす。 抑 も 親の 恩愛の 深厚なる は、 子 の 愛慕の 企て 及ぶ 所に あら す、 其 始 め、 


親  山 本良吉 

親に 對 する 道 を 孝と いふ。 孝 は 邦人の 古よ b 久しく 敎 へら れ、 久 しく 行 ひ 來 り 

たる 道に し て、 吾 等 生れ 落 つれ ば、 直 ちに 之を敎 へられ、 直ちに 之 を 行 ふ。 邦人に し 

て 孝 を 知らぬ 者な く、 孝 を 大切と 思 はぬ 者 あるべ からす。 されば 今 別に 學 ぶまで 

もな し • 

凡て 人の 性質 習慣 は、 皆 幼時に 養 はる ゝ 者な り。 吾等が 生長して 後、 人 よ b は 信 

用を受 け、 下 より は 尊敬 を 受け て、 大 に 社會に 活動 せんに は、 必 要なる 諸德を 身に 具 

へ ざる ベ からす。 而 して 其諸德 は、 皆 親に 對 する 孝 を 押し 擴め たる もの なれば、 家 

に 於て 孝道 を 能く 心得 置か ば、 自 然に 他人に 對 して も、 正 しき 交際 をな し 得るな. り。 

孝 は德の 本な b  、敎 の 生やる 所な りと 孝 經に敎 へ たる は、 卽 ち 此， 意 なり。 

孝 は 古よ b 久しく 敎 へられた るを以 て、 或 は 之 を 陳腐と 思 ふ、 特 に靑 年子 弟， は、 間 

間此事 あれ ど も、 人 生れて 親 あ り、 親 の 恩に よ b て 生長 し、 學 問 を もな し、 立 身 を もな 

す。 其 親 を 大切に せす し て、 い かで 心に すむべき ぞ。 恩 を 恩と も 思 はぬ 者 こ そ、 社 

食に 出 でて 危 險の說 を 立て、 過激の 行 をな すなれ、 世上 幾多 不良の 徒 は、 家 庭 に 於 

第二 篇 孝道に 翻す る饞躭  四 九* 


四 九 < 

つ も、 ハ乂 母の 心 を 安ん せし ひる 所以な，^ 

父 母、 若 し 過 あら ば、 子 は禮 を盡 して 之 を 諫めざる ベから す。 然れど も、 是 れ 小事 

の、 吾 が 意の 如くなら ざるが 如き 時 を 云 ふに あらす。 實 に 、萬 已 む こと を 得ざる 時 

を 指すな り。 斯 かる 時、 最 も 心すべ き は、 其 の 敬意 を 失 ふ ？ からざる ことな 

凡 そ、 子 の 生長す ると 共 に、 ハ乂 母の 老衰に 傾く は、 自 然の數 にし て、 如 何ともす 可ら 

すと 雖 も、 子 たる 者 は、 少 しも 長く 父母の 健全な らんこと を冀 ひ、 孝 養 の 道、 一 曰 も 怠 

る 可ら す。 古語 に、 「樹 靜ま らんと 欲すれ ども 風 止ます。 子 養 はんと 欲すれ ども 親 

待 た す」 と いへ る こと あり。 實 に、 人 事 は 意. の 如くなら ざる もの なれ ば、 よ く 心 を 用 

ゐ て、 父 母の 健在 中 に、 十 分の 孝養 を盡 すべきな b。  ， 

父母の 志 を繼ぎ て、 之 を 大成す る も 孝の 一 なり。 故 に、 父 母の 歿後に 遺志 あらば， 

事情の 許す 限 り、 子 は 之 を 成す 可き なり。 總べ て、 子 た る 者、 能 く 道 を 行 ひ、 業 を 起し 

て 、父 母の 名 を顯す は、 孝 道に 於て 大切なる ことなり。 其の 他 、父 母の 歿後 も、 長 く 愛 

育の 恩 を 記し て、 歲 時の 祭祀 を 怠らざる が 如き も、 子 たる 者の 宜しく 務む 可き こと 

な. On  i す。 (中學 修身 教科書) 


凡そ 動物の 中、 其 の 出生の 初に 當 b て、 孱 弱 助けな きこ と、 人 類の 如き は少 かる 可 

し。 鳥獸は 生まれ 落つ る や 否 や、 自 ら 步 み、 自 ら食を 求む るの 本能 を 現 はせ ど も、 人 

は然ら す。 若 し、 父 母の 慈愛に 由ら すん ば、 生 を 保たん こと 難し" 鳥獸 にも 親の 子 

を 保護す る こと あ h- と雖 も、 其 時日 の 短 少な-る こ と、 到底 人類の 比に あらす。 人類 

は、 實 に 諸 動物 中、 最 も 長く 親の 保護 を 要する ものな り。 是れ卽 ち、 人類に 特に、 孝の 

德の 大切なる 所以な り • 

抑 も、 人 の 子た る も の、 親 に對 して 親愛の 情 を 有せざる もの は あら じ。 是れ 蓋し、 

天性の 然ら しむる 所な り。 され ば、 父母に 對 して、 親愛 の 情 を 保つべき は 勿論の こ 

となりと 雖 も、 子 たる 道 は 之 を 以て 足れ b とせ す、 尊 敬の 情 を 失 ふ 可ら す。 苟も 愛 

敬の 誠心 だに あら ば、 孝 道の 大本に 於 て、 違 ふこと なかるべき なり。 

又 、父母に 對 して は、 顔色 を 和げ 語 氣を穩 にし、 擧動 態度 を 鄭重に して、 假初 にも 無 

禮の 事な からん， J とに 注意すべし。 是れ亦 所謂 心 を 養 ふの 法な， 9。 總 ベて 何事 

につけて も、 父 母の 心 を 安ん じ、 歡 ばし むる こと を 主と すべ く、 口 腹 の 舉、 耳 目の 樂の 

如 き も、 勉 めて 父母の 好む 所に 從ふ べし。 又、 吾 が 身 を 慎み 行 を 正しく し、 健 康を保 

第二 篇 孝道に 開す る 論說  S 九 七 


志 


四 九 六 

實に 其の 幾 百 分に だ も當ら ざるな 

父母の 體を養 ふ も、 其 の 志 を 養 は ざれば、 未だ 以て 孝道 を蘧 せる ものと 謂 ふべ か 

らす。 志 を 養 ふ ひ は、 心 を 安ん じ、 情 を樂 まし め、 其 の 志望 を 忖度して 之 を 成就せ し 

むる を 謂 ふ。 父母の 衣食 を輕 甘に する は、 金 錢 と勞 力と を 以て 之 を 能くす ベ けれ 

ど も、 志 を 養 ふに 至， 9 て は、 眞 に 心よ b 出で ざるべ からす。 これ 孝子が：^ 常 心を此 

に 用 ふる 所以な り。 是の 故に 衣食 を 奉 養す るに 當. 9 て も、 務 めて 父母の 心情 を忖 

度 し て、 其 の 嗜好に 適せん こと を務 め、 家事 の 料理よ b  、世 間 百般の 事に 至る ま で、 父 

母 平生の 志 業 を 翼贊し て、 務 めて 其の 成功 を企圖 し、 父 母の 死後に 至りても、 仍 其の 

遺 志 遺業 を 遵守し て、 之 を履踐 せんこと を 要. す。 養 志と 養體 と相俟 ちて 始めて 孝 

道 を完 くす と 謂 ふべ し。 子女 が、 其 の 身體を 强壯に し、 智 德を 修養して、 立身 功名の 

爲 に勸勞 する も、 亦 父母の 志 を 養 ふの 一 端な り。 

父母 旣に 死す る に 及びて は、 禮 を 厚く して 之 を 葬 り、 永 く 香 花 を絕た ざらん こと 

を 要す。 (中 學修 慮) 

子の 道 .  高 島 平三郞 


養 


愉 

色 
婉 
容 


を完 くすべきな， 9。 

ハ乂 母の 喜 憂 は專ら 其の 子の 心 術 如何に 存す。 子 善く 從 順なる も、 其 の 言 行、 衷 心 

より 出です し て、 而 も 愛敬の 情に 乏し けれ ば、 以 て 父母 を悅 ばし むる 能 はす。 子 能 

く 愛敬 を盡 して 孝道 を 行 はい、 粗衣粗食 も尙 父母 をして 樂 ましむ るに 足る。 父母 

に 事 ふるに は、 冷 淡嚴 格なる ベから す、 溫 厚に して 情眛 掬す ベ く、 露 然として 春 日の 

和煦 なる が 如くなる べし。 

孝子 之 有，， 深 愛， 者 必 有，， 和 氣； 有，， 和 氣， 者 必 有 „愉 色； 有； 偸 色， 者 必 有，， 婉 容； 孝 子 如 虹 

グ ルガ ルチ 

ま 簾。  - 

報 恩 は、 孝 道の 最も 犬なる ものな b。 人 旣に長 じて 獨 立す るに 至ら ば、 誠 意 を 以 

て、 父 母が 多年 愛育の 大恩に 報いん こと を 務めざる ベから す。 恩に 報 ゆる は、 體 と 

志と を 養 ふに 在り。 卽ち 衣食 を 厚く し、 寢 處を 安ん じ、 交 遊の 資を裕 に し、 心 を 用 ひ 

て 其の 嗜好 を 満足せ しむべし。 父母 旣に 年老 ゆれば、 朝夕 之 を 慰藉して、 扶持 愛護 

す ベ く、 若 し 疾病 あら ば、 枕 席に 侍し て、 親 ら看讒 を 怠る ベから す。 己の 衣食 を 節し 

て 父母に 厚く し、 以 て 扶持 看護に 務 むる も、 父 母 が、 # て 己 を 愛育せ し 所に 較 ぶれば、 

第二 篇 孝道に 豳 する 論說  四 九 五 • 


親 奪 
愛 敬 


SI 九 四 

和げ て 之を諫 むべ し • 

子女 長 じて 丁年に 達すれ ば、 幼 時に 比して 其の 從 順の 度 を 異にせざる ベ からす。 

或は 丁年に 達せざる も、 國 家の 公職に 從 事す るに 及びて は、 自 ら 之が 責任 を 負 ふ 故 

に、 父 母に 從順 なる を以 て、 獨 b 其の 務 となす ベから す； 然れど も、 親 子道德 上の 關 

係 は、 長 幼 を 論せ す 依然として 持續 する もの なれ ば、 子女 が 父母に 從 順なる 精神 は、 

毫も 昔日 と變 すべから す • 乃ち 父母 は 事に 臨みて 懇切に 子女に 助 言 す ベ く、 子 女 

は 其の 助 言 を謹聽 すべし。 濫に 意見 を 挾み て、 父 母に 違背す る こと ある ベ からす。 

ハ  レ フク フ _K ルマデ  -I  クリフ n トン パ セチテ タン 

今 之 孝者是 謂，， 能 養； 至，， 於 犬 馬， 皆 能 有 、不 敬 何以別 乎。 

敬 は 禮の由 りて 立つ 所に して、 子女の 父母 を 尊敬す る は、 人 倫の 大本な り。 而も、 

子女の 父母に 於け る、 百 般の 行爲、 一 に 皆 愛情に 出で ざるべ からす。 蓋 し 父 母の 其 

の 子に 慈愛な る、 如 何なる 劬 勞も辭 する 所に 非ざる が 故 に、 子 女の 父母に 事 ふる も、 

亦 私慾 を絕 ち、 義 理を離 れ、 事 事物 物 皆 親愛より 出で、 心 を 盡し身 を 致して、 之が 爲に 

勞 せざる ベから ざるな り。 然れど も、 敬 を 以て 之 を 律して 狎 侮に 陷ら ざらん こと 

を 要す。 愛敬 は、 孝 道の 經緯 な. り。 愛敬 二つながら 備 b て、 而 して 後、 親 子 骨肉の 情 


從 孝 

順 道 


孝 は 之 を 約し て、 從 順、 尊 敬、 親 愛 及 報恩の 四と す • 

從 順と は、 父 母の 訓誨 命令 を 遵奉し て、 事 の 疑 はしき は 之 を 商議す る を 謂 ふ。 從 

順 は 孝の 第一義な り。 蓋し 子女 幼少なる とき は、 知 識經驗 に 乏しく し て、 必 す や 他 

人の 保護 を俟 たざる ベから す。 この 故に 事毎に 父母に 從 順にし て、 違 背す ベ から 

ざる は 多 言 を須 ひすして 明な ^年 稍 t 長 じて、 自 ら 事理 を辨 別す るに 至る と も、 父 母 

の 言 に聽從 せざる ベから す， 重要の 事に 至りて は、 自 ら 進みて 其の 示 導 を 仰ぐ ベ 

し。 これ 父母 は 閱歷多 く、 世 故に 練達して、 過誤 失策な きこ と、 年 少子 女の 能く 及ぶ 

所に 非 ざれば な.^。 子女た る もの 常に 溫柔 にし て、 苟 も 父母に 對し て、 忿 恚 抗 言 す 

るが 如き ことな く、 絕 對 的に 從 順なら ざるべ からす。 之 を 子の 責務と す。 或 は、 合 

理の 場合に 於て のみ 從 順なる べしと 思 ふ もの も ある ベ けれども、 これ 誠に 誤れる 

の甚 しきもの なり。 何と なれ ば、 合 理と 不合理と は、 宜 じく 父母の 決定す ベ き 所に 

し て、 子 女 の 自ら 之 を 決定 す る は、 旣 に 父母に 從 順なる 所以に 非 ざれば な b。 人 或 

は 曰 は ん、 父 母 背 德の事 を 命す る あらば 如何と。 然れ ども 子女の 視 て背德 なりと 

思へ る こと は、 往 往然ら ざる ものな り。 伹 其の 事理に 違 ふこと 明白なら ば、 辭 色 を 

第二 篇 孝道に 闢 する 餘餽  四 九 三 


孝.：： 百行 

の 木 


本義に 

ふ もの 

父母 

勞 して 

子 を 思 


B 九 一一 

悖る ものな h-^ 

ニ季の 皇靈祭 は、 生 上、 親 ら、 冽 聖の威 靈を拜 し、 所謂 報 本 反始の 大道 を 垂れ 給 

な 气 吾人 も、 亦、 之 になら ひ て、 祭 祀の禮 を 愼み行 ふ ベ きな b  。(中 學修身 教科書) 


山 


路 

山上 ほ 


子の 責務 

金 も 黄金 も 玉 もな にせん に 

まされる たから 子に しか め や も • 

の 中に 思 ひ あれ ども 子 を こふる 

思 ひに まさるお も ひなき かな。  紀 貫 

の 子 を 思 ひて 心を勞 する や、 實 に i るべ からざる もの あ h -。 

其の-子 を 愛育す る こと 至らざる 所な し。 情の 深厚なる こと- 

ふの 情に 過ぎん。 其の 恩 海よりも 深 く、 山 よりも 高し。 故に 

b, と。 人、 親 に 事へ て 孝に して、 而 して 後、 兄 に 事へ て悌 に、 君に 


1 遊 

之 

ハ乂母 は、 日夜 劬 

何物 か 父母が 

曰く 孝 は 百行 

事へ て忠 に、 信 


の 本な 

義 立 ち、 仁 愛存す 可し。 若し 夫れ 親に 孝なら すして 他人に 交り 善き は、 悖 德と云 ふ 

ベ し。 


養 ふ 力なし といへ ど もパ乂 母に 侍する に は、 常 に 己が 私情 を 制し て、 父 母の 爲に 種々 

の勞 をと b 、特 に 父母の 病み 铪ふ時 は、 十分 に 看護 を つとむべ く、 又 父母 年老 いて 肢 

體 意の 如くなら ざる 時 は、 扶 持 提携して 物見遊山 を もな さしむべし。 こらの こと 

は、 父 母の 子に 對 する 勞 苦に 比すれ ば、 九 牛の 一 毛に も價 せざる ことなり。 されば、 

いかほ ど、 孝 養した りと て、 盡 せりと はいふべ からす。 

祖先 崇敬 孝の 道 は 、父 母に 事 ふるより 進み て、 祖 先 を 敬す るに 至るべし。 父母 を 敬す るの 

人道た る を 知ら ば、 祖 先 を 敬す る も 亦 人道た る こと 明なる べし。 特に 我國に 於い 

て は、 古 來、 上、 皇 室 よ b、T  、庶 民に 至る ま で、 祖 先 崇 敬の 念頗 厚く、 これにより て 二 家 の 

繁 榮と國 運の 隆盛と を來 したる もの なれ ば、 わ が國 民た る もの は、 深  <  此の 意を體 

せざる ベから す。  . 

祖 先 は、 其 の 門地 如何に 拘ら す、 之 を 崇敬すべき こと 勿論な り。 祖先の 名 譽高か 

L  hy し. も の も、 然 らざ， o- しもの も、 一 家の 根源た るに 於いて は、 毫 も 異なる 所な く、 皆、 其 

の遺澤 によ b て 今日 ある を 致せる もの なれば な hN* 世に は、 往 々、自 己の 祖先の 門 

地 を 誇 り、 其 の 極、 他 の 家系 を賤 むる ものな きに あらす。 かくの 如き は、 祖 先^ 敬の 

第二 篇 孝道に 闘す る狳耽  B 九 一 
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"愛敬と は、 親 の 子 を 思 ふが 如 く、 親 をい とほし み て、 大 切に 之に 事 ふること な 

父母の 深き 惠に對 し て、 赤 心より 之 を 愛する は、 子 たる 者の 第 一 の務 にし て、 親 子 互 

に 相愛して 始めて 家門の 繁榮を 得る ものな り。 然れ ども、 親しき に 狎れて 尊敬の 

念 を 失 ふが 如き こと あるべ からす。 敬意 を缺 くと き は、 上 下の 分立たざる に 至る 

ぺければ な b。 さらと て、 敬 ひ 畏れて 之 を 疎ん する も 亦 道に 反す。 

從 順と は、 父母の 命令 訓誨を 受けた る 時、 謹んで 之に 服從 する を い ふ。 父母 は、 年 

齒經驗 共に 己より 富みた る 者 なれ ば、 幼 時 は 特に 父母の 命令に 從 ふべき な.^ 次 

第に 成長す るに 至れ ば、 事 理を辨 別し うるに よ b て、 父 母の 精神 も 知る こと を うれ 

ば、 ま すく その 命令 訓誨 に服從 する を 要す。 

然れ ど も、 從 順 は、 も と、 愛 敬の 精神よ b 出づ べき もの なれ ば、 萬 一 、父母 過って 不正 

の 命令 を與 へたる が 如き 場合に は、 宜 しく 誠意 を以 て、 和 かに 之 を 諫めて 、善に 導く 

べし。 かの 平 重 盛の 如き は、 よ く、 斯 の 道を盡 したる ものな り。 

舉 養と は、 父 母 をして 生活に 不自由な からしむ るの みなら す、 其 の 心 を 察 し、 其 の 

耳自を 喜 ば し め、 其 の 身體を 安樂なら しむる をい ふ。 年な ほ 若き 間 は、 未 だ 父母 を 


孝 祌孝 

の 道 
道 の 
耩 


蓥 
體 


欺く ものにし て、 最 も 不可な 夂 若し 其の 訓 誨、 命 令に して 實 行し 難 く、 ま たは 不審 

なりと 思 ふこと あら ば、 面 を 和げ て 之 を 質 し、 其 の敎を 待つべきな， 5。 离ー父 ゆ 過 

あ b  、又 は 不正の 命令 を與 へ られ たると き は、 氣 を 下し 誠 を 違して 之を谏 止す ベ し. 

單 に 從順を 道と し て 、父母 を不德 に陷 らしむ る こと あら ば、 ま た 不孝の 子た る を 免 

れす。 

孝行 は 父母の 志 を 養 ふと 共に 其の 體を養 はんこと を耍 す、 少 時に 花 b て は、^ に 

起 居、 寢 食に 注意 し、 之 を 安樂なら しめん 爲 めに は、 己 の 勞を辭 すべから す。 成年の 

後 自ら 父母 を 扶養す るに 至ら ば、 成 るべ く 其の 衣 服、 飮 食 を豐に し、 又 5 目の 娛樂を 

も 適宜に 供すべし。 さ b とて 體を養 ふこと も、 唯 t 金 錢のカ を 以ての みなし 得べ き 

にあら す、 衣 食 住 共 に 父母の 嗜好 を 察 し、 寒 暑の 度に 注意 し、 分 に應 じて 孝養 を 怠ら 

ざらん こと を 要す" (修 S 教科書) 

孝  吉田靜 致 

孝道の 精神 は、 父 母の 心 を 以て 心と なすに. あ り。 孝 を 行 ふ 道、 大 要 三 あ ，9。 曰 は 

く 愛 敬、 曰 はく 從 順、 曰 はく 舉 養、 是 な &， 
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を 安ん じ、 其 の 情を樂 ましむ る を 云 ふ" ざれば ハ乂 母に 接する に は 溫容を 以て し、 其 

の 訓 誨、 命令 に服從 し、 其 の 希望 を 成就して、 常に 其の 心情 をして 滿 足怡樂 ならしめ 

ん こと を勉む べし， 

父母の 希望 は絕 えす 其の 子の 身上に 槃 b  、之 が 幸福 を 祈 b て、 傷 心 苦慮 最も 切な 

る もの あ り， さ れば 子た る もの 身體 を壯 健に し、 品 行 を 慎 み、 業 務を勵 みて、 一 日 も 早 

く 父母の 心 を 安ん せんこと を務 むべ し。 特に 家 を 離れて 遠く 遊學 するとき は、 最 

も 憂慮 を 抱かし め 易 し、 故 に 身 を 持す る こと 嚴 正にし て、 假 にも 惡聲の 父. 母の 耳に 

入る が 如き ことな からし め、 且 つ 時時の 音 問 を 怠らす、 其 の 情誼 一 に 左右に 侍する 

と 異なる 所な かるべし • 

父母の 訓 誨、 命 令に 接せ ば、 誠 意 を 以て 之 を 遵奉すべし。 これ 父母 は經 驗、 知 識 共 

に 己に 勝れる が爲 めの みに あら す、 其 の 言 皆 慈愛の 至情よ-^ 出づ る ものなる が 故 

なり。 苟且に も 之に 抗言 し、 又 は 不滿の 色 を 以て 之を迎 ふる 等の こと ある ベ から 

す。 たと ひ 多少 己の 意に 滿 たざる こと あ b と も、 父 母の 至情 を 思 へ ば、 忍 びて 服從 

すべきな &。 特に 面前に て 其の 言に 服從 しなが ら、 後 に 至 b て 之に 達 ふ は、 父 母 を 


親子の 閼 

係 


孝 は 百行 

の 本な リ 


養 志 


萬 一 にも 父母 過ちて 不正の 命令 を與 へたる が 如き 場合 あら ば、 面 を 和ら げ、 聲 を 

靜 かにし て、 誠 意 を 以て 諫 め、 父 母 をして 正しき に遷 らしむべし。 かの 平の 重. 盛 の 

如き はよ く 孝諫の 道を盡 したる ものな り。 (中學 修身 釧) 

孝養  井上哲次郎 

^  S  大島義 脩 

親子の 關係は 家族 間に 於て も、 最 も 親密なる ものにし て、 ハ乂 母の 其の 子 を 愛する 

は、 天 然の至 性に 出 で、 其 の 情の 深厚なる こ と、 他 に 比すべき ものな し。 且つ 其の 子 

の 初めて 生る るよ b  、長 じて 獨 立す るに 至る ま で、 心 身を勞 する こと 殆ど 量る ベ か 

らす。 されば 子-た る ものの 父母に 事 ふるに は、 其 の 全力 を 盡すも 唯 及ば ざらん こ 

i を懼 るべき のみ。 

-孝は 家庭に 於け る 道 德の第 一 たるの みならす、 一 切 道德の 根本と なる ものな ，9. 

古 よ b 「孝 は， 百行の 本な b」 と 敎 ふるもの は、 父 母に 孝なる 心を以 て、 推 して 萬 事に 及 

ぼす. LJ  ^ は、 百 行完 きを 得る の 意な， ON。 父母に だに 事 ふるに 道 を 以てする こと 能 

はざる もの に、 いか で 他の 善行 を 望む こと を 得 ベ き。 . 

. 孝の 道 」 な らゃ と 雖 も、 父 母の 志 を 養 ふ を 以て 主要と す。 志 を 養 ふと は、 其 の 心 
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父 ゆと 協同せ ざる ベ ら や」 と もい ひ 得べき 道理な 钆 又 「孝 經」 に 「孝 は 親に 事 ふるに 

始ま .9、 君 に 事 ふるに 中 し、 身 を 立 つるに 終る」 と說 かれた るが、 これ を も 今の 語に 引 

直 さ ば 「孝 は 親に 事 ふ るに 始ま り、 社 會， こ 協同す るに 中 し、 國 家に 貢獻 する に 終 る」 と 

もい ひ 得べ し。 蓋し 自然の 情 合の 强く 相牽 ける 間柄に て すら 協同し 得ざる やう 

なる もの の、 全 く の 他人と 廣く 永く 協同す る 5 を 望まん は 頗る 難き To なれば な 

然 らば 父母に 事 ふるの 道 は 如何にす ベ き。 

孝 を 行 ふに 當りて は、 第 一 は 父母の 心 を 以て 我が 心と なし、 一 方に は 身 を 愛 し、 行 

を 修 め、 業 を勵 みて 身分 相 應、 天 分相應 の貢獻 を社會 にな し、 以 て 父母の 心 を 安んじ 

満足せ しむる と 同時に、 他方 に は 老い ゆく 父母の 心 を 察し、 こ れ を扶 け、 こ れ をいた 

は り、 身 を 立てて 後 は、 常 に 孝養の 誠を盡 し、 何 かにつ けて 身に も 心に も 不自由な か 

らしむ る を 理想と すべきな り。 親しき に 狎れて 侮る こと 勿れ。 されば とて 敬 ひ 

畏れて 遠ざかる こと 勿れ。 

父母の 命 やる や 子の 爲を思 はぬ は 稀 なれ ば、 謹 みて 其の 指 圆を聽 け。 無 要の や 

うに 思. はるる こと も、 人 に 害な き K り は、 謹 み て從 ふべき な り。 


おなが ら、 父 母に 對 して は 慈愛に 慣れたる 我儘よ に 又 は 親しき に狎れ たる 侮りよ 

b 、常 に 自分勝手 を 極 め、 不 孝、 無 鱧に 立 振舞 ふ もの も 無き にあら す • 忠恕 博愛の 大 

切なる 所以 を 知ら ざら ば こそ あ れ、 知 b て尙 生みの 恩の 深 く、 養 育の 恩の 高 き 至 親 

の 父母 を 愛敬し 若しくは 思 ひやる 心さ へ なき は 無知 無學の 不孝よ.^ も 罪深し。 

「其の 親 を 愛せす して 他人 を 愛する をば 悖 德と謂 ひ、 其 の 親 を 敬 はすして 他人 を 敬 

ふ を 悖 禮と謂 ふ」 と 「孝 經」 に も說 かれた る 如 く、 至 りて 親しき を 愛せざる は 人情 自然 

の理に 悖れり。 

^かしながら 善く 父母に 事 ふるの 要 は、 ひ とり 人情の 自然なる が 故なる のみに 

あ ら す、 又 强ち 報恩の 務 たるが 故なる のみに も あら す、 否、 む しろ 斯く する ことが 人 

と 生れた る 者 の 本分 を盡 すべき 道 なれば なり。 卽ち 彼の 廣く 社會と 協同し、 國家 

に買獻 する 所以の 必然の 順序なる が 故な り。 「大 學」 に 「古 め 明 德を夭 下に 明かに せ 

んと 欲する 者 は、 先 づ 其の 國を治 む、 其 の國を 治めん と 欲する 者 は、 先 づ 其の 家を齊 

ふ」 と あり。 これ を 並々 の 人の 身の上に 引 直して 言 は ば 「人 間の 本分 を盡 さんと 欲 

する 者 は、 先 づ社會 と 協同せ ざる ベ から す、 社 會と 協同 せんと 欲する 者 は、 先 づ 其 の 
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其の 子の 上 を 思 ふ。 ； 此の 心 を だに 思 

心 あるべ き。 思 ふ に、 孝 行の 道 は廣く 

はじまる。 我儘 勝手 を愼 み、 か b そめ 

身 B 

孝 

「孟 子」 に 「人 皆 恆に 言 へらく 天下、 國家 

在 、家 の 本 は 身に ある もの を」 と い ふ 

ば、 先づ 最も 親しき 人に 親しむ が 第 一 

人と が 協同して 國 家に || 貝獻 する の 糸 

し、 と い ふ 意 * に 外なら や。 

按 ふに、 孔子 が 「孝 は 百行の 本」 と い は 

まざる ベ く、 親 を 敬 ふ 程の 者 は、 よ も や 

「忠 臣は 孝子の 門よ b 出 づ」 と いふ 古 言- 

然 る に、 稀 に は 博愛の 訓へを 心得な 


四, <  四 

やらざる も の、 何 として 他人に 思 ひやり の 

て 遠し といへ ど も、 ハ乂 母の 心 を 安ん する に 

も 父母の 命 令、 訓 誨に そむく 勿れ。 (中 學修 


坪 內 

其の 天下の 本 は 國に在 

あ り。 又 「中 庸」 に 「仁 と は 人 

り」 と いふ 意味の 訓へぁ b 

は、 先 づ 最も 近し き あた b 


雄 藏 

り、 國 の 本 は 家に 

とい ふこと なれ. 

いづれ も、 人 と 

より 開き 始 む ベ 


敢て 他人 をも惡 

はれて なるべし。 


し も、 親 を 愛する 程の 者 は- 

他ん にも 無禮 はす まじと 思 

此の 道理よ. 9 見れば 明かな り。 

が ら、 又 他人に 對 して は 相 應の思 ひやり も あ 


犬が 生 人に 忠義 を盡 し、 命 をす てし 

見えた る 忠義なる ！狼 の m も、 リ ク ェ \ 

ふ れ ば、 多 分事實 にもと づけるな る ベ 

鳥獸さ へ も 思 ひやり の 心 は ある を- 

身勝手の み を 働 き、 人 の 難 義、 迷 惑 を 顧 

し、 共 に 育ちし 兄 弟、 姊 妹に 對 して すら 

の 恩、 養 育 の 恩 深 き お の が， 父 母に 對し 

か に。 

かくの 如き を 人非人と はい ふな b 

父母 は 我れ を 生み、 我れ を 養 ひ、 我 れ 

て 病 を きづ か ひ、 心 を盡 して 介抱 し、 恙 

れ たるな り。 他人なら ば穢な し、 惜 し 

ことな く、 且 つ 長き 年月の 間 少しも か 

こと を 思 はぬ は 稀な.^。 暑 さ、 寒 さ 、雨- 


話 も 

ジ ン 

し。 

-若 し 

る ざ 

思 ひ 

て す 


を拊 

な く 

と 思 

は る 

0 に 


東西 古今に 

の 愛 兒を救 


人 

ら 


すり、 我れ 

の 年齢 ま 

ベ きこと 

となし。 

けて おの 


尠 からす。 馬 琴 の 「弓 張 月」 に 

ひし 犬の 話と 思 ひ 合せて 考 


にして 互 

もの あら 

.9 の 心 蒲 

思 ひや， 9 


ひに 思 ひやる 

ばいかに。 幼 

きもの あらば 

の 十分なら ぬ 


心 

、 

も 


に 乳を與 へ、 塞 

で、 我れ を 生長 

も 父母 は 怒る 

一 日、 片 時と て 

れの 身の こと 


な 金 我 が 

よ， 9 共に 暮 

かに。 生み 

の あらば い 


さ、 暑 さに つけ 

させて くれら 

ことな く、 厭 ふ 

も 父母の 子の 

は 田 5 はすして 
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in 八 u 

r  二、 中學校 修身 敎科書 . 

中學校 修^ 敎科 書の 数艏る 多し， 其の 中數篇 ^採る。 

孝 は 百行の 本な h ノ  坪 內雄藏 

をす  りす 

下等動物 とても 互 ひに 思 ひやる 心 は ある ものな り-。 鷄の 雄の 雌に 餌 を 拾 はす 

る、 親 ならぬ 犬の 小犬に 魚の 骨な どくは へ 來， 9 て 食 はす る、 こ れ ら は 常に も 見る 所 

なり。 時として は 猫が 鼠の 子 又は 鳥の 雛 を 育てし 例 あ， o.。 或 西洋の 飼 猫の 見知 

らぬ 猫の 病める を憐 み、 荒 庭の. 隅まで も 肉の あま， 9 など を 運び ゆき て、 病 癒 ゆるま 

でいた はり 養 ひし 話、 あ る 動物 學 者の 著書に 見えた 

親の 子に 對 する 情 合 は 猿、 猩 々など は 人と ちが ふ 所な し： 或人ス マ トラの 島に 

て 子 多く 連れた る猩々 を 狩りい だしけ る が、 猩 々は 其の 子ら を^さん と て、 お の れ 

は 銃丸 をい くつ ともなく 受けな が ら、 子 供 を 樹の上 へ 拋げ 上げ く， 迸げ よ く • と 

いふ 如くに 啼き呌 びて 死にけ りと ぞ。 中央 アフリカ にて 大 いなる 白 象が 其の 子 

を 腹の 下に 掩 ひたる まま 動か や、 數 知らす 銃創 を 蒙りて 死にし Si もこれ に 似た，^ 


れす。 浞ゃ 我等の 祖先 は數 千年 * 列聖の 深厚なる 恩 潷を蒙 h- 常に 報效を 鬪&來 

れる もの なれ ば、 我 等が 皇室に 忠を盡 す は卽ち 祖先の 志 を 成す 所以なる に 於て を 

や。 忠孝の 一致 は實に 我が 國體の 特色な り。 

家の 圑結は 家長に よりて 統 一 せら れ、 國 の 圑結は 皇位に よりて 統 一 せらる。 而 

して 忠孝 は 此の 統 一 を 確實に し、 其 の 闥結を 鞏固なら しむる ものな り。 是の 故に 

人人 忠孝の 大義 を辨へ て 之 を 失 はやば、 家國 の繁榮 期して 待つ べし。 

人の 圑結は 唯 權カ服 從の關 係の みに よ， 9 て存 する もの にあら す、 又 互に 相愛 す 

る 情 あ b て 之が 連鎖 をな すなり。 家國の 制に 於て は 君父臣 子の 問に 權カ 服從の 

關係 ありて 秩序 を 立 つると 共 に、 尊 敬 親愛の 情. によりて 和合 協力す ベ きものと す 

忠孝 は實に 此の 兩 面に て 之 を 蒹 ぬるの 德た り。 君 父に 服從 すると 同時に 哲 

父 を 敬愛す るの 義を 示す ものな^ば な，^ 

是に 由， 9 て 之 を觀れ ば、 忠 孝の 大義 は 家國を 成す の 大本に し て、 又 家國の 制と 離 

るべ からざる 關係を 有す。 忠孝 は 家國の 制に よ， 9 て發生 し、 家 國は 忠孝の 大義に 

よ， o て 存立す。 而 して 此の 大義の 存. D は 直ちに 家 國の存 に關 する ものな. 5。 

第二 儒 孝道に 關 する s?s 說  WK1 


四 八 o 

をいた はるべし- 

子た る もの 長 じて 成年に 達する に 至れば 自營の 計を爲 さざる ベから す。 其の 

家 を 繼ぐ者 は 其の 家業に 就く ベ く、 又 別に 一 家 を 起さん とする 者は獨 立して 可 等 

かの 職業 を 求むべし。 かかる 場合に 於て も、 常 に 父母の 意見 を聽 き、 よ く 父 # の敎 

を 請 ひて 其の 意に 背かざる やうに すべし。 

忠 孝 (Ira 前) 

敎 育に 關 する 勅語 に 「朕 惟フ 一一 我 力 皇祖 皇宗 國ヲ 肇ム \ コト 宏遠 一一 德ヲ樹 ツ^ 

コト 深厚 ナヌ我 力 臣民 克ク忠 一一 克ク孝 一一 億兆 心ヲ 一 一一 シテ 世々 厥ノ 美ヲ濟 セ^ 

ハ此レ 我 力 國體ノ 精華 二シテ 敎育ノ 淵源 亦 實ュ此 一一 存ス」 と宣 へり。 實に 忠孝 は 

我が 國遨德 の 大本な， 9。 苟も 此の 大本に して 存 せば 百 德 自ら 具らん。 

子の 父母 を 敬愛す る は 人情の 自然に 出づ る ものにし て、 忠 孝の 大義 は此 の 至情 

より 發 する ものな り。 前に も說 きたる 如 く、 我 が國は 家族制度 を 基礎と し 國を擧 

げて 一 大家族 を 成す ものにして、 皇室 は 我等の 宗家な り。 我等 國民は 子の 父母に 

對 する 敬愛の 精 を 以て 萬 世 一 系の 皇位 を 崇敬す • 是を 以て 忠孝 は 一 にして S 分 


情 は 一切の 邋德の 根源なる が 故に 古來孝 は德の 本な りと 云 へれ。 

父母が 子 を 愛護して 成育せ しむる 辛苦 は 言 語に 盡し 難し。 子た る もの 之 を 思 

ひて 孝行 を勵 むは 當然 の理 な， 9。 加 之 父母 は 祖先の 志 を 承け 、一家の 繁榮 の爲に 

盡す もの なれ ば、 子 の 父母に 孝 を 盡すは 又 祖先と 家と に對 する 務を 全うする 所以 

な り。 

. 孝行の 要は 愛敬と 從 順と にあ，^。 父母の 心に 逆 ふこと な く、 父 母 を 慰め 安ん に 

叉 父母の 志を繼 ぎて 家名 を揚 ぐる は、 子 たる ものの 務 なり。 父母 父母たら すと も 

子 は 子た るの 道 を 霞すべし。 父母に 過 あるとき は靜 かに 之を諫 め、 父 母 をして 其 

の 行 を 正しく し、 其 の 名譽を 全うせし む ベ し。 

親の 子 を 愛護す る は 親た る ものの 本務な b。 され ど 其の 愛に 溺れて 子女 を敎 

養す る 方法 を 誤る こと あら ば、 其 の 愛 は 却って 仇と なりて 親た るの 本務に 傷つく 

ベ し。 貝 原 益 軒 曰 く 「愛 過 ぐれば 却って 子 を 損 ふ」 と。 子 を 損 ふ は 祖先の 志に 背き 

家を衰 へしむ る 所以 なれ ば、 親 たる もの はよ く 子女の 將 來を考 へ、 忠良なる 臣民と 

^らし めんこと に心掛 くべ し。 また 養子 女に S して は實 子に 對 すると 同じく 之 
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各 自 

極 め 

し て 

ん で 

- J と 

： 今 

汚さ 

先の 

る 祖 

な 力 

子 


の 信敎の 如何に 拘らゃ 之 を 重ん すべきな り。 每年 時を定 

て 大切なる 習慣に して、 一 は 以て 祖先 を 崇敬す るの 情を溫 

孝 顺の心 を 養 はしむ る ものと す。 

先に 對 する 務は 祖先 を 崇敬す ると 共 に、 祖 先 の 志 を 繼 ぎ、 祖 

は 自ら 善事 善行 をな して 家名 を揚 ぐるに あり。 若し 或は 

る こと あ. o とも 祖先 を 敬慕す る の 念 を 失 は す、 常 に 意 を 用 

に 努め ば、 我 等 は 孝順なる 子孫た る を 得. ベ し。 

日の 子孫た る もの は 他日の 祖先た る ものな り。 己が 行 を 

ざる は獨り 祖先に 對 する 務 たるの みなら す、 又 子孫に 對す 

善行 偉勳は 子孫た る もの 之 を傳へ て 其の 遺風 を 仰がざる 

先 を 有せざる 者の 如き は 自ら 奮って 子孫の 爲に 立派なる 

る ベ からざる なり。 

親 子 (同前) 

として 親 を 敬愛し 親と して 子 を 愛護す る は 人情の 自然 な 


四 七 t< 

めて 祖先 を 祭る は 

め、 i は 以て 子女 を 


先の 美風 を 

祖先の 墳墓 

ひ て 家名 を 

正しくして 

る務た るな 

ヾ か ら や- 

祖先と なる 


傳 、、進 

の 地 を 

揚 ぐ る. 

家系 を 

立 派 な 

の心掛 


.9。 而 して 此の 至 


を 思 ひ、 各 自 其の 行を愼 み、 益-家名 を 揚げん ことに 努む べし • 

家族制度 は 我が 國の 社會 組織の 基礎な り。 個人の 家に 對 する 観念の 厚 簿は人 

民の 國に對 する 觀 念の 厚薄に 關 係す。 家 を 愛する の 心 は國を 愛する の 心と なり、 

親に 孝なる の 心 は 君に 忠なるの 心の 基礎 をな す。 これ 我が 國の 特質なら。 

M 先 (同前) 

我等 は 祖先 を 敬愛せ ざるべ からす。 祖先 を 敬愛す る は 本に 報い 始に 反る の理 

にして 自然の 道と いふべ し。 然るに 人 或は 父母 を 敬愛す る を 知りて H 先の 敬愛 

すべき を 思 はざる こと あ hs。 これ 理義 を辨. へざる ものな り。 血 銃 を 重ん じ、 祖 先 

を 崇敬す る は 我が 國の 美風な り。 我等の 家 は 祖先 を 基本と して 存績 する を 思 ひ， 

又 我等の 父母が 其の 父母 を 敬愛せ しこと、 我等が 父母 を 敬愛す るが 如くなる を 思 

はば、 我等 も 亦 祖先 を 崇敬す るの 美風 を 永遠に 維持す ベ きに あらす や。 

子の 父母 を 敬愛す る は 人情の 自然な り。 之 を 推して 父母の 父^ を 敬愛し 又 其 

の 父母に 及す とき は、 遂 に は 家に 於て は 一 家の 祖 先、 國 に 於て は 民族の 祖先に 及ぶ 

べし。 かくて 祖先 を 祭る は 我が 國 風なる が 上 に、 人 情の 自然に 基づく もの なれば、 
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家 (高等科 第三 學年) 

合同 生活の 最も 自然なる もの は 血族 團體 なり。 父母 を 同じう する 人人が 父 ゆ 

の 慈愛の 保護の 下に 相 依りて 圑結 する は 家 を 成す 所以に し て、 實 に 人情の 自然に 

基づく ものな hN* 

. 我等 は 父母の 愛護の 下に 成長す るが 如く 父母 はまた 其の 父母の 愛護に よりて 

成長せ b。 かくして 次第に 父母の 父母に 遡ら ば、 我 等の 今日 ある は 祖先の 賜なる 

こと を 悟るべし。 故に 家家 其の 祖先 を 祭りて 敬愛の 誠 を 致すべきな り。 

家長 は 家の 長に して 家族に 對し 愛護の 攉カを 行 ひ、 又 家の 秩序 を 保持す。 普通 

の 場合に 於て は 父 は卽ち 家長 たれ ど も、 時 として は 父に あらざる 者が 家長た る こ 

と あり。 要するに In- 生 は卽ち 家長に し て、 祖 先に 代り 其の 子孫 を 愛護す るの 任務 

を 有す。 家族 は 又 家長の 命令に 從 ひ、 家 長と 共に 家の 永遠の 存立と K 榮とを 完 う 

する ことに 努めざる ベ からす。 

祖先の 志を繼 ぎて 家產を 興し 家名 を揚 ぐる は 家長 及び 家族の 本務な り。 父祖 

の 遺產は 成るべく 保存すべし， 又 家の 名 春 を 汚す は 祖先の 名 を 辱む る ものなる 


君に は 忠を盡 し、 父 母に は 孝 を 致 し、 兄 弟に 友に、 夫婦 相 和 し、 朋 友に 信な りき。 われ 

等が. これ 等の 諸德を 重ん する は卽ち 祖先 を 崇敬す る 所以な り。 

. 祖先に 對 する 務の 中に て 大切なる. は 家名 を 汚さざる な b。 われ 等が 正しき 

行 をな し、 君 のた め國 のた め、 力 を 盡 し、 行 を 愼 み、 業 を 勵. み て、 家 名 を 全うする は 祖先 

-に 孝なる 所以な^。 もし これに 反 し、 人 たる 道に 背きて 家名 を 傷く る あらば、 こ 

れ卽ち 祖先の 名 を 汚す I に て、 祖 先 li 對 して 不孝と なるな，^ 家名の まんすべき 

は 門地の 如何によ る べきに あら す、 ま た 祖先の 功業の 有無に 拘る ベ きに も あらす- 

： 祖先よ bis. は b たる 家產 を， 保 持 し、 進 んで はこれ を增殖 する も 祖先に 對 する 務 

なり。 天災 地變 疾病の 如き 避くべからざる 事情に よるに あらす して、 祖先よ b 傅 

は， 9 たる 家屋 を 破る が 如き は、 祖 先に 對 して 大 なる 不孝な b 。また 新に I 家 を 興 

す もの も家產 をつ くり て、 そ の 家の 基礎 を 固う し、 以 て 祖先の 名 を 全うすべし。 家 

產は 大切なる もの なれ ば、 家業に 勉勵 し-て、 家產 を增殖 する こと をつ とむ べし。 さ 

れど 不正なる 手段に よりて 家產 をつ くるが 如き は、 却 て 祖 先 の 名 を 傷 く る も の な 

れば、 かたく 戒む ベ し。 
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四 七 四 

一 J と を 得た る も、 畢 竟 父母の 恩惠 にあら や や. 

子た る もの はまた ハ乂 母の 名譽を 重ん せざる ベ からす， 己が 行 を 慎ます 、これが 

ために 父母の 名譽を 傷く るが 如き は 不孝の 子た る を 免れす。 これに 反して よく 

己 が 行 を 愼 み、 身 を 立て 家 を 輿し て、 父 母の 名を揚 ぐる はまた 孝行の 道な. 9。 

世に は 非常なる 場合に あら ざれば 孝行 を盡し 難しと 考 ふるもの なきに あら ざ 

れ ども、 これ 大 なる 誤な り。 日常よ く 父母に 對 する 務を盡 す は 孝行の 道な り • 

格 言 父. 母 ノ恩ハ 山 ョジモ 高 ク、 海 ョタモ 深 シ。 

孝 ハ親ヲ ヤス ンズ〃 ョタ 大ナ〃 ハナ シノ 

祖 先 (同お 

目的。 祖先に 對 する 務を 知らし むる を以 て、 本 課の 目的と す • 

說話要 颌。 - 祖先 を 崇敬す る はわが 國古來 の 美風な り。 わが 國は 世界の 文明 國 

巾に て 最も 古き 國の 一 にし て、 上 に 萬 世 一 系の 天皇 あ b 、下 に 忠良なる 臣民 あり。 

か •  く て 皇室 を 尊び、 祖先 を 敬 ふ の 美風 を 生せ り。 この美 風 はわれ 等が 祖先より 受 

けたる 所 なれ ば、 わ れ等 はまた これ を 子孫に 傳 へざる ベから や。 われ 等の 祖先 は 
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つ， とめざる ベから す * 子に して 正し 

如き は 不孝な り" されば よく わが 行 

心配 を かくる ことな く、^ に 父 母 の 心 

母の 心 を 安ん せし が 如 き、 上 杉廳 山が 

にかな へる ものと いふべ し。 

は その子 を 愛 し、 そ の 子の ため を はか 

んで その 命に 從 はざる ベから す。 父 * 

で これに 服すべし。 父母の 命の 道理 

な く、 言 を 和げ て その 正しから ざるよ 

務 なり。 世に は 環 細なる 威 情の 行 違 

らす。 これ 甚 しき 不孝な.^。 己が 知 

の 父母 を 愛敬す る 念の 薄らぐ が 如き 

こ i を 得た る も、 そ の 身分の 高くな ろ 
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四 七 二 

樣を見 ざ b しならん に は、 大 名 はか かる も のぞと 安んじ て 、父 君の 給仕の 如き も、 召 

使に のみ まか せ、 思 はす 孝行 を 怠 b しなるべし。 われ 今 父君と 別居し をれ ば、 朝 夕 

給仕 を つとむる こと 能 はす。 せめて は 御 招き 申す 時な りと も、 自 らっかへ ん」 と て、 

それより は、 父 と會 食す るた び に、 自 ら 給仕して つかへ たり。 

孝 行 (高等科 第 一 學年) 

目的。 孝行の 道 を 知らし むる を以 て、 本 課の 目的と す。 

說話 要領。 人の 生る る や、 自ら そ の 生命 を 維持す る こと 能 は や、 父 母の 力に より 

て、 食 物 を 得、 寒 暑 を 凌 ぎ、 次 第に 成長す る ものな されば 常に 父^に 對し て、 厚 き 

感謝の念 を懷 かざる ベから や。 もし 父&の 高恩 を 忘れ て、 己 れ獨 b. の 力に て 成長 

したりと 思 ふが 如き 擧動 をな す もの あらば、 これ 大 なる 心得 違と い ふべ し。 

父^ は その子 を 見る こと 己れ の 如 く、 己 が懷を その子の 寢 所と し、 己 が 膝 を その 

子の 遊 所と し、 日 夜、 そ の 子の ために 心身 を勞 するな， 9。 かくして その子の 成長し 

て獨 立す るまでに は、 幾 ばくの 苦勞を 重 ぬる か を 知らす。 諸子よ。 かかる 高恩 を 

受けた る 父母に 對 して 如何すべき か。 


居の 後 は、 風 雨 寒暑 を 厭 は や、 每 日 自ら 父の 邸に 赴 き、 そ の 喜ばしき 顏を 見る を樂と 

なした りき。 かくして 重 定の沒 する ま で、 十 五 年の 長き 間、 少 しも 怠る £ なか. 5 き。 

重定は 能樂に 巧に し て、 ま た 甚だ これ を 好みたり. - 然れど も 鷹 山 は 深. く この 逍 

を 稽古せ しこと もなか りし が、 あ る 日、 心 に 思 ひける よ ー、 父 君 老後の 樂 は能樂 にし 

くもの なし、 こ の 後 はわれ も 相手と なり て、 父 君 を 慰めん と、 こ れ より 能樂の あるた 

び に、 鷹 山 自ら 父 重定の 前にて 稽古 をな し、 父 の 指南 を 請 ひたり。 また 廳 山、 江 0S に 

ありし 時、 金 剛三郞 が 能樂に 巧なる を 見 、父 にも これ を 見せて 喜ばせん と 思 ひ、 三 郞 

をして その 門弟 二三 人と 共 に、 は るば る米潷 まで 下らし めたり き" 

あ る 時、 父 重定は その 隱 宅の 庭 を廣げ て、 面 白く 作 b なさん と 思 ひたちし が、 上 下 

とも 儉約を S 亍 したる 際な b しか ば、 遠 慮して これ を 見合せ た，^。 鷹 山 これ をき 

き、 「御老 年の 御 慰 何 か はこれ に 過ぐべき。 何の 遠盧 にか 及ばせら るべ き」 と て、 數 人 

の 人夫 を 遣し て、 重 定の思 ふが まま に、 庭 を 作らし めたり き。 

鷹 山 嘗て 九十 歲 以上の 老人 を 诚內に 召し て、 料 理 など を與へ しとき、 つき 添ひ來 

b し 子 や 孫な どの 睦 ましげ に 老人に 給仕す る さま を 見 て、 深 く 感心 し、 「今 日 この 有 
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西 七 o 

教科書に 現れた る 孝道の 說明 

• ，一、 小學校 修身 教科書 

尋常 小 學抆第 四學年 以下に 於て 孝道^ 教授す る は、 多 く は 孝子の 事蹟^ 說詁 し • 依 て 以て 

孝の 心^ 養 ふな 主と し、 其 の 以上の 學 年-,: 至リ て、 始 めて 一 般 的に 說明 す。 故に 玆には 尋常 

科 第五 舉 年、 高 等 科 第一 學年 及び 第三 學年に 於け る もの^ 拔ぐ。 而 して 前 ニ^に つきて は 

敢師用 書に 於け る說 明の 方 詳しき な 以て 之^ 採 リ， 後 の 一は 兒童用 書，. * り 採る。 共に 皆國 

定敎科 害た る は 言 か 埃た す、 且 修身 書 は Ira じく 圃定敎 科 書中に 於ても 最 も、 意 ^用 ひて 鄭重 

に 編 基した る ものなる、、 と^ 記すべきな リ。 

孝 行 (尋常 科 第五 學年) 

目的。 孝行の 心 を 起さし むる を以 て、 本 課の 目的と す。 

說話 要領。 鷹 山 は 孝行の 心 甚だ 深き 人な りき。 藩主の 職に ありし 間、 政 務の忙 

よしい b しに も拘ら す、 隔 日に 父 重定の もとに 行きて、 その 起居 をう かが ひ-己が ii 


な す は、 な す 舅姑の 猛省す ベ き點 にし て、 婦 何ぞ 之に 關 せん： 只 之 を 忍ぶ は 婦人の 

道な b。 婦人の 禮な b。 且 彼の 國は 富の 程度 高 けれ ば、 舅 姑と 別居す と も、 供 養 の 

資 十分 なれ ば、 格 別 差 支な しと 雖、 我 が國 は然ら や。 是國 情の 異なる に 由る。 况ゃ 

人 誰か 老 なからん。 而 して 今日の 婦は 明日の 姑た る を 免れす。 故に 婦の 今年 舅 

姑に 孝養す る は、 後 年 自分に 孝養 を受 くる 次第なる を や。 若し 婦と S 姑との 別居 

を 可とせん か。 强壯の 時 身 骨 を勞し て、 秋 の 木 枯の老 の 後見 捨てら る る ものと 言 

はざる を 得す。 されば 人生 は甚 しく 無味なる のみなら す、 鳥 獸の 行と 何れに か 差 

あ る。 吁、 天 下 の 婦女、 此 の 風潮に 迷 ふなく ば、 國 家の 慶事 之に 過ぐ る もの あらむ や. 

,女 子の 本分) 


夢に 來る 母^ かへ すか 郭公  其 角 
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四？ < 

自ら 賓客の 如く し、 反 b て 父^ を 使 ひ、 放 恣を 極む る實相 あるに あらす や • 誠に 戒 

むべき ことの 至りな り。 一旦 嫁ぎし 後 は、 夫 に 代 はりて 舅姑に 事へ、 勤勉 以て 其の 

肢體を 養 ひ、 信 實 以て 其の 心感を 安ん じ、 恰、 家 に 於いて 父母に 事へ し 如くなる べし. 

漢の文 帝の 時、 孝 婦と いふ 寡婦 あ き。 其の 夫、 軍 營に 赴かん として 曰 ひけら く、 今 

は 我が 死生 知る ベ から や。 汝、 吾 にか はりて よく 老母 を 養 ふか • 婦對へ けら く、 諾 

と。 時に 婦、 未、 子 なし と 雖、 餘 念な く 姑 を 養 ひて 敬愛 愈 深 かりさ。 偶、 其 の 生母 取，^ 

て 他に 嫁がし めんと しけれ ば、 婦 曰 へら く、 人 の 尊ぶ 處は 其の 行に あ.^ 而 して 天 

下 其の 子の ために 婦を娶 る 所以の もの は、 其 の 老後の 身 を 托せん とする に 外なら 

や。 されば 夫 不幸の 後、 婦 其の 姑 を 養 ふ は 當然の 道な.^。 之 を 務めす して 可なら 

んゃ と。 少しも 肯ん する 色な く、 爾 來、 自、 紡 績の業 を 取りて 孝養の 資に 充て、 二十 八 

年 一 日の 如く 信 實を盡 く し、 遂 に 天命 もて 姑 死に たれ ど、 尙、 終 身 其の 祭祀 を 惰らざ 

り きと 云 ふ。 此等は 婦道の 標準と して 見る に 足る。 然るに 近 來歐米 風を學 び、 新 

婦は 舅姑と 別居す べしと 云 ふ 議論 をな す もの あ b。 成程 世に 無敎 育の 老人 あり 

て、 殊 更 其の 婦を 困し め、 終 始 一 家の 風波 絶えざる 例な き にあら やと 雖、 そ の 不理 を 


いふべき なれ。 其 逆境に あ ひ て、 已 む 無 -,、 も 身 を 殺 し、 家 を. U すに 至る もゼ の 爲 國 

の爲 たらん に は、 ま た 決して 親に 對 しての 不孝たら ざる 理^' を、 思. ひ 知るべき m- な 

b け. o。 (婦女 家 庭訓) 

父母 舅姑に 孝なる べし  三輪 田 眞佐子 

鳴 呼、 人 0 か、 ハ乂 母に 恩な からん。 而 して 既に 恩 あれ ば、 之 に 酬い やして 可な らん 

や。 殊に 女子 は 男子に 比して 柔弱 なれ ば、 幼 き 時よ り、 お 食と もに 父 ゆ の 恩 顧 を 仰 

ぐの みなら す、 他 H 人に 嫁ぐ もの なれ ば、 現 在の 衣類より 未 求の 立 世に 至る まで 二 

I し て、 兩. 親 の 配盧を 煩 はす ものに あらざる はなし。 其の 稍 成年に 及 び、 山 海 の 恩 

に 報 ゆべき 時に 達 し、 父 母の 膝下 を 離る、 もの なれ ば、 是 非 幼時の 僅々 たる 年 0: 間 

に、 高 恩の 萬 分 一に 對 する 孝養 をな さ^るべ からす。 而し て、 其 の 孝養の 主なる も 

の は 、父 母 を 病床に 慰 め、 敢 て 山海の 珍 * を 進む るに 止まら す、 品 行 を 愼 み、 勉 » もて 

鄕黨隣 里の 譽を得 て、 能 く 父母の 心 を 安ん する にあり パ 然るに 世の 處女を 見る に、 
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いふに は あらす。 分に 超えた る驕侈 は. 却 

さ れ ば、 父 ゆ 盆栽 を 愛し 給 は 、貧しき 子 はい 

の 一 株 を 掘 b もて 歸 b  、又 は緣 日に 五六 錢の 

に 適する 父母の 悅び は、 數 千金の 珍 丼、 名 花 を 

よ り も、 貧 老の 一 燈 こそ 中々 に 光 あ b て、 其 志 

父母が 世の 爲、 人 の 爲、 且 つ は 慈 善、 敎 育な どや 

あ ら ば、 其 れ こそ 子た る 者 は、 其 力 一 杯 を これ 

を 遂げし め まつらん こと を 欲し 望む ベ きな 

助けて 長 じ まつらん など はせ や、 た 無 き 

け て、 苟 且 の神詣 で、 寺 參 b など を さ へ、 心の 儘 

きもし つべき 事 なれ。 人の子た らん 者、 能 く 

約 言 す れ ば、 孝 經に敎 へられた る こ、 ろば 

言行 を 慎み、 其 職務 家業 を勵 み、 父母の 養 ひに 

完 く し て、 父 母の 名 をし も あら はし 尊ばす る 


H 六 六 

て 不孝の 行 ひとこ そい ふべき なれ。 

さ、 かの 暇 あらん 時、 野 邊に 出で て^ 

盆栽 を購 ひて 參ら する も、 み な 其 嗜 好」 

捧げた るに 變る こと 無 く、 富 者の 萬燈 

し 

を 助く る 道に 協 ひぬ べきな れ。 况 て、 

うの 有益なる 事業に 志し 給 ふこ， こも 

めで 

に倾 けっくし て、 な る ベ く 其爱 たき 志 

れ。 さ る を、 不 孝なる 子 は、 父 母の 志 を 

ことに 老の繰 言 いはる とのみ 露， ケ退 

にせさせ まつ らぬ *  ) そ、 い と憒 く爪彈 

/\ むせす は あ る 可ら す 

へ の 如 く、 孝 子 はわが 身 を 大切に し、 其 

不足な く、 わ が 名譽と 幸福と を 永久 に 

を , j そ、 孝 道の 圓滿 完全なる ものと は 


人の、 事に 臨みて 其が 異見 を も 述べ、 又 其 不可 を唱へ て 諫め 止めた らんに は、 誰れ し 

の 人 か は 感じ 動きて 其 云 ふ 所を諾 はざる 事の あるべき。 形先づ 正し がら ざれば、 

其 影の 正しき 事 能 はざる ベ き理. 5 を 思 ひ 知る ベ きに こそ。 

ハ乂 母の 志 は 助け 行 ふべ し。 凡そ 人に は 皆す ベて 何事 か を 志す 所 あり て、 其 志 

を 達せん と 欲する を、 第 一の 希望と する ものな り。 國 家の 爲、 公 共の 事な どに 就き 

て、 大 きなる 志 を 懷く人 は 云 ふ も 更に て、 或 は文學 に、 技 術 に、 又 は 各種の 遊戯 其 他に 

於る 嗜好の 千 差 萬 別、 大 な る も、 少 な る も、 將 た 有益の こ と、 無 用の ことな ど、 取 b  C 

なるべし と雖ど も、 子 の 親に つくさん と 欲する 意志 は、 假 令、 父 母が 志の 格別 稱贊す 

ベ き 程の 事なら やと も、 苟 く. も 不正 不義の 事たら ざる 以上 は、 な るべ く 力の 及ばん 

限り 助け て、 S 就せ しめ まつる パ きなり。 假令 ば、 書 晝を集 め、 盆 栽 を 培 ひ、 又 は 鳥 を 

飼 ひ、 魚 を 養 ふが 如き は、 極 めて 其 志の 小なる も の、 其 希望の 低き ものに て、 富 みて 且 

つ 豊かなる 家なら で は、 決 して 充分の 満足 を與 ふること 能 はざる べしと 雖ど も、 抑 

も 親に 事へ て は 能く 其の カを竭 すべし とい ふ は、 其 身分 相 應、 出 來 得らる ゝ 限りの 

度 迄、 竭 せとい ふの 意に て、 決 して 身分 不相當 なる 無理 わざして も、 親 の爲 にせよ と 
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過ち は 犯す こと ある 可ら す 

ほしき。 告小 松の 內府 が、 君 

すがの 淸盛も 心 解け て、 其 過 

親 を 諫め 參ら する だに い と 

る 子の 不幸、 罪 去り 所 無しと 

ける。 凡 そ、 少 者の 長者 を諫 

逆境に は 宜しく 注 意の 上 に 

、り。 斯く 父母の 過失 を 諫め 

る 者が 平素の 行 ひ を 慎みて 

らんこと こそ 肝要 なれ。 日 

れ 居た らんに は、 事 あらん 時 

は 聞かれぬ ものにし て、 と も 

てす る こそ 奇怪 なれな ど、 反 

難し。 さる を、 常 に 孝 悌、 和 順 


四 六 四 

など やう に、 世 の 人 も 思 ひ 成， 9 ぬ ベ き やうに ぞ あらま 

の爲又 親の 爲に、 父淸 盛が 暴行 を 諫止せられ ける 時、 さ 

ち を 謝せられ ける に、 內 府潜 然と 打ち 泣き て、 子 と し て 

悲しき を、 我 が 過ち を 免せ かしと 父君に 詫び 云 はせ 舉 

悲しまれ けん 涙の 玉ぞ、 二つ 無き 道の 寳 とは^に 顧れ 

め、 子 の 親 を 諷する が 如き は、 順 にあら すして. 逆な 

も 注意し て、 決 して 其 中 を 失 は ざらん 事 を 期す ベ きな 

て、 能 くこれ を 正に 歸せ しむる が 如き は、 單 へに 其 子た 

，且つ 父母 を 始め 一 家 一 族に も、 信 用の 極めて 深く 固 か 

頃 は 父母の 心を勞 し、 又 は 親戚に も 心行かぬ 者に 思 は 

-偶ま 良き 說を唱 へ 正しき 言 を 云 ひたりと も、 先 づ 大方 

す れ ば、 己 れが 過ち を 知らす 顔 に、 長 者に 對 ひて 諫 言 だ 

對に 燃る 火に 薪 を 添 ふるが 如き 事、 爲 出で じと も 云 ひ 

の 德 を 守 り て、 萬 づ に 謹慎の 心 深 く、 且 っ耐 忍の 力強き 


無 き に 

をつ く 

る こと 

ふ 可ら 

し。 一 

說き誡 

る 力 # 

能く 勉 

ざ ま に 

自らの 

は 父の 

設 け 詞 

をし て、 

し め、 つ 


しも あら じ。 

して 諷諫 すべ 

勿れ。 詞を * 

\ 

ざる 事 を說き 

度 諫めた るに 

む ベ し。 斯 く 

き 事 あら ば、 子 

め、 能 く勵み て- 

云 ひお. と し、 又 

過ちに 云 ひな 

爲に隱 す、 直 き 

を 飾り て、 他 を 

其 孝子が 哀情 

ひ に は、 斯 か る 


さる 折に は、 子 は 他の 誹議 攻搫を 受けし めざる 前 に、 能 く 紅ハ 心 

し。 され ど、 決 して 苟且に も 不敬 不遜の ふるま ひ、 ゆ め/、 あ 

くし 色 を 和ら げ、 諄 々として 徐 かに 懇ろに 理の ある 所、 義 の 棼 

て、 能 く  其  >レ よりげ にと 思 ひ 知らる ゝ やうに あらしむ ベ 

聞かれす と て、 心 短く 止む 可ら す。 其 機嫌 を はかり て、 幾 茂 も 

て もつ ひに 父^の 嘉納し 給 ふ 事無くし て、 其 過ち を 遂げら る 

は單へ に 我が 過ちと 均しく 思 ひて 、いよく わが 行 ひを愼 み， 

其 過ち を 償ひ參 らせん こと を 期すべし。 斯くて、 他人^: し惡 

は 詰問す る こと も あらば、 出 來 得 ベ き 限， 9 は 其 非 を S ひ、 且 つ 

し て、 露 許 り も、 親 の 上、 誹 b がまし きこと 人に 語る 可ら す。 子 

こと 其 中に 在， 9 と は、 古 聖も云 はれに け，^。 さ b と て、 偽 り を 

欺く は惡 し。 何もく、 た  > 己れ が不肯 不德に 取りな して、 他 

のい とほし さ に、 再 び 口 を 開きて 問 ふに 忍びざる の 思 ひ あ ら 

善良 孝悌の 子 を 養 ひなした る 父母 の、 よ も 人の 云 ふが ごと き 
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四 六 二 

にも 命 じ、 我 が爲し 得べ くん ば、 速 かに 耩 ひも し、 洗 ひもして 奉るべし • 其 寐， ね 給 ふ 

時 に は、 冬 は 床の 暖かな らん やう に、 夏 は 臥 II； の凉 しからん やうに 注意 し、 眼 覺 め て 

召し 給 ふべき 茶、 烟 艸 盆、 措 附 木、 蠟 燭の類 ひも、 なるべく 邊 b 近く 參ら せ、 被 ひたる 衾 

は、 風 透 かぬ やう に 手 して 釉 裾の あたり を壓 しつ け、 能く 其 機嫌 を 尋ね て、 さ て後自 

ら寐に 就くべし。 朝 はとく 起き て、 又 父^の 所用 を 助け 參ら せ、 嗽 ひの 湯 水、 朝 飯 等 

のこと 人に 打ち 任せす し て、 な る ベ く 自ら 下り立 ち、 取 ，0- した、 めて 參ら すべし 

あ、" た 

- J れ は、 奴 婢 召し使 はぬ 人 は 云 ふ も 更に て、 縱 令、 賒 多の 從屬を 使役す る 尊貴の 家に 

生れた る 人な りと も、 父 母の 事 は 勉めて 己れ 其 使 人 等に 先き 立ちて 心 を 添 へ、 助け 

爲 し參ら すべし。 かまへ て く， 至 敬 至 愛なる 双 親の 上 を、 他人の 手に のみ 一 任す 

る こと 勿れ 

父^の 過ち は 諫止すべし。 幼な くして は、 父 母に 從ふ はもと よ， 9 子た るの 道 

に し て、 決 して 背き 戾る 可らざる は 云 ふ 迄 も 無き 事 なれ ども 父母 若し 過ち あらば 

之 を 諫め、 これ を 止むべき は、 ま た 子た. るの 本分な，^ か し。 長上、 尊 親 も 人間 なれば、 

神の 如き 全智 萬 能 を 有し 給 ふべき にあら す。 時として は、 或 ひ は 千慮の 一 失 これ 


き 事， 無 からん やうに ぞ あらま ほしき 事なる。 

父母の 側らに あらん 程 は、 父 母の 喫し (乂 母の 食し 給 ふ 飮料食 物、 及 び 其 召し 給 ふ 

ふし ど "す *」 

衣 服、 使 ひ 給 ふ 調 度、 臥 床、 被 衾に も 能くく 注意して 疎かなる こと 翻 からん やうに 

あるべし。 往 昔、 孝 を 以て 世に 聞え たる 人 は、 身、 至 尊の 位に 在^て も、 尙 湯 藥は必 す 

自ら 嘗めて 後 これ を 親に 薦 め、 身、 尊 貴の 職に 在 b て も、 親 の 爲に粥 を 恭、 肉 を 裂 き、 又 

は 幼稚の 身 を 以て 衾 を暖 め、 蚊 を 防ぎた るな どの 跡 を 慕 ひ て 、幼 けなき 程よ 孝道 

の 最も 最良き ものに 從 はんこと を 心 がくべし。 一 碗の 湯 を 汲み 二 煎の 茶 を 注ぎ 

て參ら する に も、 ま づ、 父 母 は 常に 濃き を 欲し 給 ふ か、 薄 きを 欲し 給 ふ か、 ま たは 锅き 

たるが ために 求め 給 ふ か、 氣 倦みた るが ゆ ゑに 欲し 給 ふかな ど を も 思 ひ はかりて 

其 心に 望ましく 思 はる、 所 を 薦め 參ら すべし • され ば、 苟 且 のす^-ろ 歩きに も、 先 

づ 父母の 嗜好 を 思 ひ 出で て、 片 手に 摘める 土 筆、 蒲 公 英 も、 子 が 孝養 を 嬉しみ 受け 給 

ふ 父母 は、 山 海の 珍味に も增し て、 甘 く 味よ く 覺ぇ給 ひぬべき にこ そ あれ • 父母が 

衣服 を 召し 更 へ 給 ふに 侍し 參ら せな ば、 其 裂け 綻 び、 汚 れ垢 つきな ど はせ す やと 心 

を 配 b て、 己 れ なほ わが 身に 爲し能 はざる 程 は、 年 かさなる 人に 吿 げ、 又 は婢 女な ど 

第二 篇 孝道 LL 閼す る論铣  四 六 一 


よ 

し。 

て、 


四 六 o 

能く 會 得すべき なり。 され ば、 子 の 學文技 藝に長 じ て、 且 つ 他の 交際 等の 上に も、 

あ り、 情 ある 人ぞ と、 世 に 愛で 離された らんに は、 父 母 はわが 身の 褒められた らん 

Ky も、 樂 しく 嬉しく 覺ぇ給 ふべ し。 され ば、 身 を 立て 道 を 行 ひ 名 を 後世に あげて、 

て 父母 を あら はす は、 孝 の 終りな b ともい ひけら し。 さる を、 苟 且 にも 親の 名 を 

し、 親 の 面に か 、はるが 如き 事した らんに は、 不 幸 これより 大 いなる は 無 かる ベ 

力へ す <\» も萬づ を愼み て、 苟 くもせ ざらん 事 を 希 ふ ベ きこと に こそ。 

さ て、 妙 齡に 及びて 人の 家に も 嫁ぎた らん 後 は、 し ばく 親里に 歸 b て 父 a- の 安 

を訪 ふさ へ、 難 き 境遇に 立ち至る ことこれ 無き にあら す。 然 らん 程 は、 た い 其 良 

舅姑に 事へ、 夫の 家 を 能く 治め て、 父 母の 敎育實 に * 良 じか， o- け b と、 人 々に 褒め 

へらる. ゝ やうに あるべし。 これ ぞ 生みの親に 對 する 孝道の 正しき ものにして- 

の  外戚  を  ひき  て、 濫 りに 私の 親族に 厚う する が 如き は、 決 して 眞の 孝行に あ ら ざ 

- J と を、 能 く  -/\» 思 ひ 知る. べきな，^。 されば こそ あ れ、 女 子 は、 父 母の 膝下に 在 .o- 

门ー おに 馴れ 親 み、 慰 め 事へ 叁ら する 年月 は 極めて 短き ほど なれ ば、 男 子に 倍し て 

ひと 令 は  ， 

一 0  > お を 用 ひ、 力 を 竭 し、 年 長け て 後、 斯 くも あ ら. な ん をと 打ち 歎 き、 悔 ぃ慽 むが 如 


ベ き な り。 又、 父 母 

ば 子た る 者 は、 物 の 

は， 9 たる わが 身 を 

等を爲 ざらん こと 

して 病に 犯さる、 

ふるま ひ 無く、 一  日 

の 痛苦 も、 な るべ く 

ぬ やうに と 辛抱す 

に 居ても 亦 左ば か 

i 力 や ，フと も、 な り 

うにと 希 ふべき な 

况 て、 よし 無 き 人 

友に も 疎み 嫌 はれ 

は 我れ 一 人の 不面 


の此上 無く 心 を 痛めら る 、 は、 子 の 病す る 時に こそ あれ。 され 

心 少し 知る やうに 成りた らんに は、 先 づ 第 一 に、 父. 母 より 分ち 給 

大切に し て、 不 養 生、 不 注意 等の 爲に 不測の 病に 罹 b 、不 慮の 負傷 

を 心 がくべし。 さ て、 斯 く 常に 能/、 注意した る 上に て も、 不 幸 に 

事 も あら ば、 勉 め て 醫 師、 看 護 者の 詞に從 ひ、 苟 且 に も、 我 儘、 氣 隨 の 

も 早く 怠， o て、 父 母の 心 を 安から しむる やうに すべ く、^ お、 负 ffi 

堪へ 忍び て、 泣 き 呻 き、 悶 へ 騷ぎ などし て、 親 の 歎き を 添へ まつら 

べし。 人 は 心の 持ち やうに て、 苦 に 居ても 左程に 苦 を感せ す、 樂 

b 樂を感 せぬ ものに こそ あれ。 幼き よりの 敎 育、 習 惯 により て、 

もて 行く ものな れ、 ば、 早 く より、 善 き 道に 移りて 岐路に 迷 はぬ や 

の 噂 さ を し、 人 を 嘲 b  、人 の 蔭 言、 中 言 など 云 ふ 時 は、 つ ひに 親 戚、 朋 

，善から ぬ 風評 は、 ひ き て、 父 母の 身に も 及ぶべき なれ ば、 我 が 過失 

目に止まら すし て、 父 母の 上に も 及ぶ ベ きも のぞと い ふ 事 を、 能 
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心に 事 ふる 樣を 見ば、 父母 は 幾多 他人の 心 を 用 ひて 事へ たらん よ b も、 喜し くひ テ 

くものに 覺ぇ給 ふべき なり。 又、 夜な ど 暇 あらん 折 は、 父母の 肩 腰 を さす， 9  、或は；^ 

が 慰めと もな， O ぬ ベ き 物語な ど を もし、 又、 草 を 摘み 花 を 折， り て 捧げ 參 らせ など、 い 

さ、 かの 事 にても 、たい 其 心 を 安から しめ、 樂 しからし むる やうに と 心 がくべし。 

賓客な ど ありて 家の 內事繁 からん 時には、 なるべく 邪魔に ならぬ や うにし、 よ 酔 ひや 

うやう 長 じ て、 父 母の 手助けと も 成りぬ ベ き 頃に 至ら ば、 力 の 限り ト b 立ち て、 出 來 

得べき だけ 父母の 勞を 分ち 參ら すべし。 浞 て、 客 の 前 に 出で て は、 愛 々しくに 人し 

く  ち ふるま ひ て、 い さ ゝ かも 父母の 心に 背きた る 事の 無き やうに 注意す ベ し。 

父母の許に 在りて 父母の 育み を受 くる 程 は、 奴 婢も 決して 我が. ものに は あらす、 

父母の 召し使 ひ 給 ふ もの なれ ば、 ゆ めく 我儘 無 禮の擧 動 ある 事無く、 常に 慈み^ 

心 を 以て これに 對 すべし。 さりと て餘 りに 打ち解け 謙る にす ぎて、 ±從 の 分ち 無 

(  なさ ズ /、 

き やうな らん は、、 w ての 外な り。 慇數 に、 情 々しく 言 ひ 行 ふ 中に も、 亦、 一 種、 嚴 然とし 

て 犯す 可ら ざ るが 如き 所 あるべし、、 蛇 は 三寸に して 其 氣を吞 む。 幼け なくと も 

下部 等な どに 侮られ 輕 しめらる ゝ は、 其 父母 を 辱め 參ら する ins じ 事な りと 思 ふ 


ろ 謀-办 た る も， の に こそ あ 

汝は 彼れ に 及. ばす」 と い は 

ふ 一事 あるの み。 其 他 は- 

能く 斯 くの 如く 歡喜 する 

るらん。 親 は 我. が 子の 嬉 

心 勇 み、 其 悲 める 檨を 見て 

ぞ。 さ れ ば、 人 の 子た らん 

を 念 じ て、 造 次 

在る 程 は、 先 づ 

を 貪る こと 多 

起された らん 

hv の 物 はなる 

令、 學 校に 通 ふ 

る 等の 事 を も- 

第二 篇 


て. r 汝 よ h- 彼れ は 優れ. 9、 

は、 子の 親に 優れり とい 

に 劣れ h- とい はる、 時、 

げ に、 さ る理 もや あ 

歡ば しき 事 あるが 如く 

おは 

結 ぼれ て 思 さる ゝ もの 

の 心 を 安から しめん 事 

ら す。 少 女、 父 ゆの 家に 

され ど 年若き 頃 は 眠 hv 

他の 人 の、 時 なりぬ とて 

■ 装 飾、 手 早くし て、 身 の 廻 

の. 安否 を 問 ひ叁ら せ、 縱 

にあら ば、 茶、 烟 艸 盆^む 

事な りと も、 我が 子の 眞 

四 五 七 


れ， 世 に， ム の 他を褒 むる に當 b 

る  >  時 、中 心悅 びて 且つ 諾ふ もの 

い かなる 賢人と 雖ど も、 己 れの他 

者 ある こと 無し と、 人 の 云 ひた る。 

しげに 樂 しめる 檨を 見て は、 己 れ 

は、 己 れ憂 はしき 事 あるが 如く 心 

者 は、 幼 き 程よ，^ たい 單 へに 父母 

顚沛の 間に も、 更 に ?(\ 忘れ 怠る こと ある 可 

朝 は 時間 を 定め て、 な るべ く 早く 起くべし。 

く し て、 目 覺め 難き もの なれ ば、 若 し 父母 又は 

に は 眠たき を耐へ て 機嫌 能く 起き 出 で、 化 粧- 

ベく 人手 を 借らす 取 b 片づ け、 さ て先づ 父母 

程に て 時 持たぬ 身なりと も、 一 分 時間 許， 9 だ 

，我が 手づ からな し參ら すべし。 いさ ゝ かの 

孝道に 關 する 論酖 
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間ぞ かし。 人の 家に 行きて は、 心 に 思 ふ 千々 が 一 つ 

も あら ざ めれ ば、 返 す -く  I、 幼 き 程よ b 能く 心に 心 

き 逢 は ざらん こと を 希 ふ ベ きなり 

父母の 齡 を辨 ふべ し。 人 壽 百歲を 過ぐ る者少 

て 子の 大人々 々しくな り て、 や うく 親に 孝な らん 

齡 いと 僅かに 成り 給ふぞ かし。 且つ その 老いか^ 

たらん 上 は、 百 の 珍 昧、 千 々の 美服 も、 更 にく 嬉しと 

らす。 況て沒 り 給 ひぬ る 後 に、 喪 を 厚く し、 墓 を 麗し 

費やした りと も、 亦 何の 甲斐 か あらん。 「子 孝な らん 

人の子た らん 者 は、 幼 きょ. o. 早く こ の 孝なる 道を辨 

の 悲しみ 無 からん やう に、 心 がくべき 事な & かし。 

父母の 心 を 安ん すべ し、 父 母の 心を樂 ましむ べし. 

る 者 は、 宜 しく 先づ其 父母-の 心 を 安から しめ て、 且 つ 

し。 前に も 云へ るが 如 く、 父 母 は 其 身の ならん さま 


も、 里 方の 親の 爲 

を 用 ひ て、 兩親 の 

なく、 七十 は古來 

と 欲する 程 は、 其 

ま， り て、 病の 床に 

も：^ しと も覺 A に 

くし、 其 追善 冥福 

と 欲して 親 まさ 

へ て、 長 じ て 後に、 

凡そ 親に 孝 

之を樂 まし め ん 

を も 忘れ て、 た い 


爲し 得べ 


おは 

思さん 事に 背 


稀な り。 而し 

父母が 殘 りの 

就かれな どし 

給 ふべき にあ 

に 巨額の 金 を 

す」 返す く も、 

，後 悔、 臍 を 嚙 む 

ならん. す 

こと を 思 ふ ベ 

其 身の 爲 との 


彼の 

も の 

虎が 

萬 物 

希望 

づ き 

し と 

つ \ 

ん に 

出 だ 

も い 

隙 間 

こ そ 

ざ る 


禽獸も 子 を 慈む の 情に 於て は、 ま 

ある を 見るべし * 母 鷄の雛 を か 

仇 を 防ぐ の 猛威 は、 彈 丸 も 爲に能 

の靈 なる 人 の、 襁 褓の裡 よ b 保育 

に、 我 が 齡の積 b 行く をも覺 えす- 

あるに も增し て、 夜 は 終夜に 目 を 

どに 濡れ、 衣の 汚れけ がる、 だに 

だ い 其 恢復 をの みぞ 祈るな る。 

は、 あ はれ 希世の 孝子と こそ はい 

し、 借 りたる 品 は 返さざる を 得す „ 

かな る 事を爲 して か、 又 相 ひ 償 ふ 

も 無く 盡し 參ら せた b とい ふと 

いは るら め。 殊に、 女 は 年頃に な 

可らざる もの なれ ば、 父 母の 膝下 

第 二 


し 

、更 

>9 て 

に 在 


も 


とに 其 天然 自然に 出で て、 甚だ 怪しむべき 

す 時 は、 其 身の 肉 落 ち、 骨 瘦 する を 顧す。 乳 

之 を 射る こと 能 はざる もの あ. o。 况てゃ 

て、 這 へ ば 立 て、 立 てば 步 めと、 たい 其 行末の 

若し 偶 ま 其 病める に 遇へ ば、 我 が 身の いた 

あはせ すし て、 懷 去らす 見 あっか ひ、 身 の 

おもて 

つ か で、 食 は * は ひを變 じ、 面 は 色 を 失 ひ 

これ を 子の 親に 事 ふるこ. とに 變へ たら 

らめ。 凡そ 物 を 買 ふ 人 は必す 其 報い を 

U ぐく  "つくし 

る を、 子 の 親に 育み 慈 まれた る 報酬 は、 抑 

れ b と 云 ふべき。 其 終生、 力 の あらん 限、 

にく 其惠 みの 萬 分が 一 にも 足らす と 

は、 早 く旣に 父母の 家 を 離れて 他に 嫁が 

b て 孝養 を盡 さん 程 は、 た ャ假寐 の 夢の 


0 孝道に 閼 する 論 說  四 五 五 
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而 して 君々 たら やと も、 臣 は 以て 臣 たらざる ベ からすと し、 不 道の 君の 爲し もな ほ 

其 身 を 致す 者 を、 人 呼びて 忠な りと は稱. へ 云ふぞ かし。 又、 妻 の 夫の 無情に 對 して 

もな ほ 節操 を 全くす る を、 世 擧 りて 貞女と は、 褒 むるな b けり。 况ん や、 そ の 兄弟 に 

於 る、 朋友に 於る、 他の 不義 不正 をし も 覆 ひかば ひ て、 以 て 其 愛情 を 益々 厚から し む 

るが 如き は、 實 に異數 異例の 事と すなり。 斯 かる 例 は甚た 世に 在る こと 稀れ なる 

が 故 に、 忠 と 號け貞 と は稱し 尊ぶ にこ そ あれ。 何人 も、 み な こと <^  く斯 くの 如く 

な ら ば、 な どか は 忠臣と い ひ、 貞 女と 呼ぶ の 必要 あるべき。 され ば、 不 忠の臣 と 知 h> 

つ 、 も、 な ほ 君の これ を 愛 し、 不 貞の 妻と 悟， 9 つ、 も、 夫 のな ほこれ を 慈む が 如き は * 

其 一 稀 異例の 人なら ざる 以上 は、 ま た 決して あるべき の理 なし。 

父母の 慈 愛 を 思 ふべ し。 然る を、 父 母が 其 子に 對す るの 情の 如き は、 其 賢 な. る 

者、 孝 なる 子に 厚き は 云 ふ も 更にて、 其 不孝の 子、 其 不智の 女に 對 して は、 な ほ 益 t 深 く 

厚き を 見る。 勿 論、 資 明な. る 父母に 在， 9 て は、 泣 く  /\ も 其 不正 を 責めて これ を 叱 

り、 これ を 遠 ざく る こと、 これ 無き にあら ね ど も、 其 責む るは箏 ろ 責めら る 、人よ h,- 

も、 幾 數層 つらく 悲しく 覺 ゆる こ と、 賢 愚 尊 卑、 更 か はる 所 無き ものな b かし- 


要するに 博士の 孝 逍に對 する 議論 は、 眞 挚を缺 き、 史 的硏 究の體 度に よられぬ の 

-み ならす、 徒 ら に 慢罵 嘲笑 の 口吻 を. 以 て 聖賢の 立 言 を飜弄 せられた に 過ぎぬ の は、 

予の 甚だ 遺慽 とする 所で あ る。 予が 不. 肖」 を 顧 みす 以上 疑點を 擧げて 敎を乞 はむ 

I す る は、 敢 て 辯 を 好む にあら す、 欺 道の 爲に 巳む を 得ざる 次第で ある。 

夂 母に 對 する 心得  下 田 歌 子 

「人の 親の 心 は 暗に あらね ど も、 子 を 思 ふ 道 に 惑 ひぬ るか な」 と は、 げ に 能く 親の 心 

情 を 吐露し だ る 歌な b けり。 凡そ 世に 慈愛と いふ ことの 極度に 達した る もの は、 

親の 子 を 思 ふに 上越す 者 無 かるべ し。 夫妻の 情、 君臣の 情、 及び 兄弟、 朋友の 情の 如 

つき は、 其 道理の 內に 在る 所の 情 に. し て、 其 道理の 外に 溢れた る 情に は あらや。 他の 

我れ に對 して 情 厚き が 故 に、 我 れも亦 他に 對 して 情の 深き なりけ.^。 何とな れば、 

君、 臣を見 る こと 手足の 如くなる が 故 に、 臣 の 君 を 見る こと 腹心の 如くなる な り。 

故に 君の 臣を 見る こと 土 芥の如 く すれば、 臣 の 君 を 見-る こと 寇警の 如くなる な，^ 
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四 五 二 

出 で て、 自 由 意志の 選擇 によ^も ので ある r 又沒 我と 云 ふ 文字 は 自己 保全と 云 ふ 

意^ を 缺く檨 に 解 せらる ゝの で、 こ れは儒 敎道德 を 形容す る 言葉に はならぬ。 何 

となれ ば、 志 士 仁人が 生 を 捨て ゝ義を 取る の は、 と り もな はさ す、 自 己の 人格 保全の 

爲 であつ て、 生 と 義と大 小 輕重を 比較した 後に 起る こと で、 初 めより 自己の 生存 を 

輕く 見る わけで はな い、 こ れは 孟子に よ b て 充分 說き盡 されて 居る。 

孟子 曰 魚 我 所， 欲 也 熊 掌 亦 我 所， 欲 也 二者 不， 可， 得， 兼 舍， 魚 而 取，， 熊 掌， 者 也 生 亦 我 所 

ン欲也 義亦我 所 k 也 二者 不％, 得 ^ 兼 舍^ 而 取， 義-者 也 生 亦 我 所^ 所， 欲 有，， 甚 A パ生 者， 故 

不， 爲，， 苟 得， 也 死 亦 我 所， 惡 所 k 有，， 甚， 於， 死 者， 故 患 有 不， 辟 也 如 使，， 人 之 所 k 莫 於， 生 

則 凡 可，， 以 得, 生 者 何 不 ，用 也 使， 人 之 所， 惡 莫，， 甚， 於， 死 者， 則 凡 可，， 以 辟 "患 者 何 不、 也 由， 是 

則生而 齊不， 用 也 由 則 可，， 以 0M  0 穷チ爲 也是 故 所^ 有-甚^^ 生 者-所 者 有- 甚 

お 者， 非^ 賢 者 有，， 是 心， 也 人 皆 有， 之 資者能 勿論 耳 云々。 

又佛敎 にも 煩 惱卽菩 提、 生 死卽湼 槃、 世 間卽實 相、 娑 婆. 卽 寂 光 土の 說が あつ て、 尙 ほ 

現實 生活に 至上の 意義 を認 むる 點が あれ ば、 沒 我 主義な どと  一 口に 限る の は あま 

り 胡椒 丸吞 ではなから うか。 これに 就て は 題目 を 改めて 別に 論す るで あらう 


をよ くく 理解した 日に は、 自 然に 時勢に よ b て變 はらねば ならぬ 樣 になって 來 

る。 それが 聖賢の 主意に 叶 ふので ある、 つま それが 儒敎 中の 仕事で ある • 

博士 は 東洋の 遨德は 沒我的 で、 何 でも 自我 を 一 層大 なる も. のに 悉く 埋沒 して 掛 

つて 來る 所に あると 云って 御座る。 博士の 言 ふ 所の 自我 を 一 層大 なる ものの 爲 

に埋沒 すると 云 ふ は、 例 令ば 臣 子が 君 父に 對 して 忠孝の ために 一命で も 捨てる と 

云 ふ 所 を 指した ので ある。 併し 相手が 君 父で あるから 其の 場合 は 一 層大 なる も 

のゝ ために 埋沒 すると 云. ふこと にもなる が、 東 洋の 道徳の 根本主義 は、 决 して マ 方 

に 偏 倚して 居らぬ。 君臣 父子 一心 同 體、 各 私情 私欲 を 去って 相 爲に心 力の あら む 

限り 盡す 所に ある。 大學 にも 

爲，， 人 君" 止. 於 仁， 爲 X 臣， 止， 於. 敬 爲，， 人 チ止 A\ 孝 爲 X 父， 止， 於 k 與 _,國  < 交 止^^ 信， 

仁 敬 孝 慈 信 各時處 位の 宜しき に 適ふ樣 にす るの が、 道 の 主 服に なって 居る。 又此 

の沒我 と 云 ふこと を 他動 的の 意味に 用 ゐては 困る。 志士 仁人が 身 を 殺して 仁 を 

爲 すと 云 は 皆 自動的の 行 ひ で、 決 して 他よ b 命せられ て餘 儀な くす ると 云 ふ犧牲 

的の 意味で はない。 古來忠 臣、 孝 子、 節 婦、 義 僕の 行 を 見る に、 皆 中心の 至誠より 湧き 
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で、 これ 以上 か 

も 同 じく 政.^ 

井上 博士 は 

如き も  一 で 

參參 6 肇參鲁 

孫， に 拘 はらす、 

校の 卒業 者 は、 

か 分 ら ぬ、 故 に 

井上 博士 は 

是等は 時勢に 

によりて 見れ 

別に 見な けれ 

對 する 信念が 

する の 癖が あ 


ら信甩 が ffi 來 

の保證 ある 開 

三世と 云 ふ を 

大翳 になった 

師弟 相績三 代 

代々 の 敎師か 

鱧 記の 說 によ 

末 段に 「孝と 云 

よ b て 大に變 

ば、 博 士の 胸中 

ばなら ぬと 云 

簿 いの で、 動 も 

る。 博士の 樣 


四五〇 

る， 併し 三世 以上に も 亦 品位 等 殺 は あ る、 今 日に 於 て 

業醫 中に 色々 品位 等級の ある を 見て も 分か る。 

父子 孫の 三世に 限る と考へ らる、 故 に、 靑山 胤通 君 の 

と 言 つて 御座る。 予は貝 原 益 軒と 同じく 三世 を 父子 

と 見る 故 に、 靑 山 胤通 君 は 申す に 及ば す、 今 の 普 通 醫 學 

ら傳 はった の で、 其 の學統 から 言 へ ば、 何 代續ぃ て 居 る 

つ て も、 皆  一 £  h> きぶ 用す るに 足る ことになる。 

ふ觀 念の 內に は、 色々 な 形式が 含れ て 求て 居る。 處が 

はらなければ なら ぬ」 と 云 ふこと を 述べ て 御座る。 之 

にも、 確かに 孝道に 就て 観念 は觀 念， 方式 は 方式と し て 

ふこと に御氣 がっかれ て 居る。 只 博士の 心中 經 書に 

す れ ば、 早 吞 込の 議論 を以 て、 聖 賢の 立 言 を 誹謗せ むと 

に 強て 聖賢の 立 言 を 非議して、 是等は 時世に よりて 大 


變 へなければ ならぬ と 力 身む に は 及ばぬ。 眞 摯に疆 賢の 書 を 研究して 其 主意 


貝 原 益 軒 翁 は、 三 世と は 一 父子 孫に 拘 はら や、 師 弟 相 傅へ て 三世 なれば 其 業く は し、^ 

說 然るべ しと 養生 訓に 述べて 御座る。 益 軒 翁 は 博 學多識 で あれば、 何 か の 古書に 

掾て かくは 述べられ たもので あらう。 醫師は 吾人の 生命 を 托する もの で、 信 用 の 

置け る 人 を擇ぶ ベ き は 勿論の ことで あ る、 然 る に 醫師の 良否 は 却々 素人に は 分り 

兼 ね る、 分 b 兼ねる と 言 つて 無暗に 醫師 でさ へ あれば 賴 むと 云 ふわけ に ゆかぬ • 

そこで 先づ其 人の 履歴 を 知る の 必要が ある。 今日 世間で も、 あ れ は醫學 校の 卒業 

であると か、 あ れ は內務 省の 檢定 合格者で あると 言 つて、 ソ レ <^ 醫師の 品位 を 評 

定 して 居る。 若し 醫學 校と 云 ふ 者の 設け もな く、 又 政府の 保證 もない 時代で あつ 

たなら ば、 一 般 素人 は 何 を 標準と して 醫師の 品位 を 定めて 信用 を S かん、 とする で 

あらう か、 醫 不，， 三 世， 不， 服， 一 其 藥 一は 實 にさう いふ 時代に 於け る醫師 選擇の 標準で ある。 

こ ゝに人 あ 誰 に 就て 學ん； U と 云 ふこと もな く、 只 自分 免許に 醫業を 始めた も 

のが あると すれ ば、 心 ある ものが 其 技量 を 疑 はすに 病 を 托する であらう か、 又 左 欉 

な 人に 就て 學んで 醫師に 成った 人 も險吞 である。 そこで 先づ 三代 以上 師弟 相績 

して 居る 內に は、 自然に 病氣. の 鑑別、 藥 物の 効能 等に 實驗が 積めて 來る箬 であ. るの 
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分 る、 若 しこの 儀が 分ら ャし て、 遨 德と云 ふ もの は、 觀 念 を 去って 一 から 十まで 古人 

のした 方式 通 b を 行はなくて はならぬ もの と、 誤 解す るに 於て は、 其 の 行 は 必中 常 

識を はづれ たこと になる。 昔し 或る 馬鹿な 男が あつ て、 或 日 芝居 を a 物に 行きて、 

二十 四 孝の 藝 題で 孟宗が 寒中に « を劚て 親に 食 はせ たと 云 ふので、 大に 後世に 名 

春 を 揚げた と 云 ふ 所 を 見て、 孝行と 云 ふ こと は、 何 でも 親に ^を 食 はせ る ことと 思 

つ て、 家 に歸て 母親に 向て 云 ふ は、 己 れは今 曰から 孝行 をし やうと 思 ふ が、 苟が 食 ひ 

たく はない かと 云つ た、 所 が 母親が 云 ふに は、 己 れは筍 は 嫌いで ある が、 唯 向 ふの 店 

で賣て 居る 素麵が 一膳 食 ひたいと 云ったら、 其の 子が 大に腹 を 立て ゝ、 二十 四 孝に 

素 麵を食 はせ る ことがあ るかと 云 て、 い き. な b 母親の 頭 を 二 つ 三つな ぐった と 云 

ふ 話が ある。 世の 學者 として 德敎を 論す る に、 敎 訓の 意味 觀念を 措て 唯 方式の 末 

許 b を 見て 居る もの は、 德 敎の 何物た る を 知らぬ の で、 此 の 昔話の 主人公の 類で あ 

る • 

父 齊疾 飮 子 先嘗， 之 これ は 子た る 者、 親の 病氣の 折に 湯藥に 侍する の 心得で あ 

つ て、 吾 輩 は尤千 萬の ことと. 思 ふ。 萬 ー藥の 調. 合 に. でも 過 まりが あって、 親の 病氣 


君 や 父に 服せ る ものが あって は 危ぶない か ら、 臣 たる 者 が、 先 づ毒 ではない か 試 

して 見る 必要が あった かも 分らぬ けれど も、 そ れ でも 險吞な こと で、 斯 る こと を 

今日 實行 させ やう i 云 ふやうな ことがあったなら ば、 非 常な 間 違、 幸 ひ 誰も 實行 

しない から 結構で ある けれど も、 兎 に 角斯る 形式的の 側に 於て は、 必 すし も 守る 

に は 及ばぬ ことがある こと を 知らなければ ならぬ。 これから 三世 も績 た醫者 

の藥 でなければ 服んで はいけ ない。 醫 科大學 あたりの 人で 三代 績た 人が 何人 

あ る か、 靑 山 胤通 君 始め 一 代 で、 大 抵の人 は 一 代で 名醫 になって 居ります 云々 • 

井上 氏 は、 何 處迄も 方式 を 以て 觀 念と 同 一 に視て 御座る。 其 故 始終 斯様な 議論 

が出來 るので ある。 吾輩が 見る 所で は、 儒 敎の發 揮して 居る 孝道 観念 は、 人 性の 自 

然に 根基した もので、 古今 一 貫で 素より 增す 必要 も、 減す る 必要 もない。 唯 之 を 行 

ふ 方式 は時處 位の 宜しき に隨 つて 變更 すべきで、 一 定不變 では 反て 融通がきかぬ 

ことにな つ て、 つ ま， 9 儒敎の 精神に 背く ことになる。 敎 育の 勅語に も、 斯道 は 皇祖 

皇宗の 遺訓に し て、 子 孫 臣民の 倶に 遵守す ベ き 所、 之 れを 古今に 通じて 謬 まら す、 之 

れを 中外に 施して 悖らす と、 仰 せられて あるに よって も、 道 の 古今 一 貫と 云 ふ 事 は 
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と ある。 これ は 故 國を去 

で 行た 習慣に 從て よろし 

て を や。 v 孔子の 弟子 が、 孔 

に、 心 に 喪服 を 着た 心掛と 

日本人 も 孝心の 深い もの 

は 謹慎の 意 を 表すべき で 

で、 二 年間 位 は 物見遊山 等 

次に 井上 博士 は禮 記の 

君 有 k  £ 臣 先 嘗， 之 

と 云 ふ 語に 就て 口 を 極め 

これ はちゃん と 法律 

劇藥 でなければ 宜 い、 葛 

藥が あるか 分らぬ。 今 

ナカ ナカ 滅 太に 羝 めら 


つ て 他國に 移った 者 

いと 云 ふので ある。 

子の 喪に 皆々 心 喪 を 

な つ て 、謹慎 の 意を以 

は、 矢 張 心 喪の 心持ち 

ある。 人情の 上から 

にう かれ 迴る氣 に は 

曲禮 にある 

親 有， 疾 飮， 藥子 先， 之 

て 非議 せられて ある- 

の 如き  もので あ  b  ま 

根 湯 位なら ば、 吾 々 も 

は藥が 支那の 其 時と 

れぬ。 素よ b 是は支 
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が、 祭祀 之 禮と居 喪 之 服に、 矢 張 故^ 

況んゃ 初めよ b  、國 を 異にする に 於 

服す ると 云 て、 形 ちに 喪服 を 着せす 

て 喪を勉 めた と 云 ふ が 書て ある- 

を 以て 二 年間 位、 卽 ち 二十 五ケ 月 位 

見 て も、 父 母に 別る ゝは 一 生の 大事 

なれぬ のが 當 b まへ である。 

醫 不，， 三世， チ 服-其 藥； 

すが 餘程 困る。 其の 藥と云 ふ 物が、 

娥 めても 宜 いけれ ど も、 如 何なる 劇 

は 違 て、 發 達して 來て居 b ますから、 

那の 昔で あ.^ ます か ら、 怪 しき 藥を 


言 ひ、 儒 に對 して 讒誣 を 極めて 居 て、 素 よ， 9 信 ャ るに 足らぬ が、 併 し 其 頃禮法 儀式 を 

知って 居る と 云 ふを以 て、 富 豪贵 人の 家に 聘用 せら れ、 儀 式の 差圖 をして 生活す る 

一 類 の 人、 卽 ち 孔子の 所謂 小人 儒の 輩が あって、 名 を 孔子 並に 七十 子の 說に 託して， 

禮法 儀式 をつ とめて 複雜 にし て、 吾 れ こそ 専門の 學者 なれと 云 ふ 風 に、 高 くと まつ 

て 無暗に 葬の 儀式 を 華奢に し て、 其の 禮 の 本意 を 失 ふこと 少 くない。 そこで 一時 

天下が 墨 子の 簡略な 說に 傾いた が、 併し こ れが亦 極端に 走って、 人情 を 害する ので * 

其 の 後、 子 思の 門人が 正しき 學統を 傅へ て、 其， の 系統から 孟子の 樣な 大人物が 出て 

盛に 楊 墨 を 排斥した ので ある。 孟子 以後 五十 年 計， 9 にして 苟 卿が 出 で、 子 a の學 

を傳 へた 事に はなって 居る が、 其 の說偏 僻で、 孔子 直 傅の 學、 卽ち 吾輩の 所謂 原始 儒 

敎の 精神と して 受取る 譯に ゆかぬ。 此 等の 點を度 外にし て、 何 も かも 禮記 にある 

所 を 妄信す る は、 所 謂 科學的 硏究の 態度に よらぬ と 云 ふ ものである。 さて 日本に 

は古來 一 ュ 年の 喪が 禮法 となって は 居らぬ。 法令と なって をら ね ば、 必 やし も 支那 

の 通り に、 齊 衰の服 を 着る に は 及ばぬ。 禮記 にも 

君 子 行 k 不， 求つ 勢 俗 祭祀 之 禮居喪 之 服 哭位之 位 皆 如-其 國 之 故-謹 修 k ハ 法- 而 審 お 之 • 
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四 四 二 

の は 其の 頃の 術 士の類 を 指した ので あらう. 元來 儒と 云 ふ 名 は、 孔子 以前 古くよ 

b 稱 せられ て、 文 學 と か、 禮 法と か を 知て 居る ものの 總稱 であつ て、 其 の 品位 等級 も 

亦 色々 あった。 孔子が 子 夏に 對し て、 汝 君子の 儒と な れ、 小 人の 儒と なること なか 

れと 仰せられた の も、 儒 に 色々 の 品位 等 叙の ある こと を證 する に 足る ので ある。 

殊に 孔子の 沒後 五六 ナ年墨 子 生存の 前後に は、 孔 子の 直 傅の 弟子 も 漸く 死 C して、 

流風餘 韻を傳 ふるもの も 乏しくな b  、此 處彼處 に 名 も 知れぬ 村 學究の 類が 居って、 

妄に 儒の 名 を 胃し て、 愚 民 を 誘 ひ、 私 利 を 營んで S た 形跡が あった。 墨 子の 非 儒 篇- 

に 於て 

夫 繁- _ 飾 禮， 以 淫 X 久喪 僞哀以 請， 親。 

と 云 ひ、 

貪， 於，， 飮 酒 ，1 ^於-作 務； 

と 云 ひ、 

富 人 有 y 喪 乃大說 喜曰此 衣食 之 端 也" 

と 云て 譏て 居る。 * 儒篇^ 璺 子の 門 人 小 子の 手に 成って、 通 篇殆ん ど 無根の 事 を 


, 下 請 以^ 葬 子亢曰 以^ 葬 非齜 也 雖 ^ 然 則彼疾 當 ^ 養 者 孰-若 妻 與^- 得 K 己 則 吾 欲^ 不 

^^己 則 吾 欲 T 以ニ 一  子 者， 爲乏 於. 是 弗^^ 用。 

と 云 ふこと が 載せて ある。 陳子亢 は 孔子の 弟子 子禽 のこと であつ て、 子 単の 兄 * 

で あ る、 子 車の 妻が 葬に 殉を 用ゐん とする の 非理なる を 止める 爲め に、：^ し 是非に 

-殉 を用ゐ ねばならぬ とすれ ば、 子 車の 生前に 疾を養 ふべき 義務 ある 妻と 宰とを 用 

ゐ るが 善い。 殊に 其の 事 を發議 した 人 を用ゐ るが 善い と 云た の で、 妻 も 宰も大 に 

閉口し て、 殉 を用ゐ る ことが 沙汰 止みに なった と 云 ふ。 流石 孔子の 門人た る子禽 

の 取 計 ひ 丈け に、 頗 る 面白い 話が 載せて ある。 され ば、 此 の 時代に 行 はれた る 厚 葬 

の 弊害に 對 して は、 孔 子 及 門弟 子 は、 疾 くに 充分 認め て、 之 れを救 はんとし たる こと 

は 明瞭で ある。 墨 子が 其の後に 起 て、 厚 葬の 弊 を 論じた が、 其 の 先粳は 已に孔 夫子 

が 着けて 御座る。 墨 子が 厚 葬の 弊風に 向て 攻撃 を 加へ、 節 葬 を 論じた の は、 大體の 

主意に 於て 取る ベ き 所 は ある が、 其 書が 多く 門人 小 子の 手に より て、 論 旨が 遂に 極 

端に 走つ て、 人情に 悖る ことが 多い か ら、 遂 に 後世に 至 て、 識者 の 顧る 所と ならぬ 様 

に 立 至た ので ある。 其の 非 儒篇に 於て は 專ら儒 を 攻撃して 居る が、 此 の 儒と 云 ふ 
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の 沒後を 去る 五十 年 乃至 七十 年の 後に、 墨 子が 起て 節 喪 論 非 儒 論 等を唱 へたが、 其 

の 厚 葬の 弊害 を 擧げて 居る 內に 左の 言 葉が ある。 

征夫賤 人 之 死者 殆 竭，， 家 室， 諸侯 之 死者 虛，， 府 庫， 然後 金玉 珠璣比 ¥k 身綸組 節約 車 

馬 P チ壙。 

I 云 ひ、 

天子 殺^ 衆 者 數百寡 者 數十將 軍 大夫殺 k 衆 者數十 寡者數 人。 

これ は.. 多少 誇張して 書いて ある が、 併し 此 の 類の 事獨 b 墨 子の時に 限らぬ、 孔子の 

• 時 にも 同檨の 弊風が あった ものと 見え て、 孔 子 並に 門弟 子に 於て も、 力 を 極めて 之 

んを 救： て 御座る。 孔子 家 語に . 

. 季 平民 卒將 以，， 君 之 瑛瑶， 歛贈 以，， 珠玉， 孔子 初爲中 都宰聞 ^歷級 而救焉 曰送而 以-; 

寶 玉， 是 猶 p> 尸 於，， 中 原， 也 其 示 k 以，， 姦 利 之 端， 而 有 ％k 於-死 者-安 用乏且 孝子 不 tefe 以 

危， 親 忠 臣 不，， 兆， 姦 以 陷, 君 乃 止。 

又 鱧記檀 弓に も 

陣. 子 車 死， 於， 衞其 妻與- 其家大 夫， 謀 以^ 葬定 而後 陳子 允至 以吿曰 夫子 疾莫 ，養^ 於 


喪 禮 稱，： 家 之 有 無， 不 勉，， 厚 葬， 而 致 之 慮-家 廢 S 宗廟 不 V 能，， 以 獨 存， 矣 

此 精神で 往け ば、 商賣 せねば 立 行かぬ 家 は、 無論 引き 績き 商賣 をして 差 支ぬ ことで 

なけらねば ならぬ。 之れ を 要するに、 禮 記の 書の 編纂せられ たる は、 秦 火の 後漢の 

武 帝の g  、河 間獻 王が 古書 を 採集す る ことにな つ て、 古 鱧の 書が 漸く 集まって 來て 

師弟 相承け て宣 帝の 時に なつ て、 戴 S が 諸の 逸書 を輯 めて 一 纏に したので あ、 つて、 

其の 各篇に 就ても 其の 作者の 後世に 傅 は， 9 知れて をる 分 は、 僅 かに 緇衣 の (公 孫 尼 

ま 中 庸 の (子 思) 月 令 の (呂 不葦) 王制の (文 帝の 時の 博 士) 樂 記の (苟卿 若しくは 河間獻 王) 

と 云 ふ 位の こと で、 此 等六篇 とても 疑問に 屬 すると 云 ふ 次第 で" 其 の 內容は 頗る 錯 

雜な もの で、 勿 論漢 代に 入てから の 時代 思想の 混入の 多い こと は 分る。 山路 愛山 

氏 は 先年 孔子 論と 云 ふ 書 を 著 はし て、 其 の 初めに 鱧 記の 事 を 論じ て、 同 書の 禮 運の 

篇に、 大道 旣隱 天下 爲， 家 の 一 章 を 擧げて 「この 思想 は 正しく 黄 老の學 の 行 はれた る 

時代に 非 ざれば 人の 理解し 能 はざる 所に し て、 而 して 唯 此の 如き 時代に のみ 發し 

得べ きものな b と」 論 じて ある は、 誠 に 卓見と 云 ふべき である。 予は 更に 進で 喪に 

關 する 記事に 就て も、 矢 張 同樣の 態度 を 以て 詮議す るが 肝要で あると 思 ふ。 孔子 
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する 弊 を 認めて、 之れ を 救 はんとせられ たる 意見が 現 はれて をる • 

夫喪禮 與-哀 不 k 而 禮 有， 餘 チ 若- 禮 チ足 而 哀 有 fe。 

と 云 ひ、 又 

子 游 問，， 喪 之 具， 孔子 曰 稱，， 家 之 有無， 焉子游 曰 有無 惡乎齊 孔子 曰 有 也 則 無^ sfe 笱 

無矣則 敛，， 手 足形， 旋 葬懸， 棺而 封人豈 非^ 者 也 U 

と 云 ひ、 

喪 不 居 毀 不^^ 身 喪 不 居 爲 J プ廟 也 毀 不， # 身 爲 後 也 • 

或は 又 子と 衞 生の 關 係に 注意して は 

子 貢 問 居 父母 之 喪 孔子 曰敬爲 i 哀齐之 瘠 爲¥, 

と 云 ひ、 

饑 而 廢 非， 禮 也飽而 忘， 哀 亦 非 k 也。 

と 云て ある。 此等 は. 確 かに 孔子の 意に 稱 つて 居る • 

又 井上 博士 は 喪に 當て 官職に ある ものが 職を罷 める と 云 ふこと * 困難の 1 つ 

に 見て ある が、 成 程 今の 人の 考へ で 喪中 其の 官を 去て 免職 同樣 になる こと、 思 ふ 
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四 三 六 

孟子 曰 三年 之 喪 齊疏之 服 飪粥之 食 自，， 天 子， 達，， 於 庶 人， 三 代 共， 之。 

誠に 簡易 明 快、 曾 子 子 思の 學の 正統 を 承け たる 孟子の 面目が 現 はれて、 彼の 論語 

の 食-一夫 稻， 衣-一夫 錦， 於. 女 安 乎と 相 表裏し 照應 して 居る。 この 語 は 孟子が 鄒に 居られ 

た I き、 滕 の 國の定 公と 云 ふが 薨 なれて、 世子 は 則ち 文 公で ある が、 文 公が、 孟子の 賢 

者た る を 知て、 然 友と 云 ふ 家 來を鄒 にやつ て、 久 しく 廢れて をった 三年の 喪の 事 を 

孟子に 尋ねられた 時の 孟子の 答で ある。 一 國の 王者が 禮を盡 し遙々 その 臣 をし 

て來 らしめ て 喪の 觼を 問うた の は 珍ら しき 心掛けで あるか ら、 肝 要の 所 を 示され 

たので ある。 喪中 は 齊疏の 服 一 定の制 ある 喪服 を 衣る こと ゝ、 飪粥は 二字と も か 

ゆなれ ども 飪は 濃厚の 分 で、 飯 の 少し 柔 かきものと 見て よろしい。 之れ は 喪中 二 

十 五ケ 月 は 悲哀の 情 態で 居る の で、 飪 若しくは 粥 を 以て 胃の 加滅を 取る 爲で、 必 すし 

も 二十 五ケ 月間 飯が 食れ ぬと 云 ふわけ でない。 い^!^^^ ら蹬記 中に も 一 

方 に 六 ケ敷禁 止の 條 件が あるかと 思へば、 又 一 方に 又 其れ を 打消した る 如き 文章 も 

現 はれて 居る。 故に 餘稃 斟酌して 考 ふる 所がなくて^ ならぬ。 例 令ば 前段に 揭 

げた 外に 孔子 は 確かに 當時 富豪 « 族の 間に、 派手な 葬式 喪禮 をして 人に 誇らん と 
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四 in 四 

は 子游子 夏に 劣る 所が あるに しても、 其の 學 風が 簡易 直截で、 毫も 他の 支離滅裂の 

^がない と 云 ふので あらう。 然るに 禮 記の 曾 子 問 を 見る と、 孔 子との 問答が 澤ぉ 

竝 ベて ある 中には、 隨分 迂濶な 問が あって、 どうも 論語に 現 はれて をる 曾 子の 面目 

を認 むる ことが 出 * ぬ。 それから 又 若し 「喪中 不，， 旅 行 一、」 とか、 又 三年の 喪に は 「言 而 不 

,語 對 而 不， 問」 が 絕對 的に 守らねば ならぬ 條件 であると すれ ば、 か う 云 ふこと ま 5 う 

であら う、 盆， 子 の 母が 齊 にあって 死なれた とき に、 孟 子 は遙々 魯に 反って 葬 を濟ま 

し 更に 齊に 引き 還る 途 中、 羸 と 云 ふ 所で 門人の 充 虞と 云 ふ 者と 長々 しく 問答 をし 

て 御座る。 其 本文 は 左の通り である 

孟 子 自， 齊 葬；^ 魯 反お， 齊 止， 於， 羸 充虞請 曰 前 曰 チ 知，， 虞 之 不 背， 使， 虞 敦，， 匠 事， 嚴 虞 不- 

敢 請-今 願 竊 有" 請 也 木 若，， 以 美， 然 曰 古 者棺椁 無 k 中古 棺七 寸椁 稱乏 自，， 天 子， 達 k„ 庶 

人-非 & 爲，， 観 美， 然 後 盡 お，， 人 心， 不， 得 不， 可，， 以 爲 無， 財 不^,, 以 爲 得， 之 爲％レ財 古 之 人 

皆 用， 之 吾 何爲獨 M 且 比-化 者-無 k 使-土 親， 膚 於-人 心- 獨 無 fe 乎。 

そこで 孟子の 行 爲も禮 記に ある 所を當 はめる と 勿論 禮に缺 ける と 云 ふこと に 

なる ので、 色々 の 辯 護說が 出て をる • 淸の閻 若璩は 前日と は 三年 も 前の こと を 指 


曾 子 曰 三年 之 喪 弔 乎 孔子 曰 三年 之 喪 練 不-群 立， 不，， 旅行， 君子 鱧以飾 "情 三年 之 喪 

而弔哭 不„ 亦虔， 乎 • 

とあって、 曾 子が 三年 之 喪中に 他に 死人が あったら 其れ を 弔 ふと 云 ふこと は 差 支 

は 御座らぬ 乎と 云 ふ に、 孔 子 は 答 て、 禮 は 情 を 表 はすの 具で あ る、 三 年の 喪に 居て 群 

立 旅行 等 心が 他事に 移れば 情が 専らに ならぬ、 まして 喪中に 人 を 弔うて 突す るに 

於 て は、 親 に凿 する 情が 虛 くなる ではない かと 曰て 居られ る、 然 るに 同じ 書の 擅 HT 

下： よ 

子 張 死 曾 子 有 母 之喪齊 衰而往 而^ 之 或 曰齊衰 不-以 弔， 曾 子 曰 我 弔也與 哉" 

t 云 ふこと が 載せて ある。 これ は 前の 孔子に 聞く 所と はまる で反對 のこ！ o^tb 

るの みなら す、 曾 子 は 現に 友人の 死 を弔哭 しなが ら 「我 れ HP す *る • なに ビダ V 

何等の 貧^で あらう か、 前 の 孔子の 言 と 云 ひ 後の 曾 子の 辯と 云 ひ、 い づれも 皆 事 SB; 

と は 信じ 難い、 何 れも皆 後世の 擬作 であらう。 元 來曾子 は 能く 孔 夫子の 學 問を傳 

へたと 云 ふ を 以て 名が 顯 はれて 居る。 殊に 孟子 は 曾 子 を 推 尊し て 「曾 子の 學は約 

を 守 る」 と 云 うて 御座る。 これ は 何故で あるかと 思 ふ に、 曾 子 は 孔門の 文學に 於て 
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らう 歟、 これが 不思議で ならぬ。 故に 孔子に 問を發 したので ある。 孔子の 答 に 「何 

必 高 宗古之 人 皆 然君薨 百 官 總 さ 以 聽 お-家 宰- 三年」 で、 これ は 何 ぞ獨り 高宗 のみで あ 

ら う、 古 の 王者み な左樣 であった。 何と なれば 君が 薨 なれれ ば、 世 子の 喪中に は玫 

府の もろく の 役人 は、 各 其の 職 を 治む るに 付て は、 何 れも 大 宰卽ち 大臣の 命令 を 

承る。 其の 間 世子 は 非常の 事件で ない 限 り、 常 の 政務 は 大宰に 任せら るるの 規定 

である。 故に 政務 上に 就いて 何も 仰せられぬ である • 實 際に 於て 口 を 閉ぢて 何 

事 も 物 言 ひ 給 はぬ ではない と 云 ふ 意 は、 充 分に 聞え て をる。 これによ b て考 ふる 

L まボ鱧 記に ある 如く 三年の 喪 に 「言 而 不 V 語 割 而 不. 問」 な ど 云 ふこと が 一 般の 鱧と 

にて 行 はれて 居った か。 若しくは 孔門の 禮 法に 於て 豫 て講述 せられて 居った な 

ら ば、 子 張が 決して 此の 疑問 を 出す 箬 はない。 子 張が 此の 問を發 したの は、 卽 ち 事 

の 甚だ 耳 新ら し く、 不 思議に 感 せられた 故で あらう。 これによ つて 見て も、 鱧 記 の 

書中に は 孔門の 學に 無き ことが 數多 混入せられ たる ことが 分る。 又禮記 之鴛中 

に は、 往 々前後 矛盾す る 事 や、 孔 子 の 言 葉と して 受取れ ぬ ことがある。 例 令ば 曾 子 

問の 鴛には  • 


面よ b 観察^る ので ある。 禮 記の 檀 弓の 篇 に、 魯 人に 朝に 祥 して 夕に 歌 ふ 者が あ 

つた。 元东 三年の 喪と 云 ふ も、 其 實はニ 十五 ヶ月 卽ちニ 年と ーケ n で 終る の で、 其 の 祭 

を 祥と云 ふので ある が、 或 人が 朝に 祥の祭 を 終て 其の 日の 夕に 歌 をうた つて 騷ぃ 

だ。 孔子の 門人の 子 路が思 ふ に、 其 人 喪の 終る を 待ち かねて 居た 樣な擧 動で ある 

と、 孔 子に 其 事 を 話して 嘲り笑った ら、 孔 子の 曰 はれる に は、 由汝人 を責む る は稃々 

に せ よ、 三 年の 喪 も隨分 久し い、 無論 返 屈した であらう と 曰 はれた と 云 ふこと が载 

せて ある。 これで は 論語の 宰 我との 問答 と は、 ま るき b 反 S の 態度で はない 歟、 こ 

れ禮 記の 悉く 信す るに 足らぬ 一 證 とすべき である。 又 論語の 憲 問の 篇に は、 子 張 

の 問が 載せ て 「子 張 曰 書 云 高 宗 諒 陰 三 年 不 k 何 謂 也」 と 云って ある。 高 宗は殷 の 中 

興の 名 天子で あ り、 諒 陰と は 天子の 喪に 居る の 名で あ る、 高 宗が父 帝の 喪に 三年 間 

もの を 言 はれなん だと 書に ある が、 あ れは 何の わけで 御座らう と 問うた。 この間 

何の 意 * かと 云 ふに 就 て、 古 * 註释 家の 說 はまちく では ある が、 予が 見る 所では- 

子 張 は 孔門の 屈指の 人物 で、 諒 陰の 字義 を 知らぬ でない。 唯 「三 年 不言」 が 如何にも 

不思議に あつたので ある。 如何に 夭 子で も、 三 年 ももの を 言 はすに 居られる であ 
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記に 

父母 之 喪、 旣 虞、 卒 哭、 疏 食 水 飮、 不， 食，， 菜 果； 期 而 小 祥、 食，， 菜 果 

とか、 又 

父母 之 喪、 居，， 倚廬； 赛苫 枕， 塊。 . 

とか、 又 

三年 之 喪、 言. 而不 、對 而不 fer 

とか あつ て、 儀禮 にも 亦 大同小異の ことが 載せて 

菜 果を食 はぬ と 云 ひ、 苫 に 寢ね塊 を 枕に すると 云 

のみで 人と 話 をす る こと はなら ぬ、 答 へる のみで 

. は 、人 問に 行 はれ .難 いこと で、 聖人の 法で も 先王の 

る。 無論 此 等の 書 は 周 末から かけて 秦漢 迄の 諸 

のを緝 めた もの で、 其 中には 種々 な丄 時代 思想の 

認 め ら れ、 實 に 玉石 混合 で、 全 部古禮 として 信 やる 

する 听 であつ て、 其 の證咧 は澤山 ある が、 予 は煩雞 


ある。 葬 を 終 

ひ、 三 年の 喪に 

問 ふ こと はな 

道で もない こ 

禮 家の 傳人 傅 

加 はって 居る 

に 足らぬ こと 

を 避く るが 爲 


て 一 ケ年 

は 己れ 

らぬと 

と は 分 

へて 書 

ことが 

は學者 

め に、 今 


間疏 食水飮 

が 事 を 言 ふ 

か 云 ふ こと 

りきって を 

き 加へ たも 

其 處彼處 に 

の往々 指 斥 

は 唯 喪の 方 
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四 二八 

る を 忘れむ とする を 見 て、 發 したる 言 葉で あらう。. そこで 論語に 所謂 三年の 喪な 

る ものの 內容を 想 察する に、 果 して 人に 行 ひ 難き 所 を 責めた もので あらう か、 否 々 

決して さう ではな い、 予 が考へ では 左の 如くに 解す る。 

宰 我が 問た 所 は、 抑 も 三年の 喪中 は 玉 帛鐘鈹 の禮樂 をす る ことが 出來 ぬ" 博士 

の 所謂 昔樂を 聞た り、 井 上 博士の 所謂 演劇 を 見た りする ことが 出 * ぬの で、 期 の 喪 

限りで 三年の 喪を廢 めて はどうで 御座らう と 言 た、 こ れは 氣隨氣 儘な 申 分で あつ 

て、 斯樣の 條 件で 以て 國の 古. 禮 たる 三年の 喪 を廢 める と 云 ふこと は、 孔 子に 於て 取 

上げら るべき 箬 でない。 孔子 は そこ で、 汝 三年 の 喪を廢 して、 他人と ちが ひて 獨 り 

音樂 芝居 を 慰む の 外、 彼の 稻 (にき S  wf!  ユ" る) 卽ち 餅で もつ いて 食 ひ、 にしきの 

著 物で も 著て 威張て 廻る 氣 になれ る 歟と云 はれたら、 勿論 安んじて 其の 氣 になれ 

ますと 云つ た、 孔 子 はこれ は濟 度す ベ からざる 人物と 思うて、 汝 安くば 之れ を爲せ 

i 云 て、 宰 予 をして 深く 其の 心に 悔悟せ しめむ とせられた のであった。 故に 之れ 

に 繼 で、 君 子の 喪 を つとむる と 云 ふ は 他の わけで はない。 口に 旨 を 食ても 甘くな 

い、 耳 に樂を 聞ても 樂 しくな い、 常 の 業 も 安心なら ぬ ほぶで あると 諭された の で、 尙 


云 ふが 其の 本領で ある。 故に 其の 國の古 禮舊式 を 遵奉して、 故ら. に 異說を 挾まぬ 

と 同時に、 又 徒らに 形式に 拘泥して、 人に 爲し 難く 行 ひ 難き を責 むる 事の ない と 云 

ふこと は、 論 語 を讀む もの、 容易に 理會し 得べき わけ 合で ある。 例 令ば 喪に 就て 

も、 喪 與-ー 其 易 一 寧戚 で、 喪の こと は あまり 方式 形容 を 派手に して 中心 かなしみの 情の 

薄い より は、 形 式 作法 等 は 略で も、 哀 みの 情の 見 はれお る こそよ けれと 云 ひ、 顔 回 の 

死せ しとき、 孔子の 門人が、 生前の 顏 回の 身分 不相應 に、 立派な 葬式 を 取 行 ふ を 止め 

られ たれ ど、 門人 共が 夫子の 意に 背いて 手厚き 葬 をした のであった。 然るに 夫子 

は 之れ を 彼の 鱧の 「葬具 家の 有無に 稱ふ」 と 云 ふ 精神に 違た 不都合の 所爲 であると 

嘆息し て、 回 也 視^ 猶， 父、 予 不， 得，， 視 猶字 也 、非， 我 也 夫 二三 子 也、 卽ち 回よ 汝は 生前に 於 

て、 予 に對 して は 父 を視る 如くに して 居た のであった に、 今 汝の 死後 汝を 葬る に、 嘗 

て 吾が 子の 鯉 を 葬りし が 如くす る を 得 ざ りし は、 返 す <\- も遺慽 なり。 鳴 呼 これ 

彼の 二 三 子、 卽ち 門人 等 の爲す 所な，^ と、 述 ベら れ たこと もあった 位で ある。 「又 喪 

致 ¥,哀 而 止」 と は、 門 人 子游の 言 と し て、 論 語に 收 めら れ たる 言 で、 素 より 孔子の 意 た 

るに 相 異ない が、 これ も 定めて 世俗の 徒らに 形式の 末に 拘泥して、 喪 は哀を 本と す 
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くに 忍びない ノ 父母の 死んだ 後三年 位 は、 此 の 喪を實 行し なければ ならぬ と 云 

ふの が、 孔子の 孝。 ところが 門人の 中宰 我と 云 ふ 人が、 之れ に 就て 質問 をして 居 

^。著者 曰く、 次に 撝 ぐる 論語の 本文の 間 LL 博士の 解 釋が加 へ て も 

る れど、 これ は 本論の 讀者に は 必要がない： とと 思 ひ 省いて おく 

宰 我 問、 三 年 之 喪 期 已久矣 、君子 三年 チ爲 、禮 必 壤。 三 年 チ^ 樂、 樂 必 崩。 舊 穀 旣沒、 

新穀 旣 升。 辦燧 改 k 。期 可 k 矣。 子 曰 食，， 夫 稻； 衣，， 夫 錦； 於， 女 安 乎。 曰 安。 女 安 則 爲， 之。 夫 君 子 

. 居， 喪、 食 k 不， 甘、 簡鈿 不 „樂、 居 處 不， 安、 故 不：， 爲 也。 今 女 安則 爲乏。 宰 我 出ギ 曰、 予之 不仁 也、 

子 生 三 年、 然 後 免-於 父母 之懷； 夫 三年 之 喪、 天 下 之 通 喪 也。 予 也 有」 二 年 之 愛 於-其 父 母.. 

乎。  、 

かう 云 ふ 問答が 論語の 中に 見えて る 所 を 以て 考 へます る と、 旣 に 孔子の 生存 

中の 門人 が、 三 年間の 喪 は 長過ぎる と 云 ふ 感じ を 持って 居った こ i が 明らかで 

あ 》9 ます 

井上 博士 はとうく 孔子の 爲に朽 木 は 彫す ベ からすと 評定 せられた 宰我 先生 

の亞 流た る こと を 自白せられ た • 成程 論語に あ る 通り、 孔子 は 確か に 三年の 喪 を 

守らねば ならぬ と 主張せられ たに 相 異ない.。 併し 孔子 は 性來甚 しき を爲 さ^ふ- 


るに 孟獻 子の 死後、 孟莊 子が ハ乂の 時代に 用ゐて 居られね 家臣 共 を 能く 使役して、 統 

御の 道 を 得、 父 の 良法 を 守つ て、 魯 の 政邋を 失墜せ ざ. し を 賞揚し て、 他 に盡 された 

多くの 孝道よ b 、一  き は 勝れて 實に 能くし 難き 所で あると 云 ふので ある。 これ は 

莊子が 終身 父の 善道 を 改めなかった れば こそ 賞揚せられ しなれ。 若し 二 年 や 

三年で 止め たなら ば、 聖人が 感服 せらる ゝ箬 はない。 これ は 分りき つたこと であ 

る • 

次に 博士 は 喪の 事に 就て 論じて 居られ る、 先 づ 其の 論旨 を擧 ぐれば、 

孔子 は 孝 を 重ん する がた めに、 喪 を 大變に 大事に しました。 父母の 歿した 時 

に は、 三 年間 喪 を 守らなければ ならぬ と 云 ふの が 孔子の 精神であります。 喪に 

當 つて はどう 云 ふこと を やる のかと 云 へ ば、 いろ /) な樂 みのこと をし ない 

卽ち昔 樂を聽 いた り、 或 は 演劇 を 見たり する 樣な こと を 一 切廢め て、 粗 末な 食物 

を 食べ、 粗末な 衣服 を 著 て、 官 途に 就て 居る 者 は 其の 職を罷 め、 商 賣 して 居る もの 

は 商賣を t め て、 三 年間 親の 死んだ あとだから と 云 て、 悲 ぃ狀 態で 居らなければ 

ならぬ。 如何に 旨い 物が あっても 食 ふに 忍びない。 如何に 結構な 一昔 樂 でも 聽 
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曰，， 父 之 造， 則 固 非，， 悖^  § 之 奉-也 • 

荻 生 徂徠曰 蓋 道 謂， 所， 由 也 雖， 非，， 先 王 之 遨入人 亦 各 有"， 自 以 爲 者， 是 其 心 自以爲 

M 而 C 之 故 皆 謂-之 遨， 有， 守-詩 書 一 言 片 句， 以 終， 身 者， 其 所 爲 雖， 有， 所，， 窒 碍， 亦 P 之 道， 如， 

是道也 何 足，， 以 臧， 是 也 (中 畧) 後 儒 所，， 以 疑 者以父 有 矢 惡 如，， 桀 紂所 ^而子 不^^ 之 則 

有 於，， 家 國， 也夫桀 紂之惡 雖， 桀 紂， 亦 不，， 敢 自以爲 &是則 P 输云 々。 

第三に 井上 氏の 「若し 父の 道が 善い 道なら ば、 三 年 守って 其 後 は どんなにしても 

よいと 云 ふわけ ではい か ぬ」 と 云 ふ。 これ は 要らざる 理屈 論 で、 前 段の 說 明に 照し 

て 最早 辯 明す るの 必要がない • 此の 章の 所謂 父の 遨は 無論 絕對に 善道 若しくは 

惡遨と 決定した ことで ない が、 併 し 善い 道 なれば 子が 何時までも 守る ベ き は 申す 

迄 もない ことで、 これに 就て は 論語の 中 孔子が 父の 善道 良法 を 守つ て、 失 墜 せなか 

つた を 賞美 せられた 言 葉 が、 別 に 子張篇 にあつ て、 曾 子に よりて 左の 如く 述べ て あ 

る。 それ を 見れ ば、 孔 子の 意 は 充分 わかる ので ある。 

食 子 曰 吾 聞 ，，諸 夫チ孟 莊子之 孝 也 其 他 可 也 其 不， 改、 乂 之 臣 與-父 之 政， 是 難 也 • 

孟莊 子と 云 ふ は魯の 名高き 賢大 夫孟獻 子の 子で ある が、 其 の 賢 父に 及ばぬ。 然 


全體 世の中の 事と 云 ふ 者 は、 善 でなければ 惡、 惡 でなければ 善 と、 確 か 二つに 極 

つて は 居らぬ。 善の 否定 は 非 善で ある が、 そ れは 善で ない ま で、 直 ちに 其れが 惡と 

は 言 はれぬ ので ある。 一久 惡の 否定 は非惡 では ある が、， 其 れは惡 でない ま で、 其 れ が 

直ちに 善と は 言 はれぬ ので ある。 世の中に は、 善 惡の 問題 以外に 利害得失 等 を 主 

としたる 問題 も澤山 ある。 父の 遨と 子の 意見. と銜 突す る こと は、 必 すし も 善惡問 

題との み 思 ふ は 此の， 章の 意で はない。 家政の 取 方、 儀 式 作法の 意 m  、經 濟 上等 重に 

利害得失の 關係 ある 問題 で、 孝 子た る もの 父の 死後 大害 のない • 限り は 急に 取換 へ 

るに 忍びぬ 所が あるべき で. これ は 尤もの 次第で ある。 井上 博士 は 哲學偷 理學の 

大家で あれ ば、 此 邊は疾 くに 御 承知 ある ベ きこと、 思 ふ。 此， の 解釋は 余が 獨斷臈 

說 ではな い、 左 の 人々 も同說 である。 

季延平 曰 道 者是猶 可，， 以 通行， 者 也 三年 之 中 曰 月 易， 過 若 稍 稍 有， 不ぉ， 意 處， 卽 率 意 

改， 之 則 孝子 之 心 何 在 有，， 孝 子 之 心， 者 自 有^^ 不， 忍 耳 非， 斯 須 不， 忘 極 體，， 孝 道， 者 ，能 如， 是 

乎。 ：  •： ： 

張 南 軒 曰 若饽， 理 S 之事莩 子其敢 須臾 以 寧 不， 曰， 孝 子 成，， 父 之 美， 不, 成，， 父 之 惡， 乎 
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に 分けて 一 々辯 

人の 品格 等級 を 

父 生お 巾 は、 小 事 

父と 相談して 行 

て、 彼れ は 之 を 行 

下す の は 酷で あ 

さな けれ ば、 正 鴿 

後に 至って は、 子 

物の 品位 を 評定 

であつ て、 孔安國 

をる • 又 其 志と 

る 一 派の 解释が 

順し、 聲 なきに 聽 


じて 見や 

觀 分け る 

件 を 除く 

ふので あ 

はぬ から 

る そこ 

を 失 ふの 

が隨 意に 

し 得べ し 

も 日本の 

云 ひ 其 行 

あ る。 其 

き 形な き 


して、 其の 事業 を繼 ぐと 云 ふ 


四 二  0 

と 思 ふ f 第 一 、 父 在 観，， 其 志； 父 沒 観，， 其 行， は、 朱 子に よれば 

其の 人の 父の 生存 中 と、 死 t 後に よって 觀 方が ある。 

外、 子 が隨 意に 專斷 決行す ると 云 ふ 事 は 少ない。 大槪 

か ら、 志 はあって も 行へ ぬ 事が ある。 然る を 外から 觀， 

ら ぬと か、 誰 の 仲間に 這 入らぬ からい かぬ と か、 批 評 を 

此の 場合 は、 唯 重 もに 其 人の 志 を 觀て其 品格の 評 を 下 

ある。 故に 父 在 觀-ー 其 志 一と 云 ふので ある。 さて 父 死亡 

の 志 を 行 ひ 得べ き 時で あるか ら、 行 の 方 も 併せ 觀 て、 人 

云 ふ 主意に なって 居る • 此の 解释の 仕方 は 殆ど 普通 

藤仁齋 も、 又 荻 生徂徠 も、 此の 點は朱 子と 同 一 に 出で て 

云 ふの を、 子 の 志、 子 の 行と 観ない で、 父 の 志、 父 の 行^ 觀 

說 によれ ば、 父 生存 中 は恆に 父の 志を觀 て、 其の 意 を 承 

見て 心 を 安す るの で 、父 の沒後 はパ乂 生存 中の 行 を 回顧 

意味の 解释 であつ て、 こ れは B 本で も 佐 藤 一 齋 などの 


(三） （二） （一) 


な い 父親が 隨分 世の中に あるか らど ラも 三年 どころ でない、 生存 巾に 疾 くに 改 

めなければ ならぬ • どうも 三年 父の 道を改 むる ことがなければ 孝と 云 へ ると 

云 ふこと は、 餘 程考へ もので あ ます • 固より 玆に 父の 道と あ hN ま す、 此 の遨は 

善い 逍を 言 つたので ありませ う。 孔子の 考で は、 恐 らく 父が 立派な 人 で、 善 い 逍 

を實 行して 居った 人なら ば、 子 供が それ を 三年 位 は 改めない やうに しなければ 

い かぬ と 云 ふ 意味 かも 知れない けれど も、 さ ぅ解釋 しても 困る。 善い 道なら ば 

三 年間 守つ て、 其 の 後 は どんなに レ ても宜 いと 云ふ譯 ではい かぬ。 善い 道なら 

ば永續 して 行かなければ ならぬ • これ はどうしても 實行上 困る ことで あ b ま 

す。 云 々 

食. -as で て 愈.. 奇 な b , とで も 評せざる を 得ぬ • 予は 博士の 立 言 の 順序に 從っ てこ 

れを三 段に 分ち、 

父 在 觀，， 其 志； 父 沒 觀，， 其 行， の 解释の 批評と 

三 年 無 酸-父 之 道 一の 父 之 道と 云 ふこと を惡ぃ 方に 見た 上の 批評と 

善い 方に 見た 上の 批評と 

第二 篇 孝道. に關 する 論說  四 一 な 


四 一八 

に 遠 遊 を 許さぬ 精神で あると すれ ば、 亞 聖顔 回の 如き も 先 づ敎訓 違犯で あつ て、 御 

當 人の 孔子 も それ を勸 めら れ たわけ 合 で、 實 に 言 行 矛盾す る 事になる。 故に 論語 

の此章 は、 博 士の解 释の樣 な 窮窟の 意味で ない ことが 分る。 

井上 博士 は 又、 論語の 父 在 觀-其 志； 父 沒 觀，， 其 行； 三 年 無^^ 於，， 父 之 道； 可 孝 矣 を擧げ 

て、 左の 如く 論じて 御座る。 

此の 章^ 意 は、 父 が 生存して 居る 時には、 どう 云 ふ 具合に 父に 對 して 子供が 孝 

道 を 執る か、 それに 依りて 子供の 志と 云 ふ ものが 分る。 又 父が 歿した 時 は、 どう 

云 ふ 孝道 を爲 すか、 それに 依って 子供の 行の 如何と 云 ふ Mi が 分る。 父が 歿した 

後、 三 年の 間 父の 道 を 守って 居らぬ ければ ならぬ。 三年の 間 父の 道 を 守って 居 

れば 孝と 言 へる。 斯う 云 ふので あります。 是は 情に 於て は 誠に 立派で あるか 

分かり ませ ぬけれ ど も、 餘 程實 行し 難い こと で、 さ うして 又必す 之を實 行す ると 

言 うたなら ば、 餘 程 弊害が あらう と 思 ふ。 其の ハ乂と 云 ふ 者が 言 派な 父で あれ ば- 

其 道 を 三年 守って 行く どころではない、 何時までも 守って 差 支ない が、 天下の 父 

が 皆 さう 立派と 云ふ譯 でない。 どうも 博徒な どの やうな ひどい 奴 や、 し だら の 


た 者で ある • 子た る もの は 成るべく 父母の 膝下に あ て、 朝 夕定 省の 勞を 執る が 

實に 其の 本意で なけらねば ならぬ。 これ は 常の 場合 を 言た 者 で、 又 遠く 父母の 膝 

下 を 離れて 其 業 を 研 き、 立 身^ 世して 父母の 心 を 安ん やる もの も、 亦 孝遨 であるか 

ら、 矢 張 遠 遊しても 差 支がない、 故に 遊必 有 >  方 と あつ て、 變 の 場合が 示して ある。 遊 

必 有 V 方 は 井上 氏の 解 釋の樣 に、 一定の 方向と 云 ふ而已 では 融通がきかぬ。 遊ぶ 方 

角は變 つて も、 已 に 告げて 東に 行く と 言 へ ば、 吿 げすして は S に 西に 行く ことのな 

ぃ檨 にあ b たいと 云 ふの で、 兎 角 父母の 安心 出来る 樣 にす るので ある。 

且 っ孔 夫子の 事跡に 就 て考 ふれば、 一層 明瞭な 事が ある • 孔 夫子 は 曾て 魯の國 

に 志 を. 得 やして、 定 公の 十四 年に、 魯を 去て 夭 下 を遊歷 された。 此の 時 衆く の 門人 

弟子 は、 夫子に 從て遊 歷の途 に 就いた のであった。 當時 夫子の 歲は 五十六 歲で、 孔 

子 家 語に よると、 孔子の 弟子 は 子路外 一 兩名を 除く の 外 、孔子より 二十歳 乃至 三十 

四 五 歲の歲 下で あつ て、 顏 回 を 初め 皆 若年の 者 で、 素 より 父母 生存 中の 人々 が 多 か 

つたので ある。 然るに 孔子 は此 等の 人々 の 隨行を 拒ます して、 相俱に 天下 を 遍歴 

せられた 所から 考 へても 分る。 若し 井上 博士の 解釋 通り に、 父 母 生存 中 は 絕對的 

第二 鴛 孝道に 翻す る 論說  0 5 


四 T 六 

に 留學に 行くな どと 云 ふこと は尙 更むづ かしくなる • 此の 父母 在 不一 一 遠 遊 一と 云 

ふこと は、 餘 程靑 年の 發 達に 防 害と なる に 相違ない からし て、 此 の 通りに は ナカ 

ナカ 實 行が 出 * ない ので あ b ます。 殊に 父母が 長生して 居る と き、 八 十 乃至 九 

十 以上 迄 生きて 居る ときに は、 其 の 間 子供が 遠く 遊ばぬ、 卽ち 東京に も 西洋に も 

行かぬ としたら どうであります か、 餘 程 困 まる。 云々 

これが 帝國 文科 大學 敎授 井上 博士の 論語に 對 する 說 であら， フか、 驚き入った 事 

で、 予 は餘稃 此の方に 困る。 これが 予の 所謂 論語の 精神に 通せぬ と 云 ふ もので は 

あるまい か。 論語の 此 章の 精神が、 果して 青年輩の 遊 學を差 止める 爲に 孔子が 斯 

く 述べられ たもの だと すれ ば、 何 も 今の 靑年 のみが 困る わけで ない。 孔子 以後の 

周の 人 も 困れ ば、 漢 の 代の 人 も 困 る、 日 本の 學者も 昔から 困れ ば、 朝 鮮の人 も 困る わ. 

けで、 二 千 四百 有餘 年の 後に 井上さん の 口 を 借， 9 て 始めて 苦情 を 聞く まで はない。 

支那 も 日本 も 古 來隨分 學者は 多い が、 論 語に 向って 左檨な 苦情 を 申し出でた 人 は 

ない。 そこ は r 匕に 常識 を 以て 判斷が 下して あつ て、 誰 もよ ぐ 分 つて をる ゆ ゑで あ 

る。 さて 此の 章の 前 段、 父 母 在 不， 一 遠 f 云 ふ は、 孝子の 父母に 對 する 眞. 情 を發 露し 


時代 を 異にして、 多少 變 つて 行くべき もの は、 方式 作法の 末で あると 思 ふ • 博士の 

所謂 孝道 觀 念の 變遷と は、 これ を 指した ものなら ば、 其 れは 方式の 變遷と 云 はなけ 

れ ばなら ぬ、 觀 念の 變遷と 云 ふわけ ではない ので ある。 伊藤 仁齋は 

欲 ，讀，， 孔 孟 之 書， 者、 不％,, 以 s% 孟之 血脈； 

と 云て 御座る。 頗る 卓見で ある。 論語 を讀 むに は、 孔 子の 腹の 內に 這 入 つ て、 其 

の 血脈 精神 を會 得する の意氣 込がなくて は、 如 何に 千古の 格 言. も 融通の 利かぬ も 

のとな つて、 左 支 右 梧、 いや 此處は 時勢に 合 はぬ とか、 いや 彼處 は， 時代に 後れ 居る で 

はない か、 などと 迷 ひ 込ん で、 遂 に 妙味 を 悟る ことが 出来ぬ U 遺慽の 事で ある。 予 

は 博士が 示された 論語の 孝道 が、 敎 訓 として 果して 今の 時勢に 合 はぬ 歟否歟 、一. 應 

論究して 見やう と 思 ふ。 博士 曰く、 

論語に 父母 在 不， 一 遠 遊； 遊 必 有^ とあります。 父母の 生存 中 は 遠方に 行って は 

ならぬ。 遠方に 行く ときには 必す 一定の 方角と 云 ふ もの を 極めて 行かぬ けれ 

ば な ら ぬ。 斯う 云 ふので あり ま す が、 今 H の 場合で は ナカく むづ かしい。 地 

方の 靑 年が 東京の やうな ところに 留學に 出て * る ことが 出來 ない。 また 西洋 

第二 篇 孝道に 鬮 する 論 說.  四 1 五 


四 一 四 

文學 博士 井上哲次郎 氏 は 我國哲 學界の 泰斗で、 殊に 東洋 哲學に 於て は 深奥なる 

4 

造詣 ありと 稱 せられ て、 氏 の 言 論 は 今の 學者社 會に餘 程 重き をな して 居る。 然る 

に 氏が 儒 敎に對 する 論評 意見の 世間に 行 はる 、もの を 見る に、 往 々經 書の 解釋を 

誤 まり、 剩 へ 淺陋菲 薄 の 見 を 以て 聖 訓を排 譏せ らる、 ことの ある は、 誠 に 以て 痛嘆 

の 至りで ある。 若し 之れ をして 一介 書生の 放 言 漫 語なら しめ ば、 予 は 笑って 其の 

愆を憫 んで已 まん も、 苟 も帝國 文科 大學 敎授の 首座 を 占 め、 威 勢 今の 學界を 風靡せ 

しむる 井上 博士 其の 人に して は、 其 の 後進に 影響す ると ころの 弊害 至大なる ベ き 

が 故 に、 默 止す るに 忍び す、 予 の 不肖 を 顧みす、 これが 辯駁を 試る の 已むを 得ざる 次 

第で ある。 

井上 博士 は曩に 丁酉 倫理 會 講演 集に、 孝道 観念の 變遷と 題す る演說 を揭げ て、 其 

の 胃 頭 に、 孝 道の 観念 は 時勢に よりて 變遷 する の で、 彼 の 論語に 在る 所の 敎訓の 如 

き も、 今 日に 於て は 行 はれぬ 事が 多くな つて * たと 云て 居られる が、 予 が 見る 所 は 

先づ 第一に これに 異なって をる。 孔子の 道 は 人情の 自然に 基づいて 立て ゝ ある 

か ら、 論語 の敎訓 によりて 示された る 孝 遨觀念 は 古今 一 貫で ある。 唯國を 異にし 


孝道 辯 論  佐 伯元吉 

予は 平素 儒敎を 尊信す る 者で ある， 之れ を 以て 根本主義 とし て、 學 生の 敎 育に 

從事 する こと 十數 年に 及ぶ。 されば 昨年 來我國 の 學者敎 育 家の 間に、 儒 敎興復 の 

聲 ある は、 予 の 甚だ 喜ぶ 所で あ る。 

顧 ふに 我國に 於け る 儒 敎の傳 * は 至て 古く、 千 餘年來 、世の 渴仰を 得た る 所の 先 

賢古哲 は、 槪 ね 皆 儒敎の 感化 を 受けぬ 者 はない と 0 て も 宜ぃ位 で、 言 は^ 儒 敎は我 

國 精神 界の 共有 財產 である。 人靜 かに 我國家 社會の 各方 面 を 見渡したなら ば、 儒 

敎は 今尙ほ 政治、 法律、 敎育、 風俗 等に 多大の 影響 を與 へ. て 居る えが 分る。 儒 敎は是 

の 如く 我國 民に 多大の 關係 ある 德敎 であれ ば、 敎 育 家 は 申す に 及ば や、 世 の學 者た 

ら む 人 は、 儒 敎の經 典に 對 して は、 愼 重の 體度を 以て 講究して 貰 ひたいと 思 ふ。 一 

知 半 解、 輕 輕に 騰斷し て、 自 から 誤 b  、又 誤り を 後進に 傳 ふる 無から むこと を 望む の 

である。 これ は 無論 學者 としての 公德 であつ て、 こ の 公 德が行 はれ て、 然 る 後に 眞 

誠の 儒 敎興復 が 始めて 事實 となって あら はる ゝ であらう と 思 ふ。 
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四 一 二 

もの は 眞如實 相の 中に 這 入って しま ふ、 沒 我 的に なって しま ふ、 東 洋の宗 敎は沒 我 

的 宗 敎、 西 洋の宗 敎は沒 我 的宗敎 でない 人格 的の 宗敎 であります。 此の 人格 を 立 

る 間 は-まだ 差別 相が 殘 つて 居 る、 佛 敎の 方で は 人格 を超絕 したもう 一 つ 上に 沒我 

的の ものが ある。 此の 佛敎の 側に は 差別 相の もの も あ る、 基 督敎の 側に は 此沒我 

的の 超絕 的の ものが な： い、 そ こで 佛敎と 云 ふ もの は 基督 敎 よりも 一 段 上に 超絕的 

の もの を 持って 居る。 此の 思想 は 矢 張 東洋の 道德 の全體 にある ので あ b ます。 

是に 於て 乎 どうしても 基督 敎が來 て 佛敎を 基督 敎 化する ことが むづ かしい、 寧ろ 

基督 敎が 佛敎 化せら るる 傾きが 多くな つて 來 居る。 佛敎に は 最後のと ころに 非 

常に 絕大な ものが あ る、 東 洋の道 德は區 々たる 形式に 現 はれて 居る やうで あるけ 

れ ど も、 段 々精神 を 採って 見れ ば、 非 常に 大きな 人間以上の ものに 一 切 を貢獻 して 

掛る ところに ある。 孝 は 其の 一方 面 を 現 はした ものであります。 此の 事に つい 

て は尙ほ 十分 述べ たい のであります けれど も、 時 間が ありませ ぬか ら、 今 日 は 是 だ 

けにして 置きます。 


自 己本 位で、 さ う 

て來 るに ある そ 

れ ど も、 西 洋の良 

を攻擊 する 所 か 

それ は 間違 で あ 

際. に 日本が 勝利 

つて 勝利 を 得た 

係して 居 る、 露國 

い 所 を 採 b 東洋 

行かぬ ければ な 

の 所に 在 る、 さ う 

が あ る、 基 督敎に 

ので あ る、 個 人 の 

はなら ぬ、 と こ ろ 


して 玆に 個人の 權利、 個人の 資格 を 明かに して 其獨 

れで、 一長 一 短で あ b ます、 西洋 も 其 弊に 堪 へぬ こと 

い 所 を 日本に 入れる ため に、 孝 に 限ら や 總て古 * の 

ら、 柬 洋の道 德は總 ていかぬ やうに 考へ る 人が ある 

る、 東 洋 の道德 にも 確かに 良い i が あ る、 あ るから し 

を 得た。 それで 遨德の 勝利と いって 差 支ない。 唯 

ので はな い、 矢 張 民族の 一 切の ものが 關 係して 居る、 

よ b は， 日 本に 良い 道 德が行 はれて 居った ので あり 

の粹を 取って 兩者を 融合 調和して 今後の 邋德 思想 

ら ぬ、 西 洋の 良い 所 は 其 個人的の 所に 在 る、 東 洋の良 

して 基督 敎と佛 敎とを 較べて 見る と、 一 つ 是に關 係 

あって は 何處迄 行っても 個人の 人格と 云 ふ ものが 

人格が 神樣と 一 緖 になら な い、 個 人々々 の 人格 は 何 

が佛敎 では さう でない、 佛敎の 側で は 最後に は 個人 


立 的に 活動し 

が 渾山ぁ る け 

道德 上の 弊害 

かも 分らぬ が、 

て 日露 戰爭の 

武力 だけに 依 

殊に 道徳が 關 

ま す、 西 洋の良 

を 發展さ せ て 

い 所 は 沒我的 

して 居る こ と 

存在し て 居る 

處迄 もなくて 

の 人格と 云^ 
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居る からし て、 近 來 孝に 對 して 攻撃 を 加へ 

て 攻撃 を 加へ る 者が 出て 來 るに 隨 つて、 孝 

う。 今の 靑 年の 中には さう 云 ふ 人が 隨分 

たことの 外に も、 孝 の實 行の 仕方に 隨分困 

う 云 ふ こと を 攻撃す る 所 か ら、 終 に總 ての 

出 求て は 居らぬ かと 思 ふ、 け れ ども 東洋の 

ものに —— 大 なる もの は 畢竟 宇宙の 根本 

會の大 なる ものに 自己の 一 切 を 捧げて 褂 

吾人 民が 一 切の もの を 捧げ て、 命 も 何も 悉 

活動す る 場合に それが 忠と云 ふ ものに な 

母に 敬愛 を盡す 所に 真の 孝と 云 ふ ものが 

げて 一 に 成 節 を盡す 所に 妻の 眞の 德義 と 

う 云 ふ 形に 於 て、 此 東洋の 遨德と 云 ふ もの 

なる ものに 悉く 埋沒 して 掛 つて 求る 所に 


る 人 も 33 て來た 

について 隨分疑 

ある やうに 思 は 

る ことが 渾山ぁ 

もの を 無用に 歸 

邋德の 全體の 性 

原理に 歸す るか 

ると ころの 道德 

く 捧げて 國 家の 

る、 又 子た る 者が 

成立 つ、 又 妻た る 

云 ふ ものが 認 め 

は 出 來 て 居 る、 卽 

在る、 西洋の 逍德 


四 lo 

ので あ， 9 ま す、 孝 に對し 

を 抱く 者が あるで あら 

れる。 それ は 私が 擧げ 

るので あ.. 9 ます か &、 さ 

せし むる やうな ® 向が 

賀は 皆此社 會の大 なる 

も 分ら ぬ、 —— 兎に角 社 

が 成立って 居 る、 卽 ち 吾 

爲 若しくは 君主の 爲に 

自分の 一 切 を 捧げて 父 

者 は 生命 其 他 一 切 を 棒 

られ るので ありま す、 さ 

ち沒我 的、 自我 を 一 層大 

の^い 所 は 個人 本位で、 


が 種々 なる 鬮 係に 依って 發展 して 求た のと 斯う 見るべき である。 其大 なる 愛と 

云 ふ もの を 孝と 名け た、 だからして 緯書の 中の 援神 契に 「孝 在 ，ー泯 沌 之 中 こ 世 界が まだ 

混沌の 狀 態に ある 時に 孝と 云 ふ ものが 含まれて ある。 又 曾 子 は 「夫 孝 推， 一之 後 世； 而 

無-一朝 夕； 無，， 時 非き 也。 無-物 不％  。無，， 時 暫 停； 以 應， 期 也」 と 云って 居る • 孝の 槪 念の 廣大無 

邊 なる もが 分る であらう。 併し 中 江藤樹 が 「孝 は 天地 未晝の 前に 在る 太虚の 神道 

な b 、天 地 人 萬 物 皆 孝より 生せ り」 と 云 ふに 至って は、 至 大至 廣で絕 對と稱 すべき も 

ので ある • 要する に、 孝 は 非常な 大きな 世界の 原理、 さう 云 ふ ものが あって 其が 道 

義的 方面に 現 はれて 來 て、 終 に 種々 な 名稱を 受けて あらゆる 德 目が 出來 たが、 それ 

を總 括して 仁と い ふので ある。 それからして 孝と 云 ふ 事を狹 く解釋 すれば、 一 家 

の內に 於て 父母に 敬愛 を盡す ことで あ る、 此 非常な 優美な 情と 云 ふ ものが 決して 

無くなして ならぬ ものである、 其處に 東洋の 道 德の粹 が あ る、 形 式が ひどく 害を爲 

して 来たので ある が、 此 形式が 矢 K 孝と 云 ふ もの ゝ內 容を爲 して 來て 居る、 孝と 云 

ふ此槪 念の 中に 總て さう 云 ふ 形式が 含まれて 來 て 居る、 處が是 等 は 時世の 進歩に 

隨 つて 大に變 へなければ なら ぬ、 そ れで 孝の 槪 念の 中に 有害なる ものが 含まれて 
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四 〇 八 

は 孔子の 考で は、 此 仁と 云 ふ もの ゝ 起因と 見 た、 仁 と 云 ふ もの は廣 いもので あ る、 博 

愛人 造で 大變廣 い、 が 何處 から か 起 b 始めぬ ければ ならぬ、 其 起 b 始める の は 家庭 

である、 一 家の 內に 孝と 云 ふ 形に 於て 起る、 子供が 父母に 對 して 敬愛 を盡す 所に 仁 

の萠が あると 斯う 見た、 「孝 弟 也 者、 其 爲， 仁 之 本與」 と 云 ふこと が 論語の 始めに 見えて 

る の が、 あ れが其 趣意で あ る、 孝 弟と 云 ふ £ から 仁が 始ま る、 II 家の 內に 於て 父母に 

孝 を 盡す此 念 盧を推 擴げて 行く と、 博 愛人 道と い ふ 大きな ものに な る、 其 博愛 人道 

を 一 つに 引 括め て 「博 愛 之 謂 fc」 と 韓退 之が 定義 を 下した の は 其 意味で ありま す、 其 

始まり は 一 家の 內 であ る、 小 さく 具體 的に 仁と 云 ふ ものが 先づ萠 して 來 なければ 

な ら， ぬ、 始 めから 博愛 人道 钚 とい ふ廣汎 なる 者の あらう 箬 がない。 ところが 孝と 

云 ふ 言 葉 は、 一 方に 於て 非常に 廣ぃ 意眛を 持って 居 る、 ど う 云 ふ廣ぃ 意味 を 持って 

W るかと 云 ふ と、 孝 は 宇宙の 根本原理 として 見て あ る、 廣義 に 解 すれ ば、 孝 は大 なる 

愛で 天地 を 一貫せ る ものである * それ だからして 了 度 耶蘇 敎の 愛の やうな もの 

で、 此 宇宙の 發展 して 來る其 中に 一 つ 愛と 云 ふ ものが あつ て、 そ れが 人間の 關 係に 

現 はれて 孝と なる。 五偷を 以て 重大なる 本務 を 言 現 はして 居る の は、 皆 大 なる 愛 


いた 人^ 何 八 ある か、 靑 山 胤通 君 始め 一代 で、 大 抵の人 は 一 代で 名醫 になって 居.^ 

ます。 併し さう 云 ふ 人の 藥を 服めば 安全で あ る、 三 代も績 いた 醫 * の 方が 險呑 で、 

漢法醫 者 か 何 かで 甚だ 怪しい。 それで どうも 斯う 云 ふ 側の i は 幾ら もあります 

る が、 ど う も 形式的で あつ て、 從 ふ J は 要らぬの である。 それからして 又 孝子と し 

て 古 來稱揚 して ある 人の 傳を 讀んで 見る と 云 ふ と、 ど う も 今日で は 餘稃困 る、 迚 も 

今日， の 孝子の 理想に 合 はない ことが 澤山出 來て來 るので あります。 それで 斯う 

云 ふ. J を 孝 へ て 見ぬ ければ なら ぬ、 東 洋 では 昔から 孝と 云 ふこと を說 いて 來 たが、 

其實 行の 仕方 は 餘程違 ふ。 其實 行の 仕方 は 其 時代に よって 變 るべき ものである 

か ら、 そ れに拘 はる 必要が な い、 拘 はる やうで は 甚だ 困る。 今 私が 最も 甚だしい も 

の を 二三 擧げて 御 話した ので ある が、 此 外 まだ 澤山實 例が あ る、 是 等 は 何れも 實行 

の 仕方で あるか ら、 內 容 とい ふより 寧ろ 形式と い ふ 方が 宜ぃ かも 分らぬ けれ ども、 

孝と い ふ槪念 は、 さ うい ふ實 行の 仕方 を 含 んで 居る ので ある。 それで 內容 といつ 

て も 好から う、 兎 に 角 孝と 云 ふ-ことの 內容 は、 餘 程 時勢に よって 變 つて 來 居る。 處 

が此 孝と 云 ふ MJ を 今： W でも 大事な 德行 として るの は 、欺 う 云ふ點 にある と 思 ふ、 孝 
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ない 者の 方が 多かった。 三年の 喪 杯と 云 ふこと が 儒敎の 形式的の 方面で あ. O ま 

すけれ ど も、 決 して さう 形式に 拘 はるべき もので なから うと 思 ふ。 其が 一 つで あ 

.9 ます 外に 幾ら もあります がどう もさう 云 ふこと を 一 々擧げ て 今日 御 話す る S 

はあり ませぬ が、 唯 曲禮に 斯う 云 ふ ことがあり ます、 「君 有 .疾 飲， 藥、 臣 先 ？之。 親 有 k 飮 

s  、子 先 F 之。 K 不，， 三 世； 不 k„ 其 藥こ是 はも やん とした 法律の ^きものであります が餘 

K 闲 る。 其 藥と云 ふ 物が 劇藥 でなければ 宜ぃ、 葛根湯 位なら ば 吾々 も 舐めても 宜 

いけれ ど も、 如 何なる 劇藥が あるか 分らぬ。 今 は藥が 支那の 其 時と は 違って 發達 

して 來て 居，^ ます か ら、 ナ 力く 滅 太に 舐められぬ。 素より 是は 支那の 昔で あり 

ます か ら、 怪 しき 藥を君 や 父に 服せ る 者が あつ て は危ぃ か ら、 臣 た る 者、 子 た る 者が、 

先づ 毒で はない か 試して 見る 必要が あつたか も 分らぬ けれど も、 そ れ でも 險吞な 

， 」 と で、 斯 る こと を 今日 實行 させ やうと 云 ふやうな ことがあ つたなら ば、 非 常 な 間 

逄、 幸 ひ 誰も 實行 しない から 結構で ある けれど も、 兎 し 角斯る 形式的の 側に 於て は 

必す しも 守る に 及ばぬ ことがあ ると 云 ふ J を 知らぬ ければ ならぬ。 それから 三 

世も續 いた 醫 者の 藥 でな W れば 服んで はいけ ない、 醫 科大學 あたりの 人で 三代 S 


所に 遣 はし て、 ど ラ したら 宜か ら う と 言 ひた， 孟子が 是非 行 はなければ ならぬ と 

言 うて 行 ふ MJ になり ました が、 此 時に 旣に反 對がぁ る、 之 が餘程 面白 い、 况 ゃ滕 のお 

國 である 魯 國が實 行して 居なかった と 云 ふ i が是で 見える。 其 か ら 亦淮南 子の 

齊俗訓 に 「夫 三 年 之 喪、 是 强，， 人 之 所^., 及 也。 而 以 ，僞 輔 也」 と 云 ふ i が 見える。 此淮南 

子と 云 ふ 本 は、 漢 の 高祖の 孫に 當る淮 南 王 安が 學者を 集めて 瘠へ させた 本で あり 

ます か ら、 採 るべき 點 があります。 それ-で 此 三年の 喪と 云 ふやうな こと は 其 後 ど 

うなった かと 云 ふ と、 頃 ろ 支那で は 支那 皇帝の 崩せられ て 三 年 の 喪 を K 行す ると 

云 ふこ. とが 布吿 になった と 云 ふこと で、 日 本の 新聞に も 出 まし た、 さ う 云 ふ i が 今 

日 迄 全く 廢れて は 居ら ぬ、 廢 れては 居 ら ぬ が、 ど う も 形式 的に なって 居 る、 三 年 は -怯 

過 る、 宰 我の 人物 は 採らぬ けれど も、 兎 に 角 彼の 言 つたこと が餘稃 適切で ある、 一 年 

位で 濟 した 方が 宜ぃ、 一年で も 旣に餘 程 長いので める。 それで 日本で はどうした 

かと 云 ふと、 日本で は 儒 敎が行 はれて 求た けれど も、 三 年の 喪と 云 ふ もの を餘 b 行 

はれな かつ た、 行 はなかった 方が 宜 い、 實 際 行 はれて. 居な い、 伊 藤 仁齋の やうに 稀に 

行った 人が あ る、 そ れは 珍しい と 言 つて 褒められた ことがあ， 9 ます けれど も、 行 は 
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な こと で、 其 間 は 粗末な 著 物 を 被、 粗 末な 食物 を 食べて 居る ので あ る、 そ れは 天子 庶 

人の 區別 なく 皆 やった もので あ る、 靡 虞 三 代 是 は 實 行して 來て 居る ので あ る、 無 

論 滕の 世子 は 之を實 行せ ねばい かぬ。 然友歸 つて 世子に それ を 申 上げた、 さう し 

たと ころが 斯う 云 ふこと が あ る、 「父 兄 百官 皆 不^^ 曰」 三 年の 喪を實 行す る こと は 皆 

不承知で ある。 父兄と 云 ふの は 世子に 親戚の 關 係の ある 老臣と 見え る、 何 れまァ 

有司 百官と 云 ふ 意味 で 「皆 不 k  。曰、 吾 宗 國魯 先君 莫 -I 之 行 こ滕の 國の宗 國と云 ふの が @ 

であり ま す、 先 君 以來斯 る 喪を實 行した ことがない 、「吾 先 君 亦 莫， 一之 行， 也」 昝 の國 でも 

行 はな けれ ば、 滕 の國 でも 行 は ない、 「至：， 於，， 子 之 身， 而 1^ 之、 不 可」 世 子の 身に 至って 是に 

逆らった こと をす るの は 不可で ある、 「且 志 曰、 喪祭 從， 一 先祖 一」 喪 だ の^は 先祖の やった 

ことに 從 はなければ ならぬ、 「曰、 吾 有 ^ 所 之 也」 昔 から 斯う 云 ふ 風俗 を 承け て 來て居 

るので あるか ら、 卽 ち 三年の 喪 を 行 はぬ と 云 ふ 風俗 を 承け て來て 居る ので あるか 

ら、 今 ；史 三年の喪を行ふと云ふのは甚困ったものでぁる。 さう して 毘 ると 三年の 

喪と 云 ふの は、 當 時 十分 行 はれて 居なかった ものと 見える • けれども 孟子 は 孔子 

の 敎を窣 じて 居 ます か ら、 誤 b はないで あらう と、 再 び滕の 世子が 然友を 孟子の 


程 擧げて それぐ 斯樣に 長所が あるのに 官途に 用 ゐられ て 居らぬ と 云 ふ、 と を 孔 

子 が 言 つたので あつ て、 十 哲と 云つ て、 孔 子の 門下の 十 人の 優れ たの を 選り 拔 いて 

擧げ た譯 でない。 そこで 所謂 十哲の 中に 入って 居ないで 偉い人が あ る、 曹 子の や 

うな 人。 曹子は ナカ /) 偉い人で あ る、 そ れ だから 昔 は孔丘 曹參と 言 つて 孔子と 

曹子を 並べて 言 つた J が ありま す、 淮 南 子の 中に も 一 箇所 見え ま す、 そ れ稃に 曹 + 

は 孔子と 並べ 稱 する 位 秀でて 居り ま す、 宰 我 は 十哲の 中に 加へ て ある けれど も、 孔 

子が 兒 拾て 、居.^ ます、 「 宰 予 晝 寢。 子 曰、 朽 木 不 ％,雕 也、 蒸 土之牆 不 JE\ お 也。 於， 予 與 何 詠」 

と 言 つ て、 朽 枭た木 又は 汚れた 壁の やうな 物に 較べて 見捨て、 居る。 又宰 我と 云 

ふ 人 は、 末 路も 面白くなかった やうで ある。 兎に角 三年の 喪と 云 ふ、 と は、 さ う 云 ふ 

具合に 昔から 實 行が 出 來 ない。 之が 又 孟子の 中に 出て 居 る、 三 年の 喪 は！： る、 そ れ 

で 孟子の 中に は 「滕 定 公 薨」 S と 云 ふ國の 王様が. D  くな つ た、 さ うした ところが 世子 

卽ち其 跡 嗣の人 が、 然 友と 云 ふ 人 を使老 にし て、 斯 う 云 ふ 場合に はどうした ら せ： い 

かと 云 ふこと を 鄒と云 ふ 所まで 行 つ. て 孟子に 尋-ね さ せ た、 と ころが 孟子が 言 ふ に 

「三年 之 喪、 齊 疏之 服、 fr 粥 之 食、 自，， 天 子， 達， 於，， 庶 人； 三 代 共， 之」 三年 の 喪と いふ もの は 大事 
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でも 其處に 愉快に 居る やうな 氣 になら ぬ、 そ れ だから しないので^ る、 「女 安 則爲, 之 j 

其で も平氣 ならば やれと 孔子が 言 はれた から 、「宰 我 出」 宰 我が 行って しまつ 芯 「子 

曰、 予 之 不仁 也。 子 生 三 年、 然 後 ^於-ハス # 之 懷，」 予 と 云 ふの は宰 我の 名で ありま す、 宰 我 

の 不 仁、 仁 愛の 心がない、 子 は 生れて 三年^ 父母の 懷に養 はれ. a ので あ る、 そ れ だ か 

ら 三 年の 喪が 必要で あ る、 「夫 三 年 之 喪 夭 下 之 通 喪 也」 三 年間 父母の 喪を實 行す る こ 

と は、 天下 何處 でも やって 居る ことで ある、 「予 也有兰 年 之 愛 於， 一 其 父母 一 乎」 宰我は 三 年 

の 愛 を 父母に 對 して 持って 居る かどうで ある か、 甚 だ 疑 はし い、 一ー一 年間 喪 を 實 行す 

ると 云 ふこと は、 三 年間 ハ乂 母の 爲に養 はれる からと 云 ふので あるのに 二 年で 以て 

平 氣で居 る、 斯 う 云 ふ檨な こと は實に 怪しから ぬ ことで ある。 斯う 云 ふ 問答が 論 

語の 中に 見えて る 所 を 以て 考へ ま す る と、 旣 に 孔子の 生存 中の 門人 が、 三 年間の 喪 

は 長過ぎる と 云 ふ 感じ を 持って 居った と 云 ふ が 明かで あ.^ ます。 但此宰 我と 

云 ふ 人 は、 世 に 所謂 十哲の 中に 入れて あります けれど も、 餘 り 良い B2 弟子で はな か 

つた。 あの 十哲と 云 ふの は 後世の 俗說 であつ て、 十 人 擧げて あるの は、 あ れは 孔子 

が 地方 を 廻る 時に 大勢 弟子が 附ぃ て 居った 其 中の 人を擧 げたので ありま す、 十 人 


う て 言 ひ ま す の に、 三 年間 も 喪を續 ける i は 旣に長 過 ぎる、 「君 子 三 年 不^ ^禮、 微 必 isr 

三 年 不" 爲， 樂、 榮 必 崩」 三 年の 喪中 は 禮儀を 行 はぬ ので あるから 禮 儀が 壤れ る。 昔 樂 

も廢 めて 居れば 三年の 後に は 崩れて し まう、 「舊 穀 旣 沒、 新 穀 旣 升」 も う^い 穀物 は沒 

きて しまって 新しい 穀物が 出来た 時で ある、 一 年も經 つと 云 ふと 變っ て：^ る 、「鎖， 燧 

改， 火」 其 時には 新に 火 を 瘠へ る、 さ う 云 ふ 風俗が あった ものと 見 える、 「期 可ヒ 矣」 去 年 

の 穀物が 盡 きて 新しい 穀物が 實る、 さう して 一年 經 てば 其 處で 燧を鑽 つて 火を改 

む、 喪 は 一 年で 止めて 澤山 であ， o ませう、 一 年で 宜ぃ では あ.^ ませぬ か、. 三 年 はお 過 

ぎる では あ b ません かと 問 う た。 する と 「子 曰、 食，， 夫 稻； 衣， 一夫 錦-於， 女 安 乎」 其 三年の 喪 

中に おいしい 穀物 を 食べ、 立派な 著 物 を 被る と 云 ふ i は 心に 於て 安んじて やれる 

が 、親 の^した あとに 二 年 も經た ない 中に さう 云 ふ i を やって 何ともな いか。 「田 

安」 平 氣 であ b ま す、 も う 一年 經 てば 平 氣の平 左 衞門。 所が 孔子が どう 言 つた かと 

云 ふ と 「女 安 則 爲， 之」 も う 見捨てた 言 葉 だ、 贵 檨 さ う 云 ふ考で やるならば や れ 「夫 君 子 

之 居， 喪、 食 k 不. 甘、 聞， 樂 不 居 處 不ゝ 女、 故 不， 爲也」 君子の 喪に 居る とき は、 旨 い 物 を 食 ベ 

て も. 旨 いと 慼 じな い、 又 結構な 一昔 樂を 聞いても 樂 しくな い、 又 居る 所が 如何に 立派 
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の 歿した 時には 三年 間 喪 を 守らぬ ければ ならぬ と 云 ふの が 孔子の 精神で あ b ま 

す。 喪に 當 つて はどう 云 ふこと を やる のかと 云へば、 いろくな 樂 みのこと をし 

ない、 卽ち音 樂を聽 いた b  、或 は 演劇 を 見た， o する や うな さう 云 ふこと を  一 S  g め 

て、 粗 末な 食物 を 食 ベ、 ^ 末な 衣服 を 著 て、 官途に 就いて 居る 者 は 其 官職 を 罷 め、 商賨 

して 居る 者 は 商 賣を廢 め て、 三 年間 親の 死ん： U あとだ からと 云って 悲しい 狀 態で 

居らなければ なら ぬ、 さ うして 如何に 皆い 物が あっても 食 ふに 忍びな い 、親 が 贫 ベ 

ない のに 自分 一 人 之 を 食べ るに 忍びな い、 又 如何に 結構な 昔 樂 だの 其 他の 樂 しい 

ものが あっても 聽 くに 忍びな い、 自 分 一 人聽 くの が 悲しくて 堪ら ぬ、 親 に聽 せる こ 

とが 出來 ぬ、 そ れで どうも 自分 一 人樂 しい もの を 見た b 聽 いた， o- する ことが 情に 

於て 忍びない、 親に 食べさせたい、 親に 見せたい、 親に 聽せ たいと 云ふ此 情が あるの 

に、 此情を 満たす ことが 出來 ないから、 父母の 死んだ 後三年 間 位は此 喪を實 行し な 

け. れ ばな ぬと ふの がと 云 孔子の 考、 と ころが 是には 孔子の 門人 も 困つ た、 三年 守 る 

と 云 ふこと は堪ら ぬ、 そ れで 門人の 中の 宰 我と 云 ふ 人が 之に ついて 質問 をして 居 

る。 此宰 我の 言 つたこ と を 申します と 「宰我 問、 三年 之 喪期已 久矣」 宰我は 孔子に 問 


も そんな 眞似 をして 

ば 孝と 言 へ ると 云 ふ 

す 此道は 善い 道 を 言 

善 い 道を實 行して 居 

ければ いかぬ と 云 ふ 

ば 三年 間 守 つ て 其 後 

續 して 行かなければ 

子 の 言 葉に 相違ない 

用の 出来ない やうな 

變 つて 居 る、 其 時 に は 

は變 へる が宜 い、 是 

ベた ので あ る、 今 日 の 

へ なければ なら ぬ、 そ 

こ と は、 孔 子 は 孝 を 重 


はなら ぬ、 そ れで どうも 此 

こと は 餘程考 へ もので あ 

つたので ありませ う、 孔 子 

つ た 人なら ば、 子供が それ 

意味 かも 知れ な いけれ ど 

は どん な にしても ま い と 

な ら ぬ、 是 は 何れにしても 

が、 此 孝の 見方が 十分で な 

見方で あ ます。 孔子 は 

或は 是で宜 かった か 分ら 

は 今日から 二 千 四百 年 も 

日本の 社會 について 述べ 

れ は 姑く 措きまして、 茲に 

んす るが ために 喪と 云 ふ 


三年 父 の 道を改 むる こと 

Ky ま す、 固 よ，^ 兹に 父の 道 

ら 


の考で は、 恐 

を 三年 間 位 

も、 さ ぅ解釋 

云ふ譯 では 

實行上 困る 

い" 今日 の 如 

聖人で ある 

ぬ が、 今 日 に 

前 の 支 那 の 

たので ない 

一つ 特に 諸 

こと を大變 


ま 

き 

-そ 

君 


く は 父が 立 

改めない や 

て も 困 る、 善 

かぬ、 善い 道 

とで あ， Cs ま 

開 け た 世 の 

れど もどう 

應 用が 出來 

會 について 

れで 斯う 云 

の 御注意 を 

大事に しま 


がな けれ 

と あ b ま 

派な 人で 

うにし な 

い 道なら 

ならば 永 

す、 是は孔 

中に は K 

も 時世が 

な い、 そ れ 

ぞィ カオ 

ふ は變 

惹 きたい 

し た、 父 母 
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に實 行したなら ば、 隨 分 弊害が ある こと 

ぐし なければ なら ぬ、 此 通りに 實行 する 

あ ひます。 それから 又 斯う 云 ふこと が 

之 道； 可 J ，孝 矣」 是 は 父が 生存して 居る 時 

逍を 執る か、 そ れに 依って 子供の 志と 云 

ふ 孝道 を爲す か、 そ れに 依って 其 子供の 

三年の 間 父の 道 を 守って 居らぬ ければ 

I 言 へ る と、 g う 云 ふので ありま す。 是 

ぬけれ ど も、 餘 程實 行し 難いと で、 さう し 

稅 弊害が あらう かと 思 ふ。 某 父と 云 ふ 

行く どころ でない、 何時 迄 も 守って 差 支 

ら ぬけれ ども、 天下の 父が 皆 さう 立派と 

な ひどい ハ乂： U の、 し だら のない いけない 

どころ でな い、 生存 中に 疾 くに 改めな け 


三 九 八 

ゝ 見なければ なら ぬ、 餘 程 今日は 解 釋を寬 

こ. と はどう も 今日で はいけ ぬと 思 ふので 

あ る 「父 在 観-其 志； 父 沒 P 其 行 一三 年 氫 fe< 

に はどう 云 ふ 具合に 父に 對 して 子供が 孝 

ふ ものが 分 る、 又 父が 沒 した 時には どう 云 

行の 如何と 云 ふこと が 分る、 父が 沒し た 後 

な ら ぬ、 m 年の 間 父の 遨を 守って 居れば 孝 

は 情に 於て は 誠に 立派で あるか 分 hsi せ 

て 又必ゃ 之を實 行す ると 言 つたなら ば餘 

者が 立派な 父で あれば 其 道 を 三年 守って 

な い、 永 く 守る ベ き やうな 立派な 道 かも 分 

云ふ譯 でな い、 ど う も その 博徒な どの やう 

父親が 隨分 世の中に ある か ら、 ど う も 三 年 

れ ば な ら ぬ、 生 存中 どころ でない、 一 日と 雖 


うな 所に 

尙 更むづ 

相違ない 

が 長生し 

ば ぬ、 卽 ち 

介と 云 ふ 

子供 も 孫 

藤圭 介と 

山間の 僻 

ならぬ と 

の 爲に宜 

-9 玄 * ける 

求る 方が 

であ b ま 
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留學に 出て 來るこ 

かしくな る、 此 「父母 

からし て、 此 通り に 

て 居る と き、 八 十 乃 

東京に も 西洋に も 

人 は 九十 九 歲迄生 

も留學 をし ないで 

云 ふ 人 は 東 京 に 居 

村に 年と つた 入が 

云 ふやうな こと は 

く な い、 靑年 は ド シ 

のが 却て 父母の 爲 

父 a- の爲 にも 宜ぃ 

す か ら、 其 處を考 へ 

ニ篇 孝道に 關 する 


とが 出來 ない、 又 西洋に 留學に 行くな どと 云 ふこと は 

茌 不， 一 遠 遊，」 と 云 ふ は、 餘 稃靑 年の 發 達に 妨害と なる に 

は ナカく 實 行が 出來 ない のであります。 殊に 父， ゆ 

至 九十 以上 迄 生きて 居る ときには 其 間 子供が 遠く 遊 

行かぬ としたら どうで あ b ます か、 餘 程 困る。 伊藤.^ 

きて 居った。 父母が あ、 云 ふ 長生の 人であって 其 問 

居る ことにな つたら 少しも 發逯 が出來 ない、 それ も 伊 

つた 人 だから まだ 宜ぃ が、 田 含の 漁村の やうな 所、 或 は 

居 る、 處 がそれ の 子供が 何時 迄 も 其處に K ら なければ 

餘程困 る、 そ れは靑 年の 爲に 害になる のみなら す、 社 會 

( 發 達の 出 來る道 を 開いて 出來る だけの こと を や 

にも 宜ぃ、 子供が 出來 なければ 詰らぬ、 子供の 發 透の 出 

が、 國 家の 爲 にも 宜ぃ、 さう して 又 人類の 爲 にも 宜 いの 

て 見る と 「父 母 不， 一 遠 遊； 遊 必 有^」 と 云 ふ MJ は 若し 厳密 
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のー篇 に 精し く 出て 居 b ます。 孝道と 云 ふ もの はどう 云 ふ 具合に 實行 せぬ ければ 

ならぬ か 其方 法が 書いて あ b ます。 それ を 讀んで 見ます と、 孝 道の 實 行の 仕方と 

云 ふ もの は實. に 厳重な ものであった。 今日で は ナカ 行へ な い、 迚 も 其 通 5. に 

行へ る もので ない、 社 會の狀 態も餘 程變遷 して 來た爲 めに、 內 則の 篇に窨 いて ある 

やうに 行 はないでも 宜 いやう になって 來て居 b ます。 其內 則の こと は 姑. く 措 き 

ま し て、 此 論語の 中に 見えて 居ります る 孝に して も、 餘 程 形式に 拘泥した 所が 見え 

る。 孔子の 敎は 非常に 良い 所があります けれど も、 又 或る 點に 於て は餘程 形式に 

拘 はる 弊が ある。 殊に 此 孝と 云 ふ 事に 於て は それが 甚だしい ので あ b ます。 其 

處は 今日は 孔子の 考と餘 程 違って 來て居 る、 又 違 つて 求なければ なら ^譯が あり 

ます。 今 曰 最も 適用の 出來 難いと 思 ひます る點を 二三 舉げ ます と、 先 づ 第一 に斯 

う 云 ふ ことがある。 「父 * 在、 不-, 遠 遊； 遊 必 有 y 方」 と あります。 父母の 生存 中 は 遠方に 

行って はなら ぬ、 遠 方に 行く 時には 必中 一 定の 方角と 云 ふ もの を 極めて 行かぬ け 

れ ばなら ぬ、 斯 う 云 ふので あ b- まする が、 そ れは 固よ b 成る ベく さう や つた 方が 宜 

いので ありませ う が、 今 日の 場 <f 口で は ナカく むづ かしい、 地方の 靑 年が 東京の や 


孝え 云 ふ 意 * を 此處で 御 話す る 必要 はあり ませぬ， 唯此 孝と 云 ふ 名 は 同じで あ 

る け れ ども、 孝と 云 ふ 意 * が 次第に 變遷 して 來居 るので はない か、 最早 餘程 變遷し 

て 居る ので はない か、 ど う 云 ふ 具 合に それが 變遷 して 來 つ、 ある か、 其 事に ついて 

少しく 考 へて 見る 必要が あると 思 ふ。 社 會莴般 の 事、 名 は 同じで あ ひまして も、 餘 

程 內容は 時勢と 共に 變 つて 求る ことがあ る、 現 に 吾々 日本人と 雖も名 は 同じく  n 

本人で も、 昔 の 日本人と 今日の 日本人 は 思想の 內容が 非常に 變 つて 居る。 さう 云 

ふ 具合に 此 孝と 云 ふこと について も、 餘 程 其內容 が變遷 して 來て居 る、 又 變遷 しな 

ければ ならぬ。 此 孝と 云 ふこと は元來 どう 云 ふこと を 言 つた ものである か、 そ れ 

を 一 っ考へ て 見なければ ならぬ。 で此 孝と 云 ふこと は 餘程廣 い 意 咏 にもと 使 は 

れて 居った のであります。 「夫れ 孝 は 天の 經な b  、地 の義な b  、民 の 行な b  、天 ， 地 の 經 

にして 民是れ 之に 則 る」 と ある を 見ても 分る。 • が、 大 體 父母に 敬愛 を盡 すと 云 ふ 意 

* に 解しても 差 支ない。 併しながら 其 頃の 孝と 云 ふ もの は、 そ れだ けの 意 咏に解 

释 すれば 今日と 雖も變 b はない やうであります る が、 其 實 行の 仕方と 云 ふ もの は 

迚も 今日の 人の 想像の 及ばない ほどに 厳重な ものであります。 殊に 禮 記の 內 W 
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孝道 觀 念の 變遷に 就いて 井上 哲 次. 0 


. 私は此 孝道 観念の 變遷に 就 

見やう と S,J  0 て 居 b ます 

此 忠孝の 孝で あ まする が、 

く、 古 來の 東洋の 敎 でも あ わ、 又 


て と 云 ふ 題 で、 少 しく 私の 見る 所 を 諸君に 述べ て 


此 孝と 云 

敎育 勅語 


はもう 今日 殊更に 述べ るまで もな 

現 はれて 居 b ますから し て、 普 通 の 


て、 人 間の 本體は 宇宙の 本體と 同じで あると 見る。 陽 明の 言 葉 を 以 て 言 へ ば、 卽 ち 

吾々 の 本體は 良知で あつ て、 良 知 は 宇宙の 本 體の現 で、 孝 と は それの 一 つの 有様で 

あると 云 ふ To になる のであります。 此說は 何も 藤樹 一人の 說で はない のでな り 

ま し て、 支 那に 於き ましても 矢 張 さう 云ふ考 はあった ので ありま す、 # 經 M  I 

e に かう ある。 虞淳 曰、 孝 在 沌 之 中； 生 ^天 生， 地 生 X 來、 都 是 這 筒 道理、 郞 人人 同 察 

的 良知と あ b ます。 これ 卽ち. 孝 は 夭 地 未畫の 中に あると い ふと 同 一 であ. る、 而 し 

て 斯う 云 ふ 見方 は 夫れ 以前に も ある 檨に思 ふ、 董 仲 舒の說 として 傳 はって 居る も 

ので あ， 9 ます、 孝 經集靈 上 (0 難お にかう ある- 河 間獻王 問， ー董 仲舒- 曰、 夫 孝 天 之 經、 地 

之 義、 何 謂 也。 董 子 對 曰、 天 有，， 五 行； 寿 木 ま 生、 K 火 主 fei 、季 夏 土 ま 養、 秋 金 ま收、 冬 水 ？成 。是 

故、 父 之 所， 生、 其 子 畏， 之、 父 之 所へ 長、 其 子 養， 之、 父 之 所， 養、 其 子 成 k 之、 諸 父 之 所 k 、其 子皆舉 承、 

而 續， 一行 之； 乃 天 之 道 也。 故 曰、 夫 孝 者 天 之經 也、 此 之 謂 也 と。 この 意味 は 春夏秋冬 を 火 

水 木金土の 五行に 合せ まし て、 其 五行の 運行で ある 自然界の 現象 を 人間界に 適用 

し、 そ の 間に 孝の 理を發 見せる の で、 孝 は 天地の 大法 卽ち 宇宙の 法則と なる ので あ 

る • 隨 つて 孝に は 哲學的 根據の ある ことが 明で あ る、 そ れ であるか らして 支那の 
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居る • 其 最も 著しい もの は、 我 國に 於て 陽 明 學の祖 と 言 はれて 居る ところの 中 江 

藤 樹の孝 論で あ， 9 ます。 藤樹の 孝と 云 ふ ものに な.^ まする と 余程 大袈裟な もの 

で あ る、 藤 樹の 書いた 本の 孝經心 法と 云 ふ 本の 中に は 「孝 は 天地 未畫の 前に ある 太 

虛の 神道な b」 と して ある。 天地 未 畫と云 ふの は 天地が 未： u 分かれない 以前の こ 

と で、 太 虛と云 ふの は 儒 数の 所謂 太 極. である。 是れは 又 朱 子の 解 釋と餘 程 違 ふの 

であ， 9 まし て、 孝 と 云 ふ もの は旣に 宇宙の 本體 であると 云 ふので ある。 此說 は餘 

程 分，^ にくい ので あ ますが、 藤 樹は孝 經援神 契に 元氣 混沌、 孝 在， 一 其 中 一とい ふ 句 を 

引 い て、 孝 在， 一 混 沌 之 中； 太 虛本體 之 神 靈、 在， 一方 寸ー者 爲， 孝、 所 謂未發 之中是 也と も ありま 

す。 其 他 藤 樹の翁 問答の 初め を 讃んで 見まして も、 孝 と 云 ふこと に關 する 藤樹の 

考は餘 程 特別な ものである ことが 分る。 而 して 之れ を 今日の 學說 からして 分析 

して 考へ て 見ます る と、 斯 う 云 ふこと になる と 思 ふので あ， O ます。 藤樹の 孝と 云 

ふの は 孝 を 行 ふ 所の 本體を 指す ので ある。 卽ち 孝の 用と 體とを 一緒に 見た 說で 

ある。 所謂 哲學 的直覺 主義に よって 孝の 用と 體. と を 一緒にした ので ある。 藤樹 

は 吾々 人間の 本 體と云 ふ もの は 夫 自身 旣に 太虚の 中に 存在して 居る もので あつ 


して 天と地との 氣を 受けて 生れ 來っ たもの が卽ち 人間で あるから して、 人性に は 

诌 から 天地の 氣が 入って 居る。 卽ち 人間の 中の 強い 者 は 天の 氣を受 け、 人 間の 巾 

の 弱い者 は 陰の 氣を 受けて 居る。 或は 人間の 中の 强ぃ者 は 夭の やる 職分 を 爲し、 

弱い者 は 地の 爲す 職分 を 取る と 云 ふので あ b ます。 それで あるから し て、 此 思 想 

か ら 言 へ ば、 君 と 云 ふ もの は 人間の 中の 强 いもの で、 天 の 如く 一 般の 人民 を ffi む の 

が 其 職分で ある。 臣は それと 反對 で、 天 を 尊ぶ 卽ち君 を 尊ぶ のが 當然の 職分で あ 

る。 是れは 天^の 自然の 理を其 儘 人間界の 行に 現 はした ものであります U それ 

と 同じ 原理で 以て 孝と 云 ふ こと も 出 來て來 る の で、 親 として は 子供 を 愛す る、 そ れ 

は 自然の 原理で ある が、 子 として 親 を 敬 ひ 親に 從ふ のが 當然の 本務で あ る、 そ れ で 

あるから して 孝行と 云 ふ もの は 決して 勝手に 出 * たもので はな い、 天 地の 逍を其 

儘 人 問の 行に 現 はした ので あると 云ふ考 である。 若し 此考を 以て 此句を 解释致 

しま すれば 能く 說明 がっく ので、 「孝 者 天之經 也、 地之義 也、 民 之 行 也」 と いって 少しも 

差， 支が な い。 

次に 陽 明の 方の 學 派になります る と、 此 句 を 他の 意 咴に 於て 哲學 的に 說 明して 
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こと も あ hs  、又 平 帝 も 序庠に 孝經師 一 人 を 置かし め、 其 後 も 代々 孝經は 支那に 於て 

の經 典と なって 居って ゐ たのであります。 隨 つて 孝と 云 ふ 考は矢 張 孝經に 書き 

現 はされ て 居る ところに 依って 傅って 居った ので あ， 9 ます。 

r 孝 者 夭之經 也、 地之義 也、 民 之 行 也」 と 云 ふ 句に 對 する 解釋 にも 諸 說 あります。 先 

づ朱 子の 解釋を 擧げて 見ます ると 云 ふ と、 朱 子 は孝經 について 二種の 註 釋本を 書 

いて 居る のであります。 其 一 つ は 朱 文 公定 古文 孝 經と云 ふので あ b まし て、 他 の 

一 の 本 は 朱 文 公刊 誤 古文 孝 經と云 ふので あって、 刊誤 古文 孝經 は、 古文 孝 經と今 文 

孝 經とを 比較し まし て、 其 の 中の 誤 を 正した ものである とい ふこと であ b ます • 

此本を 見ます と 云 ふ と、 矢 張 朱 子の 哲學 上より 說明 をして 居ります。 卽ち天 以， 陽 

生， 物、 父 之 道 也。 地 以驗 承 失 、母 道 也。 天 以-, 生 ，^常、 故 曰， 經。 地 以_, 承 順，^ 宜、 故 曰 JT 人 生-夭 

地 之 間； 禀，， 夭 地 之 性； 如-, 子 之 肯，， 像 父 母， 也 。得-夭 之 性， 而 爲_, 慈 愛； 得-地 之 性， 而 爲-恭 順； 慈 愛 恭 

順、 卽 所，， 以 爲 故 孝 者 天 之經、 地之義 と。 支那 古代の 思想から 行く と、 何 處迄も 世界 を 

二分す るので あ， CN まし て、 其 間に 强 いものと 弱い ものとの 差別 を認 め 、强 い 方の 側 

を 陽と 名付け、 弱 い 方 を 陰と 名付け、 陰と陽と の關^ が 天と地との 關 係になる。 而 


云 ふ 本 其 ものが 孔子の 手に 成った と 云ぶ こと を考へ る 者 はない だ らうと 想 ふの 

であります。 尤も 孝經の 中に も 古文 孝經 一 篇ニ 十二 章と、 今 文孝經 一 篇 十八 章と 

が ありまし て、 今 文 孝 經と云 ふの は隋の 經籍志 に、 河 間 人 顔 芝 所 ^、漢 初 芝 子^ 出. 之 

と あ hN ます。 何故に 其 を 今 文 孝 經と云 はれる かと 言 へ ば、 隸 書で 書い て 居る から 

であ，^ ま す、 之 れに對 して 古文 孝經 があります の で、 其 は隸 書の 前の 書體を 以て 書 

いて 居る もので あう て、 是れは 孔子 九 代の 孫 ゆ 鮒が、 本が 秦始 皇帝に 燒 かる、 こと 

を 恐れて それ を 壁に 塗 込んで 居った もの を、 洪 水で 其 壁が 崩れた 際に 發 見した と 

云 ふので あ， O ます- 併しながら 是 等の 說 は 何 れも疑 はしい 點がぁ b まする ので、 

今日は 孝 經と云 ふ 本 を 「ォ ー セ ン チ ック」 の ものと は 見 ませぬ で、 之 を 以て その ま、 

孔子の 言 とする こと は 困難な こと、 思 ふ。 併しながら 其 は孝經 とい ふ 本 其 もの 

が 孔子の 手に 成った もので ない と 云 ふことの 證據と はなる か は 知らない が、 孝 と 

云 ふことの 思想に 對 して 斯う 云 ふ考が 昔から あった と 云 ふこと は 拒む ことが 出 

求ぬ のであります。 加 之孝經 とい ふ 本 は 古 來大に 尊ばれた ので ある。 孝經^ 靈 

(S ま^) に據る と、 漢 の 文 帝 は孝經 博士 司隸を 置いて 專ら 孝經を 天下に 流布 さした 
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は 他に も 多くの 解釋が 載って をる。 卽 ち 「經 云、 孝 者 

して 此 言 葉 は 孝經の 中に も 引かれて ありまし て、 其 

とになる と、 ど うしても 常識的 迨德の 本務と して は 

ま す。 孝 行 と 云 ふの は 子が 親に 對 する 務 であるな 

か、 何故 地之義 であると 云 ふこと が 出て * るか、 是れ 

もさう 申します ると 更に 斯う 云 ふ 問題が 起る。 愛 

が、 其 經とは 何 を 指して 居る のか 甚だ 明かで ない， 

としま すれ ば、 孝 經と云 ふ 本が 果して 孔子の 作った 

へ たもので あるかと 云 ふこと が 問題になります。 

ィ ti C な 說がぁ b まする. の で、 今 日に ありまして 

作った と は考へ な い、 又 孔子の 敎を其 儘 述べ た 書と 

も 漢書の 藝文 誌の 中には、 孔子が 曹 子の 爲に 孝經を 

の 如き も 孔子の 敎の 一 部分 を曹 子の 弟子が 敷衍し 

ふやう に解釋 して g るので ある が、 今 日で は 孝經と 


と 訝しい 云 ひ 方の 樣 であり まし て、 今 日の 道德 思想から 言 へ ば、 孝 と 云 ふの は 子が 

^に對 する 務 であ b  、忠 と 云 ふの は臣が 君に 對 する 務 であるか らし て、 忠 と 孝と は 

本 務 の 「力 テ ゴ ジ ー」 が 違 ふので あ る。 「力 ープ ゴ タ 1」 の 違 ふ 二つの 本務が 1 であると 

云 ふの は W しなことの 檨 であ， 9 まする が、 こ れも 思想の 基礎 を 尋ねる ことに 依つ 

て 別に 訝し くもなくな る、 卽 ちそれ の 哲學的 基礎 を考へ る ことに 依って 其 疑が 解 

けて 行く と 云 ふので あ， 9 ます。 

孝と 云 ふこと は 先づ どう 云 ふこと であるかと 申します る と、 そ れに はィ" (I 

な說が あるので あります。 第一、 孝と 云 ふ 字義に ついて 孝宇釋 (鮮簾 t) とい ふ 本の 

中に 種々 の說を あげて をる。 今 其の 二三 を あげ ますれ ば、 爾 雅に善 事-父 母- 爲. 孝 と 

あ hs  、释 名に 孝 好 也と あり、 疏に孝 者、 道 常 在， 心、 盡，， 其 色 養， 中情悅 好、 承 順 無 怠之義 など 

いふ こと も ある。 此等は 至って 簡易に して 解し 易い 孝の 定義で ある。 又 古學派 

の 取って 居る ところの 論語 及び 孟子の 中に 現 はれて 居る ところの もの を 孔子の 

正 旨と 見 ますれ ば、 孝 とい ふこと は 極めて 卑近な ことであって 別に 深い 解 釋を要 

せぬ やうで あ， 9 ます。 何も 孝と 云 ふことの 哲學 などい つて 騷ぐ 必要 はない 樣で 
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三 八 六 

派 的の 考 から 極めて 實際 的に 勉めて 卑近に 解す る學 風に もよ る こと、 思 ふ。 卽 

ち 子が 親に 對し て務 むる ところの 本務 を. 孝 と 云 ひ、 臣 とし て 君に 仕へ ると ころの 

もの を 忠と云 ふ 風に 極めて 簡單に 敎へ傳 へて 來た のであります。 併し 忠孝に 關 

する 支那の 敎其 もの ゝ 中に は、 旣 にかう 云 ふ 見方で は解释 のっかぬ ことが 合 まれ 

て 居る と 云 ふので あ， 9 ます。 

なほ 本論に 入ります 前に 御斷 b をして 置かなければ ならぬ こ t は、 私 は 茲に忠 

孝と いふ 二つの 言 葉 を揭げ てあります が、 支 那に 於ても 旣に 忠孝 は 二 つの もので 

はない と 云 ふ 思想が あ ひます に 依つ て、 私 は 主として 孝と 云 ふこと についての 說 

明 を 致 し、 そ れの 哲學的 基礎に 說明を 試 み、 そ れを忠 と 云 ふこと にも 適用 せんとす 

るので ある。 而 して 忠と 孝と を 一つに； 見る 考 其の もの が、 旣 に 哲學的 基礎の 上に 

立って 初めてよ く說 明が 出來 ると 思 ふので あ， 9 ます。 孝經の 中に も 「以, 孝 事 k 則 

忠」 と 云 ふ 言 葉が ある。 又 同じ 孝 經の中 に 「資 一一 于 事 7 父 以 事^ 而 敬 同」 と 云 ふ 言 葉 も あ 

b  、「子 曰 君子 事， 親 孝、 故 忠 可き， 一 於 君 一」 と 云 ふやうな 言 葉 も あるので ありまし て、 忠 i 孝 

と は 一 つの ものであると 云 ふ 考は旣 に 支那に あるので あります。 一 寸考へ ます 


ふ。 (教育的 倫理 學) 

忠孝の 哲學的 基礎  吉田熊 次 

忠孝と 申し ますれば 我が 國民 遨德の 大本で あるに 依つ て、 何人も 分， 9 切った こ 

との やうに 考 へて 居る のであります。 又 忠孝と 云 ふこと は 極めて 卑近なる こと 

であ hs ますから し て、 其 意味 もさう 深い もので はな く、 深 い 根柢の 有る ことで はな 

ぃ樣に 思って をる 人 も ある。 甚 しき は 之れ を 全く 平凡なる 敎 であるかの 如く 考 

へる 人 もないで はない と 思 ひます。 けれども 私の 考 へます ると ころに 依る ，と、 忠 

孝と 云 ふことの 中に もィ "く の理が あるので あつ て、 之 れ を哲學 的に 解 释を致 

しま すれ ば、 確 かに 或 種の 哲學的 基礎が 含まれて 居る と 云 ふこと が出來 ると 思 ふ 

のであります。 世間で 忠孝と 云 ふこと を 極めて 淡白に 解释 する ことにな り まし 

た の は、 通 俗 的に 擴 つて 居る ところの 儒敎， の 影響に も 因 b  、且 は 朱 氏學派 或は 陽 明 

一 學 派の 稱 へて 居る 說， は餘 りに 牽強であって 孔子の 敎 でない と 云 ふやうな 復古 學 
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三 八 四 

差 はない。 又 其 節に は 大學生 は 松明 行列 をな すので ある。 英吉利に 於ても 國民 

が 其 皇室 を 尊ぶ 情 は 甚だ 強いので ある。 忠君の 敎訓 として 過去に 傳 はらな かつ 

た の は、 過 去の 事情の 然 らしむ る 所 で、 今 日 及び 將來は 次第に 皆 忠君 を^ぶ ことと 

思 ふ • 元よ b 我が 國の 如く 強くなる や 否や は 問題で ある" 現に 一月 二十 七日 は 

獨乙 皇帝の 誕生日と し て、 全 國の學 校が 我國 にて 天長節 を 祝 ふが 如く 祝賀 式 を あ 

げて 居る。 又愛國 心の 養成に は各國 とも カを盡 して 居る。 

私の 甚だ 奇怪に 思 ふの は、 我 が國の 忠君 愛國は 動もすれば 外國に 劣って 居る 點 

の ある ことで ある。 我國 にて は 口に 忠君 愛 國を唱 へな が ら、 內 心 は 利己主義の 人 

が少 くない。 それ も 忠君 愛國の 眞理を 悟らす して 思想に 統 一 が 付いて 居らぬ か 

ら でも あらう が、 實 に 痛嘆に 堪へ ぬ 次第で ある。 例 へ ば徵 兵に 行ぐ こと を 厭 ふと 

云 ふやうな こと は、 獨 乙 あた b に はない ことで ある。 國民 として 國の爲 に 事へ る 

こと は當 然と 考へ て 居る。 我が 國人は 口で はうまい こと を 言 つて 居る が、 實 * 際 は 

如何 はしい 行の 人 も ある やうに 思 ふ。. 是は 嘆か はしい こと で、 社 會 生活の 眞理に 

背き 國 民の 發達を 害する ものである。 敎育 者た る もの 大に思 を 致すべき 點と思 


獨乙 L1 於 

ける 忠君 


を 足した 事情 も あると 思 ふ。 少く 

巴に 於て は敎 へられて 居ない。 若 

て 居る 所の 家來 とか 武士と か 旗本 

がら 理想的 國家 生活に あ b て は、 决 

ではない。 故に 輓 近の 歐 米諸國 は 

が 高ま h,- つ ゝ ある 有 逢で あ b. ます 

近時に 於け る歐洲 の强國 は、 專 意 

意計畫 して 休む ことがない ので あ 

て 忠君の. 觀念を 持って 來て 居る。 

に 富んで 居る と 思 ふ。 獨 乙の. スト 

離 宮 が あるかと 云へば、 ス トラ ス ブ 

1 年の 戦役に 於て 獨 乙に 戾 つたの 

一 度 は 皇帝の 行幸が ある。 其 際に 

帝 を迎へ る の. であ ま す。 其. 有檨 

第二 篇 孝道に 閼 する 論 說 


とも 過去の 狀 態に 於て は、 忠君と 云 ふ德 は歐羅 

し 之が ありと すれ ば、 其 は 君主に 直接に 從屬し 

とか 云 ふやうな 範圑に 限られて 居る。 併しな 

して 君主の 利害と 臣民の 利害と 相反す る もの 

次第に 我國の 有樣に 接近し 求って、 忠君の 思想 

國 民の 發 達と 國 家の 利害と を 眼中に 置いて 銳 

る。 而 して 一般人 民の 感情 も 次第に 變 つて 來 

獨 乙の 國 民の 健全なる 分子 は 確かに 忠君の 念 

ラ スブ ダグに は 皇帝の 離宮が ありま す、 何 故 に 

〃グ はァ ダサ ス "ー レ ンの 首府 で、 千 八 百 七十 

である。 其 土地の人 心 を收攬 する 爲 めに 年々 

は 一 般 人民 は爭 つて 街路の 兩 側へ 整列して 皇 

は 我が 國 民が 陛下の 行幸 を歡迎 すると 大した 


^  .  V  "  I  , にい 二！  一 ュスニ 

又 さ う 云 ふ 社 會に 於て 初て 理想的 道德 とな b 得る ので ある. 所が 外國の 歷史を 

考へ て 見ます と、 多 く はさう 云ふ關 係に 行って 居らない。 君主が 臣民 を 見る こと 

恰も 家長が 家族 を 見る が 如く 一 般 臣民の 利害 を 以て 自己の 利害と 考 へた 例 は 極 

めて 少 い、 君 主と 云 ふ もの は 寧ろ 人民の 利害 を 省みす 其 を K 迫 し、 無 理に租 稅を徵 

收 し、 無 理に 懲罰す ると 云 ふ 風 に、 君 主の 利害と 云 ふ ものと 臣民の 利害と 云 ふ もの 

ife 容れ ない 場合が 多かった ので あ b ます。 それで あ.^ ますから 臣民の 側から 

云 へ ば、 君 主 は 自己の 保護者で なくして 壓制 者で あると 云 ふ 感じ を與 へた。 從っ 

て忠 君の 德が發 達しなかった ので あると 思 ふ。 

忠君と 云 ふ 観念が 歐羅 巴の 哲學 及び 倫理 學に 無い と 云 ふこと も、 彼 地の 社會事 

情と 關聯 して 居る。 ホッ ブスの 如 き、 皇 室に 關係を 有って 居る 學 者の 論 は 君主の 権 

利 を 重く 見、 君 主 を 尊ぶ こと を道德 上正當 と說 いた けれど も、 君 主の 利害 關 係と 反 

對の 側に 立って 居る 學 者の 說は、 忠君と い ふ德を 尊ぶ ベ き 者と して 敎へ て 居ない。 

是は 人情の 勢で ぁリ ませう が、 ま た 一 つに は學 者と 云 ふ もの は 主觀的 個人的の も 

の で、 自 分镞 手の 說を 吐く ものであると 共 に、 彼 地 の 社會の 生活が さう 考へ るこュ 


外國 LL は 

忠君の 敎 


動 悉く これと 關聯せ 


れを國 民 道德の 基礎と して ゆく こと は、 獨 り 理論に 悖， ら ざるの みなら す、 是 れ實に 

理想的 社會 生活の 必然的 要件で ある。 併し それ を 唯 口でば かり 忠君と か 愛國ふ 

か 云 ふので は 足りない。 以上の 理を 心底よ 

しめねば ならぬ。 

斯く忠 と 云 ふ 事が 大切で あ b 、且 つ 理論に 

て も 果して 忠君の 敎もぁ b  、忠 君の 例 も ある 

す。 此點に 於て は 忠君と いふ 事と 孝行と 云 

知って 居る 範圍に 於き まして は、 古 來 の敎訓 

敎訓を 下せる 例 は 外國に 見當ら ない。 然ら 

へ て 見ます ると、 これ は 全く 國家發 達の 具合 

君と いふ 德が 人生の 理想的 要件に な b 得る 

社會 生活と して 理想的 狀 態に 在 る と 云 ふ こ 

に 相 助けて、 へ ー ゲダの 所謂 交互 作用に よつ 


り 悟了し 二擧 一 

合って 居る 事で 

かと 云 ふ 考が起 

ふ 事と は 餘程關 

の 中で、 積極的に 

ば 是れは 如何 な 

が 違って 居る か 

とい ふ 前提と し 

とを豫 想す る、 卽 

て 無限の 發達を 


る ことが 


必要で ある。 忠君と 云ふ德 は、 さ う 云 ふ 社會に 於て 


あるなら ば、 外 國に於 

る であら ，フと ひま 

係が 違 ひます。 私の 

君に 忠を盡 せと 云 ふ 

る 事情に 因る かと 考 

ら であると ふ。 中し 

て は、 其の 國家 生活が 

ち 君主と 臣民と が 互 

爲す やうに なって 居 

の み發 達する も ので、 
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と 同じ やう に、 上 と 下との 闢係は 極めて 面滿に 極めて 理想的 に、 上 下 共に 其の 守る 

ベ き德を 守った と 云 ふこと も、 亦 此の 美德 を發揚 する に 至った 一 大 原因で あると 

見なければ ならぬ • 我國に 於て は 上に 在ます る 所の 君主 は 我が 國の. 父で あると 

云 ふ 大御心 を 以て、 常に 我が 國全體 の 繁榮卽 ち 我が 圃 運の 發 揚と國 民 全體の 幸福 

i を 服 中に 置かせられ て、 其 れを 大方 針と して 百般の 御 政治 をな された ので ある。 

此事は 我が 大日 本帝國 憲法 を拜讀 しても 能く 分る。 我が 國家 は、 我 が 國の發 達に 

對 して 積極 涫極兩 面の 施設 を 執る ので ある。 此等は 皆 君主の 大御 心に なった も 

の で， そ の 內容は 悉く 國 民の 安寧 幸福に 在る のであります。 恰も 家長が 其の 家族 

に對 して 幸 癲を圖 ると 同じ く、 君 主 は國是 として 我が 國 民の 繁榮を 圖られ 慈愛 を 

主として ゆかれる ので あ ます。 これ を 一家に 施せば 理想的 家庭と な b 、こ れ を 

一圃に 施せば 理想的 國家 となる， 斯う 云 ふ社會 生活 其 者 は實に 人生と して 理想 

^？の 者で あつ て、 其 れ 自身 尊ぶべき 價値を 有する ものである。 從 つて さう 云ふ舻 

% よ b 起る 听の忠 と 云 ふ觀念 は、 言 ふ 迄 もな く 理想的 生活の 法則と 爲 すべ きで あ 

ると 言 はねば ならない。 さう 考 へて 見れ ば、 忠 とい ふ德は 少しも 無理 はない こ 


忠孝の 盛 

二 1マ W 1 

たる 所以 


が 國土を 略奪し 其 住 を屈從 せしめた と 云ふ譯 では 

個人々 々が 約束 的に 日本 國と云 ふ もの を 建てた と 云 

いふ 一 つの 血族 的圑 體が擴 大して、 大 なる 家族と なつ 

國家 とい ふ 形式 をな して 發逢 を爲し て來 たので ある- 

家 は是れ 家族の 擴 大したる ものである。 されば 家族 

係 は、 國. 家 の 內 にも 行 はれる のは怪 むに 足らぬ ので あ 

を 持お ぬ もの 卽ち 日本 民族に 屬 しない 者 も外國 よ， 9 

人々， は 皆 我が 國家 組織の 中に 吸收 せられて 同族 關係 

ると 孝と い ふ德 が正當 であると 云 ふ 理由 を 移し て、 直 

と 云 ふこと になる ので あ ます。 卽ち 一方から 言 へ 

ら 言 へ ば 報恩の S に 合する 所以で あ り、 又 一方から 言 

以 で-あ. 9 ます。 これ 忠孝 一 致の 理 であ， 9 ます- 

而 して 我が 國に 於て 忠孝の 德の 盛に 行 はれ 得た と 

恰も 二 家の 家長が 家族に 對 する と 同じく、 又 天が 地に 


な く、 又 以前よ り 

ふ譯 でもない， 

て 治者 被治者に 

故に 我が 國に 

の 間に 行 はる ゝ 

る。 尤も 後世に 

入來 つた けれど 

となった ので あ 

に忠と 云ふ德 が 

ば 人情の 自然で 

へば 宇宙の 秩序 

云 ふ 理由 は、 我 が 

對 して 光 を與へ 


居った 所の 

大和民族と 

分れ、 其れが 

あって は國 

所の 道德關 

は 血族 關係 

も、 そ れ 等の 

る  さう す 

正當 である 

あり、 一 方 か 

に 合する^ 

國の 君主が 

惠みを 施す 
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忠孝 一致 

の理 


孝 

す。 

者が 

尤も 

ぬ か 

忠 と 

で あ 

in 侖 

る 力 

興 つ 

國 の 

此 

て 國 

る。 


.  三 七 八 

に 就て は 以上 述べた 通りで ある が、 忠 とい ふ 事になる と 事情が 大變に 逯 ひま 

忠とは 臣民た る 者が 君主に 對 する 關 係の 德 である が、 支 那に 在て は、 君 主たる 

一 般 臣民に 對 して 如何なる 心得 を もたねば ならぬ かと 云 ふ敎訓 は隨分 ある • 

支那で も 韓詩外 傅に は、 親 たる 者が 子に 對 して 如何なる 心得 を もたねば なら 

と 云 ふこと が說 いて ある が、 其 他に は少 いので ある。 又 外 國の例 を考ふ るに- 

いふ 敎は 殆ん どない といっても 宜しい。 而 して 孝よ，^ 忠に 移る 道行が 何う 

らう か。 我が 國 では 能く 忠孝 一致と 云 ふこと を 言 ひます が、 そ れは 如何なる 

的 基礎 を 持つ ものである か、 是 れは 無論 其の 國の 成立に よっても 違ふ譯 であ 

_ 先づ 一 般社 會の發 達を考 へ て 見れば 宜ぃ。 抑 も 國家は 社 會學上 如何にして 

て 来たので あるかと い ふ に、 國 々に 依って 多少 其の 狀態は 違って 居る が、 我 が 

狀 態に 就て 考 へて 見る と、 我が 國は 血族 圑體 が國 家の 始 b である。 我が 國は 

に^て 一大 家族に よりて 起った ものである。 皇室 は その 家長の 正統で あつ 

民 は 同じ 血族 圑體 では ある が、 皇室 の 末 家と して これに 奉仕して 來 たので あ 

 我 が 國の國 家 は 如何にして 出 來 たかと 云 へ ば、 他 國の 君主が 我 


ある， 上なる 者が 下なる 者 を憫 み、 下 なる 者が 上なる 者 を 尊敬す る は是れ 宇宙 自 

然の 理法 で、 孝 は その 一つの 現れ 方で ある。 此の 自然の 理法に 依って ゆく と 云 ふ 

こ と が、 人 間の 行 を 支配す る 自然の 法則で なけ れ" ば ならぬ。 夭 は 上に 在って 地に 

光 を 送 り、 地 は 天の 光 を 受けて 萬 物 を 生育す る。 是れ 上なる 者と 下なる 者と 互に 

其の 德を 交換す る 所以で ある。 孝行 も 其れと 同じ 理法で ある， 親 は 子 を 憫み子 

は 親 を 尊 び、 兩 者の 間が 圓満に ゆ く、 是 れ卽ち 宇宙の 大法に 依る 所以で あるか ら、 人 

の 行の 則と すべきで ある。 かかる 見方 も 亦 理由の ある ことで あつ て、 斯 う 云 ふ 解 

释を 致し ますと、 孝 行 は 獨. b 倫 理. 的 に 人生の 法則 を 全うする 所以で あるの みなら 

や、 進 ん では 宇宙の 理法に 合する 所以の 方法と なって 來 るので ある。 

ooooooooo  ooooooooooooooooooooooooo 

以上 三つ の. 見 地 は 何れも 理由の ある ことで ありまし て、 其 の 何れから 見ても 孝 

ooo  ooo  oooooo  ooooooooo  ooooooooooooo 

行と 云 ふこと は道德 として 大切なる ものである。 社會的 生活の 根本の 德と 見て 

o  o  o  ooo  oooooooooooo  、、ヽ ヽヽ、 /-、、、、、/•、、、 

差 支ない と 云 ふこと は. 明 かで あると 思 ふ。 之 を 諸 外 國の敎 訓に徵 し、 實 際 に 照し、 

又 其の 理論的 基礎 を 研究して 孝行と 云 ふ 事 を正當 なる ものと 認む るの は、 今 日 の 

倫 理 思 想 の 是認 する 所で あると 云 ふ 結論 を 下して 差 支ない と 信 やる。 
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あらう。 併しながら 其れ は その 人の 考へ 方が 間違って 居る ので あつ て、 人 生の 見 

方の 根本的 見解が 違って 居る ので ある。 少く とも 吾々 が 存在し 得る と 云 ふこと 

は 矢張り 父母 在る に 因る こと は 言 ふ 迄 もない。 而 して 吾々 が 今日の 如き 身體を 

もって 居る こと は、 其れ 自身 旣に 父母の 恩に 依って 居る と 云 ふこと も 明か な 事實 

である。 さう 云 ふ事實 があるなら ば、 其 の 事 實に對 して 感謝 し、 報 恩 を なすの が當 

然 である。 報恩と いふ こと を 主にして 父母 を 養 ふの は 適 富で ないか も 知れ ぬが、 

報恩と 云 ふこと が 孝行の 理論的 基礎の 一 つになる と 云 ふ 風に 考 へて も、 必 すし も 

道理に 戾る こと はない。 

それから 孝行と 云 ふ 事に 對 する 理論的 基礎の 第三と して、 是は 寧ろ 東洋の 哲學 

思想に 現 はれて 來る ことで あ b ますが、 孝 行と 云 ふ 事 其の 事が 旣に 宇宙の 大法に 

從ふ 所以で あると する 解释 であります。 陽明學 派の 孝行に 關 する 解 釋の 如き は 

其れに 近いので ある。 卽ち親 は 子 を 生じた ので あつ て、 親 と 云 ふ 者と 子と 云 ふ 者 

との 關係 は、 造 つた 者と 造られた 者との 關係 である。 造られた ものが 造った もの 

に對 して 服 從を爲 し、 孝 行を盡 すと 云 ふこと は 宇宙の 大法で ある。 自然の 約束で 


、、、、、、  、、、、、、、  、r、、、、r、r、r、rrr  、、、、、、、 

て 吾々 は 他より 種々 の 恩 を 受けて 居る けれど も、 家 族 生活と して 父母 及 祖父母よ 

ヽ、、 ヽ、、 、、、、、、、、、  、、r、、r、、、r、、r、、rr、、 

b 受 くる 恩よ b 大 なる もの はない。 其 恩に 報 ゆると 云 ふこと から 言 つ て も、 f 行 

は 道德上 大切なる は 明かで ある。 尤も 或 人 は 斯う 云 ふこと を 言 ふ。 子が 親の 恩 

を 感謝す る爲 めに は、 親 が 自己に 對 して 善い こと をして 吳れ たと 云 ふこと を豫想 

せねば ならぬ。 若し 親が 自己に 對 して 善い 事 をして 吳れ ぬなら ば 感謝す る 必要 

はない。 例へば よく 敎育 をして 吳れ たなら ば 初めて 感謝す る價 値が ある。 よく 

敎育 をして 吳れ なけれ ば、 恨 みこ そ あれ 感謝す る 必要 はない と 斯うい ふので ある。 

甚 し. き は、 自 分が 此の世の 中に 幸福に 生活して 居るなら ば、 此 の 世の中に 出して 貰 

つた 親に 對 して 感謝す るが 正當 であらう が、 若 し 世の中が 苦しくて 厭 で、 寧 ろ 生れ 

なか つた 方が 宜か つたと 感 する 場合に は、 親 に對 して 恩を感 やる 必要 はない と 云 

ふやうな こと を 言 ふ 人 も ある。 成程 報恩に 關 する 锂屈 として は 尤もで ある。 W 

し 自己の 生活 を悲觀 すると 云檨 なさう いふ 考へ方 其れ 自身が 間違って 居る。 人 

生 は 上 を 見れば 限りが な く、 又 下 を 見ても 限り-がない ので あるか ら、 縱 令 自分 は 金 

殿 玉樓に 居る 身であって あ、 此 の 世に 生れた こと を 不足に 思 ひ、 不 平 を 云 ふこと も 
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三 七 四 

卽ち 孝と は社會 生活が 圓 滿に爲 さる ゝ 場合に 於て 自然に 起って 求る 所の 親子 間 

の 感情の 一 であ ひます。 而 して 人類の 生活 は 社會的 生活に 外ならぬ。 社 會的生 

活の 最も 圓満 なる 形式 は 何で あるかと 云 へ ば、 有 機的關 係の 最も 密接に 圓滿に 行 

はる ゝ ことで なければ ならぬ。 有機的 關 係と いふの は、 1 つの 者が 他の 者 を 助け、 

他の 者 は その 者に 對 して 助け あ ふこと である。 かかる 相互 的關 係が 社 曾 生活の 

、  o、r、r  rr、*、、rr、r ヽ、、 、、、、、、、、、、、、、、、、 

本質で あつ て、 此 の關 係が 圓満に 行けば 行く ほ ど、 其 の社會 生活の 形式 は 理想的に 

、，、、 r  r、rr、r、、  oooooooooooooooooooooo 

近いと 言 つて 宜 いので ある。 此 意味に 於て 家族 的 生活 は 社會的 生活の 最も 圓満 

ooo  0000000,000000  厶厶 厶厶厶 A 厶. A 厶厶 <IA 厶厶厶 

なる もの、 一 つと して 宜 いので ある。 孝 はか かる 理想的の 社會 生活 卽ち 理想的 

<1<1 厶厶厶 <3 厶厶 <J*1<"A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <JA 厶厶 厶厶厶 <J<J 厶厶 厶厶 

人生の 間に 自然に 發揚 して 來 る 感情で あるか ら、 其 の 感情 を 保存す る ことに 依つ 

厶. <<"<! 厶厶  <- 厶厶 厶厶厶 厶厶. < "厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 

て 愈-社 會 生活が 圓 滿に遂 げら れ、 完 全に 理想的に 人生が 遂げられる 道理で ある • 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<"厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 AAA 厶厶 厶厶厶 

其の 點 から 言 つ て も、 孝 行と 云 ふ德の 大切なる こと は 明白なる ことで ある。 

其れの みならす 二 般社會 生活の 德の 一 とし て、 他 より 恩 を 受けた る 者 は、 其 の 恩 

に對 して 感謝 をす ると 云 ふこと は當然 である。 これ は 佛敎の 所謂 報恩の 理 であ 

つ て、 如何な る道德 說と雖 も、 謝恩 及 報恩 の 美なる こと を 認めぬ もの はない。 而し 


孝の 德は 

日本の 專 

有に 非す 


孝行の 理 

譎的慎 値 


美德 とする 事 實を說 く) 

、、 rr  、、ヽ 、、、、、、  rrrrrrrr、rrrr  、、、、、、、、 

孝行と い ふ德が 我が 國の專 有 物で あると 考へ、 外國に はない けれど も、 昔 からの 


仕來 b であるか ら、 い め  ) ながら 孝行せ ねばなら ぬと 云 ふやうな 考を もって：^ 

、、r ヽ、、 、、、へ、、、、、、、、、、、、、、、  ooooooooo 

る 者 あら ば、 其 れは 根本的 間違で あると いふので あります。 吾人 は 孝行の 文明 世 

oooo  oooooooooooooooooooooo  ooooooooo 

界の國 民 道德に 共通な る 美 德. で あると 云 ふこ と を 確信し 、熱心に 眞 面目に 其の 类 

DOOO  OOOOOOOOOOOOOOOOOO 

德 を發揚 する ことに 力めて 行くべき であると 思 ふ。 以上に 述べた 所の もの は 外 

國の 例で ありまし て、 忠 孝の 偷理的 基礎 を 攻究した 譯ぢ やない。 外 國で行 はれて 

居る こと は必 すし も 善い と 云 ふこと に はならない。 外 國で行 はれて 居る ことで 

も 間違って 居る ことなら 之 を棄て 、ゆく の が、 文 明國 民の 遣り方で なければ なら 

ぬ。 外國の 例に 盲從 する 必要 は 毫もない ので ある， 

然 らば^に 飜 つて 孝と いふ 道 德觀念 は 理論的に 考 へて 倫理 學上價 値が ある も 

のか 何う かとい ふこと を硏究 する 必要が あります。 前に も 申しました 通 り、 孝 と 

い ふ德は 主として 感情に よって 養 ひ 得る 德 であ. 5 まし て， さ う 云 ふ 種類の 感情 は 

家族 的 生活が 圓滿に 行 はれて 居る 際に は 自然に 起って 來る 所の もので あ b ます。 
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うし ませう か。 其 時 は 是非な く 理屈 を 云 はなければ ならぬ。 と 云 ふの は 我が 圃 

は萵國 と 交 を 結び 彼我の 文物 を 交換す る 結 果、 我 が 國民は 色々 の 思想に 接 し、 從 來 

の 如く 我が 邦土に 發 生して 求た 所の 思想 だけに 包まれて 居る 譯に は往 かない。 

明治維新 後の 思想の 變 勤が 事實に 於て 之を證 明して 居る ので ある。 旣に 我が！： 

民が 覺め たる 狀 態に あります か ら、 我 が 國の傳 說的遨 德に關 して 種々 の 疑惑が 起 

つて 來て 居る ので あ， 9 ます。 其 惑 ひ を 解いて やる に は、 理 屈 を 以てする よ 外に 

仕方がない。 私は敎 育に 從 事して 居らる ゝ 諸君に 向つ て、 理屈 づ めに 忠孝の 觀念 

を 卷 ひなさい と御勸 めする 考は 毫もない。 是は 忠孝の 觀念を 養 ふ 正當の 方法と 

は 思 はぬ。 理， 屈の 必要 は傳說 的の 敎訓に 疑惑 を 抱く 時期に 達した る 場合に 於て 

起る ので ある。 又は 疑惑 を 起さし むる やうな 誘惑の ある 場合に 於 て、 そ れ の防襯 

策と し て、 忠 孝に 關 する 理屈 を說 かなけれ ばなら ぬと 云 ふので あります： 

私 は 忠孝の 倫理 學的 批評 を 致します る 前 に、 先 づ 忠孝 は 我が 國 特有の 道德 であ 

ヽ、、 ヽヽヽ 、、ヽ rr、rrrrr  、ヽ、 ヽ、、 、、、 、、ヽ 、\o、  r' ： 

つて 外 國には 無い ので あるか 何う かと 云 ふこと を 明かに したいと 思 ふ (中略 基 

督敎も 孝行 を敎 へ、 希臘 思想に 於ても 孝 を 善と し、 其 の 他 近世に 於ても 孝行 を 一 の 


神 作用の ある も の、 感 覺と 感情 

じ、 類の ものと 居す る こと 

家族の 中に、 親と 子と が 長い 年 

と し て、 親 は 子 を 愛し子 は 親 を 

然 の然. らしむ る 所で、 人爲 的に 

と 云 つても それと 同じ ことで 

月 の 間、 同 じ鄕 土に 於て 生活 を 

に 孝の 感情が 起る が 如く、 君主 

もまた 人情の 自然で あ hs ます。 

議論に 依て 築き上げられ たる 

的に 自然に 人情の 美を發 揮し 

屈 を述ぶ る こと は餘り 望まし 

忠孝 を 慕 ふの 狀 態に 長く 在り 

たる 夢の 如 く、 極 めて 快き もの 
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との ある もの 

によって 慰む 

月の 間 同居 致 

慕 ふやう にな 

理屈 を 付けて 

ある。 我が 國 

績 けて 往 きま 

と 臣民との 間 

それで あ b 

も の に 非 やし 

て 出 來 上った 

く 思 はな い。 

たいので あり 

である。 併な 


は、 獨 りで 居る ことによって 寂寞 を戚 

は、 自 然の 心理的 要求で あると 思 ふ。 

しますなら ば、 其 間に 自然の 心理 作用 

る もので あつ て、 孝 の 觀念は 人情の 自 

作った ので はない のであります。 忠 

の 如く、 君 民 同祖の 關 係に 於て 長き 年 

すと 云 ふ と、 家 族 的 生活に 於て 親子 間 

に は忠の 感情が 起る ので ある。 これ 

ます か ら、 我 が國民 道德の 大本 は、 元 々 

て、 我が 國 特殊の 國家 組織の 間に 傅說 

ものである。 故に 私 は 忠孝に 就て 理 

寧ろ 理屈な し に、 自 然の 人情よ りして 

ます。 此狀態 は 恰も 春の 夜に 結ばれ 

がら 旣に 一 度 夢より 覺めた 曉には ど 


說  三 七 


in 七 o 

あ hN ますから し て、 先 刻 二十 四 孝の こと を 鳥渡 口走りました 序 に、 御 話 致して 置き 

ますので あ b ます が、 道 德を 致して 愚になる の、 馬 鹿になる のとい ふ譯 はない。 今 

日 は 道徳が 是非 必要であります からし て、 思 ひ 付きました まゝ 申し上げました の 

であります。 (弘道 館に 於け る演說 ) 


1 の忠 

孝 は 人情 

の 自然 ふ 

リ趄る 


、我 

o 

活 

よ 


我 

、 

、 

力 

の 

ァ 


力 


發 

も 


忠孝の 偷理學 的 基礎 

國民 道徳の 大本と しての 忠孝 は、 感 情 を 基 

ます。 我が 國の 忠孝の 觀念は 理屈で 築き 

の社會 生活に 自然に 湧き出て 來 た 感情で 

oooooo  oooooooooooo 

達する 際 に、 人 情の 自然と して 起って 來る 

間 は 生れな が ら社會 性 を 持って 居る 者で 

スト テレスの 認めた 所で ある。 人類に 限 

，同類と 同居す る こと を 好 み、 集 合 的 生活 を 


吉 i 田 熊 次 


礎と する も 

、 r  、  、  r 

上げた もの 

， r  r  、 

あります 

o  o  o  o  o 

ものである 

あると 云 ふ 

ら す、 下 等 動 


ので 理論 以上の もの 

、r  、、、、、、、 

で なくして、 傳說 的に 

ooooooooo 

我が 國の 如き 社會生 

ooooooooo 

と S ふので あ.. 9 ます。 

>  W  I は、 旣 に 希 臘に於 

物に 至る 迄、 獨 居す る 


望む のが 常で あ 苟も 精 


の 傍に 

P  ， フに 

し 方 も 

され ど 

れ ばな 

吳猛の 

やうな 

であり 

ぬ こと 

か ら、 そ 

ど k 苦 

にも 才 

b 、又 は 

貭の引 


裸體 

した 

な い 

も 忠 

ら ぬ 

蚊帳 

こ i 

ま せ 

で、 あ 

ん な 

し い 

覺 を 

極端 

^ し 

第 二 


の 


臣 


の 


こと 

、， こと 


なって 寐て 居ました。 自分 だけで 喰 はれて 親の 所に 蚊の 往 かない 

で、 此 の 上 もない 貧乏 で、 又 何分 子供であって 見れ ば、 自 分の 力で は 致 

とで あ，. o- まする から、 これ 等の こと は實 に？ M すべ きこ と であ 

の 話、 孝 子の 話钚 は： g 物で な く、 實 際 自分の 身に 行 はる 

とで あつ て、 話 で聽 いて 身に 能き なくて は 一 向詮 もな 

こと は 親類が あつたか 知れ ませぬ が、 自 分が 大きくな つたら 

して、： 時 蚊帳 を 分別した 方が 却って 本當の 孝道 をす る こと 

自分が 裸體に なって 寐 て 居た 所で、 蚊が 往 か ぬ と. い ふ譯に 

併ながら 人から 救助 を 仰ぐ とい ふ こと は、 面白く ない こと 

はせ ぬで も 宜しい と 高尙に 構へ て 居る もの は 格^で あ b ま 

と をせ やと も、 孝 道の 行 へ る 道 は澤山 ある ことであります か 

へたい と考 へます。 昔の 書き ものに は、 隨 分 多く あや 飾りが 

に 走って 往々 事 實の眞 相 を 失 ひ、 其 の 人の 品格 を 下 し、 俗 に 謂 は 

とい ふ檨に 相な b  、今 日から 見 ますれ ば、 事 實上 ある まじき こと 
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でな け 

である。 
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三 六 八 

に 書いて あるの は、 裸 體 になつ て、 氷 が 張り詰めて 居る の を 俯 臥に なって 體 熟で 氷 

を 解かして、 鯉 を 捕らう とした 所 が、 旨 く 鯉が 其の 下に 居って、 忽ち 躍 b 出て、 親に 與 

へて 喜ばした と 記載した 本が あ b ます。 これ は 餘程附 加った 話 で、 裸 體 になって 

氷 を 暖めて 鯉 を 取る 钚 とい ふこと は、 身 體が 凍って 迚も 出來 ませぬ。 原の 本 を 調 

ベ て 見ます る と 「將 一， 裂， 氷 求 之」 と あります。 氷 を 裂く といへ ば、 柬 京邊 りで は 分 b ま 

せ ぬ が、 私 の國 钚 は北國 であります か ら、 寒 中 氷が 張りつ めて 居る で、 夫 れで魚 を 捕 

ます 時に は、 ザ ィホジ とい ふこと を 致します。 此の ザ ィホジ とい ふの は、 幅 三 四 

寸に長 六 七寸の 木片の 具ん 中に 穴 を 明け て、 竹 を 通し て、 竹 の拔 けぬ 樣に 堅く 織め 

て、 氷 を 割って 彼の 木片の 附 いて 居る 方 を 入れ て、 頻 に 水に 突 込んで は 上げます" 

鮒な ど は 氷が 張り つめて 居ります か ら、 水 が動搖 する と、 何 か ある ことと 思 う て、 其 

處に 寄って 來る。 丁度 今の 木 を 入れた bffi したりして 居る 時 に、 水 と共に 鮒が い 

くら も 出て * ます" それ を 直ぐ 捉へま す。 塞 中には 皆 さう して 取 もます。 王 S 

はそんな 方法で もあります まい が、 そ んな 趣向に して ^も 捕へ たとい ふので あ， 9 

ませう。 又吳猛 とい ふ 人 は 貧乏で あ もまし て、 蚊 帳 を 買 ふこと が 出来ない の で、 親 


知-其 非 _ 有 也」 と いふ ことがある。 借物で も 久しく 先へ 返さな けれ ば、 卽 ち 自然 其の 

人の 物に なって 來る とい ふこと であるから 致しまして、 何でもよ い 事 を 見 おひ 間 

習 つ て、 さ うして 眞似 をす る が、 卽 ち 善人になる 所の 手近の 方法で あると 申して あ 

h- ます。 此の 鷹 山 公な どの、 一 入を稱 して 他の 人に も 一 般 夫れ に 習うて 善い 人に 

させる とい ふの は、 同 じ譯 であ，^ ま す。  ：： 

序であります から 鳥渡 申し上げて 置 きます が、 先 に 二十 四 孝の こと を 申し まし 

たが、 彼の 二十 四 孝 は 何時頃 出 * たもので あるか、 確と 知り ませぬ が、 支那の 元の 世 

の 頃の 立派な 人で も あ， 9 ませぬ であらう が、 俗 物 か 何か^ 斿へ たもので あ ませ 

う 力 其の 書い たる ことに 於き まして は、 至 つて 可笑しい こと も 載って 居ります A 

ら、 其 の 通り やる こと は 出 求ぬ 事柄 も 多くあります。 依って 其の 形を眞 面目に や 

ると 愚になる 钚 とい ふ 非難が あ b まする が、 成 程 そんな 譯も ない とはい はれます 

まい。 王祥は 至って 篤行な 人で あり、 至 つて 孝行な 人であります からして、 二十 四 

孝 中 屈指の 人で ある。 寒中に 親が 鯉 をね ベたい と 申されました からして、 鯉 を 取 

b に往 きました。 極く 孝心で ある。 夫れ は 宜しう ございます けれど も、 其 の 俗 本 
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を 得^-うと 田 0 う て、 

ので あるか ら、 是 れ 

夫 を 待つ て 褒美 を 

を すれば 滿足 する 

ます。 右の 譯で卽 

しま すれば 向う の 

兄弟 中が 宜 くなる * 

彼 もさ， フぃ ふ こと 

のとい ふやうな 不 

とで あ ませう。 

せぬ ければ 噓 であ 

ふ 理屈 論 も あ， 9 ま 

で、 自然 生れ 付きな 

ませぬ か ら、 善 き 人 


三 六 六 

さう して 親を脊 負って 出掛けて 來 るの は、 親 孝行の 眞似 をす る 

も 孝子で ある、 褒 美 を 取らせて 宜ぃ、 心底から 親孝行の 者が 出て、 

吳れ やうと い ふ 積り ではない からし て、 誰 も 彼 も 親孝行の 眞 似 

と 仰せられ まし て、 同 檬に御 褒美 を 下す つたと い ふこと が あり 

ち理は 同じ ことであります からし て、 卽 ち 一 人の 人が 親孝行 を 

人 も 夫れ を眞 似る、 こ ちらの 人が 兄弟 中睦 じければ 隣家の 人 も 

御 互に 習 ひ 合 ひまし て、 善 き 人の 手本 を 採って 眞 似る。 誰も 

になれば、 一 般の 風俗に なって、 格別 親不孝： U の、 兄弟喧嘩 する だ 

都合な 人がない やうに なり まし て、 風 俗が 淳良に なるとい ふこ 

世に 八 釜 敷い 議論 を 申す ものが あ b まし て、 心 から 善い こと を 

る、 詐 であるか ら、 誠 の 心 を 持って しなければ 孝行に ならぬ とい 

すけれ ど も、 良 くないの であ b まし て、 鎏 人と か 賢人と か 申す 人 

れば知 b ませぬ けれど も、 天 下の 人が 皆 さう い ふ 人 計で も あり 

-ンク リテ  ィヅ クン ゾ 

の 眞似を し、 稽 古 をして 宜 いこと である。 孟子 に 「久 假 而 不 惡 


橫 切って、 若い 男子が 老人 を脊 負って 通った 

た 所 が、 あ れは 何の某と 申す 者 で、 至 つて 親に 

人 を 負って 此處へ 出掛けて 參っ て、 親 に 保養 

と 云 ふ こと を 申し上げました 所 が、 感 心され 

ありました。 夫から 又 他日 御 出 ましになる 

を脊 負つ て、 遨 の 側 を 通， 9 ました。 是も 先日 

からし て、 褒 美 を 取らせて 遣れと 仰せに な b 

う も 先日の 者と は大違 ひで あつ て、 先 日の は 

男 は 承 はり ますれば 至って 橫著 もの で、 酷 く 

分、 孝 心の 者が 御 褒美 を 戴い た こと を 聞き ま 

眞似 をし て、 御 褒美 を 得 やうと 巧 む 趣 で、 誠 に 

遣る ところではな く、 逐 っ拂 つて 叱って 遣つ 

上げました 所 が、 ィ ャ、 そ り や あさう い ふ譯で 

めて 孝子と 云 ふ もので はな い、 先 日の 孝子が 


- 何者で あるかと 御 訊問に な，9 まし 

ぎ 行で あつ て、 朝 夕よ く 仕へ まし て、 老 

さ せ、 誠 に 近邊の 褒め 者に なって 居る 

ま し て、 褒 美 を 取らせろ と 云 ふこと で 

時 に、 同 樣の樣 子で 若い 男が 老人の 親 

と 同じ 樣な 孝子で 奇特な ものである 

ました 所 が、 御 側に 居る 者が、 これ は ど 

至って 孝心であります けれど も、 此 の 

親 を 粗末に しま す、 先 日 御 出 ましの 時 

して、 御 褒美 を 得ん が爲に 今日 孝子の 

撗 著者で あ b ますから し て、 御 褒美 を 

て. しい もので あ b  す と、 斯 ，フ 申し 

はない、 心底から して 親孝行 をして 始 

御 褒美 を 得た からし て、 自 分 も 御 褒美 
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は 人ケの 固有の 本分 を盡し て、 さ うして 忠孝 仁義の 道 を 行 ふやう に 致したい こと 

であると 考 へま 1。 併ながら 固よ b 敢て大 孝子に な， 9 ました り、 大 忠臣に なって 

贳 ひたいと いふ 樣な 六ケ 敷い 望 はない。 昔の 二十 四 孝と いふ やうに 難行苦行 を 

堪へ ねばならぬ i いふ 譯 でも ありませ ぬ。 一 と 口に 申します ると、 一 通， 9 の 孝道 

を 行 ひ、 不孝 不忠に さ へ ならな けれ ば、 先 づ それで 宜しい ことで あらう と考へ ます。 

さう 申します ると い ふ と、 何 か大な る 孝道 や、 大 なる 忠義な ど はせ ぬで もよ いとい 

ふやう に 聞え ます けれど も、 さ うい ふ譯 ではない のであります。 ー體 どうも 大孝 

大忠を するとい ふこと は、 素 よ， o 人の 勸め や、 人 の說 諭で なる もので はあり ませぬ 

從來 其の 人が 天稟 至孝 至忠 であります から 致し まし て、 さ うなって * る もので あ 

る。 であ hN ますから 致しまして、 一 咬の 人の 事に して 見ます ると い ふ と、 卽 ち 不忠 

不孝の 人々 がな く、 淳 良 忠實の 風俗 を 成し まし て、 さ うして 人間の 道 を 立 て、 人 間 の 

土 臺、 卽 ち 其の 程度 を 美しく 定めたい の で、 國 內 一 般に 不忠の 人 もな く、 不 孝の 人 も 

なくなり ますれ ば、 結 構な ことで は あ， o ませぬ か。 

昔 鷹 山 公で ありまし たか 知り ませぬ が、 他 へ 御 出掛けの 時 に、 其 の 御成 りの 道 を 


日 本 は 他 國と違 ひまして、 神代 は W 措き、 神武 天皇 以來 にても、 二 千 五 百 六十 年 

も績 いて 來た 所の ものである。 其の 間 風俗 を 成した る 所の もの は 何で あるかと 

い ふ と、 忠 孝の 二つが 大 いなる 本 を 成して 居る ので あ， 9 ます。 卽ち 前に 述べた 朝 

廷 幕府の 御世 話 が、 風 俗 製造の 根本であります。 然るに 外國と 交際 をし なければ 

ならぬ とい ふこと であ ますから し て、 外 國の風 を 見 倣 ふとい ふ ことにな hs  、遂 に 

外 國人を 親分に 致した とい ふこと である。 田舍 者が 東京へ 奉 a に 出ます るに 就 

て も、 國 の 親 を 連れて来る 譯に往 きませ ぬか ら、 別 に 親分 を 立て 、奉公 をす る。 そ 

れは それで 宜しい けれど も、 國 家の 上で は 少し 考 へなければ ならぬ。 外國と 交際 

する に は、 外 國の 風儀 を 少し は 見習う て、 從 前の カタ ズ ンで 居る 所 を 少し は 平たう 

交際す るの は 宜しう 御 坐い ます が、 併 ながら 親分 をと つてから し て、 遂 に 本當の 親 

まで 打 捨て、 仕舞 ふとい ふこと は逆檨 事で ある。 目前の 事の 爲にニ 千 五 百有餘 

年 來の親 を 捨て まし て、 俄 に その 假親を 取つ て、 從 前の 事 を 打 捨てる やうな もので 

ある。 ^て 見 ますれ ば、 竹 に 木 を 接ぐ やうな もので あつ て、 間 違った 話と い ふ も の 

である。 であ，^ ます から 致し まし て、 外 國 交際 は 別段と い たし まし て、 國 內の 付合 
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さする とい ふ ものである。 夫れ は 目前の 愛情に 堪へ かね て、 親 の 仰せに 背 き、 倶 々 

に 籠城して 死んで 仕舞った ところ が、 却 つて 親の 意に 違 ひ、 親 の 希望 を 空しう する 

もので あ. 9 ますから し て、 義を以 て 情を斷 じ、 親 を 捨て ゝ 君に 從 ふとい ふ、 こ れ等は 

すべ て 此の 中室淨 人の 狀 にある 意味 合と 相 表裏し て、 大 いに 國 のために 力 をいた 

し、 君 恩 を 報す ると 云 ふ 所の 忠臣 孝子であります。 何せ なれ ば、 元 々親 も 先祖 も か 

く 心掛けて 居れ ば、 其 の 通り 行 は ざれ ば、 却 つて 不孝と なる からの ことで ある。 そ 

れ であります からし て、 後 世 戰爭に 出ます る 時に は、 皆 讓狀を 書い て、 家 の 處分を 付 

けて、 然る 後に 出立す るな ど は 一 般の 風儀であります。 又 軍事に 從 ひます るに も、 

病 氣钚と 申す ことで. 斷 ります る は大變 臆病な ことで あると い ふ譯 になって 居る。 

さう いふ 風に 一 般に皆 國家を 大^に 致 し、 主 人 ^ 深く 思 ひ 居る と 云 ふの は、 他 國 に 

於て 見る こと は出來 ませぬ。 右の やう に、 子 は 父 を、 臣 下 は 君 を 深く 敬愛 し、 そ れ か 

ら 兄弟の 間 柄、 夫 婦 の 間、 又 隣 里 鄕黨の 附合钚 と 申す こと が、 凡 て 其の 忠孝の 二つ か 

ら 生み出し て、 さ うして 手 篤くな つて 參 ります の が、 日 本 固有の 性 質、 固 有の 風俗で 

あらます  


も、 先 づ 「禮 敬 を 公け に 致し 云々」 とあります からして 見 ますれ ば、 高 官に 昇って 學問 

の ある 人 は、 勿 論 深く 夫れ 等の 譯を 心得て 居つ て、 君 を 大切に し、 國 を 先ん じ、. 一 心 に 

奉公 を 致す は 知れ 切って 居る。 かく 忠義に 厚き 處 が、 卽 ち 日本人の 持ち前で ある。 

支那 あたりで は 決して かやう に 手厚く は參り ませぬ。 夫れ よ b して 彼の 武士 近 

と 申し て、 後 世の 武造 を勵む 人に 於て も、 自 分の 家と 身 をば 後に して、 一 圖に 君の こ 

とに 奉公す る。 彼の 三浦大 介が、 賴 朝の 石橋 山に 敗れた 時に、 必す 何處ぞ へ 身 を 匿 

して 居る であらう か ら、 先 途を 見届ける やうに と て、 子 供 等に 自分の 手許 を 去って 

賴 朝に 從ふ樣 に 申し付けた。 大介は 此の 時 八十 有餘 で、 殆 んど死 旦夕に 迫る とい 

ふやうな 人で あ る、 殊 に 畠 山が 攻來 ると い ふ 危急の 場合で ある に、 子 供 等 は 親を捨 

て 、城 を 出 で、 賴 朝 を 尋ねて 出掛ける とい ふこと は、 親 に は 至って 手薄で あつ て、 力 

を 君の 方へば かり 用 ひ、 力 タズ ンで 居る やうに 鳥渡 考 へられる けれど も、 其 所 等 は 

親 の 意 見で あつ て、 君 に 忠義 を 盡すは 親の 希望で あ る、 自 分 は 老い. たる 故 に、 子 供 に 

名代と して 忠義 を盡 さする は 親の 希望で あ る、 —— 深く 望 む 所で ある。 親の 意に 

從 つて 忠義 を 全くす ると 云 ふこと で 見れ ば、 却 つて 深い 孝心で あ る、 親 の 心 を 遂 げ 
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ます。 右樣 に 皆 孝子 や 忠義の 者 に 褒美 を 致す と 申します もの は、 一 人を勸 めて 他 

の 人 を獎勵 する 趣向であります る からし て、 其 の 他の 人々 も 見習 ひ 聞 倣う て、 自 然 

善道 を 心 懸けます ゆ ゑ、 風 俗が 善くなる 譯 であります。 畢竟 これ は 孝道 は 人倫の 

本で あるから し て、 誰 も 行 はなければ ならぬ と 云 ふ 筋であります か ら、 皆 斯 の 如 く 

に 夫れ夫れ 御 取 計ら ひになる のであります。 

又忠に 於き まして は、 日 本の 固有の 性賀 習慣で あ ひまし て、 他 阃に 於て 比類な き 

ことで あるから 致しまして、 —— 主君 を 大切に するとい ふの が、 特 別の 性 S を 持つ 

てお る ことで ある。 こゝに 鳥渡した 話で はあります けれど も、 天 正 年中 に、 中 室 淨 

人と 申す 人の 誤り 證文 が、 奈 良の 正 倉院の 秘書の 中に ありました が、 そ の 誤 ふ證文 

の 中 に 「凡 そ宦 する 者 は 禮敬を 公け に 致して 後に 孝悌 を 親に 及ぼ す」 と 申す こ とが 

あります。 これ は マ ァ 鳥渡 見ます と 尋常 一 檨の ことでありまして、 何も 奥深い 意 

味 合が あると も 見え ませぬ けれど も、 併 しながら 中室淨 人と 申す 人 は、 至 つ A し 卑 し 

い 人で あ る、 祿 地 も 何も 所持して 居る 人で な い、 官 に對 して 不行屆 があった 誤り 證 

文 を 書く 位の 人で あ る、 學問 もな い 人で ある。 それ 等の 者が 書きます 文面の 中に 


德川 五代 將 軍の 時で ありま す。  此 の德川 時代に 始めて 孝子と て 褒賞 を锊 

ました 者 は、 駿 河 國富士 郡 今 泉 村の 孝子 五 郞右衞 門と 申す もので あ b- ます。 是れ 

は 頗る 豪 農 で、 家 僕钚も 多く 使って 居りました さう でございます が、 至 つて 父母に 

孝道 を盡 したと い ふこと で、 其 の 作り * つたる 田畑 九十 石 を 永代 無 年 買に て 作り 

取りに 仰せ付けられた。 それ を 大變謙 退いた し、 自 分で は 一 向 行 屈かぬ ものなる 

に、 ま して 孝道 だのと 申し て、 御 褒賞 を 頂戴し まして は 恐れ入る と て、 固 く 御 辭退を 

致しました けれど も、 將 軍 家よ b 御朱印 を 賜 はつ て、 厚 く御說 諭が あ， 9 ましたから * 

遂に 御受 をす る やうに なった。 將軍 家の 御 直の 御朱印 を 平民に 賜 は る： こ と は、 當 

時に ありて は 非常の 特典 で、 古今 例な き 事であります。 これ も 孝道の あ， 9 難き 仔 

細 を 見るべき 譯 である • それから 致し まし て、 歷 代 孝子 義僕 等へ は 褒賞が ありま 

し て、 寬政 年中 其の 人々 の 姓名 事實を 編輯して 孝 義錄と 申す ものが 五十 册出來 ま 

した。 孝行 者 を 始め、 忠義の 者 や、 兄 弟睦 しい 者， 婦 人の 貞操 を 守る 者、 或 は 奇特の 者、 

農業 出精の 者 等、 幕府 又は 諸 藩の 領主より 褒賞 を 受けた 者， の總數 七千餘 人で あ b 

ましたが、 夫の 孝行 を 以て 褒狀を 受けた 者が、 其の 內五千 二十 七 人と いふ 譯 であ b 
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とが ある かと 云へば 決して あ，^ ませぬ。 又 色 狂 ひと か、 藝妓狂 ひ とかい ふこと は 

申す まで も ありませ ぬ で、 又 財產， を 破りまして 先祖の 御 位牌 を 顧みない とい ふや 

うな こと を 致します る かと 言 ひます と、 是 れも亦 ありませ ぬ。 又ん に對 して 下義 

なる 事 を仕懸 け、 或 は 騙り を 致して 惡事 をた くらむ とい ふやうな i が あるかと 言 

ひます と、 これ も 決し て 無い のであります。 して 見 ますれ ば、 孝 道 を さ へ 能く 行 ひ 

ますれ ば、 何 事に 依らす 悉く 善道に 叶 ふやう になって 參 るから し て、 孝 は 百行の. 本 

. と 申す ことで あ， o- ま す。  さ れば 昔から 最も 之 を 重んじまして、 孝 謙 天皇の 

御 時には 天下に 御沙汰に なりまして、 家な とに 孝經を 一 部貯藏 して、 朝夕 之 を讀み 

まして 孝道 を 心 懸ける と 云 ふやう に 御世 話が ありました。 又 恐 多い ことで あ，^ 

ます けれど も、 天 子の 御讀書 始、 卽 ち御讀 みぞめ に は、 必 す 孝經を 先き に御讀 みに な 

ると 云ふ譯 であ b ます。 又 凡て 其の 親に 善く 事へ まする 者が ありま すれ ば、 必 す 

御 褒賞 を 下され て、 位 階 を 賜 は b  、租 税を 御免に な， 9 まし て、 其 の 村に は 旗 を 建て ゝ、 

孝子の 里と 申す やうな 旌表を 致される ことであります。 それ は 王朝の 昔に あつ 

た 仕樣で 御座います が、 德 川 氏に な b まして も、 矢 張 褒賞が あ ます。 其の 始めは 


w、  I 體人 たる もの は、 忠 孝の 二字 を 守る ベ きこと は 固よ b 申す まで も ございませ 

ぬ で、 貴 きも 賤し きも 生れ 墮ち たるよ b  、親 の 養育 を 受けて 成長いた す もので あり 

ますれ ば、 其 の 恩を享 くる こと は 至って 高大なる もので あつ て、 殆 んど 山海 も 及ば 

ぬと い ふこと であります るか ら、 其 の 厚恩に 報す る 爲に孝 遨を行 ふ ことで あ らま 

す。 又 君に 忠を遨 します る ことに 付きまして も、 君 の 土地に 住 し、 君 の 穀祿を 食み 

て 身 を 立 て、 妻 子 眷屬を 養 ふこと なれ ば、 主 思 を 大切に 存 じ、 自 分の 家の こと を爲す 

が 如く に、 主 人の 爲に カを盡 します る こ と、 是 れ亦 人倫の 道で あ h, ませう。 昔から 

それ ゆ ゑに 忠孝 仁義と か、 孝 悌 忠信と か 申し まし て、 卽 ち 此の 人間た る ものの 行 ふ 

ベ き 所の 目 安、 人 たる ものの 道の 標準に 致して 居り-ます 2 忠は 主君に 善く 事へ、 孝 

一  ふびん- 

は兩 親に 善く 事へ、 仁 は 慈悲 深く して 人に 不便 を 加へ、 義は 何事 も 筋道に 順うて 不 

正の 行 を爲さ す、 又 悌は 兄た る 者に よく 事へ、 忠信 は 深切に 人に 交 はって 不實の 行 

な く、 約 束 を 違へ ぬ ことであります。 此の 中、 取 分け 孝 を 大切に 致 し、 古 人 も 孝 は 百 

行の 本と 申 し、 尤 も 心 を 用 ふる 事であります。 其の 譯 は、 親 に 孝行 を盡 します る 人 

あは 

は、 何 事 も 善 を 行 ひ、 平 生の 行狀に 於き まして も、 酒 を 飲んで 暴れる とい ふやうな こ 
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萬 事 萬 物 一に 歸 するとい ふ は、 其 の眞理 に. 止る のみと 存じます • 

又 これ は釋迦 氏の 敎ぢゃ が、 釋 迦 氏が 男子 女子 を澤山 寄せて、 時に 善 男子よ 善女 

人 よ、 家 の 富と は 如 何、 父 母家に ある を 富と い ふ、 父 母家に 無き を贫 とい ふ 云. V と 語 

られ た。 これ は 珍重すべき 敎と 存じます。 實に兩 親 は 尊い もの で、 慈 の 字 を 以て 

父 に つ け、 悲 の 字 を 以て 母に つ け、 慈 父. 悲 母と 名を顯 しました。 慈悲の 二字 は拔苦 

與樂 とい ふ 意で、 卽ち 苦しみ を拔ぃ て樂 しみ を與 ふること で、 これ は萬づ のこと に 

關係 致します。 父母 あっての 子なる が 故に、 父母が 無くなれば 子 は 苦しみに 埚へ 

す、 家 も 貧と な b  、靈魂 を 祭って 父母 在ます が 如く 朝夕 拜を爲 し、 忌 曰に は 其の 祭 を 

なします る 外に 孝行の なし やう は あ， o ません。 これ もまた 孝の 本になる 樣に © 

ひす。 (下 5  (日 木 體育會 に 於け る演說 ) 

. _ 忠孝の 話  星 野  恒 

「忠孝の 淨と いふ 題 で、 歷 史上の ことな ど 取&雜 せまして 鳥渡 御 耳に 入れ ませ ラ 


於 後 世， 以 顯，， 父 母き 之 終 也、 誠に 親 I い. ふ， もの は、 子 を 思 ふ 情が 深い、 因って 子供の こ 

t に 心配す る * 妄， 9 に 身體を 傷け てはいかん • 玆に 何某と いふ 人が あつ て、 其 の 

人 は 結構な 人物で、 誠に 穩 にして 言 行 正しく、 文武の 事業に 勉強して" 大 子の 前に 出 

た もな く、 固 よ， 9 修行 中 なれば 父母の 前に 出る i も少ぃ が、 心 身 合 進の 逍を 行つ 

て 居る か ら、 萬 人が 之 を 尊び 名 を擧げ て吳れ る。 そこで この 人 を 生んだ 人 は誰ぞ 

や、 定 めて 其の 父母の 正 しき なりと いふ。 其の 父母 は 格別 高名の 人で はない が、 子 

の爲に 親の 名まで も擧 げた もの を、 是 を 孝の 終と いふので あ b ます。 之 は 孝の 側 

だから 忠 でない とい ふ i は 言 へない。 天子が 御 聞きに なつ て、 是 の 男 は 心身 正し 

く し て、 未 だ 話した こと もない が、 定 めて 父母が 満足で あら う、 實 に 此の 男 は 忠孝 兩 

全で あ る、 こ れは 全國の 標準に なると 云 ふこと を 天子 は 陰ながら 御譽 めになる に 

違 ひない。 又兩 親の 方から 云 ふ に、 吾 が 子 は 天子の 爲に產 んだ子 だから、 天子の 爲 

に は 固よ b 死す ベ きもので あるか ら、 決 して 惜む こと はな い、 若 し 非常の 節に は 人 

人に 後れ は ある ま い、 實 に 忠臣で あ る、 孝 子で あるな りと 兩親は 朝夕 打 寄って 喜び 

をな します。 心身 正行眞 理に歸 する を 以て 忠孝 一致な b と 存じます。 孝忠の 他、 
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精華と いふ こと は、 第 一 君に 忠に 親に 孝に 億兆 心 を 一 にす る、 それが 精華で ある。 

我が 全國の 櫻な b  、梅 な b  、菊 な b  、牡 丹な ど は、 立 派 だと 人々 の 目に 見て 滿足 をし ま 

す。 去りな が ら、 忠 孝 了 § の 三者 合 一 にし て、 合 進 實行全 國に滿 ちた る を 國體の 精 

華な b とい ふ、 天 子の 厚き 思 召を國 中の 臣民 明白に 了知 致して おる か 居ない かと 

甚だ 案じます。 右 三 者の 體は目 を 以て 見る べき 者な く、 靈 心に 歸 して 一 位に て 多 

言を盡 しませ ぬ、 御 互に 注意すべき ことと 存じます。 學 校に 出て 其の 學 びお なす 

大目 的と いふ 者 は、 有 形 無形 合 一 に 進まん けれ ば-な らね。 それ 忠孝と いふ は、 他 人 

が 忠臣 孝子な.^ と稱美 をした 名義で ある。 依 b て 己れ 美名の 欲 を 離れ、 唯 一 心に 

天然の 天子に 奉體 し、 天然の 臣民が 天然の 具理 職分 を盡 せば 忠と なる。 これ は 美 

名で あつ て、 自 分から 言 ふこと はでき ない • 或は 父母に 事へ て 我 は 孝子 だとい ふ 

こと もで きない • 天然の 父母の 天然の 子供が 天然の * 理 職分 を盡 せば これが 孝 

となる。 ^かし 話 をす るに は 忠孝の 名 を 以て 通用して 居る ものと 存じます. 假 

令^の 御前に 出な くと も、 職分 がな くと も、 又 父母の 前に 出なくても 忠孝 は 出来る. 

タラ  ルハ，  セ  チ _7t_7 グチチ 

朋ち 孝の 方から 言 つ. て 見る と、 身 體髮廣 受， 一之 父 母；？ 敢 毀 傷， 孝 之 始 也 、立， 身 行 k  、揚。 名 


とな 卜 尤も 孝弟 は 仁と 相 近くして、 孝弟 ある 人 は 多く 仁愛の >s ある 者 なれ ば，其 

の 仁愛の 心 を 以て 天下 を 治 むれ ば、 能 く 治まる の理 なれ ど も、 仁 愛の みに て 治 術 治 

法な けれ ば、 亦 能く 治まる ことなし。 仁愛の みあ て 治 術 治 法な き は、 孟子の 所謂 

徒 善な. 9。 (泊 翁 叢 書) 

國體の 精華  海 江 田 信義 

今日の 問題 は 「國體 の 精華」。 此の 亂 體の 精華と いふ こと は、 二十 三年の 十月 三十 

日に 詔 を 以て 仰せ 聞かされた 通 に 君 に忠に 親に 孝に 億兆 心 を 一 にせよ と、 卽 ち そ 

れが 國體の 精華の 原因で あ b ます。  そ こで 國體 の大體 とい ふ もの は、 則 ち 

天然の 帝國 で、 天 然 の 君、 夭 然の 臣民で ある。 これが 國體の 原因に し て、 其 の 國體の 

大體 中に 含蓄す る 者 は 色々 あ る、 假 令 臣民が 四千 萬 居る も 一 つに 違 ひない とい ふ 

こと を 了解し なけれ ば、 事 々物々 上に 犬なる 害 を 生じます。 この 三者 は 三つに し 

て 合 一 だとい ふこと を 明白に 知 了し て， 分 寸の 誤， 9 なき を 肝要と する。 然る 所で- 
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忠孝 は 固よ b 美德 なえ 然れ ども 儒 者、 國 學者 之を說 くこと 誇大に 遒 ぎ、 遂 に 本 

末輕 重の 序 を 失 ふに 至る もの あり。 孝經の 如き は 天下 を 治む る も、 ー國を 治む る 

も、 一 身 一 家 を 治む る も、 皆 孝 を 以て 之 を爲し 得べ しと 言 ふ。 卒然と 之 を 聞けば 至 

極 尤なる ことの 樣に閡 ゆれ ど も、 其 實は 決して 左 樣には 参らぬ ことなり。 天下 を 

治む るに は 天下 を 治む るの 治 道 治 術 あ h -。 一  國を 治む るに は 一 國を 治む るの 治 

道 治 術 あり。 • 一 身 一 家の 如き も亦然 り。 善事， 一 父母， 爲， 孝と。 父母に 善く 事 へ る の 

みに て 天下の 能く 治まる ことなら ば、 甚 だ 容易なる i なれ ど も、 天 下 決して 此理な 

きな 勿論 孝 經は朱 子な ども 之を僞 書な， ^と 言 ひ、 余 が 見た る 所に て も、 決 し て 

孔子の 書に 非ざる ベ けれ ば、 深 く 之 を 論す るに 足ら ざれ ど も、 後 世の 儒者 或は 其の 

言 を 信 やる 者 も 少なから ざれ ば、 愛 に 一 言 し 置く 者な hs。 堯舜之 道 孝弟 而已矣 と 

言へ る が 如 き も、 唯 孝悌の 重ん すべき J を 言 ひたる 者に し て、 是 を 以て 事 寅に 適合 

すべし とする 者に 非ざる なり。 夫れ 不孝の 人 は 固よ.^ 能く 夭 下 を 治む ベから す- 

堯舜も 孝弟の 人た るに 相違な し。 然れ ども 其 天下 を 治めて 治安 を 致す は 別に 其 

道の ある ことに て、 孝弟 を 惟し て 天下 を 治む る こと を 得る と 云 ふ は 決して 無き こ 


ち 進んで 君に 事へ、 其の 大義 を 全うせば、 乃ち 親に 孝なる 所以な り。 君子の 君に 事- 

ふ る や、 委吏 乘田を すら 敢て苟 くもせ す、 且 つ 浞んゃ 風敎の 治に 關 する も の、 豈 に 獨 

b 忽に すべ けんや。 然 らば 則ち 退いて 親 を 養 ひ 其の 風敎を 助く る は、 乃 ち 君に 忠 

なる 所以な り。 忠と 孝と は 二なら ざるな り。 其の 本 は處る 所^ 何に 在る のみ 

而 して 忠孝 不全の 說を 立つ る もの は 則ち 曰 ふ、 家 居して 親 を 養 ふとき は 則ち 身 を 

君に 致す こと 能 はすと。 是れ 徒らに 夙夜 公に 在る の忠 たる を 知 b て、 而 して HE 常 

を 扶植す るの 大忠 たる を 知らざる なり。 又 曰 く、 死 を 以て 國に殉 するとき は 則ち 

力 を 父母に 竭すを 得すと。 是れ 徒らに 冬 溫夏凊 の 孝た る を 知 b て、 而 して 身 を 殺 

して 仁 を 成す の大忠 たる を 知らざる なり。 善い かな 歐陽修 は臣子 の變 に處 する 

を 論じて 曰 く、 身 は 其の 居に 從 ひ、 志 は 其の 義に從 ふと。 其の 忠孝 一 本の 旨に 於て 

得たり と 謂ぶべし。 (弘道 館 述義卷 下) 

忠孝.  西 村茂樹 
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三 五 o 

す。 周官師 氏の 國 子に 敎 ふる や、 曰 く、 孝 德は 以て 逆惡を 知る と。 一 德を擧 げて而 

して 衆 行 判る。 是に 由り て 之 を觀れ ば、 忠 孝の 二な きこと 亦 明かな り。 聖人 旣に 

沒 して、 大道 明かなら す、 衞輙の 無 父 を 以てし てま して 春秋 を 傅せ しもの は、 或は 義 

を 以て 之 を 許 し、 伍 員の 無 君 を 以てし て、 而 して 史記を 編せ しもの は、 烈 丈夫 を 以て 

之を稱 しき。. 後 儒 又 或は 以爲 く、 忠 は 國に廢 すべ から す、 孝 は 家に 廢 すべ から や、 孝 

は 旣に經 あれ ど も、 忠 は 則ち 猶缺 くと。 乃ち 仲 尼の 意 を 述べて 忠經を 作りき。 夫 

れ子を 以て 父 を 拒 ぎ、 兵 を 構へ て 國を爭 ひ 或は 父母の 邦 を 屠 b  、舊 君の 屍 を 鞭つ は、 

其の 無道 殘忍 已に甚 し。 而るを 啻に 不孝 不忠の 名 を 免る V- のみなら す、 之 を 賢 君 

烈士の 科に 列ぬ。 何 を 以て か 後世 をして 勸懲 する 所 あらし めん。 忠經の 作に 至 

さと  みだ  £ 

hy て は、 則 ち 忠孝の 一 本なる を曉ら すして 叨.^ に聖 經を模 ねて 蛇足 を 添 ふるのみ。 

此れ 皆 謂 は ゆる 經師 良史 なる に、 而 るに 其の 謬 妄猶是 の 如き もの あり。 其の 弊 や 

遂に 忠孝 兩全 ならざる 說ぁ 果して 然 らば 則ち 周 家の 典 も 孔子の 敎も 信す る 

に 足らざる なり。 以て 辯せ ざるべ からす。 夫れ 孝子の 身 を 敬む や、 身 體髮膚 をす 

ら猶敢 て 毀傷せ や、 況 んゃ 大義の 我に 在る も の、 豈 に 獨り虧 くべ けんや。 然 らば 則 


て、 罪 は 實に天 

を弑 する 大惡 

諫 むる こ 

1 なり。 


に 通せり。 縑 田正淸 意に 阿り 非 を 飾 b 、主 臣淪胥 して 以て^ 父 

に陷れ り， 吁亦 醜むべき かな。 今 井 兼 平 は 木 曾の 暴 逆れ 從ひ 


強く 

0 は 

世 に 

者感 


かへ 

復 

あ 


臣彪謹 

然 らば 則 

ども 歸を 

は 則ち 一 

君に 事 ふ 


ら さる 

b と 云 


と 能 は す、 相 與に 亂賊の 黨と爲 

野 間の 變、 粟津の 亡、 其れ 亦遲 し。 

は 名 行の 壊に 由る とい ふに 至 

ふ。 (原 漢 文) 


る。 事 は 同 

親 房の 論 

つ て は、 則 ち 


じから やと 雖も 其の 

の 最後の 一 節、 太 平 の 

卓絕の 見、 至當の 言、 識 


忠孝 一 本說 

で 案す る に、 人 道 は 五倫よ， ^急なる は 

忠孝 は 名 敎の根 本、 臣 子の 大節 なり。 

にす。 父に は 孝と 曰 ひ、 君 には忠 とい 

hs。 むかし 孔子の 曾 參に敎 ふる や、 曰 

に 中 し、 身 を 立つ るに 終る-と。 一孝 を 


田柬湖 


な く 

而し 

ふ。 

く、 夫 

言 ひ 


，五倫 は 

て忠と 

吾が 誠 

れ孝は 

て、 而し 


君 父よ 

孝と は 

を盡す 

親に 事 

て忠を 


b 重き はなし。 

途を 異にすれ 

所以に 至 b て 

ふ るに 始ま-^ 

ば 其の 中に 寓 
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いかで か 終に 其の 身 を 全くすべき • 滅びぬ る 事 は 天理な り。 凡そ か、 る 事 は 

其の 身のと が はさる 事に て、 朝 家 御 あやまりな b。 よく 案 あるべ かりけ る に、 其 

の 比 名臣も あまた 有りし に や、 又 通 憲法 師萬 申し 行 ひし に、 な どか 諫め 申さ 

ける。 大義に は 滅ヒ親 とい ふ 事の ある は、 石 遛 と いふ 人 其の 子 を 殺した る 左傳镙 

四 年 

* なり。 不忠の 子 を 殺す は理な 、父 不忠な， O と も、 子 として 殺す とい ふ 事 道理 

なし • 孟子に たと へ をと b ていへ る に、 舜 の 天子た りし 時 其の 父 瞽瞍人 を 殺す 

事の あらん を、 時 の大理 なりし 皐陶 とら へ たら ば、 舜 はいか^し 給 ふべき とい ふ 

に、 舜 は 位 をす て ゝ父を 負うて ぞ去 らまし と あ b  、大 資の敎 なれば 忠孝の 道 あら 

はれて おもしろく 侍^。 保 元 平 治よ hwj のか た、 天 下み だれて 武用 さかりに、 王 

位 かろくな b ぬ、 いまだ 太平の 世に か へらざる は 名 行の やぶれ そめし によれる 

ことと ぞみ えたる。 (神皇 正統 記) 

嗚呼 親 房の 論 甚だ 當れ b  。 余、 爲義 の、 義朝 若し 我 に^りて 來 らば 吾は必 す 

當に 吾が 命に 換へ て 以て 之 を 救 はんと 言 ふに 讀み 至る 每 に、 未 だ 嘗 て 卷を廢 

して 歎せ ざる はなし。 義朝 は是に 於て か、 人 心 を 喪へ るの 至り-と 謂 ふべ くし 


を 背きて 何ぞ 忠信に 從 はん。 されば 孝 を 父に と り、 忠 を 君に とる。 君忠を 面に し 

て 父 を 殺さん は 不孝の 大 逆、 不義 の 至極 也。 されば 百行の 中には 孝行 を 以て 先と 

すと 云 ひ、 又 三 十 の 刑 は 不孝より 大 なる はなしと いへ り。 其 上 大賢の 孟子 * を以 

て 問うて 曰 く、 虞 舜の 天子た りし 時 其 父 瞽腴人 を 殺害す る 事 あらんに、 時の 大理な 

れば皐 陶是を 捕へ て 罪 を 奏せん 時、 舜 如何し 玉 ふ ベ き、 孝行 無雙 なる を 以て 天下 を 

保 て b 、政 道 正直 な る を 舜の德 と 云 ふ、 然 に 正く 大犯 を 致せる 者 を 父と て 助 けば 政 

道 をけ がさ ん、 天下 は是 一 人の 天下に あらや、 若し 政道 を钆 くして 刑 を 行 はば 又忽 

に 孝行の 道 に そ む か ん、 明 王 は 孝 を 以て 天下 を 治 む、 然 れば只 父 を 負うて 位を捨 て 

て さら ましと ぞ 判せ る、 況 義 朝の 身に 於 て を や、 誠 に. 助けん と 思 はん に、 な ど 救 は ざ 

らん、 他人に 仰 付ら れんに は 無， 力 次第 也。 誠に 義に 背ける 故に や、 無雙の 大忠な b 

. ：  I  ク  あさ ま. J 

し か 共、 異 なる 勸賞 もな く， 結 句 無， 一 幾 程， し て 身 を. U しける こそ 淺猿 けれ。 (保 元 物語) 

義朝 重代の 兵な， 9 しう へ、 保 元の 勳功 すてられが たく 侍 b し に 、父 の 首を切せ 

な b し 事大なる 罪な， cs。 古今 も 聞かす、 和漢に も 例な し • 勳 功に 申替る とも、 み 

づ から 退く と も、 な どか 父 を 申し 助く る 道な かるべき。 名 行かけ はてに ければ- 
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關東御 下向に て は 候 は ャ、 守 殿 宣旨を 奉りて 正淸 太刀に て 失 ひ 進ら すべ 

苒三 なげき 御 申 候し か 共、 勅 定 重く 候 間 無^ 被-申 付， 候と. 申た b しか ぼ、 口 

か な、 爲 義. ほどの 者 をた ばから すと 討せ よか し、 縱 ひ 綸 言 重く して 助る 事 

ooooooooooooooooo 

と も、 な ど 有の 儘に はしらせぬ ぞ、 又 誠に 助ん と 思 は い、 我 身に 替て もな ど 

o  メ  00000000.0000000000000000®©©©©© 

宥； 義 朝が 入道 を 憑て 求らん をば 爲義が 命に 替ても 助なん、 親の 檨に子 は 

な れ ば、 義 ， 一 人が 罪に あら す， 只 うらめしき は此事 を始ょ b など 知らぬ 

佛百返 計と なへ っゝ、 更に 命 惜む氣 象 もな く、 程 經ば 定めて 爲義が 頸 斬 見ん とて 雜 

.< など も 立 込むべし、 疾々 切れと 宣 へば、 鎌 田 次^ 太刀 を拔 きて 後へ 廻り-け るが、 相 

傳. の 主の 頸 きら ん事 心 憂く て、 淚 に 暗て 太刀の 當 所も覺 えね ば， 持 たる 太刀 を 人に 

與 へ て 終に 被， 斬 給 ひけり。 頸 實撿の 後、 義 朝に 給 ひて 可，， 孝養， 由 被，， 仰 下， ければ、 正淸 

是を請 取て 墓 を 建 て 壇 を つ き、 卒 都 婆な ど を 被-造 立， て やうく の 孝養 をぞ 被& け 

る。 抑. If 朝 に 父 を 斬らせられ し 事 非， 一前 代 未聞 儀， 哉、 且 朝家の 御 誤 り、 且 は 其 身の 不 

覺也。 唯 背 一一 勅 命 一に 依て 是を誅 せば 忠 とやせ ん、 信 とや せん。 若し 忠 也と 云 は^ 忠 

臣は 孝子の 門に 求む とい へ ，9、 若 ん又 信と 云 は^ 信せば 義に 近くせ よと い へ り、 義 


を 背かば 忽ち 違 勅の 者と 成ぬ ベ し、 可，， 如 何， と 有し か ば、 正 淸畏 みて 申す に、 恐 多 候 へ 

ど も、 遨 なる 事 を 御 靛候物 哉、 私 の 合 戰に討 奉らせ 給 はん 事 こそ 其 罪 も 候 はんすれ、 

是は 朝敵と な b 給へ ば、 終 に は 遁間敷 御身 也、 縱. 御 承 にて 候 はすと も、 可， 一時 日 廻， 御 命 

ならぬ にと b て は、 御 方 に 侍らせ 給 ひながら 人手に 懸て 御覽候 はんよ 、同 は 御手 

に 懸け 進ら させ 給 ひて 後の 御 孝養 を こそ 锥々 せ させ 給 はんす れ、 何 か 苦しく 候べ 

きと 申せば、 さらば 汝計 へ i て 泣々 內へ 入り 給 ふ。 卽縑 田、 入道の 方 へ 參 b  、當時 都 

うのと の  くも 

に は 平民の 輩 權威を 執 ，9、 守 殿 は 石の 中の 蛛と やらん の やうに て 御 坐せ ば、 東 國 へ 

被， 下 給 ひ 候 也、 判 官殿は 先立て 奉らん とて 御迎に 進せられ 候と て 車 差 寄 たれば、 さ 

らば 今 一 度 八幡へ 參 りて 御 暇 乞 申す ベ かりし 者 をと て、 南 の 方 を 伏拜み て、 纏 て 車 

に乘給 ふ。 ゆ 七條朱 雀に 白木の 輿を舁 居た り、 是 は 輿よ， 9 乘給 はん 處を討 奉らん 支 

度 也。 其時秦 野次 郞延景 鎌 田に 向て 申け る は、 御 邊の計 ひ 誤れり、 人の 身に は 一 期 

の 終 を 以て 一 大事と せり、 それ を 暗々 と 殺し 奉らん 事 無 侍り、 只 有の 儘に 知せ 奉 

ら ん、 可 仰 置 一 御 事 もな どかな かるべき と 云へ ば、 正 淸 尤 可 fer 物 を 思 はせ 進ら せじ 

と 存じて 加 樣に計 ひたれ ど も、 誠 に 我 あやま， 9 なりと 申 けれ ば、 延 景參 b て、 誠 に は 
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被らん か 然 らば 則ち 兄弟 死 を 面 じくして 以て 吾が 親の 義を 好める 美 を 成して 

而 して 其り a 'をして 養 を 得すして 沒せ しむる も、 亦 將に 忠義の 太閣記 十八、 諸 士傳、 

毛受、 兄ト忠 死シ、 其 

鬼と な b て 九泉に 慽み無 からん とす。 則ち 其れ 亦 其の 大 なる "日 至！^^: ほ 友 

者 を識， 9 て 善く 死す る ものと 謂 ふべ し。 或る人 曰 く、 謝 枋得は か 3 ト等チ 記ス。 

何 を 以て か 母の 在る が爲に 死せ ざる。 曰 く、 謝 枋得は 安仁 戦敗の 後、 自 ら 山中に 

逸 れ、 宋 G びて 元に 仕 へ ざ b しの み、 故 に 尙ほ母 を 養 ふ を 以て 而 かも 忠孝の 全き 

まさ  、  J  ： 

を 得た るな り。 毛受の 如き は 身方に 敵に 當. 9 て 鋒 を 拒ぐ 忠 死の 義は赏 U に汰 

す、 固 より 母の 在る を 以て 遺， 生く る を 得す。 (原 漢文) 

源義朝 

保 元の 軍 敗れて 後、 爲 義 法師が 頸 を 可. 刎 由 左 馬頭に 被-, 宣 下， け れ ば、 可- 宥 置-旨 や う 

やうに 兩度迄 被，， 奏 聞， け れ 共、 主 上 逆鱗 あり て、 淸 盛旣に 伯父 を誅 す、 何 緩怠せ しめん _ 

甥 なほ子の ごとしと 云へ b  、伯 父豈に 父に 異ならん や、 速 に 可 一一 誅 戮ー、 若 猶 令-一 違 背-ば 淸 

盛 以下の 武士に 可 仰 付， 由 勅 定重か b しか ば、 無 V 力 淚を 押へ て 縑田次 郞に宣 ひけ 

る は、 綸言 如お 、依^ 判官 殿 を 討 奉らば 五 逆の 罪 の 其 一 を 犯す ベ し、 罪に 恐れて 宣旨 


ばいよ く 御 恩賞 深 かるべき 旨 を 手を摺 

の理 なきに あら す、 さ れ ども 御身 を 見捨て 

の 上 老母 は 其方 存知の 如く 義理 を 好み 給 

も 違 はんか、 いかで か 義理 を 汚さん や」 と て 

は 高祖の 臣紀 信、 吾 朝に て は 義經の 臣佐藤 

き 事共なら。 新手 を 入れ かへ く攻 入ら 

の 外歷々 の 者 ども 多く 有 b て、 突 退けて 息 

或は 手 負 ひ、 或 は 討 れ、 殘 すくなく 成りに け 

時に 餘， 9 ぬべ し、 心 安くの き 給 ひなん。 い 

と 云 ふま、 に、 殘 りたる 兵 十 餘人引 連れ 突 

兄弟 腹をぞ 切， 9 た むける。 其の 身 は柳瀨 

上 り、 在 今 あつ ばれ 剛の者な b と、 其 の 比 は 

嗚呼 毛受 兄弟 は 其れ 忠孝 義烈の 士と 

を 逃れて 歸 らしめ ば、 則 ち 不忠の 餘驅 を 


洗 三年 五月、 S 条 

陽紀 信、 請 ウテ 楚チ 

班キ、 王 車 一一 乘ンテ 

出陣 チ爲 ス、 沃王走 

リテ闕 二 入^。 


りて 詫びければ 「孝行と 云 ひし 事 尤も 其 

て 退きな ば、 汚 名 世と 共に 有りなん • 其 

へり。 義理 を 捨て、 返き なば 母の 心に 

兄弟 共に 忠死を 極めたり し は、 異 朝に て 

兄弟 等なる ベ し、 類 すくな 

んと 再三し ける に、 兄弟 其 

を もさせす 戰ひ しか ども、 

り。 勝 助 兄に 向つ て 「勝 家 返き 給うて 一 

ざこ 、ろよ く 最後の 合戦して 腹き らん 

いて 出で、 散々 に 相 戰ひ追 散らし、 其の後 

の浪に 沈む と雖 も、 名 は 高峰の 雲と 立ち 

市 竪孩童 迄 も 口 號み候 ひき。 (太閣 ffi 

謂 ふべ し。 若し 當時茂 左衞門 をして 死 

以て 其の 母 を 養 ひ て、 母 も 亦 不忠の 汚 を 
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候 は V 見 るが 內 にい たづら に 成る ベう 覺ぇ舉 る」 と 急々 に 諫めし か ば、 さ すが 其の 

道に 得た る 勝 家 なれ ば、 尤 なりと て 五 幣を勝 助に 渡 し、 「心 も ある 者 は 毛 受に與 みせ 

もろ あぶみ 

よ」 と 云 ひ 捨て、、 諸镫を 合せ 返き しなり。 勝 助 五幣を 受け取 b  、我 手の者 三百 餘人、 

其の 外、 勝 家の 小姓 馬 廻少々 左右に 隨へ、 原 彥次郞 居た りし 要害 幸に 明きし かば 是 

に 取 入 b  、老 母 妻子 共の 方へ 形. 見の 物を舊 功の 者に 渡しけ.^。 かくて 盃 をいた 

し 樽 あまた 取 b ちら し、 そ れ と 云 ひし 時、 皆 か はらけ お つ 取， 9  /\ 酌みたり け 

b^. 追 ひ 行く 兵 共 柴 田が 馬驗 を 見 「こ れに 修理 亮 こそ 扣 へたれ。 ま はらがけすな」 

と 追 行く 勢 を 制し 止む る も 過半せ b  、又 勝 家 打取り 名 を 天下に 揚げん と 勇む も あ 

h, て、 ひ た C と 取卷 きし 所 に、 勝 助 名乘， ^ける は 「天 下に 隱れ もな き鬼柴 田と 云 は 

れしは 吾な， o」 と あた b を拂 ひて 突い て 出で ければ、 二 町 余 も はっと ひらきに け 

かゝる 所に 兄の 毛受茂 左衞門 尉、 殿 して あ b し が、 此 の 由 をき ゝ て、 さ らば 弟と 一所 

に 討死 せんと 思 ひ、 向 ひたる 敵 を 追 狒ひ來 b し を、 勝 助 うれし 氣に逢 ひつ 、敬 ひけ 

る は、 御 心 ざし 返々 も 忝く 存候 ふ、 さ りなが ら、 數 多 討死 を とげ 候 ふと も、 此 の 極 運 を 

いかで か 救 ひ 給 はん や、 貴方 は 老母 へ の 孝行に 御 返き あ b て 撫育し 給へ、 さも あら 


あ へ や、 左 もこ そ あらんと 思 ひつ れ、 よ し我是 

にけ b。  ffi はしゃ 匠 作 (修 理の唐 名) は 剛に いさ 

び 、彌. ^勇み て 衆 を はげませ ども 旗本の 勢 又い 

,9 しか ば、 此 の 勢に て 勝に 乘 b たる 多勢に 向 

修 狸 亮 「合 戰の間 は 左 はなき もの ぞ、 千 計に て 

戰 におよ ぶ 時 は 勝つ ものな b  、我 に 任せ よ」 と 

毛 受勝助 其の 趣 を 見、 柴 田に 申しけ る は 「御 意 

昔 尾 州に 於て 度々 軍に なれたる 下々 數多持 

しぞか し、 今 度 は 見 にげ 聞 逃に 數度逢 ひたる 

失せぬ。 昨日より 思 召し 寄， 9 し， 事 を 先手の 

ち 散， CN しも 皆 極 運の しるし 眼前に 候 ふ。 是 

知れぬ 者の 手に かゝ り 給 は 、後 代まで 口 を 

城な さ れ、 御 心靜 かに 御 自害 候へ。 某 御馬 印 

致し 候 ふべ し、 其の 隙に 急ぎ 御歸陣 成され 候 
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にて 一 合戦すべし とて 勢 を 備へ待 も 

め 共、 西の方 玄蕃 兄弟が 勢 敗軍に およ 

つ 減す る ともなく ゎづか 三千 計に 成 

はん 事い か  >  あらんと 長 共 申し ゝを、 

も 心 を 一 致に して 十 死 一 生に 極め 合 

勇み けれど も、 各 尤と 請けぬ 貌と かや。 

の 上と かう 申す に 相似 候へ ど も、^ は 

ち 給 ひしに 因， 9 て 其の 御 働き も 有り 

下々 にて おはし まし 候 ふ 故、 過 半 落ち 

者 共 致さい る も、 又 下々 かくの 如く 落 

にて いひ かひな き 討死 をな され 名 も 

しかるべし。 願 はく は 北の 庄へ 御歸 

を 請 取り 奉 b  、御 名代に 是 にて 討死 を 

へ。 斯く申 上げ 候 ふ 事 も、 と かう 思 召 
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夭 正 十 一 年 志 津が嶽 の 軍 敗れ、 秀吉 の勢總 がかり にか、 b しかば、 佐久間 玄蕃允 


が勢惣 敗軍に 成りに けり。 柴田修 

が 要害 東 野 を 押へ 對陣 せし なり。 

取 候へ と 使者 敷 浪. を 立て、 言 ひ や 

くらき 者な hN と 散々 にの ゝし b 腹 

物 さわがしく 成 b 出 で、 何 共な う ひ 

事なる べし と、 家 老の者 共 勝 家の 陣 

を 悔いけ る 所 に、 い まだ 其の 舌 も 乾 

b 至り、 此の 表 今 曉著陣 の 由 何方、 と 

しこ も 以ての外 さわぎ 出 し、 怯 弱 な 

しも あ b  、悉 く 色 を 失 ひ 度に 迷 ふ 称 

海 邊に當 りて 鐵炮の 音 ことん. \- し 

危か らん 事 急に な b  、か たづ を吞み 

曉志 津が嶽 より 退き 候へば、 敵 ひた 


理 亮 勝 家 は、 小 性、 馬 廻、 其の 勢 七千餘 騎、 S 久太郞 

玄蕃允 勝に 乘 b  、引 取らざる を 悔み 怒 b  、急 に 引 

b しか 共、 用 ひすして 引 かざりし か ば、 其 の 道に 

立して 有ち し 所に、 案の 如く 夜半の 比よ b 四方 

そめき あへ h- ぬ。 是は 如何 樣 然るべ からざる 

にあつ ま， 9 つ ゝ玄蕃 引取らざる 事に 付て 先非 

かざる に秀吉 前 夕 夜通しに 多勢 を 率 し、 濃 州 よ 

もな く 沙汰し けれ ば、 軍 中 雜說を 云 ひ、 こ ゝもか 

る 者 共 は 多く 頓疾虛 病に 事よ せ 夜の 間に 落ち 

は か しき 事 は あら じと おも ふ 4g に餘 語の 

く 鳴り 出で どよ みあ へ る聲 おびた ^し、 彌 I 陣 中 

て ありし 折節、 水 野 小 右門 尉が 飛脚 求て、 玄蕃今 

と 付て 危く 見え 候 ふと 云 ひし か ば、 勝 家 聞き も 


論に 非 す、 實 は 亦 程 子の 說、 許 k 以 お する ものに 本 づきて 之 を 推せるな り、 姑ら 

く 明 者の 正を俟 たん。 (原 漢文) 

徐 庶 

蜀の 先主 劉備新 野に 屯せ しと き、 穎 川の 徐庶 先主に 見えき * 先主 之 を 器と せり。 

後、 先主に 從 ひて 南行し、 曹 操に 追 ひ 破られき • 操 は 庶の母 を 獲た b。 庶、 先 主に 擗 

して 其の 心 を 指して 曰 く 「も と將 軍と 共に 王霸の 業を圖 らんと 欲せし は、 此 の 方寸 

の 地 を 以てな. 9 き。 今 は已に 老母 を 失 ひて 方寸 亂れ ぬれ ば、 事 に 益な し • 請ふ此 

よ b 別れん」 と 遂に 操に 詣 りぬ。 注引魏 略に 曰 く、 庶 は魏に 至. 9、 黄 初 中、 右 中 郞將御 

史中丞 に 至り、 後數 年に して 病みて 卒しき。 (蜀 志) 

余 謂 へら く、 徐 庶の劉 備に 於け る や、 固 より 方面 專 仕の 責 無く、 し かも 君臣の 分 

も 亦い まだ 定 ま ら ざ れ ば、 已 む を 得すして 操に 詣ら ば、 則 ち 終身 濱に遵 ひて 躬づ 

から 耕して 母と ともに 沒 へて 可な り、 魏 に 至りし 後、 遂 に 其の 官を 受けし は 非な 

hN。 (原 漢文) 

毛受 兄弟 
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程 子 曰 く、 君 の 城 を 以て 賊に降 b て、 其 の 母 を 生かさん こと を 求む る は 固よ b 

可なら す、 然 れど もまた 當に母 を 生かす 所以の 方 を 求む ベ し、 奈 何ぞ 顧みす して 

の わた •* 

遽 しく 戰 はんや。 必す已 む を 得すん ば、 身 往 きて 之に 降る も 可な り、 徐 庶は之 を 

得た hs* 

あわた > 

竊 かに 謂 へら く、 苞 或は 其の 母 を 生かす 道 ある に、 遽 しく 戦うて 顧み ざらん 

に は 固よ b 非な り。 若し 當 時、 千 思 萬 策、 旣 に 母 を 生 か、 す 方な からしめ て、 而 し 

て 守る 所の 城 をし て、 己 に 由って 以て 陷 らしめ ば、 則 ち 母の 命 をして 克く全 か 

らしむ と雖 も、 ま た何ぞ 不忠 不 職の 罪 を 贖. は んゃ。 或は 身 降 b て 城 全き 謀 あ 

らば 則ち 徐庶 を爲 すべ し、 但 虜の 其の 母 を ® とせし は、 も と 其の 城 を 得ん が爲 

に し て、 趙 苞を 獲ん と 欲する に は あら ざれ ば、 恐 らく は苞 をして 身 を 束ねて 特 

り 降らしめ ば、 則 ち 慮 は必す 肯て聽 さじ. 又 宜しく 審 にすべき 所な り。 大抵 

の 論 者、 專 ら 親の 死 を 濟ふを 以て 要義と 爲す は、 是 れ 固より 然 b  、然 れ ども 夫れ 

母の み獨 b 人類に 非 ざらん や、 若 し 惟 不忠 不義 を 以て 其の 命を活 さんと こ を 

©©©©©◎◎◎◎◎◎◎©◎@©©©®^> かく  ooooooo 

望 ま ば、 是 れ 人類 を 以て 吾が 親 を 待たざる な り、 W して 可な らん や。 此れ 皆 私 


つて 曰 く、 「子と して 狀な く、 微 祿を 以て 朝夕に 舉養 せんと 欲せし に、 圖 ら ざ h- き 母の 

爲に禍 と 作らん と は。 昔 は a の 子た b、 今 は 王の 臣た b 、義 として 私 恩 を 顧みて 忠 

節 を 毀る を 得 や、 唯 萬 死 以て 罪 を 塞ぐ 無 かるべ し」 と。 母は遙 かに 謂って 曰く 『人 各 

なん XI- 

命 あ り、 何 ぞ相 顧みて 以て 忠義 を 虧くを 得 ん、 爾 其れ 之を勉 めよ」 と。 苞は卽 時 進み 

戰 ひけれ ば、 賊 は 悉く 摧破 し、 其 の 母 は賊に 害せられき。 苞歸 りて 葬 b 訖 b  、鄕 人 に 

謂 つて 曰 く 「祿 を 食み て 難 を 避く る は忠に 非ざる なり、 母 を 殺して 以て 義を 全うす 

る は 孝に 非ざる な り、 是 の 如く なれば 何の 面目 あ b て か 天下に 立た ん」 と。 遂に 血 

を歐 きて 死にき。 (通鑑 網目) 

尹 莘曰 く、 趙 苞は 王事に 急に し て、 遂 に 其の 啄を 全うする 能 はざる に 至る • 

故に 血を歐 きて 死せ， 9 と雖 も、 綱 目 亦 略して 書せ ざる は、 輕 重 を 櫂り て示訓 する 

所以な b。 嗚呼 微 なる かな. 

竊 かに 謂へ らく、 綱目の 直に 太守 趙苞之 を 破る と 書け る は、 正 に 其の 職 守 

の 績を著 はす 所以な b。 血を歐 きて 死せ る は、 乃 ち 其の 母の 爲 にして 王事に 

死せ るに 非ざる な hN  、故 に 自ら 之 を 書せ ざるの み。 尹 氏の 論 は 未だ 當ら す。 
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なり。 若し 當時旣 に 其の 地を爲 して、 而 かも 顚沛錯 迕、 母 をして 遂に 藉に 獲ら 

れ しめ ば、 則 ち 陵の 不幸 も 亦 奈何と もす るな し。 但し 陵の 母の 志特漢 王の 長 

者た る を識 つて 而 して 其の 子の 顯達を 望む に 在る のみなら ば、 則 ち 陵が 身 降 

りて 母存 せば 之を爲 して 可な b。 然るに 陵の 使 方に 至 b て、 其 の 母 は 卽ち死 

を 以て 陵に 送 b て、 而 して 藉は 遂に 之を烹 たれば、 則ち 陵の 終に 漢 王に 從 ひて 

以て 藉を滅 す は 此れ 乃ち 其 不共戴 天の 譽を報 ゆる 所以に して、 而 して 其の後、 

漢に 相た b 功業 觀る ベ し、 亦 已む ベく して 已 まざる 者に 非 ざれば 則ち 其の 本 

來 蓋し 議 すべ きものな からん。 楊 氏 は 陵の た 》 後の 功 を 計 b て 死 を 以て 母 

に當 日に 謝せざる は 則ち 過多し と擬 する に 似た h -。 (原 漢文) 

趙 苞 

漢の靈 帝の 喜 平 六 年 鮮荦遼 西に 寇 しける に、 太 守 趙苞之 を 破りき。 遼 西の 太守 

趙苞 の官に 到る や、 吏 をして 母を迎 へしめ ける が、 道 に 柳 诚を經 ける に、 鮮 卑萬餘 人 

塞に 人 b て 寇 鈔 する に 値 ひき。 靱 して 苞の母 を 質と して 載す るに 搫郡を 以てせ 

り。 苞 出で 戰 ひて 對陣 すれ ば、 賊 は 母 を 出して 苞に 示しき。 苞 は悲號 し. て 母に 謂 


ち 東 向して 陵の 母 を 坐せ しめ 以て 陵 を 招かん と 欲しき。 陵の 母 は 旣に私 かに 使 

者 を 送りて 泣いて 曰く 「老 妾の 爲に 陵に 語れ、 謹みて 漢 王に 事へ よ、 漢王は 長者 なれ 

ば、 老 妾の 故 を 以て 二心 を 持す る こと 無 か れ、 妾 は 死 を 以て 使者 を 送る」 と 遂に 靱に 

つ ひ ■ 

伏して 死にき。 藉 怒りて 陵の 母を烹 たりき。 陵 は卒に 高祖に 從 ひて 天下 を 定め 

ぬ。 (史 記、 睐 丞相 世 家) 

楊 維禎曰 く、 陵 の 漢に歸 する ゃ先づ 母の 地を爲 さすして、 藉に 持せ 母ノ地 チ爲ス 

ト ハ 母ノ タメ 

ら れ、 旣 に 死して また これ を 鼎 鐯に附 す、 ま た 何 を もって 吾の 膚髮ぁ 安全 ノ地 t お 

らん や。 其の 母に 報 ゆる もの を 移して 漢に 報い、 卒に 漢に從 うて 天 スノ意 

下 を 定めて 漢 の相國 とな b  、大 后の 諸呂を 王と せんと 欲しけ る や、 陵 獨り 正論 を 

持 し て、 甘 ん じて 相 權を去 b  、病 と 謝して 死す とも 亦漢に 負く 無 かりき。 漢に负 

くな か. 9 し は是れ 母に 負く 無 かりし なり。 然れ ども 終 天の 痛 は、 伊 呂の 功と 雖 

も 何ぞ益 せんや。 君子 曰 く、 病 と 謝して 死す る は 母と 謝して 以て 死す ると 孰れ 

か 愈れ る。 £ 記 評 林) 

余 謂 ベ ら く、 陵 の先づ 母の 地を爲 すべ きもの ありて 爲 さざる は 固より 不可 
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へ も 落す か、 又は 貴邊 其の 心得 あられ 候へ」 と宣 へば、 大藏實 に 嬉し さ 忝 さに 不覺の 

泪をぞ 流しけ る。 尊 氏 仁 木 義長を 召さ れ、 此 事 仰せ けれ ば、 義 長 則ち 時を替 へす 討 

手 を 遣し ける に、 早 落 失せて 陣々 に は 人な しとに や • 其の 後、 大 藏、 義 長 を 以て 申し 

け る は、 上 の 御腹い させ 給 ふ 事 は 侍る まじ けれ ば、 某 腹 を 仕らん と 申し けれど も、 將 

軍 在べ くもなし とて 留め 給 ひき。 武藏 野の 軍に 打 勝ち 給 ひて 天下 將 軍の 御代と 

成りし に も、 此 入道 一 命 恙な く、 數 年 を 送り 終 b ぬ。 大 藏も隱 居の 御 分と て 所領 餘 

多分 遣して けれ ば、 何 の 不足 もなか しと かや。  ， 

按す るに 此の所 傅の 如 くな ら ば、 則 ち 右. 馬 頭 は 君 を 存し父 を 全うせん と て、 力 

を竭 して 彌縫 せる も の、 亦 能く 處せ と 謂 ふべ し • 但、 大 義に 味き 責は 終に 逃る 

ベ から ざれ ば、 則 ち 是又齒 決な きを 問 ふ 比の み。 嗚呼 惜しい 哉。 (原 漢文) 

漢王陵 

もと  拳 

漢の王 陵 は 故 は沛の 人な b。 高祖の 微 なりし 時 は 陵に 兄事せ り • 高祖の 沛に 

起る に 及びて、 陵 は 又 自ら 黨數千 人を聚 めき。 高祖 還りて 項 藉を攻 むる に 及びて _ 

陵 は 乃ち 兵 を 以て 漢に覉 しぬ • 籍は 陵の 母 を 取ち て 軍 中に 置 き、 陵 の 使 至らば 刖 


t ト け す、 而 して ft に 至りて 區々 以て 尊 氏を舉 じ、 逆 威 を 助けて 忠と爲 さんと 9 す、 

豈に 大義に 眛 きの 甚だしき ものなら ざらん や。 (原 漢文) 

或は 傅へ 云 ふ、 大藏右 馬頭 は， 父 が 此事を 語り けれ ば、 思 ひ 留まり 給へ と諫 首 を 成 

しけれ ど も 「獨 b 思 立ちた るに も 非 す、 同 意の 人 々何とて 思 ひ 留るぺ き ぞ」 と .2- す 力 

間， あ ら けなく 申し て、 や がて 將 軍の 御 陣に叁 ひ、 「御 傍の 人々 を 除かせ 給 へ、 直に 申し 

入るべき 旨の 候」 と まう す。 將軍 傍の 人 を 除か せ、 大 藏右馬 權頭を 召されけ る に、 大 

藏泪を はら /\ と 流して 申し 候 は 「此 事. 隱 し 申さん とすれば 御 一 家の 御滅 C  、又 申 

さんに は 不孝の 罪 あり。 兎角の 望み 候 ふが 叶へ 給 はらんとの 仰せ 承り 度 事に こ 

そ」 と て然々 と 語る。 將軍 大いに あきれさせ 給 ひけれ ば 「•• みと 申す は此 にて 候。 

親父 入道が 命の 替 りに 某が 首 を 召さ れ、 入 道が 一 命 を 御 扶に預 らば や」 と 申し けれ 

ば、 將 軍泪を 流し 紿ひ て 「傍 々の忠 義、 當 家 子孫に 至る まで 忘る る 事 ある まじければ- 

入道が 命の 事 誠に 惡 しと は 思 ひなが ら、 今 の 志の 義に 當. ^て やさしく 覺 ゆる 上、 f 

邊に參 らせ候 ふべ し。 其の 時 所 知の 事共 申 付くべき にて 候 ふ。 ^今 討 手 を 遣 は 

すべし。 . 入道が 陣へは 討 手 を 遣 はす まじ。 三 浦の 者 討 取 b なば、 入道 は先づ 何方 
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吿 申さで は 叶 ふま じと 申して 歸 b 候 ひける は 如何。 此 者が 氣 色よ も吿 申さぬ 事 

は 候 はじ。 如何様 纏て 討 手 を 向けら れんと 覺ぇ 候。 いざさせ 給へ、 今夜 我等が 勢 

を 引分けて 關 In- よ b 武藏 野へ 回， 9 て 新田の 人々 と 一 所に な b  、明 日の 合 戰を致 し 

候 は ん」 と 宣 ひけれ ば、 多 曰の 謀 忽に顯 はれて 却て 身の 禍 にな b ぬと 恐怖し て、 三 浦、 

葦名、 二階 堂、 手 勢 三千 餘騎を 引分けて 寄 手の 勢に 加 はらんと 關戶を 廻 b て 落ちて 

行 く。 (太 平 記 三十 一 ) 

まさ 

右 馬 頭、 亦 事 ふる 所に 純なる ものと 謂 ふべ し。 然れ ども 其の 父方に 弑 逆の 幕 

を 謀 b  、其 の 子 を 召して 之を吿 ぐる に、 子 たる もの 當に瀝 汗 敷 臈、 反 復規諫 し て 言 

下に 死して 可な ，9、 其 の 謀 を 以て 主に 告げて 而 して 後 父と 生死 を 同じく して 可 

な ひ。 今 は 乃ち 路 人の 路 人に 於け るが 如く、 一  言 以て 之を諫 むる こと 有ら す、 庇 

に 去 hM し 顧みす し て、 以 て 父の 惡 を 濟 す、 此 れ豈に 忠臣 孝子の 爲 すべ き 所な らん 

や。 况ん や^ 氏 は 固よ b 無 君の 賊た り、 而 して 薩埵 山の 戰は 兄弟 相 蹈げる もの、 

皆 仕 ふべき 主に あら す、 し かも 直義の 毒殺に 遇 ふに 及びて 又 尊 氏に 降りて 之が 

臣た 右^ 頭是の 時に 當 b て は 未だ 嘗て 一 言 其の 父の 黨惡 忘義の 恥た る を 


と 問 給 ひけれ ば、 三 浦 「げ にも 是 程の 事を吿 進ら せられ ざらん は 後悔 ある ぺく覺 え 

候、 急に 知らせ 進ら せ 給へ」 と 申しけ る 間、 石堂禪 門、 子息 右 馬頭 を 呼びて 「我 薩埵 山の 

合戦に 打 負けて、 今 降 人の 如く なれ ば、 仁 木 細 川 等に 押し すべられて、 人數 ならぬ 有 

樣、 御 邊も 定めて 遺恨に ぞ思 ふら ん、 明 曰の 合戦に 三 浦 介、 葦名 判 官、 二階 堂の 人々 と 

引合て 合戦の 最中 將軍 を打舉 り、 家 運 を 一戦の 間に 開かん と 思 ふなり。 相 構へ て 

其の 旨 を 心得て 我が 旗の 趣に 隨 はる ベ し」 と 云 はれ けれ ば、 右 馬頭 大に氣 色 を 損じ 

て 「弓 矢の 遨甙心 ある を 以て 恥と す。 人の 事 は 知ら す、 某 に 於て は將 軍に 深く 憑 ま 

れ 進ら せた る義 にて 候へ ば、 後 矢 射て 名 を 後代に 失 はんと はえ こそ 申す まじ けれ。 

兄弟 父子の 合戰 古より 今に 至る までな き 事に て 候 はす。 何 樣三浦 介、 葦 名 判 宵 0 

謀の 事を將 軍に 吿申 さすば 犬なる 不忠なる べし。 父子の 恩義 已に絕 え 候 ひつる 

上 は、 今 生の 見參 はこれ を 限と 思 召 候へ」 と顏を 赤め 腹 を 立て 將 軍の 御陣へ ぞ參ら 

れ ける。 父の 禪門大 に 興を醒 まして 急ぎ 三 浦が 許に 行き て 「父 の 子 を 思 ふ 如 く、 子 

は 父 を 思 はぬ 者に て 候 ひけり。 此事右 馬頭に 知らせ や、 敵 の 中に 殘 b て 打れ もや 

せんすらん と 思ふ悲 さに 吿 知らせて 候へ ば、 以 ての 外に 氣色を 損じ て、 此 事將 軍に 
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千騎は あらんす らん、 將軍戰 場に 打 出で 給 はんやる 時、 態 と 馬 廻に 扣 へて 合戦 a に 

半な らんす る最 中、 將 軍 を 具 中に 取 籠舉， 9、 一  人も殘 さす 打取りて 後に 御 陣へ參 る 

ベ し」 と、 新 田の 人々 の 方へ 相圖を 堅く 定めて 石 堂 入 道、 三 浦 介、 小 俣、 葦名 ははたら か 

で縑 倉に こそ 居たり けれ • 諸方の 相圖事 定まり けれ ば、 新 田武 藏守義 宗、 左 衞門佐 

義治， 関 二月 八日 先づ 手勢 八 百餘騎 にて 西 上野に 打 出ら る。 これ を 聞いて 國々 よ 

b 馳せ ける 當家他 門の 人々 都合 其の 勢 十 萬餘騎 所々 に 火 を かけて 武藏國 へ 

打 越 ゆる。 將軍是 を 聞きて 縑倉を 打 出 で、 敵 を 道に 待ちて 戰を决 せんと て、 十 六 日 

の 早旦に 僅に 五 百 餘騎の 勢 を 率し、 敵の 行 合 はんする 處 までと、， 武藏國 へ 下 b 給 

ふ， 鎌 食より 追 付 奉る 人々 都合 其の 勢 八 萬 餘騎、 將 軍の. 御陣へ 馳せ參 る。 已に明 

日 矢 合と 定められたり ける 夜. 石 堂 四郞入 道、 三 浦 介 を 呼の けて 宣 ひける は 「合 戰 已 

に 明日と 定められた hN。 此間相 謀りつ る 事 を 子息に て 候 右 馬頭に 曾て 知らせ 候 

は ぬ 間、 此 者 一定 一人 殘止 b て將 軍に^ れ進 らせんと 覺ぇ 候。 一家の. 中 を 引分け 

て義卒 に與み し、 老 年の 頭に 胃 を 戴く も、 若し 望み 達せば 後榮を 子孫に 殘 さんと 存 

する 故な，^。 されば 此 事を吿 知らせて 心得させば やと 存 する はいか^ 候 ふべき」 


時 を 過す ベ から や、 早 く 義兵 を 起して 將軍を 追討し 宸襟を 休め 舉る べしと ぞ 被-仰 

下， け る。 信 阿 急ぎ 柬國に 下りて 三人の 人々 に 逢うて^ の 子細 を 相觸れ ける 間、 さ 

らば 纏て 勢 を 相 催せと て、 廻 文 を以 て 東八箇 國を觸 廻る に、 同 心の 一 菸入百 人に 及 

バ亿 中に も 石 堂 四 郎ス道 は 近年 高 倉 殿 (直 義) に ® して 薩埵 山の  <= 戰に打 負けて、 

甲斐な き 命 計 を 助けら れ、 鎌 倉. に 在 b ける が、 大 將と 憑み たる 高 倉騮門 はお 害せ ら 

れ ぬ。 我と は 事 を 起し 得す、 哀れ 謀叛 を 起す 人 の あれ かし 與カ せんと 思 ひける 處 

に、 新 田 左兵衞 佐、 同 少將の 許より 內狀を 通じて 事の 由 を 知らせたり けれ ば、 流 に 

と悅び て、 纏 て 同心して けり。 又 三 浦 介、 葦 名 判 官、 一 一階 堂 下野 二 郞、 小 俣宮內 少輔も 

高 倉 殿方に て薩埵 山の 合戦に 打 負けし か ば、 降 人に な b て 命 をば 繼ぎ たれ ど も、 人 

の ^處、 世 の 閬 處、 口 惜き者 哉、 哀 れ 謀叛 を 起さば やと 思 ひける 處に、 新田 武藏 守、 同 左 

衞門 佐の 方より 憑み 思 ふ 由 を 申した b けれ ば、 願 ふ 所の 幸 哉と 悅び て、 則 ち與 力し 

てけ b。 此人々 密に扇 谷に 寄 合 ひて 評定し ける は 「新 田の 人々 旗 を擧げ て 上野^ 

に 起 ひ、 武 藏國へ 打 越 ゆると 聞え ば、 將 軍 は 定めて 鎌 倉に て はよ も 待ち 給 は じ、 關 

入 間 河の 邊に 出合 ひて ぞ 防ぎ 給 はんすらん。 我等 五六 人が 勢 何 ほど 無くと も 三 
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んに は刖ち 亦賣 ぶに 足る ものな きな b」t* 懷 光の 死す るに 及び て、 瑙 も 亦 自殺し 

ぬ。 (通鑑 綱目) 

胡 寅 曰 く、 建 乎、 李 瑙の死 や、 父 の 非義を 知りて 之を說 けど も從 はれ す、 君 の 背く 

ベから ざる を 知りて 之に 事 へんと 欲すれ ども 得べ からす。 德宗旣 に 之 を 全う 

せんと 欲せば、 則ち 宜しく 預め 馬燧に 詔し て、 懷 光 叛逆の 罪 を 以て 其の 身に 止め- 

嘗て 王に 勤めし を 念う て、 特 に 其の 子 を^ め、 懷 光 父子 をして 之 を 知らし め ば、 則 

ち懷 光は必 すゃ璀 をして 死す る こと 勿ら しめ て、 璀 も 亦 以て 死せ ざるべし • 

胡 氏の 論 は 誠に 善し。 然れ ども 竊 かに 謂 ふに、 德宗 をして 此の 詔 あらしむ 

i も、 璀 たる もの 生くべき 理 なし。 (原 漢文〕 

大藏右 馬頭 

故 新田 左 中 將義負 の 次男 左 兵衞佐 義， 興、 三 男 少將義 宗、 從 父兄 弟 左 衞門佐 義治兰 

人、 武 g  、上 野、 信 濃、 越 後の. 間に 在所 を 定めす 身を藏 して、 時 を 得ば 義兵 を舆 さんと 人 止 

て 居たり ける 處へ、 吉野殿 未だ 住吉に 御座 あ りし 時、 由 良 新 左衞門 入道 信 阿 を 勅使 

に て、 南 方と 義詮と 御 合 體の事 は 暫時の 智謀な りと 聞 ゆる 處な b  、仍 つて 節に 迷 ひ 


しめしに、 懷光は 兵 を 屯して 進ます。 璀 密かに 德宗に 言って 曰 く 「臣が 父 は 必ゃ陛 

下に 負か ん、 願 はく は 早く 之が 備を 爲られ よ。 臣は閡 け b  、君 父 は 一な b と. 但今 

日、 陛 下 は 未だ 臣が 父を誅 する 能 は ざれ ど も、 而 も 臣が父 は 以て 陛下 を危 くす るに 

足れ、 故に 忍びて 言 はすん ば あら す」 と。 德宗 驚いて いは く 「卿 は 大臣の 愛子な 

b  、當 に 朕の 爲に 委曲 之 を 彌鏠せ よ 1。 對 へて いは く 「臣 がハ乂 は臣を 愛せざる にあ 

ら す、 臣 も 其の 父と 宗族と を 愛せざる にあら ざるな b  、顧 ふに 臣が カ竭 きて 廻らす 

能 はざる の み」 と。 德宗 いは く 「然 らば 則ち 卿 は 何 を 以て 自ら 免れん こと を 策る か」 

と。 對 へて 曰 く 「臣 が 父 敗 るれば 則ち 臣は 之と 倶に 死なん の み、 復 た 何の 策 か あら 

んゃ。 臣を して 父を賣 b て 生 を 求めし めば 陛下 亦 安ん ぞ之を 用 ん」 と。 懷光 遂に 

反き ぬ。 德宗は 梁 州に 奔 b ぬ。 李 泌の陝 に 赴く に 及び て、 德 宗 之 に 謂 つて 曰 く 「朕 

が 懷光を 全うせん と 欲する 所以 は 誠に 璀を惜 めばなり。 卿 よ、 陝 に 至りて 試みに 

朕が 爲に之 を 招け」 と。 對へ てい はく 「陛下 未だ 梁 州に 幸せられ ざ b しならん に は、 

懷光猶 ほ 降す ベ か， 9 しなら ん、 今 は臣に 降らん こと を 請 ふと 雖も敢 て 受け じ、 況 ん 

や 之 を 招く を や。 璀は 固よ b 賢 なれば 必ャ 父と 死を俱 にせ ん、 若 し 其れ 死せ ざら 
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共 三 十 人、 並 に 下々 三 百 人、 道 々賄 並に 警固 等に 至る まで 無， ー殘 所， 仰 付な り • (太閤 記 

十二)  ，  ： . . に 

左 馬 助の 志、 固 に哀 むべ し。 其の 氏 直に 吿げ しも 亦 巳む を 得ざる 擧 にして 過 

tc せ す、 唐 の 李璀是 のみ。 但し 李璀は 其の 父の 死せ る を 聞きて 卽ち 自殺し き。 

松 田 は 則ち 其の 父 を 諫めて 時に 死せ す、 又 父の 謀 逆を吿 げし 時に 死せ す、 又 其 の 

. 父の 誅 せられし 時に 死せ す、 又 城の 陷 りし 時に 死せ す、 徒 らに氏 直に 從 ひて 敵に 

降り、 城 を獻 じて 以て 氏 政 兄弟 をして 死に 至らし め、 終 に 高野山に 登りて 以て 遺 

息 を 保ち ぬ、 此 れ 恨む べきなら。 或る人 謂 く、 是 の 時 左 馬 助 は 年 甚だ 少 かり き、 此 

を 以て これ を議 する は 過な りと。 然れ ども 左 馬 助 年 甚だ 少 きを 以てし て、 志 節 

の觀る べき もの 旣に 此の 如く なれ ば、 則 ち 責備の 義、 固 より 已 むべ からす。 (原漢 

文) 

李 璀 

声 口の 朱泚 反して 德宗を 奉 天に 圍む や、 李 懷光衆 を 帥 ゐて入 b て援 けし かば、 舉天 

の圍 解けぬ。 德 宗は懷 光の 子璀を 以て 監察 御 史と爲 し、 懷 光に 詔して 長 安 を 取ら 


こえて 哀な り。 閼白殿 仰せられ ける は、 今 度 北條家 を打果 すべ き爲 にて 有る ぞか 

し、 し かるに 氏 政 以下 悉く 助けな ば 兼ての 言葉 も i 仝し きに 似た b  、氏 政 氏 照に は 切 

腹 さ せ、 氏 直 兄弟 は 相 助くべき 旨家康 卿へ 御 相談 まし ませ ば、 尤 よろしき 御 事に 奉 

,存 候 由 に 付 *檢 使 をぞ 定められ ける。 然るによ b 干 日 の晚、 石 川 備 前 守、 蒔 田 權 助、 中 

鄕 式部 大輔、 佐々 淡路 守、 掘 田若狹 守、 家康 卿より 榊 原 式部 大輔檢 使と して 安淸 軒が 

あら ^し 

宅に 來 b  、其 有增を 言 出ん も 痛 はしく 思 ひ 侍， 9 し體 を、 氏 照 令，， 推察， 「行 水の 暇 を 芳情 

あ れ」 と いはれ しか ば、 い かに も 緩々 と 御文な ども 調 へ られ候 やうに と、 何 れも 申し 

け り。 如& 侍， 9 て 切腹の 形 勢、 さ すが 北條家 代々 相續 ありし しるし かなと 思 はれ 

て、 殊 勝に も 思 は れ、 又 誰も 衰へ にならん を ば、 か ねて 知りた き 物に こそ あれと 銘： 

俯け る兩 人の 面 を秀吉 公へ 家康卿 御持參 ありし か ば 、不， 恐，， 天 命， 者 の 事 なれば 洛の 

戾 橋に 懸置 可 X 申 旨 石 田 治 部 少輔に 被，， 仰 付 一にけ b。 小 田 原の 城を受 とらせ 給 ふ 人 

人 は、 本 田 中 務少輔 、伊井 兵 部 少輔、 榊 原 式部 大輔 也。 かくて 同 廿日 氏 直 高 野に 上り 

可 fefe- 旨に 因りて、 供し 侍る 人々、 一 門に は、 北 條美濃 守 (名 規) 同 左 衞門佐 (氏 00 老 に 

は 松 田 左 馬 助、 大道 寺 孫 九郞、 內藤 左近大 夫、 拼豫 左兵衞 尉、 余 田大膳 亮、 其 外 近侍の 者 
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三 二 四 

中 其 外 役所々々 の 固 を 日々 夜々 心を賦 b 持ち 行く とい へど も、 今 は 彌 I 運 を 開く ベ 

き やう もな く 見えし に 因 b て、 氏 直 思惟せ しゃ う は、 幾 年を經 とも 堅 E@ に 有る ベ し 

とたの みし 城々 は 悉く 殿下の 幕下に 屬 し、 當 城に 於て 腹心の ごとくお も ひし 者 共 

も 疑心 上下の 間 をへ だて、 今は涸 魚の 身と 迫りぬ、 所詮 某 降 人と 成 &て 籠城の 上下 

を 相 助くべし と 思慮 を 究 め、 七 月 六日の 朝 尾 張 守に 腹 を 切ら せ、 纏 て 馬に 打乘 り、 山 

上 鄕左衞 門 計め しつれ、 家康 卿の 御 陣へ參 b 、此由 かくと 申し入れ しかば 「尤め 存分 

に 候、 然 ば 羽 柴下總 守 所へ 相 越し 其 旨 被^ が 宜し からん」 との 指圖に 任せ 參り侍 b 

「某 降 人と 罷成 出で 申 候、 父 氏 政 其 外 籠城の 上下 一 命 を 績せ給 はり 候へ かし、 卽城を 

明日 渡し 奉る べき 旨宣 はれし か ば、 下 總 守、 頓 て 御所へ 出 窺 ひ 候へ ば、 奇 特 なる 存分 

よ^  こ、 ろえ 

な， o と 感じお ぼ さ る、 何 やうに も 其 望 を 相 叶 へ 能に 計 ひ 遣す ベ き 旨 意 得 申せと あ 

りしに 因り て、 卽 氏 直へ 如， 此 の 趣に おはします 條御心 を 安 じ 候へ と 申 けれ ば、 悅 入 

る 旨に て 七日よ b 九日に 至 b 小 田 原 七 口 を 開 き、 上 下異 儀な く 出しけ 悉くお 

のがさ ま に 成 侍りし なり。 昨日 七， 日 迄 は 數萬騎 の 主として 有 りし が、 今 日 は 

引かへ て 七月 八日 醫師 安清 軒が 宅に 移， 浮世の 日 數迨， 9 求て、 時 を 待つ 有樣、 物に 


極めけ る。. 左 馬 助役 所 は 肝要なる 丸 なれ ば、 歸 b しか 共、 此 者の 心 は 忠義 ふか、 -9 

し 故、 何 方 へ も 出で ざる やう に、 番 の 者 共 • 多 く 付けて 遣 はしけり。 左 K 助 具足 甲、 本 

丸に 在りし を 取 b に 遣 はしければ 來 b ぬ、 卽 其 具足 櫃に 入替 b て 十四日 亥の 剋に 

本丸へ 忍び入 b  、氏 政 氏 直に 申 上る やう は 「尾 張 守 命 を 某に 下さる ベ きに 於て は、】 

大事の 儀 を 知らせ 候 は ん」 と 堅く 其 約束 を申定 め、 斯 て W きけ る は 「父 逆 意 を 企 て 申 

候 事 急 に 可， 有，， 御 座-之 條、 明 朝 是 へ 被 U 召 寄-可， 然 候 はん や」 と て、 又 おのが 役所へ ぞ歸 b 

ける。 氏 政よ b 十五 日の 朝、 尾 張 守 方 へ 可， 致，， 登城 一之 旨 使者 を 立 て しかば、 纏て 參 b 

し を、 北 條陸奥 守 並に 江 雪齋を 使者と して 「敵方よ b 其方 事 逆心 を 思 ひ 立 ち、 長 岡、 池 

田、 掘、 彼 等 三人が 勢 を汝が 丸へ 明 後 十七 日の 夜 引 入れ、 某 父子に 切腹 を させんと こ 

れ. ある 由內通 ありし な b  、そ れは 何故かく おも ひ 立ちし ぞ」 と たづ ねられし 時、 答 へ 

申す やう は 「其 古し へ 武田信 玄當地 へ 働き 申け る 時、 我 逆 意 を 企て 信玄と 入魂 これ 

あ る 由、 敵 方よ b 間者 を 入 れ、 密 に 云 はせ ける を、 實 と 思 召、 某 人賀を 被 „ 召 置 一 候 ひ き • 

其 節も聊 存じ よらざる 事に 候 ひ き、 今 以 間者の 云爲 なる ベ し」 と 陳じ 申す 時 「い や 今 

度 は 左 馬 助 忠義 を芷し 知らせた る ぞ」 と 重ねて 兩使 申し、 によ り、 松 田 心 服 す。 城 
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； i  111. ニ  ニ 

おも ひけり。 词ほ 十四 曰の 曉、 長 子 笠 原 新 六郞、 二 男 松 田 左 馬 助、 三 男 彈 三 郞、 內 藤 左 

近大 夫、 太 田 肥 後 守に 饗應し 了り て 、数寄屋へ 呼 入れ 茶 を 沙汰し、 其 後 「此 座中 何れも 

不レ遁 心中と 思 ひ ぬれば、 一 入 たのもしく おも ふな り」 と 事 あたら 1 き やうに 云 ひ 出 

でぬ。 愛に 於 て 芬、 是 はいかなる 事に や、 か く は 被 fe- ける よと 思ぷ 處に 「何 案して 

見 候へ、 此 籠城の 爲 體、 三 日 は 出 まじき と 思 ふな b 、其 子細 は 成 田下總 守が 擧動其 外 

歷々 の 者 共 皆お のが 身の上の み を專に し、 上 下の 心： 各隔に 見え 侍りぬ。 是は 搦手 

の 大將羽 柴筑前 守 利 家 謀計 を 以て 數 箇所の 城主 を秀吉 公の. 幕下に 屬し、 又は 武勇 

の 功を勵 し、 八 王 寺の 城 を 攻めし 故、 今 は 當城涸 魚の 體に. 異なら ざ る： に よ り、 籠 城 の 

面々 孤 疑の 心 蜂起し、 當家滅 II 思の 外 急なる ベし。 某 一人 忠義 を 守り、 一 門 一 族の. 

父子 妻子 共 を 一 時に 4J さん 事 も 口惜し。 所詮 逆 意 を 企 て、 彼 等 を 救 ひ 見ん とお も 

ふな b。 明 夜長 闳. 越 中 守、 池 田 三 左衞 門、 堀 久太郞 が 勢 を 以て 某が 丸へ 可，， 引 入， 之 行 

に 究めた るぞ。 み. なく 其の 心得 をな し 候へ. 1 となり ノ 左 馬 助 十五 日の 夜 を 延べ 

申 度 思 ひ 『此 事 始めて 談合 ありし日 も 八日、 朋 日 も又不 成就 日に てお はし まし 候、 願 

は く は.. 明 使 は御延 ありて 宜しから んゃ， 一と 諫めし か ば、 尾 州 同心 し、 十 七日の 夜に ぞ 


. 謹言，.. . ， 

六月. \ 日 (態 ど 互の 名字な かリ しな リ) 

松 田 返 章 を.. 令，， 披 見， 安 堵の思 をな し、 翌 朝 二 男 左 馬 助 を 本 城よ b 呼 寄せ 密、 に 云 ふ 

や う 「近 年 氏 政 氏 、某 に 對し差 儀に も 非ざる 事を甚 以て 淺 からざる やうに 被-: 申 懸ー 

；候， ひ ， つ な 事 は、 內 ^其方 も 存知の 儀に 候、 然 ども 時 を 得すして 憤 をお しこめ 過ぎ 來 

チ し な 乂 然 偶 逆 意 を 思 ひ 立之條 令， 一同 心 一 我 欝憤 を 散 じくれ よ」 と ぞ吿げ ける。 左 瑪 

助. 承 b  、淚を はら /\ となが し、 申 ける やう は 「御身 は 北條家 代々 重臣と して 莫大の 

地 を葡 し、 政 道 を も 拿 b 給 ひ、 一門 一 族 其^ を 蒙りし 事關 八州に 隱も おはし まさす 

候、 縱令無 據御恨 有 b とも 此節は 全く 義に非 ざ る 所な b 、願く は 思 召 留られ 然る ベ 

く 候 はん」 と 諫めし か ば、 尾 張 守 「面 目 もな き 次第 まことに 言 葉 もな き ぞ、 此 の 上は自 

害 せん 丄 ^外 は. な し」 と て 脇差に 手 を かけし 處を左 馬 助お さ へ つ ゝ 「そ れ 程に 思 召 

： 入り 給 ひな ば、 不， 及， ー是 非 一同 心 申 條、 御 心 を 安う しお はし ま せ」 と、 十 四 曰まで は 其義に 

筒ん け .9。 痛 はしゃ 左 馬 助、 此 儀 に 同 し ぬれば 主君への 不 忠、 同 せ すん ば 則 父へ の 

； 不孝、 と やせん かく や あらま し、 身 もがな 二と、 晝夜思 ひ 煩 ひし 形勢 を、 尾 張 守 も 不審 
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松 田 左 馬 助 

天 正 十八 年 秀吉小 田 原 北 條の城 を攻圜 まる。 松 田 尾 張 守 は 代々 北條の 重臣と 

して 其の 勢 五 千 有 餘、 威， 蓋，， 八 州， 富 甚洋溢 し、 子 も 多から しが、 長子 笠 原 新 六 郞は國 器 

の才 あ， =>、 二 男 松 田 左 馬 助 は 忠義の 志 篤 く、 三男 彈三郞 は 學道曉 し。 左 馬 助 は 容顔 

美麗 世に 勝 れ、 心 も 優に 艷か b しかば 氏 直 側近う 愛し 侍りき。 然る 間 今以て 本丸 

に 在りて 父の 方へ は 偶な り。 松 田 思 ふやう は、 當 家滅. D の 時 至 b ぬと 覺る事 は、 數 

箇所の 城々 皆關白 殿に 屬し奉 b  、今 小 田 原 一 城に 迫 b しか ば、 落 城 幾程 あるべ から 

や、 其 の 上秀吉 公の 計 策 張子 房、 武勇 は韓信 程の 名將 なれば、 中 々運 を ひらくべき 望 

もお も ひたえ た b  、我 一 人義を 守りても 其の 詮な かるべ し、 堀 久太郞 方 へ 便 b 秀吉 

あら まし 

公べ 降 しみんと 思慮 し、 六 月 八日 其の 有 增使札 を 以て 申入れ しか ば、 タ 太郞 其の 旨 

窺 ひ 申し けれ ば、 是 れ 夭の 與 ふる 所の 事な り、 し かるに 於て は 伊豆 相模 永代 可 * 宛-行 

チ よ #  .  r 

之， 旨 能に 計 ひ 申す ベ き 由なる に 因って 返簡に 及ぶ 

芳翰並 御 使者 口上 之身卽 殿下へ 令-披露， 處、 尤 忠節 之 段 悅思召 候、 然者 伊豆 相模永 

代 可 I 被 0 扶 助^ 曰 候、 彌 被 &〕 御 分別， 重而 誓紙 等の 儀委 御沙汰 候而頓 可 翰-仰 越-候、 恐 惶 


ふべ し。 一に は婦 德、 心 に備 ふる 善な り。 二に は婦 言、 口 にい ふ詞 なり。 三に は婦 

容、 身 に顯 すかた ちな， 9。 四に は婦 功、 手 にと る 事業なら。 女子 は 親の もとに 止る 

しはらく 

は 暫の中 なれ ば、 婦 遨を敎 ふな を 母た る 者の 道と い ふな^。 

擧惡章 第 十八 

女の 道 は 陰に して. 男に したが ひ、 卑弱を 第 二と するとい へど も、 國 の 政事に おこ 

た b  、家 事 治ら や、 其 の 土地に 凶惡 ある は、 み な 主君の 愼 あしきに よ b  、天 逍の憎 をう 

くる ものなら。 い か ほど 女の 顏容 美 麗 に し て、 主 君の 心に かな ふと も、 婦 德 なき 婦 

人 はこ、 ろざし 恣に驕 り、 國 を ほろぼ し、 家 をみ だる 例 すくなから や。 殷の 世の 

ヽた つき，  ほうじ 

ぶる や 姐已ょ b 起 り、 周 の 世の C ぶる や 褒姒ょ b 起る。 其の 外擧げ てかぞ ふべ か 

らす。 婦人 賢明 なれば、 君 善に す、 み、 家 治り、 國 平な り。 

； 本 篇は高 井 蘭 山の 序文 Li も 「或 人 云 々」 と い へる が 如 くそ の 作者 な詳 かに ぜす。 令 は女訓 

孝 經敎壽 LL 從 ひ、 姑 く 八 隅 山人の 述 とすれ ど も、 そ の 巣して 何人なる か は 明かなら す。 

, ： 忠孝 類說  淺， 見 綱 齋 

第二 篇 孝道に 關 する 論 說  三 一 九 


*> はだ  かたよ  かたし だち  ふ 

すれば 寐 ぬるに 側た す、 坐 する に邊ら す、 立 つに 跛せ す、 邪 味 を 食せ す、 左 道 を 履ます、 

割め 正しから ざれば 食せ や、 席 正しから ざれば 坐 せ す、 目 に惡 しき 色 を 見 や、 耳 に 惡 

しき 聲を聽 か す， 口 に惡 しき 言 を 出さ す、 手 にあしき 器 を 執ら す、 夜 は 正 書 を讀 み、 朝 

なりかたちき ら^-^ しく 

に 起きて は 立 居 振舞 を 正しく すれば、 其の 生る、 子、 形容 端正して、 才德 人に 勝る と 

いふ。 これ 胎敎を 守る の德 なり。 

母 儀 章 第 十七 

それ 

夫人め 母た る 者 は、 其 の 禮儀を 明かに して、 和 同す るに 恩愛 を 以て し、 こ れに 示す 

に嚴毅 なる を 以て し、 動 いて 禮 にかな ひ、 言 ふ 事 かなら す經 あれ。 男子に は 六歲に 

して 數と 方角と を をし へ、 七歲 にして 男女 席 を 同じう せ す、 食 を 共に せ す、 八 歲 にし 

て 小 學を習 は せ、 十 歲 にして 師を とり 從 はしむ。 出入 每 にかなら すつ げ、 遊 ぶ所必 

す 常 あ b  、習 ふ 所 かなら す 業 あり。 居る に は 奥に 主たら や、 坐 する に は 席に 中せ す、 

かり もめ 

ゆく. に 道に 中せ す、 立 つに 門に 中せ す、 高 きに 登ら す、 深 きに 臨ま す、 假 初に も そしら 

す、 假 初に も 笑 は す、 私 の 財 あら す、 立 つに は 必す方 を 正 し、 耳 を 傾け 聽か や、 男 女の 別 

うたが！： S  て Q ぐ ひくし 

を 守 b  、嫌 を 遠 ざ け、 疑 はしき を 避 け、 巾 櫛 を 同じう せす。 女子 七歲 にして 四 德を敎 


こじう と 

れ ば、 夫 姨 にも 其の 如くに して むつまじ く、 又 親類 緣者 隣に 至る まで 其の 聞え^ 

hs て、 世 上に 父母 兄弟の 名 を あら は し、 天 下に 譽れを 得る は、 これ 行ひ內 にな リて名 

後世に 立つ とい ふ。 

諫諍章 第 十五 

婦人 は 失 を 天と して 廉貞 孝義を もて 事る といべ ども、 夫 もし 不義 非道の 事 ある 

とき は諫 むる 遨 古より 其の 例 すくなから す。 舅姑 はいかなる ひがごとの たま ふ 

あらそ ひい さむる 

とも 諍. 諫の 道な し。 これ を 曲 從の敎 とい ふ。 曲從と は、 ま げ てしたが ふとい ふ 

や はら.^ 

事な. 5。 夫 もし 娃亂 不義 非道の 事 あらば、 我 色 を 和 うげ 聲を雅 にして いさむべし。 

さすれば 男の 心 遂に 和ら ぎ、 惡 を や め、 善 にう つる ものな り。 愛 を 以て 男 を 不義に 

陷らせ や。 い にし へ かくの ごとくに して 國家を 治 め、 名 を 後世に 傳 ふる 賢 女 和漢 

に 其の 例お ほし。 これ をよ く諫 むと いふな ひ。 

胎敎章 第 十六 

それ 

夫人 は 五常の 理を 受けて 生る とい へど も、 K と 習と ぃ丄 あり。 故に 善に 移れば 

善人と な b  、惡 に 移れば 惡人 となる。 これみ な敎 によるな り。 古の 敎に 婦人 懷妊 

第二 篇 孝道に 關 する 論說  n 二 七 
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まろ うど  おくりもの  力ま もの 

上た る 人 を 敬 ひ、 下 を 惠 み、 客 人 を もてな し、 其 の遨 にあらざる 賄 はう け や、 舅 姑の 賜 

は 一 通， 9 辭 退す， るは禮 なれ ども、 其 のうへ 强ひ給 ふ は， 受く べし。 又 私の 財な く、 人 

ともしび 

の 富を褰 ま や、 他 行に は 面 を あら はに 見せ す、 夜 行く には燭 なければ 行か す、 兄 弟 を 

そ は 

送る とも 門の 外 へ 出です 、出家 沙門に も 側近く よら や。 これ 婦人の 要 道なら。 

廣守信 章 第 十一 二 

天の 道 を 立て ゝ陰 i 陽と い ひ、 地 の遨を 立て、 柔と涮 とい ふ。 陰陽 剛柔は 天地 

の はじ め、 男 女 夫婦 は 人倫の 始 なり。 夫 を 天と な し、 婦 を 地と なす。 此の 道 を かけ 

.  .  のっと 

ば 陰陽 はなる" 故に 夫婦の道 は 和 同 を專務 とす ノ然れ ど も、 男 は 天德に 則る を以 

て 剛 く、 重 婚の義 あ b 、女 は 地に 則る を もて 柔 かなる を遨 とする 故 に、 再 緣の 法な し， 

こ-  つかう まつ 

愛 を 以て 婦人 は 地の 天に 隨 つて 萬 物 を 生す るが ごと く、 夫 の 德に隨 つて 事ら ざれ 

ば、 一 生 安穩に 終る 道な し。 ゆ ゑに 婦道の 敎を 守り、 信 を 盡す事 を 第 一 と はなすな 

り 。- 

廣揚名 章 第 十四 

つかう まつ 

女子. の 父母に 事る に 孝行 なれ ば、 嫁 して 舅姑に 事る も 亦 孝行な、 り。 舅姑に 孝な 


義 備 り、 は づか しめらる ゝこ となし。 

五 刑 章 第 十 一 , 

たぐ ひ 

ノ五 刑の 屬 三十、 つみ 不孝よ b 犬なる はなしと • 其の 中に も 婦人 は 嫉妬 を大 なる 

罪と す。 この 嫉妬 ある は 自らに 婦德 なき 故 に、 萬 事 に つき 物 さわがし く、 本 心 ® み 

► ,  こ ic**N ふめ  .1  S  おろそか  C や 

凝 ひ を 生 じ、 夫、 舅、 姑、 嫜 にも 其 6 容顯れ 、召つ かひ を 憎み、 親類 緣 者の 中 も 疎に な b 、邪 

貝の ほむら 面に. あら は れ、 遂 に 夫婦の道 も 和 同せ ざる は、 これ 嫉妬の 罪より 發るを 

はじめ  をん な  t** 

以 て、 婦 人 七 去.. の 首に 不孝 を 出せり。 婦は心 を 負し く、 正 直の 魂 を 磨 き、 柔 和 第一に 

を さ  した^ 

人に 順 ひ、 內 を 理 め、 B2 よ b 外の 事に 拘ら や、 目 は 色に 狗は す、 耳 は 聲に迷 は や、 見 る と 

けんぶつ 

聞く との 欲を禁 むべ し。 たと へば 酒宴の 座、 見 物 ごとの 席に 列 b  、麗 しき 色 を 見、 妙 

なる 聲を 聞く と も、 其 の 時 その 座 限に する は妨 なし。 念 を殘し 想を懸 くる は 事 を 

越 ゆるな り。 又 嫌疑 を 避く ると て 人に 依し と 思 はれ 疑 はしと 思 はれむ 擧動假 初 

にもす ベから や。 これ 聖人の 敎 なり。 

, 廣耍道 第 十二 

,: 女子の 舅姑に. 事 ふるに 力 を 盡し禮 を. つぐ. し、 娣 * を 奉 じ、 親 類 緣者を 疎遠に せす、 
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いも- フ と 5- ひ 

右の 淑女の 孝 を 以てう ち を 治む る は、 臣 下の 妻妾 を卑み 遺れ や、 況 んゃ娣 ft に 於 

て を や-故に 親類 緣 者と 睦 しう して 人々 心に 懼び敬 ふを以 て、 舅、 姑、 夫 のこ ゝ ろに 

こじう とげ x» よ  おも ひやり 

か な ひ、 檸、 下妣、 召 仕の 恕 慈悲 を專と し、 自も 嫉妬の 心なき 故に、 夫 の 行 もお のづ から 

正 し く 、家. 內 和 同 し、 福 曰々 來 り、 禍 亂 起る ことなし。 これ を 孝 を もって 上下 を 治 む 

I い ふ。 

贅明章 第 九 

古賢 明なる 婦人 は 君の 過 あれば 時 をう か^ ひ、 事 によ そ へ て 善 を 進め 惡を 退け、 

愛妾お ほしと い へど も假 初に-も 嫉妬の こゝ ろな く、 自 ら よき 妾 を 進めて あしき 妾 

あら は  しも じ も  おち ど 

を 遠 ざく る 事 をな し、 臣 下の 過 を顯さ す、 俊 才をぁ げ、 愚 昧を憐 み， 下 鄙 をして 越度な 

からしむ， これ 賢明の 婦人の 孝な り。 

紀德行 章 第 十 

古の 資 婦人 は 上に 居て 驕ら す、 下 として 亂れ や、 醜 にあ b て， 爭 は す、 夫 に 事 ふるや 

力た ち 

A 實 にして かみ 容 おとなし く、 立 居 振舞 もの しづ かにし て、 外 を 愼 み、 う ち を まも り、 

^浴 飲食の を b も 父子 兄弟の 禮を愼 み、 言 と 行と に玷 くる ことな けれ ば、 婦 人の 遭 


事 舅姑 章 第 六 

女子の 舅姑に 事 ふる や、 敬 は 父と おな じ、 愛 は 母と 同じう す、 これ を 守る は義 なり、 

てあら くちす， 

これ を 執る は禮 なり。 夜 は 遲く寢 ね、 朝 は 早く 起き 盥ひ嗽 ぎ、 衣 服 を 以てみ ま ひ、 機 

嫌 を 窺 ひ、 冬 は溫 かに し、 夏 は凊 しく し、 昏 に 定めて 晨に省 み、 敬 を もって 內を 直う し、 

力 た 

義を 以て 外 を 方う す。 禮と 信と を はなる、 事な し。 婦人 は 夫の 家 を 我家と する 

故に 嫁を歸 とい ふ、 我家に 歸 ると いふ 事な り。 故に 夫の 家に. 行きて は 舅姑 を 我 親 

よめ 

よりも 重んじ 敬 ふこと 橄たる 者の 孝な- 9。 

三才 章 第 七 

天の 經 と、 地 の 義 と、 人 の 行と を 天地人の 三才と はいふな り。 これ を もつ て、 人 み 

つか ク まつ 

な 其の 行を愼 ますん ば 有る ベから す。 夫 を 天と し 仰ぎ 事る は、 な ほ 地の 天の 惪に 

よって 萬 物 を 生す るの 理 なり。 それ 婦人 は 別に 主君な し、 夫 を 主人と して 敬 ひ、 夫 

の敎 訓に叛 かざる は 陰の 陽に 隨ふ 道理に て" か くべ からざる 道な り。 かへ すぐ 

も 夫に 逆 ひて 天道の 罰を受 くべ からす。 

孝 治 章 第 八 

第二 篇 孝道 に 閼 する 論 說  『一二 三 
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くれん しょ .9 ん 

のこ、 ろ ふか く、 民を憐 み、 朝 慕に 君の 不德 なからん こと をお も ひ 給 ふこと 關睢麟 

趾の 詩に い へ る 如くに して、 これ 后妃の 孝な り。 

夫人 章 第三 

ゐ  よく 

尊き に 居て 儉約を 能 し、 位 を 守.^ て 私な く、 其 の 勤 勞を審 かにし、 其の 視聽を 明か 

♦ ふるき ふみ  め  わす は ひ 

にし 古書の 敎を まな び、 絲 竹の 芽 33 たきを 愛 で、 主 君の 身に 殃 害な からむ 事 を はか 

うや ま  よこしま ふ 3 

り、 其 の 儀 を 失 は す、 よ く 子孫 を 和ら げ、 其 の 先祖 を 恭敬 ひ、 邪 を閉 ぎて 其の 誠 を存す 

る、 こ れ 夫人の 孝な り。 

邦 君 章 第 四  • 

君 賢に して 夫人 婦德 あれば、 家 治 國安 く、 宗 祖 鬼神 福 を 賜 ひ、 五 穀 豊熟に し て 民 

悅ぶ、 これ 君よ く 法令 を まも &偷 ふの 葸なり 。 

庶人章 第五 

婦人の 道 は 義理の 二 をよ く辨 へ、 人 を 先に し、 己 を 後に し、 夫 舅姑に 能くつ か へ、 兄.. 

こ をと め  つ か 

嫂、 女 S を 敬 ひ、 織 鏠、 紡 績の事 をつ と め、 萬事儉 にして 費 を 省 き、 家 內和同 し、 召 つ か ふ 

もの を憐 み、 他 人 を 敬 ふ は、 これ 庶 人の 妻の 孝な りノ 


し、 或 は 我が身 を恣 にせむ とて 義理 を 顧み や、 これみ な 恩 を 忘れて 不孝 をいた すな 

それ 

り。 夫 はじめて 母の 胎內 にや ど b しょ b  、生 れ出 でて 襁褓の 中に あ b  、竹 M の 戯 れ、 

疾病の 患 ひ、 父 母のお も ひ 更に 喩へ 難し。 心 を ひや し、 魂 をけ して、 幾度 か淚 をぬ ぐ 

ひ、 幾 度 か 身 を こがし て、 漸 く 育て あ げ、 物 を學 ばし むる 其の 子と し て、 親 旣に 年老い 

カ衰 へ、 老耄し 拙し とて 嫌 ひ、 病 によりて 行 歩かな ひ 給 はね ども 立 居に も 心つ けす、 

早く 死ねよ かしと， 思 ふ。 か、 る 輩 は 縱ひ養 ふとい ふと も、 犬 雞を飼 ふが 如し。 親 

を 養 ふこと は 鳥 だに もやしな ふぞ かし。 妻子の 愛に 忍 び、 身 を恣に せむ 事 を 求め 

ュ くろ， r- 

て 梟の 母 を 喰 ふが 如し。 不德 不信に おそろし く、 其 の 父母 舅姑に あたり 侍ら ば、 子 

とが  そこな や. ぶ 

なきに はしか じ、 況 んゃ身 を愼ま ャ、 咎 を 蒙 り、 世 に 恥 をう け ば、 父 母の 身 を も 毁ひ傷 

ると いふべ し。 かへ すぐ も 愼み給 ふべ し。 愛 を 以て 孝行 を 人倫 第一. の 道と す 

るに よつ て、 能く 孝を盡 すに おいて は、 天地 も感應 ましく 家 富み 榮ゅ。 これ を 身 

を 立つ ると いふな b。 

后妃 章 第二 

古の 德 ある 女 御、 后 は 賢明の 婦德を 持 ち、 其 の 色に 淫せ や、 臣 下の 賢 をす ゝ め 慈 悲 
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それ 女子 は 生涯 人に 隨艏 ふべき もの なれ ば、 父 母の 許に ある 間 行儀 正しく 敎へ ざれ ば、 暫 

くの 宫 仕に も 君の 心に 應ぜ す、 嫁 しても 親族 迄の 意に 從は す、 M に は貞の 因邊^ 失 ひ、 あ ら Q 

さま に 

の もと 

^孝經 

の 意に 

慎みて 

の 名 な 揚げ、 子孫 萬 世 の 繁榮^ 基 せんこと 鏡， 中 に 釤^ 見る が 如くな らん。 

文政 壬 午 春  高 顧 Z 山 翁演 

開 宗明義 章 第 一 

*-H  すべ て 

夫 孝 は 百行の 本、 萬 善 の 源に し て、 凡 の 善事 皆 孝よ， 5 始 るな り。 親に 事へ て 孝 あ 

る 者 は、 夫 舅姑に 事へ て孝貞 にし て、 其 の 外の 事に おいても 誠 あ k 故に 忠臣 は 孝 

子の 門に 出づ とい ひ て、 萬 善 悉く 是ょ b 生す るを以 て、 聖 人の 敎 にも 孝 を 第 一 とし 

給 ふなり。 抑 t 孝 は 天地に 廣 く、 人 倫に 厚う し、 鬼 神 を 動 し、 禽 獸を感 じ、 恭 禮に 近う し、 

三思 ひて 後に 行 ひ、 其の 勞を 施す ことな く、 其 の 善に 伐ら す、 和 柔 貞 順、 仁 明 孝 慈、 此 の 

道に 過ぎた る德 ある ことなし， 然るに 世の 人 或は 妻子に 心 を 傾 け、 親 兄の 敬 を 失 


は し り  およ 

零 0 し、 父 母 覲 族 迄 の 恥 酰な貽 す。 此の 時 切に 悔 ゆれ ども 曁ば す. 是 れ 何の 故ぞ。 其 

は 父母たい に 愛して 敎 のなければ なり。 いにしへ 孔門の 高弟 曾 子 は 至孝の 人に し 

か 著 し、 是 に 憤 ひて 唐土に 後世 女孝經 十八 窣の書 あ リ。 今 この 册は 或る人 彼 十, 窣 

や はら 

もとづきて 日の も i の 言葉に 和解げ つ -、 煑 きよ リ賤 I さまでの 孝道 ^說 けるな リ* 

是に從 は "宮 仕に は 男子に 勝る 忠烈^ 顯 し、 他 に 適き て は 孝婦貞 操の 名^ 以て 父母 


ともなく 

ひ しゅ ゑ- 

あ り て、 か 


居士 

へ て 

み、 此 

を 誘 

き ほ 

の い 

し ま 


の ふ 

先づ 

所の 

ひ 出 

ど に 

と な 

ん こ 

思 


し て、 古 の 訓に似 も 似すな b もて 行け ど も、 幸 にして 豊 なる 御代に 生れ 合 

この かみお とうと 

憂し と 思 ふ こと もな く、 た だ 性の おろかなる まゝ 朝夕 獨言 に、 己 劳し 兄弟 

も 世に いまし 給 は ば、 雪 の 旦は圍 爐裏を まと ひ 居 て、 も はら 宗易 

にも あらで、 手 折， りし 薪 を もや し、 潞 き 茶 なれ ど 心の底 を 汲み 添 

ゐら せつ 、、ゆ うべ の 夢の 物が たりして うち 笑 ひ、 彼 所の 山 を 0. 


ぞいろ は 

.C を學ぶ 

兩 親に ま 

垣根 を眺 

で 軒端ち 

す 、 め、 そ 

み を 語り 

そ 限りな 

ふ ベ し。 


くち^' さみ 

めて 出づる まゝの 口吟 し、 月 の 夜 は賤が 伏屋 も わかぬ 影に 兩親 

かく 蔬を ひら き、 う すき JH からき fe? な， 9 とも 有る に まかせて よ 

のな ごり を 兄弟た が ひに 酌み か はして 今日の 憂さ を 忘 れ、 明 日 

合 ひ、 興 に 入 て 年波の 流れ ゆく を も 思 は や、 か ぎり ある 生を樂 

き樂 しみの いた hN ならめ と 思へ ど 効な し。 親兄弟 ある 人 はよ 


女 訓孝經  八 隅 山人 述 
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h,- やう  まこと 

らべ て 後つ よき を 求 め、 馬 は 服して 後 良 を もと め、 人 は 必す愨 にして 後 智能 を もと 

む と、 古 人 ものた まへ，^。 されば 德行を もて 本と な し、 君 子の 儒と ならん こと を專 

ら願ふ ベ きなり。 

ほん まう 

さて 佛の道 は 我 知らね ど も、 梵 網 經 に 「孝 順と 慈悲と を 名 づけて 佛 性と す」 或は 「父 

くわん ず 0" う 

母に 孝順せ よ」 或 は 孝順 は 至 道の 法な り、 孝 を 名 づけて 戒と す」 ま た 觀經に も 「極 樂 に 

生れん こと を 思 はば 三 福を修 すべし。 第 1 に は 父 母、 に 孝養す ベ し」 と なん。 なべ 

て 親に つかへ、 兄に つかへ、 夫に つか ふる 身 は、 士 農工 商 その外 何の 業 をい となむ と 

つと  よは 

も、 常 に 親、 兄、 夫 の よろこび 給 ふやう にもて なし て、 夙 に 興き 夜に 寢ね て、 貧 しき 富め 

る は 時の まに. /\. その 分に 安んじて 家の つとめ を 怠らざる を 第 1 と 心得べ し。 . 

されば 世 移 b 時變 b て、 日 用の つとめ を說 きた まへ る 尊き 儒の 道 を ば、 却 つて 遠く 

難き ことにお も ひ て、 所 詮 聖賢の こ ゝ ろは學 びても 得が たし と、 わ れ とわが 身 をす 

つる 人 は あれ ど、 心 を 正しう し 行 を 方なる やうに と 身に しめて つとむる 人 は 希な 

り。 ただ 昔 人の 二 尺 を讀み 得る は 一寸 を 行 ひ 得る に 如か ャ」 と い へ る こと を 暫く 

も 忘る ベから す，、 され ど 斯く言 ふ 身 もお なじ 末代の 愚 俗 なれ ば、 何 一 っ辨 ふるこ 


いにしへ 今、 畏 く • も 上天 子 

こそ 道 を 慕 ふ 本意 なれ。 

務む。 本 立ちて 道な 

それ 本と は 孝弟な b 

とい ふさ ま は、 子 た る 

露 さか ふ Mi なく 大切 

に從 ひうち 和らぎて 

なる を 順と い ふな， O 

かたく 謹みな ば 人た 

君子の 儒と もい ふ。 

なら 

にも 肩 を 比べ、 詩 は 李 

2 

才に誇 b 、心 7  く  M 

せ す、 た だ餘 所の 

數千卷 の 書 を讀む 
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と 


る しと 

も の 

に つ 

交る 

る 道 

^ か 

社に 

る こ 

に の 

も 道 

闥 す 


よ， o- 卑しき 庶人 にい たるま で、 な ベて 聖の訓 へ を まなぶ 

孔子の いは く 「我 が 行 は孝經 にあ り」 と。 ま た 「君 子 は 本 を 

仰せ 給 ふ • 孟子 も 「堯舜 の 道 は 孝弟の み」 と說き 給へ.^ 

に は 孝の 道を盡 し、 兄 に は 弟の 道 をつ くすべし • その 孝 

我が身 は 父母の もの なれ ば、 起 つも 居る も 父母 まかせと、 

かふる をい ふ。 弟と は 謙遜に して 我意 を 立て す、 兄 の 命 

をい ふ • こ の 道 を 推し 及ぼして、 世の 人に 交る にも 謙遜 

た 妻の 夫に 事 ふる も 同じ 樣に て、 平 生 この 二つ を 忘れす、 

なるべし。 斯く 身に しめて 學ぶを 己が 爲 にす る學 者、 又 

る に 博く 書よ む をのみ 學 者と 心得 て、 文 は韓柳 

も ゅづら ざる 風情に て、 唐 土の 昔話 をと な へ て 

となく し て、 か の 聖賢の 御 心 は あ ぢはひ 慕 ひも 

み 見過ごす は恥づ ベく 淺 ましき ことならす や- 

の  本  を  忘れて  は、 いかで  か  聖の敎  にかな  ふべき • 

る論說  so 七 


1 韓退 之、 柳 

子 厚 

2 李. 太白、 杜 

子 美 

たと ひ 

弓 はし 


三回 の 供養 を 勤めけ ると き、 も と金 を 贈 b たる 人々 を まねき \> わ びた る #  S な 

れ ど も、 潔 よく 調 じて 恩の 深き を 謝 し、 そ れ<\ -に 本の 金 を 返しぬ • やつ がれ S3 ふ 

むつ ま 

に、 さ しも 睦 しき 夫 婦， む なしき 苔の 下まで 同じ 道に と 契， o し も、 去 る もの は 日々 ： 

疎 し と、 夫 死 すれば わりな きこし かたの こと は 打ち 忘れ て、 只 おのが 身の 行末 飢寒 

の 憂 ひも や あらん と、 夫 のかた く證據 して 借りし 金 をも吝 みて か へ さ す、 又 甚だし 

き は あらぬ 不義 不貞 をな す もの も あるに、 いはが 操 あはれ にもい i 殊勝に お ぼ ゆ。 

此の さま 知らぬ 人お ほ けれ ば、 惜 くて 見聞け る ま、 を 記す。 いは 今年 五十 九， i ぞ。 

夫 を 喪 ふ 身 はい はが 志 を まねぶ べし。 

十二、 父子 篤 く、 兄 弟睦し く、 夫 婦和 する は 皆 孝の 道より 出 

づ る 事、 並に 學 者の 心得 

父子 あつ く、 兄 弟む つまし く、 夫 婦和 する は 皆 孝の 字の 意 を もてすべし。 よ 45 'て 

孝 は 百行の 本な hs と 聖 の 文に も 見えた ，9. されば 儒の 遨も佛 の 道 も 信じ 仰ぎて 

行 ふ は 孝よ b 先なる はなし。 學 者の 心得 は その 初めて 道に 志す 時よ く 心に 銘し 

て 片時 も 孝の こと を 忘る ベから す。 それ 學 問と は 何を學 ぶこと ぞ* 窘も 大和 も 


け も なげに 認めし に、 女 この 文 を 見 て、 甚 う 嘆きて 返す 言葉な くて、 「志 ある 方よ. 9 の 

僞 は、 誰 が 誠よ， 9 嬉し かりけ り」 と いへ b となん。 是れ 失の 非を擧 げすして 少しも 

妬む 心なし。 その^ 節 ふかき 有樣 いと 殊勝に 哀れなる ことなり。 此の 一段 は 榊 

原 侯姬路 にあら せられし と き、 儒 官 なる 佐 藤 直 方、 姬 君 嫁入の 贐とて 女の 心得べき 

こ 、と 書きて 上げられ し、 そ の 中に 見えき と、 友 兄 石 見 老翁 語られき。 やつ がれ 思 ふ 

に、 上 の 三 女 の 赛 ま は， 誠 に 妻た る ものの 鑑 なるべし， 

わが 住む 鄕に婦 あ b  、い はとい ふ。 夫 は 中風の 病に て 半身 かな はざる に、^ に 心 

を盡 して 介抱せ り。 女子 二人 あれ ども 皆 幼く て、 母 の勞 をた すくる ものな し。 素 

よ， O 家まづ しくして 夫 を 養 ふよす がな けれ ば、 い は 一 人の 働きに て、 辛 うじて かす 

かに 其の 日 を堪へ 忍びぬ。 その 頃 見る 人いた う 憐れに 思 ひ て、 無 ^講 とて 十 人よ 

U9 あ ひ、 金 そこば くづ つ 出し合 は せ、 乏 しき を賑 はすた めと て 贈 b け hv。 され ど 4K 

の 病 日々 に 重. 9 て、 灸 藥の驗 もな く、 七 年餘 にして 身 まかりぬ。 いは 悲しむ こと 限 

<3 ひ は. 9 

りなし。 それよ b 後 は 洗濯 鏠緘の 業 をして 二人の 女子 を 養育 し、 生 長す る を まち 

て 人に 仕へ さ せ、 お のれ も 又 人に 慵は れ、 い さ、 かの 貧 を 得 て、 夫 の 遺 言 な hv とて 十 
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三〇 四 

へ 嫁す ベ き 所存 は あら や」 と 淚 ながら 言 ひけれ ば、 三 人の もの 哀れに も 限りなく 悅 

びきと なん。 され どくに 一人の 働 きに て は 朝 ゆ ふの 煙 もた え < なりし が、 そ れ 

を 憂し とも 思 はすし て、 貧 しき 世 を堪へ 忍びぬ。 その 殊に 痛ましき は、 女 の 身に て 

耕し 耘 ぎる 業 をつ と め、 又 深山に 入りて 炭 燒く事 をなら ひ、 み づ から 牛に 炭 を 負 は 

せて 嶮蛆 なる 山 坂 を 持ち運 び、 其 の賃を もて 三人 を 介抱 し、 そ の餘の 諸事の 費え を 

助けき となん。 千 辛 萬 苦心 遣 ひの ほど 凡そ 九箇 年な り。 されば 其の 地 を 治めた 

ま ふ 但州生 野の 縣令 布施 義春 君、 上 へ 達して 有りが たく も 厚き 褒賞 を 賜 は， 9 ぬ • 

i れ享和 三年 亥の 年の 事な り。 我が 知れる 渡邊信 名く はしく 示さる。 

伊豆 の國 なる 池 田 氏の 妻、 そ の 名 を 蘭と いふ。 夫 は 短慮に してや、 も すれば 怒 

b つ： る 事 あ b しに、 一 日 妻 を 打ち 毆き けれ ば、 蘭 は 泣々 一 句 を 口 やさめ，^。 「靑梅 や 

と ろ あき 

花なら かくは 叩かれ じ •」 夫 も 深く 恥お きとなん • 友人 三枝塍 著った へらる。 

又い つの 頃に や、 京な る 商人 西 國へ下 り、 三 とせば か， 9 か へら ざ りし に、 或 ると き 

京へ の 便 に 文 をの ぼせ て、 い ろ /\ のた はれた る こと 書 き、 そ の 奧 に 「金 百兩。 卷 

物 幾つ。 其の 外い ろ {. 右の通り あれば 遣 はした く 候 へ ど も、 御 座な く 候」 と 情 


十一、 妻の 夫に 從ふ は、 すべて 夫の 非を舉 げすし 負 節 を 

盡 すべき 事 

妻の 夫に 事 ふる は、 萬 のこと その 敎に從 ひて 貞節 を盡 し、 平 生 夫 を 夭の ご 

心なく 命と 共に そ ひ果っ ベ しと 思 ひ、 飢 ゆと も ひ 

く寢 ねて 夙く 起 き、 わ が 幸 不幸 は 天道に まかす ベ 

る さきこと あ とも 胸に を さ めて 色に あら はさ 

t も、 必す夫 の 家の 貧 を 侮る ことなくし て、 い か ほ 


ひた ふとみ て、 露程 も 背く 

せ す、 寒 くと も獨 b 著 す、 遲 

に 堅く 誓 ひ て、 た ま /\ う 

ひ 富める 家よ b 出で た- 5 

產業を もっとむべし • 

美 作の 國に 三次. 郞 とい 

へ て 孝 あ b 、又 夫 に 貞節 を 

り。 兩， 親 は 次第に 老の重 

も、 く にが 年 三そぢ にも 足 

かく も 成るべし。 汝は故 

け る に、 く に は辭 みて、 「夫 の 


ふ 農民 あ b て、 そ の 妻の 名 をく にと い ひし が、 舅 姑 

盡 しぬ。 夫 は 人の 惡む 病に て 手足 も かな はざる 

な b ぬれ ば、 子 の 病 を 憂 ひていよ く 心細く 思 ひ 

らぬ身 の、 そ の 行末いた く 不便 なれ ば、 「われ ら 親子 

鄉へ 歸 りて いづ 方 へ な， 9 とも 嫁す ベ し」 と ひたす 

病 め る、 兩 親の 齡ぃ たう 傾きた まへ る を 見 棄てゝ 


t  く^ 

しと & 

す、 た と 

ど 辛き 

にっか 

さまな 

けれど 

よ と も 

らい ひ 

再び 他 
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sou 

の 一 條は 兄弟 義 居せ しに は あらね ど 玆に揭 ぐ • 

飾 西 郡 西延末 村と いふ 所に 親、 子、 孫、 三 人ながら 夫婦 全くして 暮し ぬる 民 あり. 

こ れ父 慈に 子 孝に、 妻 の 夫 を 敬 ふことの 切なる にあら ざれば、 いかで か 斯く睦 しか 

るべき • その 親 を 八右衞 門、 子 を 仲 次 郞、 孫 を 仲三郞 とい ふ。 寬政六 寅の 年、 そ の 地 

を領せ させた まふ 姬路の 太守 忠 道の 君、 三 人の もの を 召されて 厚き 御辭を 下した 

ま は り、 米 三 俵 を さへ に 給 はせられ きとなん • 八右衞 門 は 八十 四歲 にして 旣に身 

まか b ぬ。 仲次郞 親子 は 父の 遺訓 を 慎し み 守りて 家い よく 全 か b き • その 和 

順なる あ b さ ま、 君 あはれ と 思 召 し、 同 じき 十 午の とし 仲 次郞を 召さ せられて 有 

難き 御 ことの 葉 を 下し 給 ひ、 前 の ごとく 再び 米 を 賜 はりぬ • また 御仁 愛い たれる 

は、 こ とし 文化 四 年 卯の 春、 賤 の 男賤の 女 等、 聖 の 敎、 孝 弟の 道に かな ひし もの 二十 人 

餘を 召させた ま ひ、 御 褒賞の ああ り、 尊 き 御 もてなし を 賜 は b ける が、 仲 三郞も その 

中に ぁづ かれ なん。 有 b がた くも 珍しき ためし t いふべ し. や. つがれ 思 ふ 

に、 積 善の 家々 は餘 慶ぁリ とい ふ は是れ かも • 此の 書す でに 筆 をと め けれど も、 人 

の傳 ふるま ゝ惜 くて 兹に揭 ぐ。 


光 顏は弟 なれ ども 先 だち て 妻 を娶， 9 ける ゆ ゑ、 母 は 常に 

のち 兄の 先進 妻 を迎へ けれ ば、 弟 よめ 家財 を 記して 兄よ めに 授け 

き やうに はから はせ 給へ とい へ ば、 光進 は 妻に をし へ て、 弟の 妻 こ 

母つ ねぐ 家事 を まかせ 給 ひける なれ ば、 母 は 旣に身 まかりた ま 

如何に さる ことの ある ベ きとい はせ ければ、 二人の 嫁ゅづ hs あ ひ 

ひし 姑の こと を 打ち 嘆き て、 互 に 手 を 執 b て 泣きけ- 9。 それよ， 9 

ひて はから はせ け b となん • 本朝 にても か ゝる例 も 有るべし • 

赤 穂 坂 越の 浦に 市右衞 門と いふ 船人 あらしが、 年 八十 餘 なり。 

人 あ b 、兄 を 久兵衞 、その 弟 小 兵 衞、 久 五郎、 治 八、 傳次郞 とい ふ。 各 妻 

b て 數人暮 しけり。 され ど 五 人の 妻い と睦 しくして 子 を 育て や 

を ぁづか b  、是 に ^ をの ま せ、 彼 に 食 を哺め て、 我 人の 隔 なし。 また 

る も 相 共に 助け あ ひ て、 す ベ ての こと 親しみ ふかく あ b きとなん 

感 あり て、 五 人の もの を 召され て、 有 hs がた くも 厚き 褒賞 を 賜 はり 

年の こと ゝぞ。 やつ がれが 門に あそびし 坂 越， の 人 室井玄 川く は 


： よめに 任せ け.^. 

、今よ b. のち はよ 

そ 母に つかへ て、 

へりと も 、人 f は た 

て、 過 ぎ 逝きた ま 

後 は 弟よ めに 强 

其の 子 五 官刻孝 

義錄二 

あ- 9 子 あ 載ス。 - 

しな ふに 互に 子 

家の わざ を 勤む 

. 領主 忠養君 御 

ぬ， 頃 は 天明 四 

しく 語.^ き。 次 
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三 oo 

是れ思 ふに 師の をし へ に 化せられし なるべし • 

あ ひ よめ 

妯娌は 夫の 兄弟 あまた あれ ば、 そ の 次々 をみ ださ やして 

あによめ 

情け深く 親しむべし。 弟 橄は必 ャ嫂を 敬 ふべ く、 兄 よめ も 

なかれ。 又 こと しからぬ やうに もてなし て、 か b にも 

らす • 舅姑 もし 弟よ め を 深く 愛し て、 そ れに 家事 を まか せ 

ば、 兄 よめ. 必す 弟よ め を 嫉み惡 むこと なくし て、 た い 己が つ 

の 心 を 酌み 取 b て、 弟よ め に 家事 を賴 み、 い つ も 笑 を ふくみ 

し。 又 舅姑 兄よ め を 愛した ま は  > 、弟 よめ 能く 心得て 兄よ 

ふる ごとく 思 ひ て、 物 事 あらそ ふ 心なく して 從ふ べし。 

もろこし 晋の 人、 王 渾、 王 湛 とて 二八の 男 ありけ る が、 兄 主 

して 富 み、 弟 王. 湛が妻 は 親里い やしく して 貧し。 され ど 兄 

きを 侮ら や、 弟 よめ もまた 兄よ めの 里の 貴く 富める を 恥と 

つ ね 情 ふかく あ b しとなん。 

唐の 世に 兄 を 光 進、 弟 を光顏 とて 二人の 武官 ありし が、 家 を 分けす して 住みけ b 


そ 

力 

V7 

力 

悅 

よ 


れ 

た 弟よ 

げ ご I 

く 甲」 ふ 

へ あし 

ベる さ 

を 厚く 

が 妻 は 

め 其の 

せす し 


め 

、 

て- 


事 へ て 

を 侮る 

どい ふ 

うに 見 

ゆ ゑと 

にて 交 

ひ、 姑に 

里た つ 

やしく 

-ぃ と睦 


互 に 

こ と 

.*、  3 

へ 力 

えな 

舅姑 

る ベ 

つ か 


貧し 

しく 


七十 六 • さて 兄弟 睦 しき は 高き も卑 きもす ベ て 弟よりの つか へ こそ 大切 なれ • 

司 馬溫公 兄の 白康と 友愛い と 深 かりき。 白康齡 八十な りし に、 そ のっか ふるさ 

ま 厳なる こ と 父の ごとく 敬 ひ、 又 いた はり 養 ふに 於て は 母の 嬰兒を 愛する に似て、 

天 冷 ゆれば 衣う すから す やと 問 ひ、 食 物お そければ 飢ゑ たま はす やと 窺 ひきとな 

ん。 溫 公の ごとき は宋朝 三百 年間の 一人 なれ ば、 そ れに 雙べ稱 すべきに は あらね 

ど、 溫 公の 心 ざま をなら ひした ふに 似た る 人 あ b。 

寳曆 年中の 事に ぞ、 丹 波 氷 上 郡 若 林と いふ 里に 兄 を 文 平、 弟 を 兵 祐と稱 する 二人 

あり， 文 平 は 書 を 能く し、 兵 祐は 東涯の 門人に て、 二人とも 文雅に して 篤實 なる 人 

なり。 兄弟 睦 しく 暮しゝ が、 兵 祐. 常 に 夕 毎に 兄の 方へ 行き、 ものごと 打ち 和ら ぎ、 世 

の 中の ことな ど 語り合 ひて 兄の 心 を 慰 め、 た とひ 雨 ふ b 雪つ もる とも 一 夜 も かく 

こ となく、 時 に 臨みて は 酒 酌み 茶飲みて 互に 老を たのしめ^と ぞ。 皆 七十 餘 に し 

て 身 まか b ぬ。 やつ がれ 童の 時、 た ま /\ その 軒端 を 通 b けれど も、 道 を 慕 ふに 心 

薄 かり けれ ば、 行 跡 を 問 は ざ b し に、 後 文 平 門 人 植木 玄 敬く はしく 示さる • 兄に つ 

かふる 身 は 學び慕 ふべ し。 はた 玄敬も 弟ぁケ て、 そ の 交， 9 友愛い i ふか ゝ b き • 

第二 篇 孝道に S する； 》 耽  二 


=九 ス 

夕 心 淋しく 思 ふ に、 何 とぞ兄 君の 子 一 人 給 はるべ し」 と い へ ば、 「そ この 望みい かで か 

違背す ベ き」 と 答 ふ. 行 喜 かぎりなく 悅 び、 か くて 日 を歷て 兄に む かひ、 「今 よ， 9 男子 

二人 なれば、 一人 は 農業 をい となます べし。 か" の 父の 讓 りなる 田地 を この 子へ 與 

へた まへ」 とい ひ、 ま た 他の 田德 そこば く を 買 ひ 添 へ て、 フ J れは 己よ b の讓. ^な b」 と 

て 贈 hN けり。 この 兄弟の 者の なせ る 類 は、 さ のみ 德 行と 稱 すべ き 程の 事 も ある ま 

じ けれど も、 世 の 人の 父母の 歿後に 天 倫 を 亂し家 貲を爭 ひ、 互に 怒り 詈 りて 官に訴 

ふる 輩 も ある に、 そ れに 比すれば 雲泥の 違 ひとい ふべ し。 父の 名は恒 行、 伊 右衞門 

と稱 す。 性質 至って 實 直にして 書讀 むこと を 好 み、 頗 る 經史に 渡 5. ける が、 專ら 王 

學を 信じて 藤樹 先生の 跡を踐 み、 平 生の 座談に も 良知の むね を唱へ て 敎訓を たれ 

きとなん。 重 行、 行 喜が 義に 勇み 友愛い と 深 かりし も、 父 の敎淺 からざる ゆ. ゑなら 

ん， やつ がれ 若 か b し 時 京に 遊 び、 行 喜と 窓 を 同じうて 學 びし に、 其 の 行跡よ のつ 

ねの 人と は 大いに 異なり • 其の 故鄕 なる 兄 を 思 ふことの 切なる さ ま、 ひ た すら 見 

て 威に 堪へ や、 委しく 記 さんと 思 へ ど も、 話 長け れば こ、 に 漏す。 重 行 は 父の あと 

を續 ぎて 後 伊右衛門と 稱す。 過ぎし とし 凡 十六 歲 にして 身 まかりぬ • 行 喜 今年 


と な 

け る 

八 は 

ふ ， J 

け る 

き褒 

き- 

り 助 

い ふ 

「兄 さ 

ち受 

田地 

辭み 

「さあ 


びしても いよ (- 睦 じくし 

は 「我 は 順禮の 子な b， 磯 八 

辭 み て 「本 は 知らね ど、 我 の 生 

そ 順な れ」 と いひぬ。 互に 讓 

ゆ ゑ、 村 の 長、 上 へ訴 へければ- 

賞 を 賜 はれ， o とぞ。 

ゆ 奢 よし 

作の 人 甲 田 行 喜 は醫を 業と 

けけ り。 後 居 を 異にすれ ど 

や う 「田 地 これほど は 父の 讓 

きに 我を惠 みたま ふゆ ゑ、 幸 

くべき 理 あら す。」 と 固 く辭し 

は 父の 讓 なれ ば、 我 よ b 贈 

な ば、 我 死して 父に 向 ひ 答 ふ 

らば 卯に 從ふ べし。 されば 


て、 共 に兩 親に 孝行 を蹇 しぬ。 或る U 宗四郞 いひ 

こそ 實の子 なれば 彼に 家を繼 がせ 給へ」 とぞ。 磯 

ば、 家 を繼 がせ 給 

しと も え ざ， o- 

■ON て、 一 一八と も 厚 


れぬ 前よりの 兄 なれ 

り 合 ひていつ はつべ 

國の君 ふかく 御成 あ 


XSHS  二 

載ス。 官命 ジ 

テ宗 四邯ー 一家 

チ艇 がセ、 0 

八チバ 足輕： 一 

任川セ リ。 


せ し が、 初 め學に 遊ぶ 

も その 交- 5 い よ /\ 

b なれば 汝に 分つ ベ 

に 醫も行 は れ、 飢 塞 の 

け れ ど、 「否。 兄と して 

るに よ あら、 V 必す 

ベ き 言 葉 な し」 と い ひ 

こ れ よりも 亦ね パひ 


の 費 は 兄 重 行 ふか 

ふか、 b き。 ある 

し」 と • 行 喜 答 へ て 

憂 ひな けれ ば、 今 更 

弟 をめ ぐむ は 我が 

，する ことな 力れ 

は る に、 行 喜 もせん 

あ われ 男子 一 


くいた は 

とき 重 行 

い へ らく 

田 地 を 分 

汝 若し 

かたなく 

人に て 朝 
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二 九 六 

て從 ふべ し • . 兄 は 弟 をい ゥ くし み、 深 く 慈愛 を 加 ふべ し。 幼兒の 兄弟 中 あしき 例 

は 聞き も 侍ら す、 年 稍 I 長 す れ ば、 私 欲の 念 抑 へ 難く し て、 餘 命 もな き 身に だ に、 兄 弟 牆 

に 鬩 ぎ、 僅 の 欲の あらそ ひに て、 仇 敵 の 思 を な し、 恩 愛の 情け を 忘る ゝ もの あ， 9。 

後 漢の孔 融は四 歳の 時 兄々 と共に 梨 を 食 ひし に、 數 ある 中に て 其の 小さき を擇 

び けれ ば、 見 る 人 その 故 を 問 ひし に、 答 へて いふ やう、 「小 兒は 小な き 物 を 取る ベ き箬 

な b」 と。 幼き 時より 志す ぐれて 自然と 兄に 讓る遨 に 契へ り。 され ば 「負 うた子に 

敎 へらる ゝ」 て ふ 諺もう ベな， 9 けり。 兄に つか ふる 人、 よ く 心得 愼 しむ ベ き 事な 

蒿 蹊 翁の あめる 書 に、 若 狹の くにに 與右衞 門と い へる 農民 ありき。 一 日 女 道 者 

その 門に 立 ち、 わ ら はは 西 國順禮 にて さ ふら ふ が、 御 情けに 1 夜 あかさせた まへ と 

いふ。 與左衞 門 あはれ に 思 ひ、 快 くもて なしけ る に、 女 懷 より 男兒を 出し て 「此 の a 

あ る ゆ ゑ、 道 も はか <\» しからされ ば、 折 々 は 捨て もやせん と 思 ふ こと あれ ど も、？ 

れも 得せ す、 何 とぞ 此の 兒を養 ひお ま はらば この 上 もな き 幸なら ん」 と いふ 與左 

衞 6： 夫婦 もとよ. 5 子な けれ ば、 違 背な く肯 きけ り。 それより 夫婦 大切に 養育して 

宗 四^と 名 づけけ る が、 後 八 年 を 歷て實 子 を まう け、 そ の 名 を 磯 八と いふ * 兄弟お 


ら す、 戰 場に 臨み 

く 思ひ當 b ぬ。 

寬 永の 頃、 或る 

「我、 汝と 共に 戦場 

ありし に、 答 へ た 

こえて 思 ふ 敵と 

ん。 嗚呼 やつが 

士の操 又 戦場の 

ぞ ろに 淚 をした 


て 勇な き は 孝に あらす とい へ りし も、 正 行、 忠 雄の 二子に 於て ふか 


兄弟の 間 なれ 

す。 又 敬 ひ 過ぎ 


やん ごとな 

に 臨み て、 若 

ま ひて、 「若し 

戰 は ん」 と 仰 

れ醫の わざ 

あ さま y 

でぬ。 

十、 弟の 兄 

とく 敬 

なく 親 

) し く 服 

て 疎々 しく 


き 御 君 御 幼少の 時、 父 君に 仰せられ ける は、 


し 手 を 負 ひ 

君 御手 を 負 

せられ けれ 

を 勤め て、 太 

くやと 思 ひ 

にっか ふる 

ふべき 事。 

しむべき 事 

れ たる こ. o 

な， o- 行く は 


て仆れ 伏しな 

はせ 伏した ま 

ば、 父 君 御感ぁ 

刀 佩き 軍の さ 

はかれ ば、 い さ 

は 己 を 退 け、 物 

並に 妯娌は 互 

を い ひ、 か た ち 

す さ ま IJ。 と 


德川光 a ト父 

賴房。 

ば、 汝 介抱すべき や」 と 御 尋 fa 

ひ な ば、 我 は 御身の 上 をのり 

b て 深く 悅び たま ひきとな 

ま 習 ふ 身に て は あらね ど、 武 

ぎょく も 又 憐れに 覺 えて そ 

事讓 b 從 ひて 父の ご 

に 情 ふかくして 中垣 

無 ^ をな す は 固よ， o- よから 

かく 弟 は 己 を 退 け、 兄 を 尊み 
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二 九 四 

感じ あへ， 9。 

元 祿の頃 大高忠 雄 は 赤 穗故淺 野 侯長矩 君の 家臣な， 9 しが、 忠節 世に 稀なる 人な 

り。 父 は 旣に身 まかりて 一 人の 母に 孝養せ り。 淺野家 測らざる こと 起り て 君う 

せ さ せ 給 ひ、 家 滅び 國絕 えて 、数多. の. 臣皆 離散せ り。 その 義士なる 者 四十 七 人、 主君 

の S を 報い けり。 忠雄も 其のう ち. の 勇士に て、 彼方此方と 千 辛 萬 苦、 夜と なく 晝と 

あづま 

なく 心を勞 せし こと 推し量るべし。 さて 東なる 旅， 宿 を 立ち 出で て譽の 家に 忍び 

入らん とする 時、 母 の 方へ 送れる 文 あり。 上下の 言 は 略しぬ。 そのうち にい へら 

く 「い く ほど も あ る まじき 御身 に 〔さ ぞ 6 ぼ そく  も あらぬ 方に とぼしき 月日 を 

御し のぎ あそばし 候 はんと 存じ 奉り 候 へ ば、 い かば かり 心 憂く 候へ ど も、 そ の 段 力 

および 申さす 候。 時に 臨みて は 主命 を も 背 き、 父 a 'を かたに かけ、 い かなる 山の 奧、 

野 の. 末 にも かく れ、 ま た 主君の ために 父母の 命 をもう しな ひ 申し 候 事、 義 と 申す も 

の、 止みが たきた めしに て 候。 これらの 道理 くらから ぬ そ もじ 樣 にて おはし ま 

し 候へ ど も、 筆 に まかせ 申殘し 候」 と 認 め し は、 誠 に忠 にい さ み、 孝 を 忘れざる 丈夫の 

操、 い と殊 擦に もいた ましき ことならす や。 曾 子の、 君 に 仕へ て 不忠なる は 孝に あ 


び 給 ふやう になし ぬる を 第一と すべし。 されば 武士の 身 は よのつねの 人と は逑 

ひ、 身 を 君に 致して 其の 祿を もて 親 を 養 ふ もの なれ ば、 君 に 忠を盡 すべ き は 勿論に 

て、 親 へ の 孝 も 忘る ベから や。 忠孝 二つながら 全くし がた しと はい へど も、 忠 を 盡 

せば 卽ち 孝の 道に も かな ふべ し。 

その かみ 建武 年中の ことなりと ぞ、 楠 正 行 は 年 やうく 十三な りし が、 父 の 正 成 

をし 

訓へ ていへ る は 「異 國の 獅子と い ふ獸は 生れて 三日に して 能く その 父を學 ぶと な 

ん。 汝 わが 言 を 記せよ。 我 若し 死せば 尊 氏の 世と ならん • その 時 汝身を 保たん 

とて 彼に 降る ベから す。 この 言 を 心に 銘 して 義 ある 軍 をして 命 を 君に 致す ベ し- 

是れ 我への 大 孝ぞ」 とい ひて 別れぬ。 後 正 成う たれ けれ ば、 正 行 は 悲しみに 堪 へす、 

俱に 死なん と 思 ひし に、 母 の 諫 め、 ま た 父の 遺 言 おごそか なれ ば、 そ れょ b 後 は 常の 

遊び 戯れに も、 太 刀 佩き 矢 負 ひて 軍の かけひき を學 ぶよ b 外な か b けり。 年 稍，. 重 

な hy て、 名 ある 敵に あまた 打ち勝ち て、 父 の わざに も 劣らざる いみ じき 軍し け b, 

され ど 矢 多く 射 立てられ けれ ば、 豫 ての 覺 悟なる か ら、 弟 正 時と さしち が へ て 伏し 

ぬ。 年 僅に 二十 二と かや。 天下 知る もしらざる も、 あ はれ 父の 志を繼 ぎけ b と 皆 

瑢 二！！ 孝道に 閼 する 論 說  二 九 三 


赤穗に 藤田自 

人 之 を 賞し ぬ。 

にー冉 嫁せ hs. 自 

た 母 を S.3 ふ こと 

出で て、 緣を求 め 

ひきとなん。 自 

唐土の 朱 毒 昌 

天に 通す る ゆ ゑ 

母 そ の 家を遁 れ 

^  ことく 必す 

親 を 思 ふ 情 止み 


何 の 業 を營み 


傚と い ふ 醫師ぁ hs。 

もと 江 府の產 なり。 

傚 は 父の 家に 育ちて 

切なる ゆ ゑ、 父 の神靈 

て 赤 穂の 浦に 尋ね 來 

傚が 孝心の さま 推し 

が 七 歳に して 母に 別 

なり。 自傚 はつねに 

i 返き に います もの あ 

尋ね 行くべし。 但し 

難ければ、 時に 隨ひ心 

九、 武士の 身 は 出で 

孝順 を も 忘る ベ 

て 親の 養 ひに 備 ふる 


術 は 殊に 緘 

幼き 時 その 

父への 事へ 

へ はお それ 

hy:l つ i な 

量 る ベ し， 

れ、 五十 年 過 

朱 壽 昌を慕 

ら ば、 子 た る 

禮には 出 母 

の內 にて 道 

て は 君に 忠 

からざる 事 

も 心 を盡す 


二 九 二 

に 妙な b  、又 書 を も 能せ り。 時の 

母 追 ひ 出されて 赤 穂 何が しの 家 

も 孝な し が、 父 身 まか b て 後、 ま 

あれ ど も、 住 み 馴れし 江府を 立ち 

く 居を營 みて 朝夕 母の 安否 を 伺 

めぐ. 9 あ 

ぎて 圆らす 母に 邂逅 ひし も、 誠 の 

へる 人な らん。 今の 世 にても 父 

もの 王 原、 朱 壽 昌が跡 を ふみて 自 

に 喪せ すと い へ ども、 子 たる もの 

に 契 ふやう に はかる べしん 

義を盡 し、 歸 b て は 親への 

こと は 皆 同じ。 常に 親の よろこ 


衞、 長 作に 於て 何の 面目 か あるべき。 ふかく 此の 二子 を 信じて 常々 其の さま を^ 

ふ ベ し。 

八、 父母 その 家 を 通れ 出で て 遠き に 在 さば 尋ね 行くべき 事 

£ う じゅん 

明 の 王 原 は 至 b て 孝なる 人な り。 幼き とき 父の 王 珣ゅゑ あ， O て その 地 を 去， o、 

何 地 ともなく 遁れ 行きけ り。 王 原 ふかく 嘆きて 彼方此方 尋ね 求む る こと 止ます。 

折し も 曰 慕れ ぬれ ば、 或 る神祠 のうちに 宿 b ける が、 寢 ぬる かと 思へ ば、 輝 縣 の無學 

寺に 行くべし と. 夢 みぬ。 こ は 神の つげな りと 思 ひ、 急 ぎ その 寺に 尋ね 至れ ば、 住 持 

の 僧、 王 原より 事の 由 を 委しく 閡 きて 後、 王珣 を 出して 逢 はしめ き。 父子 共に g3  く 

はもの を も 得い はすして 淚に 咽べ， 9。 され ども 王 询は歸 る ベ き 意 なく、 「我 荽子を 

棄 つる こと 二十 年に 餘れ. 9， 何 の M 目 ありて か汝の 母 を 見む」 と いふ。 王 ffi  M な 

がら 父 の 衣を牽 き、 是 非と も歸 b 給へ と 請 ひけれ ば、 住 持 も 哀れに 思 ひ けん、 「四 海 の 

廣 きに 父子 斯く まで 相 遇 ふこと を 得た る は 人力に あらす。 是れ 偏へ に 天の 助な 

らす や。 誠の. 天に 通す る は 孝心 深き 故な り」 とて、 强 ひて 王 珣 をして 歸 らしむ。 珣 

時に 六十 四な りと かや。 
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めけ，^。 そ. の頃實 家は裕 かに 慕せ ど も、 義 兵衞は 貧し 

となく 夕と なく 身 を Mb て 辛き， つと め をな し、 常 に そ 

を 怠ら ざ， 9 き • 

^律の 城下に 一 人. の 男 あり。 名 を 長 作と 呼ばる。 

しぬ。 され ど 家 貧し けれ ば、 朝 夕の 煙も斷 えぐ にて _ 

賃を もて 父母 を 養 ふ 助と せり。 哀れに も 又 至りて 難 

風雨 を 厭 はやして 彼方此方と 走.^ 求めて 之 を 進む。 

は悅 ベる こと 限りなし。 誠に 母親の 稚き a を 愛する 

め る ものと 思 ひて 多く 持ち 歸る こと あれ ば、 父 却って 

などと， OV て 打ち 殿き しこと も あり つれ ど、 長 作 露 うら 

覺なる ゆ ゑな b とて 一 しほ 憂 ひけ b となん。 

嗚呼 世間に 多き 例に て、 養 子の 身と し て、 養 家の 風儀 

を 奮. ひ て 養父. 養母 へのつ かへ を 怠り、 家 を滅す に 至る 

；ば、 父 母の 老いぬ る を も見棄 て、、 あらぬ 不義 不孝 を 


二 九 0 

きを, フし とも 田- 5 はすして、 朝 

の 日 その 日を樂 しみて 孝養 

養 ひ 親に つかへ て 孝行 を盡 

，唯 己が 身を賣 b て かすかの 

き は、 父 母ね が ふ 食物 あれば 

父母の 快く 食し 給 ふ を 見て 

に 同じ。 時 あ b て は その 望 

是を怒 hs 罵り て、 或 は 追 ひ、 杖 

むる 氣色 もな く、 唯 我が 不才 

を 紊 し、 朝 夕 己が 身に 傲 b  、智 

もの あり。 又 養家 貧し けれ 


爲す もの あり。 是 等の 輩、 義 兵 


U い >J や 

ざるが ご t しと 雖 も、 綱 るれば まことの 齒 にか はらす と齒ェ のい 

ども 年長けて 養家に 行きた る 人 は、 元 來 血肉の 親に あら ざれ ば、 互 

と^も 多 かるべし。 た^ 眞實の 志 を もて 堪忍す るが 大事な り。 

近 江の 國大津 に 何某と いふ 人、 子 を 養 ひし が、 と かくして 家內 和せ 

やして 歸 らんと せし 時、 あ る 人 留めん とて 俳諧の 

後 ほど 罟 よき 蚊遣り 哉」 と なん。 此の 句に 感じて 

b。 面白き ことに ぞ 侍る。 これ は 文雅の 德 とい 

常に 養 ひ 親の 心 を 推し はか b て、 嘸 たよりな くお 

つか ふべ し。 

明 和 年中の 頃 かとよ。 山城の 國桂 川の 邊 なる 

みやこ 

る やつ やつし き 農民 あ 京の 何が しの 子な 

に 養 はれて 養母に 事へ て 孝な り。 母 そのつ かへ 

養子と い ふ もの あれ ば、 直 にう ちけ して 義兵 衞へ 


發句 いひ やりけ 

居 止 ま 、終 に そ 

ふべ し。 凡そ 人 

ぼ すらめ と、 一 き 


にあらざる こと はかね て 知， O ぬれ ど も、 故 と 知ら 


川 島 村と いふ 里 

b し が、 藁 の 上よ 

のい み じ きを 深 

かくしぬ。 義兵 

ざ る體 にもて な 


へ， 9 とぞ • され 

に&に K はぬ こ 

蓠蹊翁 のい へる、 

す、 養子 心安から 

り。 「け ぶたき は 

の 家 を 相 綾した 

の 子と な. OS て は、 

は 親しみ ふかく 

に、 義兵 衞 とい へ 

b 川 島 村 某の 家 

く悅び て、 人 若 し 

衞も亦 己が 實子 

して 母の 6 を 慰 
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古 ノ學者 ハ 已ノ爲 M ジ、 今 

ノ 學者ハ 人ノ爲 一一 ス。 

(論語) 
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中 井 竹 山の 編める 子 華 孝狀を 見るべし • 

さて 陳茂烈 は 家に 老親 あれば 三 公に も換へ すと い ふこと をよ く理會 せる 人と 

いふべ し。 惟 命、 隆 秀の ごとき は、 ま ことに 實行 家に て、 己 が爲に 

なる 者、 君 子の 儒と いふべ し。 嗚呼 世に は 兄な く 弟な くして、 

己 ひと b 父母に 孝養す ベ き 身 なれ ど、 學 に 遊ぶ とて 古鄕を 僻び た b と 思 ひ、 も と よ 

みやこ 

b 學は 道を修 むる 爲 なる を 悟らす し て， 久 しく 京に 住居し て、 舂 は 嵐 山の 花に 醉ひ、 

秋は鳧 川の 月に 浮かれ て、 家 なる 父母の 旦暮 門に 倚， 9 て 待ちぬ る を も 顧み す、 或 は 

あやまりて 色に 絆 さ れ、 金 に 迷 ふ 心出來 るよ b  、己 が 家 をす て 、餘 所の 家の 子と な 

p:l つし か 生みの親に は 日々 に 疎くな り、 或は 老親を 家に 殘し、 己 官祿を 求め て揚 

揚 として その 身の 榮に 誇る も あるべし。 是 等の 輩、 陳 茂 烈、 惟 命、 隆 秀 の 三 入に 於て 

ふかく 恥づ る こと を 知る べし。 

. 七、 養 ひ 親に 事 ふる は 一し ほ 大切に いたすべき 事 

子な き 人 は 他よ， 9 子 を 養 ひて その 家を繼 がし め、 老 後の 養を賴 む。 これ を 義子 

とい ふ は、 入 齒 を義齒 とい ふが 如し。 されば 始めは まことの 齒と違 ひて 6 よから 


本朝 にても 陳茂烈 の 如き 人 も あるべし， われ 常に かしこくも 殊勝に * ゆる は、 

寬 永の 頃 近 江の 國 小川と いふ 所に、 中 江 與左衞 門 惟 命と い ふ 人 あ b 、世に 關 西の 孔 

子と いへ り。 家に 古り ぬる 藤 一 本 ありし か ば、 卽 ち 人 呼んで 藤樹 先生と 稱す。 父 

旣に身 まかりぬ。 先生 幼き より 書を讀 むこと を 好み て、 母 に 事へ て 孝な り。 もと 

伊豫の 國大洲 の 城主 加 藤 君に 仕へ て、 母 を その 所に 迎 へ 養 はんとい ひし に、 母 否 み 

て. 從 は ざれ ば、 先 生つ ゆ 逆ふ氣 色な くし て、 仕 を やめて 故 鄉に歸 らんと 乞へ ど も、 お 

ゆるした ま はす。 先生 打ち 嘆きて い はく、 「我 不孝な りと いへ ど も、 祿 の爲 につな が 

れて定 省を闕 かんや」 と。 文 かきおき て、 ひ そかに 遁れ歸 りて 母の よろこび を 得た 

b となん。 今にも 先生の 住みた まひし 小川 村 は、 昔 の 風儀の こりて 人 皆 K 扑 Si 和 

なりと ぞ。 その 餘德 の存 せる こ と、 感 ずべ くも 仰ぎ 尊むべし 

寶曆 年中の ことに ぞ、 美 作 國田殿 村の 人 稻垣淺 之 丞隆秀 は、 我が 播 磨なる 安志 侯 

の 儒官な， O 'し が、 父 の 心に 從 ひて 故 鄕へ退 き、 み づ から 鋤 鍬と りて 朝な 夕な に 農業 

を 0 み、 餘 力 あれば 聖賢の 書を讀 みて 樂 しめ \ ハ乂の 命と いへば いかほど 辛き こ 

と を もっとめ て、 露 ほど も その 心に 背かす して 厚く 孝養 を盡 しぬ。 委しき こと は 

第二 篇 孝道に 閼 する 論 說  二 
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之 を 酒の 價と なさば 何 ほど 飮み たま ふと も、 得 も盡 した ま はじ」 とい ひし か ば、 父 大 

い によろ こ び、 そ れ よ^-思 ひの ま、 に飮み て、 ま こ とに な 田め と 思 ひきと ぞ。 

光政 君の 槍 振 b の眞似 をな した まへ る、 老 萊 子が 幼 兒の貌 を 似せけ る、 繪 星が 金 

箱 を 打ち出しけ る、 斯 くまで 親の 心 を 慰めけ る 孝子の 志、 あ はれと もい と 殊勝に 覺 

ゆ。 

六、 他國に 住居す る 時、 父 母 命 あらば 急ぎ 故鄕 へ 歸 りて 孝 

養を盡 すべ き 事 

他國に 住居して、 い かほ ど 安樂に 暮 しぬ ると も、 故 鄕 なる 父母 歸 b 養へ とのた ま 

ベ ば、 居 宅 を もす て、 官祿を も かへ， 9 みすして 家に かへ b  、懇 に 孝養 を遨 すべ. し。 

明の 陳茂烈 とい へ る 人 は 御 史の官 な りし が、 母 老いた る ゆ ゑ、 身 退きて 孝養 を遂 

げたし と、 情 を 述べ て 願 ひける やう、 「我 が 母 ことし 七十 七な，^。 君の 恩 は 猶ほ盡 さ 

るべ けれ ど、 母 の饊は 再び 得難し。 臣 常に 母 を懷 ふこと 息 まざれ ば、 君 に 報す る 心 

おの づ から 亂る • 母 も 亦 臣を思 ふこと 切なる ゆ ゑ、 身 を 保つ 念す くな から ん」 と 淚 

ながらに 申し上げ けれ ば、 君 も あはれ に 思 召 し、 御 暇 を ゆるした ま へ b となん。 


と 御意 あ， 9 けれ ば、 光 政 君 かしこま. 5 たてまつ ると て、 直 ちに^ を もて こよと 仰せ 

ら れ、 そ れを もて 槍と な し、 锯 を からげ て 奴の まね を爲 した まへ り。 母お よろこび 

たま ひ て、 弟 君に も 所望と 御意 ありけ る に、 御 返答な くし て、 只 笑 を 合み たま ふ。 光 

政 君流盼 にて 睨ませた ま ひ、 日 を經 ての ち 「弟 君 はいか^ 思 はれし ぞ。 我等 年來ゅ 

君に つか ふとい へど も、 國 を颔 すなこと なれ ば、 御 傍に てっか はせ 給 ふ 人、 ま た 御 き 

に 供 ふるもの など は、 大 抵御 不自由 は ある まじ。： たま 御意 あ しこと-をい か 

でか 爲 さやして 止む ベ き」 と、 御 孝心の ほど 自然と 御顔 色に あら はれ けれ ば、 御 傍 に 

ありあ ふ 人皆感 せぬ はな かりきと ぞ。 彼の 老萊 子が 七十に して 二人の 親に 事へ、 

£f  つ i づ 

身に 美しき 衣 を 著て 幼き ものの 形に なり 戲 れ、 或 は 親の 食し 給 ふ 前にて 故と a ク 

仆 れ、 幼 兒の 泣く やうに 泣きし も、 皆 親 を 慰めん ためなり。 

又寬 永の ころ にや、 京に 勘兵衞 とて、 衣裳の 繪を 描く こ i を 業と して、 父に 孝な る 

男 あ りき。 父つ ねに 酒 を 好め ど も、 家 の 貧しき を 悲しみて 飮 めど も樂し まざりけ 

れ ば、 勘 兵. 衞 夫婦 これ を 憂 ひ て、 黄 金い る ベ き 箱 ひとつ 求め 來 りて 芨 石を滿 て、 よ く 

もした、 め 置 き、 夫 婦 これ を舁き 出で て 父に 向 ひ、 「我 等 年 * まう けし 金、 是 ほ ど あり。 
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>5 のうち 思 ひ 

^としなら ふ 


父母の 齡か 

朝夕 心せ はし 

ひたる こと を 

に 見 ゆる も あ 

面色よ ろ こ ば 

を 慰む ベ し。 

されば 慶安 

にかな ひ て、 國 

の 御前に 坐し 

行に 奴の 槍 ふ 


こ 

V7 


も 


し 


れ ば、 誰 か 之 を感せ ざらん。 病める 

し。 

龜 

五、 父母の 齢 傾き ぬれば、 一し ほ 心 

慰むべき 事 

むき ぬれ ば、 萬 の こと 懶く思 ひ 

して 不興に 見 * にた まふ こ とも 

打ち 忘 れ、 又 すこしの こと 

- 子た る も の、 父 母の 斯く 

て、 容貌 や はら か に、 唯 父母 


も K 

老 い 


の 


た ま 

あ 卜 

び、 す 

た ま 

> ひ に 


の 頃、 岡 山 侯 光政 君、 つ ねに 書よ 

中 皆 其 の 德に服 せざる はな か 

たまへ b しが、 母君 光政 君に 打 

る ことい かいいた し 候 ふや Q 


むこと 

り き。 

ち-向 ひ 

われい 
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身 は、 つ i めて 之 を 


親に 事 ふ る 

を 配 .5、 老 の ものう さ を 


ふゆ ゑ、 

或は 老 

こしの 

ふ を 見 

かな ふ 

を 好み 

或る時 

ての た 

ま だ 是 


-見 

や 


るに つけ 聞く につけ、 

し て 氣 おとろ へ 、今 言 

とも 悲しみ てい と 憑 

は、 いよく 力 を 盡し、 

うにし て、 老 の 物憂 さ 


ま ひ、 國 

弟 某 君 


の 政事 聖の敎 

と 同じく 母君 

ひける は、 「江 H; へ の 通 

見す。 その 樣見 たし」 


j  wfi_  "ぜ. 

三 人の もの を 召され て， 厚 き 褒赏を 賜 はりぬ。 母 は 八十 二 歲、 伯 母 は 八十 歲 にて 終 


き。 

又 大和の 國に 庄右衞 門と なんい ふ 人 あ 

いふ 所へ 流されけ る が、 明 け 暮れ 故 鄕を思 

ともに 明 を 失 ひ、 今 はやう やく 島人の なさ 

け れ ば、 家 にあり し 庄右衞 門 兄弟 妻と もに 

庄右衞 門 いかにもして 島へ 渡り 父の 介抱 

出で ける に 、おり がた くも 願 ひかな ひけれ 

歸る ベく も あらぬ 旅 なれ ど も、 少 しも 厭 ふ 

つきぬ。 庄右衞 門 妻子に 別る、 十 年 なれ 

すら 父の 心 を 慰む る ことにの み 心 を盡し 

共に 歸國 仰せ付けられき。 庄右衞 門 事跡 

親 の 介 保に 心を盡 し、 は、 唐 も 大和 も 此の 

嗚呼 庾黔婁 は い ふ も 更なり、 佐 左 衞門夫 


りけ る。 その 父與十 郞、 伊 豆の 國新 島と 

ふことの 切なる ゆ ゑ、 悲 しみの 淚に兩 服 

けにて 露命 をつな ぐば か b な，^ と IS え 

悲 し み て、 互 に淚に 釉をぞ しぼ b ける。 

なすべし と、 妻 兄弟に 別 をつ げ、 官 へ 願 ひ 

ば、 住み 馴れし わが 家 を 立ち 出で て、 い つ 

氣色 もな く、 つ ひに は 父の 住家に いたり 

ど も、 露 ほど も 妻子の こと をい は す、 ひ た 

ぬ。 その 孝狀 上の 御 聞き に 達して、 父子 

は 他の 書に も 見 ゆれ ど も、 遠 きに 行きて 

人の 如き 者な き ゆ ゑ、 こ ゝ に揭 ぐ。 

婦、 庄 右衞 門が 如き 孝順な b しあ， o さま、 
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つ と なく 眼. を 病みし が、 終 に は 明 を 失 ひける に、 又 父 01 妹 あ 痿蘧と おぼしき 症 二 

て，、 手 足 かな はざる ゆ ゑ、 嫁 する こと 能 はすして 家に ありし が、 佐 左 衞門夫 帝の もの、 

1 1 り ト a^-  -  一  *、1 A.-  &a  ノ、 さ ： i  ^3*  pr  '  vrs ト-、 La  vrs  ク - 1 5.  f』 す， ノ-  .、《3  .  -  r  ： 


.K の 介 保に 心を盡 し、 彼 に は 食 をく は せ、 是 は 手 を S きな どし て、 朝 となく 夕と な 

病の 憂さ を 慰めけ り。 或る日 母、 夫 婦の ものに 向 ひ、 「父な くな り たま ふうへ は、 S 

か へ よ」 と い へ ば、 伯 母 その 言 

の 見えざる は その 困み お ほ 

て 母 ごせ へ の 孝養 怠る こと 

もの、 「二 方と も 御  > ひぐ るし く 

け， 9。 伯母 は 手足 かな は ざ 


母 a 

力 ^ 

ん.。 ., 

を い 

も な 

器 を 

す ベ 

は 短き 筆 


を 父と 

足. のか 

必す我 

とひて 

くもて 


お も 

な は 

が こ 

讓 b 

なし- 


ひ 

あ 


大切に つ 

よ ，9 も、 眼 

うちお き 

ば、 夫 婦 の 

懇に事 へ 


を 聞きて、 「いやと よ。 わ 

く、 さ ぞ心 憂く 思 ひ 給 は 

な か れ」 と、 互 に 夫婦の 勞 

な 思 ひ 給 ひ そ」 と、 S し 氣 

る ゆ ゑ、 常 に兩 便と も更 


もてと りし が、 き なるとき は、 し ま 兩手を もて 便 を 受けし こと も あ b き t ぞ。 

て 深切なる 介 保、 見 る， 人 皆 感せャ とい ふこと なかり き。 其の 孝狀 委しき こ 


は 書き取りが たし。 庾黔婁 が 糞 を 嘗めし は 難き ことなれ ど も、 佐 左 衞 

門が 妻 の、 時 に 臨みて ひたすら 手 を もて 糞 を 受けし も 亦 同じき ことならす や。 あ 

^政 五 年 丑の 四 月、 姬 路侯 忠實君 御感ぁ b て、 佐 左 衞門夫 婦、 そ の 子 佐 助、 


たく も 


げ な く、 い とほし みて^ 保すべし。 されば 古き 書に も 「木 靜 かな. らんと すれ ども 風 

止 ま す、 子 養 はんと すれ ども 親い まさ す」 と い へ ば、 身 のの ちはい かほ ど 嘆く とも 其 

の B '変 あら じ。 元より 藥養 等す ベて 大切に すべし。 子 若し 遠き にあり て 親 病み 

ぬと 聞きな ば、 早 く歸. ^て 介 保すべし。 また 親他鄉 にあ りて 病みた ま は 、急 ぎ 行 

きて 介 保すべし。 

ゆ けん- r.rN  比ん りゃう 

瘦 ^婁は g 陵と い ふ 所の 令と な.^ し が、 其 の 所に 至りて 未だ 十日に もなら ざる 

に、 忽 ち 心お どろ き、 身 に 汗 流れぬ。 こ は 父の ゎづら ひ 給 ふに や と、 其 のま、 官を棄 

てゝ歸 b けれ ば、 父 病みて やう やく  二日な り。 醫師 のい へら く 「糞 の 味 苦く ば 治 す 

ベ し」 と。 K 宴すな はち 糞を嘗 むる に 其の 味 甘 かりき。 それより いよく 憂ひ悲 

し み て、 夕 ごとに 北 斗の 星を拜 し、 わ が 身 を もて 父に か へ たまへ とふ かく 祈誓 を か 

けけ b となん。 

近き 頃 姬路に 隣れ る 中島 村と い ふ 所 に、 佐 左衞 門と い ふ 農民 あ り、 妻 をし， まとい 

ふ。 子 五 人 あり。 家 素より 貧し く、 朝 夕の 煙 もた えぐ なれ ど も、 親 へのつ かへ 至 

らす とい ふこと なし。 父 は 七十 六に して 旣に身 まか， o ぬ。 母 は老の 重な りてい 

第二 篇 孝道に 關 する 論說  二八 一 


二八 o 

望 に從 ひな ば、 不 和なる こと は ある ま じ」 と いへ， 9。 五助 大いに 悅 び、 敎 の ごとくに 

し て、 そ の 身 は 出で て 外に 家居せ，^。 それより 後 は 何の 障り もな く、 却 つて 實 子よ 

り も 親しみ 深くな ぬ。 むかし 北 條泰時 は、 父 の 身 まかりて 後 も、 父 常に 弟 を 愛し 

たま ひける ゆ ゑ に、 所 頭 を 分つ にも 父の 志に 適 ふやう にし て、 弟 へ 多く^へ たまへ 

-9 となん。 況んゃ 父母の 世に あ b て 弟 を 愛した まふ を 知 りなが ら、 い かで かそれ 

に 家 を ゅづら ざらん や。 泰 時の 孝狀 その 頃 政を聽 ける 二位の 尼 君 も 深く 感 じて、 

泪を 落し 給へ b となん。 

四、 父母 如何なる 病 を 患 ひ 給 ふと も、 心 を盡 して 介 保すべき 事 

父母 病める 時 はな ほさら 孝養 を 盡 すべし。 いはん や 耳き ンえす 服み え す、 或 は 

手足 かな はすし て、 其 の 身の 不自由 を 苦し み、 世 にある 甲斐 もな しと 死 を 甘ん やる 

さまに ていと 心細/、 見 ゆる は、 彼 の 方より 言 ひ 出し 給 はざる うちに 此方よ， o 氣を 

つけて 懇 にっか へ、 他所に て 聞きし こと 或は 見し ことな ど 打ちと けて 物語 し、 心 

う 

の S さ を 慰むべし。 若し 重き 病に 臥した ま は い、 食 を 嘗 め藥を 嘗 む るば かり か、 朝 

夕 病の 床 を 離れ や、 恐 る、 心 ふかくし て、 色 も 形 も 打ち 萎 れ、 も のい ふこ ともを かし 


三、 父の 偏へ に 弟 を 

親の 心に より 兄 を 惡み弟 を あは 

きもの をば 却つ て 深く 愛 し、 何 に よ 

は 他へ 嫁し づけし 娘の 貧し き. を 哀 

して ひそかに 釉 にして 送る もの あ 

< し、 父 母の 常々 愛して 此の 子に 家 

と 思 ふ 風情 を 見 ば、 心 の 底 を 酌みて 

よ 言 ひ 出して 彼に 家 を 讓 り、 是 に 

そ 子た る もの、 道 なれ。 

安永の ヒろ、 備 後の 國に 五助と い 

hy し が、 母 常 に 弟 を 愛 し、 五 助 を ふか 

を 信じ て、 共 に 厳しく あた り、 殺 さ ん 

ひ て、 村 隣なる 孝子 某に 斯 くと 語り 

みたま ふ は、 多 く は 家 を 弟に 繼が せ 

第二 篇 孝道に 關 する 論 說 


憐み 侍る に 兄た る もの 心得 ある 

れ み、 或 は 愚なる 子が か は ゆく し 

らす この ものに のみ 與へ たく 思 

しみて わが 家の あるな きを 顧み 

り。 兄と 生れて 家を繼 ぎぬ る 身 

をつ がせた く、 或 は 此の 子に これ 

露 うらむ る氣 色な く、 何 とな り と 

財 を わけ て、 父 母の 思 を やす め、 懇 

ふ 人 あ ，9、 母 は繼 母に て、 其 の 生め 

く惡 みて あしざまに 言 ひ 倣 し、 父 

と 謀りし こと も あ- 9 けり。 五助 

ければ、 何が し懇に をし へ て、 「父 母 

たく 思 ひた まふゆ ゑなる べし。 


ベ き 事 

て、 V ひ ざ ま 

ふ もの あ 

や、 嫁 子に 

は、 殊 M 心 

ほど 與へ 

こと 上 

も^せて 

にもて な 

る 一人の 

も 遂に 其 

ふ か く 案 

の W  くま 


あ し 

り、 或 

も S 

を つ 

たし 

此方 

す >  j 

子 あ 

の 言 

じ 煩 

で 惽 


兎に角 父母の 


二 七 九 


ま た薛包 は書讀 むこと 

父 後の 妻を娶 b て、 常に 妻 

打 ち た ゝ き、 終 に は 逐ひ出 

泣く 水 をう ち 掃除な どし 

ら むる 氣 色な く、 家 ち か き 

くして 1 年 あま b 過ぎけ 

びかへ しける とか や。 

是等は 唐土の 美談た，^ 

す。 これ 皆 こらへ がた き 

も ひつめ たるなら し。 ,巡 

末 程 も 逆 ふこと なかれ。 

き繼 母の 心な b と も、 い つ 

としまが 磯の 群 千鳥、 たち 

す ご I く、 何 事 もた い 親の 


を 好み 

の あし 

父の 

に や 

後 


し 

所 


て 孝行の 

ざまに ^一一 一口 

_ 薛包歡 

6 を 慰 め 


本 $ 

を >  j 

も て 

た る 

力 ネ 

は 波 

- - ま 


ど hs 

-  > て 

ら へ 

怒 り 

も の 

ら ざ 

の 心 

か せ 


て 朝 

父母 

も 繼 

て、 我 

た ま 

、斯 

て 親 


志 

き 

ま 

よ 


深き 人な， 9 しが、 早 

る を 信 じ て、 深 く 薛 

あした 

悲しみ て旦 ご と に 

れ ど も、 そ の 怒 お 

父母の 安否 を尋 

つらき しむけ を 


に か 

子 な 

、我 

恐れ 

み 深 


く 孝 を盡し 

れ ば 親 に 敵 

は 首を縮め 

慎し みて 事 


一よ 

ね〗 

ゝ 

て 

/ 


二 七 八 

く ゆ をう 

包 を惽み 

其 の 家 に 

ま す、 し 

日 もム 

つ る を 


• 止 


し 

ベ 

ま 


き ^ 

る ベ 

9 り 


す 

し、 

な 


し な 

-杖 を 

か も 

る >  J 

慚 ぢ 

く な 

ら す 

兎 の 

V6、 つ 


し 

な，. o- け h, -」 と 

よと い ふな 


くなる べし。 古 き 歌 に 「風 さ 

よ み し も、 起 つも 1HP る も 波に 

る -べ し。 


も て 

、泣く 

と な 

て、 呼 

から 

I お 

毛 の 

れな 

ゆ る 

よ さ 


二、 繼 母に 事 ふる は 更に 心得 あるべき 事 

幼く して； ^をう しな ひ、 父 後の 妻 をめ とる と も、 父 の 心に 逮ふ ベから す。 されば 

世間 多き 例に て、 父 のちの 妻を迎 ふれ ば、 そ れょ， 9 子の 心 か は b  、父 もまた 慈しみ 辨 

を さ  、 

く な り て、 波 風 日々 に獰 まらざる もの あ，^。 子た る ものよ く 心得て、 平生 胸に 忍の 

字 をお き て、 父 の 仰せに 從 ひ、 萬 のこと 懇 にもて なし て、 父 の 心を歡 ばし むべ し。 た 

とひ 他よ， 9 は 恐に 拙く 見 ゆると も、 は びに も 疎み 惡 むこと な く、 化 み の ゆと おも ひ 

て ひたすら 情深く 事ぶべし U なべて 後の 母に 事 ふる は 難き ことに 侍れ ど も、 い 

造 をお も ひて 其の つか へ を遂 ぐる こ そ、 子 たる もの ゝ 本意 なれ。 

阅子騫 は 幼き 時^ 'をう しな ひし が、 父 後の 妻 をめ とりて 二人の 子 を 得た り、 ^ 

の 妻、 我 が 子 を 深く 愛し て ^子镞 を佾 み、 冬 の 塞きに も 著る 物に 邋の穗 を 入れて 著 

せけ り。 父 之. を 知.^ て 大いに 驚 き、 妻 を 去らん とし けれ ば、 閲 子 赛 か な し み て、 我 一 

人 寒さ を堪 へ なば、 二人の 弟 は 暖かなる べし と、 さ まぐ 諫め けれ ば、 父 去る こと を 

止めぬ。 繼母も 罪を悔 い、 ふ かく 閔子 藤の 志 を 感じ て、 其 の 後 は ま、 子の^て なく 

親しみ 深く 成 hN きと ぞ。 
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しゃ。 若し それ を それとも 思 はすして 

ひ な し、 他 人に 斯 くと 吿ぐ る はまこと に 

す、 そ の 口 その 手 皆 父母の ものなら す や- 

や かにせ  ざる は 不孝の  いた  b  、諺 にいへ 

る ベ し。 

陸 奧の肓 人長薰 とい へ る 人、 兩 親 は 老 

^を 盡 しぬ。 され ど 養 ふことの 便な け 

て 僅の 貧 を もて 朝夕の 煙 を 立 て、 貧 し き 

とに 山に さぐり 入りて 爪 木 を 拾 ひ、 塞 き 

凉 しき 方に 負 ひ 行きて 世の中の 事な ど 

瓢を 腰に はさ み、 一展 はれた る 家よ，^ 與ふ 

となん。 ^呼 目な き 人の 期く まで 孝順 

親の 衣食に 英を盡 す をのみ 孝と はい ふ 

衣と いふと も、 親 うれしく よろこび 給 ふ 


二 七 六 

父 ゆの 心に 順 は す、 剩 へ 父 母 を 惡 し 様に い 

m3 ろし， きこと な b 斯く U きロ ひ I くと 指 

一 然るに 己 を 善と し、 言 葉 あ ら く、 面 色 う ら 

る 「仰 ぎて 吐く 唾に て」 天 の 谷め 免 かれ 難 か 

いおとろ へ て 起居 かな は ざ りし に、 厚 く 孝 

れ ば、 た い 唐臼 をつ き、 ひ き 臼 を ひきな どし 

世 を堪べ 忍びぬ。 畫の 勤に 疲れても 夜 ご 

夜 はこれ を 焚きて 親の 身を溫 め、 暑 き 時 は 

0 り あ ひて 心の 薆 さ を 慰め，^。 さ て 常 に 

る 酒 あれ ば、 移 し 入れて 歸 りて 親に 進めき 

なりし は、 い と 妙なる 心檨に こそ あ b けれ 

ベ か ら す、 た い 誠を遨 しな ば、 た ，とひ 疎 食 垢 

ら ん。 


子 は 子たら すば 

しみ、 カを盡 し、 い 

さ ま に て、 大切 に 

事 の 善 惡を見 わ 

さがな きわ ざ を 

か へ 惡 しき ゆ ゑ 

たま ふ。 終に は 

大舜 はいと 尊 

き。 父母つ ね 

も 大舜燒 けた ま 

となん。 今の 世 

入， ^水に 入る と 

かふる もの は 朝 

孝 行 を 0 す ベ し 


あるべ からす と、 聖 の 仰せた まふ を 堅く 守 て、 只 

かほ ど 情なく あたりた まふと も、 顏 を 和ら げ、 氣 を 

つかへ たてまつるべし。 大舜は その 父替瞍 こ、 

ひす かせ 

かざる 人な り、 ま た 母 は 心よ こしまに して 厘な き 

し、 常 に 高ぶり 傲りて 大舜を 敬 ふこと なし。 され 

と 泣 き 悲 し み、 大 空 に 吿 げ て、 み づ から 其の 身を責 

父母 弟 も舜の 孝心に 愛で て、 い つと なく 心 和らぎ 

くな b 給 ひて 後 も、 父 母の 仰せ は 何 にても いなみ 

大 舜を惽 み、 麋 にの ぼせ 下よ 火 を 放ちて 之 を 

は す、 又 井の 中に 入れ 埋めん とすれ ど も、 そ の 死 を 

にても 大舜の 心さ ま を もて 真實に 父母に つか へ 

も、 孝 の 誠 天に 通せば い かで か 天 これ を 殺した ま 

夕 この こと を 心に 銘 じて 一 點の 私な く、 他 念 な く 

一 斯 く 眞 實 に 子た る 道 を盡し な ば、 天 の 惠 み あ ら 


おのが 身 をつ ゝ 

平にし て、 悅 ベ る 

ろ だて 頑に し て 

人 な b  、剩 へ 弟 は 

ど 大舜は 己が つ 

めて 孝行 を盡し 

しとな，^。 

給 ふこと なか b 

燒 かんと すれ ど 

免 かれた まへ.^ 

な ば、 た とひ 火に 

ふべき。 親に つ 

して 父母 を 慕 ひ 

ざる こと あ る ？ 
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る 山路 をと ほ し に、 頃 は 霜月の はじめつ 

に し み、 殊 更 その 曰 は 道行く 人 も 稀に て、 や 

ゆ ゑ、 人 もや 來 ると 後なる 山の端 を 見れば 

いたる に、 何 やらん す \ む る 體、 又 小き もの 

見えたり。 まことに 人と して 親への つか 

V ベ きことの かぎ， 9 な b と、 覺 えす 淚を な 

親の + に 於け る、 父 とな し は 慈に 止ま 

が 手 我が 足と おも ひて、 かく 爲 ばかく 痛 か 

心 にて 推し量 り、 慈 愛 を 加 ふ ベ し。 され ど 

に は あらす。 其の 故 は、 世 に 慈 愛すくな き 

父 * の ふところに 育 ひか しづ か れ、 甘 き も 

ま せ、 寒 きとき はみ づ から 著た ま はすして 

なした ま ふ、 そ の 高恩 をつ ゆ 忘る ベ からす 

し て 慈 愛う すきもの あ り- と も、 子 たる もの 


かた、 こ、 の 山 かし 

つがれ 一 人 あゆみ 

-猿 多く 集ま， 9 居て、 

ま jP  ： のま , 一 

へ をお こた ，0/ 彼 の 

がしぬ。 

\ さと 

る. も喻 した ま 

る ベ し、 か く. 言 は い 

此の 書に は 親た る 

親 は 至 b て 稀な り 

の は 自ら 食み たま 

先づ これに 著させ- 

, た ま /\ 父母の 

聊か 恨み 咎めす し 


二 七 四 

>  J の 谷、 冬 枯の氣 色 身 

し に、 物 す ご き 昔す る 

親 猿と もお ぼしく 老 

よ h>、 パ と 親しみ 深く 

猿に しも 劣れる は、 恥 

へ ば、 常 に 我が 子 は 我 

かく 思ぶべし と、 我 が 

道を强 ひ. て * さんと 

抑； 生 れ出 でて より 

は す し て 先 づ 之 に 食 

皮晝 心を盡 して 人と 

ざまよ ろしから す 

て、 父 は 父たら すと も 


夕い と 

I まて 

て はや 

思 ひ つ 

も 見せ 

となく 

き 穂に 

力く も 


ま あ る 

、いと 

きこと 

U. ナ て 

ま i 


力 


ら し 

n し、 


し 

そ 

年 


折 

己 


父子 

毛の 末 

に 背か 

風情に 


3 

力 

や 

て- 

ぬ 


ま 


の 間 あつ 

にいた る 

す し て、 か h, 

て 孝養 を ^ 


ら、 寵 

さ び 

ば、 い 

す 力 

唐の 


が、 し 


も の 

る も 

の 冬 

父子 

親 し 

で、 み 

そ め 

す ベ 


ごとなる 牖に む かひ 侍る に、 庭 なる 木 

げ なる 氣色を 見 て、 げ に 人の よに 生る 

しか 老の浪 のよ せ來 てまた かくなら 

あ b けれ ば、 み づ からの 誡 めと 

古き つ た へ と、 今 の 世に 見き 、 

拙 き 首 草 な れ ば、 も のしれ る 人 

て、 ふ かくひめ おけ. る を、 夜 の 鶴 


やなん 

ま と の 

すがに 

な ら しハ 


し 


ぎしる 

は 子よ 

父 咏 の 

も さ 力 

,1! ( 


は 子よりの つか へ 大切なる ベ 

b のっかへ こそ 大切 なれ • 其 

もの なれ ば、 よ ろづ のこと すべ 

ふ 心な く、 靑 柳の 風に 扉く が 如 

し 年 やつ がれ 京 にあり しが、 家 
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々 の 消 まばらに か 

る も 飛鳥 川な がれ 

ん と、 身 の ゆく 末 を 

も し、 家 なる 妻子に 

し 事な ど、 そ こ はか 

のまへ に は 花す ゝ 

のお も ひに たへ で、 

齋 書 

き 事 

の 身 は 骨肉よ，^ 髮 

て 父母の 仰せ ごと 

く、 い つも 悅び ぬる 

に歸 ると て、 丹 波な 

二 七三 


し 候 

目 に 

し i 

め 候 

と燈 

力 L 


ふ * 」 と、 孝 子 第一 の 行 

懸け 候。 古人の 詞に 

く、 素 よ，^ 私な ど 萬 分 

ふ - W と、 內 に 顧み 候 へ 

の 下に 筆 を呵し 候。 

こ。 

右 中殿檨 相模樣 

則當 大殿樣 也。 

さとし 草 


二 七 二 

にて 候。 荒々 傳記 に說き 骰き候 ふ 趣な ど 書きし るし、 御 


も 「世 人の 窨を讀 む や、 但 能 く 

の 一 にも 行 立たざる 身の 行 

ば丧心 誠に 恥 入り 候 ふ 事に 

一 通 b 御 is も 下され 疾は い 

へ 御調 被 進の 由 


い へ ども 行 ふ 能 はすと 申し 

を 以 て、 斯 樣の 儀な ど 申し 進 

候へ ど も、 長 日の 御 

幸甚の 至， 9 に 存じ 


慰みに も 

候。 あな 


兒島頤 


榛間 のく に、 あ る 山 ざと に醫 のかた はし を おぼえて 耕しく さぎる 業に か へ 世 を 

し 冬い さ ゝ かやみ ぬ る こと あ， 9 て、 こも b ゐけ るが、 朝 


ものす る 男 あ b け b さ 


樂 
正 

子 
春 


母の 體を如 在に 致し 候 ふ も じ 事に 候 ふ 故、 今 曰 身の 行 を 正 し、 道 藝を學 び、 君 臣、 父 

子、 夫 婦、 兄 弟、 朋 友の 五倫 五常 をも詳 かに し、 勒 め 候 へ ば 人 々 にも 稱譽 致さ C  、當 世 の 

み か、 後 の 世まで も榮 名を傳 へ 候 ふ は、 則 ち 是れ父 ゅを顯 はすに て 候" 若し 又 身の 

行 も 正しから す、 不 義 放逸の 身 持に 候 へ ば、 人 々にも 指さ、 れ、 當 世の み か、 是 も ま た 

後の世まで も 汚名 を傳 へ 候 ふ は、 則 ち 父母の 名まで も 辱む るに て 候 U 此の^ を 考 

經 に も 「身 を 立 て、 道 を 行 ひ、 名 を 後世に 揚げて 以て 父母 を顯は す」 と 之 あ b 候。 「高き 

に 登ら す、 深 きに 臨ま す、 苟 く も 訾 ら す、 苟 くも 笑 は や」 と 申す も 我が身 を 戒^ 致す^ 

にて 候。 古へ 樂 正子 春と 申す 人、 堂 よ b 下りん として 其の 足 を 傷つ け、 數 月まで 出 

でられ す、 猶 ほ 憂色 ありし か ば、 門 弟子 その 故 を 尋ねし に、 子 春の 答 に 「天 の 生す る 所、 

地の 養 ふ 所、 唯 人を大 とす。 父母 全うして 生め ，9、 子 全うして 歸すを 孝と す。 其の 

體を虧 か す、 其 の 身 を 辱めざる を 全し とすと いへ， 9。 故に 君子 は 頃 步. たも 敢て ネ 

を 忘 れ す。 今、 予、 孝 の 道 を 忘れた， 9。 是を 以て 憂色 あ り」 と 申され 候。 曾 子 の 「予 が 

足 を 啓 け、 予 が 手 を 啓 け」 と 申さ. れ候 も、 この 事に て 候。 壯 年の 血氣に ま かせて 攝苍 

を 怠 b  、疾 を 生じて 父母の 心 を 痛め 候 ふ 類 ひ 不孝の 至りに 候 ふ 間、 我 が 身 を 敬 惯 致 

第二 篇 孝道に 關 する 論 ま  ♦  二 七 "- 


oA 水 

力- と 

ふ A 共 

ベ" に 

き A 行 
時 A  < 
に A て 


み 2? 

と 勿れ 


敬 身 


二 七 0 

と を 底 す」 と 孟子に もこれ あ .9、 終 に 其の 魷心を 得られて 萬 世までの 大 孝と 仰がれ 

給 ふこと にて 候 U 然るに 今日 面々 の 父母に 事へ 候 ふ 上に は、 斯 様の 難儀 迷惑なる 

、ヽ、 ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽ、 、ヽ、 ヽヽ 、ヽヽ ヽヽヽ 、ヽヽ  oooooooo 

筋 もこれ なき に、 孝 の 行 屈かざる はさ b とて 殘 念の 至りに 候。 人生 七十 古來 稀な 

,0 と 申し て、 人 間 一 生 は 百年と 申せ ど も、 七 十まで 長生いた すだに 稀なる ことにて 

候。 樹靜 かならん と 欲すれ ども 風 停ま す、 子 養 はんと 欲すれ ども 親 待た すと 申し 

候。 歳月の 流る、 こと は 白 駒の 隙 を 過ぐ るよ h\ も 速 かに て、 行 く 

ふこ ともなく  K ふ 故 に 「孝 子 は 日 を 愛し む」 と もこれ あ 候。 今日 

厶 厶厶厶 あたら 厶厶厶 むだ 厶厶ム 厶厶厶  < "厶厶 A 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 

つかへ す、 可 惜 月日 を 徒に 慕し 候 ひ て、 又 何の 時に かっかへ 候 はん。 近代 或る人の 

歲 慕の 歌に 

たらち ねの 老の ひととせ つもらす ば さぞ や 待た れん 花鳥の 春 

と 詠 じ 候 ふ も、 實 に老の 身に 事 ふる 孝子の 心なるべく 候。 其のう へ 人の子た る も 

の は、 我 が 身 を 敬す る を 以て 第一の 勤めと は 致し 候。 その 仔， 細 は、 身 は 親の 枝な b 

と 申し て、 父 a: よ， 5 受け 得た る 此の 身に 候へ ば、 樹 木に 譬へ て 申せ ば、 父 母 は 幹に て 

C 上 さい 

子 は枝條 にて 候。 其の 身體を 我が ものの 檨に存 じ、 如 在に 致し 候 ふこと は、 則 ち 父 


れば 唯して 諾 

^までに 心 を 

る 事に て、 是 れ 

奉 h- 候 ふ 上に 

歴山 といへ る 

終 に は堯帝 の 

るに 舜の 父母 

せんとまで せ 

是を憂 ひた ま 

ひ て、 終身 父母 

孟 子 も 「五 十 に 

\ て 自ら 足ら 

得られぬ こと 

願 ひ 給 ひし 事 

第二 鴛 


せ す、 手 に 業 を 執れば 投 げ、 食 口に あれ 

用 ひたる ことに て、 造 次 0 沛、 須 臾の間 

皆 父の 心 を 安ん する 

も、 及 ばすな が ら 萬 分 

野に 耕さ れし 農夫に 

禪 を 受けた ま ひ、 一 天 

はよ からぬ 人に て、 斯 

しほ どの 儀 に、 舜 は 父 

ひ、 田に 出で 給 ひて 唯 此の 父母に 得ら 

を 慕 ひた まひし こと 嬰兒の 父母 を 慕 


樣に事 ふ る 聖人 

の 一 を も 心 懸け 

て おはし， *h しけ 

四海の 君と 仰が 

かる 舜の 孝德 を 

に 事 ふることの 


ば 吐きて 足 る」 と、 古 への 敎は斯 

も 父に 事 ふる 道に 氣を拔 かざ 

の敎 にて 候。 今 H 御 互に 事へ 

たき 事に て 候、 昔舜と 申す は 

る が、 天 性 至孝の 御徳 これ 

れた まひし 大^人に て 候。 0 

よろこび 給 は す、 却 つて 舜を害 

足らざる 故 なれば と て、 E 夜 に 

れ給 はぬ こと をのべ 歎きた ま 

ふが へ」 とく. *V6 しまし き  &に 


して 慕 ふ もの は 予大舜 に 於て 見 る」 と 申 さ れ、 西 漢の揚 雄 も 「父 ゆに^ 

ざる こと を 知る もの は 其れ 舜 か」 と 申し S き 候。 舜は斯 樣に父 ゆに 

を歡 きた まひ て、 猶 ほく 孝行 を 0 さ れ、 唯 父母の 歡心を 得ん とのみ 


よろ •》 

にて 候。 此の 誠の 至れる に や 「舜 親に 事 ふる 道を盡 して 瞽瞍豫 ぶこ 


孝道に 閼 する 論 說 


二 六 九 


安志 

容貌 

舉動 

心な 案す 

承 順 


ま 


きもの は 曲げて 從ふ べし。 ^し 父母の 命 を 

る 所皆是 な b とい ふと も 猶ほ下 順の 子と せ 

orrr、r  0000000 

中し 置き 候。 「家に ゆ 子 あり」 の 本文 を 以て 聊 

ooooooooo 

つて 外の ことにて 候。 禮記 などに 說き 置き 

て お に 省み る」 と は、 父 の 攝 養 に 心 をつ くす 道 

必す面 し、 游 ぶ 所 は 常 あ hs、 習 ふ 所 また 業 あに 

安ん やる 心を遨 す 道に て 候。 「孝子の 深 愛 あ 

は 偸 色 あ ひ、 货 色 あ る もの は^ ャ婉容 あ b  I と 

候。 「玉 を 執る 如 く、 盈 てる を舉 する が 如 く、 洞 

ん i する が ごと し」 と は、 父 にっか ふる 敬隳に 

なきに 視 る」 と は 、父 の 心 を 失 はんとす るかと 

せしめば 嗜ます とい へ ども^す 嘗めて 待ち、 

て 待つ。 是に之 を 加へ て 人 をして^ らしめ 


以て 非と し、 直 ち に 

ん、 況 んゃ必 すし も 

oooooooo 

の ことまで 彼是 申 

候 ふ 「冬 は 溫 か に 哀 

に て 候。 「出づ るに 

恆 の W に 老を稱 せ 

る もの は必 す和氣 

は、 父 に 事 ふる 容貌 

々屬々 然として 勝 

>ひ を lg す 道に て 候 

恐る 、心 を盡す 道 

衣服 を 賜へば 欲せ 

ば、 己 欲せす とい へ 


二 六 八 

己が 志 を 行 は い、 汍 

是 ならざる を やと 

oooo  oooo 

し 爭ひ候 ふな ど、 以 

は淸 しく 昏に 定め 

は 必す吿 げ、 反 れ ば 

す」 と は、 父母 の 志 を 

あ .9、 和 氣 ある もの 

に 心 を ^す逍 に て 

へざる が 如 く 、失 は 

。 「聲 なきに 聽 き、 形 

にて 候。 「若し 飮^ 

すと い へ ども 服し 

ども 姑く 使め て 後 


に 0 す」 と は、 父 の 心に 違 はや 怠る まじき に 心 を盡す 道に て：^ 「父 をして 呼ばし む 


桊 志の 法 


幾 諫の心 

ま 
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司 馬 溫 公 

の 言 


に 事 へられ 候 ふ は 志 を 養 は 

れ候。 志 を 養 ふと はいかい 

へ 候 ふこと を 志 を 養 ふと は 

はすし て、 父 をして 不義に 陷 

れば 不義に 陷らャ とこれ あ 

諫めて 父母の 不義に 陷らざ 

も臣の 君を諫 むる が 如く 顔 

の 間 は義を 以て 立ちた る も 

と 申し 候 ふ 道 もこれ あ b 跨 

，フ の厲 しき こ. U に は 之な く 

又 其の 時 を 以て 諫 め、 終 に 不 

と 申し 候。 司馬溫 公と 申す 

する 所行 ふ ベ からざる こと 

て. 白 し、 父 母の ゆるし を 待ち 


れ 候、 父 に 亊 ふ 

と 申す に、 父の 

申し 候， 勿論 

らしめ：^ ふ 類 

b 候。 若し 其 

る やうに 取 

を 犯し 色を替 

のに 候 ふゆ ゑ、 

父子の 間 は 

候。 若し 父 聞 

義を 除き 候 ふ 

は宋 朝の 名臣 

あ- ら ば、 色 を 和 

て 改めよ。 若 


る は 曾 子の 如き こそ 

心 に 違 は す、 父 の 志の 

その 事 品に よ b て、 父 

は、 却 つて 不孝の 至 b 

の 過ち あるに 當 b て 

計ら ひ 候 ふ を 孝と は 

へ て 直諫す る 筋に は 

三た び 諫めて 閜き入 

恩義 を 厚く 立てた る 

き 入れ 給 は ぬ 時 は 姑 

こと 父を諫 むる 道に 

に て、 此 の 人の 申し 置 

らげ聲 を 柔らかに し 

し 許しな くば 苟も 事 


可な 

安 か 

の 過 
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,»」 さ 

ら ん 
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て 候 

其 の 

し に 

是非 利 

於て 大 

二 六お 
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候， 


-fj  ® 力 

うに 事 

にも 逮 

宰子ぁ 

か しつ、 

れ とて 

. 君 臣 

は 去る 

故、 さ や 

に 隨ひ， 

幾諫す 

バ乂 の 命 

を盡し 

る 害 な 


庶 人の 


孝 


黄人の 孝 


曾 子の 孝 

養 


ネ 

よ 


ら 

の 


ニ^カ 

應に孝 を 盡し候 ふ 次第に これ ある ことにて 候。 其の 儀 はかね て 御習讀 なされ 

ふ孝經 などに 委しく 說き 置かれ 候。 士庶人 は 飲食 衣服よ，^ 朝夕の こと ま で、 外 

召使 ふ ベ き 人 とても これ 無く 候 ふゆ ゑ に、 飮 食 衣服の ことよ. o して 心を遵 し、 夏 

圑扇を 執りて 老の 身を凊 しく し、 冬 は 火 を 以て 父の 體を溫 む る 

ふ > j と、 上 もな き 孝に て 候。 王公 大人の 上に て も、 是 等 は 如 在に 

はこれ なく 候へ ど も、 そ ひぐ の 人 供奉 致し 候ぶ やうの 筋 は、 い 

ひ にても 行き 屈き 申す 事に 候。 唯 大人の. 上の 孝と 申す は、 父 母 

そ 最上の 孝に て 候へ。 昔 曾 子と 申す 人 の、 曾 晳に 事へ られ候 ふ 

れぁ b 候へ ば、 父 に 「何 方へ 遣 はされ 候 ふ や」 と 伺 ひ、 又 父 よ り 「餘 分 

れ 候へ ば、 必 す 「有 り」 と 答 へられ 候 ひし は、 其 の 意に 隨 はんとの こ 

の 子せ 元と 申す 人 の、 父 曾 子に 事 へられし は、 酒 肉の 餘分 これ あ 

沙汰 致 さ れ す、 曾 子 の 「餘 分 あ b や」 と 尋ねられ 候 ふ 時 は 「な し」 と 答 

た S ねて 父 に 進めん との 事に て 候。 い づ れ 父 を 思 ふの 切 な る 


類 ひに 心 を盡し 

して. W しと 申す 

づれ 一 通りの 心 

の 心 を 安ん やる 

に、 酒 肉の 餘分も 

も あ hN や」 と 尋 ね 

と に て 乂  Am 

b 候 ひ つる も 其 

へられ 候。 是は 

に 二つ は なく. 院 


ま 

へ ど も、 孟 子 之 を 評論 致さ れ 「曾 元が 父に 事へ られ： ^ふ は 口 腹 を 養 はれ K  、曾 子 の 父 


顔 之 推 家 


五^ 五常 


！ g 今 K 通 

マる 道 


孝に^ 善 

の 本 


み學間 致す も、 皆 これ 此の 致し 樣を秸 古 し、 或 は 賢 昝の孝 を^し 候 ふこと を 見習 ひ 

聞き 覺 ゆる 事に て 候。 北 齊の顏 之 推が 家訓 にも、 「未 だ 親 を 養 ふこと を 知らざる 者 

は、 古 人の 親の 意に 先 ち、 顔 を 承 け、 聲 を 怡 ばし うして 苦勞を 憚らす、 甘 S を 致し、 事 

Z& ぜん  ， 

を 觀て惕 然として 慙懼 し、 起 つて 是を行 はんこと を 欲 す」 と 之 あ b 候。 古聖 人の 道 

なに さま ちつ くわ 

と 申せ ば、 何 檨 中華の むかしの 事に て、 日 本の 今に は 用 ひ 難き 不自由なる ことの や 

•A ナ 

うに 人々 # じ 候へ ど も、 全 くさやう の 筋に て は 之な く 候。 君 臣、 父 子、.^ 婦、 兄 お、 朋 友 

の 五倫 は、 今 日 人々 生まれ 出で 候 へ ば、 無 くて かな はぬ ものに て 候。 是に 事へ 候 ふ 

道、 接 はり 候 ふ 筋 を敎へ 置き また ふこと に て、 稽 古 修行 だに 致し 候 へ ば、 人 々誰に も 

成し 得られ 候 ふやう に 制し 置き 給 ふ 道に て 候。 若し 學 びて 成り 難く むつ かしき 

やうなる 道 を 立て 置き 給 ふに て 候 は ^、何 とて 聖人よ 賢人よ とて 赏 び 崇め 屮 す ベ 

き。 古に 宜しく 今に かな はざる 事に も 之な く、 小 く 用 ふれば 小く 其の 功 を 得、 大 い 

に 用 ふれば 大ぃ に 福 を 得 候 ふ 萬 世 不易の 道 なれば こ そ、 千 載 の 後の 巾 にても 父 W 

に 事 ふる 孝 の 道 を 第 ！、 に說き 置かれ 候 ふなれ。 此の 孝よ b して 萬の 善德 にも 進 

み 申す ことにて 候。 其の 孝に 天 子、 諸 侯、 大 夫、 ±、庶 人 それぐ の 分際 これ あ b  、其 れ 
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功 成就 致さす 候。 是れ程 重き 職分に 

申し 候。 然るに 今日 如何なる 冥加 を 

き 事に て 候。 尤も かく 人と 生れ 出で 

な" る 力 凝 成した るに も^る ベ く 候へ ど も， さ 

生れ 出で 候 はんや。 よし生れ 出で 候 

父母の 恩 兒、 父 母の 養育に 預ら すして 何として 

間懷に 抱かれ 候 ふより、 出入 寒暑 朝夕 

し 子 なれば いと ほし さか は ゆ さの 餘 

ことに は 有る まじく 候。 是を 以て 漸 

報恩の 道 ど 果てしな きもの は 之な く 候。 此の 

候 ふ 故 に、 せ め ては鏺 かなる 父母の 一 

勤め 候 ふ を ば、 是 を 孝と は 申 候。 され 

越す 道 もな く 候へ。 日々 の 上 唯 父母 

身の こと を 打ち 棄て 、父 ゆの こと を 


二 六 四 

候 ふ 故、 天 地の 間に 於て 人 を 第 一 の贵 物と は 

以て 人と 生れ 出で 候 ふこと か、 思 へ ば 有り難 

候 ふこ と、 佛 經 などに は 謂 は ゆる 地 水火 風の 

b とて 父母の これな くば、 いかで かこの 世に 

ふ と も 、一一 一一 n の 叶 は や、 & する こ I」 の 叶 はざる ® 

成立 致すべし や。 其の 養育と 申す は、 三 年 の 

の 思念いたら ぬ隈 もな く 候，' 己が 身 を 分け 

りに は 候へ ど も、 さ b とて は 此の 苦勞 並々 の 

々人と 成 b 候 ふこ と、 お もへば 父母の 御 恩 ほ 

御 恩に 報 せんこ と、 な か /、 及びな き 事に て 

生 を 快くす ごした まふ 樣に つか ふること を 

ば こそ 人の 上に 孝 ほど贵 き德 もな く、 是 に 上 

の 心に 逆 は す、 父 母の こと 如 在に 存せ や、 我 が 

大事に  > ひ i け 候 ふこと にて 候。 今 U 書 を 讀 


ら 

や 


ふ 語 は、 先 づ 常に いらぬ もの なれ ば、 反 古に し 

そふ 子 あ b て、 其 の 家. □ びす とい ふ 文字 は、 石 

- 是は 子た る 人の いましめな b、 親 たる もの 

うに 愼 まざる ベから す， (孝 行 瓜 ノ蔓ニ 於テ著 お 


て敏 I ^買に 賣るも 可な h つ 家 

にて 打ち 碎 きて 棄っ る も 可な 

は 身 を 正しくして 此の 諫 のい 

が 五兵衛 ノロ チ藉リ テ述 ベタ^で ノ 
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ら ぬ 

ナ S 


人 は 萬 物 
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♦ 反哺 篇 (lillj 

凡そ 天地の 間に 生じ 候 ふ 物 は、 森羅萬 象數限 

地 を 走る 獸、 水 にす め る 魚 鼈、 花 睽き實 のる 草木 

hy 候 へ ば、 夏 の 暴 さ をのみ 知 て 冬の 寒さ を 知 

に 生じて 夕に 死す る 短き 命 もこれ あ， CS 候。 唯 

て、 天 地の 間に 人 ほど 貴き は 之な く 候。 夫 をい 

之 あり 候。 春 は 耕 し、 夏 は 耘 り、 秋 は 收 め、 冬 は 藏 

ひ を 致す こと は 人に て 候。 若し 人の 御手 傳ひ 
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上 杉 


憲 


b もな き 事に て 候。 天 を 翔ける S. 

ま で、 百 年 千年の 饊を 保つ もこれ， め 

ら ざる 蟲 もこれ あ b  、其 の 中には 朝 

人と 申す もの こそ 萬 物の 靈 なれと 

かにと 申す に、 天 功に 人 其れ 代る と 

むる よ， 9 し て、 皆 是れ 天地の 御手 傅 

な く ば、 天 地の 大德 といへ ど も、 其 の 

二 六 三 ， 
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の 種 を 蒔 き、 世 間 を そこな ひ、 人 情に そむく こと 少なから ざれば な hsj と 五 兵 

もつ とも 

ひけれ ば、 か の 醫師之 を 聞きて 「こ は 道理の ことなり。 世間 讀 書の 人 は 多く 

な， 9。 いかなる 故 ぞと思 ひたりし に、 さ て は 諫め あらそ ふが 孝行な b て ふ 

種と な， 9 て斯く あ， O つるに や」 と て 大いに 感じた， O き。 

ooooooo®©  oooooooo 

爭 ふと は 聖人の 敎 とのみ 心得 て、 事 の 大小 淺 深の 時宜 ある こ， と を 知らす。 

人の 詞 にもせ よ、 甚 だ 人 を そこな ふ もの は合點 ゆかす ば闕 如して 用 ひぬ 

さらめ。 況んゃ 別人の 誣說 なる も はかりが たきもの などに 於て を や。 孔 

たま ひし 時 曾 子 三十に 足らす。 ^かも 曾 子 八十 餘 にして 果てた まひし と 

然るに 禮 記に は 曾 子の 御 逝去 をし る し、 曾 元 童子 ゆかの あらそ ひ をのせ 置 

上 は、 何 人の 記錄 とも はか b がた し。 .拆 諫 むる もの は 多く は 人情に 背く。 

諫 むる だに. 容易なら す、 二度 諫 むる は又甚 しからす や。 三度 諫 むれば 大か 

嚷と なるな り。 家に 從 順の 子 あり-とい はかめ でた かるべし。 家に 喧嘩す 

りと いはい 多く は 親の 首 かせな り。 國 君に そむく をむ ほん 人と い ひ、 國 政 

を そしる を贼臣 とい ふ。 父母に そむぐ を 賊子と いふ。 然れば 則ち 三た び諫 むと 


子 喧嘩 

衞 のい 

は 不孝 

ことが 

諫め 

た i ひ 

こそ ま 

子沒し 
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きたる 
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o  o  o 
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父子 相隱 
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諫^-用 ふ 

ベ-さ 時な 

し 


隨 なり。 然 らば 親を諫 むる 時節 は 我が 歲も 三十 か 四十になる 

なれば、 親 は 六十 か 七十な り。 六十、 七十 なれば 一 生の こと は濟 

たと ひ 無道 心と て 又 致し方 はなき な 古 は 七 十、 八 十 な 

罰 を 加へ やとい へ. ば.. 國 君 にても 容赦 ある こと、 見えたり。 然 

、ヽヽ 、、、^、ヽ、、、、、、^  、、、、、、、、 、、ヽ 

非 を 求め、 いさめ 爭 う て、 己 が 手柄と し、 父 に 恥辱 を あた へ んと欲 

、ヽ、 ヽ、、  ooo,  000000  0  0000000000 

まちな らん か。 父 は 子の 爲 にかく し、 子 は 父の ために 其の あし 

o  o  o  o  o  いのちな が 

と を かくす こそ 本意なら め。 且つ 人 壽きは 多く は 素直なる 者 

邪なる もの は 若き うち 死ぬ るな，^。 ゆ ゑに 六 十、 七 十に して あ 

其の 人 を 諫めん と は大膽 なること かな。 若し 夫れ 父母の 若き 

ば、 我 は 未だ 生れ す、 た とひ 生れた， りと て、 口 の 側に 五香の 滓 を 持 

しき ことよ、 これ は 大學の 道に あら す、 是 は 先王の 道に 背くな ど 

oooo  參參 •• 參參參 《參《參《き 參參參 

しき こ i ならす や。 されば^ ち諫 むべき 時節 はなき なり。 今 

ひものに て、 E! によ ，9 て は 一人 も 知らぬ 者 も 有， 9。 是れ 何故 ぞ 

さかん 

なる 儒 者、 何 の辨 もな き 血氣旺 なる 少年に 諫め あらそ ふが 孝 な 
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ベ し。 我 三 十、 四 十 

め h> とい ふ も 可な 

れば罪 あ とも 刑 
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るに 子， と して 其の 
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する は學 者の、 め や 
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父爲 いや ssr 子爲 

レ 父陧、 直 在，， 其 

中- 矣。 (膽き 


しき 者 はまれ な，^" 

時 を 諫めん となら 

ちな が ら、 そ れはぁ 

o  o  o  o 

とい ふ は を こが ま 

儒者 は 世間の きら 

や。 かの かたく な 

b と說き |g か せ、 親 

二き 


も0 は な 
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年の功 
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は あれ ど も、 子 として 父に 嫫す とい ふこと はなし。 父に 行義 すて ふこと は 禮記孝 

經 などに あ b て、 儒 者た る 人の 道に し て、 心 得 も あ b て 用 ふべき 事な り。 何の 譯も 

べき ことに あらす。 且つ 今時 諫 むと いふ は、 多 く は 身上の 持樣 な.^。 是 

ooooooooooooooo 

くも 左へ 行く も大體 同じ ことな，^。 我 は 理窟と おもへ ど も、 蟹 の 甲よ b 

oooooooo  oooo  oooo 

といへ ば、 多 く は 親の 了簡が ましな り。 一 方の 理を 知りて 一 方の 理を知 

ら や、 始 を 能くして 後の 落 付 を 知ら や、 か の 身に 覺ぁ， 9 て 仕馴れた まひし 親の 了簡 

を 打ち破 らんと 欲する は 大いに 心得 違な hv。 故に 竪 にも 橫 にも 父母に 背く まじ 

と 5 度 覺悟を 極める こそよ けれ。 签 さかしまに ぬれと なら ば、 さ かしまに ぬるべ 

し • 頭で 步け となら ば、 頭 であるくべし。 淵へ はまれと なら ば、 淵 へ はまるべし。 

死ねと なら ば、 死 ぬ ベ し。 

ooooooooooooooo 

斯く 心得る 時 は 不和 合 はなき な hv」 と いひけ る に、 か の醫師 また 重ね て 「若 し 父母 

無道 心なら ばいかいせ ん」 と 周 ひけれ ば 「人 を 諫めん とせば 先づ 我に も 少し は 分別 

ある を 要す。 分別 は 四十なら ねば 定まらぬ といへ ば、 十 や 二十の 口の 側に 五香 氣 

の あるう ち は先づ いらぬ ことな hs。 十 や 二十に して 極老に 異見 せんと は 先づ無 
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敎を 施した まひし によ b て、 後 世是は 孔子の 仰せられし 

仰す る 故 に、 其 の 名 を か b て 、さ まぐ 妄 作した る 書物 も 

正しく 開きて 見るべし。 三 たび 諫む とい ふ は、 家 に 火 を 

打 擲 し、 役所 の 門に 小便す る ごとき 大惡 をい さむるな 

rr、、  OOOOOOOOQ  oooooooooo 

にあら す。 いき ゝ かのこと にいた るまで 諫めて 手柄に 

ooo  OOOCOOOOOOOOOOOOOOOOO 

非 を さぐり 求 め、 父 母の >3 をして 己が 心の ごとくな らし 

oooooooooooooo  r 1 ， ， r  , 1 、、 

そふ は大 いなる 心得 違な らん か • 今の 學者を 見る に 多 


まじき も、 書 を讀 むに 隨 ひて そろく 論語 讀 みの 論語し 

、 、 、 r  o  ooooooooooooo  oooojoo 

何とな く、 孝 經を 以て 父母 を 打擲 せんす 勢の ほの 見 ゆる 

けれ。 是れ 何の 敎ぞ や。 家に 爭ふ子 あり て、 其 の 父 不義 

得ん より は、 む しろつ く  諫めよ とい へ る敎ょ b 行き 

らく 諫む： あげくのはて は 親子 喧嘩と な b 、隣 の家婦 

oooooooo  oooo 

る 君子 又 恥 かしから す や。 父 は 父た b 、子 は 子た b て ふ 

の 道を盡 し、 子 は 子の 道， を盡 す。 かくて 家齊 ふべ し。 且 
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る 時 は あらそ ふ こと 
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且つ 諫め 爭 ふとい ふ は 甚だ 理由 
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- 親 は 慈悲 ふかき もの 
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hy て、 孕 みたる 女の 肝 をぬ き、 酒 をた ゝ へて 

狂 せ て、 己 が 慰と せし とか や。 是 によりて 
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はなき なり。 又 腹の 立つ こと 

ooooooooooooo 

なる こと はの たま はぬ ものな 

醫師之 を 聞き て 、「さ て 有 b 

び諫 むと いふ こと あ b。 今 何 

ま 異なる 隱に覺 一 子 之 事レ親 也三諫 

而不， 聽則 號泣而 

隨レ 之。 (曲 禮) 

o  o  o  o  o  o  o 

の 議論 あり， 父母に そむかす 

rr、 、、、、、、、、、 

諫め あらそ ふとい ふ は 儒者 

ある ことな. 5。 昔桀 射と いひ 

あか よ ？、 か 

池と な し、 男 女 を 赤裸に して 追 

天下 大いに 紊れ、 社稷 血 食す ベ 

して 見て g るべ け 血食ハ 子孫 相承 

ケテ虱 先 ノ祭チ 

なるべし。 然れ どス户 コト。 

るべ し。 昔 聖人 世に出で て廣 


する 異議 


を 

他 

ん 

子 

し、 


安ん せんと 欲せ ば、 宜 しく 心 

OOO  000000000 

邦に 仕 へ て歸 省す るに 暇 あ 

OOO  ooooooooo 

で 以て 我が 子 も 亦 與れ. ^と 

000000  ooooo 

に 非す となす。 此の 如くな 

ま. ら すん ば、 父 母 罪 を 犯す も 

貪 典の こと ある を 聞い て は、 

r  、、、、、、、、、、 

ば、 數" 歸省 すと 雖も、 し かも 以 


を 正しう 

o  o  o  o 

らす と雖 

o  o  o  o 

な し、 罪 を 

o  o  o  o 

れば 則ち 

の ある を 

恝 然とし 

、 、 r  、 

て 孝と な 


して 身を修 ひ べし。 心 正しく 身修 ま 

OOOOOOOOOOCOOOOO 

も、 し かも 父母 賞 典の 事 ある を 聞い て 

ooooooooooooo 

の ある を 聞いて は、 恝 然として 

若し 夫れ 心 正しから 

聞いて は、 憂 ひて 以て 我が 子 も 亦 犯す 

て 以て 我が 子に 非す となす。 此の 如 

、、、、、、、、 

す- レ 足らざる な&。 (同 上) 


o  o  o 

犯す も 

o  o  o 

孝 と 謂 


o  o  0 

ふ ベ し 


o  o 

o  o 

は 称 

ず 力 

や 身 

と爲 

く な 


諫 むる は 子の 道に あらず 川 合 


るが 子の 

」 苦勞を かくる は 不孝な り<  いか やう 

きなり。 もし あしき 卯 あるとき は、 是 は 我が 不仕合 


何事 にても 親の 命に 從 順な 

苦勞を かくる は 不孝な り。 


道な 

二して 


犬と 

も 親の 


まじき な， 9 

第二 篇 


猿 と 

心 の 

が て 

さかしまに ぬれと なら ば、 さ かしまに ぬ 


元 


孝道：.： 翻す る； US 說 


の 出會の 如く 睨み あ ひ 

やすむ やうに する がよ 

ん し て、 露 ばか. り も そむ 

るべ し。 頒で步 けと な 

二 玉 七 


め 

ふ 


に 怒 り、 母 を 追 ひ 出さん としけ る を、 閔 子と い 

b こそ 寒 か ら め、 母 もし 歸， 9 給 は い 三人と も 

けり。 母 も 此の 事に 感じ て、 遂 に 慈母と な b 

ベから す。 (梅園 叢書 卷上) 


め て 


二  5 ハ 

ふ や う は、 母 ま -し さぶ 某 ひ 


寒 からん と、 さ ま <^ にして な だ 

る と ぞ。 誠に 親の みあし きと 思 


孝 


父母の 心 

は 我が身 

に存 す 


宫 尊 


吾が 身 を 愛敬せ よ 

父 ^、祖 父、 及 祖先 累世の 心 は 皆 吾が 身に 聚れ 

己が 子の 死 を 喜ぶ 者な し U 故に 吾が 身 を 以て 

ゆの 心 也。 是れ 父母の 心の 吾が 身に 存す るに 

は 宜しく 我が身 を 愛し、 我が 鉢 を 敬 し、 以 て 父 母 

養 志 . 

人の子た る 者 は 宜しく 父母の 6 を 安ん する を 以て 要と すべし • 苟も 父母の 心 


.9。 何と なれば、 天下 

我が 子の 死に 代らん 

非す や。 然 らば 則ち 

の 心 を 奉す ベ し。 ai 宮 


の 父母 

と © す 

人の子 

先 生 


クレ 

ナ 

ク. J 


る お 

は、 父 

る 者 

卷 二) 


く  く  >i リの 
i も桀て 心く 
な も も 同に i 
るし ふ じ i の 


h- 長し き 

怨敵の 思 

かく 屛の 

のい ひし 

にあ ひけ 

力く こそ 

のい ふ詞 

ふやう 雷 

すき をう 

らざれ ど 

令 同じ 事 

る。 閔子 

の 母 《め に 

ど 閎子少 


異見 は 露な 

ひ をな す。 


損じ 候、 盗 

ご と く、 屛 

り， かの 

い ひ し、 も 

も 同じ 言 

泥 萬 里の 

らみ、 孤婦 

も、 志 各 異 

も あるべ 

騫 幼き 時 

閡子 をに 

しも かへ 


くして、 いろ/^ とそ 

む かし 或る人 の 家に 

こそ 入る ベ けれと い 

損じ 候、 ぬ す 人 こそ 入 

吾子 をば 智ぁ b てよ 

ゃ盜 人の 手引な どし 

し て、 聞 く 人 も 同じな 

かひと なる。 ，ぉ なじ 

思の 閨 のうちに は 明 

れ ばな bo 厶 r* まこと 

れ ど も、 已 に繼 子の 心 

におく れ、 父 ふた ゝび 

み、 冬 の 著 物に は 蘆の 

み す、 母 を 敬 ひ 弟 を 愛 


^ろ を か は れ、 互 

屛 損じたり けれ 

ひける。 暫くし 

るべ けれと いひ 

く 察した b とお 

つらん かと 疑 ひ 

か ら、 子 と 他人と 

秋の 夜 も、 少年 遊 

け やらぬ を か こ 

の 親 生きて 再び 

に隔 あれ ば、 同 じ 

めと b て、 三 人 の 

穗 などつ みて 絮 

しみけ り。 其の 


にへ： u て 多く 重り、 果 は 

ば、 其 の 子の いひけ る は、 

て 隣の 人 求り て、 そ の 子 

しが、 果して その 夜盗 人 

も ひ、 隣 の 人 をば、 この 人 

ける となん。 されば そ 

のへ だて あれ ば、 そ の 思 

樂の燈 の 前に は あけ や 

つ。 秋の よに 違 ひ は あ 

いふと も、 そ の ことば 假 

こ とば も P の はしと な 

子 をぞ , フけ ける こ 

となし 著せけ る. され 

後 父 この 事 をし りて 大 


第二 黛 孝道 


に閼 する 賒說  11*5 


間 子騫繼 

母に 事 ふ 


と ざ 酒 親 
^ら^ li 

欲ん 欽子 
すこ^の 


二 五 四 

にす、 む。 信 綱の 宣 ひける は、 汝 等 みな子 あ り、 そ の 子の 悉く 酒 を 吞 ま ん こ と を 願 

ふ か、 飮 まざらん 事 を 願 ふかと 有り けれ ば、 臣 等 暫く 默 して 居た りし が、 子 は 酒を飮 

まざらん こそ 親の こ、 ろ やすく 候へ とこた へ ける。 人の 至って 愛する は 子 なり。 

酒 若し 荬 物なら ば、 豈 子の 吞む事 をい とはん や。 是れ 千古の 公論と いふべ し。 

繼 母に 事 ふる 心得 

世に 繼母繼 子の 中と て、 十 に 七 八 はよ からぬ ものな り。 是說 あ， 9。 實の親 はた 

とひ 杖 をと b て 指南な ど するとて も、 恩 愛た が ひに 深き が 故 に、 暫 有 b て は 互に 如 

在な くな hs ゆ き、 他 人 も昆咎 もせぬ ものな b。 繼 しき は 世の 習と て、 子 は は や、 定 め 

て繼 ゆなれば  > ひ 中に 打ちと け はし 玉 ふま じと 思 ふ もの 巳に 胸の 中に 橫た はりて 

失せす" これ 不和 をな すの 基な b よりて 假 初にい ふ 事 もむ かへ て 聞く 故にむ 

ねに 逆 ふ 也。 まして や 其の 子に 敎訓 など せん に、 左 な き だ に 金 言 耳に 逆 ふ 習 なれ 

ば、 わ が 過 は 思 はすし て、 是 もま、 しき 故な 、り、 誠 の 親ながら へ あら ば、 か 、 る 憂 目 に 

は あは じな ど、 世 を うらみ 述懷 し、 ぐ わんせ なき わかき 同 志、 理 非 わかたぬ 隣の 媼ゃ 

s な ど、 そ の 品 は 何とも しら で、 す はや 此の 人も體 子に くみする と て、 彼 子と W き 語 


^^チ 不 

和の 基 


分ち て兩 段の 事と 爲 すべから やと。 朱 子 も 亦 en  く、 末 卽是 本と 謂 ふに は 非 す、 伹 其 

の 末を學 びて 而 して 本 便ち 此に在 りと。 若し 人 をして 槪ね 以て 末 を 厭 ひて 而し 

て 直ちに 本 を 求めし め ば、 啻 に內の 未だ 必す しも 本 を 得ざる のみな ら す、 外 又 事 を 

偾 らん、 是を 以て 聖賢の 孝を敎 ふる や、 唯 許 多の 規矩 を 立て 、、人 をして 循ひ踏 ま 

し む、 未 だ 專ら本 を 得べ しと 說 ける を 聞か ャ、 況 んゃ 後世 風俗の 薄 き、 民 化 を 治 V 

るに 汲々 とし て、 而 して 親に 事 ふるに 藐々 たる を や。 今 之に 訓へ て、 力 を s  ^ に 致 

なん  あ、  さる 

す、 奚 の 暇 あ b て か身づ から 父母 舅姑に 事へ んと曰 はん か、 吁 是 れ 謂 は § る 猱に木 

に 升る こと を敎 ふるな り。 人々 若し 斯の 言 を 信せ ば、 甚 の 世界 を か 成さ ん、 怕 る ,1 

きの 甚 しきな. o。 ハ 本朝 孝子 傳) 

孝  三 浦 梅園 

飮 酒の 戒 

近き 松 平 伊豆守 信 綱 は 一 時の 賢 君な，？ し が、 あ る 夜咄の 序、 臣 等 酒の 德 をの ベ、 れ 

第二 篇 孝道に 閼 する 謫說  二 五三 


二 五 二 


第一の 大事な りズ 養生 訓 第一) 


客 あ b  、余 に 語 

を 農 桑に 致さす 

の 父母 舅姑に 事 

！^み 自ら 子婦の 

み、 笑 はざる ベけ 

如 き も、 ま たみな 

くして 而 かも 徒 

中に 誠 あらんに 

而 かも 二 を 知ら 

に從 ふ 時 は 本 終 


孝の 本末  藤 井 懶- 

て 曰く、 一  儒生の 言 に 曰 く、 凡 そ 民家の 子婦 たる 者 は 

とい ふこと な し、 奚 の 暇 ありて か、 臭 づ から 父母 舅姑 に 

ふる 所以の 本 を 失 はすん ば、 以 て 孝. とな す、 苟 くも 其の 

道 を 窮め 極む と 謂 ふと も、 た い 是れ戯 場 孝子の 爲の - 

んゃ と。 若し 斯の 言 を 信せ ば、 家 主 等が 生 事 喪祭の 

非なる 歟と。 曰 く、 儒 生 の 言、 蓋 し 謂 ら く、 其 の實 心無 一 

らに定 省 温淸の 末に 規々 たらん より は、 之 れを 外に 廢 

は 若 かすと。 語 固に 理 あり。 然れ ども 是れ 恐らく は 

ざるが 若し。 蓋し 天下の 物、 豈 本のな き 末 あらん や、 苟 

に 在らざる なし。 故に 稃 子の 曰 く、 凡 そ 物. に は 本末 あ 


-曰 として 力 

事 へ ん、 唯 其 

本 を 失 はい、 

伴 直 家主、 風阜赛 

麻呂、 財， 部 造艇麻 

a  、丹 生弘 吉等チ 

サス。 本 害 ソノ部 

参照" 

し て、 而 し て 

一 を 知って 

くも 事に 末 

る も、 本 末 を 


も、 其 の じ 

ある をう 


身な っゝ 

し； 3 は 孝 

の 木 


人 の 

れたる 

れば、 つ 

^につ 

る 皮 は 

泥 ん や 

ひ、 病 を 

至、 愚 な 

倫の 道 

喜び 樂 

ば， 先、 古 の 

第 


ねんの しるし は必す ある 理な hs。 俄に 目に 見えざる ことと て 此の^ 

たが ふべ からす。 (家 道訓卷 六) 

養 生 

は 父母 を 本と し、 天 地 を 初と す。 天地 父母の めぐみ をう けて 生 れ、 又 传 i. 

が 身 なれば わが 私の 物に あらす。 天地の みたま も の、 父 母の 殘 せる 身な 

しんで よく 養 ひ て、 そ こな ひや ぶら す、 天 年 を 長く 保つべし。 是れ 天地 父 

へ 奉る 孝の 本な り。 身 を 失 ひて は 事 ふべき やうな し。 わが 身の 內、 少 な 

へ、 髮の毛 だ に も、 父 母に うけ たれ ば、 み だ b に そこな ひやぶ る は不ネ な h ぐ- 

なる  身命  を  わが  私の  物と  して  愼  しま  す、 飮 食 色 慾 を恣に し、 元 氣 を そこな 

め、 生 れっきた る 天 年 を 短く し て、 早 く 身命 を 失 ふこ と、 天 地 父^へ 不孝の 

かな。 人となり て、 此 の 世に 生きて は、 ひ とへ に 父母 天地に ネを つく し、 人 

行 ひ、 義 理 にした が ひて、 なるべき 程 は 壽 福 を う は、 久 しく 世にながら へて 

み をな さん 事、 誠 に 人の 各 願 ふ 所なら やや。 此の 如くな らん 事 をね が は 

道 を かう が へ、 養生の 術 を まなん で、 よ くわが 身 をた もつべし。 是れ 人生 

ニ篇 孝道に 閼す る論說  二 玉 一 


リ ふの 枭る父 
所 過す 憒の 
以^ II 搽灵 
な 袖 父^へ 


二 五 o  - 

今の 人 は 妻 族 を も はらした しみ て、 父 族、 母 族に うとし. 輕重 ある こと を しらす. 

父母への 不孝な り。 おろかな りと 云ぶべし。 妻 族 をした しむべ からすと 云 ふに 

は あら す、 輕 重の 次第 あるべし ズ 同上) 

父に 負債 あらば 其の 務を 果せ + 

我が 父 人の 財 を 借りて か へ さ す、 又 買 ひたる 物の 價を かへ さい る、 是 れ 父の ひが 

事な り。 其の 子た る 者、 我 がかへ すべき 力 だに あら ば、 年 久しくへ だた b ぬと も、 其 

の 貸 主と 賣れる 主 を 尋ね 求め て、 我 が 財 を 以て 父の 借れる おひめ と、 買 へ る 物の あ 

た ひを滯 b なく. つぐの ひ 返すべし。 是を 父の 過 を 補 ふと 云 ふ。 孝の 道な.^。 父 

の 時、 人 の S を かへ さ す、 あ た ひ を かへ さいる は、 我 が 心に 快から す。 又 貸 主 賣生も 

财を 失へ る うらみ ふかし。 然るに 是を かへ せ ば、 お やの 過 を 補 ひ、 我 が 心 を 快 くし、 

貸 主う b 主の うらみな くな る、 此 の 三の 益 あり。 必す 我が身の 養 を はぶ き、 つ ひ え 

を やめ て、 父 のお ひめ をつ くの ひかへ すべし。 かくの ごとく 孝 を 行 ひ、 道 を 直く し 

r、rr、、  、、、、、 、ヽ、 rr、、rr  、、rrrr  、、、、、、、、、 

て、 あ はれみ ある 人 は、 其 の 故と は 目に 見え ざれ ど も、 必 す 後に 天の むくい あ b て、 ひ 

、、 、、ヽ r、rr ヽヽ r、  oooooo  ooooooooooooooo 

そかに 惠 みたす け 袷 ふ理ぁ 君子 は 其のむ くい を >5 にかけ て 善 を 行 は ざれ ど 


妻 族 に の 

み 厚き は 

不 孝な. リ 


鋈因は 善 

巣な 招く 


三 族に 輕 


を こら へ 

る こと 多 

へ や う 

てあき 

ざ れ ば、 

人 の 行 

の內ゃ 

て 堪忍 


力 

せ 


家 

し 


0 

族 


家の 主と 

族な，^。 

1 に ヽ う X 

ふる 道な 

は 母の 族 

第 二 


人 をむ さ 

. 堪忍せ 

ら すして 

ら ざれば 

力 b, う ら 

わが 心に 

ら ぎした 

_ わが 身に 

三 

なりて 

父方の 

と同氣 

り。 次に 

こ つず， C- 

篇 孝道 


族 

な 


ぼらざる べし • 凡の 人 君子 にあら ざれ ば、 わ が 心に かな は ざ 

ざれば 人の 交 は 和らがす。 然るに 父兄 は 子弟のお のれに つ 

心に かな は ざれば 子弟 をせ む。 子弟 は 父兄の めぐみう すく 

父兄 を うらむ。 其の 餘、 夫 婦 親戚 も 亦し かり。 たが ひに^ 忍 

み出來 て、 父 子、 兄 弟、 夫 婦、 親戚の 間 む 

かな はざる こと をた が ひに 堪忍し 

しむ。 是れ家 をと、 の ふる 道な b 

は 道 をつ くし て、 人 に 堪忍 せらる 

を 親しむ 

，三 族 をした しむべし。 三 族 は、 第 

族 は 本 族と いふ。 先祖より 傅 は 

る ゆ ゑ 親しむ ベ し。 父 族 を あ つ 

は 母方の 一族 は 是れ父 族に つぎて 親しむべし。 次に 妻の 一 

. 三 族 を 親しむ、 其の 次第 輕重 かく の 如し。 是れ 古の 法な り 

LL 閼す る論犹  二 四 九 


ゝ 


つましから す。 此の ゆ ゑ 

て、 う ら みいから ざれば： 

又 人の あしき をば ゆ る 

行 をな すべ からす (同 上) 

に 父 族、 第二に ® 族 、第三に 

る 血脈 同じ。 親疎の 變 b 

親しむ は、 是れ亦 先祖へ つ 


は齊 家の 

耍 


愛敬 は笞 

^なすの 

本 


ぶ、、 i 

なければ 

和合な し 


凡そ 家 を 

た し み、 兄 弟 

富めり とい 

凡そ 家に 

善 を 行 は ざ 

はれみ てお 

の 二 はすべ 

父母 を 愛敬 

人の 品に よ 

いやし けれ 

家 を を さ 

おご b をお 


を さ む 

和し、 夫 

へど も 

あ， O て 

れば人 

ろ そか 

て 人倫 

する を 

b て 愛 

ども あ 

む る に 

さ へ て- 


るに ま 

婦 正し 

家の や 

行の 本 

人家に 

の 道た 

にせ ざ 

に まじ 

本と し 

敬す ベ 

な ど る 


づ 父子、 兄 弟、 夫婦の 三 親 

き は 家の 肥えた るな り 

せた るな， 9。 (同上) 


まじ はる 

、 す。 善 

るな り。 

は ，9 て、 善 

て、 兄 弟、 夫 

し。 う と 

ベ 力ら す 

は家內 和合の 基 

も 忍の 字 を ffl ふ 

愁 を ほしい まゝ 


に は、 善 を 行 

を 行 ふに は 

敬と は 人 を 

を 行 ふ 心 法 

婦、 親戚、 下人 

けれども お 

, 是れ 敬な 

ベ し。 忍 と 

-」 せざる も、 


二 四 八 

を あつく すべし。 古語に 父子し 

といへ り。 もし 三 親和せ す んば、 


て、 惡 をい ましむ る、 是 を 要と す • 

敬 を 本と すべし。 愛と は 人 を あ- 

やま  ひて、 あなどら  ざるな  h -。  此 

ooooo  ooooooo 

り。 善 をす る は 愛敬の 外にな し 

對 する も 皆し かるべし。 -各 其の 

そかに すべから や • 是れ 愛な 


hN。 (同上) 

はこら ふる， f, 

こら ふ るな k 


堪忍す る をい ふ。 

又 わが 家の 貧なる 


死な 輕ん 

する は不 

孝 


家 0«の 搽 

は 孝^-第 

1 とす 


祖先 

親戚 


ひて 一 かどの 用に 立つべき あたら 身 を- 

のた  めに 命  を捨っ  る ことおろ かな 

勇に あやまる 人 は 死す ベ からすして 

にあら す。 勇な き 人 は 死すべく して 死 

し ら す、 忠 にあら す。 (同上) 

家長の 務 

」  - 

として 家 を をさむる 人 

みちび き、 子 弟 を をし ふ 

を 正しくすべし。 くる 

I び、 時節の 祭禮を こた 

し て、 外 人に したしき は 逆 

るべ からす。 上 を そし b 

ゝ しむべし。 (家 道訓卷 二) 

三 親諧和 

第二 篇 孝道に 翻す る 詮 魏 


主 

を 


凡そ 家 

とし、 次に 

を 用 ひて 

先祖 を 

親戚に うとく 

家の 政 を そし 

たりな り。 つ 


の 

禮法 

た ふ 


よしなき 少しの 

を しむべし。 

死す。 是れ 仁に 

なす。 是れ義 に 


と をい か b て、 狂 入 f 


そ む 

そ む 


-まづ 父母に よくつ かふ 

を 以て 要と し、 其 の 次に 

め あなど b て、 し へたぐ 

ベから や。 親戚 を あつ 

な.^。 國法 をお それ 守 

，國政 を そしる は、 是 れ 大 


て 生 を 

て 生 を 


かろん す、 孝 

をし み吣 を 


る を s 

下部 を 

ベから 

くした 

り、 上た 


一 のっとめ 

つか ふに 心 

しむべし。 

る 人の 行、 國 


なる 不忠 不敬の い 


二 四 七 


義に合 は 

ざる 死 は 

不孝な リ 


犬^ は不 

孝^り 


少壯の 時人の 一 言 をと がめ て 口 

きこと に 身 を わす れ、 父 母 をす てゝ 

せす して 仁義 忠孝の 遨を しら す、 あ 

孟 子 曰、 以 て 死す ベ し、 以 て 死す る こ 

死ぬ まじき ことに 死ぬ る は 勇 を 失 

ん や、 死 に處 する こ と、 誠 に ひと， 9 か 

と はや すし、 死し て 道理に かな ふこ 

る は 死に 處 する 道 を 得た るな， 9。 

是れ犬 死なり。 

士は命 をす つる ことかた から 

すして 死す る は 犬 死な. 9, たと へ 

論して 一朝の 怒に よりて 人と 鬪ひ 

なり。 武 にあら や • 死ぬべく して 

らす。 戰に のぞ み、 君 の爲に 節に 死 


二 四 六 

論 し、 小 なる 義を はげ み、 勇 みだて をし て、 道 理 な 

鬪ひ 死す • 不仁 不孝の いた b な り。 是れ學 問 

たら 命 をす て ゝ、 道 理に そむく こと 愚なる かな。 

とな かるべ し、 死 すれば 勇 を やぶる とい 7。 

ふ。 古人の 曰、 生 を捨 つる こと 豈 やすから ざら 

たしと は、 これ をい ふな. 9* いふ 意 は、 死 ぬる こ 

とかたし となり。 死ぬべき 道理に 當 りて 死ぬ 

もし 死ぬ ベ からすして 死ぬ る は 愚なる 故 なり。 

す。 すて ゝ道 にあた る こと 難し。 邋 にかな は 

ば 狂 愚なる 者の われに 無禮 なる をと が め て、 口 

て 身 をす つ、 是れ其 の 身 を かろんす。 是れ. 不孝 

死な ざ る、 是 れ命を をし む、 勇 なきな り。 義 にあ 

なす。 是れ 不忠な 卩。 君 父の ために 忠孝 を 行 


孝る に 一 

な v 身钥 

り は^の 

小' t  、态 


べし。 道理に 服せ すば 聲を はげまして とがむべし。 此の方より は惡ロ すべから 

す。 かやう に 遠慮な く、 人 を あなどりて 惡ロ する は、 お ろかに しで 後の わざ は ひ を 

おもん ばから や、 必 す 臆病なる うつ、 なき しれ 者 なれ ば、 此 の 方よ， 9 つよく とが む 

れば必 や 閉口して やめる ものな hN。 され ども わが 方より は 人 を あなど， O の惡ロ 

すべから や。 惡ロ すれば いかなる 臆 病， 者 も 又い か をお こして たゝ かひに 及ぶ 

、、ヽ ヽヽ、 、ヽ、 、、ヽ r ヽ、 ヽ、、 ヽ、 ヽ、、 、ヽヽ  OOO 

こと あ ^ 妄ス とた、 かひ かちても 我 も 亦 自殺せ すん ば あるべ から ャ， 是れー 

^ooooooooooooooooooooo  oooooooooooo 

朝の いか b 、に 其の 身 を わすれて 其の 親に 及ぼすな， cv ノ 不孝 不智の 至、 も とより 武 

勇に あらす。 犬 死と いふべ し。 吾 父の 爲 忠孝 を 行 ふべき あたら 身 を、 か ゝる妄 人 

に對 してす つる はいと を しむべし。 彼の 愚人 は 人に せめられ ざれば こ りす。 少 

しこらして 大ぃ にい ましむ る は、 小 人の 福な bs と 易に も 見えた. 9。 凡そ 朋友の 交 

はたが ひに 禮を あつく うやま ふべ し。 斯の 如く なれば あらそ ひ出來 す。 あらそ 

ひ は必す 無禮ょ おこる。 鬪論 なからん こと を議 すると 甲 陽軍鑑 にしる せし rg: 

藤 修理が 說ぅ ベ なり。 (武訓 上) 

犬 死 を戒む 

笫ニ篇 孝道に 閼 する 論 說  ニ^^ 


かて 無な ふ 無 

ら報 «a リ る 通 

す ゆ^ とも^ 
べ以 もの JW 


な は^す' 慾 一 
リ 大忘 し^ 旦 
不る て 忍の 
孝 、身ば 忿 


二 四 四 

食 好色な ど、 お よそ わが 心に かな ひて すきこの め る、 耳 目 ロ體の 欲、 財 寳 器物の 欲 « 

こらへ て、 ほしい ま、 に むさぼら ざるな hN* 忿と愁 との 二 を こらへ ざれ ば、 義 理 に 

そむき 心 を 戴 し、 病 を 生 じ、 財 をつ. ひや し、 恥 辱 をと り、 命 を 失 ふ， 其の 害大 なり。 凡 

VVOVVVVDVVVVVVVVVVVVV  ooooooo  oooooo 

そ 身の わざ は ひ は 忿愁を こら へざる よりお こる。 ^はしの 間 怒 を こらへ すして 

oooooooooooo  ooooooooooo 

身 を わす るれ ば、 父 母 を 憂へ しむ。 不孝 是ょ b 犬なる はなし。 ^ばらく 堪忍 すれ 

ば わざ は ひなく して 喜 あり。 古人の 詩に も、 忍 過 事 堪 J 吾 といへ り。 堪忍す まして 

後 は 喜 あ b とい ふ 意な， 9。  ^ばし 堪忍せ ざれば 莫大の 禍 となる。 程 子 も 忿慾を 

忍ぶ と 忍 ば ざ る と、 便 ち 有徳と 無 德とを 見る とい へり。 G 切 學訓卷 四) 

一 朝の 怒に 身 を 忘る ゝは大 不孝 

人中に て 我に 無禮を 行ひ惡 口す る もの あら ば、 恥 辱に ならざる こと は閡 かざる 

ふ， O して 堪忍すべし。 彼の 愚人に 對 し、 い か あらそ ふ も 本意なら す。 され ども 

彼の 者 それ を わき ま へ す、 我 をはづ かしめ た りと て、 ほ こ b が ほに て、 わ れを あなど 

.9 、後 日 又 われ をはづ かしむ ベ きうれ ひ を 思 は .5.、 人 なき 所に まねきて とがむべし. 

もし 人中に て惡ロ する こと 二度に 及ぶ とも、 いかるべ からす • 道理 をい ひき かす 


な忿 
ベ 慾 


もん やる 所な b_ 

場に て、 いさみな 

親 をはづ かしめ 

.9。 (初 學訓卷 二) 

忍と い ふこと- 

あ hso 一に はわ 

を こら へ てむ さ 

しわざ 吾 が 心 に 

は 萬 事の 本な り- 

か  ると  き、 先 物 を 

忍ぶ 一の 手 立な 

あら はすべ から 

b やみ 本心に か 

第一 1 篇 


- 武士 は 武勇 をむ ねとして、 君 

くお くれ をと り、 或 は變に のぞ 

不孝な り。 婦人の 夫に 


て、 大な 

堪 忍 

一 亦 善行 

が 心に 

i ら す- 

かな は 

、 J 

L 力 

いふべ 

h>。 も 

や。 た 

/る ま 


る 


h-. 忍 と はこら 

らふ こと を こら 

是れ忿 と 慾との 

る を こら ふるな 

て 心み だれて は 

らす。 いかる 時 

いはす して かな 

ひ 心の 內に いか 


ふ 

ぺ 


は ざ 


に忠 する も 亦 孝の 道な もし 戰 

みて 節義 を 失 ふ も、 我 が 名 をけ がし 

そむき 不義なる も、 大 なる 不孝な 


で こらへ ぬれ ば、 大 な 


る 


な 

忿 

> し 

あ 


K 堪忍す る をい ふ • 忍に ニ惠 

ら す、 又 1 に はわが 心に このむ 物 

らふるな，^。 忿を しのぶ は、 人 の 

と はわが 心を亂 し、 人 を 妨 ぐ • 心 

と 行 ふこと 道理に かな はす。 い 

ば必す あやまる， 是 れいか りお 

こと あ， CS とも、 ことばに い か， 9 を 

すと も、 ことばに 出さす して-い か 

やま， o なし。 愁を こら ふる は 酒 


孝道に 閼 する 論 說  二 四 一 一一 


むに は I こ义 
べしぬ さ 母 
L て やかの 
諫ぅ ら心 


二 四 二 

を 養 ふ 孝の 道な た^ 體を養 ふの みに て 志 を やしな は ざれば 孝に あらす- 其 

の 身無禮 不義 を 行 ひ 父母 を うれ へ しめ ば、 た とひ 日々 にい かなる 味よ き 口腹の 養 

ooooooooooooooooooooo 

をす、 むと も 不孝なる べし。 此の 內外 二の 事 そな はら ざれば 孝の 道に あらす • 

是れ 人の子と なれる 者の 必す しりて つとめ 行 ふべ きこと なり。 

幾 ，諫 

もし 父母の 身に 過 あら ば、 子 たる 者 わが 顏を悅 ばし め、 聲 を 和ら げ、 言 を ゆるやか 

に し て、 や うやく いさむべし。 父母 諫を用 ひすして がへ つてい から ば、 い さめ を ま 

づ やむべし。 父母の 心に そむく ベから す。 時 過ぎて 父母の けしきよ き 時 又い さ 

むべ し。 はげしく いさめ て、 父 母の こゝ ろに さから ふべ からす 。(初 學餽卷 二) 

父母 歿後の 孝 

およそ 孝の 道 は 、父 母の 存生の 間よ f つか ふるのみ なら す、 父 母 死して 後 終 をつ 

つし み て、 は う ふ， 9 を あつく し、 遠 きをお ひ て、 時 節の 祭 怠る 可ら す。 又 わが 身 を 終 

る ま で、 父 母 を 思 ひした ひて わする ベから す。 わが 一生の 間、 身 をつ ゝ しみ 行 を 正 

しくし て、 わ が 身 をはづ かしめ す、 父 母の 名 を はがさ  >  る、 是 れ亦 孝の 道に おいてお 


に 志體 な 

養 ふに も 


h=s 行 謹"^ 


i 愛頜孝 
ち 敬 は 道 

、^內 の 

外た に耍 


づ から 飮食を あんばい し、 其 の 味の よし あ 

ろむべし • 又 夏 冬 を， ns  くの 身に かなへ 

寢所を 安から し め、 冬 は 温に 夏は凉 しくし 

度、 も ろ のうつ はもの 事 かけざる やう 

身 を 養 ふに は飮食 衣服 居室 器物 を 不足な 

かけて いとなむ ベ.， T おろそかな るべ か 

しけれ ば、 飮 食 の 養、 尤 く はしかるべし。 も 

に は 有る ベから ャ。 古人の 詩に、 人生 有， 祿 

養、 不， 以 J  二 公一 換， と い？。 又 老人 は 體氣ょ 

其の ふせぎ をき び レく すべし。 飮 食と 風 

こしな hN とい へ ど も、 病 i なち て 害 をな す 

ふせぐべし。 行 立 坐 臥に つねに 心 をつ け 

VDVVVVVVVVVVVVVV 

り。 父母に 仕 ふるに 志 を 養 ふと 體を養 ふ 

oooooooooooo  000000 

は 愛敬の 二 をた も ち、 外 に は 養 志 養 體のニ 

第二 慵 孝道^ 期す る論說 


し と、 ひ えたる と あた ゝ かなる i を こ ゝ 

る 衣服 を こしら へ て、 これ をす ゝ め、 居所 

て、 風 寒暑 濕を ふせ ぎ、 身 にした が へ る 調 

にと ゝ のへす • ゝ むべ し。 およそ 父母の 

くそな ふるに あ hv* 子た る 者 之 を 心に 

らす。 年老いて は脾 胃よ わ く、 元 氣 とも 

し 財 あら ば、 日 々 に 味よ き 物 をす ゝ めす 

親 白 頭、 何 能 ！ 曰 無，， 甘饌； 又 曰、 古人 一 日 

わき ゆ ゑ、 風 寒暑 濕に やぶられ やすし • 

寒暑 濕に やぶられ て、 節 にたが ふこと す 

こと は大 な. o。 を こた なく 其の 初 を 

てた すけた もつべし。 是れ體 を 養 ふな 

vvvvvvvvvvvvvv  oo 

との 二なければ 孝の 道行 はれす。 內に 

ooooo  ooooooooooo 

を 行 ふべ し。 是れ 愛敬の 心 を 以 て 父 母 

二 四 一 


の 
0 


二 四 〇 


敬 二ながら 心に あ b て、 顔 

6 にたが は す、 父 母の 前に 


さめ 樂 しまし め- 

み、 父  母の よろ こ 

街す る を ものう 

ら かけた るな 

といへ， 9。 是れ 

慕 の 字、 身 を 終る 

必先 父母に まみ 

かす" 習 ふに つ 

義無禮 の 行な く- 

へ  心づ  かひな  か 

養體と は、 父母 


其の 志に 

ベる を悅 

く 興な く 

大 不孝 

いとけ な 

まで わす 

え て 後、 わ 

ねの わざ 

氣すゐ に 

らしむ る 

の 口腹 身 

の へ 、父母 


色 言 葉 にこやか にの どや かにし て、 う や 

久しく 在& て、 其 の をし へ をき 、、物 が た 

そむか す、 わ が 心に も、 父 母に 對 して 物が 

， 

ぶべ し。 もし 老いた る 人 をむ つかしく 

おも ひて 退屈 し、 う ら めしく いと ひ 苦し 

とい ふべ し。 孟子 に、 大 孝 は 身 を 終る ま 

きとき 父母 をした へ る 心 を 一 生の 間 失 

るべ からす。 また 外へ 出づ れば必 父母 

が 所に 退く。 行きて あそぶ に 常の 處ぁ 

あ， ^て を こたら す。 わが 身の 行 をつ、 

して 放逸なる わざな く、 惡 友に 交 はらす 

は、 是れ志 を 養 ふ なり。 

體を やしな ふ をい ふ。 わが 家の 力に な 


しく 父母の 

h, し て、 親 をな ぐ 

た する を樂し 

お も ひ、 久 しくお 

むは、 愛敬 二な が 

で 父母 をした ふ 

はざる なり。 

に ま う し、 歸 れ ば 

P て、 み だ^-に ゆ 

しみつと め て、 不 

し て、 父母 に うれ 

る ベ き ほど は欧 


の 好み 袷 ふ 物 をと ひて すゝ むべ し。 富貴の 人の子 も、 み 


志 

の 


二の もの 鳥の 兩 翼の ごと く、 車 の兩輪 

養 志と 養體 

父母 を 養 ふ に 、養. 志 と 養， 體 との 二 あ 

つねに 父母の 心 を よろこば しめたの 

朝 は 早くお きて 父母の 安否 をう か- 5- 

折 父母に まみえ て、 う とく おろそかな 

に まみ ゆる は、 ま づ わが 顏の色 を や は 

安否 をう か- 5- ひ、 其 の 時日の 要用 をい 

まびら かに 物が たりし て、 父 母の 心 を 

くべ し。 父母 われ をよ び 給 は 、は や 

父母 われに をし へ 命す る 事 あら ば、 つ 

る やかに すべから や。 わする ベから 

きて つとむべ し。 わすれて を こたる 

を 失 は す、 年 たけて 後 も、 父 母 をした ひ 


の ごとし。 一 を かくべ からす •  3 上) 


り。 養， 志と は、 父母 

しまし め、 う れへ苦 

ひ、 夕 は 父母の 寢所 

ら や、 む つま じくし 

ら げ、 言 の聲 をよ ろ 

ひ の ベ、 尋ね 問 ひ、 世 

なぐさ め、 父 母の を 

く 行くべし • 遲く 

、しんで き 、、つ と 

す。 もし わする ベ 

ベから す。 いとけ 

て わすれ す、 父 母 に 


の 心に 從 ひて さから はす、 

しみ 無から しむる をい ふ。 

を やすく し、 朝 夕 t 畫と折 

て、 又 うやま ふ ベ し • 父 0 

こばし く し、 父 母の 氣體の 

の 中の あ b しこ IJ.S 'もつ 

しへ あらば っゝ しんで き 

して を こたる ベから す。 

めて はやく 行 ふべ し • ゆ 

きこ と なら ば、 書 きつけお 

なき 時 父母 をした へ る 心 

對 する にな づぐ しく 愛 


第二 篇 孝道に 閼 する 論 說  二 三 九 


^に 五倫 

の 初、 百 

行の 本 


愛敬 は 孝 

子の 心 


愛敬 は»^ 

奚兩 輪の 

ごとし 


み、 我 を 養へ る 

S . 人の 道 は 五 

o  o  o 

五倫の 

才 行う 

る 者 は 

力なる 


.人 の 

o  o 

す を、 

ろ づ 

子た 

お ろ 


2 つ 


力 


父母 

の 子た る もの 

敬 はう やま ふ 

母に, フと 

こ た る。 

子の 間へ， だ， た 

二ながら いた 


く お 

愛 の 


初 

る 


ふ 

み 

、 

ら 


ひとし。 こ 

の 道 を あつ. 

o  o  o  o  o 

と し、 百 行 の 

はしく とも 

づ 父母に つ 

との 至な ち 

愛 敬 

るに 愛敬の 

これ をし る 

よ む， つ ゝ 

そかに して 

、 、 r  r  r 

にて 敬な け 

、 r  、 、 、 

う と くな h\ 

ざれ は 孝に 


の 故に 孝 を 以て 

く 行 ふ を 以て む 

o  o  o 

本と す。 故に 古 

，孝に おろそかな 

かふる 道 を、 早 く 

。 (初 學訓卷 一) 


仁 

ま 


二三 八 

、、、、rr  、、rr、r、、  W 

を 行 ふの 本と し， 人偷の 道の 初と す。 

oooooooooooo 

とす。 なかに つき て、 父 母に 孝 をつ 

孝子 は 孝に おいて 尤 あつく 行へ り。 

ば、 其 の餘は 見る に 足らす • 故に 人 

なびて 知るべし。 孝の 道に うとき 


二の 心 法 あり。 此の 二 

べし。 愛 はいつ くし む 

しみて 親 をう やま ひお そる ゝを 


は 孝子の 心と する 所な り。 人 

i よむ。 親 をい と をし むな b_ 

いふ。 愛なければ 父 


情う すし。 敬なければ 父母 を あなど b かろし めて を 

、rr  、、、、、、、  rr、、rr  、、、、、、 

れ ば、 犬 馬 を 養 ふに 同じ。 敬す ぎて 愛すくな けれ ば 、父 

て、 他人 の ごとし" 父母の 心樂 します， 此の 故に 愛敬 

あ ら す。 愛敬の 心を以 て、 よ くお や を 養 ふ を 孝と す。 


孝 ざ i 蹶 
な る ^先 
リ 11 知の 
不らこ 


賓 とし て、 信 長 啣に來 b 仕 へ られし 時、 ® 長 

て 聞かれけ る。 或る人 是を見 て、 此 の 童 た 

云 ひし が、 果 して 英雄に てぞぁ b ける。 凡 

て、 覺， え 置く ベ し。 若き 時 は 多く は 古き 物 

若き 時 我が 先祖の 事 を 知れる 人 あらば、 能 

くの 如くに せ す、 う かと 聞きて は覺ぇ や、 年 

知れる 人旣 になくな にたれ ば、 問 ひ て 聞 

る 人、 我 が 親 先祖の 事 を 知らざる は 無下に 

ど 有る を、 其 の 子孫 しら や、 知 れ ども 顯さ い 

孝 は 百行の 本 

五 &の遨 はハ乂 母に つか へ て 孝 を 行 ふ を 

れ ば、 父 母 はわが 身の 本な り。 其の上 わが 

なれ， 9。 生る、 と 育 はる、 と 二の 恩 あり- 

き  >  J と、 山 よりも 高 く、 海 よ， 9 も 深く して， た 


人 

ナ 

tit 

其 

へ 


本 

を 


て、 老人の 軍 物語す る 

あ ら す、 後 は必 名士と 

人 は 老人の 古き 物語 

くこと をき らふ • い 

尋 ね て、 し るし おくべ 

後、 先 祖の事 をし りた 

やうな く、 後 悔に たへ 

な り。 況んゃ 父 祖 の 

なり。 大 不孝と すべ 

とす。 わが 身 は 父母 

初よ， 5、 父母 の 養育に 

恩の ふかく 大 にして、 


を、 耳 を ffi け 


とる に 物な し。 天地の 


るら 八と 

好み 聞き 

しむべし • 

- » しか 

m.u ベ ども、 

， 子孫た 

行 武功な 

. (同 上) 

b うけた 

て. <- と 

はま.^ な 

われ をう 


第二 篇 孝 遒に顧 マる 辁說  二三 七 


父母の 二 

恩 


老人の 物 

&さ i 

すべ L 


は 是れ大 な 

り、 內 に怒氣 

子の 深 愛な 

子た 


る 


乙 

も 


蒱 生氏鄉 

老人の 物 

k さ i 

す 


幼き 時 

き て、 其 の 

しれる 人 

ふべ から 

ならす 人 

き 事、 古の 

風俗の 賤 

のい は ゆ 

近づく ベ 


^9 


よ 

物語 

に 尋 

に す 

物語 

し き 

力 


無禮 な，^ い 

れば顏 色 眼目 

も の は、 か な ら 

の は 父母に 對 

祖先 を 知れ 

年老いて おと 

を 聞き 覺 え * 物 

ね 問 ふべ し • 

かやう に ふる 

ぐる、 ものな 

を 聞きて は 恨 

心 なり。 かや 

下士 は 道 を 聞き 

らす。 必惡 しき 


ましむべし • 內に 

惡. し。 父母に 對し 

す 和氣 ある ものな 

して 和 氣を失 ふ ベ 

なしき 人、 才 學 ある 

に 書きつ け 置きて 

ふるき 事 を しれる 

き 事を好み 聞きて 

り。 又 老人 をば む 

めしく 思 ひ、 其 の 席 

うの 人 はお ひさき 

て 大いに 笑 ふと 云 


和氣 あれば 顔色 

て惡 服を顯 すべ 

乞 和氣 ある 者 

からす。 (SS 上) 

人、 古人 r 世變 をし 

忘 る ベ か ら す。 

老人の 物語 を 聞 

きら は す、 物 事 に 

ゥ かし と てきら 

にこら へ す、 陰 に 

よから す、 人 に 及 

へ る、 是 なり。 か 


二三 山ハ 

も 目つ 

き や、 恥 

は か な 


きも 和平な 

づ ベ し。 孝 

らす偸 色 な 


方に ながる。 蒲 生氏鄕 いとけ なき 


れる人 

又 疑 は 

くこ と 

士 § ある 

ひ、 古 き 

て 謗 b 

ぶこと 

やうの 

時、 佐 々 


になれ 近づ 

しき 事 をば、 

を 好みて、 嫌 

人 は、 後に か 

みちみちし 

笑 ふ。 是れ 

難し。 古人 

人に は 交 b 

木 氏よ b 人 


ten し 父 

リ 大て母 
無 怒 I こ 
禮る對 


す 的に-父 
べに は祖 
し服 絶の 
順對富 


が 身の 生れ 來れる 本初 を 忘れた るな 人と 生れた るか ひなし と 云 ふべ し， わ 

れ 人の はぢて おそる ベ きこ と、 是 よ b 大 なる はなし。 (大和 俗 訓、 躬 行 下： > 

從 順 

子孫 年若き も の、 父 祖兄 長のと がめ を受 け、 怒 りに あは 、父 祖 の 言 の 是非 を えら 

ば 中、 お それ 愼 しみて 聞くべし。 いかに はげしき 惡 言 を 聞く と も、 ち りば か hN も 怒 

b 恨みた る 心な く、 顏 色に も顯 すべから す。 必 我が 理 ある 事 を 言 ひ 立 て、 父 兄 の 心 

に 背く ベから す。 只 ことばな くし て、 其 の 責を受 くべ し。 是れ 子弟の 父 a 'に 事 ふ 

る禮 なり。 父兄た る 人、 も し 人の 言 を 聞き 損じ て、 無 理 なる 事を以 て、 子 弟 をし か b 

せむ ると も 怒る ベから す。 恨み そむける 色を顯 すべから す。 言 ひわけ する 事 あ 

ら ば、 時 過ぎて 後 謝すべし。 或は 別人 を賴 みて 言 はしむべし。 十分に 我に 道理な 

く ば 言 ひわけ すべから す。 (和 俗 童子 訓、 餽論 下) 

和 氣 

怒り をお さへ て 忍ぶべし。 忍と はこら ふるなら。 殊に 父母 兄 長に 對 し、 少 し も 

心に 怒 b 恨む ベから す。 況んゃ 顔色と 眼目に 顯 すべ けんや。 父兄に 對 して 怒る 

第二 篇 孝道に 蘭す る論說  ニ三五 


恥 人ら 本 わ 
# の ざ 初が 
最る^ 身 
大は 知の 


二三 四 

父母の 恩 

父母の 恩き はまりな き こ- と 天地に ひ i し • 父母な くんば 何ぞ我 あらん • 其の 

恩 海よ b ふか く、 山 よ， 9 高し。 海山 は 限 あ り、 父 母の めぐみ はかぎ， o なし。 いかに 

して か 其の 恩 をむ くいん や • た^ 孝 を 行 ひ て、 其 の 恩の 萬 一 を 報すべし。 父母に 

つ 力へ て、 其 の 力 をつ くし て、 を しむべ からす。 力と は 身と 財との 力 を 云 ふ。 身の 

力の かぎり をつ くして つか へ、 財の 力の かぎ. 9 をつ くして 養 ひ、 其 のちから を をし 

むべ からす。 わかき 時 はわれ も 人 も 父母の 恩 を 思 は す、 力 をつ くさす し て、 不 孝 を 

〔仃、 ひ、 〔乂、 母ピ、 はい、 て、、 後、 悔；/ れ、 どぎ、 な、 し。 ^。 れ。 ！  o 生 0の0 か 。ぎい^。 き。 恨。 な 0 り。 人の子た 

る も の、 後 悔 なからん こと を 思 ひ、 父 母の いける 時、 ち から をつ くして 孝 を 行 ふ べし. 

1 日 も 孝 を 行 はすして あだに 過す ベから す。 父母に つか ふる 年 は 久しから す • 

孝子 は 日 を をし むと い へ る こ と， 心 にかくべし。 (大和 俗 §  、躬 行 上) 

わが 身の 本初 

天地 父母 はわが 生れし 本に して、 わが 身の よって 來れる 初な り。 わする ベから 

す 天地の 恩. を しらすして 仁に そむ き、 父 母の S を 田 5 はすして 考を行 はざる ま、 わ 


父母の 恩 

の 深 高 


1 生の 最 

大 恨事 


孝子 は 日 

^愛しむ 


く はに 仁  なぐ 化に ざ 恩 

す 愛く は  りろ 育 天る あ 

な' し 敬  ：ノぉ 地 も 知 

重 孝^  の妨刁 のら 


知らざる は 食獸と US じ。 恩 を 知る と^ら ざると は、 人 と禽獸 との わか る 、所な h-" 

俗 語 に、 恩 を しらざる は 木石に 同じと 云 ふが ごとし • され ど 木石 は、 天 地と 人の 妨 

とならす。 わが 輩の、 おろかに 私 多き 者 は、 か へりて 妨 とな り、 木 石に だに おとれる 

わざ 多し。 身 を かへ b みるべき ことに こそ あれ。 かへ す <^ 天地の 中に 生れた 

る 人、 天 地の 恩 を しらで つか へ 奉らざる は、 い かん ぞゃ。 (同 上) 

. 仁と 孝 

天地に よくつ かふる 道 を 仁と し、 よ くつ かふる 人 を 仁人と 云 ふ • おやに よくつ 

かふる 遨を 孝と し、 よ くつ かふる 人 を 孝子と 云 ふ。 仁人の 天に よくつ かふる は 仁 

な， 9。 孝子のお やによ くつ かふる は 孝な り。 觼記 に、 仁 人の 親に つか ふる は， 夭 に 

つか ふるが ごと く、 天 にっか ふる は 親に つか ふるが ごとし。 是 故に 孝子 は 身 を 成 

すと いへ り。 おやに つか ふるに は 愛 をお もく し、 天 に つか ふるに は 敬 をお もく す • 

愛敬 をつ くして 夭に つかへ、 親に つか ふる は 其の 身の 德行を 成就す る m なれ はこ 

れを身 をな すと 云 ふ。 天 は 地 をす ぶ ノ地は 天の 內 にあり。 故に 天道 をい へば 地 

遨は 其の 內に あり。 天に つか ふれば 地に つか ふる も 其の 內 にあ (同上) 

第二 鴛 孝道 LL 翻す る論說  二  il 


孝子 は 身 

か 成す 


仁 孝 一 理 


ら 

る 

に， 

天 

天 

hy 

o 

を 

て 

て 


す 、天地 

行 ひ、 夭 

-まょ ひ 

かひな 

つ か へ 

む る が 

地に よ 

o  o  o 

地の 恩 

. 天地 

o  o  o 

行 ふ は- 

は  あだ 

た ふと 

，天に つ 

なる も 


の 財 をつ ひや し、 天 地の 物 を そこな ひ て、 日 々に 天地に そむける わざ をの 

地に つか へ 奉る こと を しらで、 1 生の 間、 夢 見る がごと く、 酒 に ゑへ るが 如 

さとら す、 此 の 身 を は， 9 て、 草 木 禽獸と 同じく くちなん こと は、 人 と 生れた 

し。 いたりて 不仁に し て、 又 おろかな りと 云 ふべ し • 人の子と してお や 

す し て、 お やの 用に たゝ す、 か へりて おやに そむ き、 不 孝に してお や をく る 

VVVVVDVVVVVVDVVVDVDVVVV^  V  VV 

ごとし • されば おやに よくつ かふる を 孝と しお や に そむ く を 不孝と す 

V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V  V .  V  V  o,  o  9-o  o  o  ^  ^  o 

ひ， つか ふる を 仁と し、 天 地に そむく を 不仁と す 仁と 孝と は 一理な り 

O  O  O  o  O  O  O  O  o  V  D  V  V  V  V  V  V  D  V  V  V  V  D  V  V  V  V  V  V 

と 父 a- の 恩と は 同じ。 ハ乂 母に つか ふる 心 を 以て 天地に つか ふる は 仁な 

VVVVVVVVVVVVDVVVVVVV  O  O  P,  o  o^opo  wl 

にっか ふる 心 を 以て 父母に つか ふる は 孝な- 9 又 天理に そむきて 人欲 

00000000000000  000  00  0  9  010  一  •  >  ：  * 

わが 父母に 不孝に して 他人の 父母 をした しむが 如し かへ すぐた た 

なる 世の 迷 を さと， 5 て、 大 恩 をう けて 人と 生れ 身 をよ せた る 所 の、 い た b 

き 天地の 道に あけくれ したが ひ、 身 を を はる ま で、 天 道 をお それつ ゝ しみ 

かへ 奉るべき ことに こそ あれ】 是れ卽 ち 仁の 心に して 人の 道な り。 人 

の、 天 地の a を しらすに は あるべ からす。 恩 をし る を 以て 人と す。 恩 を 


天地の 大 

恩な 知れ 


仁の 性 

れ卽ち 

愛す る 

愛する も、 亦 夭 


お よ 

すれ ざ 

を さと 

大恩 の 

聖賢の 

にし へ 

くこ そ 

せ、 天地 


にした が ひて 

仁な，^。 人の 

も 亦 仁の 內の 

地に つ 

仁 孝 

か hN そ 

ことわ 

て、 は か 

も 報-せ 

ま^ 9 と 

を わき 

の ふみ 

れ。 さ 

な ひ を 

孝 道 i 


そ、 人 は 

るべき 

ら ^9 し 

萬 一 を 

書 をよ 

の 是非 

の 聖賢 

聞 ゆめ 

の やし 

第 ニ篇 


- 五倫の道 を 行 ふ が、 天 地に つかへ 奉る 孝に て 人の 道な 是 

道と する 所、 さ らに 此の 外に あるべ からす。 次に^: rases- 木 を 

>  j とな り。 夭 地 は 萬 物の 父母 なれ ば、 人 偷を愛 し、 次 に 萬 物 を 

かふる 道な り。 (五常 訓仁之 上) 

1 理  . 

めの 一 飯の 恩、 1 物の めぐみ をう けて だ に、 其 の 心に 銘 じて わ 

りなる に、 か ほどき はま b なき 天地の 大恩 をう けなが ら、 そ れ 

なき 世の なら ひに まよ ひ て、 天 遨に そむ き、 人 遨を行 は す、 某 の 

す し て、 身 を を はりなん こと、 いと 口 をし。 たと ひ 不幸に して 

も、 天 をいた だ き、 地 を ふ み、 其 の 中に うまれな が ら、 か ほどの こ 

まふべき ことに こそ 侍れ。 いはん や、 す こしば かりにて も、 い 

をよ みたる 人、 此 の ことわ， 9 を わき ま へ ざらん は、 い と はかな 

れば我 も 人 も、 天 地の めぐみに よりて 生 れ、 天 地の 內に身 をよ 

う け、 天 地の 心 をう けなが ら、 天 地の 心に そむ き、 天 地の 道 を 知 

卜颧 する 論說  二三 一 


る 地す 五 
所に る 倫 
以事 はな 
ふ 天 愛 


もた とへ 

同じ。 人 

故に 人の 

ちに あら 

、 

ぞ や。 わ 

、 r  、 、 

こ 、を 以 

君よ b さ 

o  o  o  o 

仁 を 行 ひ 

o  o 

なり。 人 

h 倫 は 

に 出です 

な れ ば、 わ 

仁の 性に 


力 >/ 

は 萬 

道 よ- 

力 ，え 

r 〇 

て 仁 

づ ナ 

o  o 

て、 夭 

倫 は 

輩な 

- 五 

れ是 

し た 


道と 云 ふ、 是 な 


し • 天地の 恩の む 

物の 靈 なれ ば、 な ど 

只 天地の 恩 をし b 

天道に したが ひて、 

、、、rr.、r、 

に 生れつきた る 仁 

000、、、、、 

を 行 ふ は、 卽 ち 天地 

給へ る 官職 を、 よ く 

oooooooo 

地のう みて 子と し 

五 あ b  、五 偸と いふ „ 

b 、類 なり。 天下の 

倫 を 愛する は 萬 民 

を 愛する は、 卽 ち 夭 

が へ ば、 五倫 を 愛す 

po  JJ- ま 性な hv。 


二三 0 

くいが たきこ と、 子 として 父母の むくいが たきと 

か 天地の 恩の 大 なる こと を 知らです ぎぬ ベ き や * 

てっかへ 奉る にあり。 天地に つかへ 奉る 道 は、 ベ 

そむかざる にあ 天地に したが ふと は、 い か に 

、、、、r、、、r、、r、、r、、、rr 

の 德 は、 是 れ 天地より われに さ づけ 給へ るな 

，，rrfrrrrf,，，r，， 

の 御 心に したが ひて そむか ざるな， 9。 例へ ば、 主 

つとむる を以 て、 君 に つか ふる 忠義と する が 如し。 

oooo  ooooooooooooooooo 

愛し 給へ る 人倫 を 愛する が、 天 地に つかへ 舉る道 

五倫 はわが 父 子、 君 臣、 夫 婦、 兄 弟、 朋 友の 五 品 を 云 

萬 民 かぎりな しとい へ ど、 其 の 類 を 分てば 此の 五 

を 愛するな り。 萬 民 は 天地の 子に て、 愛し 給 ふ 所 

地の 御 心に したが ひ て、 夭 地に つかへ 奉る 道な り。 

る 道お のづ から 行 はる。 中庸 に、 性 にした がふ を 

五倫 を 愛する は 道な， 9。 天地より 生れつきた る 


人の 道 は 

天道に 從 

ふ に ぁリ 


つくさす とい ふ 事な し • 是れ程 朱 格 物の 學の 妙處 な， 9。  • かねて 力 を こ、 に 用な 

る 人に あらす ば、 其 の 味 を しるべから す。 孟子の 學ば やして しる は 良知な， ^とい 

へ る は、 人 に 孝悌の 心學 ばす して あ 是 を 本と して 學 む で、 其 の 量 をつ くせとの 事 

なり。 學ズ すしても それに て^れり とい ふに は あらす。 (駿鏖 雜話卷 1- 扁鶴藥 匙^す 

つ」 の 一 段) 


の 身の 

本 は 天地 

なリ 


孝 


具 原 益 軒 


仁 は 天地に 事 ふ る 所以 

人 は 父母より 生す とい へ ど、 其 の 根本 を たづ ぬれ ば、 皆 天地の 恩に よりて うま る- 

う  まれて 後  一 生の 間 も 亦 天地の めぐみ. によ b て、 身 をた つる こ と、 猶 ほ 親の 氣 をう 

けて うまれて 後 も、 お やの やしな ひに より て、 人 となる が 如し。 是れ 誠にき はまり 

なき 大恩なら やや。 此の 故に 天地 を 以て 大 父母と す。 天 をば 父と 稱 し、 地 を ば 母 

と稱 す。 人 は 天地の 子な b。 まこ i に 天地の 恩の き はま， 9 なき こ と、 海 山 を 以て 

第二 篇 孝道 L1 闢 する 詮魏  ニニ 九 


籾 省昏定 


養 體と養 

志 


といへ ば、 し ばらく 親に 事 ふるの 事と 申 侍る べし。 

事 ふるの 人 誰か 知らざる ベ き なれ ど も、 其 れ さへ 田 

の 心なき に は あらね ど、 朝 に 省む ベ く、 昏 に定 むべき 

や 親 を 養 ふ は 誰も 養へ ど も、 口 體を養 ふと 志 を 養 ふ 

rr  r1rrrr，r,rr，rf，r，rrr 

うやまへ ど も、 嚴 威厳 格 は 親に 事 ふるの 遨 にあ ら す. 

言 老を稱 か す、 叱 咜の聲 犬馬に 及ばす とい ふの 類に 

事な hN。 もし 其の 事に 卽 いて 各 其の 當然 をき はめ 

もと むれ ば、 お のづ から 事事つ くす にた， 9 ぬと いは 

學 者の 及ぶべき 所に あらす * 恐く は 孝の 道 を盡さ 

不孝の 事 も ありぬべし。 かくいへ ばと て、 親 に 事 ふ 

、、、rr、rr、、  、r、、、、、、rrr 

せよ とい ふに も あらす" 又是 等の 理を のこらす 究 

、、、、、、  OOOOOOOO0OOOOOO 

ふに も あらす。 た  > 親に 事 ふるの 上に て 其の 事の 

の 事是を もて 例して 知るべし。 是れ 則ち 格 物の 學 

ば、 やう やく 道理 純 熟し て、 後 はわが 愛親の 心 ひとつ 


ニニ  < 

朝 省昏定 やうの 事 は、 凡 そ 親に 

舍 農家の 民な ど は、 親 を 愛する 

事と もしらざる ぞ か. し。 况 ん 

の 異同 あり。 親 を 敬 ふ は 誰も 

其の 外 父母の 前にて は恒に 

至る ま で、 す ベ て 親に 事 ふるの 

や し て、 わ， が 親 を 愛する の 心に 

、聖 人の 上に はさ も ありなん、 

ぬのみ にても な く、 又 心なら す 

る こと を やめて 是 等の 事 を講 

-、、 、、、、、、、、、 

めねば 親に 事 ふべ からすと い 

oooooooo 

當否 をき はむべし。 もろ /) 

なり。 かくしつ ゝ 久しう すれ 

を も て、 親 に 事 ふる に、 其 の 道 を 


むの 卽其 

べ理 いの 

し^て 事 
窮 其に 


小 わりと 可， 被，， 思 召， 候。 たい 人々 の 量の 大小 御座 候 故、 大 量の 人なら では 仁 を わが 

任と いたし 候 事な b がた く 候" 量の 大小に かゝ はら す、 た れ にても 仁の 心 をお こ 

な ひ 候 事 は、 孝 弟 忠信 中庸の 德 行と 可 fe, 一思 召 一 候。 是 により 孝弟 忠信 を土臺 といた 

し、 是 よ b のぼり 候へ ば、 君 子の 仁 もよ く 相應ぃ た し、 齟 齬 いたし 候 所 無，， 御 座， 候" 若 

し 又 孝弟 忠信 を土臺 といた さす 候 て、 國 夭 下 を 安ん する わざ をのみ 求め 候 は い、 却 

て 邪 術に はせ 候 あやま b も出來 可 事 故、 子 思な どの 書 を 作 .り 、其 の ふせぎ を 致 さ 

れ候 事に て 御座 候。 たい 量の 大小に 隨ひ敎 の 名目 は 別にて 候 得 共、 道 は 一箇の 道 

にて、 更に 別の 道 は 無，， 御 座， 候。 よくく 御 工夫 可^^ 成 候以 4  (同上 中) 

孝  室鳩巢 

親 を 愛 し、 兄 を 敬す るは學 ばす してし ると い へ ど、 親 に 事へ、 兄に 事， ふるの 事の 上 

に 愛敬の 理を窮 むべ し。 すべて 君子の 百行 皆し かなり。 其の 事に 卽 いて、 其の 理 

を 窮めす し て、 己 が 善 知 b  、惡 知る 者 ひとつに てし るべき にあら す • 孝 は 百行の 本 

第二 鴛 孝道に 閼 する 論說  ニニ 七 


孝の 方法 


以と孝 以ん なに 五 

す^ す' 特て倫 
る 第 るに 孝の 
所 一 所 重悌中 


ニニ 六 

/、に 如 在な く 身に かけ 申 候 事に 候。 信と 申 候 は、 朋 友 其の 外 あまねくの 人に まじ 

は b 申 候に は 言 語 を 愼み僞 ，0- 違 候 事 なきやう に 致し 候 を 申 候。 是 にて 父母 兄弟 

君臣 朋友の 遨 こも. 9 申 候 故、 五 倫と 申 候 も、 孝 弟 忠. 信 と 申 候 も、 ひ とつ 事に て 御座 候- 

其の 內 にも 孝弟 を 専らと 相 見え 候 は、 幼 少なる 人の 未： U 親の 家內に 居候 內 は "君 臣 

朋友の 上 はさし あたらぬ 事故に 候" 孝弟の 內に孝 を 第.. 一といた し 候 は、 兄 弟な き 

人 は 候へ ど も、 父 母な き 人 は 無 ^ 之 故に 候。 孝弟の 敎は 幼少なる 人に も 入り 易 く、 是 

よ b して は 忠信 五倫の道 もお のづ からに 得 候 事 故、 先 王の 敎 にも 殊に 專 一 に 被， 成 

候 事に 候。 ^是を 中庸の. 德 行と 名 付 候 事 は、 いかなる 愚なる 人 も、 又 才智の すぐれ 

候 人 も、 誰 にても な b 申 候 事に て、 別 に 高 妙なる 儀に て 無，， 御 座， 候 故 名 付 候 事に 候 • 

君子の 道 も是を 土臺と 致し 候 事 は、 君 子の 道 は 仁に て 候。 仁は國 天下の 民 を 安ん 

じ 候 事に て、 も と 人の 上た る もの、 道に て 候。 孝弟 忠信 中庸の 德行 は、 分 に 相應に 

たれ にても な b 申 候 事に て、 上 たる 人ば か， 9 の 道に て は 無-御 座-候。 孝 は 父母 を 養 

ひ 安ん する 道に て 候。 弟 は 兄弟 を 養 ひ 安ん する 道に て 候" 忠は 君に つかへ て 君 

を 安んじ 養 ふ 道に て睽。 信 は 明 友 を 安んじ 養 ふ 道に て 候。 されば 何れも 皆 仁の 


孝悌 忠信 

な 中庸と 

V ュ 所以 


000000003000  ooooo 

所作と して 寂寥 を 御 慰 可 ^ 被， 成 候 はん 哉。 

法 世上に 行 はれ 候 事 千年に 近く 候て、 僧 も 

る を 本に 仕 候。 疝 氣癢聚 の癎疾 になり 候 

き 申 候 配劑は 施し 不， 申 事に 候。 蛇蝎 毒蟲 

法 も 末の世に は 相應の 利益 も 有 ^ 之 候。 た 

御 誤 有 芝 候と 存候。 從來 蒙-御 懇意， 候 儀に 

答 書 上) 

孝悌 は 進德の 階梯 

孝行の 儀 御尋に 候。 成程 聖人の 敎には 

賤 によら ャ、 人 たる 者の 勤め 行 ふべき 事と 

た し 不， 申 候 得 ば、 高 きに のぼるに 階梯な き 

にな さ れ、 五 倫を敎 へしめ たま ふ も、 孔 子 の 

も 同意に て 御座 候。 孝 は 父母に よくつ か 

君に つか ふるに て も、 ま たたれに て も、 人 の 

第二  in 孝道に 閼する 論說 
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老後の 境界 思 召 やらるべく 候 • 其上佛 

天下の 民に 候， 聖人の 道 は 民 を 安ん す 

は、 扁 鵲に 療治 をいた させ 候と も、 是 を 除 

も 天地の 化育 を もれ 不， 申 候。 まして 佛 

> 是非 邪 正の 差別つ よく 御 入 候 故、 如お 

候 故、 不 思 召-申入 候。 以上。 (祖株 先生 E 


孝弟 忠信 を 中庸の 德行と 名 付 け、 是 を 贵 

いたし 申 候。 君子の 道 も、 是 を土臺 にい 

がごと くに 御座 候。 舜の契 を 司 徒の 官 

民に 中庸の 德 なき 事 を 御な げき 被 k 成 候 

へ 候 事、 弟 は 長兄に よくつ かへ 候 事、 忠 は 

ためにな し睽事 をば わが 身の 事の ごと 


佛教に tl 

敎の害 か 

なさす 一 


老後の^ 


畢党 嫉妬 之 心に て 淺增き 次第に 候 • 聖 

钚と肩 をなら ベ 申候樣 なる 事に て は 無 

を 敎へ申 候へ ば、 曾 て 聖人の 道の 構 ひに 

b, 不^申 候 物に 候 を、 相 手に いたし 目に か 

申 候。 宋 儒の 學問 は元佛 法よ b 出 候 故 

にて 候。 古 學をも 被 k 候 仁の 其餘 習に 

存候。 孔子 は博变 もやむ に 賢れ b と 被 一 

れぬ 物に て 候。 ひまに て 居候へ ば、 さ び 

來猴 物に 候 故、 孔子 も 如 k 此 被. 仰 候 事、 聖 人 

御 見 ひらき 候 は、 天下 國家を 治め 候 事 

て は、 舉 公の 勤 をも辭 し、 聲 色の 好 も 薄く 

り、^: き 人 はわが 同志に あらす 候。 家事 

^、次 第に 無聊に 成 行 候 事に 候。 あるひ 

ヽ、、 、、、、、、  、、、、、、、、 

笑 時 は  < ふ佛に て も 申 候よ b 外 は、 さ .9 と 


ニニ 四 

人の 道 は、 國家を 平 治す る 大道に 候 故、 佛法 

, 御 座， 候。 佛法は 其 一 人の 身心 を 治め 候 事 

成 候 物に て 無，， 御 座， 候。 然れば 相手に も 足 

け 申 候 事、 世 俗に 申 候 職 仇と やらん に 相似 

-似 たる MJ を 嫌 ひ 候て 爭ひ候 事 もこと わ b 

御 ひかれ、 不孝の 罪に 御陷候 事、 無 n 勿 體-儀 と 

5： 候。 人 ま 只 ひま こて あら 一博 ハ 局戲、 奕 ハ 園 

碁、 現時ノ 賭博 一 1 

しきま ゝに 種々 の 惡敷事 出 ァ ラズ。 

は 人情 をよ く 御存知 候 故に 候， 此 所よ b 

も、 掌 に 運ら すごと く 可 V 有， 一 御 座， 候。 年寄 候 

な b  、年 頃 かたら ひ 候 朋友 も 次第に 少 くな 

は 子供に 讓.^ ぬれば 再い ろ ふべき にも 無 

は棋象 戲、 雙 六 にても 打ち、 寺 參、 談 議 參、 宿 に 

、ヽ、 ヽ ヽ、、 ヽヽヽ ヽヽ、 ヽヽ、 oo 

て は 所作 無， 之 事に 候 を、 御 制當候 は、 何 を 


なる 仰 父 
リ は^ 母 
不妨の 

孝ぐ 信 


リ る^ 忠 

は一 i 
非に 孝 
な視と 


謂へ るな り。 其の 以て 仁 賢の 德を 馴致すべき を 謂 ふなり。 然 りと 雖 も、 後 儒論說 

をき ぶの 甚し き、 遂 に 仁 孝 を 以て 之 を 一とす る は 非な b。 孝 は 自ら 孝な り。 仁 は 

自ら 仁な b。 君子 は 一 を 擧げて 以て 百を廢 する を惡 む。 假し 一の 孝に して 足ら 

しめば、 則ち 江 革、 王 祥旣に a 入たり。 故に 孔子 曰く、 行うて 餘 s^mf";;^; 

力 あらば 則ち 以て 文を學 ばんと。 言 ふこ ころ は 孝弟 ありと 照 

.  王祥 ハ晋ノ 臨沂ノ 人、 性 至孝、 

雖 も、 學 ば やん ば 未だ 鄕人 たる を 免れ ざれば な り。 是 れ又學 繼母二 事<  テ恭 謹、 寒天  一！ 氷 

C チ剖 キテ雙 鯉チ得 タリ、 委ク 

者の 當に 知るべき 所な， 9。 然 りと 雖 も、 周官 師氏旣 に 至德铤 ハ. 本省 下卷參 照。 

德を 立つ。 以て 一切 を 盡 すに 足れり。 更. に 孝德を 立て、 以て 之 を 敎ふ， 見る ベ 

し、 它 の 不善 あ b と雖 も、 苟 も孝德 あら ば、 則 ち 先王の 取る 所なる を • 先王の 孝 を 重 

ん する こと 是の 若くなる 夫。 (辨名 上) 

父母の 好む 所に 逆 ふべ からす 

御 兩親樣 佛法御 信， 仰に 候 を 御 制 當被成 候 由傳承 候。 日頃の 御 孝行と は 相違な 

る 御 儀以の 外なる 次第と 舉 お 候。 末世の 儒者 は、 聖人の 道 を 我 私物の 樣に存 候 故 * 

不， 覺 一 家 を 立 候 て、 孟 子 は 楊 墨と 爭 ひ、 宋 儒は佛 老と爭 被， 申 候、 其 心 入 を尋候 得ば • 

第二 篇 孝道 LLSS する 論 耽  ニニ 三 


ニョ 一 

孝 悌 

三至德  孝悌 は 解 を 待た す。 人の 皆 知る 所な り • 但し 古 至 德と稱 する もの 三 あ b。 泰 

伯 の 讓、 文 王の 恭 及び 孝 を 至德耍 道と 稱す る、 是 ？。 人 は 食 賤 な く、 父 母 あらざる 

は莫 し。 父母 之 を 膝 下に 生つ • 它の 百行の 如き は 或は 强壯 にして 乃ち 能く 之 を 

行 ふ。 唯 孝 や 幼よ^ 行 ふ 可し。 它の 百行 は 或は 學ぶ にあら ざれば 能，、 之 を 行 ふ 

親子 一 體 無し、 唯 孝 や 心に 誠に 之 を 求め ば、 學 ばす と雖も 能くすべし。 親 は 身の 本 也。 身 

は 親の 枝な， 9。 故に 人君 は必ゃ 其の 志を繼 ぎ、 其 の 事を述 ぶる を 以て 孝の 至と 爲 

す。 臣下 は必す 身 を 立 て、 名 を 揚 げ、 其 の 父母 を 顯すを 以て 孝の 至と 爲す。 唯 孝 や 

ooooooooo  oooooooooooooo  oooo@©oooo 

至德^ 道 以て 神明に 通すべし。 唯 孝 や 以て 天地 を感 せし む 可し。 是れ 其の 至德 なる 所以 

たる 所以 

oo  oooooooooooooooo  oooooooo  QOOOOOO 

なり。 天下 を 和 順す る は必す 孝弟よ b 始む。 故に 先王 は 宗廟 養老の 禮を 立て、 

ooooooooo  oooo@©oooooo  ！  • .  , 

• . 以て 躬ら 天下 を敎 ふ。 是れ 其の 要 道た る 所以な り。 孝弟 忠信 は 孔門 蓋し 之 を 巾 

庸と いふ。 其の 甚 高から す、 人 の 皆 行 ふべき 事た る を 以てな， 9。 故に 先王の 道 を 

摩 は 仁^ 學 ぶに は 必ず 孝弟よ， 5 始む • 之を譬 へば 高き に 登る に は 必ゃ卑 きょ b し、 遠 き に 

至 る^; 

行く に は必す 近き よりす るが 如し。 孟子 曰 く、 堯 舜の道 は 孝弟 而已 と、 是れ之 を 


非と な忠、 
な 言り 孝 
り ふ難兩 
は し 全 


行^ な 忠 

孝 し 孝 
の 輕 
並 重 


忠孝の 輕重 

忠と 孝と 孰れ か 重き。 曰 く、 輕 重なし • 

r  、r、、、、、、、、、、r  r、、 

なる もの は必す 其の 君に 忠 なり。 其の 君 

300000000000000000 

未： u 其の 親に 孝なら すして、 能く 其の 君に 

000000000000000000 

の 君に 忠 ならす し て、 能 く 其の 親に 孝なる 

を 以て 君に 事 ふれば 則ち 忠 なりと。 又 曰 

I. 世俗 多く 言 ふ、 忠 孝は兩 全なる 能 はす 

めて 其の 1 を 緩う せんと 欲する に 意 有る 

す是れ 不忠の 臣 なり。 不孝の 子 は 人に あ 

よ、 之 を 戒めよ 歐. 陽 子 曰 く、 君 に 在って は 

此 の 言 之 を 得た り。 (同 上) 

第二 篇 孝道に 翻す る 論說 


君臣 體 均しく、 恩義 相 倚る， 其の 親に 孝 

、、、、、、、、、、、、、、、、 

に 忠なる もの は必す 其の 親に 孝な り- 

000000000000  oooo 

忠なる もの は 有らざる な hN, 又 未だ 其 

oooooooooo 

もの は 有らざる な hs。 故に 孔子 曰 く、 ォ 

く、 忠 臣を 求む るに は 孝子の 門に 於て す 

と。 此の 言 を 爲す者 は、 蓋 し 其の 一 を勸 

かくの ごと 

ならん。 若き は 不孝の 子に 非ャん ば、 必 

ら す、 不 忠の臣 も 亦 人に 非す。 之 を 戒め 

則ち 君た b  、親 に 在. つて は 則ち 親た b と。 


荻 生徂徠 

ニニ 一 


m し し孝盂 
夫に^ 懿 
子 答 問 子 


OOOOOOOOOOOOQOOOO 

く 人の 志を繼 ぎ、 善 く 人の 事 を 述べ、 身 を 

OOOOOOOOOCOOOOOOO 

を顯 はし て、 而 して 後 以て 孝と 稱す るに 

くす ベ し、 其 の 父の 臣と 父の 政と を 改め 

魯 の 賢大 夫に して 名 を 諸侯に 顯す。 其 

皆獻 子の 建つ る 所な b。 人材 紀 綱、 以 て 

て 改めす。 故に 夫子 之を稱 す。 言 ふ ， 」 

より 多 し、 然 れ ども 此の 二 事の 最も 能く 

て 之 を觀れ ば、 其 の 先 業 を敎ぶ b 、其 の 家 

しきもの なり。 孟懿 子、 孝 を 問 ふ。 子 曰 

て は 之 を 葬 む るに 禮を 以て し、 之 を 祭 る 

して 民の 具に 瞻る 所な り。 而 して 生 事 

治めて 法 を. 有 つのみ にあら す、 亦 以て 魯 

民 は 以て 歸 とな し、 以 て孟 氏の 祀を 永く 

い 哉。 OS 上) 


ョ 5 

ooooooo  ooooooooooo 

立 て 遨 を 行 ひ、 名 を 後世に 揚げ て、 以 て ハ乂 母 

足る。 孔子 曰く、 孟莊 子の 孝 や、 其の 他 は 能 

ざる、 是れ 能くし 難しと。 莊 子の 父、 獻 子 は 

の臣 は皆獻 子の 舉 ぐる 所に し て、 其 の 政 は 

後嗣に 遺す に 足る。 莊子皆 能く 之 を 用 ひ 

ころ は莊 子の 孝 は 其の 能くし 難き もの 固 

し 難しと する に 如かざる な 、り。 此に 由つ 

聲を墮 す 者 は、 他 の 美 ありと 雖 も、 不 孝の 甚 

く、 生 きて は 之に 事 ふるに 禮を 以て し、 死 し 

に禮を 以てすと。 蓋し 懿子 はきの 上 卿に 

葬祭 禮を 以てせ ば、 則 ち 徒に 能く 其の 家 を 

國を 善くす るに 足る * 君 は 以て 忠 となし、 

すべし. 故に 夫子 此を 以て 之に 吿ぐ。 深 


孟莊 子の 

孝 


小 孝に 消 

I* 力 


た 孝 は 積 

極 的 


逢 孝と は 

通 H< 下の 

孝 


孝 も亦大 

ばし むる は 

を 勤め、 亡 賴 

父母 を危く 

^ し^； i るに 


大孝は 愛の 至な， 9.  C 童子 E: 卷中) 

孝の 大小 

小 あ b や。 曰 く、 父 母 をして 薆 なから しむる は 易 く、 父 母 をして 之を悅 

難し。 何と なれば、 凡そ 人の子た る もの、 平生 身を提 し、 業 一 提 ハ衣ノ 正シ キコ 

の 友な く、 博奕と 飮酒 t を 好ます、 勇 を 好み 鬪很 以て 其の 一 ト チイ フト ァリ 

せ ば、 則 ち 以て 父母の 薆を 免る に 足る。 然 b 而 して 未だ 父母の 心を悅 

は 足らざる な， 9* 苟に學 を 好み 善に 志 し、 身 を 立 て、 家 を 起 し、 以 て 其の 

祖業を 張り、 其の 門 楣を耀 かすに 足りて、 而 して 後、 父母の 心、 怡 然、 驩 然、 其の 悅に 勝へ 

ざる もの あ， 9。 孝の 至なら。 父母 をして 憂 無から しむる 能 はざる もの は、 以 て 人 

ヽ、 r  、ヽ r ヽ、、 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  •、、、〔、>、 

と爲 すべ から す、 父 母 をして 之を悅 ばし むる 能 はざる もの は， 以 て 子と 爲 すべ 力ら 

t 勉 めよ や。 (同 上) 

達 孝 

何 を か 達 孝と 謂 ふ。 曰 く、 達 孝 と は 通 天下の 孝に して、 一 人の 小 孝に 非ざる を 謂 

ふ 也 U 夫れ 飮食供 舉、 左 右 就 養 は 人 子の 常 職に し て、 以 て 孝と する に 足らす。. 惟 善 
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平素の 練 

ST 十分な 

ら ざ れ .U 

誠^^ し 

難し 


を盡. さんと なら 

o  o  o  o  o  o 

に 臨んで 變す。 

其の 德發 見す る 

輩 は、 其の 根 ざ し 

變こ、 に 求て、 臣 

して は 叶 ふべ か 


ooooooooooooo 

ば、 US を 練らす して は 其の 實必 

凡ての 事大 節に のぞみ、 大變に 

事 あらす。 世間 平生 底と いへ 

か はれり。 然れ ども 事々 たら 

と し、 子 と し て、 明 白に 其の 誠 を 

ら ざる 事.^。 (山 鹿 語 類 > 


二 一 A 

OOOOOOOOOCOOOOO 

薄く し て、 或 は 害に あたって 變 じ、 死 

、、、、、、、、 、、、 r  r  ， ， 

逢 ひ、 大 事 を 決する に 至らす して は、 

ど も、 德 を 本に して 其の 事に 處 する 

ざ れ ば、 そ の 効 あら はれ や。. 非常の 

つくさん こと は、 德 以て 正しから す 


孝 は 愛^ 

本と す 


孝 道 

孝 

孝 は 愛 を 以て 本と 爲す * 愛 なれば 順な り。 

心に 逆 は ざ る、 是 也。 其の 親 を 愛せす して 他人 

に 順なら すして 他人に 順な る、 之 を 逆德 とい ふ- 

母 を 慕 ふ、 五 十に して 慕 ふ もの は 予大舜 に 於て 


伊 


順 なれば 百行 成る ノ 順と は 父母の 

を 愛す る、 之 を饽德 とい ふ。 其の 親 

孟子 曰 く、 大 孝 は 身 を 終る まで 父 

之 を 見に リと • 墓 ふ は 愛の 發な ち。 


孑 


奭の 周の 世に 政道 を 輔佐せ しょ b  、歷 代の 大臣 &を盡 して 世 を まつ b ご 

ひて 其の 大功 を 治世に 立 て、 周 の 大公 望、 漢 の 張 良、 蜀の諸 葛孔 明が 戰 伐の 

亂 世に 道義 を存 し、 關 « 逢が 夏の 桀を 諫めて 炮烙の 刑に 就き、 比 干が 般の 

て 七竅の 害に 逢 ひ、 衞 史 魚が 己れ が 屍を牖 下にす てし めて 靈公 を諫 め、 周 

の臣 たらん こと を 願うて 趙簡 子が 過 を 諫め、 漢汲黯 が 武帝を 面 折 し、 朱 ^ 

ために 折檻の 諫を行 ふ、 谷 人 主の 怒 を 侵して 己が 死 を 顧みす。 齊畫邑 の 

軍に やぶられて、 燕 王 是を萬 古 侯に 封 せんと 有 b けれど も、 忠 臣 二君に 事 

二 夫お 更へ やと 云 ひて、 つ ひにく びれ て 死 す、 唐 顏杲 卿が 祿山を 罵って 其 

たれて 死 す、 是 れ皆忠 立て 其の 道を盡 すに 至れり。 君に つかへ て 其の 德 

非す や。 德こゝ に 正しから す ば、 何 を 以て か 此の 如きに 至るべき。 

而 して 大舜曾 子の 孝、 董 永 王祥が カを盡 し、 老 萊子黄 香が 色の ま、 に 養 

裒 が 永く 慕 ひ、 郭 臣孟宗 が 誠 感、 羊 伯奇、 申 生が 死 を 致す は、 是 れ各 父母に つ 

の 誠を盡 す。 德を 練る にあ， ら すして は、 如 何して か 此の 如きに 及ばん や- 

00000000000030000000  0  0000000000 

君 父 は 人倫の 大綱に し て、 我 つか ふる 處、 誠 を盡 さす ば、 君 臣 父子の 逍 明な 
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ち、 民 を 救 

功 を 以て 

紂を 諫め 

舍 が 0 な - 

が 成 帝の 

王 燭、 燕 の 

へ す、 貞女 

の 舌 をた. 

をね るに 

ひ、 仲. a  、干： 

かへ て 其 


さ 

0  o 


二 一 六 

此に 於て 論す る 時 は、 常 に氣を 養うて 安靜 ならし め、 心 を存 して 義理 を * へ、 是を君 

父に 移して 忠孝の 實を詳 ならしむ る、 是 れ 士の勸 也。 出で て 君に 仕 ふるに 德を以 

て せ す、 入 b て 父兄に 仕 へ て 其の 孝弟に 誠 あら ざらん に は、 養 氣存 心の 用 更に あ ら 

はれす。 抑 t 德と 云 ふ は、 內 に 養ひ存 する 所 を、 外 に 用 ひて 其の 誠を盡 して 究理せ ざ 

る な き、 是 を 名 づけて. 德 とす。 養氣存 心すと 云 ふと も、 君 父に おいて 其の 誡 たらす 

ん ば、 何 ぞ 其の 下に 及ばん。 然れば 養 ふ 所、 存 す る 所、 唯 空談に し て 實 な し。 

凡そ 聖人の 道 は 普く 天下に 施 し、 大 小 精粗と もに 其の 用 足り て、 四 海 其. の 化に 及 

ぶに おい て、 初 めて 道々 た hN。 ゎづ かに 一 己に てらし、 一 身を淸 くせん こと は碌々 

たる 小 人、 言 必 信 じ、 行 必果 すの 輩 也。 されば 君 父に つかへ、 其の 致すべき のっとめ 

聊か 怠ら やして、 しかも 其の 理 にかな ひ、 四海 安寧に、 家內 無事にし て、 常 に a に 更に 

滯る處 なき 時 は、 天 地の 覆うて 外 無 く、 の せて 棄 つる 無き に 異ならす。 是れ 大德に 

非 やや。 故に 德を 練る 事 は先づ 忠孝 を勵 まして 其の 誠を盡 し、 君 父に 事 ふ る 間、 天 

性に したが ひ 守って 更に 違 はざる を 以て 本と すべきな，^。 されば 古 來 伯 it の洪 

水 を 導 き、 皐 陶の 士官た る、 道 こ、 に 正し く、 伊 尹、 傅 說が 商に 勳献を 立 て、 周 公 旦、 召 公 


孝 


あ、 


母靈 あらば 亦奚ぞ 其の 名の 毀傷 を 恨まん や， 今 は 吾子の^ を 用 ひやと 誰 も、 然 か 

も 其の 志を拜 すと。 而 して 日なら すして 刻 就 ト人書 肆序を 請 ？, 之を簡 端に 題 

す。 嗚呼 一友の 先見 や 誠に 卓し， 而 かも 我の 欲する 所は焉 よ， 9 大 なる もの あり。 

まこと 

皇天の 是の肝 膈を鑒 るに 非ざる より は、 孰 か 能く 之を孚 とせん や。 噫. 

チラス 

夭 保 甲 午 冬 十 一 月 南 至 日 

忠孝  山 鹿 素行 

大丈夫 世に 在 り、 出 でて は 君に 仕へ 朝廷に 交り、 入りて は 父兄に つかへ 家を齊 ふ。 

故に 天下の 政事 を 助 け、 萬 民の 憂 を 救 ふ。 不順の 逆臣 あるとき は、 自 ら將 として 閩 

外の 任 をう け、 籌 を 帷幄の 裏に 廻し て、 功 を 萬 代の 上に 立 て、 或 は 使 を 奉じて 大事 を 

決 し、 君 命 をはづ かしめ す、 或 は 死 を 致し 命を輕 くして、 百年の 壽を 一 刃の 下に 棄 つ。 

是れ 君に つかへ て 忠を勵 む 也。 而 して ハ乂 母に おいて カを竭 し、 色 養 永 慕、 死 を 致し 

て 顧みざる は、 是 れ內 において 盡す 所の 孝に あらす や。 大丈夫の 責 め、 甚 以て 重し 

第二 篇 孝道に S す る 論铣  ニー  五 


1 一 1 四 

をお て相諜 b て 之 を 梓 せんと. 佘因. o て 思 ふ、 孝 は 學 ばす 慮から ざる 性に して 人 

心に 存 する ものな り。 然れ ども 士 人に 在りて すら 猶ほ 行うて 而 かも 著から す、 習 

うて 而 かも 察なら ざる もの あ， 9。 况んゃ 日に 用 ひて 而 かも 知らざる 百 生の 如き 

もの は、 焉ぞ孝 は 卽ち萬 善、 良知 は卽ち 孝、 太 虛は卽 ち 良知に して 一 貫の 義 なる を 知 

らん や。 然 らば 必ゃ之 を小視 する 者 あらん。 之 を小視 する 者 あら ば、 則ち 君を耍 

して 上 を 無み する 者、 聖 人 を 非り て 法 を 無み する 者、 孝 を 非と して 親を瞎 みする も 

の、 往 々必す 出 でん。 草 茅 我の 如き ものと 雖 も、 竊 に 之 を 憂患せ すん ば ある ベ から 

ざるな， 9。 故に 盧る こと 再 一す るに 及ばす し て、 卽 ち 其の 請 を 許 し、 而 ちま の 稿 本 を 

與ふ。 時に 一友 諫めて 曰 く、 此の 書海內 に流傳 し、 世 儒の 目に 觸れ ば、 必 や 其の 名 を 

好む との 誹 を 起す もの あらん。 然ら ば、 毀 傷の 但に 子が 躬に逮 ぶの みなら す、 亦 父 

母の 名 を 毀傷 せん。 卽ち經 に 曰 く、 士 に爭友 あれば 身に 令名 を 離さす と。 故に 敢 

て吿 げすん ば あらす と。 曰 く、 名 を 好む との 誹 は我豈 敢て辭 せんや" 倘海內 の 人 

之に 因 b て學 び、 黄 公の 如き もの 一 人 勃起す る あら ば、 亦 風化 を 維持 し、 政 敎を裨 益 

する 大助 たるべし。 夫れ 此の 如くん ば、 我 が躬を 毀傷す とも 甘 6 する 所な，^ 父 


して 語るべからざる なり。 而 して 其の 學の 淵源 も亦姚 江よ b 來ー 姚江ノ  ^ハぬ 5 學 チイ 

り、 姚 江 は 孔子 を 祖述 し、 i 陸 を 憲章す。 而 して 慈 湖の 學は陸 子よ 一 〇 孟子 ト陸浪 山。 

.o 來れ り。 おの 近溪の X き 卽亦姚 江に 私淑せ る もの。 宜 なる 哉、 夫 の數 君子 は 各 

世 を 異に し、 時 を 殊にす と雖 も、 而 かも 其の 孝 を說く 所以の 簡易 一 貫、 微 旨 奥 義、 彼 此 

揆を 同じく し、 後 先符を 合せる こと や。 佘 故に 諸 說を同 刻 し、 我 が 徒の 蒙 士に援 け 

んと 欲す。 而 かも 王 子、 慈 湖、 近 溪の三 子に は 全 經を說 ける 書な きを 如何せん. a 

む を 得 やし て、 黄 公の 小傳を 採り て、 彙 註 を增捕 し、 而 かも 其の 大傳 をば 採 入れざる 

は、 浩 博 望 洋の歎 ある を 以ての 故な り。 然れ ども 復た王 子、 慈 湖、 近 溪三 賢の 說 » 干 

を 選 び て、 乃 ち 別に 其の上に 標 し、 而 して 又鄙說  一 二の 經 及び 傳 註を疏 する もの を 

以て 按語 とな し、 之 を 家塾に 刻す。 書肆 某 等 之 を 傅へ 聞き て、 *  hy 請 うて 曰 く、；^ 註 

は旣 に孝經 大全 中に 在れと も、 而 かも 和 版 は嚮に 旣に燒 13 せり。 其の 間、 坊 間に 出 

づる もの は、 乃 ち 其の 燒. □ の餘 物にして 僅々 如た 人 之 を觀ん こと を 願 ふと 雖 

も、 安 ぞ 容易に 之 を 獲べ けんや。 黄 公の 孝 經 は 亦 未だ 嘗て 飜 刻せ しもの あらす。 

故に 之 を 家塾に 刻 せんより は、 之 を 寄 林に 刻して 以て 弘く流 傅す るに 如かす。 是 
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乃ち 至德要 道の 藜と 相反せ り。 亦 之 を 憂 ふること 久し。. 曾て 明の 江 元 * が 刻せ 

る 今 文 孝 經彙註 を 得て 以て 之を閲 せし に、 是 は 乃ち 章 第な し。 其の 彙註 といへ る 

は、 子 漸朱鴻 氏、 初 陽 孫 本 氏、 澹然虞 淳熙氏 三 子の 註 書 を删輯 すれば なり。 熟讀玩 * 

する こと 數 HI にして 業を卒 へたり。 乃ち 卷を掩 うて 嘆 じて 曰 く、 孝 を 以て 萬 善 を 

贯 き、 良 知 を 以て 孝 を 貫 き、 太 虛を 以て 良知 を統 ぶ。 而ち 天地 as 人 易簡の 道、 是 に 於 

て 偶 I 之 を 狻 たり。 遂に 宿 志 を 償 ふ、 亦 幸なら ややと。 因って 復た竊 かに 考 ふるに、 

朱 孫 虞 三 子の 註 は、 蓋 し 陽 明 王子 及び 楊 慈 湖 、厭 近 溪の三 賢が 說 ける 孝 を 以て、 其の 

根柢 となせ る ものに 似たり と。 而 して 後 又 石齋黄 公の 孝經集 傅を購 うて 以て 之 

を讀 める に、 其 の 大傅は 論孟 及び 儀 禮、 大 戴、 小 戴 禮記を 以て 錯綜して 緯と爲 すと 雖 

も、 而 かも 其の 特に 是の經 を释 ける 小 傅に 至って は、 則 ち 亦易簡 にして 一 貫し て、 朱 

孫 虞 三 子の 說と相 類せ り。 而 して 黄 公の 如き は 則ち 眞に 能く 之 を 君に 移して 忠 

なる もの。 故に 其の 惡を 匡救し て、 遂 に 中心に 藏 する 所の 愛 を 以て 身 を 獻げて 難 

に 殉 ひ、 名 を 後世に 揚げて 以て 父母 を顯 はせ り。 實に有 明 一 代の 孝子 忠臣な り。 

南宋 文 謝と 雖も豈 其の 右に 出 でんや。 固より 經文を 口耳に する 者と 年 を 同じう 


子 百 氏、 君 子 小 人、 中 國 夷 狄 、哲 以て 上と なし て、 問 然 するな きものの み、 唯 孝 を然 りと 

なす。 善の 著な り。 类の會 なり。 德の宗 なり。 宗に 依れば 則ち 亂れ や： 會に収 

れば 則ち 闕 くるな し。 著に 觀れば 則ち 胶 せす。 汝 其れ 之を勉 めよ や。 (束 里 先生 文 

集 新^の 一節) 

增稀孝 經彙註 叙  ■ 大鹽 後 素 

孝經に 古今 文の 異なる あり。 古文 を 主と する もの は 今 文 を 非と し、 今 文 を 主と 

する もの は 古文 を 非と し、 論 辯紛亂 にして 一に 歸 する 能 はす。 然れど も、 其 の 章 第 

を. 去り て 以て 之を讀 まば、 只 一 字 二字 の增滅 と、 古文に 閨門 一 章の 多 かると に 過ぎ 

ざるの み。 其の 他の 經旨 は何ぞ 嘗て 異なる あらん や。 宋黄 慈溪諸 儒に も 亦旣に 

是の論 あり。 而 して 孔 氏の 原本 は 固より 章 第な し。 余 故に 常に 章 第 を 去，^;  K 

を 以て 說 下せる 註 書 を 獲ん こと を 要む る こと 旣に 久し。 然るに 古今 の 注 家は大 

抵 文字 を訓释 し、 義理 を解說 する のみ。 而 かも 支 離に して 經を 蝕す る を 免れ t 
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仁義 心に 備 は^-て 志に 發す • こ、 ろ存 

く體認 して 之 を * ふべ し。 

孝德 の廣大 

吾 また 之 を 聞け b 、善 く 父母に 事 ふ る 

則-ち 以て 其の 及ぶ 所の もの 廣且大 なる 

ふ. のみに 非ざる なり。 天子の 天下に 於 

に 於け る や、 此 に 非 すん ば 治まらす。 其 

君に して 君たら ざれば 孝に 非ざる な，^ 

兄に して 兄たら す、 弟 にして 弟たら す、 夫 

にあら キ、 義 にあらざる もの は、 皆 孝に あ 

1 あ bo 則ち 父母 g ばざる ことな b 

んゃ。 是の 故に 彼に 在りて 惡 まる、 こ 


二 一 〇 

し、 志 立 て、 不忠 不孝なる もの あらん や。 よ 


Hr  M  ま  fij 

を 孝と なすと。 夫れ 之 を 善く 事 ふと 謂 ふ h 

を 見るべし。 唯に 父母の 軀 に 於て 之 を 言 

け る や、 此 に 非 すん ば 平なら や。 諸侯の 國 

の 人を敎 ふる や、 此 を 以て 之 を K  く。 蓋 し 

- 父に して 父たら ざれば 孝に 非ざる な，^ 

にして 夫たら す、 婦 にして 婦たら す、 凡 そ 禮 

ら ざるな^。 何 を 以て 之 を 言 ふか。 此に 

父母 悅ば すん ば、 之 を 善く 事 ふと 謂 ふ 可け 

と な く、  fc に あれても 射 はる ゝ ことな く、 諸 


舜 

づ 

few 

へ 

志と 孝悌 | を 

1 1 致す 

悌 

ん 


の逍は 孝悌の みと 

は 1! をす る の 本と 

かやと い ふこと な 

なり。 智の 實は斯 

る、 是 なり。 樂の實 

人の 學 とい ふ もの 

ど も、 其 の 道 孝悌に 

やして 異端 正道の 

友 親戚の 間に 於て 

理を 正し 勸を 守る 

べきな り。 諸人 孝 

鉢す る 事 あた はじ- 

は 志の 主 意、 さ ら に 

V6  、< づ くによくな 


云 ふ。 親 を 親と し、 長 を 長と して 天下 平との たま ひ、 有 子の ネ 

い へ る も 皆 この 道に て、 凡そ 仁義、 禮智、 禮樂の 類 も 孝悌に もと 

し。 孟子 曰、 仁 の實は 親に 事 ふ る、 是 なり。 義の實 は 兄に 從ふ、 

の 二者 を 知って 去ら ざ る、 是 な^。 禮の實 は斯の 二者 を 節 文 

は斯の 二者 を樂 む、 是 な り。 云 々。 これ 等の 言 克く眛 ひて 我 

しるべき なり。 故に その 志 高き こと 事物の 外に 立てり とい 

もとづ かざる は 儒者の 學 にあら すし て、 堯 舜 孔孟の 正遨 にあ 

別る、 所以 この 處 にあり。 況んゃ 余の 聖人の 造を學 ベる 人、 

我慢 理屈 を 主張 し、 惡 を 發 し、 人 を資 むる を 事と し て、 是 を 以て 

といへ る 類、 名 付く るに 異端 を 以てし 難し。 只大惡 とのみ い 

悌の心 有りと も、 志 足ら すん ば この 天眞を 全うして 生々 の德 

- 故に 立志 を はじめと し 孝悌 を 本と す。 志 は 孝悌の ェ 夫、 孝 

二つ 有る ベから す。 本な くんば 何 を か 生 せん。 はじめな く 

らん。 是 志と 孝悌と 一致なる の實體 なり。 孝悌 は 仁義な.^ 
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義孝 
の悌 
» は 
用 仁 


.  二  o 八 

答ぶ リ得 たる ものな らん。 故に 今 は 省略 マ。 

孝 悌  三輪 執齋 

孝悌 は 天地 生々 の德 也。 人に うけて 仁義と なる。 その 發用は 孝悌な り。 故に 

凡そ 生 をう けて 天地の 間に 生す る もの 人の みに あら す、 食 獸 草木と い へ ど も、 此 の 

二者に もとる こと 能 はす • 唯 もの はこの 德を 全うして 行 ふ 事な けれ ば、 更 に 論せ 

す。 夫 孝悌 は 人心に 根ざして、 人心 は 孝悌に 發す。 卽ち大 學の民 を 親む は 明德の 

物に 行 はる 、所に し て、 德 を 明かに する は 民 を 親む の 根と なる に 同じ。 この 仁義 

禮 智元來 外より 我を鑠 にあら ざれ ば、 學 びて 後 これ あるに も あらや。 故に 孟子 曰 

く、 孩 提の童 も その 親 を 愛する を しらすと いふ i なし。 其の 長す るに 及んで その 

兄 を 敬す る を しらすと いふ ことなし。 親 を 親む は 仁な h>。 長 を 敬す るは義 なり- 

他 無 し、 是 を 天下に 達する 也と。 是則 書に も學び や、 人 にも 傳はら すして 自然と 生 

れっきた る ものな り" 人の 以て 人た る 所な hs。 是を 名付けて 良知と 云 ふ。 又堯 


士 

の 

孝 


世に は 訃略を 運し、 軍兵 を 指揮 し、 敵 を 破 b  、其 の 官職 を 能く 守 b  、先 0 の 靈 を ^ る は 

螂大 夫の 孝行の 大槪な レ。 士の 孝行 は、 吾 が 心の 良知 を 致して 君 を 愛敬し、 二心な 

く 忠靳を 守 お、 其 の 職分 を 勤 め、 我 よ， り 高位の 者 を 敬 ひ、 傍 輩の 交際 混和に 輯睦 に、 軍 

に 臨んで は武 勇 を 勵 み、 動 功 を し、 其 の 知行 傣 祿を 能く 保って 先祖の 靈を 祭る は、 士 

の 孝の 大槪 なり。 庶 人の 孝行 は 農 夫、 百 ェ、 商 賈各 吾が 心の 良知 を 致して 其の 產業 

を 能く 數 め、 米 穀を積 み、 金 銀を蓄 へ、 財寶を 節用して 妄に费 す ことな く、 心 術 躬行 を 

謹 愼 し、 公 儀を畏 れ、 法 度 を 守 b  、吾 が 身 妻妾の 事 を 第二と し、 父 母の 衣服 t 餌 を 第 一 

と し、 心 カを竭 して 父母の 心 を 安樂に し て、 萬 事皆歡 びた まふ やう に、 能 く 孝^す る 

を庶 人の 孝と するなら。 此の 如く 天 子、 諸 侯、 卿 大 夫、 士、 庶 人と 其の 等級の 高下に 由 

つて、 五 等の 孝と 分れ ども、 畢 竟各 一箇の 吾が 心の 良知 を 致す よ b 外 はなし。 大凡 

聖人、 賢人の 學間を 論じた まふに、 時に 隨 ひ、 事 に 就い て、 其 の 語に は、 或は 不同な る 如 

く なれ ど も、 唯 致， 一良 知， の 三 字に 究竟す と會 得すべし。 (王學 名義 卷 トひ 

父 子 有に 親 て ふ 題目の 下に 數千言 ^費して 述べた る もの あり。 され ど、 そ は 藤樹の 「天地 萬 

物 皆 神靈光 云々」 の 文と 全然 EE 一  にして 牲々 措 字の 差 あるの み。 思 ふに 松 庵に 藤 樹の翁 ！i 
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ど も、 此 の 如き 五段 

五 等の 孝と いふな 

夫れ 天子の 舉行 

人 を擧げ て、 天 下 の 

け、 小 國の 臣下 を も 

人 其の 德. 義に變 化 

侯より 庶人ま で、 少 

の 孝の 大槪 なり。 

の 制度 を 謹み 守り、 

さ す、 政 道 正しう し 

悉皆 歡心 あらしめ、 

卿大 夫の 孝行 は、 吾 

の 儀 則と なり、 1 の 

して、 私の 經營、 利欲 


二  0 六 

の 階級なる ゆ ゑ、 そ ^大小 高下に 因って 分際 相應の 孝行なる を 


といぶ は、 吾 が 心 の 

政 をす る 職と し、 善 

輕慢せ や、 天下の 政 

し て、 家每に 孝子と 

しも 慽 なく 皆歡ば 

諸侯， の 孝行 は、 吾が 

上 卿より 下士まで 

て 百姓 を 憐愍 し、 吿 

其の 國 長く 富み 榮 

が 心の 良知 を 致し 

言 語 も 無 益なら ぬ 

の ^、露 ほど もな く、 


良知 愛敬の 誠 を 致して、 

人 を擇ん で、 其 の 器 鼗 に 

事 法度 正し く、 萬 民 を 子 

な り、 國 每に 忠臣と な b 

しめて、 其の 先王の 神霊 

心の 良知の 愛敬 を 致し、 

それ A、 職分 を 授け、 か 

ぐる 所な き 寡婦 孤 子の 

え て、 先 君の 肺靈を 祭る 

て、 心 術 躬行 を 正しく 修 

やうに 能く 愼 み、 君 の た 


天下の 標準と な り、 資 

從 つ て、 官位 職分 を授 

の 如くに 愍 み、 萬國 の 

て、 天下 統 一 に 治 り、 諸 

を 祭 b たま ふ は 天子 

心 術 躬行 正し ぐ、 公 0 

り そめに も無禮 をな 

類 を 育て、 士も 庶民 も 

は 諸侯の 孝の 大概 也。 

め て、 倉卒の 行跡 も 人 

め國 のた めとの み 志 


治世に は 天下 泰平 國土 安穏の 政道に 與 b 、亂 


ひ、 敬 は 尊崇して 輕慢 せざる をい ふ。 五倫 を 以てい へ ば、 親 を 愛敬す る は、 最 初 一 念 


五 等の 孝 


の 良知の 根本 なれ ば、 元 來の名 を更め す、 卽 ち 孝と 

の 名 を 建 て、 愛 敬の 心 を 以て 君に 事へ まつ つて 二 

禮義 正しき を 仁と い ひ、 子 を 善く 敎 ふる を 慈と い 

能く 善を責 むる を惠 とい ひ、 夫 に 善く 事へ て 貞節 

て 義を立 つる を 和と い ひ、 朋 友に 眞實に 交る を 信 

萬 端に して 窮無 けれ ど， も、 畢 0 一  箇の 吾が 心の 良 

r  r  、  r  . 、 、 

外 はなき なり。 

さて 辱く も 大聖 孔子 孝 經を說 き 給 ふに、 五 等の 

は 等級と 熟した る 字に Vi 、し なと 訓 じ、 物 の 品の 差 

級、 一 に は 天子、 天下 を 知 食す 所の 御 位な り。 二に 

三に は卿大 夫、 夭 子 諸侯の 命 を 受けて、 國 天下の 政 

に は士、 さ ぶら ひと 訓 む、 卿 大 夫に 屬 して 諸 役 を 勤 

百 ェ、 商 S 貝の 三 を 皆い ふなり。 吾が 心、 良 知の 愛敬 


いふ。 それよ， 9 交 境に よって 其 

心なき を忠 とい ひ、 臣 下 を 使って 

ひ、 兄 に 和 順なる を悌 とい ひ、 弟 に 

、 ちゾ 

を 守る を 順と い ひ、 婦 を 能く 倡き 

とい ふなり。 加 之、 天 下 の 事、 千 條 

知、 愛 敬の 誠 を 致 し、 擴 充 する より 

孝 を わか たれたり。 五 等と は、 等 

別た る を 云 ふ。 人間の 上下の 階 

は 諸 侯、 國 を 治む る 大名の 位な，^ 

事 をす る 家老 執權の 位な り。 四 

むる 人 をい ふ。 五に は庶 人、 農 夫、 

の 孝德は 貴賤 悉皆て 同 一 體 なれ 
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%  の 孝 ふ^ 初 墓 父 

敬  本 ば 孝の す 母 

.  百 と一 るみ 
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二 〇 四 

孝  三重 松 庵 

孝 は 帝王の 貴より. 土民の 賤 まで、 一 切て 出生と 同じ く、 父 母 を 愛慕す る 最初の 一 

念 吾が 心の 良知 を さして 號ぶ なり。 古の 聖人の 身を修 め、 家 を齊 へ、 國を治 め、 天 下 

を 平にした まふ 敎の法 は、 其 の 事 多 けれど も、 吾 が 心の 良 知、 最 初 一 念の 孝 を 致して 

擴充 する より 外 はなし。 故に 大聖 孔 子、 孝 を 以て 至德要 道と 曰 ひた まふな り。 至 

德要 道と は 仁義の 德、 五 倫の 道の 肝要と いふ 義 なり。 此の 至 德要道 を 以て 君 臣 、父 

子、 夫 婦、 兄 弟、 朋 友に 交れば、 卽ち義 親 別 序 信と なりて、 能く 和睦して、 上下 倶怨 あるる 

なし。 是を 以て 神明 を 祭れば 神明 納受 し、 天 下に 施せば 天下 平にな り、 國 を 治 むれ 

ば國治 b 、家 を齊 ふれば 家齊 ひ、 身 に 行び 心に 守れば 身修 b 心 正しくなる。 されば 

庶民 は 財 寶を蓄 へ、 其の 身 安樂に な b 、士人 は 官位 を 昇り、 美名 を彰 し、 卿 大夫は 家 を 

興し、 諸侯 は 一 國の榮 華 を 受け、 天. 子 は 萬 乘の位 を 保ち、 四海の 富 を 得た まひ、 子孫 長 

久 なり。 

至 德要道 を 約め ていへ ば、 愛 敬の 二に 究 まれ， 9。 愛 はした しみ むつまじ きを 謂 


勢 あり。 孔子の 時 を 得. 給 はすして 天下 を 周流し 給 ふ も、 古 になき a なり。 ^人に 

して 時の 變を行 ひ 給へ ども、 後世の 人 これ を 似せて  一 ニ變す る 時 は、 五 等の 人倫の 

外に 道 學を以 て、 家 を 建 て、 產 業と する 者 出來る 勢な り。 孔子 は 方々 にて 小官 を も 

辭 せすじて 役儀 をつ とめ 給 ひき。 孟子に 至って はは ゃ師と あがめられて 方々 の 

馳走 あり。 官祿 なく 產業 なし。 德 のおと ろへ たる 也 U 然れど も 、益 子 は大資 にて 

孔子に 繼 立ちて 天運の 變を行 ひし 人 なれ ば、 其 の 身. において はいふべき やうな し。 

後世に 至 つて 孟子の 德 なき 人 孟子の 風に なら ふ 時 は、 ま さしく 遨學 を說ぃ て產業 

とする になれ り。 たと ひ 其の 人 私欲の けがれな く、 邋 を 行 ふとて も、 五 等の 人偷を 

離れて 邋 者と 云 ふ 者 出 求る 時 は、 は や 五 等の 人 は 道 を 離る る 所 あり。 終に は道學 

へそな へ 物と 成り て、 天 下國 家の 用 をな さす。 其の後 道者佛 者と て、 人 偷の 外に 道 

を說 いて 渡世と する もの 多く 爭 ひお こりた るは尤 なり。 孔子 此の 萠を見 給 ひし 

故に、 五 等の 孝を發 明し 給 ふ 也。 萬歲道 學の鑑 なり。 此の 鑑に違 ふ 人 は 堯舜の 徒 

にあらざる 事 明らけ し。 (集義 和書 卷 t<) 
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二 〇 二 

分 を 安 ん じ て、 人 々處 所の 位に 隨 うて 道 を 行 ふな b。 天の 人 を 生す る こと 物 あれ 

ば 則 あり。 天子の 富贵に はおの づ から 天子の 則 あ り。 公侯 伯 子 男お のく 則 あ 

り。 卿 大夫士 其の 道 あり。 農工 商 其の 務 あり。 其の 行 ふ 所の 大小 は 各 別 なれ ど 

も、 孝 の 心 法 はか はりな し。 大河の 水の 流れて、 所に 隨 つて 象 をな すが 如し。 方々 

ひき 

にて 田地の 爲に 井手 を 造れ ば、 其 の 井手 ほどに 流る、 が 如し。 低き に 就きて 晝夜 

をと^ めす。 外が 温に して 內 明かなる の 性 はか はるな し。 君子の 象な り。 小人 

の 心 法 は 外 を 照して 內昏 し。 人の 非 をかぞ へて 己が 不善 を 改めす。 燈臺の もと 

くらき がごと し。 天下の 人み な內 明かに して 己が 足らざる を 知 り、 外 溫 にして 人 

の 非 をと が め す、 天 下の 人み な 我に まさる 所 ある こと を 知ら ば、 孝 の 象の ごと く 、相 

たすけて 天下 平なる べし。 孔子の 時す でに 異端のお こるべき 萠 有，^。 孔門の 學 

者 は 皆 人々 の本產 あ， 9。 多く は 日本の 地 士と云 ふが ごとくに て、 古 風の 田地の 家 

督 あり。 學は正 心 修身の 志に てまな ぶ ものな， 9。 出で てっか ふる 人も國 用の つ 

とめ あ ひ。 役儀な く本產 なくして 道を說 いて 人に 養 はる、 もの はな か しか ど 

も、 堯舜 三 王の 盛な b し 時と はか は b て、 何 となく 五 等の 人 偸ば か， 9 の檨に はなき 


の 狂 言 をな さん こ 

二 十 

舊 f 伊 事!. i 

^除き て、 周 の 

いふ、、 とな 詳 

の 詩 は往々 日 

俗に 所謂 二十 

人^ 選びて 圖 

圖 二つ宛 一曲 

憶 ふ LL 古今の 

家の 數多 ある 

まで 小 倉 山 百 

耍略) 


と を 恐る。 至善 を 期し て、 其 の爲 によるべ 

四 孝に 就いて  ^ 

は廿四 人の 孝子な 選びて 贊^ 以て V リ。 其の 中-」 

仲 由と 後 漢の江 革と^ 入れた リ。 今 世 LL 廿四 孝と 

に^す。 孝子 二十 四 人 ふ 選び 取リ て、 詩^ 摸し 謚^ 

今廿四 孝の 作者^ 按 する に、 羅 山 

對へ て 曰く 延平尤 溪の郭 居と 云 ふ 

リ飞全 相 二十 四 孝 詩 撰と 題す。 是 

廿四^ 得た るなる べし。 其の 中 _」 

あ ら ん、 何 ぞ廿 四の み LL 限らん や。 

あ 選びて 定家 卿の 小 倉 山莊の 障子 

童女の 輩 蘐み弄 ベリ。 何ぞ 


^ リ。 

孝と は何ぞ や- 

^記し 賛^ 作 

張リ ける 故に 

子 幾 百 千 人 か 

の 中 ぷ リ百首 

一 首と 號 して 


鐾春^ 

は 張 孝 兄弟と 田 a: 兄弟と 

云へ る辔ぁ リ、 誰 人の 作と 

圖 して 童 蒙に 便リす • 其 

子が 儒 門 恩 問 錄に曰 く、 世 

人 わ リ、 古 今の 孝子 二十 四 

れ六 曲の 屏風に 一 雙 LL 塞 

郭巨蔡 順 等な も 入れた リ。 

例^ば 本朝 1： て も 代々 家 

Li 張リ給 ひし^、 今に 至る 

百 人 百 首 LL 限らん や。 (孝道 故事 


孝經の 大綱 


心 友 孝經の 大綱 を 


問 ふ。 答へ 


澤蕃山 


て 曰 く、 孝 g の  > ひ 法 は 心 を 正う し、 身 を 修 め、 天 <& の 
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現代の 孝 

の 要 


もろ こしの 上古 は上賀 素に 下 ゆたかな りし 

づる者 すらな し。 この 故に 子と 婦と 父母に 

はし 無始より 此の か た、 此 の 如き ものと 思 へ 

おご， o、 下 くるしめり。 故に 親子 兄弟 離散し 

父母 共に 分々 相應に 奴婢 を 使 ひて 子孫 をつ 

人 皆 此の 如き ものと 思へ り。 今 俄に 婢妾を 

る と も、 人 情の 習に て 父母 子婦 共に 安ん すべ 

ぎ もの 多ければ 衣食たら す、 畫 夜の 家業せ は 

きいと まなし。 たと ひ 二三 人の 男女 ありと 

ooooooooooooo 

つか ひ 難し。 た^ 朝夕の 心 術 孝 慈の 本 を 失 

ooooooooo  ' 

の 世の 至孝なる べし。 前 漢の文 帝、 宋 の 代の 

事に おいて は 生 知 安行な， 9、 つとめて なせる 

母に つか へ、 富貴に して 婢 妾の 事 を手づ から 

い ひ て、 下 つかた の 者のお こた b を はげます 


二  oo 

か ば、 男 女 共に 人の やっこと なりて 出 

つか ふべき よ， 9 外人な し。 世の なら 

ばつと めて なせる に 非す。 後世 は 上 

て、 男 女 共に 人の やっこと なる 者 多し 

か はす。 此の 習久 くして 常と なれば、 

しりぞけて 子婦 をつ か へし めんと す 

からす。 又婢 妾な き 賤男賤 女 はみ つ 

( しく 勞役 すれ ば、 父 母に つか ふべ 

て も、 其 の 業の つ とめ あれば 私用に は 

oooooooooooooooo 

はすして I 家 和睦 し、 父 母 順なら ば、 今 

山 谷 ごとき は 天質の 美 也， 孝行の 一 

にあら す。 夭 子の 身と してみ づ から 

なせり。 この 人 だに かくの ごとしと 

べし。 不實 にして 跡 をなら は 、孝 子 


か 赏に式 上 

ら行現 は 代 
す' す 代 直の 
ベ |こ ち 形 


といへ ど も、 こ れは孝 感の神 物 なれ ば、 良 藥 とな b て 病い えたり。 至誠 神 を^す る 

逍理. なれ ば、 平 生 も 人力の 及びが たき 事共 孟宗の 誠に よ b て 不意に 得た るの 神助 

あるべし。 至誠 無心の 孝に して 天地 を勸か し、 鬼 神 を 威せ しむる ほどの 事 なれば、 

孟宗に 在りて は 是非 を 論す ベから す。 其の 跡 を 學ぶ時 は 性 命の 父^ を 失 ひて 情 

，rrrr，，rrrr，f1rrf，r1 

欲に 事 ふるの あやま. 5 あらん こと をい ふの み。 

夫 孝子 1 はいふべ くして 君子と はいふべ からざる もの あり。 君子なら ざるの 

孝子 は 天下 國家を 治む ベから す。 舜は 父母 弟大惡 人なる が 故に 孝子の 名 あ b、® 

感ぁ hs。 もし 舜の 父母 を董 永、 王 祥、 郭 巨、 孟 宗の 父母の ごとくな らしめ ば、 孝 子の 聞 

え もな く、 靈 慼も 有る ベから す。 君子の 道德 にして 孝 無き 事なる が ゆ ゑ 也。 他の 

聖 賢に 孝子の 聞え なき 所な.^。 

問 ふ、 いかなる を か 孝行の 通用と すべき。 云 ふ、 其 の 位々 其の 分々 に應じ て、 家 0 

00000000  oooo  ooooo〇oooooo〇oo〇o〇p  oooo 

を 失 は す、 子 孫 を C ぼ さ す、 子 の 身 善人と 成， 9 て、 父 母の 心 を 安ん する を 通 用と すべ 

し。 孝 經の五 等に つまびら か 也。 小學 などに 記せる 孝行 はもろ こし 上古の 代の 

、、、rr、、r、rr、r、r、r  oooooo  ooooooooooo 

事 也、 末代に 通じ 難く、 曰 本に わた b 難し。 いかんと なれ ば、 時 勢 、人情 大 にか はれり. 
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君子なら 

ざる 孝子 

あ. リ 


孝行の 通 

用 


そは^ 雪 以 事體孟 
む 道 求 中 への 宗 

け理 むに L 親が 
リ にる p 所に CJ 


か、 ぼ、 
ら、 た、 孟 
す、、 ん、 宗 


にす る ば 

親の 喜ぶ 

所に あら 

す 


，  一 九 八 

f  -，, 1 、 r- 1 、、 ， 、、、 、、、 、J -、、  、、、、  ooooooooooo 

して 其の 志 を 養 ひ至眛 たらす ば 麁飯を 供すべき のみ。 親の 獨 味の 爲に子 を 殺さ 

ば、 親 の 本心 大いに 痛むべし。 この 事 をよ しとす るに あらす。 然れ ども 全 體の精 

神、 親 を 愛敬す るに あり て、 己 を わす れ、 子 を わする。 妻 また 夫の 心に 順從 して そむ 

かす。 天下 古今 衆人の 及ばざる 所な り。 道理 を しること は學 問に よる 時 は 易し- 

郭 巨が 篤 孝 は 老師 大儒と い へど も 其の 十が 一 を 得る こと も 難し。 神明の 靈感は 

其の 至誠 純 孝の 心に あ h- て、 事 にあら や。 學者 もまた その 跡を學 ばす し て、 郭 巨 が 

oooooooooooooooooooooooooooooooo' 

親 ある こと を. 知 b て、 己 と 妻子 あ る こと を 知らざる の 孝 を こ ひねが ヱ ベ し 

ヽヽヽ せいしゅん、 ヽ 、 たい じゅ 、ヽヽ 、ヽ、 ヽヽ、 ヽ、、 ヽ、、 

はいかん。 云 ふ、 冬 月 の 生 笋は夭 子 大樹と いふと も 得る こ と 能 はや、 雪中に 

ショウ グン 

、、ヽ r  、ヽヽ ヽ、、 、  rr，rrrrr11，，e-，  ，r  nr  r， 

の E を^ん とい ふが 如し。 たと ひ あ b とても 時なら さる 物 なれ は 食す ベ 

無病の 人な、 9 とも 慎む ベ し、 浞 んゃ 病人 を や。 此の 願 道理に 背けり。 性 

命の 本心に あらす。 舜 ならば 求め 給 はじ。 其の 時に あら ざれば 求む ベから す、 た 

とひ あ b とても 食すべからざる の 道理 をのべ 給ぶべし。 孟宗年 日 其の 家に 得が 

000000000000000000000000  0,  000  00  0  0  o  o  o 

たき 物 を も 親に 奉 じ、 子 弟の さいかくに なりが たからむ 物 を も 求め 出して 供 すれ 

ooooooooooooooooooooo  o  7  n-  f  t  ) 

ば、 其 のき どく 常と なりて 笋をも 願 ひたる なるべし 時なら ざるの 物 は毒氣 あり 


が 身ん 忘 

る、 は不 

孝な り 


郭 巨が 口 

體の 母^ 

養 ひし 所 

以 

親の 爲-」 

子ん 犠牲 


故に 母 生魚 

せす、 至誠に 

たす 所尤な 

時節の 生魚 

澤に 得べき 

ひ 給 は や、 た 

居が たし、 し 

o  o  o  o  o 

1 よりた， 9- 

、 r  、 、 、 

人 だに 少慈 

ころよ から 

後來 情欲の 

間 ふ、 郭巨 

r  、  r  、  r 

子 の 志 な hy, 

o  o  o  o  o 

の發貝 によ 


を 欲すれ ば、 此 の 願 を 叶へ ざ 

之 を 求む。 其の 志の 篤實は 

oooooo  oooo 

り。 其の 志 は 愛すべ く、 慕 ふ 

は、 富 贵の 人の 夏 秋よ b 貯 へ 

や。 もろ こしの 中 國は海 遠 

い 川潭に 求む るの み 也。 厳 

かる を はだかに て 厚 氷に 臥 

- 親の ロ體の 欲の 爲に 生々 の 本 を そ 

心 ある 者 は 人の いたみ をいた ますと 

ん。 王， にあ りて は 是非 を 論じが た 

父母に 事 ふるに 流すべし。 

いかん。 云 ふ 、一家の 至昧を 調へ て 親 

- 親 また 孫 を 愛して 食 を わかつ をた 

oooooooooooooooo 

P て、 み づ から 口 體の嗜 欲 を わする ゝ 


れば 不孝な， 9 と 思 ひ て、 其 の 得 

荬稱 する にことば なし。 祌明 

oo  ooooooooo 

べし。 其の 事 はなら ひ 難し。 

お か ん事は 知らす、 貧賤の い 

くして 海の 生魚 は 天子 諸侯と 

塞に は 衣を& さねて だに 火 を 

さば 大病 を發 すべし。 此の 身 


J な は、 親 は 不孝の 


いふ 事な し „ 

し。 後世の 


父母の 

これ を 


難き を 分別 

の靈感 をい 

嚴塞厚 氷の 

かで 俄に 川 

いへ ども 用 

用 ひざれば 

o  o  o  o  o 

丽 父母よ hs 

罪人 也 U 他 

、 、 r  、  r 

本心 何ぞ こ 

よし と せ X- 


す ゝ め、 夫 婦は麁 ^を 食す る は 

o  o  o  o 

本心 慈 仁 

本心に 順從 


のしむ は 親の 志 な 

o  o 


第二 篇 孝道に 關 する 論說 


ものな り。 た^ 親の 

1 九 七 


か はべ 志 
ら舉し は 
すぶ 、愛 
べ^す 


1 九 六 

養と な し、 み づか ら營む 所 もみな 親に 供して 妻子な きなるべ し。 親の 口 體の爲 に 

先祖の 統を絕 たんこと は 親 を も 又 不孝の 罪人に なすな り。 親 を 養 ふ も 家の 有無 

にした が ひ、 妻 子 あ， 9 て 共に 孝 を 盡し葬 も產を やぶらざる ほどの 分 有るべし。 董 

永に おいて は 天質の 美 也。 神明 を 感動す るの 篤 孝 なれば いふべき やうな し。 其 

、p.r  、-、 ヽ，、 1: ，， ， 、 、 ヽ ヽ 、 r  r  oooooooooooooo 

の畤所 位の 勢 も 後世より は 知りが たし。 後の 人の 手本に なりが たき 事 也。 世 問 

の 人 親の 身 を 我が身の 如く 思 ふ 者 あらば 大 孝の 聞え 有る ベ し、 董 永 は 我が身より 

も 親の 身 を 愛せり。 妻子 は 人の 欲する 所な b  、し かれ ど も、 親 を 養 ふに さは， 9 有り 

と 思へば、 ひとり 居れ， 9。 人の やっこと なる 事 は 人のに くむ 所な b  、し かる を 親の 

雜の爲 に 一生 を やっこに なげうつ。 みな 人情の なしが たき 事に し て、 大 力量の 人 

oooooooooooooooooo 

とい ふと も 及びが たき 所な り。 其の 志 をば 愛すべ し、 其 の 事は學 びが たし。 

問 ふ、 王 祥が後 求の 情欲の 父母に 事 ふると はいかん。 云 ふ、 繼母祥 を 不孝と いひ 

て 父に 讒す。 愛 を 父に 失 う て、 天 性の 恩に そむけ り。 實 にわれ 不孝なる が ゆ ゑに 

此の 如しと 思 ひ て、 繼 母の 讒を うらみす。 繼母は 孝 を 欲する にあら す、 か へって 孝 

打 をい みねた むと いへ ど も、 祥 は 其の 非 を とがめす し て、 生 母よりも なほ 孝行な り 


緙祭 分に 

餘^' る は 

孝に あら 

す 


乇祥が 情 

欲の 親に 

事へ L 所 

以 


親の ロ體 

な 養. 1 ん 

す に^ 


董 永が 口 

體^ 泰養 

せし 所以 


かんし 多ん 

し め、 魚 を を どらし め、 金子 をた ま ひ、 寒 笋を 生じ 給 ふの み • 大舜 において は德 聖人 

タケ ノ コ 

ことぶき 

た り、 尊 天子た b  、富 四海 をた も ち、 壽百有 賒 歲、 子 孫 萬 々歳の 大福 をた まふ." 明君の 

諸臣を 下知し 給 ふ も 此の 如し • 一事々々 の舉公 をぬ きんする 者に は、 そ の ほど ほ 

どの 賞錄 をた ま ひ、 才 德衆 にこえ たる 者に は、 高 官大祿 を 命 せらる 、 ことわりな b。 

ヽ、 ヽヽ ヽヽ、 ヽ、 ゆみい ヽ ヽ、、  oooo 參參 ooooooo  ヽヽヽ 、ヽ參 

たと へば 百步の 外に 射る が 如し。 舜の 孝は黑 星に 當る がごと し。 他の 孝子 は 的 

、、、、r、r、、r、、r、、rr、、、、r、、、、、、、、 鲁參 參參鲁 

に當 るが ことし， ふち 矢まで も ゆるさる 者の 及ぶ 所に 非す とい へ ど も、 目 當 とする 

參參參 肇肇參 •  ooooooooooooooo  ooooooooooo 

もの は黑 星な， 9。 故に 後學の 人は大 舜を師 とすべし。 其の 天よ b たま ふ 所の し 

るし を 期す ベから す。 た^ 天然 性 命の 父母 を舉 養し て、 後 求の 情欲 を 父^と せす、 

ooooooooooooooooooooooooooooooooooo 

其 非 は 目に 見るべく とも >3 にと がむ ベ からす。 惡の ごとき はお さへ ふせがす と 

oooooooooooooooooooooo 

いへ ど も、 と ぐるに 至らざる の 苦 心、 至 誠を學 ぶべ し。 父母 平 人なら ば、 好 ^となる 

べし。 本より 好 人なら ば、 親 た b  、師 たるべき なり。 

(， 問 ふ、 董永何 を 以て か 口 體を舉 養せ し。 云 ふ、 喪祭 は 家の 有無に したが ふべ し。 

■POOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO やっこ o  ooooooo, ooo—- 

親の 精神 去り て、 む なしき からの 爲に 子の 一 生 を 人の 奴と なさん こ と、 何 ぞ 親 の 心 

に 心よ からん や。 此の 一 事 を 以て 見れば、 先祖より の 田 宅 諸 物 ことごとく 親の 舉 


第二 篇 孝道に 镅 する 論說 


1 九 五 


リーる 母 情 
段 もに 砍 

劣の 事の 
れはふ 父 


一 九 H 

ひたる 父子 兄弟 は、 常 のこと にこれ はよ から ん、 そ れは あしか らんの 相談 あり、 

異見 多し • 和 すれば 其のよ きにした がふな り。 師弟 朋友 君臣， 皆然. り， これ 

きに よ， o て、 其 の 和 をし b、 互 に 非 を 見ざる 事 を 知るな.^。 父母 笫は 不和と い 

も、 舜 は 孩提の 時の 和 を 失 は す、 父 母 弟の 鄕人 にう とまれぬ ベ く、 刑 罰に おち 入 

P ド を 

き や 5 なる 惡を なす 時 は、 も と 此の 如き 人に 非す、 一 旦の 心得ち が ひとお ぼし 

の 人の 思 ひより をい ふごと く、 か くて は 此の 如しとの 給 ふなるべし • 其の 我 

さん i する を も 知 b 給 はざる に は あらす。 何の^ 惡 かこれ に まさらん。 *\ハ 

ども 父の 本心 此の 如くなら す。 我が 赤子 孩提ょ b 養育 せられて 成長せ しも 


相 叶 

各 の 

爭多 

へ ど 

る ベ 

て、 常 

を 殺 

y し 

力 れ 

の な 

を 化 

O  o 

お い 

へ 或は ロ體の 父母 を 奉 養す るに 過ぎす。 故に 天 應も又 砷助を あたへ、 厚 氷 をと か 


•  ぐわん ざん が 5 

。今 我を悅 ばざる もの は 我が 不孝と なげき 給 ふな り。 終に 頑 S 傲 


父 ハ頑二 母 

S ニ弟ハ 

傲 ナリ。 


して 常に 歸 する 所な り。 

永、 王 祥、 郭巨、 W 宗の篤 孝の ごとき、 天下 各 一 人なら。 .. 平 人 凡 情の 及ばむ 所に 非 

至誠の 天に 成 じて、 天下 古今 二つな き神應 あ，^。 孝子の 至情 をつ くせる 所に 

0000000000  oooooooooooooo©@@©@  ooo 

てはい ふべき やうな し。 ^かれ ども 父母に おいて は 或は 情欲の 父母に つか 


の  > ひ あらば 舜 とする に. た らす. む 

れを にくま す、 を しへ て 云 ふ、 舜 は - J 

なり。 舜 はみ づ から 大 不孝の 身と 

にして 赤子より 此の 如く 養育し 成 

思 ひ て、 後 妻の 爲に うつさる、 こと 

相と b 泣きて 去れ hs。 又 云 ふ、 人 生 

O  、、、、、、、、、  oo、  r、 

孝 な b  、臣 として 傲れば 不忠な b  、父 

、、rrr、r、  00、 

り、 友 として 傲れば 不信 也。 いにし 

の 無我な り。 我 あれば 則ち 傲 也。 

oooo  00000 さ 含が け o 〇 O  O 

る 所な り。 傲 は 衆惡の 魁、 禍 炎の 源 

ものな り 

問 ふ、 孝 經に云 ふ 、父 に爭子 あると 

あれば これ をみ る、 これ を 見れば い 

云 ふ、 惡 を かくして 善 を あぐる はた 

第二 篇 孝道に 閼 する 論 說 


さと  i つた 

かし 陽 明 子の 鄕に 父子 a ふる * あ り、 g 叨子こ 

れ 世間 大 不孝の 子、 瞽瞍 はこれ 世間 大 慈悲の 父 

思 へ り、 故 によく 孝 也。 瞽瞍 はみ づ から 大 慈愛 

長せ し む、 今 我心に 叶 はざる は 不孝の 子な りと 

を 知らす、 この 故に 不慈 なり I」。 訟 お ハ乂子 手 を 

、、、、、*、〇 

の 大病 は 一の 傲の 字な り。 子と して 傲れば 不 

、、ヽ 、ヽ、 oo、、  、rr ヽ、、 、 00、 

として 傲れば 不 慈な b  、君 として 傲れば 不仁な 

への 聖賢 諸の 好 人の 名譽 をな せる 所 はたい 一 

o  o  o  o  o もと ゐ o  o  o  o  o 

我なければ 謙な り。 謙 は 萬 善の 基、 百 福の 歸す 

也。 舜の大 孝大知 、一の 無我より 大德 をな せる 

おちい 

き は 身 不義に 陷ら やと。 此の 如くなる 時 は 非 

さむ。 ^かるに 赛を兑 す 格 さす. とはいかん と- 

^し  給  は  ざれ  ど  も、 無 心 自然の 爭也。 今 もよ く 

1 i 


九 二 


する 者 は 其の 

なり。 舜の生 

お ほ 

を 挽 ふ惡人 の 

義を 知る 也 • 

o  o  o  o  o  o 

にして 1 毫の 

o  o  o  o  o 

がめ 給 はす。 

に 格ら ざら し 

め、 姦惡を とげ 

をお さへんが 

げ* 

其惡 性に 激し 

薰^ するとい 

いて 起きて 終 

だし 給 は ざれ 

-9 見る 所の し 


本心に 非す。 象が. 殺 じ 得たり と. 悅. ぶ も-の も. 後， 來- の-まど， ひ  一 ^？。 ノ 

きて おはす る を 見て 心に おどろ き 「君 を 思 ふ」 と い ひし は 過 を 文，^ 慝 

r  、、、  、、  ooooo ヽ r  ， 1 r  r  ,  r、、 ヽ、 ァ， 

常態な り。 然 どもい まだ 一 點の靈 明 t びざる が 故に、 兄 を 愛する の 

OOOOPOOOOOOOOOOOOO  0000000000 

この 故に 舜其靈 所 ある こと を悅び 給へ り * 唯 自己 一 圑の 天理の み 

oooooooooooooooooooooooooo  ooo 

私 己な きが ゆ ゑ に、 そ の 性 命 を 父母と し、 弟 として 後 * の姦惡 を兒と 


惡を かくして 善 を あぐる の 至な b。 或 人 問 ふ 「丞^ 々として 乂 めて 姦 

くんじょう 

む」 と、 此 意 は 舜身を 脩め 善 を 行 ひて 父母 弟 を 薰丞？ して 心に 恥 あらし 

しめざる との 義 かと。 云 く、 舜何ぞ 心 ありて 父母 弟の 惡を 見て こ れ 

爲に薰 ^して 姦に 至ら ざら しむる 事 をし 給 はんや • もしし からば 

て 化する 事 能 はじ， ハ乂母 弟の 姦惡を 見と がめ 給 ふ 心 は 少しもな し。 

ふ は 他よ b 見る 所な b。 子た るの 孝 を盡 し、 兄 たるの 愛を盡 し、 雞 鳴 

日 善 をな し、 德 を 養 ひ 身 を を さめ て、 父 母 弟の 姦惡 をと がめ 給 は や、 た 

ど も、 是 を薰 ^して 刑 罪に 落 入る の大惡 をな さしめ 給 はす と、 わ き よ 

るし な b。 舜に此 意 あるに あらや。 もし 舜姦を 見て た^し ふせぐ 


孝 を 以てせ 

也。 彼 異端 

らす。 孝經 

段 は 極 功也。 

變を說 き 給 


て 何 を もってせん。 堯舜の 道の 豊に 高き こと 明辨 せす して 明か 

の 諸家 は 大鵬の 側の 蟬と鶬 鶴との ごとし。 日 を 同じう して 語る ベ か 

に 四 段の 敎 あり。 天に 四時の あるが ごとし， 第一 段 は條理 也。 第二 

春 夏の 道に 配す。 第三 段 は 反 » して 心 法を發 明し 給 ふ。 第 四 段 は 

ふ。 秋 冬の 義に 配す ズ集義 和書 卷ス) 


十四 孝 或 問 


熊 澤了介 


殍の大 孝 

だる 所以 


二十 四 孝 は 元の 郭居 業の 選びし 所な リと稱 ぜらる * 普通：， Ltl 帝 舜、 漢 文 帝、 酋 參、 閔 損、 仲 由、 淡 

永、 剡 子、 江 革、 陸 鎩、 唐 夫 人、 吳 猛、 王 祥、 郭 巨、 楊 香、 朱 壽 昌、 庾 默 婁、 老 萊 子、 黃 香、 蔡 照、 姜 詩、 王  一 sv 丁 蘭、 孟^ 

及び 黄 庭 壁の 二十 四人^ 指す。 熊澤 氏の 或 問 LL は 其の 略傳^ 揭 げ、 次 に 評論^ 加へ たリ。 

今 玆に錄 する 所 は その 評論の みな リ。 元來、 、の 二十 四 孝 は怪誔 のこ と、 選擇そ の當^ 得た 

る ものに あら ざれ ど も、 弘 く 人口 に 嚕炙ぜ る ものなる が 故 に、 姑 く 之 ^本書 第四篇 に 收錄ぜ 

リ。 この 評^ 讀 むに 當 リズ は、 先づ その 部な 一 讃^ら るべ 7>。 猶ほ 二十 四 孝の 由來 に 就い 

< は、 次 に 載す る 所の 舂 鶯の說 な參 照^られん こと^ 望む。 


o  9. 〇◎©◎<§©  ooooooo 

大舜は 性 命の 父母に つか へ 給へ ^ 

第二 篇 孝道に 翻す る論說 


大孝 とする 處 なり- 


父母の 舜を 殺さん 

1 九 一 


ベ 下に 知る 母性 
I なしる こ I こ 命 
治て I と 事の 
む 天の な ふ 父 


一 九 〇 

oooooooooooo, 一  ooooo.ooo- 一 

の 父母に 事へ て 後 孝 を もって 天下 を 治むべし。 みづ から 心を盡 し、 性 命 明かなる 

時、 初 めて 父母の 性 命に 事 ふること を 得べ し。 「愛敬 を 親に 事 ふるに 盡し て、 而 し て 

德敎 百姓に 加 は b  、四 海に 刑 る」 と い ふ ものな ，9。 此の 如く なれば 天下 皆 正 人と な 

る。 天下 正 人と なる 時 は、 天下の 人の 悅心を 得て 其の 父母に 事へ 給 ふな. 9。 先祖、 

天 地、 太 虛 共に 某の 悅心 をう け 給 ふ。 此の 時に 至って 地 初めて 至極の 和 あり • 鳳 

凰 麒麟 も 此の 大和の 氣 中に 生 じ、 神 龍 靈龜も 海中に 生す。 風雨 民の 願に 應じ、 五穀 

大に みの b  、草 木 生長して 留滯 なし。 鳥 獸魚蟲 皆 其の 生を遂 げ、 山 鬼の 魑魅魍魎 皆 

吉 神に 化 し、 蛇 蝎 みな 龍に 隨 ひ、 虎 狼 深山に 遁れ隱 る。 出づれ ば必ゃ 弓矢に あたる。 

天下の 沈 魂滯魄 一 時に 消えて 跡な し。 惡 鬼邪氣 よる ベ き 所なければ、 ことぐ く 

u びて 殘 なし。 天災 地妖 生すべき 所な し。 人爲 の禍亂 何に よってお こらん や。 

外に 邪氣 のお かすな く、 內 に 七 情の 相 勝な し。 疾病 いづく よりな らん や。 大舜& 

孝 以て 天下 を 知 b 給 ふ。 至 德の化 此の 如し • 中國の 法の 其の 風 を 望む はいふに 

及 ば す、 東 夷 西戎南 蠻北狄 の、 耳 にもき か す、 通 路 なき 國々 まで も、 此の 時に 至って 無 

事 を樂 ますと いふ ことなし。 堯舜は 人倫の 至と い ふ、 是 な， 9。 此の 如きの 至 治 は 


聖人の 殆 

世 


する のり ぁ欲孟 
^父て るの 宗 
知 母性^ 父 1ェ 
ら あ 命 知 母 情 


驚いて 其の 故 を 問 ふ。 孔子 曰 く、 我人 に 孝を敎 ふるに 大 舜を師 とせす と 云 ふこと 

なし。 舜は 父の 小 tt を 持って うつ 時 は、 う たれて 退き 給 ふ。 大杖を 持って 追 ふ 時 

は、 其 の あたりに 近付き 給 はす • 父 をして 人 を 殺す の 罪に いたらし めじと なり。 

今 曾 子 幸に よみが へり たれば こそ あれ。 若し 其の ま、 に 死にたら ば、 曾 晳は 孝子 

を 殺す の 罪 をまぬ かれ じ。 何 ぞ大杖 をみ て 早く 退かざる や。 心 を 用 ひざる の甚 

しきな りと。 門人 曾 子に 吿 げたり。 曾子趨 りて 其の 罪 を 謝す。 曾 子 は 生得 孝行 

な ひ。 ^かれ ども 氣質魯 鈍 木訥なる 所 ありき。 聖師 にっかへ て 大學の 心 法 を受 

用し 給へ ば、 愚 なる も 明か に、 柔 なる も剛 く、 此 の 身ながら 神化 變 通して 大賢の 位に 

至り 給へ ば、 天下の 事に 於て 何事 も 鎏 人に たが ふ 事な しズ 集義 和書 卷 5 

孝 を 以て 天下 を 治む 

學友問 ふ、 孝 を 以て 天下 を 治む i いへ り， 然 らば 孟宗の 至孝なる も、 天 子 と せば、 

堯舜の 御代た るべき か。 曰 く、 孟 宗ご ときの 數子は 唯 天質の 美な b。 いまだ 性 命 

の學に 委しから す。 爰を 以て 其の 親に 事 ふる 所 も 又 情欲の 父母な. 5。 雪中に 笋 

、ヽ ヽヽ、 00000、、、、  r ヽヽ、 ヽヽ、  oooo 

を 求む る は 性 命の ハス 母に つか ふるの 心に あらす • 舜 はもと め 給 はじ。 たい 性 命 
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1-<  八 

問 ふ、 人 の 行 は 孝よ- 5 大 なる はなしと い へり. ^かるに 孝行 は 聖賢に もお とら 

や し て、 ® 賢の 品に はもれ たる 人 侍る はいかい。 曰 く、 そ れは氣 質の 美に て 侍り。 

いまだ 大逍を 見す して 入 德の學 はしら ざれ ど も、 氣 質に 木 氣の精 を 多くう けて 生 

れ ぬれ ば、 木 氣の神 は 仁なる が & に、 慈 孝 懇切に して 俗 小心と もい ふ ものに て、 孝 行 

なる ものな り。 其方の 氣 質に あっき 程 又 他の 靈明 うすけれ ば、 孝 行なる S に と て 

擧げ用 ひて は、 國 家の 政道な どに は 不才なる が 多く 侍， 9。 此の 人 s  a の師に 逢う 

て 心 法 を受用 せら るれ ば、 そ れは又 常の 人に ちが ひ、 各 別 入 德の功 はや く、 他 の 不足 

なる 所 もます こと やすく 侍り。 曾 子の 如き 是な り。 むかし 曾 子 父の 爲に瓜 をく 

さぎれ り。 あやま b- て 瓜の 极を たつ。 曾晳 怒って 大杖を あげて 曾 子 をう つ。 曾 

子た えて 地に 伏したり。 狂者 なれば すて、 家に 入 b ぬ。 ^ばらく 有. o て 曾 子よ 

みが へれ，^。 父の 心 もとな く 思 ひ 給 はむ こと を はかり て、 曾 晳の 前に 跪 き、 さ き に 

不敬の 罪 あ b 、大人 力 を 用 ひて 敎へ給 ふと 云 ひて 我方に 歸り、 琴 を 彈じ詩 を 詠 じて 

父に 痛みな きこと を 知らし めたり。 聞く 人淚を 流し 感じ あへ り。 門人 悅んで 夫 

子に 吿げた k 孔子 聞 召し て、 吾 道の 學者 にあら や、 R に 至る ことな かれと。 传^ 


孝心 厚く 

L て舉^ 

なさば 聖 

JKi なる 


曾 子の £g 


逆境に 虚 

して 1 切め 

ュる 


1 人の 人 なれ ど 

よりて 神通變 化して 


る こと は ある.^ じさ 

力 、 


い ひ、 君 の 前に は 臣と名 付 け、 家 臣は又 君と 稱 する がごと し。 

も、 逢 ふに したがって 名 か はれり。 本心の ー德 なれ ど も、 位 に 

其義 極な し ズ集義 和書 卷八〕 

所謂 孝子の 少き所 以 

學友 問うて 云 ふ、 同 じく 聖賢に て 侍れ ば、 何 れも 孝行なら ざ 

に、 大 舜、 文 王、 曾 子、 閡 子の 數人 ばかり 孝子の 數に入 り 侍る こと はいかい。 答へ て 云 

ふ、 歲 塞く して 松柏の 凋に おくる、 こと を 知り 侍， 9 ぬ。 平生 無事の 時には 聖賢の 

善行 ことにめ づ らしく いふべき 檨 なし。 聖 R の 道 を 行 ひ 給 ふ は 人の 無病の 時， こ 

同じ 遝 にて 常な り。 其の 時 は 凡夫もう ち 見た る 所 はわ かちが たし。 明 者の 目に 

は黑 白の ごとく わかる ベ き 事 なれ ど も、 大 不孝 か大惡 人に て だに あらね ば、 夏 山 の 

綠は夏 木 冬 木の わかち しらぬ 目に は、 た  >靑 山とば かり 見 ゆるな り。 大難に あ ひ、 

大變に 逢 ひて は、 凡 人と 君子との わかち 大いにち が ひ あり。 孝子の 數 にいれ る聖 

賢 は いづれ も あ ふ 所の 境界 常なら ぬ 所 あらし 故にて 侍り。 孝子に して 而 かも S 

域 に 入 一ら ざる もの あ 一る 所以。 
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1 八 六 

hy. 智は 孝の 神明な り。 信 は 孝の 實な b  。赤子 孩提 のとき 孝の 理 初めて 親 を 愛 

する に發 出す， 花の 纔に 綻びむ とする 如し。 其 長 やる に 及ん で、 子 の 心に 親 を 尊 

ぶの 敬 生や。 花の 淸 香の 如し。 此 愛敬の 德、 親 に 初めて あら はる、 故に、 本分の 名 

を あらためす。 親に つか ふる 道 を 孝 と. 云 ふ。 父母に 事へ て は 愛 あら はれ 敬 存 す。 

子に おいて は 愛 事 を 用 ひて 敬內に 伏す。 是を 父の 慈と 云 ふ。 父の 慈と 子の 孝と 

を 合せ て、 父 子 親 あ b とい ふ。 此孝德 君に つかへ て は 敬 外にして 愛內 なり。 臣に 

おいて は 愛敬なら び 伏して 威嚴備 は， 9 仁政 行 はる。 君の 仁と 臣の忠 と を 八 口せ て 

君 臣義 ありと いふ。 妻に おいて は 愛 みちびき 敬存 す。 夫に おいて は 敬 こと を 用 

ひて 愛存 す。 夫の 和義と 妻の 負 順 を 合せて 夫婦 別 あ b とい ふ。 心 ありて 此 くの 

如くす るに あらや。 心の 妙に て 自然と かく 變 化するな り。 其 中お のづ から 本末 

淺 深の 天則 あり。 兄に つか ふること 父に つか ふるが 如し。 弟 をめ ぐむ こと 子 を 

愛する がごと し。 兄の 惠と 弟の 悌とを 合せて 長幼 序 ありと いふ。 朋友 は 眞實無 

妄の 天道 を 父母と したる 兄弟 なれ ば、 實 なきもの は 朋友に あらす。 是を 以て 朋友 

信 あ hNt いふなり。 一 人の子 あり。 子に 逢 ひて は 父と よば れ、 父 において は 子 I. 


五倫 は 孝 

理の用 


敬 のれ 人 なやく 孝 
と 川る に しるしの 
す^ 孝 具 も- c 理 
愛理 は の 生な 


ひて 象 を 取つ 

時には 螯をは 

子と す。 天地 

す。 日 を老と 

易と 孝經と へ 

蠻西戎 北狄を 

感通 において 

o  o  o  o  o  o 

の理 なくして 

o  o  o  o  o  o 

れば 愛敬な^ 

、 r  r  、 、 、 

下よ， o 見 あぐ 

天下に おいて 

むべき ものな 

明かな，^。 よ 

を 見る に內な 

第二 篇 


o  o  o  o 

て 孝と い 

ぶきし な 

すでに 開 

し、 R: を 子 

だてな き 

子 と す 

も、 仁 は老 

o  o  o  o 

生す る も 

上より 

r  r  、 、 

れば 子の 

に く む ベ 

し。 愛敬 

く  | 日 も 

し。 纔に 


〇 


ふ。 孝の 字、 老子の 二 を 合 

り。 天地い まだ ひらけ ざ 

け て は、 天 を老と し、 地 を 子 

とす。 易の 字、 月 月 を 合せ 

道理な り。 山 を老と し、 川 

君を老 と し、 臣 を 子と すた 

な り、 愛 は 子な り。 此理を 

ooo  ooooooo 

のな し、 此神理 の 我が 心 

、、、、、、、、、、、 

見く だせ ば、 老 夫の 幼子 を 

老を 戴きた る體 にして 敬 

きものな し。 其 親 を 敬す 

親に つか ふる 一 心の 上に 

私欲 C びて 天理 存 する 時 

初めて. U をい ふべ し。 義 


せて 作れ.^。 

る 太虚の 時 に 

とす。 乾坤 を 

て 作れり。 日 

を 子と す。 屮 

夫 を老と し、 婦 

以て 萬 事 萬 物 

o  o  o  o  o  o 

に 有する もの 

、ヽ、 、 r  、 

樊 へたる 體に 

の 象な，^。 其 

るの 心 は、 夭 下 

盡 して 地 同 

は、 其 大をた づ 

は 孝の 勇な り 


孝道に 關 する 論說 


文字の 傍 儡と なす 

は、 理 を老と し、 氣 を 

老 と し、 六 子 を 子と 

月、 老子、 其義 一 f 

國を老 と し、 東 夷 0 

を 子と す。 德 性の 

rr、r、、、o 

におして 見れ ば、^ 

OOOOOOOOI 

を 取， CN て受 用と す 

して 愛の 象な^ 

親 を 愛する の 心 は、 

において 慢， 9 輕し 

极 、萬 物 一 體の性 命 

ぬるに 外な く、 其 小 

. 禮は 孝の 品 節な 
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1 八 四 

善 誠 身 を 以て 親に 順 ふの 道と 爲す。 曰く 配 天、 曰 く 明善諕 身、 只 是れ 明德を 明に す 

るに ある 而巳。 明德の 愛敬 は 寂然と して 勸か す、 感 じて 遂に 天下の 故に 通す。 聖 

風 を 以て 餘缺な く、 窮 達 を 以て 加 損せす。 但氣習 情欲の 爲に蔽 はるれ ば、 則 ち 啻に 

天下の 故に 通せざる のみなら す、 其 の 親に 於ても 亦 通す る 能 はす • 然るに 幸に 其 

の 本 體の明 は 未 • た尙ほ 其の 息まざる もの あり。 其の 止 を 知って 而 して 舊 習の 葛 

藤を芥 除し 情欲の 邪 火 を 消化し、 以て 本體の 明に 復る ベ し。 これ 之を大 孝と 謂 ふ. 

これ 乃ち 天下 第 一 等の 事、 學 問の 第一義な り。 (同上 贈- -淸 水 ？ S 

孝  熊 澤蕃山 

孝の 心 法 

孝 は 天地 未畫の 前にな b 、太 虛の 神道な b。 天地人 莴物 みな 孝よ b 生せ b。 春 

夏 秋 冬、 風 雷 雨 露、 孝 にあらざる はなし。 仁義 禮智は 孝の 條理 なり， 五 典 十 義は孝 

ooooooooooooo  oooooooooooooo  o 

の 時 な^。 祌理の 含蓄のと ころ を 孝と す • 言 語 を a て 名付け 云 ふべ からす ^ 


明 善 誠 身 


リ は 奉て 德リは 奉て 肉  失 孝に ait の 父 

大事 父性 小事 父體  はた 就 正 ふ 私 母 

孝す 母 4* 孝す 母^  する かのと 情一 

なる に 以 なる に以  ^ば 善 もに 時 


學 ば や 慮 ら ざ る、 所 謂 良知な り。 能く 此の 知を體 察し て、 而 して 默修 默證 せば 全く 

圭角 無し。 此れ 乃ち 聖 脈の 路に 入り、 格 致の 工程な， 9。 是に 於て 杷柄を 得ば 則ち 

、、、 ヽ、 ヽ、、 、 ヽ r、、、、、、、、、、  ooooooooooooo 

父^の 情 識に違 ふと 雖も而 かも 親に 順なる なり。 如し 一 念墮 落せば 則ち 父 ゆの 

〇oooo.  00000000000  これ 

情 識に從 ふと 雖も而 かも 悖 逆の 子た るな り。 吾子 請 ふ 旃を勉 めよ。 

善 を 爲すは 耕耘の 如し。 當 下の 穀を 得すと 雖 も、 必 す 秋實を 得。 惡を爲 すは鴆 

酒を飮 むが 如し。 卽 席の 燕樂を 得と 雖も、 必す 死期 来る。 (1,1  ^251 賴^ 一一) 

大 孝と 小 孝 

鈞 しく 是れ 親に 順 ひ、 親 を 養 ふ。 或は 大孝 とな り、 或 は 小 孝と なる は 何ぞゃ • 人 

の 一 身、 大體 あり、 小體 あり。 大體を 以て 親に 順 ひ、 親 を 養 ふは大 孝たり、 小體を 以て 

親に 順 ひ、 親 を 養 ふ は 小 孝たり。 蓋し 身 體髮膚 は小體 なり、 仁義 禮智は 此れ 大體な 

b 、身 體德性 皆 之 を 父母に 受 く、 而 して 己の 私有す る 所に あら や、 本 皆 父母な り。 欤 

に 情愛 を 以て 身 を 謹めば 則ち 親に 順 ふに も 亦 情愛 を 以て す、 所 謂 情識の 父母に 順 

ふ 者な り。 德性を 尊んで 身 を 修め ば、 則 ち 親に 順 ふに も 亦 德性を 以て す、 所 謂 靈 明 

ooooooooooooo  oooo 

のハ乂 母に 順 ふ 者な り。 是を 以て 孝 經には 嚴父配 天， を 以て 大 孝と 爲 し、 中 庸には 明 
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1 八 二 


父母が 子 

の 遊 學^ 

喜ばざる 

所以 


c  o  o  o  oooo  ooooooooo 

聖人の 德、 又 何 を 以て か 孝に 加 へ. ん やと。 (翁 問答 卷 5 


眞 正の 善に 就く は 孝な b- 

親の 其の 子 を 愛する は 仁な り。 而 して 俗、 名 利を尙 ぶの 意 其の 中に 間 維せ ば、 則 

ち 其の 仁蔽 はれて 愚な り。 是を 以て 人 其の 子の 學を爲 す を 拒む もの あ，^。 而し 

て 其の 子た る もの は 誤って 父 我が 學を 拒む と 謂つ て、 而 して 我が 學を勸 むる 所以 

を 知らざる なり。 蓋し 父の 子の 學を爲 す を 拒む は、 位 祿 功名 本學に 由って 得る を 

知 ら す、 郤 て學 問の 其の 子の 位祿 功名に 害 ある を 患 ふるのみ。 如し 其の 實理 を識 

、 r 

り 得 ば、 則 ち必す 其の 子の 學を 好まざる を 患へ やん ば あるべからざる なり。 然ら 

ば 則ち 其の 學を 拒む 所 は 其の 學を勸 むる 所以に 非す や。 人た る もの 其の 機を識 

得 し て、 而 して 篤志 學を好 み、 自 反して 其の 獨を愼 め ば、 則 ち必ゃ 父の 靈明を 觸發し 

て、 而 して 其の 愚 も 亦氷繹 融通すべし。 森 村 子の 境遇 は 少玆に 似た る もの あ b  、故 

に 特に 擧げて 以て 別に 臨む の 話と なす。 是に 於て 森 村 子、 力 を 用 ふるの 實地を 問 

ふ。 曰 く、 吾 子の 父の 令に 從 はやして 來 し は豈無 父の 心ならん や。 善く 來學の 

義を 知る。 父の 令に 違 ふと 雖も而 かも 實は嚴 父 配 天の 大傾 たるな り。 此の 知 や、 


曾 子 臨終 

の 教戒 


死す と も、 亦 刀 鋸 俊 辱と 何ぞ 異ならん と。 之 は 論語 

ん で、 予 が 手 を 啓 け、 予 が 足 を 啓け と 云 ひ て、 詩 を 引い 

しめされた る こと を 記せり。 曾 子の 本意 は、 血 肉 の 

rrrrrrrr,  r  、、、、、、、、、、、、 

ざると ころ を も て、 天性 仁 孝 の 身 體髮膚 を そこな ひ 

れ たる 事、 孝 經の 聖謨の ごとし。 人の 親と な b て は 

に 止 b  、人 の 兄と な b て は 惠に止 b  、人 の 弟 とな り て 

は 信に 止 b  、富 貴に 素して は 富 貴 を 行 ひ、 貧 賤に 素し 

して は 夷狄 をお こな ひ、 患難に 素して は 患難 をお こ 

水の 流る、 がごと く、 心 の 安く 靜 なる 事 は 山の 定れ 

ふこと あた は す、 天 災地妖 も 殺す こと あた はざる も 

r  r  r  r  ，  r ヽ、 ヽヽ、 ヽ、 ヽ、、 ヽ、、 ヽ oo 

時に 至 b、 脫 胎 神化して a 神の 位に 至る とき は、 天 地 

00000O00  oooooooooooooo 

明 を あは せ、 四 時と 其の 序 を あは せ、 鬼 神と 其の 吉凶 

る。 ^かる 故 に、 南 面の 位に ありて は 帝堯の 君た る 

舜の臣 たるな り。 位 を 得すして 下に あ b て は玄鎏 
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に、 曾 子 臨終のと き 門 弟子 を 呼 

て、 敢て 毀傷せ ざるの 心 法 を 示 

身 體髮膚 を そこな ひて やぶら 

、 、、、、ヽヽ、、、、、、 

やぶらざる こと を あかしめ さ 

慈に 止り 、人の 君 

は 恭に止 h, 、人 の 

て は 貧賤 をお こ 

な ひ、 境 遇 に 意 必 

るが ごと く、 暴 君 

r  、 、 

のな， c\。 もし ま 

o  o  o  o  o  o  o 

と 其の 德を あは 

o  o  o  o  o  o  o 

を 合 せ、 四 表. に 光 

なり。 北面の 位に ありて は 帝 

素 王の 道なら。 

一八 


とな hv てま. 一 1 

朋友 と な， CN て 

な ひ、 夷狄に 素 

の累 なき こと 

汚 吏 も 志 を 奪 

た 聖胎純 熟の 

o  o  o  o  o  o 

せ、 日 月と 其の 

o  o  o  o  0  0 

被し 上下に 格 


孔子 曰 く、 夫 れ 


なへ 德ぅ肉 
りば 性す 體 
不^ • 

孝 失 も 全 


の ffi 謨賢範 の 心 は、 人間の 身體髮 

f  ，  ,  r  、、、、、、、、、 

のな り。 孝經に 示した まふ 身體 

ま も り、 身 にお こな ふ 時 は、 た と ひ 

不孝に あら す、 孝 行なり。 血肉の 

孝の 身 體髮膚 を そこな ひや ぶら 

は 此の 意な り。 天性 仁 孝の 道 を 

、、、r、、  、、、、、、、、 

i き は、 た とひ 身 を 全うして 毛 一 

す、 不孝な り。 血肉の 身 體髮膚 を 

髮膚 をば そこな ひやぶ る 故な. 

賢 範の意 は、 軍 陣戰 場に て 武勇 を 

ぶ b 討死す るが 孝行な り。 若し 

臆病の 惡名 をう けす と も、 不 孝 な 

陳明卿 曰 く、 若 し 曾 子の 心 あら 

も、 手 を 啓き 足 を 啓く と 一 般な り- 


膚は本 * 天性 仁 孝の 凝聚な 

髮膚 これな り。 ^か る 故に 

血肉の 身 體髮膚 をば そこな 

身 體髮膚 をば そこな ひやぶ 

ざるが 故な， 9。 身 を 殺して 

r、r ヽ rr、、、. rrr 

> じに， *H もら す、 身 に お こな は 

、、、rrr、rr、r、 

すぢそ こな ひや ぶら すと い 

ば そこな ひや ぶら やとい へ 

o  o  a  o  o  o  o 

曾 子 曰 く、 戰 陣勇 なき は 孝 

は げ み、 さ きがけ をして 軍功 

武勇 を はげまさ す、 軍 功 をた 

b とい ましめ めされたり。 

ば、 卽 ち寵 比の 身 首 分裂す と 

然ら すん ば 則ち 镢下 に老 
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、*、、、、、、、 

る こと を 示し 铪ふも 

天性 仁 孝の 道 を 心に 

ひやぶ ると い ふと も 

ると いへ ど も、 天 性 仁 

仁 を 成す とのた まふ 

、、、、、、、、、 

やして 惡逆 無道なる 

、、、、、、、、、 

ふ と も、 孝 行に は あら 

ども、 天性 仁 孝の 身體 

o  o  o  o  o 

に 非るな b と。 此の 

をな すと き は、 ffi を 被 

てざる と き は、 た i ひ 


龍 逢ハ夏 ノ桀王 ノ臣、 比 

干ハ殷 ノ紂王 ノ臣、 共 一一 

忠諫チ 以テ殺 サ^。 


戦陣 に異 

なきば 孝 

に 非す 


リ ば^ふ 肉 
孝 全も體 
行 う 德^ 
なぜ 性 害 


を 刈 b ゐ ける ところ へ 虎 ひとつきた b て 楊 fi をく ひ 殺さん とせし を、 楊 香 はし， fts 

かゝ， 9 彼の 虎の 頸に いだきつ. きて、 父の いのち をた すけた、 り。 この 楊 香 はとし 十 

四に なれる 女 なれ ば、 い かつに たけ く、 腕， た ての たしな みな く、 柔軟なる こと 勿論な 

b 。^かれ ど も、 と らを手 うちにし たる は 樊噌に もお とらぬ 武邊 なれ ば、 い か つ、 う 

で だての たしな みは せんなく し て、 孝 忠 仁義の たしな み簡 要な る 事 を わき ま へ 知 

、、、、、、  r、rrr、、r、rrrrrr、  、、、、、、、、、 

るべ し。 されば 楊 香 かくの ごとくの 武勇 は、 た い 父 を ふかく 愛する 一 念の 仁よ hv 

rr，rr,r-r1  、、rr  、、、、、、、  r、r  、、ヽ r  、、、、、、、、 

はたらく ところ なれ ば、 孝 行 忠節の 心 だに 眞實 なれ ば、 誰 人も必 すぶ へ ん つよき 理 

あきらめ やすし。 是 にて 仁義の 勇の 端的 をよ く  體認 ある ベ し。 (翁 問答 卷 三) 

戰死は 孝行 

孝經 に、 身 體髮膚 之 を 父母に 受 く、 敢 て 毀傷せ ざる は 孝の 始 なりと 示した まふ。 

此の 毀傷 は 血肉の 身 體髮膚 を そ こな ひやぶ る ことに は あら す、 孝德 を そこな ひや 

ぶる ことな り。 仁 を 害すとの たま ふ 害の 字の 意 あ，^。 血肉の 身 體髮廣 のこと に 

は あら す、 孝 德 の形體 のこと なり。 仁と は 人な b とのた まふ 人の 字の 意、 形 色 は 天 

性 な り、 惟 聖 人、 然 る 後 以て 形を踐 むべ しと 發 明めされ たる 形 色の 字の 意な り。 此 
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粗暴 は眞 

の 武勇の 

妨 


揚香 孝に 

具 V 


あるひ は 合 

て かな はぬ 事 

事の 時つ ね A 

なる たしな み 

きる が 如し。 

たしな み尤な 

、、、、、、 

武邊 のた すけ 

仔細 は、 い か に 

はなはだしき 

すみて 淺 まし- 

ら  す。：  > ひ あら 

つに たけ く、 腕 

き證據 は、 む か 


孝 

戰の 

な れ 

な る 

そ の 


になる 


こ 


な 

よ 


ん士 

だ て 

し 楊 


る もの はよ 

，あるひ はぶ 

も、 平生 無事 

きふ る まひ 

し。 たと へ 

へ武藝 をな 

、 、 、 r  r 

かつに たけ 

ものに あら 

，腕 だて をた 

て、 必す喧 曄 

ひ 喧嘩の は 

はぢ おそる 

たしな みな 

といへ る 人 


く 勇なら 

へん を は 

の 時は詮 

をた しな 

ば 軍陣の 

らひ 軍法 

、 、、ヽ 

く、 う で だ 

す。 却つ 

しなむ 人 

の 犬 死 を 


らく ベ き 時に は、 で 

き 事な り。 戦陣の 

ぬ る は、 湯 のの みお 

しなみ にと て 平生 

まなぶ はぶ へ んの 

、、、、、、、、 

をた しな み、 A を *  J 
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けき ふるま ひなく 

ためにと て 平生 無 

きと やら ん、 お ろ が 

はなさす 具足 胄を 

たすけ なれ ば、 常 の 

、、、、、、 r、 

ろす 事 を このむ は 

r  、  r  r  、 

となるべし。 その 


ぶ へ んの さまたげ 

_必 す 人 を あなど， ON 輕 しめて 爭 そふ 心 

し、 親 に うれ ひ を か け、 ま 君の 知行 をぬ 

たらき けなげな りと も， が みあ ひの 强き 犬に 異な 

べき 事な つね もの や はら かにし て、 い か 

く て も、 孝 忠 の 心 だに 眞實 なれ ば、 必 やぶ へんの 强 

の むす め 楊 香、 と し 十四の 時 父に したが ひて 山 田 


明德 とい ひ、 仁 義と いふ 名に なづみ 

oooooo  oooo  rr、、 

れ 人の 本心の 異名な り。 此の 本心 

ヽ、 、、、、、、、、  rrrr 

明德 仁義の 心なき は 一 人 もな し。 

也。 此の 孝 忠の心 を あきらかにし 

こな ふとい ふ。 これ を學ぶ を心學 

ooooooooooooo  o 

心眞實 なれ ば、 必 すぶ へ ん つよき も 

のた しなみ ばかり 士道に して 仁義 

oooooooo 

きらめ やすし。 そのうへ、 親に そむ 

ooooooooooooo 〇o 

も 立 ち、 國 も を さまり ぬる 事、 む か し 

、rrrr、、  r、、r、、rr 

士の道 もた ち、 世 も を まま， o たるな 

た 仁義の 道に そむきて 欲の ために 

あらす。 ^かる を 何の 吟味 もな く 

このむ をぶ へ んの たしな みと 心得 

(翁 問答 卷 コー〕 
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て、 實 に まよ ひたる ふしんな b， 明 mil 義 はわ 


しんな り • 加 

はいの ちの^な^  ，は、 い きとし い^る 人 げんに 

親 を 愛する は 仁な b。 君に 忠節 をつ くす は義 

て 正しくお こな ふ を、 明 德を 明かに し、 仁 義 をお 

0000000000  oooo 

とい ふなり。 武邊は 孝忠の 一色に して 孝忠の 

のな り。 此の ことわり を わき まへ ぬれ ば、 武 迻 

をお こな ふ は 士道に あらす とい へ る まよ ひ、 あ 

oooooooo  ooooooooooo  o 

き、 君 に 謀叛して 惡逆を もつ ばらとし て、 士 の 逍 

000000000000、 ヽ 、 、 、、、 、 

も 今 も そのためし なけれ ば、 仁 義の道 をす て 、 

rr  、、、、、、、、  e-  r  r  r  ，  r 

どい へる も、 片 腹いた きこと なるべし。 さて ま 

はたらく 勇 は、 む ほん 人ぬ す 人に し て、 ぶ へんに 

- いかつに たけ く、 腕 だて をして 人 を ころす 事 を 

ぬ る は、 あ さましく なげかし きこと なる ベ し * 


一 七 七 


戦陣 無 勇 

非 孝 也の 

意義 


孝德 もれ 

^戮陣 に 

武功^ 立 

ク 


小 化 

して 大勇 

とす 


陣 に 

、 、 

る 力 

力 な 

o  o 

い て 

も、 戰 

義な 

理を 

却 つ 


o  o  o 

あら ざ 


勇な き は 孝 

孝 德の感 通な り。 

rrr、  、、、、 

らす 孝子の 門よ，^ 

oooooooo 

武邊を はげみ、 武功 


君 


陣 において ぶへん 

b。 程 子武學 制に 

たつる こと を しら 

て 眛 方の わざ は ひ 

くい、 義理 をた つる 本心 

ためなり。 よく 體認し 

仁義 も 

盗跖 といへ る盜 は、 世 

は 無益の 事な りと 高 言 
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• この 賫範 のこ ゝろ は、 恩 にむ くい 義理 を 立つ 

、ヽ、 、、、 、、ヽ r  、、ヽ rrrr  、ヽ、  、、、り 

のおん は 親の 恩に ひとしき 廣大 なる 恩德 なり。 中 3 臣は 


o  o  o 

るな h 


いづる もの なれ ば、 孝 德 

oooooooo  r 

をた つる ものな り。 も 

の はげみな き は、 眞 實 の 

孝經を 添へ いれめされ 

ざる もの は、 生 れっきけ 

にもなる ものな ま 

を あきらかにさ せ、 血 氣 

て 孝行の 端的 を 得心 あ 

亦 士道な b 

けんに ぬすみに ました 

せ し と、 か た b つたへ し 


o  o 


あきらかなる もの は、 必 す戰陣 にお 

しつね  <.>  孝行 忠節の ふり ありて 

、、、、、、 

孝行に あらす と、 い ましめ はげます 

たり。 此の こ ゝろは 恩 をむ くい 義 

なげにても 主君の 用に 立ちが たし. 

かるに よつ て、 孝 經を をし へ、 恩に む 

の 勇 を 化して 仁義の 勇と なすべ き 

る ベ し。 (翁 問答 卷 三) 


る よき 事な し、 堯舜禹 湯の 仁義 だて 

も あれ ば、 ま よへ る 凡夫 はさ やうの 


心 得 (明 德、 仁 義の 心學は 士道に 不必要な りとの 見 解) も 尤 な 坷 ^かれ ども、 それ は 


道 ひ 耍ひ孝 事 上 
I  、道 、行す 帝 
い 又と 至と るに 
ふ 懦ぃ锒 いな 奉 


神理 にて 観ば 、聖人 も 賢人 も、 釋 迦も 達磨 も、 儒 者 も佛者 も、 我 も 人 も、 世 界 のうちに あ 

りと あらゆる ほどの 人の 形 有る もの は、 皇 上 帝、 天 神 地祇の 子孫な り。 さて また 儒 

道 は、 す な はち 皇上 帝、 天 神 地 « の 神道 なれ ば、 人 間の 形 有 b て、 儒 道 を そし b そむく 

は、 其 の 先祖 父母の 道 を そし b て、 其 の 命 を そむくな， 9。 まへ に 論す る ごと く、 我 人 

oooooooooooo  00000000000000000000000 

の大 始祖の 皇上 帝、 大 父母の 天神地祇の 命 をお それう やま ひ、 其 の 神道 を 欽^して 

o  o  o  o  ©  ©  o  oo〇o©©©®〇  oooooooooooo 

受用 する を 孝行と 名づ け、 又 至德要 道と 名づ け、 ま た 儒道と 名づ く。 これ を敎 ふる 

を儒敎 とい ひ、 之 を學ぶ を儒學 とい ひ、 これ をよ く學び て、 心 に まも り、 身 にお こな ふ 

を 儒者と いふなり。 問答 卷四) 

武邊 の眞義 ， 

三 經の 中に 孝行 を說 き、 忠 節を說 き、 勇 强を說 き 給 ふと こ ろ、 正 眞の武 

oooooooooooooooooooooooo 

邊の敎 なに されば 孝行 忠節の ために かせぎ はたらく. W: を 武邊と は 

ooooo  、ヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽ、 rrr ヽ、、 r ヽヽ ヽ、、 rr、r、、 

名 づけたり。 孝行 忠節に そむきた る はたらきの けなげ はむ ほん 人 または 盜 I」 云 

r  、  、  r  r 

ふ ものな，^。 此の こ. とわり は 知，^ やすき ことなれ ど も、 わ きま へ たる 人 まれなる 

にや。 むほん にん を も武邊 者な りと ほむる 風 俗、 あ さましく なげかし。 曾 子 曰、 戰 
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三！^ 孝經、 

大學、 中庸 チ 

サ シ ティブ o 


孝忠に 基 

く 勇^ 眞 

の武 とす 
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濡道 は 孝 

な 第一 と 

す 


中外： -1 通 

する 公道 


上帝 は 人 

倫の 始祖 


き 


そ 


眞 

ふ 

0 


よ 

德 

し、 


にっか 


よ 

ま 


ぺ 

を 

て 


.& 也 


體認 ある ベ し。 (翁 問答 卷四) 

全 孝の 心 法は眞 儒と なる 工夫 

儒 逍を行 ふ 工夫 は、 先 自満の 浮 氣、 名 利の 欲心 をす て、 間 思雜盧 の妄を のぞ 

心 源 をす ま し、 全 孝の 心 法を受 用す る を 根本 第一と す。 さて 世間に まじ 

作 法 は、 其 の 國、 其 の處の 風俗 を 本と し、 何 事も圭 角な く、 目 にた、 ぬ 檨に取 

かに も 作法う や 7/^ しく 謙 德を守 b、 か b そめに も 人に まさらん と あら 

な く、 孝 悌 忠信の 遨を 根に 入れて つとめおこな ひ、 親 に は 孝行 をつ く し、 君 

て は 忠節 を はげま し、 よ b お や、 位 高 き 人、 年 老いた る 人、 德 たかき 人な ど を 

ひ、 友 だち にたの もしく 義理 をた て、 兄 弟の 間に は友恭 をお こな ひ、 妻 子 に 

ほどこすべし。 かくの ごとくに お こな ふ を 騰 道 をお こな ふと は 云 ふな 

ヽヽヽ ヽヽ、 、ヽ， -、、 rr ヽヽ、 rr.rlrrrrrr 

にお こな ひて さは， 9 ある 所 は、 世 界 のうちに は ある まじく 候。 よく 

つとめおこな はるべき 事な b。 (翁 問答 卷四) 

儒道 は卽 孝道 

、、、、r、r、、、、、r、r、rr、rr、rrrrrr  、、 

祇は萬 物の 父母 なれ ば、 太 虛の皇 上帝 は 人倫の 太龃 にて まします。 此の 


す 全 德に體 軍 
^性 あのな 
意 のら 保る 
味 保す 全 肉 


孝の 始の 

本教 


一 念の 惡心 にて おや 

之 を 父母に 受 く、 敢 て 毀 

る もの は、  > ひ も 

髮膚も 本、 我が 

我が 心性に あ 

、、、、、、 

は卽ち 父母の 

ち 父母の 德性 

道に して 貴き 

り。 身 體髮膚 

凶德 なり。 此 

用す る始な b 

雜盧 などの 邪 

そこな ひやぶ 


厥の 德を聿 ベ 


性 も身體 

身 體髮膚 

ら す、 父 母 

身 體髮膚 

、 r  、 、 

を そこな 

ものな り 

の 主 本た 

の 道理 を 

と敎 へた 

念を克 ち 

る こ と み 

修む とい 


の 身 を そこな ひやぶ る 

rr，rf-，，r,r， 

傷せ ざる は 孝の 始 なり- 

も 毛 髮も皆 親の 心性 身 

に あらす、 親 の 身 體髮膚 

の 心性な hs。  ^かる 故 

、ヽ r、、 、、ヽ ヽ、 

を そこな ひやぶ るな b_ 

、、、、、、、、 

ひやぶ * る ものな， cs。 身 

. いやしき 身 體髮膚 を 

o  o 〇 o  O  o  o  • 

る 天 の 尊 爵の德 性 を そ 

明に わき まへ て 心に よ 

まふな， 此の 聖謨を 

すてす して 我が 德性を 

明な り。 孝經 この 節の 

へ る 詩 を 引 いて 結びた 


1 云 ふ 子細 は、 孝經に 曰く、 身 體髮膚 

• この 鎏 謨の心 は 我が身に そな は 

體毛髮 を 受けた る もの なれ ば、 A 體 

なり。 身 體髮膚 の 主 本た る 心性 も 

、、 、、ヽ r.、rrrr  、ヽ ヽ、 

に、 我 が 身 體髮膚 を そこな ひやぶ る 

、、、、、、、、へ、、、、、 

我が 德性を そこな ひやぶ る は S 

體髮膚 は 器に してい やし く、 德 性 は 

そこな ひやぶ る も、 大 惡 逆、 大 凶 德 な 

こな ひやぶ る は、 猶 ほ 以て 大惡 逆、 大 

く 守 b  、敢 て 毀傷せ ざる は 孝 德を受 

よく 體 察すれ ば、 名 利 の 欲、 習 心、 間 思 

そこな ふとき は、 卽 ち 父母の 德性を 

終に 爾の祖 を 念 ふこと 無から んゃ、 

ま ふ も、 此 の 意 を 示し 給 はんため な 
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七 二 


fHSS 禮 


全 孝の 心 

法 は致茛 

知に 歸す 


良知の 蒈 

0 


意 


とい ふ。 其の 親 を 敬せ すし 

、r、、rrrr、、 

り。 かくの ごとくなる 孝德 

全 孝の 心 法、 その 廣大高 明 

, ヽ、、 r  r  oooooo 

ころの 本 實は身 をた て 道 を 

、、、、、、 rrr  000 

明德を 明に する 本 は 良知 を 

oooooooo  OOOO 

、り ざ の 親 を 愛敬す る 最初 一 

o〇ooo  、、、、、、 

の 知 を 云 ふ。 この 良知 は 磨 

、、、、、、  rr、r、、 

る慇痴 不肖の 凡夫 心に も 明 

し 嵇 として 工夫す るな り。 

のす こし お こ る 時に 良知 を 

の 邪念お こる とき は、 我 お や 

な り て、 幽 にして は 六極莫 重 

肉 刑 を 受くぺ き 魔 心な りと 

和 通 やる 至德の 獨樂を もと 


て 他人 を 敬す る もの は- 

全體の 天眞を 明に する 

、、、、、、、、、、 

なること 神明に 通 じ、 六 

o  o  ， 1 ，  、 、、ヽ 

行 ふに あり。 身 をた て 

OOO  0000  0  00 

鏡と して 獨を愼 むに あ 

ooooo  ooooo 

念 を 根本と して、 善惡の 

、 、 、 ラ すろ 、、そ、、、 

けど も磷か す、 涅 むれ ど 

、 r  、  r  、 、 、 

にある ものな， 9。  ^か 

大學の 致 知 格 物の 工夫 

鏡 と し、 よ く 省察 吟味し 

の 身 を そこな ひやぶ る 

の鬼責 を. う け、 明 にして 

おそれ 愼 み、 火 急に 克ち 

むる 工夫 を 云 ふな b。 


之 を悖禮 とい ふと 戒めた まへ 

、• ヽヽ ooooor、、、、 

H 夫 を 全 孝の 心 法と 云 ふな b 

い、、、、、 、、、、、、、 

合に わたると い へど も、 約 る と 

ノ ヽ、、 、 、、r、、rrr 

遨 をお こな ふ 本 は 明德に あり。 

o  o  oooooo  DOOO 

り。 良知と は 赤子 孩提の 時よ 

OOOOOOOOODOOO 

分 別、 是 非 を * 實に辨 する 德性 

、 くろ 、、 ヽ、. 、、、、、、、 

も緇 まざる 靈明 なれ ば、 い か な 

る 故に、 此の 良 知 を 工夫の 鏡と 

これな hs  ノ 獨を愼 むと は、 一 念 

て 名利の 欲、 習 心、 問 思雜盧 など 

不孝の 罪人と 

は 五 刑 莫大の 


去って 神明 


害^ 洪範 -1 「 一 曰 凶 短 

折、 二 曰疾、 三 曰薆、 

四 曰 貧、 五 曰惡、 六 曰 

弱」 ト ァリ、 窮極 セ ^ 

惡事 チイ フナ リ。 五 刑 

" 墨、 劓、 剕、 宮、 大 

鋅 ノ五ノ 刑罰 チイ フ。 


孝 德の本 

義^ 辨ふ 

ぺ L 


於，， 四 海； 無， 所 k 不， 通。 詩 曰。 自 身 東 、貝 南 自， 北、 無 & 不^服。 曾 子 曰、 夫 孝、？ 之、 而 ま 乎 天地； 

^之、 而 橫，， 乎 四 海； 施，， 諸 後 世； 而 無，， 朝 夕；. 推而 放，， 諸 東 海， 而 準、 推 而 放 „ 諸 西 海； 而 準、 推 而 放，， 

諸 南 海， 而 準、 推 而 準、 推 而 放-諸 北 海， 而 準。 詩 曰。 貝 西 貝 東、 自 貝 北、 無，， 思 不, 服。 此 之 謂 也。 

又 H  。衆 之 本敎戸 孝。 其 行 曰 養 可 也。； 敬^ 難。 敬 可， 能 也。 安爲， 難。 安 可 ，能 也。 

卒爲， 難。 父母 旣沒。 愼 行-其 身； 不 遺，， 父母 惡名； 可 i„ 能 終， 矣。 仁者 仁お 者 也。 禮者 

履， 此者 也。 義者宜 お 者 也。 信者 信お 者 也。 強者 强， 此者 也。 樂者声 順， 此生。 刑自 

fek 此作。 孟子 曰。 仁 之實、 事 是也。 義之實 、從， 兄是 也" 智. 之實 、知- 斯ニ 者， 弗 ^是 也， 

禮之實 、節，， 文斯 二者， 是也。 樂之實 、樂， -此 二者； 樂則 生矣。 生則惡 可^ I 也。 惡可， 巳、 則不 

あ，， 足 之 蹈&、 手 之 舞乏。 禮記 曰。 仁人 不蘊¥ つ 物。 孝子 不^, 乎， 物。 是故、 仁人 之 事 k 也、 

如^^ 天。 事 k 、，事 ヒ親。 是 故 孝 子 成. 身。 

以上の ® 謨 « 範 をよ く熟讀 して、 孝德. の 親切、 眞 實、 廣 大、 高 明、 無 上、 無 外、 至 尊、 無 對 に 

ooooooooooooooooooooooo 

し て、 孝 の 外に は德 もな く、 道 もな き 事 を 明に 辨ふ べし。 たと ひ 其の 行ふ德 よしと 

いふと も、 孝 德の 天眞に そむき ぬれ ば、 天 威の ゆるさ^る ところ 君子の たっとば ざ 

る 所な， り。 ^かる 故 に、 孝 經 に、 其 の 親 を 愛せす して 他人 を 愛する もの は、 之 を悖德 
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孝の 本體 

は 絕對無 


o  o 

へ な 


1 七 o 

へ 給 ふ • さて ま た、 父 子の 親 を はじめに おき 給 ひ て、 朋 友の 信 を 終に おきた まふ こ 

00.00000-00  oooooo  oooooooooooo. 

, J ろ は、 孝 は 三 極の 至 要、 百 行の みなもと にし て、 五 典み な 孝行なる こと をし めさん 

た め に、 父 子の 親 を はじめに をし へ 給 ひ て、 さ て 孝德を あきらかにす るに は、 朋 友 の 

善 をせ むる をた すけと する 事 をし めさん ため に、 朋 友の 信 を を は hs に をし へ 給 ふ 

友 を 以て 仁を輔 くと いへ る も、 この こ、 ろな り。 畢竟 五敎 みな 孝行の をし 

- た^ 凡夫の ために 五 典、 十 義を わけてし めした まふな り。 至德要 道、 三 才 

心 法、 よ く/ \ 受用 あるべし。 (同 上) 

孝 の 本 體 

夫 孝德は 中和 を體 段と し、 愛 敬 を本實 とす。 方寸のう ちに そな は b て、 大 靈に充 

塞 し、 六 合 を包羅 し、 上 は 無始の 往古に 達し、 下 は 無窮の 未來に 徹し、 生死 幽明 有無の 

しゃべ つな く、 上 もな く 外 もな き 神道なる ゆ ゑ に、 至 德要 道と なづけた まふ。 (同上 リ 

全 孝の 心 法 

孝經 曰、 夫 孝 天之經 也、 地之義 也、 民 之 行 也。 天地 之 經、 而 民 是 則， 之。 又 曰、 天 地 之 性、 

人 爲^ 貝。 人 之 行、 莫， 大， 於， 孝、 孝 莫^ K, 於 Jg, 父、 嚴 k 莫， さ 於 龃. 天。 又 曰、 孝悌 之 至、 通， 於-神明，、 光- 


曾 子の 

o  o 

な り 

貫 の 


父子の 奴 

は 萬 化の 

^なリ 


孝 は 人 極 

の 第 一 義 


し た が ひ、 そ れぐの 

を 謀、 りさ だむべし。 

孝 は 

oooooooo 

父子の 親 は 萬 化の 

なり。 夫婦の 別 は 人 

倫の うちにての 綱要 

めに 論じた まふ。 さ 

k そのうへ 五偷の 

番に 父子 有 ご 親 と をし 

をう つし て、 君 にっか 

二ばん に 君臣 有 ，義 と 

やしきに よつ て、 第三 

同胞の 愛お もき ゆ ゑ 

弟 なれ ど も、 天 偷 同胞 

ニ篇 孝道 


運^ をかん が へ て、 本分の 生理、 士農工商 のうち 生瑰ハ 生活 ノ道テ 

ィフ， 現今 ノ 使用 

これ 子に をし ふるの 大方な. 9。 (同上)  一法 ト異ナ I 

五敎の 首位 

みなもと、 夭 叙の 本な り。 君臣の 義は立 極の 大義、 明 偷の主 本 

倫 化生の も と、 子 孫 相續の はじめな り。 此の 三つの もの は、 五 

なる ゆ ゑに 三 綱と なづけたり。 ^かる ゆ ゑに 三 綱 を 先 はじ 

て 三 綱の うちにて 父子の みち は 天性に て、 君臣 の義を 包みた 

遨 みな 孝行の 條目 なれ ば、 孝 は 人 極の 第 一 義 なる によって、 一 

へ 給 ふ。 君 はお やの 恩に ひとしき ゆ ゑ に、 お やにつ かふる 孝 

うまつ る 忠節と なす。 其のう へ明偷 のま 本なる によつ て、 第 

をし へた まふ。 夫婦の 別 もお もしと いへ ど も、 君 父よ b はい 

番に 夫婦 有， 別 と をし へた まふ。 兄弟 は 天偷 のした し び、 骨 肉 

に、 第 四番に 長幼 有 fe: と をし へた まふ。 朋友 は 異親同 氣の兄 

のした しみより はかろ きに よつ て、 第 五番に 朋友 齊信 と をし 

閼 する 論説  一六 九 


就 の 父 擇乳 
學 修母母 
德自 の 
M 選 


一六 < 

すが ごとし。 國 土の 方 角、 水 土の 風氣 によつ て、 人 間の うまれつき 少し づ 、か はり 

ありと い へど も、 詞 つきに は 元來京 田舍の 差別な き 故 に、 赤 子のと きょ. 9 京に て そ 

だて ぬれ ば、 關 東に て 生れた る もの も 京 ことばに な b  、關 柬 にて そだて ぬれ ば、 京 に 

て 生れた る もの も關東 ことばになる ご とく、 を さなき もの、 こ、 ろ だ て、 身 もち も- 

父 母、 め のとな どの 心： u て、 身 もち を 見 あやか り、 き 、あやかる によつ て、 父 母、 め の と 

の 德敎を 子孫に をし ふる 根本と す。 ^かる ゆ ゑ に、 乳 母の 人 がら を えら び、 父 a: の 

身 を を さめ 心 をた いしくして、 全 孝の みちをく ちに かた り、 身 にお こな ひ て、 を し へ 

の 根本 を 培養す ベ し。 

八つ 九つに もな りぬ る 時 は、 生 れっき 利根なる ものに は孝經 をよ ま せ、 を Ky  ( 

孝經の 大意 を とききかせ て、 道 を さとる もと ゐ とな し、 六 藝 のうち 急用なる 藝ょ b 

そ ろ となら は し、 才 德 兼備の をし へ を專丄 すべし。 生れつき 憨鈍 にして さい 

とく 兼備の のぞみな b がた きに は、 孝 鑀の 義理 をい つと なく かたりき かせ て、 孝 經 

の 本心 をう しな はやし て、 好 人と なる をし へを專 とすべし • 盛 童の 時よりの をし 

へ は、 師 匠と 友 i を えらぶ を をし への 眼と す。 さてす ぎ は ひ は、 そ れ <\ - の 器用に 


低能 兒数 

育法 

载業の 選 


胎 の 子 
敎 道 孫 
敎 
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ありと 
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o  o  o 

化は德 
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云 へ ど も、 心 

なれば、 一 旦 

る ものな， 9 

この 人に い 

皆田 M ほ ま 

V6 ゆめ こ 

ぬ ものな 

無下に 淺 

子孫に を 

だに も 母 

をし へ は 

へぬ るば 

o  o  o 

敎 なり。 く 

ら變！ K する 


ねお けて 本心の 孝德 なき 

えいぐ わに ほこる とい へ 

一 たと ひせつ めつ せ ざれ 

たりて 相績せ ざれば 子な 

をのみ 無上の ものな b と 

しらざる ゆ ゑ に、 た う ざ の 

とお も ひ、 本 末 是非 を 云 ひ 

し。 

ふるに は 幼少のと きを 根 

の敎化 あり。 いま 時の 人 

きものな りと 田 心へ き 

を をし へ と 田 5 ふよ b お 

ちに て は をし へす し て、 我 


の は、 天 地 

も、 か な ら 


鬼 W 

す 一 


も あ る 

に ひと 

ひ て、 は 

あはせ 

だして 


を德敎 


ふ。 たと へば 水 


と す 

至理 

の 眞 

身 を 

の 物 


に 力 

し。 
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め 


、無上 


力 

る 


ひ 

ち 


にくろ すて 

二 代のう ち 

き 人 がらに 

へる 人 は、 眼 

、を は なき 

れ ば、 そ の 外 

のしみ ある 

胎敎 とて、 胎 

ゆ ゑ に、 を さ 

し て、 た U.  口 


たま ふ 

に 子孫 

て、 先祖 

前 の 一 

至德の 

i な： 

事 をし 

內 にあ 

なきう 

に て、 い 


o  o  o  o  o  o 

り。 根本 眞實 の敎 

おこな ひ て、 人 の お 

ほ し、 火 の もの を かわか 


第二 篇 孝道に 閼 する 論說  一 六 七 


貴に 執著 

する は 迷 

なリ 


習惯 養成 


る^子 窓 

に 成の の 

あ 就才道 

リ す aui 


1 六 六 

孝と 云 ふな り。 

親の 子 を 慈愛す るに は 道 藝を敎 へて 子の 才德を 成就す る を 本と す" 當 座の 苦 

勞 をいた はりて 子の ねが ひの まゝに 育てぬ る を 姑息の 愛と 云 ふ。 姑息の 愛 をば、 

牴犢 の 愛と て 牛の 子 を そだつる にたと へた. 9。 姑息の 愛 は、 さ しあた，^ て は 慈愛 

に 似 たれ ど も、 そ の 子氣隨 になり て、 才 も な く、 德 も な く、 と りけ だものに ちかくな b 

ぬ れ ば、 畢 竟は子 をに くみて あしき 道へ ひきいる ゝ におな じ。 そのうへ わがみ は 

VVVDVVVDVVVVVVVVV  VVOVVVVVVVDDVVVVV 

おやに うけ たれ ば、 す な はち 親の 身なり。 おやに うけた る わが 身 を わけ て、 子 の 身 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV  ©@©@@©@@© 

となした る もの なれ ば、 子 の 身 もこん ぼん はお やの 身な，^。 子 をむ ざと そだて ゝ 

あしきみ ちへ ひきいる ゝ は、 お やの 身を惡 道へ おとしい る \ にこと ならざる ゆ ゑ 

に、 子 によく を P へざる は大 不孝の 第 一 なり。 さて 又い へ をお こすも 子孫な b  、家 

を やぶる も 子孫な り。 子孫に 道 を をし へす して 子孫の 繁昌 を もとむ る は、 あ し な 

くて 行く こと をね がふに ひとし。 子孫のう まれつ きさま あ て、 一 槪に をし 

へ の 法 を ろんじが たし とい へ ど も、 ま づ遨を をし へ て 本心の 孝德を あきらかにす 

る を をし への 根本と す。 才藝 人に すぐ れ、 し あはせ 無類に して、 にんげんの ほまれ 


姑 胤の 愛 

は不怒 に 

L て又不 

孝な リ 

子の 教養 

な 誤る は 

大 不孝な 


葬 
祭 


幾 


體 

の 
道 
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、、、^*  、、、、、、 

妻子の 私用 を 第二に し 

、、、、、、、、、、 

さ げ、 い かに も よろこぶ 

、、、、、、、、、、 

ま た， や まひ あるとき は 

、、、、、、、 

ふの 大 がい なら。， 
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きとき は、 是 非 利害 を あ 

ていか h- をな さ ば、 別 し 

さ 力ら 名 一 〈力ら 1 か 

友 をた のみてい さむべ 

の 第 一 なる ゆ ゑな hs。 

父母の 天 年 かぎ b あ 

こと をつ く し、 fjs 法 を も 

祌 にっか へ、 四時 俗 節 忌 


、、、、、、、、、 、、 

たが ひ て、 十分 に 心 力 をつ 


^、、rr、r、 

て、 1 家の うちにて 

、、、、、、、、 

色 をつ く し、 父 0 の 

、 、、ヽ 、ヽ 、ヽ 

察 治 を もと 
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ら ば、 rs* 

きら 力 
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つて 葬 
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となく 父^ 

にかた りの 

よろ こばし 

とくいくた 

やの 遨 にい 

がき わかれ 
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に 誠 敬 をつ 
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ベ し- 

し、 敬 
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を つ 


も 

を 起 

る、 ひ 

か に 

た る 

く し 


力 

、 

、 

、 

な 


へ b み や、 我 が 身と 

へ、 衣服の 輕煖を さ 

、、、、、、、、 

，つに と b な し、 も し 

、、、、、、、、 

ぬ る は、 よ くやしな 


む 

て 一 

る 


べし。 かんごな 

ゆよ ろ こばす し 

おやの いかりに 

やの あ ひくち の 

やうに する が、 孝 


合 莫の孝 をお しき 


と き は、 か なしび のま 

-宗 廟祠堂 をた て 、鬼 

はむ る を 子の 
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六 五 


體桊 大孝 
志 綱 行 
と の 

養 二 


1 六 四 

く、 あ てが ひ 道 あるに 孝行なる は、 お こな ひやす き 境界 なれ ば、 さ して 孝行と 云 ふ ベ 

きに も あらす。 おやの いつくしみ あさ く、 あ てが ひ 無道なる に 孝行なる こ そ、 ま >  J 

とに あ b がた き 孝子 なれ。 大舜 のお こな ひ 給 ふ 孝行に てよ く體認 すべし。 吴天 

VDVVVDVVVVVVDDVDVVVVDVDVVDVVVDVVVDD 

罔 極の 恩た かき 親 と， 毛 頭 恩な き 道行 づれの 人と 同じく 思 ひなす は あさまし きま 

D  V  V  V 

よ ひな h -。 此の まよ ひふかき 人 はかなら す 天罰 をう くる ものな， 9。 おそれつ ゝ 

しむべき ことな， o。 孝行の 條目 あまた ありと いへ ど も、 畢 覚はニ 箇條に つ ^まれ 

り。 第一に は 父母の 心の 安樂なる やうに するな，^。 第二に は 父母の 身 をよ くう 

やま ひやしな ふなり。 

、、、、、、、、、、  r、、r、、、、 、、、 、ヽ、 r  、、、、、、、、  r 

父 W の 心の 安樂なる やうに する に は、 先 わが 身を修 め、 心 を 正しくして 好 人と な 

、ヽ、 、、、、、、 ヽ、、 、、、r、、  r、、r、、、、、r、、rrr、、 

b  、そ れ のす ぎ は ひの 所作 をよ くつ と め、 财 用 を 節すれ ば、 父 ゆの 心 に、 子 の わざ 

、、、、、、、、、、、、、 r 飞、 飞、  、、、、、、、、、、、、、へ、、 

は ひに あ ひ 貧窮に およぶべき おそれな し" さて 妻子 臣妾 をよ く敎 化し て、 家 內 の 

r，，，，rrrrrr，rrr，r,  、、、、、、、、、 ヽヽ、 ヽ、、 、、 

人み な 聲をゃ はら げ、 氣 を 下して 父^ を 愛 敬 し、 か り そめの 下知 も そむきお こたら 

1 、、ヽ ヽ、 ヽ 、、、 、、ヽ r、  oooooooooooooooooooo 

す、 兄 弟 一 族 和睦す る やうに すれ ば、 父 はの 目に ふ れ、 耳 に 入る こ と、 み な 父母の 心に 

000030000000000000  / 

かな ひ て、 お のづ から 安樂になる ものな， 9。 


養志の 道 


すな子て 不な るて 親 
奇孝而 慈 リは干 怒 
特な かに 、常 孝 I こ 
i ろ も し轵 熊な し 


oo.+  ooooooooooooooo  oooooooooooooo  o 

なし。 また 妻妾 をた のしむべき ものな し。 また 子に わけあた ふべき 身な し- お 

0r-000000000000000000  OOOOOOOOOOOO  O 

貴 も 妻妾 も 子 も、 此 の 身 あ b ての たのしみな 身 をう けたる 人 は 父 ゆな， o。 父 

oooooooo.oooo〇〇o〇r>ooo コ oooooooooooooo 

母 此の 身 をう みたる ゆ ゑ に、 富 貴の 外 飾 を も う け、 妻 妾の たのしみ を もな し、 子 を そ 

OOOOOOOOOOOO  o〇〇r5f, ノ  GOOOOOOOOOO ひ o ご oooo 

だて 、老後の たすけと も すれ ば、 富 貴 をさづ くる 人の おん も、 根 本 は 父 ほのおん な 

り。 何事 もみな 父母の 恩なら ざる はなし。 父母の 恩 は廣大 無類に し て、 お んの大 

®  ®  ®  ®  OOOOOOOOOOOO  dooooooooooooooooo 

根本な り。 ^かる ゆ ゑに 父母 を 愛敬す る を 本と し、 お しひろ め て、 餘 の 人倫 を 愛敬 

OOOOOOOOOOOO  〇〇ooo 

し 道 をお こな ふ を、 孝 と 云 ひ、 順 德と いふ。 大根 本の 恩 を わすれ て、 父 母 をば あい け 

い せ やして 枝葉の ち ひさき 悶を むくいん と、 他 人 を あいけい する を 不孝と い ふ、 悖 

德と いふ。 悖 德の人 は、 た とひ 才能 人に すぐれたり と も、 眞 實の 人に あらす。 かな 

らす 終に は 神明の 罰に あたる ものな h -。 

おやの いつくしみ あさ く、 不 義 無道の 擬作 あるに よって 不孝なる を ば、 ま よへ る 

凡夫 は實 にもと おも ひゆる すと 見えたり。 1 しほ まよ ひのう ちの まよ ひな hs， 

その 仔細 は禮 儀たい しくな さけ ふかく あらば 二 日 もしらぬ 道行 づれな りと も、 骨 

肉の おも ひ をな し、 わ れ また 因^ を もってむ く ゆべ し。 ^かると き は 親の 慈悲 ふか 
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P のに もお とれ 
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くらき を 迷と いふ この 

報 をお 二な ひ、 羊 は 跪 乳の 

おそる ベ さ ことなり 

た り て、 わ れ 人の いましめ 

なら ひに て、 富 貴 を 無上の 

たすけと なる 人 を ば、 か ぎ 

て 辱めと せ す、 父 母 をば あ 

かりの 、し て あさまし" 

をす て 、わが 子 を やしな 

ひ あれ ば" う らみを ふくみ 
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o  o  o  o  o  o  o 
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おも ひ 入 り、 第 一 の 

う や ま ひ追從 し、 惡 

にあ ひしら ひ、! 言 

ひ は 父母に そむき 

hs。 もし また 親の 

たきの 思 をな せ b 

、我が身 をかざる 恩 

た の しむ ゆ ゑな b 

oooooooo 

富貴の 外 飾 を か ざ 


ねが ひと すれ 

言 のい か b を 
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慈 悲 あ さ く、 不 

„  を も i 

あるに よって 
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o  o  o  o  o  o 

るべき したお 


せ ぉぜ 恩 父  リる 之に なり 思 
んらは ソぉ母  もな 却る に德 

開 孝體の  の 忘つ が 麼ゎ 

發 厚  わるて 故大ま 


なくよ ろ こ 

ば、 お きふし 

3  o  o  o 

父母 かく 
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れ ば、 人 の 子 

3  o  o  a  o 

父母の おん 
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〇 〇 o  o 

すお にい 

o  o  o  o 
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えたり。 

にいた る 

ふ は孝德 

本心の 孝 

れ、 明 德. の 

o 〇 o  o 

父^の 厚 

o  o  o 〇 - 

の ひか， 9 

o  o  o 

す ベ し。 


また 才德も 人に 劣 b  、し あ は 
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ごとくの 苦勞 をつ み て、 子 

ooooooooooo 

る ま で、 父母 の 千 辛 萬 苦の 

o  o  o  o  o  o  o 

每. よ も ふかし。 4^ まり 

いんこ と を わすれ、 か へ つ 

間の かたち ある ほどの も 

でも、 一 飯の 恩 をむ くいん 

ほんしん ある ゆ ゑ に、 そ の 

あ て 父母の おん をむ く 

の ひかむ くら く、 心 の ffl に 

ooooooooooo 

をよ く體認 して 、一飯のお 

o  ooooooooooo  ooooo 

きら かにし て、 ハ乂 母の 厚恩 を 報いん と ^ 

の 1 念 を もて 孝行の はじめと な し、 孝 經 

1 六 一 


せ もよ ろし か 

o  o  o  o  o  o 

の 身 を 養 ひそ 

o  o  o  o  o 

¥ 恩なら ざる. 

に廣大 無類の 

て ras ありと も、 

の は、 い かなる 

と m,u はざる は 

はづれ のす こ 

いんこと を わ 

まよ ふゆ ゑな 

o  o  -  o  o  o  o 

^にくらべ て 


ら ざれ 

o  o  o 

だてた 

o  o  o 

は な し。 

恩なる 

おんな 

愚痴 不 

ある ま 

しく あ 

すれ ぬ 

o 

九 

o  o  o 

リ o  o  o 

ふ 本 心 

の iS 謨 


ふ 立 梯配 づ敎  勞哺 悩 分 苦 懷べ恩 はう 孝 以 S 

M 偶 か 育  育 娩 惱孕 し^ 父ぜ德 け 

な の ひの  のの 中 知 母ん な る 

希 選 心  劬 苦の るのに 全 所 


は 人間 百行の 源、 人 倫 第一の 急 

き 給へ， 5。 孝德を 明に せんと 

胎 育の はじめよ， o. 十 箇月の 

な りダ は 孕 子の 保 全、 產 育の あ 

ろに わすれ や、 臨 產の 時に いた 

煩 熱の くるしみ をいだ けり。 

を な し、 母 は ぬれた るし とねに 

ぬ れ ば、 母 の 身 屈伸 をな さ す、 身 

く、 衣 裳、 身 のつ くろ ひな どい と 

^し 少し にても やみ ぬれ ば、 醫 

乳哺 三年の あ ひ だ、 父 母の 辛勞 

入學 のとし になり ぬれ ば、 師 

れんこと をね が ひ、 旣 に 有 室の 

さ かえん こと を 謀 b ねが ひ、 そ 


務 

ん 

幸 

を 


ooooooooooooooooooo 

ゆ ゑに、 聖人の 五敎 に 、父 子 親 あ b と 第 一 に說 


1 六. o 

oooooooooooooof 

なる  > 

ふ に は、 ま づ 父母の 恩德を 観念す ベ し。 

ひ だ 、母 は懷 孕の くるしみ をう け、 十 病 九死の 身と 

をん なるべき 事 を 願 ひ うれ ひて、 千 辛 萬 苦 を ここ 

て は a* の 身 はき， 9 さく ほどの 隙 をう け、 父 の、 じ は 

にして 母子 あん をん. なれば、 一 命 再績の よろこび 

て 子 をば かわけ る裀に ふさし め、 子 よくね ぶ b 

づきけ がれて も、 ゆ あ び、 か みあら ふ ベ き 暇 もな 

Ky み だ し、 子 の安穩 を 思 ふより ほか は 他念な し。 

も と め、 神 にいの b  、身 を もて か はらん こと を 思 ふ. 

のかす を 知ら す。 

も と め、 逍 を をし へ、 藝 をなら は せ、 ネ 德は 人に すぐ 

しにいた b ぬれば K 躧を もと め、 家 業 を 立 て、 と み 


し 


力 


の 子才德 人に まさ h へし あはせ もよ く、 榮 え ぬ れ ば. 限 


な 典 別 道 律 道 リ m す 地の た 我  不 はも一 

る 十ぜ德 德出は 萬 中る が  孝ざ^ 言 

義 ば^ の づ心 物 I こ 孝 本  なれに 一 

と 五細自 ぶ 存天德 心  りば 合 行 


おそる ゝ もみな 不孝な り。 一 言 の いつは b も 不孝な り。 まして 不義 無道 を 身に 

おこな ひ、 死 すべ きと ころに て 死せ す、 死 ぬま じき 所に てい ぬ 死 をな し、 と る まじき 

物 をむ さぶ h- 、と るべ き 物 を とらす して 飢寒に およびな どす る は、 み な もって. の ほ 

か大 なる 不孝な り。 心に かけて っゝ しみ まもるべき ことな-^。 此の 道理 をし， 9 

あきらめて 心に まも b  、身 にお こな ふ を 儒者の 學 問と 云 ふなり。 世間に がくもん 

する 人 はたく さん あれ ど も、 此 の ほんい を さと b 得た る 人 まれな b 。(同上) 

孝 德の本 有 及び 孝德實 行の 道 

天地 萬 物 皆 神明 靈 光のう ちに 造化す る ものなる によつ て、 わ が 心の 孝德ぁ き ら 

かなれ ば、 神 明に 通 じ、 四 海に あきらかなる 故 に、 天 地ばん ぶつみ なわが 本心 孝德の 

うちに ある ものな，^。 まよ へ るん は  > ひ は 身のう ちにば か b あ hslJE ぬ へ ど も、 根 本 

は 心の 內に 生れ 出で たる 身なり。 然る 故に さと， 9 たる 眼に は 内 外 幽明 有無 の 差 

o 〇 o  o  o  o  o  o  o 〇 o  o  o  o  o  o  o  o  o  oo  o  -L  i  •  E  ？  '  I./  » 

別な し。 五倫の道 を 外と みて 厭 ひすて、 內外 幽明 有無の 二見 五 同 ^ ハ ^ 

一 一 分 チタ 少モ ノ通記  一 I 曰ク、 

oooo  oooooooooo  ooo  ゝ/, 1、 - t  % i 二； ->i -、 -c-.ry.* 

をた つる は、 さと hs に 似 たるまよ ひなり。 五倫の道 を こまか g  、^おわ^ p、 

に 分ち て 論 すれば、 五 典、 十 義 となれ り。 先づ 子の 孝行と 云 ふ 十 者 謂-一之 十義？ 
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孝 ぁ五敎 

の 首位 Li 


1 五八 


庶 人の 孝 

§、  0 

法、 彦肩、 

養 親 


明德^ 孝 

行の 本意 

とす 


人 あ ひや はら 

身 もち 義理に 

君 長の 難に あ 

をた もちて 祭 

農工 商 いづ 

り賓さ す、 身 も 

の こと. をば 第 

き は を も 調 へ 

行 な hs。 (同 上) 


かに ねんごろ 

か な ひ、 簡 要 の 

ふ 時 は 樊噌を 

祀を まも hs ぬ 

庶 人の 孝 

れも その 所作 

ち 心 だてよ く 

1 一 、と し、 父 母 の 

て、 父母 の うけ 


曲お 

も 

よ 


し 

法、 

あ 

よ 

ゝ 

CK、 

ろ 


孝の 本義 

ooooooooo 

畢竟 は 明德を あきらかにす 

としたる 一 念 をお こ し、 あ る ひ 

を よろこ び、 ね が ふま じき 事 を 


て、 た ち ふる 

藝能 などう 

ざむ く ほど 

ふら ひの 孝行の 大 がいな， 9。  S 上) 


まひ-こ とばつ きい やしから や、 心 だ て 

i  /\ しから す、 陣に のぞむ か、 又 は 

の 武勇 をいだ し、 武 功 をた て、 そ の祿位 


さ 


つとめお こたら や、 財 穀を たく はへ、 む ざと つか 

み、 公 儀 をお それて 法度に そむか や、 我 が 身 妻子 

物 を 第 一 にお も ひ 入 り、 心 力 をつ くして 及ばぬ 

ばる ゝ檨 にもて な し、 よ くやしな ふ は、 庶 人の 孝 


るが かう /\ の ほんいに して 候 ふゆ ゑ に、 心に む さ 

は 怒る まじき 事に はら を 立 て、 よ ろ こぶ，^ じき こ と 

ね が ひ、 悔 いま じき こと をく や み、 お そる まじき 事 を 


癎大 夫の 

孝 は 職分 

LL 忠寬な 

るに ぁリ 

公利^ 重 

んす 


義勇 奉公 


士の孝 


そ の 


> ひ を 


し 

を 

る 


其 

ご 

め 


のしみ 

ほ ひ て- 

て、 そ  の 


の 位の 職 

し、 身 を K 

君の た 

りごと 

を な し _ 

ら し、 百 

大 夫の 


3  ) 

力 り 

の 職分 


そめに 

をよ く 

第二 麓 


をた のし 

家 ごとに 

先王に つ 

卿大夫 

o  o  o  o 

分に 愛敬 

め、 假初 の 

め、 天下の 

をば 露 ほ 

みだる、 

戰百 勝の 

孝の 大が 

士の孝 

も 二心な 

まも， つ 


む やうに 萬 民 を 愛敬 すれ ば、 四 海み な その 德敎に 

孝 子、 國 みな 忠臣と な り、 天 下 一統に 治ま b  、萬 國 の 

かへ 給 ふ は、 天子の 孝の 大槪 なり 。(同上』 


の 孝 

oooooooo 

の 孝德を あきらか 

行跡 も 人の 手本と 

た め、 國 のた めの み 

ども & にかけ す、、 4. 口 

時 は大將 とな b て 

功 をた て、 よく 其 の 

いなり。 0 上) 

く、 わ が 身 をす て ゝ 

と め て" そ の 長 をう 


化 

よ 


oooo  oooooooo づ 

にす るが 卿大 夫の 孝行な hv, 

な b、 言 葉 一 つも あだならぬ^ 

思 ひ い れ、 我 がわた くしの いと 

まりた る 時 は 天下 國家 あん を 

軍兵 を さしつ か ひ、 軍 法よ くこ 

くら ゐを たもち て、 そ の 宗廟 を 


孝道に 閼 する 論說 


君 を 愛敬す る 心 をう しな はや、 

や ま ひ、 傍 輩に たのもし く、 い つ 

1 五 七 


し、 德淨 

ろ こぶ 


J 

、 

ま 


く つ 

、利害 

ま つ 

え、^ 

b. ぬ 


kv な- 


りす 平 は 天 
る^ 袷 天子 
I： 振し 卜の 
あ 3 畏^^ 孝 


1 五六 

る 身 を もつ て、 人 倫に まじ は b  、萬 事 に應 する を 道 を 行 ふとい ふ。 かくの 如く 身 を 

立て 遨を行 ふ を 孝行の 總領 とす。 親に は 愛敬の 誠 をつ く し、 君 には忠 をつ く し、 兄 

には佛 をお こな ひ、 弟 に は惠を ほど こ し、 朋友 に は 信 にと^ ま b  、妻に は義を ほどこ 

し、 夫 に は 順 を まも b  、か b そめに も いつはり をい は す、 す 。 こしの 事 も 不義 を 働. $、 

視 聽 言 動み な 道に あたる を 孝行の 條目 とするな り。 かる ゆ ゑに、 一 たび 手 を あ 

げ、 一 たび 足 を はこぶ にも 孝行の 道理 あ， 9。 人間 千々 によろ づ のまよ ひ、 み な 私よ 

りお これり。 わたくし は 我が身 を わが 物と 思 ふよ b おこれ， 9。 孝 は その 私 を や- 

ぶ， りすつ  る 主人公なる ゆ ゑ に、 孝 德の 本然 を さと b 得ざる とき は、 博 學 多才な りと 

も眞實 の 儒者に あらす。 まして 愚 不肖 は禽獸 にち かき 人なる べし。. (翁 問答 卷ー 

天子の 孝 

o'^lo  o  o  o  o  o  ooooooooooooo 

愛 ® の孝德 を 天下に 明に する を 天子の 孝行と す • 先み づ から 其の 德を 明に し 

て 萬 化の 大本 を 立てさ！ U め、 賢 人 を 愛敬して 宰相と な し、 善 人 を あい. けいして 器量 

にした が ひ、 そ れ <\« の 官職 をさづ け、 小 國の 臣下 を も あなどり わすれ ャ、 禮 樂刑政 

學 校の をし へいと 正し く、 天 下人 ごとに その 本心の 孝德 をお こ し、 そ の 利 を 利 とし、 


行 道の 意 

義 


孝行の 媿 

領ふ條 目 


一 9 手 一 

投足 ^孝 

道の 中に 

ぉリ 

孝な き 人 

け^の 人 

に あらす 


む體 神た 負 （二） る この 臭 （一） 篛立 赏卽 身れ は 孝 

^明るの  と 身 は  M 行ち 行ば一 と 

明の 太 木 我 なな 父 我 の な 孝道 、體身 
ら本虛 源が 知る 母が 意 りのに 立な と 


孝卽身 

元 來孝は 太靈を もって 全體 とし て、 萬 劫 を へても を は， 9 なく 始 なし。 孝の なき 

時 な く、 孝 のな きものな し。 全 孝 圖には 太虛を 孝の 體段 となし て、 天 地 K 物 を その 

中の 萠芽と なせり。 かくの 如く 廣大 無邊 なる 至德 なれ ば、^:  ^  ，； S 物のう ちに 孝の 

道理 そな はらざる はなし。 就 中、 人 は 天地の 德、 萬 物の 靈 なる ゆ ゑ に、 人 の 心 と 身 に 

、hiL  、、ヽ 、 、ヽ、 、、ヽ 、ヽ ヽ、、 、、ヽ ヽ、 ヽ、、 、ヽヽ ヽ、、  o 

考 の實體 みな そな はりた るに よ b  、身 を 立て 道 を 行 ふ を 以て 工夫の 耍頒 とす。 身 

opo  o^  oo  o  oo  oooooooooooooooooo  oooooo 

を 離れて 孝な く、 孝 を 離れて 身な き ゆ ゑに 身 を 立て 道 を 行 ふが 孝行の 總領 な. 9。 

親に よく 事 ふる も、 則 ち 身 を 立て 道 を 行 ふ 一事な，^。 身 を 立つ ると 云 ふ は、 我 が 身 

はぐわん らい ハ乂 母に うけた る もの なれ ば、 我 が 身 を 父母の 身、 と 思 ひ 定め て、 か そ 

めに も 不義 無道 を 行 は す、 父 啄 の 身 を 我が身と 思 ひさ だめて、 い かに も 大切に 愛敬 

し て、 物 我へ， たてな き大通 一貫の 身 を 立つ るな り。 さて 元 * をよ くお しき はめて 

み れ ば、 わ が 身 は 父母に う け、 父 母の 身 は 天地に う け、 天 地 は太虛 にうけた る ものな 

れ ば、 本 來 我が身 は太虛 神明の 分身 變 化なる ゆ ゑ に、 太 虛 神明の 本體を あきらかに 

してう しな はざる を 身 を 立つ ると 云 ふな hN。 太虛祌 明の 本體を あきらめ たてた 
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孝の 道理 

は^ 物の 

中に 具 は 

れり 


りの 象 牛. 信' 順 惠 怒 忍、 
作む 理 

用 亦 的  和  悌仁 
な 孝 現 


o 

愛敬す るを忠 とな づく。 

をし へ て 子 を 愛敬す る を 

善 をせ めて 弟 を あいけい 

順と なづ く。 義を まもり 

o 

する を 信と なづ く。 一身 

孝德 愛敬の 感 通なら ざる 

痴不肯 の しづ の を、 し づ の 

全體は 聖人と い へ ども つ 

くしが たきものな.. 9。 ま 

ことに 不二の 耍道 無雙の 

赏资 なれ ど も、 卞 和が 璧と 

な， ON て ffi 俗の 闇 を てらさ 

ざる こ i  、な げか はしき こ 

となる ベ し。 (翁 問答 卷 一 ) 


1 五 四 

禮 儀た い しく 臣下 を あいけい する をけ とな づく。 よく 

o 

慈と なづ く。 和 順にして 兄 を 愛敬す るを悌 と名づ く。 

o 

する を 恵と なづ く。 正しき 節 を 守， o て 夫 を 愛敬す る を 

て 妻 を あいけい する を 和と なづ く。 偽な く 朋友 を 愛敬 

を 以てい へば、 耳目の 聰明、 四肢の 恭重、 行住坐臥の 法 則、 皆 

はなし。 かくの ごとく 親切なる 道德 なれ ば、 い かなる^ 

め、 膝 下の 赤子まで も、 よ く 知 b よく 行 ひ， さ てまた 至極の 

韓非ー 1 曰ク、 楚人卞 和、 玉 璞チ荊 山 二 得、 舉ジテ 之 チ厲王  一 I 獻ズ。 厲王玉 人, 一之 チ 

相セ シム。 玉 人 曰 ク石ナ リト。 王 和 チ以テ 誑 スト 爲シ テ其ノ 左足 チ刖 ル。 厲王 幾？ > 

武 王位 一一 卽 クー I 及 ンデ、 和 マ タ其ノ 璞チ奉 ジテ、 之 チ武王 一 1 獻ズ。 武王玉 人 二 之チ 

相セ シム。 又 曰 ク石ナ リト。 王 マ タ 和チ以 テ詐 グトナ シ其ノ 右足 テ刖 か。 武 王錄ウ 

文 王位 一一 卽ク。 和 乃 チ其ノ 璞チ抱 キテ荊 山ノ下 一一 哭ス^ コト 三日三夜。 涙 盡キテ 之 

二繼グ 二 血チ以 テス。 王 之 チ聞キ 人 二 其ノ故 チ問ハ シム。 曰ク、 夭 下ノ刖 ラル 、 モ 

ノ 多シ、 子奚 ダ哭ス ルノ悲 キト。 和 曰ク、 吾刖 チ悲ム 一一 ァラザ か ナリ。 夫 レ寳玉 一一 

シテ之 ョ題ス ダ 二 石 チ以テ シ、 貞士ニ シテ之 二 名 ヅク少 II 詐 チ以テ ス ^チ 悲ム。 此 

レ 吾が 悲ム 所以 ナリ ト。 王 乃 チ玉人 二 其 ノ璞チ 理メシ メタ 户 一一、 果シテ 玉チ得 タリ。 

遂 二 命 ジテ和 氏ノ璧 トイ フ。 


孝道 は卑 

近 - - して 

又 高尙な 


し 映 鏡ろ 事 愛 
すのこに 敬 
が 物と 通の 
如^ 明す^ 


ぜ^ 孔近 謂世 
し^  f な 孝 俗 
所述 がり III： 
以作孝 淺听 


て は 人. の邋 となる もの 

し は as 人 その 光景 を か 

賤男賤 女に 至る まで そ 

見拔 群の 人 さへ さ とり 

な し て、 淺 近の 道理な b 

ひらかん ため に、 孝 德 神 

に發 明した まふ。 孝德 

愛 はねん ごろに したし 

義 なり。 孝 はたと へば 

のうちの 影 はしな <\» 

そのごと く 父子 君臣の 

敬の 至德は 通せざる と 

親 を 愛敬す るが 戚 通の 

それより 成 通の景 象に 


なり。 元 * 名 はな けれども 衆生に 敎 へしめ さん 爲 に、 む か 

たどりて 孝と なづけ 給 ふ。 それよ.^ 此の かた 恐痴不 宵の 

の 名 をば 知る とい へ ど も、 そ の 眞實の 道理 をば 老 師、 宿 儒、 知 

得る こと 稀な り。 然る ゆ ゑに 世俗 孝 は 親に 事 ふる 一 事と 

と 思へ. 5。 孔子な げか はしく おぼしめして 莴 世の &窗を 

OOO  OOOOOOOOOOOO  OO  COOOO 

妙 不測 廣大 深遠に して はじめな く、 を はりな き 神道 を孝經 

000  0000000000000000  0  00000 

の 感通を てぢかく なづけい へ ば、 愛 敬の 二字に つ^ま れ り。 

む 意な， 9。 敬 は 上 をう やま ひ 下 を かろし め あなどらざる 

明なる 鏡の 如し。 むか ふ ものの 形と 色と によって か^み 

か はれ ど も、 あ きら かにう つす。 鏡の 體 はおな じ もの なり。 

人倫に ある まじ はる 事 は、 千 々よろ づ にしな か はれ ど も、 愛 

ころな し。 あらまし 大槪 を ！js する に、 先 五倫 を もてい へば、 

根本なる 故 に、 本 分の 名 を あらため や 孝行と 名づ く。 さて 

よって 名 をた て をし へ を 示した まふな り。 二 ひなく 君 を 
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孝 は 五倫 

の 根本 


終の 神道 

なり 


孝 德の用 

は 愛と 敬 

- との 二 


む ものな し。 

心の 上に 盡し 

る 時 は、 其の 大 

し。 義は 孝の 

„  (孝經 心 法) 

ば、 其 の 生や 無 

を 生 じ、 地 を 生 

に 在， 9 や。 吾 


其の 親 を 

て、 天地 同 

を尋 ぬる 

勇な h -。 


孝の 本^ 

は 無始 無 


父 &の本 は 之 を 推せば 始祖に 至る * 始祖の 本 は 天地な り 

b。 一  祖を擧 げて而 して 父母、 先祖、 天地 、太虚 を 包む。 (孝經 啓 

： 其の 親 を 愛する 心 は 天下に 於て 僧 

て慢る ものな し。 愛敬 親に 事 ふる 一 

かなり。 一日 も 私慾 C びて 夭 理存す 

るに 內 なし。 僅に 始めて 仁 を 云 ふべ 

智は 孝の 神明な， 9。 信 は 孝の 實な b 

這 箇是れ 人 根、 若し 此の 心 を 滅却せ 

死せ ざる もの は苟に 幸に 免る 、而 已。 

こ は是れ 三才の 至德要 道な b。 夭 

此の 孝 U 學 とは此 を學 ぶの み。 孝 何 

孝 な く、 孝 を 離れて 身 無し。 身 を 立て 道 を 行へば 四 

孝の 體と用 

此のた から は 天に あ-りて は 天の 道と な b、 地 にあ， 9 て は 地 


1 五 二 

夭 地の 本 は 太虚な 


蒙) 

敬す る 

根 萬 物 

に 外な 

禮は孝 


心 は 天下に 於 

一 體の性 命 明 

く、 其 の 小を昆 

の 品 節な ち。 


根の 草木の 如し。 倐ち にして 


じ、 人 を 生 

が 此の 身 

侮に 光^ 


じ、 萬 物 

にあ hN。 

一 ffij  I 


を 生 す、 只 是 れ 

身 を 離れて 

通す 


の^とな hyx にあり 
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第一 日本の 部 

孝道  中 江籐樹 

きり S 里 、標題 ハ 編修 ノ定ム か 所、 原書) 

考 ひ-^  S っーァ か, 1 ァラズ 、以下 同ジ ) 

孝 は 天地 未畫の 前に ある 太虚の 神道な り、 夭 地 人 萬 物 皆 孝より 生せ ，9。 (孝 

神理の 含蓄す る 所 を 孝と す。 言 語 を 以て 名 づけ 云 ふべ からす。 强 ひて 象 を ® 

りて 孝と 云 ふ。 (孝 經心 法) 

自己の 德性は 乃ち 父母 遺體 の夭眞 なり。 是を 以て 吾が 性 を 養 ふ は 親 を 管 ふ F 

以 なり、 吾が 性 を 尊ぶ は 吾が 親 を 尊ぶ 所以なら。 かゝ れば大 孝の 精髓は 膝下に る 

ると 否と を 論せ す。 . 

孝 は 棍沌の 中に あり。 太 虛本體 の. 神靈の 方寸に ある もの を 孝と 爲す 所謂 ォ 

發の 中と は是 なり。 故に 曰 ふ、 孝 は 混沌の 中に あり と。 (孝 經拨神 契 ノ語チ 引用 セ シナ i 
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今日 普通の 家に 於て は その 先祖と 稱 

に過ぎない。 その 系 圖を迪 つて 數 百年 

のこと であ る、 况 して 建國の 初に 至 り、 夭 

ながら 我が 國の 歷史は 我々 の 祖先 も皇 

等に 語って 居る。 さすれば 中間の 祖先 

求ない として も、 其 の 最初に 溯り 天祖 を 

である。 之 を 孝道の 上よ b いふ も、 溯 つ 

は 謂の ない ことで ある。 遠 く 其の 源に 

國民は 皆 天祖 を 祭るべき である。 今日 

を受 くる 所の 家に 於ても 唯 之 を 神棚に 

とい ふこと はない。 或は 燈明 を點 じ、 酒 

中に 於て 行 は せらる るが 如き 特別の 儀 

るに 至る こと は、 孝 道の 實現上 希望す ベ 

に關 して は 大いに 考究 を悉 し、 時 勢に 適 


1 四 < 

すべき もの は、 數 代 若しくは 十 數代を 溯る 

の 昔に 至る とい ふこと は 多くの場合 不能 

祖に 及ぶ とい ふこと は 出来ない。 ^かし 

室と 其の 本 を 同じう するとい ふこと を 我 

は 明で ないた めに 其の 祭 を爲す こと は 出 

祭る こと は 當然爲 さなければ ならぬ こと 

て數代 若しくは 十數 代に 至って 止まる の 

溯る は當然 である。 故に 孝道よ b 云 ふ も 

も 神宮 司 廳は每 年 大麻 を 頒布して 居 る、 之 

安置す るに 止まる。 特に その 祭式 を營む 

饌を 供す る ことがある けれど も、 例 へ ば 宮 

式 を擧げ ない。 かかる 儀式 も 弘く行 はる 

きこと である。 之 を 要する に、 喪 祭の 二 事 

應 したる 儀式の 定まる あって その 行 はる 


每に 祖先の 年忌 を營 む。 卽ち 溯って は 千 年、 千 五 十 年、 千 百年 忌 等の 法事が ある • 

神 祭に 於て は 期 祭、 三 年祭より 十 年祭に 至 b 、爾 後 十 年毎に 祭式 を 舉げ、 百年 以後 は 

五 十^ 每に祭 を 行 ふ を 例と する。 儒 祭に 於て は 春夏秋冬の 仲 月に 於 て、 或 は .： 

を 略して 春 分、 秋 分に 行 ふの が 例で ある。 我が 國 民の 多 數は佛 式に 依る. が 故 に、 今 

日な ほ 之に 由って 三 年、 七 年 等の 年忌 を 行 ふ もの は尠 くない やうで ある。 ^かる 

に 系圖の 十分 明確なら ざるに も 由る ので ある けれども、 二百 年、 三 百年の 昔 に 溯 b 

祖先の 祀を爲 す こと は 極めて 稀で ある。 祖先 崇拜は 我が 國俗 であ^と 稱 し、 又 我 

が 國體の 基く 所で あると 稱す るので ある。 ^かも 家々 その 祖先 を 祭る とい ふこ 

i は、 あ まり 實 行せられ て 居らぬ。 これ は 孝道の 趣旨よ， 9 い ふ も 甚だ 遺慽 とせ ざ 

る を 得ない。 ，かる 祖先の 祭式に も 大凡 一定の 儀式が 定ま，^ 今後 弘く行 はれる 

やうに 至らん こと を 希望す る。 かく 祖先の 祭を爲 すと 云 ふこと は 決して 宗敎的 

のこと でもな く、 又 素よ hs 迷信 的の ことで もない。 歐洲 には數 百年 前に 創立され 

た 大學が ある が、 此 等が 其の 三百 年祭、 四百 年祭 等の 儀式 を擧ぐ る 等 は 今 現に 見る 

所で ある。 我が 祖先の 祭 を 爲すは それよ も尙 ほ當然 のこと である。 
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•  1 四 六 

摸した ものである が、 似 て 非なる ものである。 斯の 如き 習慣 は ひと.^ 父母の 喪ば 

か b でな く、 他 の 親族の 場合に 於て も、 稍-同じ である が、 孝 遨を 重し とする 我が 國に 

於て 喪服の 制 全く 廢れて 毫も 之 を怪む ものの 無い とい ふの は、 之 を 西洋に 見て 不 

思議なる 對照 である。 今日は 儀式と 云 ふ 儀式 は 皆 廢れて 居る 時代で あるか ら、 據 

, ろない と 云 ふ もの の、 喪 服の 制 は 將來必 す 行 はる る やうに ならなければ なら ぬ。 

彼の 葬式の 當日 だけ 喪章 を帽に つ け、 腕 に 卷く風 も 全く 彼 を 摸し て、 而 かも 其の 日 

に 止まる の は 全き を 得た もので はない。 況して 西洋と 異っ て、 父 母 死後の 孝養 を 

敎 ふる 所の 我が 國に 於て は、 喪中の 間、 著 服 を 著 用す る の 習慣が 起らなければ なら 

ぬ。 • . 

^に 父母の 死後 長き 期間 を經 たる 後、 之が 追 遠の 誠 を 致し、 又 祖先の 祀を爲 す こ 

. に 就いて 一 言 したい。 この 點に關 して も、 維 新 前 に は 定 まれる 習慣が あつ た。 

その 式に は 佛敎に 依る も の、 神 道に 依る も の、 並 に 儒敎に 依る 三種が ある。 佛 式に 

よれば 父 ゆ 一 週 忌の 法事 を營む 外、 三年、 七 年、 十三 年、 十七 年、 二十 五 年 等 年忌の 一 定 

した ものが ある。 更に 遠く は卅 三年、 五十 年、 百年 忌 等の 法事 あり、 酹後 通常 五十 年 


b 喪に 居る もの は 喪服 を 著 用す る 習 惯がぁ b  、制 度が あった。 これ は當然 のこと 

である。 古代 我が 國に 於て 國民は 喪に 丁って は 藤. 衣 を 著く る 風が あった。 その 

官 ある もの は それぐ 喪服の 定めが あった。 然るに 今 は 共に 廢れて 唯ゎづ かに 

葬式の 當日 喪主 並に 親族が 特別の 服装 を爲 すに 止 b  、翌 日よ b は 通常の^ 服 を荖 

けて 怪ま ない ことにな つた。 支那に 於て は 古 は 素よ. ^今日に 於ても 喪服 を 著す 

る 習慣が ある。 高位 高官の 人に して 常に 綾羅 を纆ふ もの も 喪に 當 つて は 粗末な 

る ft 服 を 著、 そ の 色 合の ごとき も 目立たざる ものに 一定して 居る やうで ある。 歐 

米 諸國に 於ても 喪服 を 著 用す る 習慣が あ り、 多 く は 一年 間、 上 下 衣と もに 黑 色の 服 

を 以て 喪服と して 居る。 この 外、 帽 子に も 喪章 を附 し、 腕 にも 喪章 を 捲く。 その 喪 

服 を 著、 喪 章を附 くる 期間 は 一 ケ年を 通常と し、 六 ヶ月 を 下らない やうで ある。 之 

に 加 ふるに 名刺 も黑の 輪廓 を附 したる もの を 用 ひ、 封 筒 に も、 又 書箋 にも 黑の輸 廓 

を附 して 一年間 は 之 を 用 ひるの を として 居る。 されば 世間 は その 人の 喪中に 

ある を 認め、 交際 場裡に 出で ざる を 以て 當然 のこと とし て 居る。 我が 國 では 今日 

葬儀の 通知 だけに 黑の輸 廓を附 した 封 筒、 書 箋 を 用 ひ る やうに なった、 これ は 彼 を 
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以 後 の 事で、 新 を 

る、 乂 西洋の 風に 

にあら すと した 

謂 はなければ な 

と を 希望す る。 

因に 公職 ある 

服に 就いては 少 

の 趣旨 を 貫徹せ 

悠暢 なる る を 許 

關 する 事柄で あ 

悲、 內 にあれば 

寒 暴 を 防ぐ ため 

喜 ばし める もの 

を悅ぎ 捨て 


一 四 四 

喜び 舊を 嫌ふ氣 風の 影響 を 被った 爲 であらう が 遺慽 のこと であ 

照して 見て 恥づ かしい ことで ある。 若し 今日の 狀態を 以て 變則 

我が 道德の 特色な.^ とい ふこと は虛妄 なりと 

本 體に復 し 孝道の 趣旨に 適 ふやう にならん こ 


な ら ば、 孝 道 を 以て 

&ぬ。 早く 人情の 


と 


者の 除服 出仕 

くも 二三 ヶ月の 期 

しむる 所以で ある- 

さぬ  と い  ふ 者 も あ 

る。 徒らに 實利實 

必す 表に 表 はるる 

ばか ではない。 

を 選ぶ は 素よ b そ 


ふが 如き も、 他 の 親族の 場 

間 喪に 服せ しむる やうに 

或は 今日の 如き 繁劇な 

るか も 知れない。 然しな 

^の點 のみより 見る J は 

ものである。 我等が 日常 

故に 縞柄の 心に 適する も 

の 所で ある。 然 らば、 喪に 


て 喪中 相當の 衣服 を 著 用す ると 言 ふ は 自然の 


合 は 兎に 角、 父 母の 忌 

ありたい。 是れ 孝道 

る 社會に 於て 斯 かる 

がら 是れ世 道 人心に 

できない 事柄で ある。 

纏 ふ 所の 衣服 は單に 

のを擇 び、 色 合の 眼 を 

居る 期間 平素の 衣服 

とで ある。 &に 古よ 


受けて 職務 を 執る に 至る こと 平素と 異ならない。 從ゥて その 人 は 爾後 普通の 交 


際を爲 し、 公 の會合 等に も 出席し 

哀を懷 き 多く は 閉居して 通常の 

致す ことで ある。 その 官職 ある 

出 求ない にして も、 心 は 常に 喪に 

然 のこと ではない か。 親の 喪に 

然ら ざる を 得ない。 然るに 今日 

異る 所な く、 何 人 も 之 を 見て 怪ま 

孝道の 我が 國の 如く 盛んなら 

b 、此 の 間 は 喪服 を 著 け、 公 の集會 

慣 が 儼として 存 して 居る。 蓋 し 

る。 孝道 を 以て 我が 國民 道德の 

に 居る 期間の 極めて 短く し て、 忽 

情の 自然に 反 し、 孝 道の 趣旨に 悖 
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て 憚らない。 元來 喪に 居る と 

交際 を 避 け、 身 に は 麁服を 著け 

ものに あって は、 長 く 事 を 執ら 

服す るつ も hs で 、嫂 樂 等に 遠 ざ 

丁る 場合に 就いて 言 へ ば、 孝 道 

は 親の 喪に 丁っても 二三 週間 

ない とい ふの は 不都合の こと 

ざ る 西洋に 於て も. 父母の 死後 

娘樂の 場所 等に は 決して 立ち 

人情. の 自然で. あつ て、 自 ら孝遨 

特質な りと 稱 する 我が 國に於 

ちに 平素と 異ならない 行動 を 

る ものと 言 はなければ ならぬ 


い ふ こと は 衷心 悲 

て 以て 謹愼の 意 を 

ない とい ふこと は 

かるべき は g に自 

の & 帝 5 よ hy 一言 ふ も 

の 後 は 全く 平生と 

では ある い か。 

一 年間 は 其 喪に 居 

入らない と 云 ふ 習 

の 趣旨に 適うて 居 

て、 父母の 死後 其 喪 

爲す 如き は、 洵 に 人 

- 斯の 如き は 維新 
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死後 葬儀 を 終った 後、 死者に 對 する 悲哀 

或る 期間 その 哀に 居る とい ふ は 人情の 自 

へば 孝道の 一端で ある。 されば 儒 敎に於 

支那に 於て は， この 喪の 制 は 今日 尙 ほよく 

に 止まる とも 評する To が 能き るか も 知れ 

三年の 喪に 服す る 者が ある。 我が 國に於 

となして 居った。 ^かるに 大寳 令に 至つ 

んで居 る、 現 行の 忌服 令なる もの は 大體之 

制に 武家 京 家の 二種 あつたが、 明治 七 年 十 

た。 卽ち 爾後 武家の 忌服 令が 行 はれて 居 

喪の 制を定 むる 當否は 別問題と し て、 或 る 

慣 であつ て、 又 人情の 自然に 出づる もので 

んど 有名 無實 となって 居る。 その 官職 あ 

忌服 を 受ける と 届け出 づる けれども、 一 二 


1 四 二 

の 情 は 直らに 去る もので はない。 故に 

然 であつ て、 そ の 親に 於け る 場合よ. ft- 言 

て は 三年の 喪を說 く。 儒敎の 勢力 ある 

行 はれて 居る。 そ は 或は 形式 を^す る 

ぬ が、 兎 に 角 支那に 於て は 今 曰尙ほ 父母 

て も 昔 は 三年の 喪に 服す る を 一 般の制 

て、 三 年の 喪 を 一 年に 短縮して 今日に 及 

に 依って 居る。 維新 前に は その 忌服の 

月に 至 b  、京 家の 制を廢 する 布告が 出で 

る 形で ある。 法律 規則 を 以て 忌服 卽ち 

期間 哀に 居る とい ふこと は 古よりの 習 

あらう。 ^かるに 今日は 总 服の 制は殆 

る ものにして 喪に 當 つたと き は、 定 式 の 

週間に して 多く は 除服 出仕なる 辭 4-. を 


者 哀悼の 精神 

を 一 大 弊風で 

累は大 いなる 

し、 往 事 を 追懐 

を 分たん が爲 

助く るので あ 

名狀し 難い。 

於ても 冏樣で 

の 趣旨に 適 ふ 

間 一般 かくの 

が あると 田 5 ふ „ 

然 のこと であ 

狀 ある は、 孝 道 

適 ふ 所の 葬儀 
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を沒却 し、 親 の 場合に 於て は 孝道の 趣意に も 背く ことがあ るか ら、 之 

あると 云 ふので ある。 普く 死. U 葬儀の 通知 を發 する が 如き その 煩 

ものである • 之が 爲に 家內は 混雜を 極めて 遺族 は 落 著いて 柩に侍 

し、 悲哀の 誠 を盡す ことが 出 求ない。 知人 朋友 は 同情 を 表して 憂愁 

に 集まる のでな く、 葬儀に 關 する 諸般の 事務 を處理 せんが 爲に來 b 

る。 故に 不幸の 前後よ b 葬儀 を 終る に 至る まで 一家の 中の 浞雜は 

これ は 一 般の 葬儀に 就いて、 いうた ので ある が、 子 が 親 を 葬る^ 合に 

ある。 之 を 要する に、 今 日の 葬儀 は 其の 形 を 見れば 甚だ 盛大で 厚菲 

やうで ある けれど も、 葬 儀の 精神 は 全く 失 はれて 居る かと 思 ふ。 世 

如き 葬儀 を營 んで怪 まない こと は 孝道に 不利なる 影響を及ぼす 虞 

何と なれ ば 、父 母 を 失った る 悲. は 悲哀の 極であって 之を哀 むは 當 

るに 拘ら や、 混 雜に紛 れ、 俗 事に 心 を 奪 はれて その 悲を 忘る るが 如き 

の 趣旨に 適 はない ものと いはんければ ならぬ。 予は 孝行の 趣旨に 

の 行 はるる に 至らん こと を、 孝 道の 爲に 切に 希望す る ものである。 
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よい • 一  見 すれば、 厚 葬の 


如 き、 成 る ベ く 之 を 厚く 

果して その 趣旨に 適う 

を 咎め その 行列の 中に 

い。 實に 葬儀 は 悲哀の 

表 し、 そ の 悲哀 を 分たん 

箬 である。 ^かも 多く 

に 死者 及び 遺族に 對し 

のでない からで ある。 

あ る が、 實 は 意 * のない 

する はせ ハの存 せざる と 

あると すれ ば、 孝 道は此 

今日の 葬儀 を 華美に 

予は之 を 華に 流れ 實に. 


I 四 o 

趣旨に 適うて 居る というても よい。 殊に 父 ほ を 葬る が 

る は、 孝子 の 情に 於 て 當然の ことで ある。 今日の 葬儀 は 

居る もので あらう か。 世間 往々 今日の 會葬 者の 不謹 K 

る 際 又は 式場に 於て 談笑す る を 非難す る ものが 少 くな 

であると いふべき ものである。 死者 及び 遺族に 同情 を 

爲に會 葬した る もの は、 自 ら肅 然として 愁 ふる 容の ある 

葬式に 於て 談笑して 毫も 愁色な き會葬 者の 多き は、 想 ふ 

眞の 同情 を 有せ す、 從 つ て 其の 悲哀 を 分つ 爲に會 葬した 

れば 今日 葬式の 一 事 だけ は 立派. に 存在して 居る やうで 

式に なって 居る と 云 はなければ ならない。 卽ち その 存 

なる 相違 はない。 葬儀に して 幾ん ど存 せざる も 同じで 

一 角に 於て 少 くも 崩壤 したと 云 はなければ ならぬ • 

し、 會 葬 者の 多き を 以て 誇と する 風 ある は 一 大 弊害で ある „ 

ざ かると 云 ふ邊ょ b 云 ふの 


て 

力 

大 

の 


遠 


でな い、 葬儀の 本旨 を 失 ひ 死 


つた。 總 じて 冠婚葬祭 は 人生の 大事と 

維新 以後 是 等の 儀式 は 何れも 破壊され 

如 き、 今 日 は 民間に は 全く 其の 跡 を絕っ 

皇族の 成年式 を 定められた が、 斯の 如き 

とで ある。 結婚に 至って は、 そ の 式を擧 

ると いうても よい。 然るに 多く は 簡略 

にして 一定す る 所がない。 儀式に して 

と名づ くる こと は出來 ない。 故に 今日 

も の は、 實 は 式と 名づ くべ きもので はな 

中に 行 は せらる る もの はん 「日 尙ほ 古の 

行 ふ ベ きもの は 漸次 廢れ て、 僅 に 舊慣を 

も 年と 共 に 益 I 廢れ ん として 居る。 葬式 

,9 相 當に行 はれて 居る というても よい。 

装飾 を 華美に する こ と、 會 葬 者の 多き こ 
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して 罱も その 儀式 を 重んじた ものである" 

てし まった というても よい。 元服の 式の 

た， とい ふ有樣 である。 曩に 皇室 令 を 以て 

儀式 は國民 一 般の 間に 行 はれても よい こ 

ぐる こと は 今日 も 負 ほ 一 般に行 はれて § 

を 旨と すると 稱 し、 略 式に 依る とい ひ、 區 々 

一 定 する 所がない としたなら ば、 殆 んど式 

多くの場合に 於て 見る 所の 結婚の 式なる 

いというても よい。 祭式の 如き も 其の 宮 

制を存 する けれど も、 民 間 各自の 家に 於て 

重ん やる 家に 於て 稀に 見る 所 で、 れ さへ 

に 至って は、 他 の 冠婚祭 等と 異っ て、 今 日 獨 

_ その 儀式の 爲に 多額の 費用 を投 する JZ 

と 等に 至って は 以前に まさると いうても 
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. . ： .  二 1 一八 

. 喪祭 を 論ず .  . 

喪祭の こと は 孝道の 餘論 でな く、 孝 道の 内で 論す るの が當然 である。 唯玆に 

は 叙述の 便宜上 これ を附 論と なした ので ある。 且つ 喪祭に 關 する 著者の 意見 

は 大略 茲に 述べた 如くで ある が、 そ は 多く は 希望に 止まつ て、 更 に 喪祭の 沿革 等， 

を 研究した 上でなくて は 十分の 意見に 立て 難い。 かたぐ 附 論と し、 別 に 論じ 

たので ある。 

孝 は 生に 事 ふるのみ を 以て 全うせら るる もので はない。 父母 死後の 孝が ある。 

更に 溯って 祖先に 崇敬の 意 を 致す も、 亦 孝道で ある。 卽ち 喪祭 は 孝道と 別な もの 

ではない。 

人の 死 するとき は尊屬 親と 云 はす 5 十屬親 にても 必ゃ これが 葬式 を營 むこと は、 

何れの 國の 風俗に 於ても 見る 所で ある。 况 して 父母の 死に 當 つて は 相當の 儀式 

を備へ て 之 を 葬る は當然 のこと である 我が 國古は その 儀式 嚴 格に 一 定 して 居 


孝 は 人の S 然の 性に 基 き、 そ の理. S を W  くこと を俟 たないで 實行 する 所で あるが- 

之 を 現今の 倫理 學說 に照らして 観て も、 孝 逍は亦 理由の ある ことで あると 云 ふ ベ 

きで ある。 されば 此の 點 より 云 ふ も、 孝 道の 大切なる こと は 了解 せらる る 次第で 


あ る- 


なん  ぼ  ほど  强ぃ  角力の  閼取  も 

说 に はまけ て 見事な リけ リ 
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一 三 六 

いが、 しかし 又 その 一方の 極端に 馳 せて 理性 を 偏重す る 弊に 落ちな ^かるに 成 

情 も 理性 も 共に 人性の 一 部で あつ て， 何 れ も偏輕 偏重す ベ きもので ない、 迨 德の理 

想と する 所 は 人性に 具れ る 諸 性能の 調和 的發展 であ る、 卽 ち 人格の 完成で あると 

する のが 自我 實現說 の 主張で ある。 此說 によれば、 人は單 なる 快樂 慾の 満足 を 求 

むる ので はな く、 又 克己 制 慾 をのみ 事と する ので もな く、 そ の 本性なる 諸 性能 を最 

もよ く發展 せし むる の を 理想と する ので あるか ら、 そ の 要件と して 身 體の發 育に 

注 意 し、 知 能 を 磨 き、 道 德の 修養 を 積 み、 入 b て は 家族と 圑欒 の樂を 偕に し 1 出 でて 社 

會の 公衆と 交り て、 比 せ す、 同 せ や、 適 な く、 莫 な く、 義 の ある 所に 從て 行爲 し、 事 を 執 る 

こと 忠實 勤勉 に、 君 に 事へ て 忠義の 誠 を 致 し、 己 が 天禀の 長所に 從 て、 社 會の 事業 を 

分 擔 し、 全 力 を 捧げて 之に 從事 し、 己 の 特長 を出來 得る 限. 9 發 達せし めなければ な 

らぬ。 素よ b 名 を 求めて しかす るので はない が、 身 を 立て i を 行 ふ 結果 は 自然に 

其の 名 世間に 揚がり 後世に 傳は り、 父 母の 名 を顯す ことになる U これ 孝 近の 極致 

i する 所では あるまい か。 

斯の 如く いづれ の偷 理學說 から 觀て も、 孝道の 實行は 理由の ある ことで ある， 


ことがあったなら ば、 ま ことに 不孝の 極と いはなければ ならぬ。 又 克己 說は 人間 

の 品位 を尙 び、 自他 の 人格 を 尊重す ベ きこと を敎 ふるので あるが、 この 點も 亦^ 逍 

とよく 一致す る。 父母に 對 する 尊敬 は 孝道の 一要素で ある。 何事に も あれ 子女 

の 將來の 生活 を 規定す る もの は、 父 母の 膝下に 於て 習 ひ 得た 徳性に 基く ことが 多 

い。 父母 を 尊敬す る こ と を すら. 知 らな いもの は、 他人 を 尊敬す る こと を爲 ない。 

其の 親の 他人に 尊敬 せられる を 見て 大いに 喜ぶ の は 孝子の 常 情で ある が、 我 が 親 

の 人に 尊敬 せられん こ と を 欲する もの は、 己 先づ 人の 親 を 尊敬せ なければ ならぬ。 

其の 子が 人に 侮辱 せらる るの を 見て 悅 ばな いのは 世間の 親の 常で ある が、 己 よ く 

人に 尊敬 せられて 親の 悅びを 得ん i 欲せ ば、 己 先づ. 他人 を 尊敬せ なければ ならぬ。 

動 あれば 反動 あ^  i は 物質 界に 於ての み眞 なる ので はな い、 人 事界に 於ても 猶ほ 

その 通 b である.。 よく 克己 節 慾して 己の 品位 を 維持 し、 他 人の 人格 を 尊重す るの 

は、 克 己說の 主張す る 所 で、 ま た 親に 對 する 道で ある。 

g 自我 實現說 より 觀 たる 孝道 • 快 樂說が 感情 を 偏重す るに 反對 して 云つ 

た 克己 說は よく 人の 品位 を 維持す る 上に 於て 大に 貢獻 する 所が あると 云って よ 
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二 Is 

W 克己 說ょ b 觀 たる 孝道， 快樂 說に對 立して 克己 說と 云の が ある， 快樂 

說 は快樂 S. ち 感情の 満足 を 以て 究竟の 目的と する が、 人 に は 感» の外匚 理性が ち 

る 理性 を 無視 し、 感 情に のみ 從 うて 行動したなら ば、 勢 ひ 放縦の 生活と な り、，】 - > 

自他 を 害する 結果 を 見る ので あらう。 感情 は 人 も 動物 も 共に 具 ふる 折で あるが、 

理性 は 人間の 特質で ある。 理性に よって 感情 を 制御して 行く 所に 人の 人た る听 

以の 品位が 保 たれる。 克己 は卽 ち道德 上の 善で あると 主張す るので ある。 或に 

その 所說の 如く 感情 は窗 目的の もので あるか ら、 理 性の 統御がなかったなら r  、人 

は 放縦に 流れる であらう。 而 して 放縦なる 生活 は 親の 心 を 安ん する 所以で は な 

い。 孟子 は 不孝の 場合 を數 へて、 遊 惰、 博 錢赏 凝、 放 恣、 鬪 狼の 五つで あると し た が、 是 

等 は 何れも 克己心な く、 感 情に 從ふ によって 生す る 所で ある。 孝經に もに に W つ 

ひとなか  . 

て 驕ら す、 下 に 居つ て亂れ す、 醜 に 交って 爭 はない， のが 孝道の 消極的 條 件で、 この 驟、 

$ の 三者 を 除かな けれ ば、 每 日 牛 羊 豚の 美 肉 を備へ て 親 を 養 ふと も 不孝た る を 

免れない と說 いて あるが、 ここに 謂 ふ 所の 三者 は 皆 克己心の 缺乏 から 生す る もの 

である。 * し 夫れ これら 放縦の 生活の 爲 に家產 を蕩遨 し、 父 * の 孝養 を闕く 如き 


さま  it 

は 多少の 抑 損を爲 しても-父母に 對 して 孝養 を盡 し、 父 母の 悅 ぶ 態 を M て、 與 に倶に 

樂む 方が よほど 優って 居る。 又 己の 一 家の みならす、 一 鄕ー國 の も の、 皆 相 俱に樂 

しく 慕す の は 更に 望ましき ことで ある。 己の-家 は 幸福であって も、 世 に 鰥 ハな 孤 

獨 不具 癡 疾の賴 る 所な きものが 多く 存 するとしたなら ば、 か か る 社會は 健全な 社 

會 ではな く、 か かる 社會の 一成 員た る 己 もまた 眞に 幸福な とはい はれない。 故 

に是 等の ものの 爲には 社會國 家の 事業と して 特別の 施設 をな し、 彼 等 不幸の 輩 を 

收容 する ことに 努めなければ ならぬ の は 素より であるが、 一般 民衆に 孝迨の 観念 

が 薄かった ならば、 いかに 努 むる とも 其の 施設の 行き わたる こと は出來 ない。 よ 

し此 等の 設備が 大いに 發 達して 彼等 不幸の 輩が 悉く 收容 される にしても、 そ は B 

然 の血緣 によって 繋がれた 家庭生活の 如くに 人生の 幸福 を 享樂 する ことので き 

な いのは 言 ふまで もない。 若し 孝道が よく 行 はれたなら ば、 世 の無吿 者の 數は著 

しく 減少す るで あらう。 されば 社 會全體 の 幸福 を增加 せんが 爲には 孝 造の 振興 

に俟っ 所が 極めて 多い、 從 つて 孝道の 實行は 功利主義の 立場から 見ても 大いに^ 

ましい ことと 言 はねば ならぬ。 
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行の 模範 を 

生活よ hs 得 

全から しめ 

實行 する こ 

を 邪魔物 扱 

快 樂も滅 殺 

すべ きこと 

極端な 利 

と穩健 な 快 

る 者で あ 

樂を 無視し 

快樂と 同時 

する のが 此 

も、 人 と 與： 


示して お 

る 所の 快 

んが爲 に 

と によ， o- 

にす る や 

せらる る 

である。 

己 主義 は 

樂說は 功 

，社 會の人 

て 己一 人 

に 公衆の 

の 派の 主 

俱に樂 む 


かねば ならぬ。 人生の 快樂 はさまん 

樂は 其の 最も 大 いなる ものである。 而 

は、 家族 間の 諧和を 第 一 要件と し、 家族 間 

て 得られる。 若し 子女た る もの が、 父 母 

うで は 家族 間の 諧和は 到底 期す る こと 

ことになる。 されば 利己主義の 立場 か 

現今に 於て は 殆んど 信 やる 人がない。 

利 主義と 唱へ られる 一 派の 說 である。 

々 は 皆 己と 同樣に 快樂を 欲望す る もの 

の 快樂を 得ん とする の は 甚だ 謂の ない 

快 樂の增 加 せんこと を 目的と して 行爲 

張の 要點 である。 洵に 古人 も 言 つた や 


1 三 二 

である けれど も、 家 庭 

して 家庭 圑欒 の樂を 

の諧和 は、 よ く 孝道 を 

に不從 順で あり、 老親 

がで き す、 從 つて 己の 

ら 見ても 孝道 は實行 

利 己 主義よ b もやつ 

人 は社會 的に 生存す 

であるか ら、 他 人の 快 

>  J と で あ る、 人 は 己の 

しなければ な 一つぬ と 

うに、 己 一 人樂 むよ. 9 


ほど 偸决な こと はない • 己一 人の 慾 as を 充足 せんよ^' も、 己 


い、 必 す ゃス々 と共に 社會 的に 生活し なければ ならぬ • 而 して 社會 的に 生活す る 

以上 は、 人の 爲、 世 の 爲に盡 さなければ ならぬ 多くの 義務が ある。 この 義務 を^さ 

なければ 己の 快樂が 得られない • 義務 を盡 すの は、 義務の 爲に 義務 を 行 ふので は 

な く、 己 の 快 樂欲を 満足せ しめんが 爲 である。 旣に 義務の 遂行が 己の 快樂を 得る 

爲の 手段で あると すれ ば、 遠 きものに 對 してよ，^ も、 己 に 近き ものに 對 する 義務 を 

先にし なければ ならぬ の は當然 である。 己が 最も 大 いなる 恩惠を 受けた 人、 又 J 

受ける らしき 人に 對 する 義務 を 先にせ ねばならぬ。 一 般 世人に 對 する よりも 朋 

友に 對 する 義務 を 先にし なければ なら す、 子 女に 對 する 義務 はな ほ-先 二し なけれ 

ばなら ぬ。 何と なれば、 一 般 世人よ b も 朋友 は 己に よ， o- 多くの 快 樂を與 ふるもの 

で あ .5、 子 女 は 又 己の 老後 を 慰める ことに 於て 朋友よ， o も尙ほ 一層 多くの 力 を 致 

す 者で あるから である。 然しながら それよ も尙ほ 急なる は 親に 對 する，, で 

ある。 親 は 實に我 をして 今日 あらしめ た 大恩 人で ある • 己 はこの 大恩 人に 孝養 

を盡す ことに 於 て、 父 母の 満足 を 得 て、 大 いなる 幸福 を感 する ことができる • 又 己 

の 年老いた る 後、 子 女の手 厚き 孝養 を 欲するなら ば、 己 先づ 父母に 孝養 を盡し て、 實 
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の大 原則と な し、 人 は 之 を直覺 的に 認得 

する の は、 今 述べた 二つの 形式の 中の 後 

^ 快樂說 よ， -観 たる 孝道。 純粹 

する 義務の 念に 從 うて 行爲す べしと い 

中に 入れない。 され ど、 人 の行爲 する は 

るの みで はな く、 何 等 か 其の 結果， として 

ければ ならぬ。 何等の 目的 もな しに 人 

の 欲する 究竟の 目的 は 何で あらう か。 

理說 である。 快樂 主義に は 多くの 類 種 

あると 主張す る點に 於て 一 致して 居る 

快 樂說の 中で 早く 世に 現れ、 且つ 其の 

利己主義 によれば、 人が 種々 の 行動 をす 

で あ る、 人 の爲 にす るが 如く 見 ゆる 行爲 

樂を 得ん とする ので あると 主張す る。 


し て、 之 によって 百行 を規 整して 行かう と 

者に 屬する ものと 見る ことができ やう。 

な 直覺說 は、 良 心の 直覺に 基き て 我等の 威 

ふの みで、 其の 行爲の 結果の 如何 は 考量の 

單に 義務の 念に 從 うて 之 を 遂行 せんとす 

得る 所の ある こと を豫 想せ る ものと 見な 

が行爲 すると は 思 はれない。 ^からば 人 

此の 問に 應 じて 現れた のが 快樂生 義の偷 

が あるが、 人生 終極の 目的が * 樂の 享受に 

主張の 最も 明瞭な の は 利己 生義 である" 

るの は 畢竟す るに 自己の 幸福 を 獲ん が爲 

も、 其 の實は 之に よりて 己の よ b 大 なる 快 

人 は 孤獨で 生存 を 全うする こと はでき な 


心の 直 覺を證 明し やうと する に は必ゃ この 途に 出で なければ ならぬ • 「人に 親切 

なれ」、 「正直 なれ」、 「人 を 傷害す る 勿 れ」 と いふ やうな も、 直 覺 的に 威 得せら れ、 殆 ど自 W 

の眞理 として 何人に も 承認 せられる 所で ある けれど も、 之 を 「親 を 愛敬 す ベ し」 と い 

ふ 道徳律に 比べ たなら ば 、や つと 後に 至って 始めて 感知す る 所で あると いはねば 

ならぬ。 隨分 他人に 對 して 不親切の こと を爲 し、 朋友に 危害 を 加 ふ るが 如き こと 

を さ へ 敢て する 幼童 も、 親 の 命令に は服從 すべ く、 又 親 を 愛敬す ベ きこと は 知って 

居る のが 常で ある • 而し てこの 直覺的 識別に 從 ひて 親 を 愛敬 し、 そ の 命令 敎誨 に- 

從 順であった なら ば、 孝 道の 趣旨に 適 ふので あつ て、 や がて 又 直 覺說の 生 張と 一 致 

する ので ある。 同じく 直覺說 とい ふ 中に もい ろ あ つ て、 正 邪 善惡を その 場合 

場合に 直覺 すると 主張す る 學派も あ b  、又 一 般 的なる 遨德律 を直覺 的に 認知 し、 之 

に照らして 個々 の 場合の 適否 を 識別す ると 主張す る 學派も ある が、 孝 道と 矛盾し 

ない ばか b でな く、 孝 道が 其 等の 主張に 對 して 有力なる 根 據を與 へ る こと は 何れ 

の 形式の 直覺 說に對 しても 同樣 である • 『孝 は 天の 經 なり 地の 義な り、 民 の 行 な り- 

天地の 經 にして 民 は 之に 則 る」 と い う て、 孝 を 以て 天地の 大法に 根ざせる を 倫理 上 
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ない ば 

孝子に 

する の 

して、 之 

の 義務 

？、 正 

この 說 

は 最も 

を 見て 

する の 

良能な 

る こと 

的 識別 


かりで な 

して 初め 

直 覺說ょ 

は 無意味 

を 我が 心 

の 念 は 外 

邪 善惡の 

の 主張の 

大事な こ 

之を數 へ 

は 子が 親 

hN 、人 の 盧 

を 知ら ざ 


くよ く 

て主權 

b 觀た 

の や う 

の內部 

部よ， 9 

直 覺はー 

大要で 

とで あ 

上げる 

に 對す 

ら 1 し 

る はな 


親に 事 ふる 孝子に して 初めてよ く 神に 事へ- 

者の 命令に 從順 であると い ふこと がで き や 

る 孝道。 單に 外部の 權 威に 服 從 する のが 

に 思 はれ、 義務の 念の 根據が 何^に あるかと 

に 求め やうと する 倫理 學說は 所謂 直 覺說で 

課せられ るので はな く、 各 人 自ら 正邪 善惡を 


の實 在を證 明し 


何人に も 先天的に 良心が 具 はって 居る に 基 

ある。 され ば、 良 心の 先天的 存在の 證明 はこ 

る。 ^かるに 先天 良心の 證明 は， そ の 良心が 

よ b 外に 仕方がない。 而 して 良心の 作用が 

る 場合で ある。 「人の 學ば やして 能くす る 所 

て 知る 所の もの は 其れ 良知な b  、孩 提の童 も 

し」 と 孟子の 言 つて 居る の は、 卽 ち 良心の 存在 及び その 直覺 

やう i したので ある。 これ は 孟子 だけで はな い、 苟 くも 良 


親 に從 順なる 

う 

道德 であると 

いふ I を硏究 

ある。 道徳上 

直覺す る より 

くと する の.^ 

の說 のために 

發現 する 場合 

最も 早く 發現 

の もの は 其れ 

其の 親 を 愛す 


權 威に 服從 せんた めに は、 必 す先づ 父母の 命令 敎戒 に從 順で なければ ならぬ • 父 

母の 敎に^ はない もの は、 外 部の 權 威に 從 順で ある こと はでき ぬ • 而 して 父 ゆの 

敎に從 順で あるの は卽ち 孝道の 一 要件で ある。 また 人が 漸く 成長し てパ乂 母 を 介 

せす に 自ら 宗敎的 命令 を會得 し、 國 家の 法制 を 解释し 得る 時期に 至って も、 父 に 

不從 順であって もよ いとい ふ 理由 は 更に 無い。 佛敎に 於て 孝養 を勸獎 する こと 

の 極めて 懇切で あるの は. 素 よ b  、基 督敎に 於 て も、 「爾 の 父母 を 敬へ」 と 命じて 居る。 

其の 他の 宗敎に 於ても 不孝 を爲 よと 敎へ たもの は 決してない。 國 家の 法制に 至 

つ て は、 親 に 孝養 を盡 すべし とい ふこと を 積極的に 命令 しないに して も、 親 を 粗末 

に. す べしと 命 4： した こと は 未だ 曾てない。 之 ！4 反して 親 を 思 ふ 孝子の 至情が、 偶 

然の 出来事の ために 要路の 人の 心 を 動かして、 國家 がその 孝子に 對 して 特に 恩典 

を與 へた 事例 は、 孝 道 を 特に 重ん する 東洋 諸國に 於ての みなら す， 西 洋に 於ても * 

來 屢-ぁ つた 所で ある。 又 特に 孝道 を勸獎 する 爲 に，. 國 家が 孝子 表彰の 制度 を 定め、 

或は 不孝の 子 を 極刑に 處 して 天下の 不孝 兒 をして 反省す る 所 あらしめ たこと は 

決して 珍しい ことで はない。 されば 孝道 は 他律 的道德 主義より 見 て、 之と 街 突し 
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1 二 六 

第二 十二 章 倫理 學說 上より 觀 たる 孝道 

以上に 於て 孝道の 理論 實 際の 兩 方面に 涉 b 、從 來學 者の 注意し 硏究 しな か つた 

と 思 ふ 點に關 し、 少しく 予の考 へ 得た こと を 述べた， S 後に 偷理 學說の 上から 觀 

たなら， よ 孝道に は どんな 意 眛 が あるで あらう か、 簡 單に 論じて 見たい。 古來 世間 

に 現れた 倫理 學說は 極めて 多い け れ ども、 そ の 所說の 類似す る 所に よって 數 種類 

にに 別す る ことができる。 今 は 普通に 世に 行 はれて 居る 分類法に 從ひ、 其 の 各お 

立脚地から 順次に 觀て 行かう。 

一 他律 說 よ.^ 觀 たる 孝道. 

ふの が 正 善で あると 見る 宗敎的 

と 見る 政治的 他律 說 との 二つの 

法則の 權 威に 服 從 する のが 道德 

^かるに 年少の ものに あって は 

ではな く、 必 す 父母の 敎 訓を 通 じ 


他律 說に 二種 類 ある。 卽ち 神の 命す る 所に 從 

他律 說 と、 國 家の 命す る 所に 從ふ のが 正 善で ある 

種類が あるので. ある が、 そ の 外部よ b 課せられた 

であると 見る 點に 於て は、 其 の揆を 1 にして 居る- 

是 等の 外部の 法律の 存 する こと を 直接に 知る の 

て 間^に 之 を 知る ので ある。 故に 外部の 法律の 


も 

く 


ろ 
に 
ふ 

< 
お 
れ 
ば 
無ぶ 

返 X 
事': 
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由る からで ある 


つ V しみ^ 

人の、/、 るの 

ね 

根と すれば、、 と 

ばの 花 もま こ 

とに ぞ^く 


じ f>  、 

家內 中な か あし けれ * は 地獄な り 

なか 《-ぶ ければ いつも tes 樂 


へん じ 

と 返事 ければ む つま じく 


於て 大 いなる 不孝と いはなければ なら 

る 者に あ b て、 そ の 他の ものの 關知 しな 

の 不道德 を 以て 我の 責任に あらやと し 

己の 責任の 如く 感じて 自ら 咎 め、 自 ら 苦 

るの 情 を 加 ふるもの である。 道德 上よ 

K は社會 の 制 裁、 法 律の 制裁よりも 一 展 

ど も、 子 の不遨 德に對 する 父母の 悲哀 痛 

要するに 一 切の 不道 德は大 いなる 不孝 

うて 一 切の 道 德は卽 ち 孝で あると いふ 

は 道德を 全うする 者で ある。 苟も 孝道 

道の 理想に 達する は 道德の 理想に 達す 

する ものである。 如何にして 此の 域に 

私心 を 去る にある。 如何にして 己 を 忘 

ざるに 由 る、 其 の 私心 を 去る こと を 得る 


一 二 四 

ぬ。 道德 上の 責任 は 任意の 行 爲を爲 した 

い 所で あると いふ けれど も、 父 ^は その子 

て 意 を 安ん やる こと は 能き ない。 之を自 

むば かりで な く、 又 その子の 爲に之 を 憂 ふ 

hy 言 へ ば、 不 道 德の行 爲に對 する 良心の 呵 

嚴峻 にして 痛む ベ きものな りと い ふけれ 

恨よ b 嚴 刻なる もの は 無から， うと 思 ふ a 

とい はんければ ならぬ。 之 を 正面より 云 

J が 能き る。 かくて 孝道 を 全うする もの 

に 反する 者 は 道德に 反する 者で ある。 孝 

ると 同じ ことで あ る、 卽 ち 人生の 理想に 達 

進む ことが 出來 るか。 己 を 忘る るに ある、 

るる こと を 得る か、 念 々親 ある こと を 忘 れ 

は 事々 物々 親の 喜 憂 を 思うて 失 は ざ. る に 


良心の 稱讃を 得る 心で ある。 併しながら 孝子 は 常に 父母の 高恩 は 如何に 努 むる 

も 決して 報じ 難き ものであるとの 念 を 抱いて 居る， 如何に 孝養 を盡 しても なほ 

足る と 云 ふこと はない との 感を 抱い て 居る。 それ故に 歲 月の 久しき に 亙って^ 

も 怠慢の 心 を 生じな い、 益.. 精進 勇猛 向上して 底止す る 所 を 知らない。 是を 以て 至 

孝の 心 は 益 1€  く 益 I 廣く して 遂に 天地に 獮漫す るに 至る とい ふこと も 能き る やう 

になる。 神 あ， 9 とせば 神に 通 じ、 佛 ありと せば 佛に 通す る。 その 人心 を 感動す る 

所 あるが 如き は 當然の ことで ある。 

前に 孝道 は 卽ち總 ての 道德と 一 致 するとい うた • 或は この 理は 容易に 認め 難 

きものが あると して も、 總 ての 不道德 は卽ち 不孝な り とい ふ理は 何人も 容易に 理 

解す る ことが 能き やうと 思 ふ。 放蕩の 爲に身 を 誤る は、 そ れ 自身 一 の 不道徳で あ 

る、 これが 爲に 如何に 父母の 心 を 痛ましむ るか。 この 點ょ， O 見れ ば、 放 蕩卽ち 不孝 

とい はなければ ならぬ。 一 擧 一 動 常に 親 を 忘れなかった ときに は、 放 蕩の 罪惡を 

犯す が 如き こと は 決して 生じない。 又 朋友に 信 を 失 ふ も、 そ れ 自身 一 の 不道徳で 

ある。 而し てこの 不信 の 行爲は 父母の 心 を 痛ましむ る は 勿論、 父 母 を 辱む る點に 
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を 取 b 何れ を捨 つべき か • 實に 私心 を 去 hN て 、一に 子た る 道を盡 さんと する 行 は- 

之 を 呼んで 天の 經、 地 の義 なりと いふ も 不可なる を 見ない。 されば 孝道 は 天地の 

大道と 一致す る ものと いうても よい。 從 つて 孝道 は總 ての 道德と 一致す る もの 

と 謂 ふこと が 能き る。 

孝子 は 事々 物々 に涉 b 常に 親 を 思うて 忘れざる ものである。 何事 を爲 すに 就 

い て も、 親 の 喜 憂 を 思うて 忘れない。 かくて 一 擧 一 動 悉く 皆 孝道の 發現 となる。 

孝の 顯 著なる 發現は 非常の 時に 於て 見る ので ある が、 孝 は 日常の 行爲の 上に も 現 

れて 居らなければ ならぬ。 又 孝 は 最も 明かに 逆境に 於て 顯れる けれど も、 又 常 に 

順境に 於ても 現れて 居らなければ ならぬ。 孝子 傳 中の 人が 多く 逆境に ある もの 

でお るの は已 むこと を 得ない が、 順 境の 人 も その 孝お る 所以に 於て は、 毫 も 之に 異 

なって はならぬ。 逆境に 於け る 孝の みが 理想 の 孝 ではない。 理想の 孝 は 順逆の 

兩 境に 應 じて それぐ 現れなければ ならぬ。 要するに 常に 親 を 思うて 忘れざる 

も の は、 庶 幾く は 孝道 を 全うする ことができる。 

C 

孝道 を 全うする もの の 6 は 或は 之 を 評して 平和なる 心と い ふこと も 傲き る。 


第二 十一 章 孝道の 理想 

孝道の 理想 は 之 を 從來の 孝子の 精神に 於ても 見る ことが 能き る。 具の 孝子 は 

己 ある を 忘れて 親 ある を 知る のみで ある。 故に 孝子の 心 は 親の 心と 全く 一  致す 

る ものと いうても よい。 孝子 は 一 點の 私心 を 挾まな い、 其 の 心 は 毫も 私慾に 蔽は 

れ な い、 佛 敎 の 言 葉を藉 b ていへば 無我の 心で あると いうても よい。 故に 或る人 

は 孝心 は佛 心なり というた。 佛心 は卽ち 無限 絕對の 心で ある。 斯く觀 じ來れ ば、 

賤が 伏屋に 於け る 貧兒の 孝心 も實は 天地に 塞が つて 居る 大 いなる 心で あると い 

うても よい。 この 心を以 て、 例 へ ば 他の 權勢は 之 を 抑 へ て 自ら 專ら にせん とする 

心に 比すれ ば、 孰 れが大 にして 孰れが 小なる か。 また その 心 を 以て 種々 の 手段 を 

盡し 私財 を 積んで 飽かざる 心に 比すれば 孰れが 稱 すべき 心で あろ か。 また この 

心 を 以 て、 他 を 排し他 を 傷け 以て 自己の 名譽を 揚げん とする 心に 比すれ ば、 孰 れ ^ 

可なる か。 また 旣に權 力 を 得、 富 を 得、 名 譽 を 得る や、 齷 齪 として 之 を 失 はんこと を 

恐る るが 如き 心を以 て、 孝 子が その 本分 を盡 して 自ら 安ん する 心に 比すれ ば、 何 れ 
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一 二 〇 

0 なしと する も、 名 を 揚げ 父母 を顯 はす は 孝道の 一端で ある" 而 して そ は 今日に 

於て は 能き 難き ことで は 無い。 否、 何 人も爲 さなければ ならぬ、 一 身の 爲に も、 亦 國 

家の 爲 にも 爲 さねば ならぬ。 而 して 是れ亦 父母の 爲な b とすれば 尙 ほ更爲 さね 

ばなら ぬ。 されば 今後 は 老いて 後 子に 依賴 せんとす る 思想 全くなくなる とする 

も、 孝 道の 必要 從 つてなくなる と 思 ふが 如き は、 大 いなる 間違で ある、 いは  >  物 質的 

の 孝道 は 今後に 必要 を 減す るに して も、 精 神 的の 孝養 は 益 t 其の 實行を 必要と する 

に 至る ものである。 而 して 精神的 孝養の 方 法 は 時勢の 進歩に 伴 ひ 益". 多 岐 多端と 

なる。 換 言 す れ ば、 孝 道の 內容 は複雜 となる ものである。 


實の 內容を 異にしなければ ならぬ。 

人々 老年に 達すれ ば、 早 く隱 退して 一 に 

狀 態の 變 化に 連れお のづ から 無くなる で 

養 を あてに せざる 覺悟を 爲すを 要する。 

まで 自ら 生計 を 維持す る ことが 能き る や 

を 希望す る。 斯の 如くな つたから という 

ない。 元 * 體 養を爲 すが 如き は 孝子の 至 

今後 或は 全く その 必要 を 認めない 時代に 

無くなる もので はない。 前に 述べた ごと 

擴大 された というても よい。 或は 父母 は 

くない かも 知れ ぬ、 し かしながら 子 の 益.^ 德 

社會國 家に 貢獻す る こと を 望む であら う- 

の  志を遂 ぐる は 孝子た  る  ものの 當然 勤む 

出 だし 明かに 之 を 示す ことが 無い にして 
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子の 孝養に 待つ とい ふが 如き 風 は社會 

はかりごと 

あらう。 何人も 老後の 計を爲 し、 子 の 扶 

されば 今後 は 多くの 人 は 其の 生 を 終る 

うになる であらう。 予は かくなる こと 

て、 子 の 孝養 を 要せぬ とい ふこと は 毫も 

れる もので はない。 體養 を爲す こと は 

至って も、 所 謂 心 養 を爲す 必. 要 は 決して 

く、 今 日 は 父母の その子に 望む 所 は 頗る 

子の 己に 對し盡 す こと を 望む こと は 多 

を 修 め、 學 を 習 ひ、 以 て 立派の 人物と なり、 

- かかる 望に は 制限がない。 而 して 親 

べき ことで ある。 たと ひ 父母 は 言 葉 に 

も、 か かる 希望 ある は 疑がない。 よし 希 
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るが 如くな つて 居った のも怪 むて 足らない。 孝道の 內 容の單 純で あつたの も當 

然 である。 然るに 今日は 社 會の狀 態 全く 一  變 して、 身分 位地 を 限定す る 階級 は 全 

く 撤去せられ、 生活 は 上進した。 複雜 となった。 人の 慾 望 を 制限す る人爲 の桎浩 

は ーも存 せない やうに なった。 是に 於て 孝子が 父母の 心を滿 足せし めんと する、 

その 內容 の複 維と なれる は當然 である • 孝 經に謂 は ゆる 身 を 立 て、 逍 を 行 ひ、 名 を 

後世に 揚 げ、 以 て 父母 を顯 し、 孝 の 終 を 全うする とい ふ もの も、 今 日 は 初めて 之を實 

行す る ことが 出來る やうに なった。 ^かも その 方法 は 千 差 萬 別にし て、 そ の 程度 

も 亦 際限がない。 封建時代に 於て は 全く 限定され て、 如何と もす る ことが 出来な 

かった。 今日は 身 を 立つ ると いふ 上に 於て も、 あ ら ゆる 方面に 涉 .9、 道 を ほふと い 

ふ 上に 於て も、 そ の爲 すべき こと は實に 無量で ある。 名 を 後世に 揚げる とい ふに 

至って は、 そ の 方 面、 そ の 程 度、 殆 んど 極まる 所 を 知. ら ない 有樣 である- 然 らば 今後 

に 於け る 孝道の 內容 は、 之 を從 前に 比し 極めて 複雜 になった と 謂 はな け. れ ばなら 

ぬ。 孝道 を 全うせん とする もの は、 よく 其の 事情の 變 化に 應 じて、 是 等複雜 なる 道 

を 行 はなければ ならぬ。 今後の 孝子 は 從來め 孝子と 其の 精神 を 一：； して その 行 


從來の 孝道の 內容は 以上の 如くで ぁゥ たけれ ど も、 今 後の 孝道 は その 內容に 於 

て 從來ょ b も 大いに 新なる もの ある ベ く、 ま た 頗る 複雑 を 加 ふるに 至る であらう * 

素よ. 9 孝道の 眞 髓、 孝 子の 精神に 至って は、 今 後 も 昔日と 毫も^なる 所 は 無いで あ 

らう。 唯 その 精神の 發現 する 方 面、 檨 式 は、 時 によって異なる ある は當然 のこと で 

ある。 孝子の 己 を 忘れて 一 意 親の 心 を 安ん せんとす る 精神の 如きに 至って は、 古 

今によ つて 決して 異なる もので はない。 

維新 前にあって は 社會の 階級 は嚴 重に 區別さ れ、 時 に  一 二の 例外がない では 無 

い が、 多 く は その 身分 位地 はおの づ から 定 つて 居った。 その 生活 は 極めて 單 純で 

あった。 從 つて 人の 慾 望の 範園は 極めて 狭隘であった。 士農工商 を 問 は や、 又 そ 

の 位地の 高下と 富の 多少と を 問 は す、 昔 時 は 多く は 現狀を 維持して 安 穩に生 を 送 

ると いふ 大體 の有樣 であった。 貧賤に 身 を 起して 靑 雲の 大志 を遂 ぐると いふが 

如き は 虞に 稀 有の 場合であった。 斯 かる 社會 にあって は、 孝 子が ハ乂 \ 母の 志 を 成さ 

ん とする も、 そ の範圍 のおの づから 限定 さ れ、 そ の 方面のお のづ から 1 定 されて 居 

ク たの は 當然 である。 されば 從來 孝子の 事蹟が おの づ から 1 定の 形式に 箝 まれ 
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. 第 二十 章 孝道 內容の 變遷. 

孝子と して 從來 世に 傳 はる ものの 數は 頗る 多い。 その 傳記を 見る に槪 ねー檨 

なる 觀が ある。 仔細に 之 を 見れ ば、 各、 異な る 所が ある けれど も、 し かも 大體 その 趣 

を 同じう して 居る。 從來 孝子 は 多く 貧窮なる ものの 中に 見る を 常と する。 その 

千 辛 萬 苦、 幾 んど寢 食を廢 して 多年 一 日の 如 く、 父 母の 孝養 を盡 すと いふの は 多く 

の 孝子に 共通す る 所で ある。 又 父母の 疾病 あるに 當っ て、 あ ら ゆる 治療の 方法 を 

盡す とい ふが 如き も、 ま た 多くの 孝子に 見る 所で ある。 その他 父母の 心 を 慰めん 

が爲に 自ら 負 ひて 或は 神社 佛 閣に賽 し、 或 は 風景 を 採る 等、 自 己の 勞苦を 意と せ や、 

ひたすら 父母の 耳目 を 喜ばし めんこと を 期す るが 如 き、 從 * の 孝子に 常に 見る 所 

である。 斯 くの 如 く、 從 來 世の 龜鑑 として 傅 はれる 孝子の 行實も 其の 內容 を槪括 

し來れ ば、 甚 だ豐 富な b とはいへ ない。 孝の 內容 はかくの 如き ものに 過ぎざる も 

ので あらう か 孝子 は 貧困 者の 間にの み 見る を 得べき か、 父 母 病 疾に惱 むに あら 

ざれば 孝子た る 能 はざる か。 


及んで は、 樂 む 所 は、 權 勢で はない、 事業で もない、 又名譽 でもない 、況して 佥錢 でもな 

い • 書畫 骨董の 樂 みとい ふ もさした る ことで は 無い， この 時に 當 つて 人生の 幸 

福と する 所 は、 兒 孫の 日夕 定省を 怠ら す、 以 て 其の 心 を 慰む るに ある。 而 して 斯の 

如き 幸福 は ひと b 孝道に よって 達する ことができ るので ある。 而 して 何人も 一 

度 は 老境に 進む ものである。 この 際に 於け る 幸福 を 全うする 爲に は、 孝 道に 由る 

外 はない。 孝道が 人生の 快樂の 全般 を蔽ふ ものである とい ふこと はでき ぬに し 

て も、 人 の晚 年に 於け る 幸福 は、 孝 道に よって 得る 外ない とい ふこと がで きる。 冀. 

く は 孝道 を 振起して 以て この 人生の 幸福 を 全うする やうに したい。 而 して 獨り 

我が 國 ばか b でな く歐 米諸國 でも 此の 道 を弘め て、 そ の 恵に 賴 らしめ たいと 思 ふ 

これ 決して 签望 ではない。 
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求めら るる もので ない • 


家族 制 確 

その 老 親に 

親族 緣 者の 

等に 對 して 

かしな^ら 

いとい ふの 

る 慈 惠的施 

少 からん こ 

衣食に 事 

て 物質的に 

すして 荒凉 

ばなら ぬ。 

ら にした る 


立して 孝道よ く 行 は 

孝養 を盡 すと いふ 狀 

あるな く、 し かも 財產 

社會が 必要の 補助 を 

法律上 扶養の 義務な 

は、 決 して 希望すべき 

設も亦 望ましい もの 

と を 望む ものである- 

を闕 くと い ふ は 貧窮 

は 安樂なる 生活 を 送 

たる 晚年を 送る とい 

また 精祌 的に 不幸な 

人 も、 如 何に 活動した 


るる 結果と し て、 親 戚緣者 は 互に 相 助 け、 子 は必 す 

態 は、 望 ましき もので はなから うか * 素よ， 9 世に 

な く、 又 勞 働に 服す る 能 はざる もの も あら， フ。 是 

與 ふる は、 洵 に. 巳む こと を 得ない 次第で あち。 ^ 

きもの は、 た とひ 血族の 關係 ある も、 棄 てて 顧みな 

狀態 ではない、 從 つて かかる 事情よ b 起 る 盛大な 

ではない。 予は斯 かる 殺風景の 事情の 成るべく 

なる 社會 のこと である。 世に 相當の 資產を 有し 

る もの は 少しと しない。 ^か も 孝道よ く 行 はれ 

ふ は、 精 神 的に 悲慘 なる 生活で あると いはな けれ 

る 生活と 稱 せんければ ならぬ。 如何に 權 勢を專 

る 人 も、 ま た 如何に 名聲を 得た る 人 も、 そ の 老年に 


病 者 も 亦 あ 

設を 要せぬ 

人 故 舊の關 

みすし て、 た 

愛の 手を擴 

に存 する の 

設の 盛んな 

間に 於て 多 

を 救 ふが 爲 

る に 至， つ た- 

を 非と する 

である。 ま 

る。 年金 制 

送ち しむ る 

第 1 


るで あらう し、 老 人 

i い ふ 社會は 家族 

係 ある も の、 互 に よ 

とひ 仁人 志士と い 

げて 助く ると い ふ 

は、 家族 制の 廢 弛し 

ら ざる は 一 は 家族 

く は 扶助 せらる る 

に國 費よ b 巨額の 

或 る 者 は 之を以 

もの も その 事 を 美 

かしな が ら斯の 如 

は老者 をし て 僅に 

所以で はない。 眞 
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も 亦 必中 無ければ ならぬ •  ^か 

制の 最もよ く 行 はれて 血族の 關 

く辩 助す る 場合で ある。 元 * 親 

はるる と 雖も實 は 何等^ 關 係な 

は、 自然の ことで は 無い。 斯 かる 

たるに 原因して 居る。 我が 國に 

制の なほ 存在し て、 世 の 便.^ なき 

からで ある。 近時 歐洲諸 國に於 

金額 を 支出し て、 老 年 者に 年金 を 

て 博愛の 制度と なし 善事と 思 ふ 

と し て、 唯國 費の 際限な く增 加す 

き 制度 を 必要と する 社會は 甚だ 

その 饑餓 を 免れし むる に 過ぎな 

に 人生の 幸福と 云 ふべき もの は 


も是 等慈惠 的の 施 

係 ある もの、 ヌは 知 

戚 知友 はこれ を 顧 

きものが 却って 慈 

不自然の 現象の 現 

於て、 是等慈 惠的施 

もの は 親戚 故傳の 

て は 老年 者の 不幸 

給 與。 す る 制 を 設 く 

もの も あ る、 そ の 之 

る を 不可と する の 

殺風景の もので あ 

い、 幸福なる 餘生を 

かかる 制度の 上に 
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第 十九 章 孝道と 人生の 幸福 

世に 鰥寡 孤獨の 塞に 叫び 饑に 泣く ものな く、 事 に 從ふ能 はざる 老者 も、 安 穩 二 そ 

の 餘生を 送る を 得る 社會は 幸福なる 社會 である。 卽ち 老若 を 論せ や 男女 を 問 は 

す 、各.^ その 所 を 得て、 そ の 生を樂 むこと を 得る 社會は 幸福なる 社會 である。 現 £ の 

社會 はかる る 域 を距る こと 頗る 遠い ものである。 之 を歐米 諸國の 社會に 見る に、 

規模の 宏大なる 孤 兒院は 至る所に 存 し、 設備 の 完備せ る 慈 惠醫院 や 養育 院は 多く 

して 其の 數を 知らない。 故に 孤兒の 助な きもの は 孤 兒院に 收容さ れ、 老者病 八 の 

扶 養 看 護す る ものな き は 養育 院慈 惠醫院 に收容 せられる。 かくて 人道 博愛の 精 

神 は 世の 不幸なる ものに 及んで 居る やうで ある。 ^かしな が ら、 親 族緣 者の 關係 

なきものの 手に あつ て 世話 を受 くる 是 等の 孤 兒ゃ、 老者 や、 病人 は、 親族 緣 者の 温か 

き 情、 行 き屆 ける 手に よって 保護 せらる るに 比 ぶれば 甚だ 憐む ベ きもので ある。 

理想的に 幸福なる 瓧會に 於て は、 孤 兒院の 必要な く 養育 院慈惠 醫院の 必要な き 社 

會 でなければ ならぬ。 ^かしながら 如何なる 時代に 於ても 孤 a は あるで あらう、 


^己 的に 傾く こと を 爆 正す 

に傳 ふべき 名 春が 無い とし 

ふ 念 は、 不 正の 慾 望 を 抑制す 

業の 發達を 助く る もので あ 

る 方向に 陷るを 防ぐ 力が あ 

直ちに 事業の 發達を 助く る もので は 無い 

とい ふこ i は斷 じて ない。 


場 八 口 に. 於て は 勿 腧、 別 

あって はならぬ とい 

より 見れ ば、 孝 道 は 事 

も、 事 業 をして 誤った 

に 孝道の 振 sr はよ し 

にして も、 事業 の發 達と 兩立 しない もの 


るに 足る。 父祖に 名聲 あ， 9 たる 

て も、 誤 つて 父母 を 辱む る ことが 

る 上に 效力が ある。 かかる 見地 

ると いふ こと は 言 へない にして 

ると いふ ことができる。 要する 


メ -•，  3^ 
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の爲に は輕卒 突飛なる こと を 嫌 ふの は當然 であ る。 然 らば 父母 妻子 は 却つ て 輕 

卒 なる 行動 を爲 さしめ ざる もので あつ て、 事 業 の 

ぬ。 或は 又 これ 等の 係累 あるが 爲に 自由に 行動 

ぼす ものが ある。 漠然と 自由の 行動と いへ ば 善 

能く 詮議して 見る と、 思 ひ 切った る 勝手の 事が 能 

何人も 父母 妻子と 常に 同棲し なければ ならぬ と 

あるの みが 孝養 を盡す 道で はない。 自己の 居住 

も^も 之 を 妨げない。 然 らば 通 常、 人 のい ふ 父母 

すと いふ こと は 甚だい はれ のない ことで ある。 

者は數 倍衡勵 努力す る ことがあ b  、又 これ あるが 

棄に陷 る こと を 免る る 等、 多 くの 益 を 受けて 居る 

凡そ 事業 は 自己の 爲に すると 共 に、 又 社 會の爲 

ど も、 實 際、 專 ら 利己的に 傾く の は 弊害な b と 謂 は 

當っ て 父母の 满足を 求 め、 そ の 名譽を 傷け ざらん 


® に 却って 利と しなければ なら 

する ことが 能 きないと 愚痴 を こ 

い 事の やうで あるが、 その 意味 を 

きないと い ふ 意味に 外なら な い. - 

いふ こと は 無い。 父母の 膝下に 

を轉 する こと は 父母 妻子 ありと 

妻子の 係累 は 事を爲 すに 便なら 

況して 父 a- 妻子 あるが 爲 に、 そ の 

爲に 一 旦 蹉跌 失敗しても 自暴 自 

に て を やで ある。 

にしなければ ならぬ とい ふけれ 

なければ ならぬ。 事業 を爲 すに 

こ，. o を 田 d ふとき に は.. 其 の餘 h,- - 一 


い。 ^かしながら 冒險 的なら すと も 事業 は澤山 ある。 且つ 胃險的 事業 は その 名 

の 示す 如 く、 も と 十分の 成算 を 立てて 行 ふ もので はない • 

孝 は 事業の 發達を 妨害す る もので な く  、大 事業 を 成立す る ものである。 一 身の 

慾 望を充 たす を 以て 目的， とする 事業 は、 そ れょ b 大なる 目的 を 以てする 事業に 比 

しおの づ から 小なる は理 の當然 である。 如何に 大 いなる 慾 望 も启 己の 名 春權勢 

の爲 にす る もの は 一時的た る を 免れない。 されば 稍 I 犬い なる 事業 は 或は 社會の 

爲に すと い ひ、 國 家の 爲に すと いふので ある。 或は その， 起り は 個人の 慾 望よ.^ 出 

でた る ものであって も、 事業の 範圍 規模が 擴大 する に從っ て、 お のづ から 一 般的、 社 

會 的の 性 賀を帶 ぶる ことになる。 して 見れば 事業： の 發達は 個人主義と 終始す る 

ものである とい ふこと は事實 でない。 事業 を營 む に. 當 つて 自己の 慾 望の 爲 にし、 

かねて 父母の 爲に すると し、 進 ん では 祖先 を顯彰 する 爲 としたなら ば、 そ の 目的の 

犬なる だ け、 大 いなる 奮發を 要する こと は當然 である。 世に 父母 妻子 等の 係累 あ 

るが爲 に 事業 を爲 すに 不便 多し と訴 ふるものが 少 くない。 實に 父母 妻子 を 顧み 

れ ば、 輕 卒に 突飛なる 事 を爲し 難い i いふ こと は事實 である， 而 して 事業の 經營 
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lo 八 

第 十 人 章 孝道と 事業の 發達 

若し 道德 を公德 と 私德 との 二つ に 分けて 論 すれば、 孝 は その 私 德に屬 する も の 

である。 孝の 直接の 對象は 父母 並に 祖先で ある。 是を 以て 或は 孝道の 振起 は 事 

業の 發 達と 何等の 關係 なきもの であると 考 へる もの も あらう。 甚 しきに 至って 

は、 我 が國に 於て 事業の 十分に 發 達しない の は 家族 制に 原因して 居る とい ふ もの 

すら ある。 常に 父母の 心 を 安ん じ、 そ の 心配す る こと 無 からん こと を&， けて 

れ ばお のづ から 大膽に 自己の 運命 を 賭して 事業 を計畫 し、 經營 する ことが ぎきな 

いやう に考 へ、 從 つて 大事 業が 起らない やうに 考 へる もの. も ある。 斯の 如く 直接 

に 孝道の 振起 を 以て 事業の 發 達に 害 あるとまで 考 へざる も、 事 業の 發達は 專ら侗 

人的 思想より 起る ものであると 考 へる ものに 至って は尠 くない。 然しながら 斯 

の 如く 考 ふるもの は 誠に 皮相の見に 過ぎない と 思 ふ。 孝道と 胃險的 事業と は兩 

立し 難しと いふの は正當 のこと であらう。 胃險的 事業に して 成功し 以て 大いに 

國 家社會 に貢獻 する もの も あ る。 故に 胃險的 事業 は. 一 槪に 排斥すべき もので な 


ども、 こ の 方面に 於 


にも 之を讀 んで慼 瓛 する が^き もの は尠 しと 爲な いけれ 

文學 者の 手腕に 依って 更に 大作 名 什の 出づ る 餘地は 無限な りと いうて よい 

我が 國從來 二十 四 孝 を 標題と する 戯曲が あって 廣く行 はれて 居る けれども、 

内容 は餘 b 孝道と 深い 關 係がない。 明治 式の 二十 四 孝に 關 して も、 又 一 大戯 

新たに 起らん こと を冀望 せざるを得ない。 

ね 民謠の 改良。 民謠が 偉大なる 感化 力 を 有する こと は、 何 人 も 否定す 

との 能き ない 事實 である。 現 時 一般に 行 はるる 民謠の 中に は、 敎 育 的 價髄の 

もの も少く はない が、 猶 ほその 大部分 は 淫猥なる もの を 以て 充 たされて 居 る- 

に 代 ふるに  孝道に 關 する 歌 謠を 以てしたなら  ば、 孝 道の 振興に 資する ことが 

らうと 思 ふ。 本書 第三 編に 載す る 「孝 子 吉 兵 衞 の 歌」 の 如 き は、 或 る 地方で は； a 

如くに 行 はれて 居 り、 そ れは小 學敎師 が 女兒に 手毬 歌と して 歌 はせ たに 基い 

ると いふ ことで ある。 斯 くの 如き は 孝道 勸獎の 1 良法で あると 思 ふ。 

以上に 列擧 する こと は、 予 の 僅に 心 付いた 所に 過ぎない。 想 ふに 硏究を 嵇んだ 

な ら ば、 更 に 幾多の 方法が 案出 せらる ゝ であらう と^ 思 ふ。 
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というても よい。 親子の 情愛 は その 自然なる 點に於 て、 そ の 普遍なる 點に於 て、 ま 

た その^^なる 點に於 て、 そ の 含 蓄 す る 意 味 に 於 て、 男 女の 相愛に 讓ら ない。 ^か 

のみなら す、 男 女の 愛情 はこれ を 人の 一 生に 就いて 言 へ ば、 靑 春の 時期より 壯 年の 

時に 限られて 居る。 少年の 時 之 を 闕くは 勿 論、 年 老いて 後顧 みれば 昔 は 思慮が^ 

かった とい ふ 成 を 起さざる はない。 之 を 嬰兒の 時代よ b  、生 を 終 ふるまで 渝らざ 

る 所の 親子の 情に 比 ぶれ ば、 同 日に 論すべき ではない。 又 男女の 愛 は 如何 に， 之 を 

美しく 描 力ん とする も 劣情の 聯想 を 免れない ものである。 純潔な る、 淸 淨 なる 愛 

として は 親子の 情に 比する Mi はでき ない。 斯 の 如く、 親子の 愛情 並に その 情の 穂 

さま 

種に 發現 する 態 は 詩歌 文章 小 說の爲 に 好 題目た ると 共に 無限の 材料 を 提供す る 

ものと いうても よい。 然 らば 孝に 關 する 文 學の 振興 を冀 望す る は、 大 いに その 理 

由 ありと いふ MJ がで きる。 若し 一大 文學 者の 出づ る あ b て、 精神 を罩め 、熱誠 を 注 

いで、 一 大 文章 若しくは 詩歌 若しくは 小說を 物す る ことがあつ たなら ば、 そ は 人 々 

の 傅 誦する 所と なる は 勿 論、 そ の 人 を 感奮 興起せ しむる 力 は、 冷 かなる 理窟 を說く 

ものに 優る こと 萬々 である。 本書 第三 篇に 引用す る 所の 詩歌、 格言、 文章の 類の 中 


ffi 家族 制の 擁護。 前に 將來に 向って 長く 家族 制 を 維持す る 爲には 孝道に 

由る 外 はない とい ふ JJ を 述べた。 而 して 若し 家族 制に して 確立す る 時に は、 又 孝 

邋の 維持に 裨補 する 所が ある。 故に 法制 上の 關係 等に 於ても ^ に 家族 制の 維持 

に 顧慮す るが 如 き， 必 要で あらう と 思 ふ。 今日 個人主義に 對 立して 國家 主義なる 

ものが ある。 この 二 主義 は 法制 上に 於て 常に 適當に 顧慮され て 居る。 更に 日本 

に 於て は 家族 主義なる 一 主義 を 認め、 常に 之に 相當の 注意 を拂 はんこと を 望む の 

である。 わが 民 法、 殊 に 親族 法の 如き は 我が 習慣 を參 酌した と稱 する けれど も、 し 

かも 個人主義に 餘 b 重き を 措いた 跡が 明かで あるかと 思 ふ。 將來に 於て は 家族 

を 本位と する 一 主義の 法制 上に 認めら れんこと を 望む。 これ やがて 孝道の 發揮 

に 幾 5 の 力 を 添へ る もので あらう と 思 ふ。 

^ 孝に 關 する 文學の 振興。 今日に. 於ても 孝 を 詠 じ 孝 德を贊 し 孝 德を頌 す 

る 詩歌、 文章 は 少くは 無い •  ^かしながら その 一 層 振興して、 この 方面に 大文學 の 

興る J があった なら ば、 孝 道の 勸獎 に寄與 する 所 は 頗る 大 なる もので あらう， 男 

女 間の 戀愛は 文 學の好 題目で ある、 今日の 詩歌 美 文、 悉 く 之に 關 しない もの は 無い 
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孝子の 田租 を 免じた る 如 き、 之 を 其の儘 今日に 行 ふこと は出來 ない ことと 思 ふが- 

或は 西洋の 或る 國に行 はるる 有 德有勳 の士を 自由 市民と 爲す 如き 制 を 斟酌して 

孝子の 公民 櫂 又は 選擧 權を認 むる が 如き、 一 の 方法で あらう。 之 を社會 的に して 

は 或る 種類の 會の 名譽會 員に 推鹧 する が 如 き、 そ の 一 であらう。 孝子の 死去す る 

に當 つて は 公費 を 以て 之が 葬式 を營 むが 如 き、 又 維新 前に 於て 幕府が その 費用 を 

以て 孝子 傅 を 編纂 印行して 社 會に頒 ち、 數 多の 藩に 於ても 之に 傚 ひ、 その 管 內の孝 

子傳を 編纂 刊行した るが 如 く、 中 央と いは す、 地 方と いは や、 官 衙に 於て 孝子 俾を ^ 

纂 印行す るが 如き も 亦 一の 方法で あらう • 孝子 を 表彰す るに 土地 山林 を 以てし 

て、 之 を 孝子 田 又は 孝子 林と し て、 廣 く 孝道 勵獎 の實を 示す が 如 き、 亦 その 一 であら 

う。 前に も 述べた 如 く、 孝 は 人の その 生涯に 於 て. 早 く 行 ふ 所で あつ て、 少 年の 時旣 

に その 善行の 認 むべき ものが ある。 他の 德義に 至って は、 多 く は 成長の 後 を俟た 

なければ ならぬ。 故に 小學校 又は 中等の 學 校に 於 て、 旣 に 早く 孝子と して 稱 すべ 

き 行の ある もの を 求む る ことが 出 东る. 依って 是 等に 對 して 學校內 に 於て 之 を 

表彰して 孝道の 勸獎を つとむる が 如き も 有効な 方法で あらう と 思 ふ • 


三 孝道の 敎育。 今日 初 等、 中等 の敎 育に 於て 孝道 を說 かない もの はない • 

是が敎 育 を 忘れて 居る もの は 一 つもない。 ^かしな が ら、 そ の說明 及び 敎授の 方 

ま 等、 多 く は 千篇 一 律で ある。 斯の 如くして よく 其の 目的 を^! する こと を 得る で 

あらう か。 孝遨敎 育の 現狀は 間然す る 所がない と は 云へ ない。 勿論 孝道の 說明 

は 前項に 述べ た 孝道の 闡 明と 相關聯 して 居つ て、 孝 道の 硏究 にして 進めば 直ちに 

之 を敎育 上に 利用す る ことが 出 * る。 唯 孝道 を 遵守す べしと 繰り返す ばかりで 

其の 目的 を 達する ことの 出 求な いのは 明白で ある • され ば 孝道 敎育 に關 しても 

大いに 研究 を 要する 點 が ある。 比較的 孝道 を輕ん する 西洋に 於ても、 其の 孝の 說 

明の 如き は 我に 比して 一 層 適切なる ものが あるかと 思 ふ。 そ は 第二 篇に 引用す 

所 を 見れば 明かで あらう。 之に 由って 考 へて 見て も、 孝 道敎 育の 適切 有效 なる 方 

法 はな ほ 大いに 研究 を 要する 所で ある。 

W 孝子の 表彰。 前に 述べた 如 く、 今 日 も 孝子 表彰の 道 は 存じて 居る とい ふ 

けれど も、 孝 道 を獎勵 する 爲には 一 層 この 制 を擴張 し、 或 は更 に 特別なる 表彰の 方 

法 を講 する が 如き MJ も 必要で あらう と 思 ふ。 王朝 時代 並に 德川 幕府 時代に 於て 
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一 〇 二 

はこの 格 言 の眞 なる こ と を 認 む る ものの やう 

本で あると いふ こ. と は旣に 十分に 證 明せられ 

證 明せられ たる 所の 眞理 であると したならば. 

ぬ。 且つ この 眞理 よ.^ して 種々 の 系 論が 生じ 

爲 に は、 そ の 本た る 孝よ. 9 先づ 始めなければ な 

る 所で ある。 而し てこれ 又眞理 でな けれ はな 

の 事の 實行を 期す る爲に は、 孝 を 以て 始 め ん け 

つて は その 百行の 本た る こと をい ふけれ ども、 

の 本なる こと を 認 め、 孝 よ， 9 始めなければ なら 

本 な り」 と い ふことの 如き も、 嚴 密に考 へて 證明 

れて 居らぬ i 云 はなければ ならぬ。 其の 他忠 

くな ほ大ぃ に 闡 明す る を 要する 餘 地が あらえ 

ほ 多々 研究 を 要する 所が ある。 從來 明かに せ 

ベ き 問題 は 多々 あるで あらう と 思 ふ。 


思 ひ 行に あら はすに 至って は 十分で ないかと 疑 はれる。 前に も 言 つた 如 く、 忠 は 

國民擧 つて 今日 之 を 行 ひ、 大 いなる 造慽は 無い。 然るに 孝 は 之 を忠に 比して 相伴 

はない とい ふ感 ある を 免れない。 今日 孝道 を 重ん やる とい ふ は、 十 分 精神の 籠つ 

たる 尊重の 仕方で ないかの やうに 成 じられ る。 故に あらゆる 方法 を遨し て、 國 民 

をして 孝道の 最も 尊重す ベ きものなる こと を體認 する に 至らし め、 必 す實 行の 之 

に 伴 ふやう にしたい と 思 ふ。 これ は 方法で なくして 冀望 に過ぎない 如くで ある 

が、 孝道 發 揮の 爲 に は、 國 民が 衷心 より 確實に 孝道 を 尊重す る-こい ふこと が 第 一 に 

必要で あらう t 思 ふ。 かゝる 精神 を 起さす る 爲には 種々 の 手段 を 要する こと は 

素よ b である。 

に 孝 遒の闕 明。 通常 孝道に 關 して は、 も はや 研究 を 要する ことがない ゃラ 

に 思 ふ ものが 少 くない。 果して さう であらう か。 若し 幾分な b とも 尙ほ之 を 明 

かにす る餘 地が ありと したなら ば、 大 いに 硏究 して 餘蘊 なから しむる 必要が ある 

と 思 ふ。 唯 說明を 要する まで もな く 孝 は 子た る 者の 行 ふべき 道で あると 繰，^ 返 

して 居る ばか b では 孝の 實行を 期す る 所以で はなから う。 孝 は 百行の 本な り， .o 
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第 十七 章 孝道の 勸獎 

孝道 は 維新に 至って 危機に 瀕した とい ふこと は 前章に 述べた。 ^かもな ほ 其 

の 全く 廢絕に 至らない の は、 孝 はもと 人の 天性に 出づ る ものであるから である。 

曩に 述べた ごと く、 孝 道 は 普遍的の 現象で ある。 又 理論 上より 考 へて 見て も、 そ の 

人性の 自然に 基く こと は 明かで ある。 故に 之 を 自然に 放棄す る も、 西洋に 見る が 

如き 程度に 於て 孝道の 行 はるる こと は 疑 を容れ ない。 ^かしながら 忠孝 を 以て 

我が 遨德の 特質な b と し、 長 くこの 特質 を持續 せんとしたなら ば、 孝 遨の勸 獎は忽 

諸に 附 すべき もので はない。 その 方法に 關 して は 大方の 研究に 待つべき ものが 

多くし て、 予 に 名案が あるので はない が、 唯 玆に 二三の 思 ひ 付き を 擧げて 見やう。 

卜 孝道の 尊重。 孝は敎 育に 閼 する 勅語に も 明示せられ、 忠孝 は 國體の 精華 

にして 敛 育の 淵源な とも 宣 せられて ある。 國民擧 つて この^  3:n を舉 戴し ない 

もの はない、 卽ち國 民 は 今 B 旣に 孝遨を 尊重して 居る と 言 はなければ ならぬ。 ^5 

かるに 予を 以て 観る に、 そ の 孝 を 尊重す ると いふ は 口に 云 ふので あつ て、 心 に 深く 


を 賞す るに i< 较章を 以てし、 S 己の^ 難 を 顧み ャ、 人命 を 救助した る 善行お 賞す る 

に 紅 綬章を 以てする 規定で ある。 故に 古の 如く 主として 孝義を 表彰す ると 異っ 

て、 比轔的 その 重要の 度を滅 じた 成が ある。 又 以上の 外、 地 方 長官より 金員 を 下賜 

して 善行 を 表彰す る 制度 も ある が、 こ れ又 古の 如 く、 ひと， 9 孝子に 專ら なること は 

できぬ。 今日は 古の 如く 特に 孝 を 重 親す ると は 云へ ぬので ある。 

以上に 擧 げた 如 く、 國 民の 孝道の 思想に 影響を及ぼす 事情の 新に 生じた る もの 

は少く はない。 ^かるに 是 等の 事情 は. 皆國 家社會 の 進 運に 伴 ふ もので あつ て、 他 

の關 係よ b 眺 むれば 希望すべき ものな， ^とも 云 はなければ ならぬ。 又 如何に 之 

を 除去 せんとす る も 得べ からざる ことで ある。 故に 今後 大いに 孝道 を發揮 せん 

とすれば 新に その 方法 を 講究す る 外 はない。 而 して 孝は忠 と共に 我が 國民 道德 

の 大本な おとしたなら ば、 而 して 何れも 偏重 偏. 輕 すべ からすと したなら ば、 今 後 大 

い に 孝道 發 揮の 方法 を講 せなければ なら ぬ。  . 
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て國 家の 富彊 に貢獻 すべし と 云 ふ。 其の 他 封建時代に はなく して 明治の 社會の 

要求す る道德 上の 責務 は少く はない。 學校は 是等を 併せて 敎 ふるもの である。 

故に 孝道 を 閑却す るので はない けれど も、 以 前の 如 く、 孝 道に 力 を 専らに する こと 

はでき なくなった。 これ 又國民 をして おの づ から 從 來 の 如く 孝道 を 重視せ ざる 

に 至らし めた 一 因で あらう と 思 ふ。 

更に 敎 育の 普及よ りして、 一 時 孝道に 不利なる 結果 を來 した ことがあら うと 思 

ふ。 それ は 明治の 新 敎育を 受けた る もの は、 そ の 學 問、 識 見、 槪 して 父母よ り は遙か 

に 勝る やうに なった。 往々 にして その 懸隔の 甚 しきものが ある。 孝道の 精神よ 

b 言 へ ば、 父 母の 知識の 程度の 如 き、 素 よ 問 ふべき でない けれど も、 そ の 懸隔 著し 

きとき はおの づ から 子の 父母 を 尊敬す る 念の 薄らぐ は 免れない 所で あらう。 こ 

れ 一 時の ことで ある が、 今 日 は 丁度 その 過渡の 時代に 際して 居る かと 思 ふ。 

六 孝道 獎勵の 道。 今日は 褒賞 條 例なる もの あ b  、孝 子 節婦 はこれ に 由って 

その 善行 を 表彰せられ 綠较章 を 賜 ふとい ふ JJ が ある。 故に 孝道 獎勵の 道 は備は 

つて 居る とい ラ て もよ い。 唯今 日 の 褒貧條 例に 於 て は 公共 の 事業に 盡 力した 者 


る こと は實に 驚くべき 程の ことであった • 今よ & 見れば 洵に烦 S に堪 へない 成 

が ある 位で ある。 是 等の 禮式 習慣 は 維新の 變更 と共に 全く 一掃され. たというて 

もよ い。 而 して 今日に 至る まで 新時代に 應 する 習慣 儀式が 未だ 定まらな いもの 

が 多い。 孝道の 實踐は 形に 現れて 禮儀 習慣と 密接の 關係を 有って 居る もので あ 

る。 たと へば 家庭の 內に 於け る 各種の 禮 式の 如 き、 そ の 親子の 間に 關 する もの は 

孝道と 密 に交涉 する 所が ある。 最も 著しき もの は、 父 母の 喪 及び 追 孝の 祭奠の 如 

きもので ある。 斯の 如き 禮式 習慣の 廢止 はおの づ から 孝道に 不利の 影響 を與ふ 

るに 至った と 思， ふ。 

g 新敎 育の 進步 普及 • 前に も 述べ た 如く、 今日 敎 育の 普及 は 忠孝の 敎の普 

及に 與 つて 大いに 力 ある ものである。 ^かしな が ら、 舊 敎 育に 於て 其の 敎 ふる 所 

は專ら 忠孝 彝 倫の 外に 出で なか つたと いうても よいのに 反し て、 今 日の 敎育 は學 

問 技， 藝に 重き を 置く のみなら や、 道 德 上に 於て も、 古 の 如く 忠孝 彝儉の 外に 尙ほ求 

むる 所が 多い。 卽ち 大いに 公德を 重ん すべし と 云 ひ、 人 は獨 立自營 以て 身 を 立つ 

べしと い ひ、 勸 勞を尙 ぶ ベ し、 勞 働 は 神 S な b と 解せ よと い ひ、 又 大ぃ に 事業 を 興し 
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因に 孝道の 眞髓は 個人主義 的 精神と 銜突 しないと いふ こと を 一 言して 置かう 

と 思 ふ。 子と して 親に 服從 し、 親 の爲に 孝養 を盡 し、 己 を 忘れて 親の 心 を 以て 心と 

すべし と は、 卽 ち 孝道の 精神で ある。 斯の 如き は 自己の 衷心よ， 5 任意 的に 發 し、 卽 

ち 自己の 踐 むべき 道 を 全うせん が 爲に爲 す 所の ことで なければ ならぬ。 孝行 は 

自己の 意に 反して 强 ひて 他の 爲に盡 すので はない。 若し 他に 餘儀 なくせられ て 

親に 孝養 を盡 すと い ふなら ば、 こ れ眞の 孝養で はない • 眞の孝 は 自己の 衷心よ b 

出づる ものでなくて はならぬ。 故に 孝道 は 自己 を 本位と する 思想と 必す しも t 

突す る もので はない。 

0 漢學 及び 佛敎の 衰微。 佛敎 及び 佛敎は 孝道. を勸獎 する に 力 を 用 ひた も 

ので ある， 苟 くも 漢 學の敎 育を受 くると い へ ば 孝 經の素 讀を爲 さぬ もの はな か 

つた 有檨 である。 維新 以後 儒敎 並に 佛敎の 衰頹は 一時 その 極に 達した。 これ 又 

國 民の 孝の 思想に 幾分 不利の 影響 を與 へ たで あらう と 思 ふ。 

W 舊 風俗 廢れて 新 習慣 未だ 興らざる こと。 維新 以前に 於て は、 萬 般の 事に 

闢 し、 嚴 重なる 習惯 儀式が あつ て、 國 民 は 之 を 遵守した ものである。 その 整頓した 


らぬ とい ふこと は已 むこと を 得ない。 この 大勢の 影饗を 被れる 外、 孝 逍は 特に 其 

の 動搖を 生す ベ き 事情に 遭遇した か. と 思 ふ。 

H 革新の 氣風。 維新の 變更は 一般に 革新の 氣風を 生じ、 舊を 捨て 新 を 喜ぶ 

風潮 は滔々 として 社會を 支配 し、 在 來の 習慣の 如き は爲に 多く 破壊 せらる るに 至 

つた。 孝道の 如き もお のづ から 其の 影 饗を被 b  、素 よ， 9 之が 爲に 全く 破壊され 了 

ると 云 ふ ほどで はない けれど も、 幾 分 不利なる 影響 を受 くる こと は 免れな か つた。 

W 個人主義の 思想。 維新 後に 於て 個人主義 的 思想の 發 達した こと は 著し 

いこと である。 孝道の 精神 は 決して 個人主義と 兩立 しない もので はない が、 形 よ 

り 見れば 相反す るが ごとき 感が おる。 從 つて 幾分の 影響 を 被む る こ と を 免れぬ。 

殊に 個人主義 的 思潮の 適用の 如何に 由って は 孝道に 直接の 影響 を與 ふるに 至る。 

厭く まで 個人の 利害 を 本位と して 之を擴 張して 止まない ときには 孝道と 牴閬す 

る 虞 も ある。 又 個人主義 的 思想 は、 往 々排他的の 利己 思想と なる 虞が ある。 その 

適用に 至っても 往々 誤って 不相當 の範圍 にまで 及ぼさる る ことがある。 斯くて 

是れ が爲に 孝道 は 幾分の 動 搖を受 くるに 至った と 思 ふ。 
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一度 外國に 接する に當 つて は、 國 民の 心お 

る ことになるの は、 自 然の 勢で ある。 而し 

は 明かで ある。 其の 他、 近く 日 

絕 好の 機 會を與 へた。 斯くて 

で. 居る。 後世の 史家 をして、 明 

忠誠の 精神の 發 揮を以 て、 そ の 

孝 も 亦忠の 如く 明治 年間に 

うか 何人も 然 bLJ 答 ふる も 

至 つ て、 寧 ろ衰頹 しつ、 ある こ 

り 孝子が 少く なった とい ふ 次 

としない。 之 を 統計的に 證明 

らう。 唯 孝に 關 する 國 民の 觀 

れ ばなら ぬかと 思 ふ。 維新 後- 

つ  あ， o-  というて  よい。  孝に 關 


九 四 

のづ から 一に 歸し て、 之 を 以て 彼に 對す 

て國民 精神の 中心 點は 皇室に ある こと 

き國民 忠誠の 精 祌を發 揮す るに 

の も 熱烈なる 忠君の 精神に 富ん 

かし むれ ば、 必 やや この 熱烈なる 

う と m,u ふ • 

大いに 發 揮す るに 至った であら 

に 不思議に も 孝道 は 明治 年間に 

ない， 素よ b 不孝の 子が 多くな 

求 むれば 明治 年間に 於ても 少し 

出 求ない が、 孝 子 は瀑山 あるで あ 

つ 、あ. CN とい ふこと は 認めな け 

なる 變動 を受 け、 今 なほ 動搖 しつ 

亦 同 一 の 運命 を 分たなければ な 


淸 日露の 兩 役の 如 

今日は 如何なる も 

治 時代の 特 亂を說 

.1 に 加 ふるで あら 

至 つ て、 そ の 精神 は 

の は 無から う。 實 

と を 認めざる を 得 

第で はな い、 孝子 を 

する こと は 素よ， 9 

念が 漸く 薄くな b 

_國 民の 精神 は大ぃ 

する 田 ，J 想の 如き も 


第 十六 章 孝道の 危機 

近時 忠孝 は國民 道德の 大本な りと 盛んに 唱道 せら れ、 忠 孝 一 致、 忠 孝 一本の 說は、 

敎育 者に 依って 大いに 鼓吹され て 居る。 封建時代に 於て、 忠孝の 敎が 最も 重ん せ 

られ たとい つて も、 敎 育 は その 一 部に 限ら れ、 出 版 事業 も 極めて 幼稚なる 時に あつ 

て は、 其 の敎は 廣く國 民の 間に 普及して 居った と は 云へ ない。 之に 反して 今は敎 

育の 普及した る 結果と し て、 忠 孝の 敎は總 ての 國 民の 間に 普及して 居る というて 

もよ い。 斯くて 忠孝の 敎は よく 完全に 實 行せられ て 居る とい ふこと がで き るか。 

姑く 忠に 就いて 言 へ ば、 こ の 精神の 國 民の 間に 普及 し、 且 つ 其の 旺盛なる は 前古 

曾て 見ない 所で あらう と 思 ふ。 蓋し 幕府 は 政權を 返上し 三百の 諸侯 は その 藩籍 

を 還して、 王政 古に 復 し、 加 ふに 明 天子の 聖德を 以て し、 國 民 悉く 王化に 浴す るに 至 

つたから である。 ^かしな が ら、 な ほ是 等の 理由の 外 に、 忠 君の 發撣 すべき 事情 は 

維新 前後より 今日に 至る まで 多く 發 生した。 幕府の 末葉に 當 つて 國 學の復 興、 勸 

王 論の 勃興の 如 き、 其 の 一つで ある。 最も 大 いなる 原因 は外國 との 接觸 である。 
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九 二 

民法の 規定 を 一 見す るに 過ぎない 場合に は、 類 似の 誤解 を來 さない ともい へ ない. 

今日は 國民 にして 民法の 條文を 一 讀 する ものす ら少ぃ 場合で あるか ら、 斯 かる 虞 

は 殆んど 無い ので あるが、 I 面より 言 へ ば、 國 民の 法律 を 知る こと は 之 を 希望せ ぬ 

ければ ならぬ。 また 年と 共に 法律の 國 民に 周知 せらる るに 至る は 疑の ない こと 

である • そこで 前に 述べた 望が 起る ので ある。 予は茲 に 現行 親族 法 ー篇の 規定 

を 以て 直ちに 孝道の 精神に 背く ものであると 信す るので はな い、 唯 孝道 を 斟酌す 

る こと 一層 深かった なら ば、 幾 分の 修正 を 施す 餘 地が あるで あらう との 疑 を 有す 

るまで 3. ある。 或る 學者は 我が 親族 法 もー步 進まば 歐 米の それの 如 く、 全 く 個人 

主義に 據る やうになる であらう と" そ の 著述の 內に明 言 して 居る。 予は 我が 親族 

法の 運命が かくなる ベ きもので あると は 信じない。 予は その 反 對に尙 ほ 一 層 我 

が 家族 制 や 孝道と 善く 調和す る 親族 法に 進化 せんこと を 希望す る ものである。 

切に 世の 識者 並に 専門家の 硏究を 希望す る。 


と 二者 は 谷.' その 範園を 異に し、 又 その 目的 見地 を 異にして 居る ものである •  ^か 

しながら 二者 共に 親族の 關 係に 就いて 規定す る ものである。 故に 其の 間に 全然 

關. 係す る 所が 無い とはいへ ぬ。 法律の 制定 者に して 我が 國の 家族の 性質 並びに 

孝道 を 重ん する こと 一 層大 なりし ならん に は、 或 は 其の a? 定， を 別にした であらう 

かと も 思 ふ點が 無いでも ない。 元 來 我が 親族 法 は 大いに 我が 風俗 舊慣を 斟酌し 

て 制定せられ たもので あつ て、 歐 米 諸國の 親族 法と は 頗る その 趣 を 異にして W る 

と稱 せられて 居る。 蓋し さう であらう と 思 ふ。 ^かし 望蜀の 希望が あ る、 そ f は 

倚 ほ 一 藤 我が 國の 事情に. 重き を 措かれたならば よか つたと 思 ふこと である。 こ 

の 親族 法の 精神 が、 專 門の 法律家に 由って 解 せらる ゝが如 く、 國 民 一般に 領解 せら 

るるならば、 或は 心配す る 必要が な， い かも 知れない が、 僅 に 其の 個條 をー讀 する に 

止った な ら ば、 或 は大 なる 誤解 を 生じ て、 そ の 極 孝道 を 罔す るが 如き 薆 なしと も 限 

ら ない。 曾て 法學生 の 間 に、 子 は 親 に 孝養 を盡す 義務が ある や 否やと いふ 問題 を 

討議した ことがあ つたと 傅 へられて 居る。 斯の 如き は 法律 そのものの 性質 を も 

知 ら す、 從 つて 法律と 道德 との 關係區 別 を 知らない より 起った 所の ものである 力 
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親族 鷲に ある 親子の 關 係の 規定の 如. きも、 未成年者の 利益 を 保護す る を 主たる 目 

的と して 居る。 親. 櫂 も その 目的に 外なら ない ので あつ て、 親 の 利益の 爲 に、 そ の 權 

， を 認 め て、 子 をして 之に 服從 せし むる 趣意に 出づ るので はない。 未成年た る 子 

の 利益 を 保護す る爲 に、 法 律 上 十分の 能力 を 有せざる 者と 見 傲す 未成年た る 子 を 

し て、 之に 服從 せしめん とする ので ある。 社會に 子の 利益 を 思 はすして 必要なる 

保護 を 加 ふること を爲 ない 親が 萬 一 あった 時の 場合に 處 する 方法 を 定めた もの 

である。 槪 して 法律 は 人が 其の 當然爲 すべき こと を爲 ない 爲に 社會の 安寧秩序 

に 害 を 及ぼす 場合に 處 する 方法 を 規定す る ものである。 要するに 民法 親族 篇の 

規 定 は、 孝 遨と關 係な きもので ある。 若し 親子の あらゆる 關係は 民法の 規定に 鬣 

きて 居る と 思 ひ、 之 を 遵守 すれば 子た る道德 上の 本分 をも盡 くす ものと 考 ふるな 

ら ば、 そ は大 なる 誤で ある。 孝道 は 法律の 規定の 上 に、 子 の盡 くすべき 本務 を認む 

る ものである。 と は 云へ 孝道 は 民法の 規定と 街 突す る もので はない こと は 固よ 

h- である。 

孝道 を 主張す る 上に 於て は 民法の 規定 は 何等の 妨害と なる もので はない， も 
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民法の 一 部た る 親族 鴛には 親族 關係、 又は 家族 關 係より 生やる 諸種の 權利 義務 

を 規定して ある。 卽ち戶 主、 家族の 權利 義務、 親 權の效 力 、喪失より、 扶養の 義務 等に 

至る まで 之 を 規定して 居る。 其の 定 むる 所 は 頗る 綿密であって 、一見す ると 家族 

及び 親族の 關 係より 生やる あらゆる 場合 を 網羅して これに 處 する 行爲の 規則 を 

示して 居る やうに 思 はれる。 或は 殆ん ど實 際に 起る ことが 無から うと 想像され 

る 場合の こと を も 明瞭に 定めて ある。 ^かしながら 是 等は總 ベて 純粹 なる 法律 

上の 規定で あつ て、 社 會の 安寧秩序 を 保つ とい ふ 見地より 必要なる 規定 を爲 した 

ものに 過ぎない。 最密 なる 意義に 於て 社會の 安寧秩序 を 害する 虞の ない 限 b は、 

法律 は 毫も 問 ふこと を爲 さぬ。 いふまで もな く、 法 律 は 不道德 の こと を 規定す る 

こと はない けれど も、 今 日 は道德 上の こ e は 之 を 道 德に讓 つて 干涉 する こと を爲 

ない。 故に 親族 篇に 定めて ある 所 は、 如 何に 詳細に 笑って居って も、 何 れも 法律 關 

一 係 と 見 傲すべき もので あつ て、 道 德上 のこと に涉 つて 居る もので はない • されば 
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A 八 

基礎と する やうに ならなければ ならぬ • 將來の 家族 制 は專ら 孝道 を 基礎と する 

もので なければ ならぬ。 かかる 家族 制 は 他に 如何に 其の 存在 を危 くす る 事情が 

あ つ て も、 永 く 其の 存在 を 保つ ことが 出來 る。 


る こ となく、 家 の 組織、 家族の 關係 等に 就 いて、 益 I 改良 を 加 ふるとい ふが 如き 企圆は 

おの ゴ から 大 いなる こと を 得ない • 現に 歐 米の 社會に 於て は 家 を 以て 單に 眠る 

場所と 爲 すが 如き 有樣も 見え て、 快 樂 幸福 は 之 を 家 外に 求む るが 如き 傾向 も ある。 

かくの 如き は 決して 望ましき ことで はない。 

以上 論じた 如 く、 家 族 制 は 之 を 一 般 的に 考へ てな ほ 主張す る 理由 あ り、 希 望す ベ 

き 理由が ある。 况 して 我が 國に 於て は 建 國以來 家族 制 は 我が 社會 組織の 特徵に 

し て、 我 が天壤 無窮の 國體と 密接の 關係 ありと したなら ば、 家 族 制の 維持 は 最も 之 

を 必要と せねば ならぬ。 ^かるに 本章の 初に 述べた 如 く、 家 族 制の 存在 を危 くす 

るが 如き 原因 少 くないと したなら ば、 我 等 は 之 を 維持す る 方法 を 大いに 講じな け 

れ ばなら ぬ。 而 して 予の考 では 孝道 は實に 家族 制 を 將來に 維持す る ものである。 

前に 述べ たるが 如く 孝 は 我が 父母 を 敬愛す るよ b  、溯 つて 祖先に 及ぶ ものである。 

故に 孝道に して 確立す るに 至ら ば、 た とひ 幾多の その 存在 を危 くす る ものが. あつ 

て も、 家族 制の 永く 維持 せられる こと は 疑 を 容れ ない。 過去 の 家族 制 は 或は 家長 

櫂 を 基礎と し、 或 は 土地 财產を 基礎と して 存在した が、 將 來の 家族 制 は 無形の 力 を 
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とも あ るで あらう。 ヌ 孫の 新に 興す 

はい へない。 ^かしながら 斯の 如く 

する 結果で あつ て、 今 代の 家 をして 前 

も 進 步發 達せし め やうと する に は そ 

步發 達する こと を 期す るに 如かな い- 

は  家の 進步に  待たなければ  ならぬ と 

望す べき ものであると いふ ことが で 

人の 幸福 は その 種類 多く、 又 そ の 幸 

的の 關 係より 受 くる 幸福 は 人生の 幸 

ない もの は 無い というて よい。 夫婦 

ので あらう。 親子の 關 係よ b 生す る 

こと は 幸福 を 聯想せ しむる もので あ 

し、 家族 間の 關係 圓満な るに 從 うて 得 

若し 家 を 以て 單に j 時の 存在に 過ぎ 


八 六 

家 は 更に 一層 圓滿 なる もので あ b 得ない と 

家の 代 を 追うて 發 達する は、 云 はば 偶然に 生 

代の 家よ b も、 又 次代の 家 をば 今 代の 家より 

の 連績を 認め て、 意 識 的に 家の 代を逐 うて 進 

- 卽ち 此の 點 より 見る ときには 個人の 發達 

いふ こと は 明かで ある。 從 つて 家族 制 は 希 

き る。 

福と する 所 も 人に よって 異る けれど も、 家 族 

福中大 いなる もので あつ て、 何 人 も 之 を 欲し 

の 相 敬愛す るよ b 生やる 幸福 も大 いなる も 

幸福 も 小なる もので はない。 旣に 家と いふ 

る， か、 る 家族 的の 幸福 は 家の 組織の 完全 

らる ゝ こと は 一言 ふまで もない ことで ある。 

ない ものと するとき に は、 自 ら家を 重要視す 


ほ そ 

か も 

す る 

の數 

ざ る 

す る 

人の 

換 へ 

は、 少 

が 進 

あ つ 

理想 

め な 


の 倉 .3 

我等の 

もので 

代に 亙 

を 得な 

に 個人 

ことが 

發 達の 

くと も 

步 して 

て、 同時に 

の 域に 達 

く  I も、 子 

笫 一 篇 


古き を 誇と 

に は 語る ベ 

ないか。 か 

て連續 して 

發達 幸福の 

きる 如 1^ 

に は 家族 的 

の 發達は 家 

の關 係に 於 

想 的の 域に 

社會が 理想 

した 時で な 

の 成す 家 は 
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なし、 過去 

き 歴史な 

くの 如く 

存在す 


の 歷史を 語る こと を 忘れない ではない か。 ^ 


上よ 

なる 人 

の關係 

族の 發 

て 人の 

達する 

の 域に 

ければ 

親の 成 


く 希望す ベ き 未 * なしと する は、 頗 

考へ來 ると き は、 家 族 制 を 維持す る 

こと を 認 む る は、 誠 に その 理由 ある 

へ て、 家 の 必要に し て 希望す ベ きも 

必す 家族 的の 關 係に 立つ もので あ 

- 於ても 亦發 達する 所が 無ければ な 

と相關 係す る もの で、 家 族と して 發 

達は闕 けて 居る とい はんければ な 

き に は、 卽 ち 個人が 理想的の 域に 達 

し、 國 家が 理想の 域に 達した 時で あ 

らぬ。 たと ひ 家の 連續 して 存在す 

たる 家よ b も進步 したる もので あ 

八 五 


る 人 


^ と 


情 

を 


ぬ 

V7 


b  、又 

る 


に. 反 

ち 家 

認 め 


なる を 解 

„ 欤に個 


ず J 


言 ひ 

時に 

人類 

時で 

庭が 

を認 

ふ *  J 


由 は 毫も 無いで はない か。 況 

とい ふ 場合に 於て も、 血 統の關 

るので ある。 かかる 自然の 基 

のとす るの は、 決 して 理由の 無 

を 有する と 云へ る。 

人に は 歴史 を尙 ぶの 性が あ 

に 於ても 尙ほ 其の 祖先に 有名 

誇と な し、 又 有名 なる 人の 傅 記 

が 如き 皆 この 性に 基く という 

子々 孫々 に傳 へんと し、 子 1^ は 

要求で はない か。 我が家 は 我 

b は、 我が家に は 過去 あ b 將來 

國 の歷史 あり 將來 ある を以っ 

將來の 發展を 希望す るの は自 


八 四 

んゃ歐 米に 於け るが 如く 數 代に N る 家 を 認めない 

係 は 祖先よ b 子孫に 至つ て 連綿と して 繼續 して 居 

礎 を 具 ふる 所の 圑體卽 ち 家 をして 長く 繼續 する も 

いこと ではない。 卽ち 家族 制 は 人の 性に 其の 基礎 

ると い ふこと が 能き やうと 思 ふ。 個人主義の 歐米 

なる もの あるときに は、 子 孫 は 之が 系圖を 語る MJ を 

を 著 はす もの は 溯って その 祖先の こと を 吟味す る 

て もよ い。 今、 人 が必す 組織す る 所の 家 をして 之 を 

又 之 を 父祖に 承く ると する は洵に 自然なる 人性の 

が 一 代 を 以て 始まり 我が 一 代 を 以て 終る とする よ 

あ， O とする 方が 如何に 人情の 自然に 適 ふか。 國は 

て 誇と な し、 都 市 も 農村 も 各-そ の 過去の. 歴史 を 有し、 

然 のこと である。 單に營 利 を 目的と する 會社 もな 


ば、 我に 於け る 家 は 連綿と して 數 代に 亙る 家 

る。 彼我の 差 は單に 玆に存 する ので ある。 

にも 一 代の 家 は 存在す るので ある。 故に 人 

よい。 ^からば 家族 制 を 採る か、 個人 制 を 採 

て存 する か、 之 を相績 せしめて 數 代に 亙る も 

題 はこ こに あるので ある。 

家 は 血族 相 集って 成す 所の 圑體 である。 

組織す る。 國 家の 如き は卽 ちその 最も 大な 

圑體 なる ものが ある。 そ の 他 商事 會社等 種 

團體も 之 を 血族の 圑體に 比すれば 人爲 的の 

^かも 是 等人爲 的の 圑體 も、 多 く は 之 を 永久 

は 其の 画體を 組織した る 目的が 一 時 的なら 

組織す る圑 體、 し かも 最も 自然 的なる 團體た 

るの を至當 とする か。 彼は數 代に 亙る もの 


も 


ざ 


ある。 彼に あって は 

ち 個人 を單 位と して 

必す家 を 成す もので 

かとい ふ 差 は、 家 は 一 

と 成す かとい ふ點に 


1 代の 家で あ 

組織す る社會 


ス はか ゝる 團體の 外に 

る ものである。 國 家の 

々 の 圑體を 組織す る。 

ので あると いはんけ 

存續 せし むる のが 常 

るよ， 9 生す るので あ 

る 家 は 何故に 之 を 一 代 

と な し、 此 は 一 代に 止む 


あると 

代の も 

あ る， 

幾多の 

外にな 

而 して 

れ ばな 

である。 

るが、 人 

の 存在 

べしと 


い， フて 

のとし 

實に問 

^體を 

ほ 公共 

何れの 

ら ぬ。 

これ 

が必ゃ 

に 止む 

いふ 理 
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八 二 

歐米 諸國の 社會は 家族 を 本位と せ す、 個 人 を 本位と するとい はれる • 卽ち國 家 

と 個人との 間に は 家と い ふ もの を 介在す る こと は 無い ので ある。 ^かしながら 

何れの 國に 於て も、 人 は必す 或る 意味に 於ての 家 を 成す ものである。 極端なる 共 

產 主義が 行 はれ 妻女の 共有 すら 行 はるる 社會に 於て は、 個 人 は 初めて 家 を 成さ や 

して 生活す ると 云へ る。 苟 くも 然ら ざる 以上 は、 必 す 或る 意味の 家 を 成す ので あ 

る。 その 家 は 夫婦 及び その子 女の 集って 組織す る もの で、 夫 婦の 死. IJ に 由って そ 

の 家 は 全く 絕 C に歸 し、 子 女の 成長 し、 結 婚す るに 至って 新に 一家 を 興す もので あ 

る。 卽ち 子の 成す 家 は 親の 造った 家と 何等の 關係 のない ものである。 ^かも 是 

れ亦 一種の 家た る を 失 はない。 歐 米の 社 會には 我が 國に 於け るが 如き 家 を 存じ 

無い とい ふの は、 之 を 精密に い へ ば、 祖 先より 承け 繼 いで 之 を 子孫に 傳 ふる 家が な 

いとい ふので ある。 また 家に ついて 家長なる もの を 認めない あいぶまでで ある。 

その 夫婦 子女 共同して， 生活す る 狀態を 以て 言 へ ば、 我 と 彼と 多く 異なる 所 はない。 

或は 我に ありて は 結婚した る 子 が、 そ の兩 親と 同棲す る を 普通と し、 彼 にあって は 

別居す る を 常と するとい ふ 差 あるに 過ぎない。 され ど 其の 根本 的の 相違 を 云 へ 


斯の 如く 家族 制の 衰 t 

なかつ た な ら ば、 家 族 制 は 

制の 滅 t は 毫も 意と す • る 

るに 至る とき は 我が 國の 

然の 結果で ある。 かくて 

或は 我が家 族 制 は 我が 國 

衰頹は 國體の 維持に 關係 

衰 へても 直ちに 國體の 維 

るた めに はよ く 家族 制 を 

^この 點ょ b 考 ふれ ば、 家 

に せ ば 之 を锥 持す る こと 

此の 問題に 答 ふるに 先 

關聯 する とい ふ こと を 離 

か、 又 之 を 維持す る こと は 

第一 篇 孝道 本論 


を 促す 原因 は少く な い- 

近き 將來に 於、 て 全く  C 

に 足らない ものである 

組織 は歐 米と 同じ く、 個 

我が 國家 組織の 特質 を 

體と關 係す る 所が ある 

する 所が あると 云 はな 

持を危 くす る こと は 無 

保持す る ことに 須っぁ 

族 制 は 之 を 維持す る こ 

を 得べき か。 

ち、 家族 制 は 我が 國家組 

れ て、 元來 家族 制な る も 

希望す ベ きこと である 


若し この 勢に 

ぶる に 至る かと 

か， 家族 制に し 

人 を單位 とする 

失 ふこと は 何等 

とい ふ。 果して 

ければ ならぬ。 

いにして も、 完 全 

る は 疑ない こと 

と を 努めん けれ 


して 進んで 止ま 

思 はれる。 家族 

て 若し 全く 滅ぶ 

に 至る こと は必 

の 差 支 はない か。 

然 らば 家族 制の 

た とひ 家族 制が 

に 國體を 維持す 

であらう。 然ら 

ばなら ぬ。 如何 


織の 特質に して 又 我が 國體と 相 

の は 之 を 維持す る 必要 理由 ある 

か を考へ て 見やう J 
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く 長く 一定の 地に 住居し ない 有 樣を呈 して 求た。 家族 制 は 人の 必然に」 定の土 

地に 永住す る こと を 必要と しない けれども 父母の 家 又は 祖先 1 同 一 の 地に 住す 

ると い ふこと は、 家 の觀念 を强く し、 之 を持續 する 上に 力 ある こと は 疑 を容れ ない。 

更に 工業 組織の 關係は 工場に 於け. る 大工 業 を 生す るに 至 り、 家 內 工業 は 漸次 衰ふ 

る 傾が ある。 玆に 於て 職業の 世襲 は *r 困難 になって 來た。 商業の 經營に 於ても 

大規模の ものに 移る 結果、 世襲 的 家業 は 漸次なくなる。 かくの あとき 狀態は 何れ 

も 皆 家族 制に 多少の 關係を 及ぼす ものである。 其の 他都會 の 益，. 膨脹し て 地方 人 

口の 漸次 減少す るが ごと き、 貧 富 の 懸 隔 は 愈. ^大 となる がごと き、 近 世に 於け る經濟 

上の 變動 は實に 著しき ものである。 而 して 經濟 上の. 關係 が 益 t 重 大の 意味と 勢力 

と を 有する に 至る こと は、 これ を 政治 上に して も、 社 會上 にしても 著しい もので あ 

る。 而 して 是 等の 變動は 一 として 家族 的に 利なる もの は 無く、 皆 不利なる ものの 

みで あると いはんければ ならぬ。 而 して 斯 かる 經濟の 發展は 之 を 如何と もす る 

こと は出來 ない もの で、 又 他方 よ り 觀 察すれば 希望す べき ものであると いはんけ 

れ ばなら ぬ • 


べんと する 個人主義の 勃興 は 過去より 現在に 及び、 更に 將來に 亙って 家族 制を危 

くす る ものである。 極端なる 個人主義が 家族 制と 兩立 すべから ざる ものである 

こと は 明かで ある。 たと ひ 極端なら やと も、 個 人 主義 は その 性質と して 家族 主義 

に對 して 裨益 ある もので はない。 旣に 述べた 如 く、 我 が 法制 上に 於て 家の 财產を 

認めない 主義 を 採った の は、 個 人 主義の 一つの 勝利で ある。 今日 或る 論者 は 個人 

主義が 滔々 として 人心 を 支配す るの を 歎く もの も ある が、 又 一 方に は 我が 國 民の- 

なほ 個人の 自由 權利を 主張す る 念の 乏しき こと を 慨嘆す る もの も ある。 想 ふに 

將來 我が 國に 於ても 個人主義 は 益.^ 勢 力 を 振 ふに 至る であらう と 思 ふ。 幸に して 

個人主義と 家族 主義と よく 調和す る こと を 得れば 兎 も 角、 然 ら ざると き は 家族 制 

は 常に 個人主義に 對 して 警戒し なければ ならない。 

W 經濟 組織の 變動。 四民の 區 別が 廢 止せられ たるよ b 生す る經濟 上の 關 

係に は 家 祿を失 ふ あ b  、或 は 世襲 的 家業の 漸減 を 來すぁ り、 ま た 業務の 選擇は 全く 

個. 人の 自由に 委せら る、 等が ある。 か、 る變 動の 家族 制に 及ぼす 影響 は 容易に 

推知す る ことが 能き る。 更に また 交通の 發達は 人の 移住 を 容易に して 右の ごと 
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つ た、 た とひ 财產の 

業と して 之を傳 へ 

いうても よい。 且 

の 相續の 上に か、 

く廢 止せら れ、 人 は 

かなる 業務 を擇ぶ 

なかった けれども- 

右す るに 至った。 

に寄與 する も の、 又 

思 ふに 家族制度と 

の は 一朝に して 四 

たとい ふので ある- 

^ 個人主義の 

を與 へた もので あ 


以て 傳ふ ベ きものがない 場合に 於て も、 祖 先 

たので ある • 故に 家を繼 承相續 する 上に 於 

つ 農に は 農の 家風 あり、 商 に は 商 の、 ェ にはェ 

る 無形の カも與 つて 居った。 ^かるに 維新 

その 力に 由つ て、 い かなる もの も 青雲の志 を 

も、 そ の 好む 所に 從 ふこと になった。 之 を 個 

強大なる 力 を 以て 實際 個人主義 は 社 會を支 

素よ b 階級 到 度の 廢止は 維新の 一 大 功績に 

社會 進歩の 上より いふ も、 四 民の 平等 は 喜ぶ 

四民の 平等と は兩 立し ない もので はなから 

民の 區別 を廢 したる が爲 に、 家 族 制の 上に 大 

勃興。 前に 述べた る 二つの 原因 は 過去に 

る。 而 して 將來に は その 影響を及ぼす もの 


七 < 

の 職業 は 多く は 家 

て根據 があった と 

の 家風が あつ て、 家 

以後 四民の 階 殺 全 

達する を 得べ く、 い 

人 主義と は 自覺し 

配し、 人の 精神 を 左 

し て、 又國民 の 幸福 

ベ きこと である。 

う。 唯玆に 述べ る 

いなる 動 搖を與 へ 


於て 家族 制 

ではない。 


に 危害 

玆に述 


し て、 總 て 在来の もの を 以て 固陋 舊弊 なりと して 

もの は選擇 する 所な く 之 を 採 b  、苟 くも 舊 きもの 

とい ふ 勢であった。 斯 かる 大勢の 及ぶ ところ は 

的の 力に 抗 する こと は 能き なかった。 我が家 族 

固であった からと いうて も、 そ の破壤 的の 影赛 を 

かる 新 を 喜んで 舊を嫌 ふ 所の 精神 も 後に は 其の 

吹 を 見る に 至 b 、爾 後人 心 は 漸く 覺醒の 時期に 透 

の惡 なる もの は 之を棄 つると い ふ 中正の 態度 を 

來は 家族 制に 就い て 云々 する 聲を 頻りに 聞く や 

家族 制が 維新 激變の 影響 を 受けて 蒙った 創痍 は 

W 階級 制度の 廢止。 封建の 時、 士農工商の 

の 維持に 對 して は 有益であった とい はなければ 

の 制 あり、 これ を 無形に して は士 たるの 家風 あ，^ 

揚 ぐると いふ ことに は 便宜であった。 農工 商と 

第 


lit  くるに 

は 容赦な 


ひ 

虫 

善 


て 

る に 

うにな 

之 を 認 

階級 

先 


の 

そ 


S 

の 


至った。 苟 

く 之 を棄て 

何なる もの 

も 如何に そ 

と は 出來な 

し、 國粹 保存 

る もの は 之 

つた。 從っ 

た。 ^かし 

なければ な 

存じた る こ 

士 にあって 

業 を 紹述し 

職業 は 多く 


くも 新しき 

て 顧みない 

も その 破壊 

の * 礎は鞏 

かった。 か 

主義 等の 鼓 

を 保存 し、 そ 

て 近き 數年 

ながら 我が 

ら ぬ。 

と は 家族 制 

は 勿論 家祿 

て 益-家名 を 

世襲 的で あ 
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日 は尙ほ 家族 制の 儼存 したる 時代 を 去る こと 遠 か ら すして、 法律上 旣に 意味 を 失 

ひたる 家產 が、 尙 ほ 人心の 上に 昔時の 觀念を 保存す るに も 由って 居る。 其の上 古 

に 一存した る 氏族の 制度 は 早く 旣に 消滅した けれども、 過去 ニ千數 百年 間の 歷史を 

有する 家族 制 は、 た とひ 之 を破壤 する 原因が 幾多 發 生しても、 一 朝に して 全く 衰亡 

に歸 する もので はない。 

^かしながら 維新 以後 家族 制の 維持 を危 くす る 所の 幾多の 原因が 現 はれ 來っ 

たこと を考へ ると き は、 家族 制の 將來は 徒ら に樂觀 をして 居る わけに は 行かない。 

我が家 族 制の 衰 C は 毫も 憂 ふるに 足らない としたならば、 いざ 知ら す、 長 く 之 を 保 

存 すべ きもので ある i したならば、 これが 維持に 關 して は 大に 考究す る 所がな け 

れ ばなら ぬ。 今茲に 家族 制の 衰 C を 促す 重なる 原因に 就いて 先づ考 へて 見 やう。 

1 維新の 激 變、 舊 制度の 破壤。 維新の 變革は 之 を 外國の 歷史に 見る が 如く、 

血 を 流す i な く、 平 和の 間に 行 はれた けれど も、 其 の社會 百般の 制度 慣習 を 破壊し 

た 力 は實に 非^なる あの で、 他 國の 鮮血 を 流した 大 いなる 革命の 結果 も、 之 に は 及 

ばない 位で ある。 啻に 舊慣 古俗の 破康 せられた ばかりで な く、 人 心 も 亦 全く 「變 


のでない こと は 明かで ある が、 若 し 家に 

らば、 それ は 家の 維持 發 達の 上に 大 いな 

歐洲 諸國に 於け る 家族 制の 沿革 を 見る 

て 居った。 而 して 此の 時代に 於け る 家 

家長 權は 財產は 勿論 家族の 身體 生命 も 

る專制 的に して 又 強大なる 家長 權を基 

に 代って 基礎と なった もの は 土地 財產 

產を 基礎と する 家が 長く 存在して 居つ 

の 主體は 個人 又は 人格 を 以て 擬 せられ 

ふ 家 は 殆んど 消滅に 歸 した。 卽ち歐 米 

婦 親子の 共同生活 を 指す のであって、 之 

存在せ ざるに 至った。 

我が 國に 於て 財產 制度の 上に 個人 主 

制を存 する の は 前に も 言 つた 如 く、 家 督 


屬 する 土地 その 

る 力 ^0 豸 する も 

に、 歐洲 の 社會も 

の 基礎 は 強大な 

其の 權內に 存じ 

礎と する 家が 衰 

であった。 卽ち 

た。 然るに 個人 

たる ものに 限る 

に 於け る 今日の 

を 祖先 に 承け て 

義を 採用す る に 

の 相 績を認 む る 


他の 財産が ある とした な 

のた るる は 疑 を容れ ない。 

最初 は 家族 制 を 基礎と し 

る 家長 櫂であった。 この 

て 居った。 ゑ かるに 斯か 

ふるに 當っ て、 そ の 家長 櫂 

或る時 代に 於て は 土地 财 

主義の 發展に 伴うて、 財產 

に 至つ て、 家族 制に 於て い 

家 は 一 代 限りの もの で、 夫 

子孫に 讓る 所の 家は最 闩+ 

至った に拘ら す、 な ほ 家族 

ことに も 由る けれど も、 4r 
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七 四 

第 十四 章 我が家 族 制と 孝道 ， 

我が 國 家の 組織 は歐米 諸國と 異なって 家族 を 本位と し、 個 人 を その 單位 とする 

もので ない とい ふこと は 常に 說 かるる 所で ある。 洵に 我が 國は 家族 を單 位と す 

る こと は 法制の 上に 於ても 之 を 認める ことができる。 ^かしながら 之 を 以て 封 

建 時代に 於け る 有檨に 比較 するとき に は、 我が家 族 制 は 漸次 壤 崩す る 傾が あるか 

と 思 はれる。 之 を 法制 上に ついて 言 へ ば、 僅 か に 家督の 相 績を認 むる に 過ぎな ぐ、 

財 產は今 は 家に 屬 せす して 、^主 又は 家族た る 個人に 屬す るに 至った。 今日に 於 

て も家產 等の 言 葉 を 使用す る ことがある けれど も、 最 密 なる 法律上の 意 * に 於て 

は 家に 屬 する 財産なる もの は 無い ので ある。 卽ち財 產に關 して は 家族 主義 を認 

めすして 個人主義 を 取って 居る ので ある。 唯 こ の 制度の 起って 以來年 を 經る未 

だ 久しから ざるが 故 に、 或 は 祖先 傳來の 财產は 家に 屬 する ものの 如く 考 ふるもの 

も 實際少 くない。 ^かしながら 年と 共に 斯 かる 觀念は 事實上 消滅す るに 至る も 

のと 見なければ ならぬ。 素よ b 家族 制の 基礎 は、 ひ とり 財產の 上に のみ 存 する も 


の 初に 達すべき である。 さりながら 眞に 孝道 をして 精神 あ b 力 ある ものな らし 

め やうと したなら ば、 單 に 理論 上に 止まら す、 事 實 上に 於ても 口に 說 くに 止まらす 

行に 於て、 溯って 祖先 を 崇敬す ると いふ こと を爲 なければ ならぬ。 今日の 孝道 は 

遺慽 ながら 未だ かゝる 域に 達して 居らない。 予の玆 にい はんとす る 所 は、 今 0 の 

孝道 そのものが 直ちに 祖先 崇拜の 俗 を 維持す る 力 あ b とい ふので はな い、 長 く 將 

求に 祖先 崇拜を 維持 せんと すれ ば、 力 あ b 精神 ある 孝道に 待つ 外 はない とい ふの 

である。 祖先 崇拜の 俗が 廢れて も、 長 き 歷史を 有する 我が 國體は 直ちに 其の 影響 

を受 くる ことなき は 疑 を容れ ない。 けれども 之 を 無窮に 維持す るに は、 豫 め 今：：： 

よ b 盧る 所がなければ ならぬ。 從 * の歷 史傳說 はた 又 制度 文物 等 は 之 を 維持す 

る 力が あると いうて も、 そ の 根本 は國 民の 精神に 外ならぬ。 適切に いへば 大いに 

孝道 を發 揮して 之に 頼る 外 は 無い と 信す る。 我が 國體と 孝道と は 先祖 崇拜の 俗 

を 通して 密 に相關 する ものと 云 ふ ベ きで ある， 
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あると いふ こと は、 小 學の兒 童 も 今日は 其の 說明 を聽 いて 知って 居る。 ^かしな 

がら 實 際に 於て 祖先 を 崇敬す る 風俗 儀式 は 漸次 廢 れつ ゝ あるで はない か。 また 

交通 機關の 非常に 發 達した るに 拘ら す、 大 廟 に叁宮 する もの は必 すし も增 加し な 

いので ある。 斯の 如き 形式に 亙った こと は 或は 問 ふ を 要せぬ として も、 唯 歷.^ を 

披ぃ て 我等の 祖先 は 天祖に 出づ ると い ふこと を 知る のみに 止まつ て 切實に 祖先 

を 崇敬す る こと を感 せざる に 至る は、 憂 ふべき ことで ある。 單に 口に 龃先 を崇拜 

すべし と說 くの みに し て、 そ の 精神が なくなったなら ば、 祖 先 崇拜は その 名のみ 存 

して 何等の 力 もない ものと いはなければ なら. ぬ。 予は 祖先 崇拜 の觀 念に 新しき 

血 を 注入して 之 を 將來に 維持す る は 孝道の 外にない と 思 ふ。 

今 H! 我が 國 民の 間に 行 はれて 居る 所の 孝道 は、 十 分 精神に 富んで 居る とい ふこ 

とはいへ ない。 單に 孝道の 現狀を 維持す るの みに て 長く 將來に 祖先 崇拜の 思想 

を 持續し 得る と は 思へ ない。 長く 祖先 崇拜の 俗 を 將來に 維持 せんとす るに は、 今 

日よ， O も 力 あ 精神に 富んだ る 孝道 を 以てしなければ ならぬ。 

孝道の 溯源 的遨德 たる J は 前に 述べた 所で ある。 理論 上よ b すれば 溯って そ 


る ことにな b  、若 しこの^ 想の みよ b 見れ ば、 古 を卑 むの 心 はおの づ から^らざる 

を 得ない， 更に 祖先の 神格 的 性質 を 信じた 思想 は、 祖 先 崇拜の 習慣 を繼績 する に 

力が あつたで あらう。 ^かるに 此の 考も 科學の 進歩に つれて 旣 におの づ から そ 

の 力 を 失 ふに 至った。 かかる 次第で あつ て、 將 求に 祖先 崇拜の 習俗 を 維持す る も 

の は、 孝 道 を 措いて 外にな からう と 思 ふ。 孝遨を 基礎と する 祖先 崇拜 であった な 

ら ば、 祖 先は必 すし も その子 孫より 優越し たもの なること を 要せない。 祖先の 時 

代 は 今日よりも 未開な b しこと を 妨げない。 我が 國從來 の 歴史に 於て 祖先 崇拜 

の 思想が よく 持績 され 來っ たとい ふこと は、 將 來を 卜する 資料た るに 足る とはい 

へ、 時勢の 變遷に 依って 種々 の 新なる 原因が 生じ * つて 之 を 打破す る こと を 慮ら 

ねばなら ぬ、 單 に 過去の 歷史 をのみ 賴 みとす る こと はでき ない。 

現に 我が 國に 存在して 居る 所の 祖先 崇拜は 如何なる 程度に 於て 行 はれて 居る 

ので あるか。 日々 壤 崩に. 傾きつ、 ある こと はない か。 口に 祖先 崇拜 をい ふこと 

は 或は 今日は 寧ろ 從來 よりも 盛んで ある。 祖先 崇拜の 俗 は 我が 道德 の特徵 であ 

ると いふ こと も 今日は 盛んに 說 かれる ので ある。 我等の 龃先も 亦 天祖の 後裔で 
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第 十三 章 我が 國體と 孝道 

莴 世 一 系の 皇室 を 戴き 以て 今日に 至れる は、 我 が國體 の特徵 であつ て、 も は^ 民 

の 同祖なる こと .と、 天 祖の 宏遠なる 德 と、 列 聖. の盛德 とに 由る に は 相違ない け r- ど 

も、 國 民に 孝道 を 重ん する 精神の ある こと も亦與 つて 力 ある ものである。 祖先 崇 

拜の 風俗 習慣が 我が 國體の 維持に 力 あ る こと は 論の ない ことで ある、 而 して 祖先 

崇拜 のよ く 今日まで 持續 さる ゝに 至った の は、 孝 道の 力が 與 つて 居る。 歐 洲諸國 

に 於て 祖先 崇拜の 夙く 跡を絕 つに 至った の は 種々 の 原因が あらう けれど も。 孝 m 

の 観念の 之 を 維持す る ものが 無かった の もニ大 原因であった らうと 思 ふ。 我が 

國に 於ても 若し 孝道に して 廢れ るに 至るなら ば、 永 く 祖先^ 拜の俗 を 將來に 進 持 

する こと は 困難になる であらう 10 田 5 ふ。 

從來は 祖先 ^拜を 維持す る 種々 の 事情 もあった。 例へば 古を尙 ぶと いふ 思想 

が あ b  、理 想 的の 時代 は 寧ろ 昔時に あった とい ふ 思想が あった。 これ 等 は 確かに 

祖先 崇拜を 維持す るに 於て 力が あつたに 相 違な い。 今 H は 進化の 锂 明かに さる 


常に 相 1 致して 何れの 場合に も 離れない ものである こと を證明 せんとす るに は 

なほ 從來 明かに せられた る 論據を 以て 十分な りと する こと は出來 ない。 故に 嚴 

密 なる 意味に 於て 忠孝の 一 致 を 主張 せんと すれ ば、 ® に 研究 を 要する。 今：：： の^ 

合 に 於 て は、 忠 孝の 二者 は 種々 の關 係に 於て 密接す る ものな りと い ふに 止ら なけ 

れ ばなら ぬ。 唯 この 密接の 關係は 最も 確實に 且つ 明瞭に 認めたい と 思 ふ。 從來 

は 漠然と 忠孝 一 本、 忠 孝 一 致と いうて 確實に その 關係 を認 むる こと をし なかった 

と 思 ふ。 眞に 忠孝 一 致な b とすれ ば、 忠 孝 は その 消長 を 共に しなければ なら ぬ、 ひ 

とり 忠 のみ 隆ん にして 孝は衰 ふるとい ふこと を 許さ 

遨の發 揮せ る こと 前古 未だ 曾て 聞かない 所で あるに 

はないで はない か、 しかも 漫然 忠孝 一 致、 忠 孝 一 本を唱 

を瑪論 上に 於ても 亦事實 上に 於て も、 確 實に 且つ 明瞭 

ると 思 ふ。 要すに 忠孝 を 以て 我が 孝道の 特 賀、 我 が 道 

來の說 明 を 以て 滿足 する こと は 出.^ な い、 E に 大いに 

る。 
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ない • まかる に 維新 以來忠 

拘 ら す、 孝 道は衰 へて 之に 副 

へて 居る。 これ 忠孝の 關係 

に 認めん としない からで あ 

德の 大本と 認 むる 以上 は、 從 

硏究 する を耍 する もので あ 


である。 孝と 忠とは 差別 あ 

の 關係を 表す に、 親 子の 關係 

例へば 佛敎に 於ても « と 衆 

る。 基督 敎に 於ても 祌を以 

と國 家との 關係を あら はす 

に 狹き關 係に 於て は、 自己 の 

の 關係を 他の 無形の ものに 

親子の 關係を 以て 之 を 適用 

國に 共通す る ことで あると 

ぼ し、 君 を 以て 親に 擬 し、 臣 を 

されば 忠の 孝と 相關 する は 

る こ i が あれ ば、 忠 はおの づ 

- 忠と 孝との 關係は 從來旣 

所の 點が ある。 忠孝 は斯の 


る ものの 間の 道德 である 

を 以てせん とする は、 何 れ 

生との 關係 を、 父 子 を 以て 

て 夭に 在す 所の 父と 呼ぶ 

に、 或 は父國 とい ひ、 或 は 母 

敎育を 受けた る 學校を 母 

まで 及ぼ し、 模 範 となれ る 

し 得べ きものに 及ぼさん 

いうても よい。 それ ゆ ゑ 

以て その 赤子に 擬す るの 

^に その 理ぁ b  、とい ふ こ 

から その 影響 を 蒙 ら ざ る 

に說き 明かされ たる こと 

如く 密に 相關 する もので 


六 八 

， およそ 差別 ある ものの 間 

の國に 於ても 見る 所で ある。 

あら はして 衆生 を佛 子と 見 

ので ある。 西洋に 於て 自己 

國 とい ひパ乂 祖國と いふ。 更 

校と 稱 する。 か、 る 親子 的 

法律 を 母 法と 稱 する。 かく 

とする は、 人 情の 常にして 各 

にこの 關係を 君臣の 上に 及 

は洵 に當然 のこと である。 

とが 能き る。 孝に して 廢る 

を 得ない。 

の 外、 な ほ數 多の 相接觸 する 

あ る、 而 しながら この 二者 は 


說ょ. 9 見れば 極めて 力 弱き 云 ひ 方で ある。 兎に角 孝 は 一切の 道 德の极 基で ある 

とい ふ關 係よ b  、忠 と 密接なる ものであると い. ふこと がで きる • 

孝 は 報恩 的 行爲の 根本で あると いふ MJ を 述べた。 君に 對 する 報恩 的 行 爲は實 

に 親に 對 する 報恩 的 行爲に 次ぐ ものである。 此の 關 係に 於て 忠と 孝と は 近接の 

ものである. 廣 くいへば 我等 は 隣人 に、 又 社 會に負 ふ 所の 恩惠 あちと い ふさがで 

きる けれど も、 是 等 は 我等の 父母に 負 ふ 所の 悤惠の 如く 具體 的に して 又 直接なる 

もので はない。 君主の 恩 は 恩惠の 中に 於て 親の 恩に 最も 近き ものである。 殊に 

君主の 恩惠は 我が 親の 等しく 負 ふ 所に して、 我が 祖先の 又 等しく 浴した る 所. であ 

る。 故に 君恩に 報 ゆる 所の 忠は 孝と 最も 密接の 關 係が あると いはなければ なら 

ぬ。 孝子 は必 すし も 忠臣なら ざる ことがあって も、 忠 臣は必 や 孝子で なければ な 

らぬ。 蓋し 君恩 を 報す る もの は 親 恩 を 報す る もので なければ ならぬ からで ある 

次に 孝 は 幼 者の 長者に 對 し、 弱 者の 強者に 對 する 道德 である。 忠も亦 弱者の 强 

者に 對 し、 被 治者の 治者に 對 する 道 德 である。 この 關 係に 於て 兩者は 其の 性質 を 

同じう して 居る ので ある。 他の 忠孝 以外の 道德 は、 多 くは對 等なる 者の 間の 遨德 
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六 六  . 

をな したる 藤 田 東 湖 をして 今日に 生れし めたなら ば、 そ の^の 徵 ある を 喜ぶ と 共 

に、 S 勅の 恭 きに 感泣す るで あらう。 予も 此の 如き 說明を 一 層 明に する こと は， 今 

日に 最も 必要で あらう と 思 ふ • 近年 忠孝 を說 くも の、 そ の j 致 一本 をい ふ や、 多 く 

は 之 を 君 E 同祖の 關 係の みより 說ぃ て、 こ の柬 湖の 說明を 併せ 取らん としない の 

は、 予の 少しく 遺慽 とす る 所で ある。 

斯の 如ぐ 忠孝の 關 係は從 來の說 明に 於て 多少の 疑 あ 卩、 或 は 忠孝の 意 義を 幾分 

變更 して 考 ふるが 如き ことがある にして も、 旣 に悉 された る ものであると 見て よ 

いで あらう か。 予は 忠孝の 關 係に 就いて 從來說 かれた る 以外に 尙ほ擧 ぐべき も 

のが あると 信す る。 その 第一 は 第五 章 以下に 於て 說 いた 如 く、 道 德的 行爲の 最初 

の ものにし て、 又 相 績不斷 の遨德 なる を以 て、 孝 は 一 切の 道 德と關 係す る もので あ 

る。 この 點ょ b 見て 忠と 孝と は 又 j の接觸 する 點が あると いふべき である。 前に 

も 述べ た 如 く、 忠 臣を 求む る は 孝子の 門に 於て するとい ふこと は卽ち これで あら 

う。 若 し 忠孝 一 致の 說 よりい ふ 時には 孝子 は卽ち 忠臣に し て 、忠 臣は卽 ち 孝子で あ 

ると いはなければ ならぬ • 忠臣 は 孝子の 門 に出づ ると いふが 如き は、 忠 孝 一致の 


望の 間に 一 致 を缺く ときには 如何にすべき か。 

を 設 け て、 君 に忠 ならん こと を 欲する 希望 は、 親 の 

あると し て、 之 に從 ふと せんか、 I 應解釋 する こと 

かるに 實 際の 場合に ついて 考へ て 見る に、 親 の 明 

忠なる ベ しとの 希望 は 暗默の 間に 推定す る 外な 

たる 希望に して 忠たる 所以に 適 はすと すれ ば、 そ 

し、 し かも 之 を 以て 孝な b 忠な b  t しなければ な 

更 して 解せなければ ならぬ。. 

天子が 臣民の 人倫 道德を 重ん する こと を 明か 

勅に 表 はれて 居る。 殊に 明治の 聖 天子に 於 かせ 

勅諭に 於 て、 又 最も 明かに 敎 育に 關 する 勅語に 於 

痛切に 明示した まうた 所で ある。 これら は道德 

b 孝道に のみ 關 する もので はない が、 孝 道 は道德 

た な ら ば、 卽 ち 孝なる 所以 は 忠なる 听以 である こ 


或は 希望の 間に 輕重勝 劣の 差等 

希望と して 最大 最 勝の もので か 

がで きた やうに も 思 はれる。 4^ 

示す るの 希望 は 他に あつ て、 君 に 

き 場合が 多い。 故に その 明示し 

の 明示の 希望に 背く こと を敢て 

らぬ。 卽ち 幾分 孝行の 意味 を變 

に 希望 レ たま ふこと は 列 聖の詔 

られて は、 或 は 軍人に 賜 はりた る 

て、 或 は 又 戊 申の 詔書に 於て 最も 

の 全般に かかる もので あつ て、 獨 

上 最も 重大なる ものである とし 

と は 明かで ある。 若し この 說明 
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^かしながら この場合に 於て は、 忠 孝の 通常の 意 * を 幾分 變更 して 考へ る 必要が 

ある。 例へば 孝子が 專念 一意 親の 病氣の 恢復 せんこ と を 祈り、 看護 に盡 すが ごと 

き 行爲を も、 直 ちに 忠 なりと いはなければ ならぬ。 又 例へば 孝子 はた 3- 蔑 ある を 

知って 他 ある を 知ら す、 只 管 孝 養 を 盡す がごと き も、 天 子 は その 臣民の 親に 孝なら 

んこ i を 欲した まふが 故 に、 君 に 忠なる ものであると いふ ことになる。 素よ， o& 

とい ひ 孝と い ひ、 明 かに その 親に 盡す こと を 自覺し 君に 盡す こと を自覺 する 場合 

に 限る とする は 窮屈な 解釋 である。 知ら や 識らす 孝なる MJ も あり 忠なる こと も 

ある。 故に 以上の 如く 說明 する も、 强 ち不當 ではない。 ゑ かしながら 少しく 細い 

にこれ を考 ふるとき に は、 な ほ 疑 を 生やる。 親 は 子の 忠 ならん こと を 欲する とい 

ふの は 認めて よから う、 た とひ 明かに 斯の 如き 希望 を 表示し なくと も、 か かる 希望 

ある ものと 推定して 差 支な からう， 人の 親た る ものの 希望に し て、 た ^この 一の 

希望 あるの みであった なら ば、 疑 もな く 忠なる は卽ち 孝なる ので ある。 ^かるに 

親の 希望 は此に 止まる であらう . か 、他 に 幾多の 希望 を 明示す る 場合が 少 くない 

思 ふ。 幸に して 總 ての 希望が」 致す る こ i がで きれ ば、 疑 はないけれ ど も、 苦 し f 


の 如く 孝 は 卽ち忠 な， 9 とい ふこと は 能き ない • 我に あ て 忠孝 一 致と 云 ふ は 我 

が國の 歷史ょ b 生す る こと で、 支 那に 於て 忠と 孝と 相 離れて 存 する は 又 其の 歷史 

よ b 生す る ことで ある。 以上の 說明 は正當 なる もので あつ て、 疑 を 容れる 餘地は 

ない。 ^かしながら 之 を 以て 忠孝 一本 若く は 一致の 說 明と 爲す とき は、 忠 孝 一 致 

の 意味 は大に 限定し なければ ならぬ。 卽ち忠 と 孝と は 同じ 場合が あると いふ こ 

とを說 明す るに は 十分で ある が、 忠 孝 は 常に 相 悖らぬ ものである とい ふことの 說 

明に はならぬ。 なせ なれ ば、 孝 とい ひ忠 とい ひ、 幾 多の 實質 內容 があって、 我等が 溯 

つて 祖先 並に 天祖 を 崇敬す る 場合ば か.^ が 孝で あり 忠 であるの ではない。 他に 

孝と 云 ひ 忠と云 ふ ベ き 場合が 多く あ る、 そ れらが 常に 相 | 致す るか 否か は 判らぬ。 

例 へば 本書 第 四篇に 引用す る 孝子 傅の 多くの場合の 如 き、 そ の 孝た る は 明かで あ 

るが、 之 を 以て 忠 であると い ふこと は穩當 でない。 

或は 親 は 子の 忠 ならん i を 欲する が 故 に、 忠 なる は卽ち 孝なる 所以で ある • 天 

子 は 又 常に 人倫の 正し からん こと を 欲した まふが 故 に、 親 に 孝なる は卽ち 君に 忠 

なる 所以で あると。 この 說明 によれば 忠孝 は 常に 一 致して 分れざる ものである。 
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が 如き ものが ある。 故に 一本よ， Os 出 * つる 

る こと はあって も、 全 然同 一 の ものである 

孝 一 本の その 一 本た る 所以の もの-は 何で 

く 同 一 の ものであって 一 面よ b 見れば 忠 

が 如き 意 * であるが 如く 解 せらる 、場合 

な ら ば、 忠 孝 は 之 を 一 なりと 云 ふべ く、 之 を 

孝 一致と いふ こと も、 考 へ て 見れば 疑 を 挾 

とも あると い ふ 意味で ある か、 或 は 忠孝 は 

る か、 卽 ち 忠は必 や 孝に し て、 孝 は 必す忠 で 

が 孝道の 顯 著なる 特質 を 表 はす 意 * が甚 

進んで 忠孝 一 本 又は 一 致の 說 明の 實質 

我が 國に 於て は 君民 同祖で あ る、 我 等 臣民 

a たる 皇室と 其の 祖先 を 同じく す る、 故 に 

は 卽ち忠 である。 支那の 如きに あって は、 


六 二 

もの は 互に 共通して 同じき 性質 を 有す 

と は 云へ ない。 更に 進んで 考 ふれ ば、 忠 

あるか。 或は 忠孝 一本と はこの 二者 全 

となり、 | 面よ， On 見れば 孝と なるとい ふ 

も ある。 若し かかる 意味で あると し た 

一本と いふ は不當 のこと である。 又忠 

む餘 地が ある。 忠孝 は 時に 一致す る こ 

常に 必す 一 致して 居る とい ふ 意 * であ 

あると いふ 意眛 であるか。 斯の 如く 我 

だ 明瞭 を缺 いて 居る。 

を考 へて 見やう • 通常の 說 明に 依 れ ば、 

の 祖先 も 天祖の. 子孫で あつ て、 我等の 宗 

我等の 父母に 孝に して 又 祖先に 孝なる 

時に 革命が あつ て、 國 を變 へる を 以て 斯 


らば 忠孝 一 致の こと は 我が 孝道に 於け る 重大なる 點と 見なければ なら ぬ、 從 つ て 

之 を 明かに する こと は 最も 必要で ある。 

忠孝 一 致と い ひ、 或 は 一本と い ふ、 そ の 意義 は旣に 明瞭に なって 居る もので あら 

うか a 我が 國に 於て 忠孝 一致と いひ 二 本と いふ 時 は、 何 人 も 其の 意味 を 疑 ふこと 

な く、 十 分 明晰なる こと、 考 へて 居る。 果して 然る か。 通常 忠孝 一本と い ひ、 忠 孝 

1 致と い ふこと を以 て、 同 意 * の 如くに 考 へて 居る。 併しながら 文 宇の 示す 所に. 

よれば、 1 本と い へば 其の 根本 を 同じう し 一 にして 居る とい ふ i であって、 一 致と 

い へ ば 二者の 各 別に 存在し て、 し かも 相 悖らない こと をい ふので ある。 故に 或 は 

事實 上に 於て は 同 一 であって も、 理 論 上に 於て は 一 本と 一 致と は區 別して 考 へな 

ければ ならない。 更に 一本と いへ る 意 * を考 ふる に、 疑 を存 すべき 餘 地が あ-るか 

と 思 ふ。 忠孝 1 本と いふと き に、 之 を 以て 忠と 孝と は 常に 相 俘らない ものである 

とい ふ 意味 をへ AI んで 居る やうに 解す る。 併しながら 本 を 1 にす ると いうて も ％v 

の 末 も 亦 一 であると い ふこと は 能き ぬ。 幹极は 一で あっても 枝葉まで 一 である 

とい ふ i はでき ない。 兄弟 は 同一の 父母より 出で、 も、 其 の身體 精神 は 相反す る 
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代の 天子が 孝 經の讀 誦を勸 め、 或は 天子 自ら 孝經の 註釋を 作って 之を頒 たれた こ 

との 如. き、 又 孝子 を 表彰す る ことの 如 き、 我 が國に 劣る こと はない" ^かの みなら 

るに 官職 を さ へ 以てした こと も少く はない。 

盡 せりと いうて よい。 不孝の 所爲を 罰する に嚴 

異ならな い、 否、 我 が國の 不孝 を 罰する 制 は、 彼 に 

もよ い， ^からば 大いに 孝 を 重ん やる とい ふこ 

と は 能き ない。 我が 孝道 を 支那に 於け る ものと 

力 

き、 支 那に 於て は 孝と 忠と は必 やし も相關 しない。 

と 通常 唱 へられる。 むかしから 我が 國に 於て は 

いひ、 この 二者 は 相 離れざる もの、 欉に說 かれて 

ると 共に 忠を 重ん やる 事 は ある けれど も、 我 に 於 

の說 はない。 實に 忠孝 一致 は 我が 孝道 を 支那の 

て 又 他國に 於け る 孝と 區 別す る特賀 である。 ^ 


や 支那に 於て は 孝子 を 賞して 授 

孝行 を獎勵 する 方法 も 亦 至れり 

刑 を 以てする が 如き も 亦 我が 國 

學べ る 所の ものである といって 

I は、 我 が國 孝道の 特質と する こ 

區別 する 他の 特質 は 何で あらう 

我に ありて は 孝 は忠と 結び 著 

これ 彼我 孝道の 異なる 所で ある 

忠孝 一本と い ひ、 或 は 忠孝 一 致と 

居る。 支那に 於ても 孝 を 重ん す 

ける が 如く、 忠孝 一 本 或は 一 致 等 

孝道と 區別 する 特質で あ る、 從 つ 


第 十二 章 忠と 孝 

孝 は 普遍的なる ものである が、 我 が 國の孝 は 特殊の 性質 を 有する ものである。 

その 特質と は 如何なる もので あるか。 我が 國に 於て 孝 を 重ん やる ことの 甚 しき 

は、 一 の 特質と 見ても よい。 夙く 千年 以前に 於て、 天子 は 孝經を 頒布して 孝道 を » 

めら れた ことがある。 孝子 を 表彰す る ことの 如き も、 時 に 張 弛 はあった けれ ども、 

常 に 行. は れて 居った というて よい。 江 幕府 は寬正 年間に 孝義傳 五十 卷を官 刻 

して 頒布 し、 諸 藩 も 之に ならうて 孝子 傳を 公刊した ものが 少 くない。 又 一般 國民 

の 間に も 孝 を 重ん する の 念 は弘く 行き 渉って 居る。 孝子の 美談 は H 民の 喜んで 

傳唱 する 所で あ 、兒 童の 伽話と して 家庭の 內 にも 行 はれる 所で ある。 更に 國の 

法制の 上に 於て も、 不 孝の 所爲を 以て 罪惡の 極と 見做し て、 之 を 罪する に嚴 刑を以 

てした. これ 明治に 至 b  、新 法制の 制定に 至る まで 長く 行 はれた 所で ある。 斯の 

如く 孝 を 重んじた とい ふ事實 は、 我が 國の 孝道の 特徵 というても よい。 

^かるに 孝 を 重ん する こと は、 支 那に 於ても 我が 國に 異ならぬ やうで ある.. 歷 
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存 して も、 之 を 以て 我が 特有と なすこと は 能き る。 ^ かる に 何れの 國 にも 存 する 

所の もの を以 て、 な ほ 我が 特質な りと 主張し やうと する に は、 そ の もの は 特別なる 

形に 於 て、 又 特別なる 程度に 於 て、 或 は 又 特別なる 意 * に 於て 存在し なければ なら 

ぬ。 大小 を 以てい へ ば、 大 なる もので なければ ならぬ • 勝 劣 を 以てい へ ば、 勝 れ た 

る もので なければ ならぬ。 我が 遨德 の特 S たろ 孝 は、 果 して 他の 國に存 する 孝に 

比 し、 大 なる ものである か、 勝 れたる もので あるか。 


孝に 寶る心 か はる V 蜆 かな  失 名 


我が 國 並に 支那に 於 

は 恐らく は 無いで あ 

しとせ ない。 而 して 

を 多く 參考 する 便な 

る、 孝道 行實の 西洋に 

めて 氣の つく 者 も あ 

れ ない。 卽ち孝 は 普 

逍德 上の 本務に し 

西 各國に 共通して 重 

の は、 或 は 孝 を 以て 我 

に 對 して 說 いたので 

は 疑ない， その 孝遨 

爲で はない。 孝 を 重 

ので ある。 彼に なく 


ける が 如 く、 孝 子の 事蹟 を 集めた 

らうと 思 ふ。 ^かしながら 孝子 

其の 事蹟 を弘 く、 亦 多く 集めて 之 

き 我が 國に 於て は 難しと する 所 

於け る 部 を參考 すれ ば、 或 は 西洋 

らう。 之 を 要する に、 西 洋に 於て 

遍的 であると いはなければ なら 

て 普遍的なる もの は、 素 より 孝に 

ん せられる ので ある。 今 茲に孝 

が國 若く は 東洋の 特有なる が 如 

ある。 而 して 孝道が 東洋 特に 我 

を 以て 特色と する の は 我に のみ 

ん する 稃 度と 其の 內容 とに 於て 

して 我に のみ 存 する もので あつ 


る 大部なる 孝子 傅に 至って 

の 事蹟の 傅 ふべき もの は少 

を 示す こと は、 彼 の國の 書物 

である が、 本 書 第 四 篇に擧 ぐ 

にも か 、る こと あるかと 初 

も 孝の 行 はる 、事 は 疑 を容 

ぬ。 

限らない。 幾多の 美 德は束 

の 普遍的なる こと を 述べ た 

く考 ふるものが あるか ら、 之 

が國の 道德の 特色た S こと 

あ つ て、 彼 に 全く 缺けて 居る 

，特色と なすべ きものが ある 

たなら ば、 如 何なる 形に 於て 
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に は 父母の 恩の 大 なること を說き て、 子 たる もの は、 そ の洪 恩に 對 し、 力 を竭 して 報 

ゆべき こと を說 いてお る。 總 じて 報恩の 美德 たる こと を說 くの は、 西 洋に 於ても 

我が 國と 異なる こと はない。 而 して 西洋に 於ても 父母の 恩惠の 深く 且つ 大 いな 

る ものである こと は 之を認 め、 從 つて 父母に 報 ゆる こと を說 く。 又 いづれ の敎訓 

に 於て も、 年 若き 子女の 父母の 命令に 從 順なる こと を 以て 美德 とせない もの はな 

い， 近時 西洋 諸 國に於 て、 宗 敎に 依らす して 修身 敎授を 施さん とする 企が 漸く 盛 

ん になって 來 た。 それが 爲に 或は その 敎授の 要目 を 編纂し、 旣に敎 科 用 書に 充っ 

ベ きものす ら、 著 作せられ たる ものが 少 くない • 是 等を披 いて 見る に、 何 れも皆 家 

庭に 於け る 子の 義務と して 父母 を 敬愛す る こと を說 かざる もの はない。 斯 くの 

如く 西洋に 於て も、 孝 を 以て 子た る ものの 本務と 認 むる こと は、 東 洋と 同じ ことで 

ある， なほ 如何に 孝を說 く かに 就いて は、 本 書め 第二 篇に载 する 所の 西洋に 於け 

る 孝 逍に關 する 論說を 見れば 明かで ある。 

道德上 孝の 美德 たる こと を認 むる 以上 は、 孝 子の 事蹟 も 亦 西洋に 存 する のは當 

然 のこと である • 古よ b 孝子の 美德 として 今日に 傳 はる もの も 西洋に 少 くない。 


第 十一 章 孝 は 普遍的で ある 

孝が 人情の 自然に 基く こと は、 旣 に學 者の 論じて 居る 所で ある， 

通 的の もので なければ ならぬ。 我が 國に 於て は 古 來孝を 重んじた 

述ぶ るまで もな く、 又 支那 印度 等 に 於て 之 を 重んじた る こと も 辯す 

ことで ある。 然るに 西洋に 於て は 孝道 を 重ん せす 或は 全く 之を闕 

考 ふるものが ある。 ^かしな が ら、 そ れは大 なる 誤で ある。 尜ょ， 9 

我が 國 並に 支那に 於け るが 如く 孝 を 以て 非常に 重要なる ものと な 

い。 ゑ かしながら 孝行 を 以て 善行と な し、 之 を勸 むる こと は、 我 が 國 

はない。 通常 基督 敎の 如き は、 そ の 父母に 背く こと さ へ敎 ふるもの 

ないや ラに考 ふるものが ある けれど も、 「汝の 父母 を 敬へ」 とい ふこと 

て 居る 言葉で あ つ て、 西洋に 於 て、 子 女の 父母に 事 ふること を 敎訓す 

に 聖書 の 「汝 の 父母 を 敬へ」 とい ふ 句 を引證 して 居る。 それに 由って 

に K て、 孝 行 を 一 の^!!! と兒 做す こと は 明かで あらう。 ブラト 1- ン 


されば 孝 は 普 

る こと は、 別 に 

るまで もない 

くもの の 如く 

西洋に 於て は、 

す こと はしな 

と 異なる こと 

で、 孝行の 敎が 

は 聖書に 屨 I 出 

る 場合に は、 《め 

観 て も、 基 督 敎 

の 問答 錄の中 
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* 变 けた る 待 は、 異 日必ャ 之 を 報せ な W れ. ば ならぬ， これ 當然 のこと であ る。 而 

して 令 日 かくの 如く 大 なる 誤解 すら 爲す もの 多き に 至った の は、 畢 竟 孝道の 衰頹 

よ， C 自然に 生じた 結果で あらう と 思 ふ。 孝道の 發揮は 他の 一 切の 報恩 的 道德. の. 

振^と なる ものである, 


父 母 に く 仕. ふる う ち は お の づ 


角菱な 


ま 


V さ. *< る 


1»*、しか.9け.* 


邊 にして また 無比なる 親 恩 を 記せなければ ならぬ。 實に 我等 人と 生れた る もの 

は、 1 人と して この 關係を 免る ゝ もの はない。 而 して 多く は 之に 加 ふる に 、父 母 の 

したる ものであって 見れ ば、 そ の 親の 恩 を 記 し、 之 を 報す 


無量の 慈愛に 浴して 成長 

るを努 むる は當然 のこと 

を 行 ひ 得る とい ふに 至つ 

が、 他 の 恩 はこれ を 記し こ 

い、 更 に 得ん とす るが ため 

こと を爲 すので ある。 報 

に 親に 孝なら すして， 而か 

である。 

近時 感 恩の 思 想、 報 恩 の 

甚だしき は 恩 を 記して 之 

t 兩立 せざる 如くに 思 ふ 

げ 他の 憐みを 請 ふ は 素よ 
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である。 この 當然 のっとめ を盡 さやし て、 な ほ 他の 逍 ffi 

て は 解す る ことができない。 若し 尙ほ 親の 恩 は 忘る る 

れを 報す る ものが あ， 9 とすれ ば、 そ れは 具の 報恩で はな 

に、 又 は旣に 得た る もの を 失 は ざらん がた め * に 他の 喜ぶ 

酬を豫 期して 爲す行 爲は眞 の 報恩 的行爲 ではない • 故 

も 人の 恩誼 はこれ を 報す と 云 ふは僞 であると 云 ふべ き 

行爲の 著しく 衰へ た觀の ある は 疑な き事實 であらう • 

を 報 ャるを 以て 意氣 地な きことの 如 く、 獨 立特 行の 精神 

もの すら あ る、 誤 解の 甚 しきもの である。 徒らに 首 を 下 

b 斥くべき ことで ある。 され ど 或る 事情よ，^ 他の 恩證 
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生活に は 苦しき もの あ b て、 或 は 自ら 之を絕 たんと する もの すら ある • 又 ある 

場 合 に 於 て は、 生 命を擲 たなければ ならない 場合 も ある • 玆に 生命よ b も 更に 貴 

ぶべき ものが あ る、 卽 ち 人格で ある。 人格 を 全うする ために は 生命 をも棄 つる 場 

合が ある。 この 人格 は 我が 父母あって 而 して 後に 存 する を 得た ものである。 或 

る 場合に 於て は、 人 格 は 我の 自ら 有する 所で あると いふ。 かくの 如く 言 ひ 得る 場 

合 も ある。 親と いへ ども 子の 人格 を 奪 ふこと はでき ない。 併しながら 斯の 如く 

貴重すべき 人格 は 如何にして 生じた ので あるか" 父母 あるに あら ざれ ば、 我 は 存 

在す る こと は 能き ない。 我に して 存在せ ざる とき は、 人 格 は 存在す る こと は 能き 

ない。 我 は 人と 生れた もので あ る、 と い ふこと は 深遠なる 意眛を 有する ことで あ 

る。 之を考 ふれば 考 ふる ほ ど、 深 い 意味が ある。 素より 自覺 せす してし まへば 夫 

れ迄 であるが、 一 旦我は 人 と 生れ た. ものである と氣 がつ いた ときに は、 こ の 1 事よ 

き 萬 事が 生す る、 總 ての 道德も 之よ b, 生す る t いうて よい。 前に 述べた 人格 も卽 

ち 之よ b 生す るので ある。 されば 子と して 親の 特殊の 慈愛に 浴 する こ とが 無 か 

つたと して も、 人 i 生れた とい ふ 一事に 至って は、 深 くその 原く 所 を考へ て、 廣 大 無 


第二 篇 以下に 引用す る 所 を參考 すれ ば、 如 何に 詳細に 說き 示されて あるか を 知る 

ことができる。 殊に 佛敎に 於て 說く 所の 如き は、 誇 大に 失する の 威 すら ある. 併 

しなが ら、 予 はかの 說く所 は 形容に 過ぎざる もので な く、 人 の 子た る 者 は 切 實に之 

を感 すべ きもの なること を斷 言したい と 思 ふ • 

親の 恩に 就いては 從來旣 に 說き盡 された る こと 第二 篇 以下に 示す 如くで ある 

か ら、 茲 に は 之 を 繰 b 返さない。 唯玆に 少しく 辯す る 必要 を認 むる こと は、 親 の 恩 

惠 とは哺 育、 長 養、 敎 育 等、 生 後 親の 特別なる 愛護 をのみ 指す ので はない、 父母よ 何 

等 特殊 の 愛撫 を 受けな くと も、 假 令 父母 頑慳 にして 却って 虐待され たと 云 ふこと 

があって も、 な ほ 親の 恩の 洪大なる こと を 認めなければ ならぬ。 旣に 先覺者 もい 

ベる がご， o  く、 我 が 生 ある は 親 あるに 由る ものである。 我が 生命に して 生活の 價 

値な しと すれ ば、 い ざ 知ら す、 苟 くも 然ら すと したなら ば、 親 はこの 價値 ある 生命の 

根源で ある。 人 は ffi 々自己に 金 餞 を 給 與 し、 職 業を與 ふるの 恩 を 記す る。 而 して 

動もすれば 生命 を與 へられた る 恩 を 忘れん とする。. さらば 親 は 我が 誕辰の 後 何 

等： の恩惠 を與べ すと する も、 な ほ 生命 を與へ 給へ る 恩 あ りと 言 はなければ ならぬ. 
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び 社會の 恩で ある。 父母の 恩 を 報 やる は^ ち 孝 に し て、 國 王の 恩 を 報 やる は卽ち 

忠 である。 衆生の 恩 を 報す な は 一 般 隣人に 對 する 本務 及び 社 會に對 する 本務 を 

盡す 所以で あつ て、 三 寶の恩 を 報す る こと は宗敎 的の 本務と 個人と して 盡 すべき 

本務え を 包括す る。 かくて 四 恩に 報す る は 大體道 & 的の 本務お 包括す る 次第で 

あ る が、 か く 分類した る 上に 就いて 考 ふる も 、父 母の 恩 を 報す る は 他の 三 恩 を 報 や 

る 行爲の 基礎と なる ものである。 古よ b 「忠 臣は 孝子の 門に 出 づ」 と いふが 如 く、 親 

恩 を 記す る ものにして 初めて 君恩 を感 する こ t がで きる からで ある。 更に 細か 

に 分類 すれ ば、 恩 惠の 種類 は 幾多の 目に 分つ ことができ やう。 而 して 父母の 恩惠 

は あらゆる 恩惠 の 根本 \H ある。 唯 何人， も 父 母の 厚恩に 洛 せ. ざ る もの はな い. 故 に 

尋常 一 樣 のこと とし て、 特 に 之 を 記す る こと をせ ない 傾が ある。 而 して 偶.. 他人 よ 

b 受けた る物賀 上 又は 精神 上の 援助 を以 て、 父 母の 恩に-も 勝る もの ゝ 如く 感す る. 

ものが ある。 か ゝる顚 倒の 起る の は、 此 れは 普通に し て、 彼 れは 特殊で あるからで 

ある。 少しく 深く 考 ふれ ば、 そ の輕 重大 小 はおの づ から 明かで ある • 

父母の 恩の 洪大なる ことにつ い. て は、 從來旣 に 說き盡 して 餘す 所がな い。 本書 


國 家よ.^ 恩惠を 被って 居る とい ふこと は、 これらの 本務の 基礎 を 成す ものである. 

それ ゆ ゑに 是等 本務の 實行を 期す るに は、 人 の 隣人 や 社 會、 國 家に 負 ふ 所 ある をお 

明す る。 ^かしながら 我等が 社會國 家に 負 ふ 所の 恩惠 なる もの は 多く は 間接で 

ある。 &に 恩人よ b 受 くる 恩惠の 如く 之 を 直感す る こと は 難い。 又 その 恩 S あ 

りと 云 ふ も 理論 上 類推して 知. o 得た る 所の もの で、 之 を恩惠 として 成す る こと は 

難しと する 所で ある。 ゑ かし 本務 を 履行 せんとす る 心 を 起す に は、 この 恩 惠の觀 

念より 出立す る を 要する。 孝道 を實 行して 常に 父母の 恩 を 記 し、 之 を 報す る もの 

にあって は、 隣 人の 恩 を 記 し、 社 會國 家の 惠に 報す る こ i に 於て 準備 せらる る 所が 

あると いうて よい。 卽ち 孝道 は 人の 國家社 會に盡 す 本務の 基礎 を 成す もので あ 

る と いふ ことができる。 この 基礎 この 準備な くして 國家社 會に對 する 本務 を實 

行せ しめんと する も、 到底 出来ない ことで ある。 槪 括して い へ ば、 孝道 は 道 德實践 

の 基礎 を 成す ものである とい ふこと がで きる。 

恩惠の 分類に 就い て は、 古 くより 佛敎 に 於て 爲 したる ものが ある。 卽 ちハ乂 母の 

恩、 國 王 の 恩、 衆 生の 恩 及び 三寶の 恩の 四で ある。 この 中、 衆 生の 恩と は卽ち 隣人 及 
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HA 

第 十. 章 孝 は 報恩 的 行爲の 根源で ある 

道 德的行 爲は槪 して 報恩 的行爲 である。 報恩 は 相互 的關 係よ b 生す る もので 

あ つ て、 正義 の觀 念の 如き も、 この 相互の 閼 係を認 むる よ b 生す る ものである。 斯 

くて 道德上 多くの 行爲 は、 報 恩的關 係に 歸す るので ある。 反面よ b 之 をい へ ば、 恩 

を 忘れ 恩に 背く 行 爲は大 なる 不道德 であ る、 ま た 何れの 國に 於ても 何れの 時代に 

於 て も、 忘 恩 を 以て 不道徳の 極と なさざる はない • 

孝 はこの 報恩 的 行爲の 根源と 成る ものである。 蓋し ハ乂 母の 恩 は 恩の 最大 最重 

の ものである。 苟 くも 人た る もの は 父母の 深 恩 を 被らない もの はない。 この 高 

恩 を 記 し、 之 を 報す る は當然 のこと である。 父母の 恩 を も 忘れて 之 を 報せ ざる も 

の は、 如 何に して 他の 報恩 的 行 爲を爲 す ことができ やう か。 若し 報恩 的 行 爲を勸 

獎 せんとしたなら ば、 必 す先づ 孝道の 發 揮よ b 始め. なければ ならぬ" 

道 德 上、 人 に對 する 本 務、 社 會に對 する 本 務、 又 は國 家に 對 する 本務 を說 く。 これ 

らの 本務 は いづれ よ b 生す るか。 蓋し 人 は 直接 間接に 隣人よ b 庇護 を受 け、 社 會 


ふ 所以で あ 

ない けれど 

を 一に せら 

である。 こ 


るからで ある。 之 を 要する に、 ぞ の 內 容は 地位 身分に よって 一 康 では 

も， 親 を 敬 愛 し、 親 の 志 を 養 ふに 至って は 天子 も 亦 我等と 同じ く、 そ の 道 

るゝの であ る。 孝道 は 實に上 御 了 人 も 之 を 尊重せ させ 給 ふ 所の もの 

れ亦 孝の 一 特質と いふべき である。 


ち I は. * の、、 とのみ 思 ふ 秋の くれ  薪  衬 
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の 孝で あ る、 と 明記し 

lo 性 S を 異にして 居 

大 なる は 明かで ある 

民と 毫も 異なる 所 は 

いふ ことに 重き をお 

と 餘り密 なる 關 係が 

つ て、 民 を 安んじ 國を 

らば この 二者 は 全く 

所よ b 民 を 安んじ 國 

國を 治む る を 以て 念 

て 孝道 を 全うせら る 

と を 希望せられ ざる 

卽ち 孝道 を 全うする 

國 安民 も 亦 孝道 とな 


て ある * 之に 由って 觀る 

る やうに 見える。 孝の 德 

けれども、 其の 親に 事 ふる 

お い。 孝 經に謂 は ゆる 德 

い て、 之 を 以て 天子の 孝と 

ない と 云 はなければ なら 

治む. る こ i  、は 相關 係し 

相關 せざる もので あるか 

を 治む る は、 卽ち 孝道と な 

とせられざる はない。 そ 

べきで ある。 又 天子の 御 

はない。 然 らば その 志 を 

所以で ある。 斯の 如く 考 

る。 而 して 之 を 以て 天子 


ときには、 天子の 孝 は 一 般 臣民み 孝 

の 結果 を 論 すれば、 天子の 孝 德の洪 

孝道た る 所以に 至って は、 天 子と 臣 

敎 百姓に 加 は ，9、 四海の 刑と なると 

爲 すなら ば、 これ は 孝と い へる 觀念 

ぬ。 孝 は 飽迄も 親に 事 ふな 道で お 

ない とい-はなければ な ら ぬ。 * か 

とい ふ に、 天 子 が 親 の 心 を 養 ひ. 給 ふ 

る。 天子と なって は 常に 民 を 愛し 

の 子た る もの は、 そ の 志を繼 いで 以 

母と して は、 必 すその 明君た らんこ 

養 ひ 給ふ邊 よ. 5 見れば、 明君た る は 

べ來 ると きに は、 天 子に あって は 治 

の 孝と なすの は、 矢 張.^ 親の 志 を 養 


第 九 章 天子に も 孝が ある 

畏多 くも 天子 もまた 孝道 を 行 はせ 給 ふとい ふこと は、 前 章よ， ^自然に 生 中る 結 

論で あ る。 廣 く 言 へ ば、 天 子 も 亦 道 德を行 は せらる ゝ もの で、 救 語 に も 「朕 爾臣 民ト 

倶 一一 拳々 服膺 シ- ァ咸 其德ヲ 一 一一 セン コ トヲ 庶幾 フ」 と ある。 一 槪に論 卞れば 邦の 

如き 次第で ある が、 天 子の 行 はせ お i ふ邋德 は、 我 等 臣民の 行 ふ 所の ものと 大にそ 

の 趣 を 異にする ので ある。 忠の如 き、 臣 民の 邋德 として 最も 重大なる ものである 

が、 君 主に 取って は關係 の. なき 所で ある。 其の 他、 或は 友と い ひ、 敬と い ひ、 又 其 の 他 

の 德義に 至って も、 天 子の 行 はせ たま ふ 所 は、 我 等の 行 ふ 所と 同じく はない。 ^か 

るに 獨 b 孝道に 至って は、 天 子 も 我等 も 毫も 異なる 所 はない。 想 ふに 斯の 如き は 

他の 道德に 於て は 見る ことの 出來 ない 所で あらう。 實に孝 は 天子より 庶 人に 至 

るまで 皆齊 しく 遵守す ベ き 所の 道 一!i である。 

古より 天子の 孝と 稱 する ものが おる。 孝經 にも 天子 章の 一章 あ b  、親 を 愛し 親 

を 敬す るの 心が おの づ から 百姓に 及 び、 德敎 百截に » は^、 四 海に W となる は 天子 
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守すべき ことであって、 一 人と して 之 

は 何人も 之 を 行 はなければ ならぬ と 

であるか。 これ また 全く 同一で ある 

一は 積極的で ある。 不正直 は 之を爲 

べしと は、 不 孝の 所爲 をな さない の を 

以て 足れ b とする もの で. は ない。 進んで 孝養 を盡 さなければ ならない。 斯の如 

く、 孝 道の 積極的 實行は 一 人と して 之 を 免る る こと はでき ない ものである。 これ 

又 孝道の 1 の 特質と 見る べき ものである。 道に して 離れる ことの 出來る もの は 

道で ない と 云 ひ、 道 は 須臾 も 離れ る ことの 出来ない ものであると 云 ふ が、 眞 に事實 

的に 離れる ことの 出来ない もの は 孝道 あるの みと 云うて よい， 


「不正直なる なか れ」 と い ふこと は、 何 人 も 確 

を 守らな く ともよい とい ふこと はない。 孝 

い ふこと は、 これと 其の 趣 を 同じく する もの 

i いふ こと はでき ない。 1 は 消極的に して、 

さな けれ ば、 そ れで よいので ある。 孝 を爲す 


い。 ^かしな 

ち 不善 を爲さ 

は 誘惑に 抵抗 

而 し て 「正 直 な 

「瘟僞 を 語る ベ 

に對 して 不孝 

と 要求す る も 

る ものが ある- 

行 はなければ 

一人 もな い。 

なぐな つても 

はない- これ 

ると い ふ こと 

眞理 である と 
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がら 其の 正直 は、 多 くの 場合に 於て 偽らない とい ふこと である • 郎 

ない とい ふこと に過ぎない。 若し 積極的に 正直の 美 德を發 揮し、 或 

して 正直 を嚴守 するとい ふ 場合に 至つ ては必 すし も 多く はない。 

る ベ し」 と いふ こと は、 か ゝ る 場合に 就い て 言 ふので あつ て、 消 極 的に 

からす」 とい ふ 場合 を 指す ので. はない。 孝道 は 之と 異なりて、 單に親 

なる ベ からすと 要求す るば か b ではな い、 積 極 的に 孝養 を盡 すべし 

ので ある。 故に 正直の 道の 萬 人に 通 するとい ふと 其の 趣 を 異にす 

人 は 誰でも 必す 孝道 を 行 ふ 機會 に 遭遇す る ものである か ら、 之 を 

ならぬ ことになる。 人に して 孝道 を 行 ふ機會 がない とい ふ もの は 

古から 孝行した いと 思 ふ 時には 親がない と 云 ふけれ ど も、 親 は旣に 

死後の 孝養が あ る、 祖先 への 孝養 も ある。 生に 事 ふるのみ が 孝行で 

に 反し て、 人 は必ャ 正直の 行 爲を爲 すべ き 機會に 遭遇す る もので あ 

はでき ない。 故に 正直 は 何人も 行 ふ べき ものである とい ふこと は 

し て も、 人 は必す 正直の 行 爲を爲 す ものである とい ふこと はでき な 
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第 入 章 孝 は 何人も 必ず 行 ふべき ものである 

邋德は 何人も 之 を 行 はなければ ならぬ。 これ 一 點の疑 もない 所で ある， ^か 

しながら これ は大體 であつ て、 分 つてい へ ば、 道 德の各 綱目 はすべ て 何人も 行 はな 

ければ ならぬ とい ふ. こと はない。 兄弟な き 身に は 友 道 を 行 ふこと はな く、  W 身 な 

る もの は 和 道 を 行 はんとしても 行 ふこと がで きない。 嚴密 なる 意 * に 於 て、 人 は 

孤獨の 生活 を營 むこと はでき ない けれど も、 朋友と い ふ 朋友な く、 人 に 接する こと 

も殆ん どなき 生活 を爲す もの は往々 ある。 か ゝる人 は 信 を 行 ふ 機會な く、 恭 敬 を 

行 ふ 場合 も殆ん どない。 山中に 隱遁 したる 僧侶 は 己の 行を淸 くす る 外、 他 に盡す 

べき 本務 は 無い というても よい。 然るに 孝道の 一に 至って は、 何 人 も 必す之 を 行 

はなければ ならぬ • 山中の 隱遁者 も 孝を爲 さなければ なら す、 兩 親な き 孤 兒も之 

を 行 はなければ ならない， 

孝 の 外、 萬 人 必す行 はなければ ならぬ 本務 も存 する が 如く 見える。 例へ ば 「正 直 

なる、 ベ ^1 ダ ふ こ え S 如 气苟 くも 人間た る 以上 は、 必 や 之 を 守らなければ ならな 


高潔なる 道隐に 向 はしむ る 所以で ある とい ふこと がで きる- 


深 草 元 政 

旅館 蕭條 夢不成 忍 閬暗雨 打 窓聲 

一身 臥 病 雙親老 況是 天涯 萬 里 情 
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る 所 は殆ん どない というても よいので ある • 若し 孝子 をし て、 孝 敬を闕 かし めん 

とすれ ば、 想 ふに 堪へ 難き 苦痛 を感 する ので あらう。 されば とて 孝子の 孝養 は、 こ 

の 苦痛お 免れん が爲 になす ものな りと 謂うて はならぬ。 謂 は ゆ る 「孝 子 は 親 ある 

を 知って 己 ある を 知らない」 ので ある。 その 行爲は 純粹に 利他 的で あつ て、 自 己 精 

神の 慰安 を 求む る ものと もい ふこと はでき ない。 之 を 要する に、 孝 行 は 徹頭徹尾 

利他 的の 道德 であると いはなければ ならぬ。 而し てこの 點に於 て、 他 の 本務 美德 

と大に 其の 性質 を 異にする ものである。 

道德の 進化 を 論じ て、 自 利 心 は 道 德の發 達 を 助成した る ものな b とい ふ は、 必 や 

しも 理由の 無い ことで はなから う。 ^かしながら 道德の 進步發 達せる 今日に 於 

て、 遨 德 上の 判斷を 下す に當. ^て は、 利 他 的 行爲を 以て 道 德に適 ふ ものと し、 自 利 心 

を雜 ふること 少き 程度に 應じ て、 道 德の 高潔なる こと を 測定す る ものと いうて よ 

からう • 若し 果して 然 らば 二 切の 道 德行爲 の 中に 於 て、 孝 行 は 最も 高潔なる、 又最 

も 尊重すべき ものと 謂 ふこと がで きる • 且つ 前章に 述ぶ るが 如 く、 孝 は 百行の 本 

であると したなら ば、 この 純利 他 的 道 德を發 揮す る は、 卽 ち 他の 一 切の 行爲 をして 


の 加護. を 得 ると 云 ふ 結果が ある。 斯の 

片務 的の もので ない というても 差閊な 

あ る 

然るに 獨 b 孝に 至って は 純利 他 的の 

は 勿， 論、 之 を 結果よ b 論 やる も、 自利 的 の 

られ 、或は 官府よ り 表彰 せら れ、 或 は 神明 

ば 孝行 の 結 果は、 決して 小さ いもので は 

間に 稱せ られる と い ふこと も、 必 すし も 

之 を 忠臣の 恩賞 等に 比すれ ば、 殆 んど云 

說的 にあ. るの， みで、 事 實上絕 無の ことで 

ると する の： は、 孝 德の大 なる よ b 生す る 

い か ら、 そ れ では 不權衡 であ る、 そ こ で 感 

の 孝道に 盡す は、 之 を 幾多の 傳 記に 徵す 

明かで： * る/；. 實に 孝行 は片務 的の 道德 
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如く、 殆ん どす ベての 道 

い、 利」 他 に 兼ぬ るに 自利 

動 機 よ， ON 出 で、 毫 も 自利 

報酬 あ と 言 ひ 難い。 

の 加護 を受く ると さへ 

ないやう に 見える。 

大 いな る 名 春で はない 

ふに 足らない。 神明の 

あらう。 古よ， 9 孝德に 

と 同時に、 孝 は 何等の 報 

應が あると したので あ 

る に、 何 等の 報酬 を も 期 

に し て、 そ. の絕大 な る 善 


德は 相互 的で ある、 

を 以てする もので 


の 念 を 

孝子 は 

稱 せら 

かしな 

. 官府 

加護に 

^神明 

償 を 得 

ら う 

せざる 

行 も、 そ 


維へ ない の 

隣保に 稱せ 

れる。 され 

が ら、 そ の 世 

の 表彰 も 亦 

至って は 傅 

の 感應が あ 

る こ と が な 

さ れば 孝子 

こと は 甚だ- 

の  人に  報 ゆ 


第 七 章 孝 は 純利 他 的道德 である 


道德 は元來 自利 的の ものである か、 或 は 利他 的 

し て、 多 くの 道 德は之 を 結果より 見れ ば、 自 利、 利 他、 

他 的 動機よ. 9 出で たる 行爲 も、 そ の 結果 は 他 利に 

る。 人の 爲に 親切 を盡 すが 如 き、 若 し 報償 を需 む 

なる 行爲 とい ふこと はでき ない。 故に 人の 爲に 

て 親切に 爲ん ければ ならぬ。 ^かしな が ら、 斯 く 

る 結果 は、 必 や 自利 的の 報酬 を來 す。 古よ b 忠臣 

粹に舉 公犧牲 的の 精神に 出で たる もので あらう。 

るか。 或は 榮爵を 以て 賞 せら れ、 或 は 高 祿を 以て 

論 すれ ば、 利 他に 兼ぬ るに 自利 を 以てする もので 

の 相 和 し、 相 愛敬す るが 如き も、 相 互 的の 關係 あ， 9 

も 朋友の 信 もまた 相互 的で ある。 若し それ 神 を 


ものである かその 議論 は 別と 

ね 有する ものである。 全く 利 

ぬるに 自利 を 以て 終る ので あ 

が爲 になしたなら ば、 之 を 高 潔 

る もの は、 全 く 自利の 念. を絕ち 

利他の 精神よ b 親切 をき した 

君國の 爲に盡 したる が 如 き、 純 

^かるに 其の 結果 はどうで あ 

いられて 居る。 故に 結果よ や 

ると いうても よい。 更に 夫婦 

いふ ことができる。 兄弟の 友 

じ 佛に歸 依 するとい ふ も、 亦 そ. 


やうと する ので はな i  、今 日 我等の 解す る 孝道 は 自ら 祖先 崇拜を 含む とい ふこと 

を 述べ るので ある。 

W ほ玆に 一 の 記すべき こと は、 獨 b 孝の み 溯源 的で あつ て、 他 の 一 切の 道徳に は 

溯源 的の ものの ない とい ふこと である • 朋友の 道 は 朋友 相互の 間に 限られ て、 そ 

の 朋友の 朋友に 及 び、 更 に 又 その 朋友に 及ぶ とい ふこと はない。 其の 他の 徳義に 

於 て も、 漸 次 其の 關係 をた どって 他に 及ぼす とい ふこと はな：/ 

斯の如 く、 孝 の 溯源 的道德 であると い ふこと は 其の 特質で あるが 、これに は 何等 

かの 意味 を 有する か。 この 事實 よ， 9 して は、 唯 孝道の 一 種 特別の 性質 ある こと を 

結論し 得る ばか であらう。 孝の この 特質 を 有する こと は、 單 に 其の 一 事の み を 

以て 孝の 重大なる こと を證 する に 足る と は 言 ひ 難 い。 唯 孝道の 特^の もので あ 

ると い ふこ i を證 する もの i 言 うので ある。 
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第 六 章 孝 は 溯源 的道德 である 

孝 は 道德的 行爲の 最初の ものにし て、 而 かも 一 生 を 通じて 間斷 なく 行 ふべき も 

ので ある。 而 して 孝の 初 は 幼に して 親に 事 ふるに ある は 明で ある。 而 して 孝 は 

親の 生^ 中 は 勿 論、 そ の 死後に 及ぶ ものである とい ふこと は 旣に之 を 述べた。 孝 

は玆に 止まら すお に 溯って 親の 父母に 及 び、 遂 に 祖先にまで 及ぶ ものである。 斯 

の 如く 溯って 祖先に 及ぶ の は、 も と 孝 は 父母の 心 を 心と する を本體 とする により、 

父母 は 又 その 親の 子と して 孝道 を盡 すべ きに よ .CN  、溯 つて 祖先に 到る ので ある. 

卽ち 孝の 溯源 的遨德 たる は 理屈 上當然 のこと である。 若し 父母に 孝養 を 盡すこ 

と と、 祖 先 を 崇敬す る ことと を 以て 二 つの 事實の 如く 思 は ば、 そ れ は^とい はなけ 

れ ばなら ぬ。 父^に 孝養 を盡 さんと すれ ば、 必 す 祖先 を 崇敬 せざるを得ない ので 

ある。 祖先 崇敬 は 父母 孝養の 一面で ある。 謂 は ゆる 祖先 崇拜 なる ものの 風俗の 

發 生し 發 達する に 至った の は、 孝 道 以外の 原因に 由る とい ふこと は 或は 正當 なる 

晃解 であるか も 知れない。 玆に謂 ふの は 祖先 5g 拜は 孝道に 起源す る こと を 論じ 


は實 質的 

く 苟 . くも 

爲さ ざ る 

は、 實 踐 道 


の 意義 ある こと 明かに なった とすれ ば、 孝 の 德の大 なる はい ふまで もな 

行爲 の道德 ならん こと を 期す るた めに は先づ 孝道 を發揮 し、 孝 の 實 (打 を 

ベ からすと い ふ 結論 を 生す る。 要するに 孝 は繼續 的道德 なりとの こと. 

德上 重要の 關係 ある ものと 謂 はなければ ならぬ" 


馕舊 牡丹 折りし 父が 怒ぞ なつかし さ  六  ひ 
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績 連絡 を 爲すも の 

る道德 は斷片 的の 

前項に 於て 道德 

のが あると か 無い 

具 體 的道德 として 

る もの は、 孝 の 外に 

ば 「孝 は 百行の 本な 

の 格 言 は、 苟 くも 孝 

して 孝の 重要なる 

孝 は 百行の 本で あ 

本で あるか とい ふ 

を 欲する が爲 に、 先 

て 居る。 矂， S し 

たるに 過ぎな かつ 


で はな から う か。 孝 道 を 離し て 見 ると きに は、 人 の 一 生 に^け 


ものと 成， 9  了る と い まなけ し X な 

の全體 又は 斷片 とい つたの は、 素 よ 

とか 云 ふので ない： 道德を 备自に 

之 を 論じた ので ある， 具體 的道德 

需 むる ことができな いと 論じた の 

り」 と いへ る 格 言 の 正確 な る こ と を 

を 口にする 人に よって 常に 繰 b 返 

德義 たる を 形容す るた めに 云 ふ も 

ると 認めた のでない やうに 思 はれ 

理論 上の 說明 を缺 ける こと は 別と. 

づ 孝道 を實踐 せしめん とす るが 如 

て 言 へ ば、 孝 は 百行の 本な おと は、 孝 

た と 思 ふ。 ^ かる に 以上の 見-解 に 


ら ぬ。 

b 道德 の 観念 に 一 莨.. し た も 

體 認 する 上に 於 て、 す な は ち 

として 個 々 の 德 ft を 連 給 す 

である。 この 見解より すれ 

知る ことが 出來 る。 從來こ 

」 - 

された る こ とで ある が、 まと. 

のの 如くで あつ て、 實質 的 に 

る。 如何にして 孝 は 百行 の， 

し て も、 百 行の 善な らんこと 

き 意圖に 至って は 之 を闕ぃ 

の德の 洪大なる こと を頌し 

よ b て 孝 は fa 行の 本な b  . と 


友人に 對 する 不信の 行爲， とい ふこ 

以 て し、 助 くべき ときに 助 け、 忠 吿 す 

ふこと がで きる。 いはば 信の 道 は 

べき ものである。 語弊 は あらう が、 

孝の 實行は 相 續不斷 にして 間斷 

德的 1 何等の 意味 關係 なき ことで 

斷片 的に あらす して 一 體を 成す も 

して 之 を 解釋 せんとした こと は 未 

成す もの の 如く 考 ふる を 常と する- 

と 多く 斷絕が  ある。  若し 斷絕ぁ b 

を 成す もので ない と 見なければ な 

であるに 相違ない けれど も、 道 德 そ 

と 言 へば、 一 生 を 通じて 何 かその 

して 茲に 孝道 は 一 生 を 通 じ、 間 斷 な 


と はでき ない • 卽ち 朋友の 信 は 交る に？ S 實を 

ベ きとき に忠吿 すれ ば、 そ の 道 を 全うする とい 

必要なる 時 期、 若 く は 必要なる 場合に 於て 行 ふ 

間歇 的に 行 ふべ きものな b というて よい.' 

なし i いふ こと は、 唯 それだけの 事實 にして、 道 

あるか。 元 來道德 は 之 を 身に 體 する ト： に 於 て 

ので あるか どうか。 か、 る 疑問 を 明かに 提出 

だ 之 を 聞かない。 唯 冥々， の 間に 道德は ー體を 

しかるに 具體 的に 本務の 實行 を考へ て 見る 

とすれば、 遨德 は斷片 的の もので 二 貫して 全體 

らぬ。 素より 其の 行爲 を爲す もの は 同一の 人 

れ 自身 は斷片 的で ある。 若しな ほ ー體を 成す 

の 連絡 接續を 保つ ものがなければ ならぬ。 而 

きも ので あると したなら ば、 孝 は卽ち 道徳の 接 
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三 二 

じて 間斷 なく 行 はなければ ならない • 

本務の 中に 於 て、 友 の 如 き、 和 の 如き は、 兄 弟 夫婦の 關係 始ま b ての 後 こそ 間斷な 

く 行 は なければ ならぬ ものである とい はれる。 併しながら 其の 本務の 始まる は 

素より 考の 如く 幼, 童の 時よ， o する もので はない。 たと ひ 之 を 生じて も、 死 亡 等に 

よ h- 兄弟 夫婦の 關 係を存 せざる に 至る とき は、 友、 和 の 本務 は當然 其の 厩 行の 終局 

を 告げる ものである 。 孝に 至って は、 た とひ 親に して 死す る ことがあっても 猶ほ 

終 を 告げない。 謂 は ゆ る 「死 に 事 ふること 生に 事 ふるが 如 し」 で、 假 令 父^ 百年の 後 

も 我が 一生 を 通じて 孝道 を 行 はなければ ならない。 斯の 如く 連績 して 間斷 なく 

履行す る こと は、 镯 b 孝に 於て 見る ばかりで あつ て、 他 の 本務に はない 所で ある • 

全 體孝は 父母の 心 を 安ん じ、 其 の 心 を 養 ふ を 主眼と する。 それ故に 孝の 行 は 四 

六 時 中間 斷 な く、 行 住 坐 臥、 一 擧 一 動、 皆 孝道 を 離れない。 飲食 を贫 つて 健康 を 傷く 

る 虞 ある は 不孝で ある。 遊惰に して 學業を 怠る は 孝なる 所以で はない， 朋友. と 

しても 互に 其の 健康な らんこと を 希望 し、 學 業に 進まん こと を 祈る こと は ある. 

併しながら 自ら 不注意に して 健康 を 破 り、 放 逸に して 學業を 怠れば と て、 之 を 以 て 


第五 章 孝， は 


前章に 於て 

最初の 德 行で 

孝 は 之 を 行 ふ 

こ i は 疑ない 

ではない。 例 

行を爲 さねば 

しかるべき 時 

る を 許さない. 

於ても 連續し 

あ 且 っ壯年 

ある 博愛と 

I 認 むる 所で 

0 一  篇 


孝 は 人間 德 行の 最初 

あるば か でな く、 人 

に 斷績を 許さない も 

が、 それ は 悉く 皆繼績 

へば 勇 は 一 の 美德. に 

ならぬ とい ふこと は 

に 勇ましく すれば よ 

孝 は 人生の 初に 行 

て 行 はなければ なら 

の 行に して、 又 老年の 

い ひ 奉公と いふが 如 

あらう。 孝に は 行 ふ. 


g. 的 道， 德 で. ある. 

の ものであると いふ こと を 

の 一 生 を 通じて 躐續 して 行 

の で ある。 道 德は人 の踐む 

し て 行 ひ、 毫 も間斷 なきもの 

して 人の 修 むべき 德 である 

な い。 優しお るべき ときに 

いので ある。 然るに 孝 は V 

ふ遨德 にして、 又 人生の 中に 

ぬ。 卽ち 孝は兒 童の 行に し 

行で ある。 他の 邋德は 或る 

き、 主 として 中年 以後の 德義 

ベ き 時 と、 行 はざる もよ い 時 


述 ベ た。 ：實 に 孝 は 

ふべ き 道德 である.. 

ベ き 道な り と い ふ 

である と いふ こと 

が、 間 斷 なく a 氣 の 

はやさし く し、 M え 

生 を 通じて^ 斷 あ. 

於 て も、 人生の 終 に 

て、 少年 靑 年の 行で 

年代に 限る もので 

である こと は、 何 人 

と はない、 I 生 を 通 


孝道 本論  一 il 


三 0 

は、 孝 は實に 百行の 本で ある * 卽ち邋 德の全 體に隱 係す る もので. あ る。 ， 耍す る に、 

孝 は 人間の 最初の 德行 であると 云 ふ 事實は 孝道に 於て、 注意すべき I であつ ，て 、叉 

道德上 重要の 關係 ある ことと 云 ふ ベ きで ある。 


い は 

な る 

誠 を 

き n  I 

3 に 

な る 

る る 

從順 

評し 

に 具 

寳 - - 

0 め 

交る 


なけれ 

善行 美 

以て 親 

なり、 誠 

思 ふ。 

も の が、 

I は認 

となる 

て僞な 

はる あ 

嬰兒の 

な る も 

^  、  0 

0 レ 

ときに 


ば な 

德も 

む^ 

に 對 

を以 

併し 

初 よ 

め 難 

の で 

き も 

つ て 

孝行 

ので 

まか 

ま 言 


らぬ * 古より 諸 德の歸 一す 

誠の 一に 歸 するとい ふ。 そ 


ば 孝と な 

事 を處す 

が ら、 人 

存 して 

卽 ち 

ると よ 

であ， る 

つて 以 

單 純な 

な i い 

て 親に 

なると 


.誠 を 以て 君に 

ば S 實 となる 

の 一 生に 於け る 道 

これが 種々 の 場合 

嬰兒 にも 旣に 誠が 

いへ ない。 嬰兒の 

t い. ふ こと は差閊 

て 親の いひつ け を 

る もので あ る、 原始 

ふの は 差閊な い、 し 

孝なる の 心 は 長 じ 

い ふ は正當 であら 


る 所 を 求めて 誠 

の 考は必 やし も 

對 へば 忠 とな. o、 

か、 る 考は大 

德の發 生に 就い 

に應 じて 種々 の 

あって 之 を 以て 

素直に 父^の い 

ない。 されば と 

聞く ので あると 

的の ものである。 

かし その 行爲は 

て 君に 事 ふると 

う と 田 J ふ  力く 
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にあり とする 如何 

不當な もので はない • 

誠 を 以て 人に 交れば 

に その 理由が ある や 

て考 ふるとき に は、 誠 

本務 美德 とな つて 現 

親の 命令 を迎へ 以て 

ひつけ を 聞く は、 之 を 

て 誠の 德 すでに 嬰兒 

いふ こと は 出來な い。 

こ の 行爲を 形容し 

誠の 發現 であると は 

きに は 中い とな b  、人 に 

の 如く 觀じ东 ると き 

二 九 


二  A 

もの は 天下に 無い • その他 博愛の 道、 公益 のために 盡す 本務の 如き、 いづれ も 中年 

以後に 於て 始めて 行 ふべき ものである。 

孝が 人間 一 生の 道徳的 發展に 於 て， 最初に 現れる ものである とい ふこと は、 以 上 

の說 明に 由つ て 略，， 明 かにな つた t 思 ふ， この 事 實は唯 それだけの 事實た るに 止 

ま つ て、 道 德上 何等の 意味 關係な . きこと であらう か。 最初の 道德的 行爲 であると 

いふ こと は、 こ れを 草木 を譬 ふれば 發 芽の 如き ものである。 草木の 幹 枝 や 花實は 

發 芽と 關 係な きもので はなから う。 然 らば 孝 は 一 切の 道德 と相關 する もので あ 

ると いはなければ ならぬ。 また 孝 は 最初の 本務で あると いふ こと を、 人 間の^ 德 

的 行路に 譬 ふれ ば、 孝 は その 出 發點の 如き ものである。 出 發點の 如何 は 行路の 前 

程に 大 いなる 關係々 有する。 古よ り 「孝 は 百行の 本な b」 と いふ ことの 如き も、 この 

見地より 說 明す る こと を 得る であらう。 

E に 廣く之 をい へ ば、 凡 そ 事物の 存在す る は、 そ の始 あるに よる. ものである。 然 

らば 道德の 存在 は 孝の 初 あるに よるので あると いふ こと もい ひ 得られる。 かく 

考 ふるえき に は、 孝 の 最初の 德行 であると い ふ事實 は、 其 の意咏 甚だ 深遠で あると 


爲す 

に 

る。 

と い 

本務 

と す- 

も の 

明 白 

る 

德 

る 力 

で も 

る と 


こ と は 疑な 

服從 すると 

人の 一生に 

ふこと がで 

であつ て、 他 

れ ば、 孝 は 人 

である。 贐 

に 此の 點を 


と い ひ、 本 務 とい 


もよ いとい 

と考 へて 見 

な く， 友 の 本 

きに 始まる 


ふ 

も 


ら う. と 思 ふノ  . ： 卽^ 孝 

ふこと は、 す ベての 道 

てこの 行爲に 先ん す 

る。 すな は. ち 孝 を 以 

一 切の 本務 は 孝の 後 

の 最初に 有する 德で 

に 於ても 孝 は 人間の 

言 し、 孝 は 他の .1. 切 の 

ふとき に は、 人 の： 須 

こと はない。 かし 

と、 前後の 關 係が 確か 

は 兄弟あって 始めて 

の で 1 あ る。 孝と 並び 


行 © 最も 簡單な ものである 所の 父 ゆの 命 

德的 行爲の 中で 最も 先に 現る る. もので あ 

る ものにして 善と 稱 する もの は 一 もない. 

て 本務な b とせ ば、 孝 は 人間の 鼓 初に 行 ふ 

に 生す る ものである。 孝 を以 て德 であ る 

あ つ て、 他 の 一切の 德， は 孝 に 後れ て 生す る， 

最初の 德行の 如くに も說く けれど も、 予 は 

德 行よ. b も 早く 現る る ものであると 明 言 

らく 履修す ベ きもの で、 何 人 も 之 を 履修せ 

な がら 之 を 履修す る. 上に 先 後す る 所 が あ 

に 其の 間に 存す るので ある。 例證 する ま 

行 ふべき もの、 和の 道 は 成長の 後 結婚した 

稱 す る忠 の 如き も、 七 八 歳の 幼 童 に 責. め る： 
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第 四 章 孝 は 人間の 最初 の德 行で ある 

以上 數 章に 亙 b 略述した 如 く、 孝 を 以て 道德上 重要の ものと 爲す こと は、 儒 敎 佛 

敎は 素よ ，9、 西洋の 思想に 於ても 共通して 居る ことで ある。 殊に 儒 数の 如 き、 佛敎 

の 如きに 於て は、 古 より 孝に 關 する 著作 多 く、 孝 に關 する W 究は 今日は 最早 餘蘊な 

き やうに も 見える。 然るに 東洋に 於て は 孝道 を 以て 自明の理の 如く 考 ふるため、 

西洋に 於て は 之 を 重ん する こと 他の 美德の 如くなら ざるた め か、 孝 道に 閼 する 研 

究は必 す， しも 從來 旣に闡 明し 盡 されたり とや ふこと がで きない かと 思 はれる。，. 

以下 章を逐 うて 之を說 かう と 思. ふ。 - 

第 一 に 言 ^たいの は、 孝 は 道德的 行爲の で、 人間の. に 於て 最も 最初に 現る 

る 所の ものであると いふ ことで ある。 人間の 一生 を 通じて 爲 すべき 道德的 行^ 

は 其の 稀 類 頗る 多い。 その 中に つい て、 孝 は いづれ の行爲 よりも 早く 現る る もの. 

である。 嬰兒 又は 兒 童の 行爲 にして 道 德的判 颧を受 くる 時期 は 、い づれ のとき に 

始まる かとい ふこと は 一 定し 難いに して も、 親 に對 する 行爲を 以て 最初め ものと 


見られない 限 b は 無い が、 東洋に 於け るが 如く 明かに 父母の 志 を養ふ とい ふ敎は 

ないやう である。 又 孝道に 就い て 西洋と 東洋と 最も 大 いなる 相違 を 言 へ ば、 父母 

死後の 孝養 及び 祖先に 對 する 孝の 點 である。 素より 父母の 喪に 服し 或る 期間 喪 

服 を 著す るが 如き 習慣 は嚴に 定まって 居る が、 これ は 人情 自然の 悲みを 表する の 

であって、 孝養の 一 とする ので 無い、 從 つて 子の 本務と して かかる こと を 論究す る 

もの は 無い。 之 を 要するに、 孝に 關 する 西洋の 思想 は 我と 異なる 點も ある けれど 

も、 又 その 同じき 所 を 見出す こと もで きる。 その 詳細なる こと は 第二 篇に 反譯引 

用す る 所 を 見て 知って もら ひたい • 
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は、 單 に 親に 對 

られ たると US 

ことが 能き る 

思 ふ。 

力く の i  く 

に從 順なる ベ 

い ふ ものの や 

れば 多く は 別 

慣が少 い。 從 

重く 說く とい 

は 子は老 親の 

養って 居る 者 

ふ <  で である P 

る ，か 如き こ と 


して 孝養 を 

じ 努力 注意 

というて 居 

近時 西洋に 

し、 父 母 を 尊 

うで ある。 

居す るお 常 

つて 東洋に 

ふこと はな 

扶養 を 一 切 

は 素よ.^ 多 

又 父 毋を敬 

を 避く る こ 


遨す こと だけで は 不十分で あ 

• 己の 子に 與 へて 斯くて 初め 

斯 かる 說明は 我よ、 り 見て 


を 

、 

力 

ふ 


て は 稍 I 詳しく 孝道 を說 くに 

すべし とい ふが 如 き、 多 く は 

に 西洋に 於て は隱 居の 制 あ 

し、 親 は 老後に 至っても 子の 

ける が 如 く、 父 母の 身 を 終 ふ 

やうで ある。 ^かし 或る 者 

ま はぬ とい ふ 程で はな い、 自 

ある。 唯 東洋に 於け る 如く 

と いふ 精神 を廣く 推し 擴. め 

\ な り、 父 母の 心 を 安ん する 


二 四 

つて、 親が 己に 對 して 與 へ 

て 親の 恩 を 完全に 報 ゆる 

叁考 する 價 値が あらう と 

至った けれど も、 そ の 父母 

丁年 未満の ものに 對 して 

る な く、 又 子に して 結婚す 

扶養に 依賴 するとい ふ 習 

るまで 孝養 を盡す ことお 

が 想像す る やう に、 西 洋 で 

己の 收入を 割い て 老親を 

此の 點を 重視せ ぬと 云 ふ 

ていへ ば、 父母 の 名 を 辱む 

とい ふこと も、 子 の 本隊と 


なつお え い ふ 二 とで 

に 就き、 大， 體に涉 つて 

* フ丄田 5 ふ 

子の 本務 を說 くに 

至當 なる を說 くは大 

父母 を 尊敬す べしと 

主唱 者た る アドラ ー 

と 思 ふ 節が あ る》 氏 

の 子の 將來の 幸福の 

達せし むる 本務が あ 

子， の 本 具 の 靈性を 保 

玆に子 は 親に 從 順で 

を 尊敬し なければ な. 

い ふ 本務 も 生す ると 


は なか らう。 ^ に 言 ふ 通 り 、學校 に 於て 敎授 せんとす， る 道德. 

之 を授く る. 必： 要 ある 所 よち、 お のづ から 玆に 及んだ ので あ； 

當 b  、父 母の 恩 惠の大 いなる こと を 示し て、 之 を 報す る ことの 

體に 於て 東洋と 異ら ない、 又 父母に 對し從 順なる べしと 敎へ、 

い ふが 如き、 亦 東洋の 思想と 異っ たこと はない。 倫理 運動の 

氏 の說明 は、 少しく 從來 東洋に 見る 所の ものと 異 つて 居 るか 

は 子の 本務より 生す る ものの 如くに も說 いて 居る。 親 は そ 

守護 者で あ る、 從っ て， 子 の 個性 を. 尊重し、 こ れを 保護し、 之 を發 

る、 殊 に 子 の 個性的ぎ 僻 を發 見す る こと を努 め、 之 を 矯正して 

たしむ る ことが 親の 本務で あ つ て、 又 同時に 親の 特權 であ る。 

なければ ならぬ とい ふ 本務 が、 以 上の 關 係から 生やる。 又 親 

らぬ とい ふ 本務 も 生 する。. 親の 恩惠 に對 して 之 を 報す ると 

說ぃ. て 居る。 なほ アドラ，' 氏 は 完全に 親の 恩 を 報す る こと 
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, 第三 章 孝に 關 する 西洋の 思想 

孝道 は 東洋の 特有であって 西洋に は 之を缺 くやう に 思 ふ もの も ある けれども、 

それ は 誤で ある。 西洋に 於ても 孝道 を 一の 善行と は認 むる ので ある。 ^かしな 

がら 孝 を 以て 重大なる 德 行と 考  <  ない の は、 大 いに 東洋と 異る 所で ある。 從 つて 

孝に 關 する 特別の 著述 は 無い やうで ある。 基督 数の SA. 書 の 中に は 「汝 の 父母 を 敬 

へ」 とい ふこと が 二三 個所に 出て 居る ので ある。 故に 基督 敎に 於て はこの 句 を f 

衍 する ものの 外、 特 に 孝道に 關す る敎 はない。 孝に 關す る 稍.^ 精 細な る 說 は、 却 つ て 

近時に 至って 說 かる、 やうに なった かと 思 ふ。 學 校に 於け る德 育の 方法と して、 

宗敎を 離れて 特に 道 德敎育 を 施すべし とい ふ說が 起つ た 以來、 そ の 道 德を授 くる 

方 案を考 ふるに 當 b  、道 德の 全般に 涉 つて 之が 系統 項目 を授 くる 必要が 生じた。 

是に 於て 家族 的 道 德を說 く 必要 を 生 じ、 從 つて 其の 中に 子の. 14- 務を說 く 耍を認 む 

るに 至った。 その 趣旨 は 今日 我が 國の學 校に 於て 說明 する 所と 大差ない やうで 

ある。 ゑ かし 之 は 西洋に 於て 近時に 至って 特に 孝道 を說く 必要 を 成す る やうに 


して 居る というても よい * 要する に、 佛 敎に 於て 說く 孝道に は 穂々 の 特質 を 有す 

る け れ ども、 其 P 大いに 孝道 を 重ん する こと は儒敎 と異ら ない。 その 詳細なる 說 

明に 至って は、 こ れを 第二 篇 及び 第三 篇に 引用す ると ころに 讓っ て、 茲 には說 かな 


深 草元玫 

父母 無憂老 在家  幾 同 衣鉢 出堙霰 

壷 中天 地 風光 別  到 處相携 常 見 花 
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の樂を 全うする にある。 故に 子た る ものが 父母 

導かん とする ために は、 卽 ち この 究竟の 域に 誘 導 

體を養 ひ、 そ の 心 を 安ん する 外、 父 母 をして 佛 道に 

て 孝の 至れる ものと なす。 是れ佛 敎に說 く 所の 

又 佛敎は 因果 應 報を說 き、 善 因に は 善果 あ b 、惡 因 

に 孝養 を 盡す善 因に は 必中 善果 ある こと を說く 

て 言 へ ば、 孝 道 を勸獎 する 上に 於 て、 大 いなる 利器 

り 一 般に 孝道 を說 き、 孝 道 を 勸 むな^ 合に 於 て も 

ある こと を說く けれど も、 佛 敎に 於て 說く が 如 く 

を 措く と は 大いに 異る。 これ 亦佛敎 に說く 孝の 

過去 現在 未 求の 三世 を 立つ るが 故に、 父母 祖先の 

先 を單に 崇敬す る 意に 止ら す、 祖 先 をして 生死 流 

因緣に 資せん とする ので ある。 故に 追 孝の 意味 

を 奪 敬す る 以上 に、 父 母 祖先 をして 佛果を 得る 勝 


二 〇 

の S を 報じ て、 父 母 を 安樂の ffi に 

する を 目的と する。 故に 父母の 

歸 し、 遂 に 狒果を 成せし むる を以 

孝の 一 特質な b というて よい。 

に は 惡梁ぁ b と說 くが 故 に、 父 母 

されば 之 を 信 やる ものに 就い 

を 有する というても よい。 素よ 

- 孝行 は 世に 稱 せられて 善き 結果 

，具體 的に して 孝養の 果報に 重き 

1 特質で ある。 又佛敎 に 於て は 

追 孝を說 く、 而 して その 趣 旨 は、 祖 

轉の 苦を脫 して 佛果を 得しむ る 

は 子た るの 志 を 致し て、 父 # 祖 先 

緣を 結ばし めんと する 意義が お 


第二 章 孝に 關 する 佛 敎の說 

佛 敎の經 典の 中、 孝 を說 いた ものが いろ— ある。 いづれ も 短篇で ある けれど 

も、 佛說 孝子 經、 佛說 父母 恩 重經、 佛說 父母 恩 難 報經、 及び 佛說賧 子經の 如き、 何れも 一 

部の 經を なして 居る。 其の 他、 心 地觀經 報恩 品の 中 に、 委 しく 父母の 恩 を 報す る こ 

とを說 いた ものが ある。 その 四 恩の こと を說 いた ものに 至って は、 幾多 の經 文の 

中に 散在して 居って 枚擧に 暇がない。 その 說く听 は 或は 重祓 をして g る けれど 

も、 佛經に 於て 孝道 を 重ん する こと は、 之 に 由って その 一端 を 知 る ことができる。 

佛敎に 於て. 孝 を說く は、 多 くその 報恩の 關 係よ.^ する。 而 して その 父母の 恩惠 

の大 なること を說 くに 至って は、 佛 敎は 最も その 詳細 を 極めた もので あらう と 思 

ふ。 如何に 之 を 說くか は 第二 篇に 引用す る 所に 讓 つて 玆には 略す る が、 旣 に その 

恩惠の 洪大なる を認 むる 以 上、 あ ら ゆる 手段 を盡 して 之に 報す る を以. て 子の 本務 

と說 くので ある。 この 點は 他に 說く 所と その 趣 を 異にしない。 たい 佛敎は その 

主眼と する 所、 轉 迷 開悟に ある。 卽ち 六道の 翰 廻 を 免 れ、 生 死 を解脫 して 涅槃 寂靜. 
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の 謂 は ゆる 孝 は、 我 が 身の 本性と して 具れ る もの、 外に は 無い ので あるか ら、 身 を 

離れて 孝 はない。 孝 を 離れて 身な く、 身 を 離れて 孝な く、 孝 と 身と は相卽 不離の 關 

係 を 有する ものである。 孝 は斯の 如き 深遠なる 趣旨 を 有し て、 し かも 日お 實 行す 

べき 卑近の 道で あるか ら、 修 養に 志す もの ゝ學ぶ ベ きこと はこれ を 措い て 他に は 

ない。 敎の 由って 生す る 源 は 孝で ある。 かやう に 見る のが 藤樹の 孝に 關 する 昆 

解の 大意で ある。 儒 敎に現 はれた る 孝の 觀念 が、 藤 樹 にいた つて 如何に 哲學： s 根 

據を與 へられた か は、 以 上の 叙述に よ， 9 て 幾分 明かに なった ことと^ ふ。 而 して 

藤 樹が孝 逍實行 を勸獎 する や 極めて 懇切で あつ て、 か の 儒 敎に存 し、 宋 -£i によって 

蹈攀 せられた 贵族的 特色 は大ぃ に 改めら れ、 よ く 1 般の 民情に 適合す る やうに な 

つた。 而 して 此の 點に 於て 佛敎の 孝 論の 影響 を 受けた ことが 少 くない やうに お 

も はれる。 その 所論の 詳細 は 本書 第二 篇 及び 第三 篇に 載す ると ころに ついて 知 

ら れんこと を 望む。 


て 父母に のみ 止まる ので はなく て、 父 母に 對 する 敬愛 はやが て 天地神明 を 敬愛す 

る ことになる。 而 して 天地神明 は 道德的 秩序 を 確立 し、 且 つ 之 を 維持し 發展 する 

こと を 念と する ものである か ら、 天 地 神明に 對 する 敬愛 は、 や がて 太古 以來 發屐し 

て來た 道德的 秩序 を 尊重す ると いふ ことになるの である。 ゑ かるに 遨德的 秩序 

を 尊重す る もの は、 世 に處 して 悖 德亂儉 の 所業 を爲す こと はない。 從 つて 孝道に 

心掛 くる もの は、 五 偷の つとめ を遨し 五常の 德を 全う し、 人 道の 理想 に 契合す る や 

うになる。 洵に孝 は 莴德の 基で ある。 よく 孝道 を踐 行す る もの は、 天 理の 自然に 

率 ふので あるか ら、 よ く發達 進化し て、 世 界 文明の 進步を 促が す こと を 得る ので あ 

る が、 若 し 孝道に 背く  i き は、 早晚 滅. D の 悲境に 陷るを 免れない。 孝心 は 人の 根 -こ 

も稱 すべき ものであって、 一 旦 その 心 を 滅却せ ば、 极 なき 草木の 如 く、 忽 ちに して 枯 

死せ ざる を 得な い、 其 の 暫く 餘生を 保ゥが 如く 見 ゆる もの は、 僥 倖に して  一 を 免 

れ たのに 過ぎない。 我が身の 斯の 如く 存在し 得る も、 祖 先の 孝に よるので あって、 

若し 我等の 祖先に して 不孝で あったなら ば， 我 等の 血族 は 遠き 昔に 於て 斷絕 して、 

今日の 我が身の あるべき 喾 はない。 故に 孝 を 離れて 我が身 はない。 ^かるに そ 
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ので ある • 實に 人類 は 萬 物の 靈長 とし て、 そ の德 天地に 配 し、 造 化の 功業 を贊 くべ 

きもので ある。 然 らば 人 は 如何にし てこの 大任 を 全うする こと を 得る かとい ふ 

に、 我 等が 生 を 天地の 間に 禀 くると 同時 に、 そ の 身に 孝德の 萠芽が 具って 居つ て、 成 

長す るに 從 つて 發展 すべ きもので あるか ら、 よ く 之 を 養うて 完全の 域に 到らし む 

る ことに 努 むれば よいので ある。 而 して 此の 德性は 父母 遺體の 天眞に 外なら な 

いので あるか ら、 之 を 養成 し、 之 を 尊 重 し、 之 に 率 由す る は、 卽 ち 父母 を 敬愛す る 所以 

で あ り、 や がて 宇宙の 化育 を 助く る 所以で ある。 萬 物の 靈長 とし て、 天 地と 並び 立 

ちて 三と な る、 そ の 行に は檨々 あれ ど、 孝 行より 大 いなる 行 はない。 而 して 孝道の 

要 訣 は、 父 &の遺 體の天 具た る 自己の 德性を 完全に 發 達せし むる にある ので ある 

か ら、 大 孝の 精髓は 父母の 膝下に あると 否と を 論す るに 及ばぬ。 

我が 德性は 父母の 遺體 の天眞 であ りダ ^は 又 之 を 祖先に 受けた. ので ある から、 

その 本. 源に 溯れ ば、 宇 宙の 根本 原 たる 心 靈的實 在に 歸 著せねば なら ぬ、 fO して こ 

の 极本實 在 は、 泯 沌の 中に 在る 所の 孝で あつ て、 大 虛本體 の 神霊に 外なら ない ので 

あるか ら、 孝 道の 實行は 父母 を 敬愛す るに 始まる けれど も、 其 の關 係す る 所 は 決し 


藤樹は 宇宙の 根柢に 一個の 心 靈的實 在が あって 、それが 種々 に 現れて 天地 萬 物 

となると 見た やうで ある。 而 して その 宇宙の 根本 實在 たる 心靈 をば 孝で あると 

說ぃ た。 孝 は 天地 未畫の 前より 存 する 大虛の 神道で あつ て、 天 地 人 萬 物 皆 孝より 

生じた ので ある。 且つ この 孝 は 大虛を 以て 全體 とし て、 萬 劫 を 經るも 終りな く、 又 

始めな し、 孝 のな き 時な く、 孝 なきの 物な し。 實に孝 は 無始 無 終 無限 絕對 の實 在で 

あって 言 說を 超絶した ものである が、 强 ひて 其の 象 を 取 b て、 姑 らく 孝と 名 づける 

ので ある。 この 根本的 實在は 分れて 理氣の 二 元と な り、 其 の氣は 分れて 人物の 形 

と な り、 其 の理は 分れて 人物の 性と な b 、か くて 天地 萬 物が 生成 せられる。 萬 物の 

中 で、 唯 人の みは 理の全 體を禀 け 得で 明德明 かに、 其 の氣の 正眞を 受け 得て 動靜順 

である。 故に 人は莴 物の 靈長 とい はれる。 孝 は 世界 萬 物 を 造 り、 且 つ 世界 萬 物に 

適満 する 大道で あつ て、 世 界萬物 は 唯 之に よ b ての み發 達する J を 得る ので ある 

が、 人 類 以外の 萬 物の 分 有する 所の 孝の 理 は、 人 類に 賦與 せられた 糟粕 に過ぎない 

ので あるか ら、 蕪 雜 混濁に して 靈覺靈 明な く、 人 類の； S 助を俟 たなければ 十分に 發 

達進步 する ことができな い、 卽ち 世界の 進化 は 人間の 活動に 俟 たなければ ならぬ 
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一 四 

る？ きこと で、. 一般 庶民の 到底 行 ひ 得べき ことで ない • かの 論語の 中に ある 所の 

體を養 ふの は 犬馬 も尙 ほよくす る 所で あ る、 敬 せす ば 之と 分つ 所がない とい ふが 

如 き も、 比 較的 富裕なる ものに 就い て 言 うた 語と して はまこと に 適切で ある が、 最 

下層の ものに 向って は、 先 づ體を 養 ふこと を敎 へねば なるまい。 勿論 下層 社會の 

ものと 雖 も、 全 く 尊敬 を缺 いて 居ったなら ば、 孝 とい ふこと はでき ない けれど も、 衣 

食に 足らぬ 所が ある やうで は、 禮 節 も 行 はる ゝ ことができな いとい ふ^ 情 も あら 

う" 是を 以て 佛敎に 於て 下 t 社會の 民衆に 孝道 を敎 ふるに まことに 適切な やう 

に說 くのに 比赖 すると 著しき 差が 認められる。 そ は 本書 第二 篇に 載す る 所を參 

照せられ たなら ば、 何 人に も氣 のつ くこと である。 後世の 儒者に あって は、 幾分 下 

層 社 會の狀 態に 注意した の も ある けれど も、 そ れは佛 敎の孝 論の 影響 を 受け て、 之 

を 調和した のによ るので あらう。 

もと 儒 敎の孝 論に は 以上の 如き 特色 を 具へ て 居った が、 之 が 我が 國に傳 は り、 德 

川 時代の 漢學 興隆の 時期に 至つ て、 大 いに 變 化して 來た。 その 中で 最も 特色の あ 

るの は 中 江 藤樹の 見解で あるか ら、 次 に 少しく 之 を 述べ て 見やう。 


主張す る 所 は 遨德を 以て 天下 を 平 治せん とす る、 所 謂 德 

儒敎 にあって は 遨德と 政治と は 相 離る ベ きもので なく- 

ある。 其の 孝經を 作った 趣 意 も、 直 ちに 之 を 治國平 天下 

である。 その 胃 頭 に 「先 王に 至. 德耍道 あ て 以て 天下 を 順 

之を證 明して 居る。 而 して 此の 政治的 特色 は 倫理的 特色 

い、 政 治と 道 德とは 全く 同 一 と 見る ので あるから。 

e 貴族的 特色。 是は 前項の 特色から 直ちに 來 る 

を 平 治し やうと する ので あるから、 一 般 庶民の 孝道 を說 

說 くに 多くの 力 を 費す のは怪 むに 足らぬ。 孝經に 於て 

きこ， と を 繰， o- 返しく 說ぃ て 居る が、 親 の體を 養 ふべき こ 

言 つて 居ない。 これ は 家に 世祿ぁ b  、可 なり 富裕な ものに 

がなかった ので あらう。 その 親の 恩 を 知らし める ことに 

說 いたの は、 僅 に 詩經に 蓼莪の 一篇が あるの みで ある。 か 

子の 親に 事 ふる 節目の 如きに 至って は、 富 裕 なる 家の 子弟 


治 主義の 政治 論で 

常に 相 一 致すべき 

の 要具と しゃう と 

順にせ b」 と あるの 

矛 管す る も。 


1ゅ 


で ある。 孝 を 以 

よ り も、 在 上 者の 

を 尊敬 し、 親 を 0 

とに ついては 餘 

ついて は、 多 く 言 

ついて も、 養 宵 の 

の禮 記に 詳述す 

に 於ての み實行 


あ る 

もので 

したの 

よ、 よ く 

ではな 

て 天下 

心得 を 

にす ベ 

b 多く 

ふ 必要 

苦勞を 

る 所の 

し 得ら 
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1 二 

今 試みに 儒 敎の孝 論の 特色 を舉げ てみ る と、 大 體 次の 如くい ふ ことができ やう 

と 思 ふ。 

T- 倫理的 特色。 飽く迄 倫理的で あつ て、 哲學 的. でな く、 宗敎 的で ない • 天の 

經 な り、 地 の義な b  、と い ふやうな 語が ある けれど も、 是 は 天人の 交感 を 自明の 眞理 

I 心 得、 天 地 自然の 運行 を 見て 之を實 行の 模範に しゃう とす る.. 漢 人種の 因襲 的 信 

念に 基いて 發 した 言 葉に 過ぎない の で、 哲 學 的に 道 德の 原則 を 宇宙の 根本原理よ 

b 演繹し やうと したので はない。 尤も 後世の 註释 者の 手に 由つ て 幾分. 哲學 的の 

色 を 著 けられた こと は ある けれど も、 孔子 の 說く所 は 純然たる 偷理 上の 所論で あ 

る。 孝經ゃ 四書の 中 に說く 所が、 如何に も實 踐逍德 的で あるの は 素より であ るが、 

禮記 に载 する 所に 至って は、 極 めて 實踐 的に 孝 mrw 行の 場合 を 指示した もので あ 

る。 夭 を 敬し 父祖の 造靈を 祭祀すべき こと を說く けれど も、 之 は 佛敎に 追善供養 

を說 くが 如く 宗敎的 怠 咴を 有って 居る ので はない、 唯 先人 を 思 ふ 至情 を 表し、 い つ 

まで も 忘れない や， ュに 努める に 外なら ない。 

T1 政治的 特色. 是は孝 を 以て 諸德の 本と する よ b 來る 所で ある。 儒 数め 


つたなら ば、 機 を 見て 徐ろに 諫めて 惡に陷 らしめ ぬ やうに せねば ならぬ。 親を不 

善に 陷 らしむ る は、 親 を 厳かに する 所以で ない。 ゑ かし 不幸に して 親の 惡 しき 慾 

望が 旣に 充足され て、 行 爲 となって 發れた 以上 は、 も はや 仕方がな い、 唯 この 上 は 出 

來 得る だ け、 親 の爲に その 惡を隱 して 世に 知れない やうに せねば ならぬ。 卽ち子 

は 親の 爲に 其の 不善 を隱す の が 至當 であつ て、 正直 なれ と い ふ 遨德律 は、 こ の 場合 

に は 適用す る こ とが できな い、 否、 親 の 不善 を蔽 ふとい ふ荬 しき 心情の 中 に、 お の づ 

か ら 「直」 が あると 見る ので ある。 此の 見解 はよ く 人情 を 酌み 取った ものであって、 

現 時の 我が 刑法に 於て も、 か 、る 場合 を不論 罪と して 許して 居る. 

三年の 喪 は 儒 数の 極力 主張す る 所で ある。 其の 當時墨 子が 實利 主義の 見地 か 

ら厚葬 久喪を 駁擊し て、 三 年の 喪を廢 せんと し、 孔 子の 門人の 中に さ へ、 三年の 喪 は 

長き に 過ぐ ると 論じた もの. も あつ たが、 孔子 は 飽くまで この 制度 を持續 しゃう と 

した。 孟子 も 亦 大いに 之 を 主張して 居る。 又 四時に 其の 靈を祭 b て 追悼の 至情 

を 表すべき こと を說 く。 生ける に 事へ て は 愛敬 し、 死 に 事へ て 哀感す るが 孝子の 

つとめで ある。  • 
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て 孝道よ， o 離る、 こと はでき ない • 

つ て、 從 つて 最も 貴い ものである が、 そ 

人に 百行 あれ ども 孝 よち 大 なる もの 


る。 人よ く 天地の 

るが 如 く、 よ く 常 行 

何で あるか • 

平素は 父母 を 尊 

き はこ れを憂 へ て 

には嚴 M にせねば 

る。 體を養 ふだけ 

母の 心を薆 へしめ 

惰、 博 奕、 貪 錢放 恣、 驕 

何れも 不孝で ある 

親 を 敬 ひて 厳か 


經義に 則って 孝道 

あると いふ ことが 

敬 し、 よ く 父 母 を 奉 

懇に 看護し、 父母. の 

な ら ぬ。 其の 中で 

で 尊敬が 缺 けて 居 

たなら S  、朝 夕 美味 

HTH 爭等 は、 或は 奉 

. 世に 罪 惡の數 は 

にす るの が 孝道の 


人 S 

の 贵 

ま な 

を 全 

で き 

養し 

喪に 

も 尊 

つ た 

を以 

養 を 

頗 る 

理想 


天地 

い 所 

、 0 

う し 

る。 

て 其 

あた 

了 

敬と 

な ら 

て 養 

缺 き 

多 い 

で あ 


^の 萬 物 中、 最 も 礙 秀 なる 

以は よく 孝道 を 行 ふから 

孝 は實に 天の 經 であ b  、地 


たなら ば、 天 

然らば 一般 

の 心情 を樂 

て は哀を き 

養 志と は最 

ば 禽獸に 等 

，フて *a 不孝 

或は 憂慮せ 

が 、不孝より 

る • 故にお 


常 明 あ b 、地 

通す る 孝道 

し め、 父 母 に 

め、 そ の 靈 を 

重ん せらる 

く、 身 を W ま 

い はねば な 

むる 原因で 

犬なる 罪惡 

0 に 不善の 


もので あ 

である。 

の義 であ 

に 常 利 あ 

の 要目 は 

^あると 

祭る とき 

ゝ所 であ 

すして 父 

ら ぬ。 遊 

あ る から、 

は な い。 

慾 望が あ 


て 耕 稱を勸 

が庶 人の 孝 

天人の 相 

良民 あ b て、 

を 生せ す、 禍 

がで きる。 

孝 邋を實 行 

眞 個の 快樂 

なくし て、 し 

所で ある。 

然 らば 孝 

ざるが 孝の 

ある。 卽ち 

る ので ある" 

、 第 一 


め 、地味 を 察し 

で あると 說か 

戚相應 は古來 

各 I その 身分に 

a 作ら す、 天 下 

天下 また 孝德 

しなかった な 

は 之 を 得る こ 

かも 患の 及ば 

の 終始と は 何 

始 であつ て" 修 

孝 は 親に 事 ふ 

弗 。虫く  & 
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て 宜しき に 適 ひ、 恭諶儉 素に して 親の 舉養を 怠らない の 


漢人 種の 堅く 信す る 所で 

應 じたる 孝遨を 全うした 

和平、 四海 安穩、 萬 民 そ の 生 

の大 いなる に 比すべき も 

ら ば、 理 想. 的 社會は 到底 地 

とがで きない。 「故に 天子 

ざる もの は、 未 だ これ あら 

であるかと いふ に、 父 ^ よ 

養 を 積 み、 善 行 を 勵 み、 名 を 

るに 始ま b  、君 に 事 ふるに 

る と、 孝 は 萬 德を包 擁する 


ある， 上に 明 王 あ り、 下 に 賢 相 

な ら ば、 天 帝の 冥 助 を 得 て 、炎 害 

を樂む 理想的 社會を 見る こと 

の はない。 若し 天下の 人々 が 

上に 現 はる ゝ ことな く、 人 生 の 

よ， 9 庶 人に 至る まで、 孝に 終始 

ざるな b」 と は 孝經に 明言す る 

b 受けた る 身 體髮膚 を 毀傷せ 

揚げて 父母 を顯 すが 孝の 終で 

中 ば し、 身 を 立 つるに 終る とす 

ものである。 人 は 一生 を 通じ 

九 


八 

種なる 德を備 へ なければ ならぬ の はい ふまで もない が、 そ の 諸 德の由 つて 生やる 

根本 は 孝で ある • 孝弟 は 仁 をお す 本な b とい ひ、 仁 の實は 親に 事 ふること 是な b 

i い ひ、 道 德の實 行 力た る 良能の 萠芽 は、 孩 提の 童子が 親 を 慕 ふ 時に 顯 はれて 居る 

とい つて^る。 卽ち孝 は 人の 生涯に 於て 最も 早く 現 はれる 德 であるか ら、. よ く 此 

の 心を存 して 何時までも 忘れない もの は、 他 の 諸德を 自然に 兼ね 備へ る ことにな 

b  、か 、る 有徳の 人々 より 成立 つた 社會は 完全 圓滿 なる 社會 であつ て、 所 謂 仁 の K 

現せら れた狀 態で あ る • 前に も 述べ た 如く、 儒 数の 勃興した 當時 の 社 會には 封建 

制度が 行 はれ て、 王 侯 卿相 悉く 其の 職 を 世襲して 居った ので あるか ら、 各 I その ハ乂 祖 

の 造 を 承け 繼ぃ で、 之 をよ く 守 つたなら ば、 社 會は 平穏無事に 治まる ベ き箬 である- 

是に 於て か、 身分に 應 じた 孝道が 唱へ 出された。 親 を 愛敬して 天下 萬 民に 孝道 實 

行の 榄範を 示 し、 德 化 四海に 及ぶ は 天子の 孝で あ b  、地位 高 けれども 驕ら や、 恭 謹 節 

制に してよ くその 身 を 保 ち、 己 が 治下の 人民 を 安ん する は 諸侯の 孝で あ b  、服 飾 言 

行 悉く 古制に 則 bs  乂 民の 怨惡を 招かぬ やうに し て、 祖 先の 廟を 守-る は 卿 太夫の 孝 

で あ り、 忠 順にして 家 祿を失 は す、 祖 先の 祀を絕 たぬ の は士の 孝で あ b  、天 時に 順 ひ 


て 理想的の 世と した こと は、 事新しく 

を 治む るの を 理想的の 政治と する 思 

孝道に 關 する 儒 敎の 意見 は、 孝 經 に 

就いては 種々 の 異見が あって、 後人の 

ながら 儒敎に 於て 此の 經が 如何に 重 

を 作 b  、或 は 儒臣に 命じて 註解 を 作ら 

る 所に 從 つて 註解 を 作って 刊行した 

大全に 據 ると、 魏の文 侯 を 初と し、 列國 

に 十 六、 魏 に s 、後魏 に 十七、 周に  一 ri- に 

1、 宋に 三十 八、 元に 二、 明に 二十 一、 總數 

其の 註释の 中の 十四 種 は孝經 大全に 

に その他の 經 書中に 散見す る悤想 を 

儒敎の 理想と する 所 は 仁で ある。 

俟 たねば ならぬ。 仁 は 遨德の 理想で 


言 ふまで もない ことで あつ て、 孝 を 以て 夭 下 

想 も、 こ 、に 胚胎した ものである • 

於 て 最 もよ く 表 はれて 居る。 孝經の 作者に 

擬作 であると さへ いふ もの も ある が、 し か し 

ん せられた か は、 歷 朝の 帝王が 自ら 其の 註疏 

し め て、 之 を 天下に 頒ち、 又學者 篤志家が 谷 I 見 

事實 によって 之 を 知る ことができる。 孝經 

に 一、 漢に十 六、 三 國 に 十、 晋 に 二十 三、 齊 に 一 、梁 

三、 北 齊 に 三、 隋 に 五、 南 北朝に 二、 唐に 十 三、 周 に 

百 八十 四 名の 孝經 の註释 家が ある。 而 して 

輯錄 して ある。 されば 今 は 孝 經を經 r し、 之 

交へ て說 くこと にしゃう。 

而 して この 仁を實 現す るに は 孝道の 實 行に 

あ つ て、 こ の 理想 境に 到達 せんがた めに は、 種 
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以て 組織され た 社會に 於て は、 血 族 間の 親 

ある。 而 して 血族 間の 親愛の 情 は、 又 家 長 

である。 若し 血族 間の 親愛の 情が薄ら い 

搖を來 し、 延 いて 社 會 組織の 崩壊 を 誘致す 

は 遍く敎 を 民間に 布いて、 天下の 萬 民 をし 

第一 要件と した。 而 して 家內の 和睦 を 保 

人々 よく 孝道 を辨へ 父母の 心 を 以て 心と 

而 して 天下の 百姓 をして 家族 相 親和せ し 

すに 如く もの はない。 堯は 近臣 を 集めて 

めし ひ 

時 四 岳 は 進み出で 、、瞽 の 子に 舜と いふ も 

慢 にして 不悌 である が、 舜 はよ くこの 間に 

上げた。 そこで 帝 は 使臣に 命じて 舜を迎 

娘 を 以て 之に 妻 はせ、 遂に 天子の 位 を讓っ 

如何に 孝が 重ん せられ たかを 知る に 足る 


六 

愛の 度 は 一 層 その 深さ を 加 ふるもので 

制度 を 維持 し、 且 つ 之 を 鞏固に する もの 

で， * たなら ば、 こ の 制度 は 其の 根柢に 動 

るで あらう。 されば こそ 當 時の 爲政者 

て家內 和合せ しむる る を、 治國平 天下の 

つ に は、 孝 道が 最も 有力なる ものである。 

したなら ば、 家 庭に 風波の 起る 虞 はない。 

むる に は、 上 にある ものが 其の 模範 を 示 

輔弼の 臣を擧 げんこと を 諮った が、 そ の 

力た くな  ひす. 》 

のが あつ て、 父 は 頑 で、 母 は^し く、 弟 は 傲 

立ちて 家內の 調和 を 保って 居 る. と 申し 

へさせ て、 拔 擢 して 相 位に 卽 かしめ、 己の 

た。 この 一事に よりて も、 當 時の 社會に 

ので ある。 而 して 孔子が 堯舜の 世を以 


第一^ 孝道に 關 する 儒教の 見解 

孔 子 は 「述 ベて 作ら す、 信 じて 古 を 好み 竊 かに 商の 賢大 夫であった 老彭に 比 す」 と 

自 ら 言 つて 居る やう に、 故 らに 新しき 學 說を唱 へ 出して 世人の 耳目 を聳勸 させ や 

うと はせ や、 堯 舜以來 の 聖賢の 道 を 尊ん で、 之 を 世に 傅へ やうと したので ある。 言 

ひ換 ふれ ば、 唐 虞 三代の 思想 を 集大成し たので ある。 從 つて 儒 敎卽ち 孔子の 學說 

を 述べ るに 當 つて は、 先 づ 上代に 溯つ て、 謂 は ゆる 先王の 遨を 一 瞥 しなければ なら 

ぬ。 

抑 も 如何なる 民族 も、 或 る 一定の 程度まで 發展 する と、 家 長 制度 を 以て 社 會を組 

織す る ものである が、 漢 人種 も 亦 其の 例に 漏れ す、 黄 河の 邊に 永住すべき 土地 を 見 

出した 時に 家長制度 を 以て 社會を 組織した。 唐 虞 三代の 間に この 制度 は 漸次 發 

達 し て、 家 長の 最も 有力なる もの は 天子と な り、 周 の 世に 至りて は 完全なる 封建 制 

度 を 築き上げた。 この 家長制度 は 祖先の 崇拜と 互に 因となり果とな b  、年 長者の 

尊 敬、 血 族の 親愛と 密 に相關 する。 血族 相 親む は 自然の 入 情で ある が、 家 長 制度 を 
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に 足らないで あらう か。 孝道の. 衰 ふる は 

して 孝 は 忠と相 並んで 遨德の 大本で あつ 

長 は 決して 等閑に 附 すべ きもので はない- 

孝を說 くこと は あるけ れ ども、 事 實上孝 の 

ないか を 疑 はざる を 得ない。 凡そ 遨德は 

は 云 ふまで もない ことで ある。 然るに 我 

孝に 至って は、 單 に 口に 之 を 說き之 を 繰 b 

顧みない 狀が ある。 且つ 其の 口に 說く所 

毫も 見る ことが 出來 ない。 孝道の 爲に、 將 

玆に 於て 孝道に 關 する 硏究は 最も 必要で 

の硏 究は理 論、 實 行の 兩 方面に 1 り 共に 進 


四 

それ 自身 大に憂 ふべき ことで ある。 況 

て 我が 遨德の 特質な， 9 とすれ ば、 其 の 消 

- 然るに 今日の 狀を觀 る に、 口 に 盛んに 

思想の 漸 々消え失せん とする を 意と し 

口に 之を唱 ふる を 以て 足れ， 9 とせざる 

が 道德に 於て 最も 重大な りと する 所の 

返す のみに し て、 其 の實 行の 伴 はざる を 

も 亦 千篇 一 律に して、 新なる 工夫の 如き 

た 又 道德の 大本の 爲に 甚だ 遺慽で ある。 

あると 云 はなければ ならぬ。 而 して 其 

めなければ ならぬ。 


本 を 一 にす と 云 はる、 孝 も 亦 明治の 聖代に 至って 十分に 發 揮せ 

か。 何人も 然 b と 答 ふること は 出来ない • 孝道 は 明治に 至って 

あるので はなから うか •  口に 孝. を說 くこと は 盛んなら すと せな 

は 如何で あらう。 予は 孝道の 今日 危機に 瀕して 居る か を 疑 ふ。 

のかく の 如く 衰頹 する に 至れる かを考 ふれ ば、 幾 多の 原因の 存す 

るに 難くない。 實に 維新 後に 於け る 我が 社會 は、 孝 道 をして 危機 

種の 事情 を もち 來 した。 恰も 忠君の 精神 を發 揮す るに 裨補 する 

正反對 である。 その 事情の 如何なる もので あるか は 之 を 後 章の 

角 孝道の 痛く 衰 へ たこと は事實 として 認めなければ ならぬ。 

以上の 觀察 にして 間違って 居ったなら ば、 我 が 道 德の爲 に 甚だ 

ある。 唯 何人も 孝道の 日に 衰 へつ ゝ ある こと を 認めざる を 得な 

る。 少く とも 孝の 精神 は 忠君の 精神の 發展に 伴 はざる こと を認 

茲^ 於て 一大 問題が 生す ると 思 ふ。 忠孝の 大義 は 道德の 大本で 

の 特質で あると は 尙ほ眞 なる か • 孝道の 衰頹は 道德の 大本の 確 
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られ たで あらう 

却って 衰へ っゝ 

い • 而 して 事寳 

如何にして 孝逍 

る こと を發 見す 

に陷 らしむ る 種 

所あった のと は 

硏 究 に 譲 b  、兎. に 

幸と 云 ふべき で 

い の を 慽 みとす 

めざる を 得ない。 

あ つ て、 國 民道德 

立に 對し憂 ふる 

ョ 


建 國の當 初よ b 今日に 至る まで 各 時代 

ある。 され ど 時に 汚隆 あり て、 忠 君の 精 

して 今日は 忠君の 精神の 最もよ く發揮 

が 國史の 何れの 時代 を 取り 求って 之 を 

に、 又 普く 發 揮せられ たる こと 今日に 如 

と は 明治 聖代の 一 大特徵 である。 是れ 

に まし i して 常に 國 民の 康福を 進めさ 

觸は國 民 をして 國家 的觀念 を懷 くに 至 

たる 萬 世 一 系の 皇位に 向 はしめ たこと 

あった 曰 淸、 日 露の 兩 役の 如 き、 最 も 此の 

其の 他條 約の 改正と 云 ひ、 憲 政の 樹立と 

ひ、 何 れも 忠君の 精神 を 普く 國 民の 間に 

くて 忠君の 精神 は遺慽 なく 明治時代に 

道德の 大本と して 忠と 並び 稱 せらる 


を 一 貫して 渝 

祌も亦 一 張 一 

したる 瞼で あ 

明治の 今日に 

く はない。 實 

もとより 隅然 

せ 給へ る は 一 

ら し め、 民 心 を 

も 亦 一因で あ 

忠君の 精神 を 

云 ひ、 全 國 皆 兵 

涵養す るに 資 

於て 發揮 せら 

\ 孝に 至って 


二 

る ことがない と 云 ふべ きで 

弛 ある こと を 免れない。 而 

る。 三千 年に 垂ん とする 我 

比する も、 此の 精神の 強く、 明 

に 忠君の 精神の 強烈なる こ 

のこと ではない。 鎏 天子 上 

大 原因で ある。 外國 との 接 

して 自ら 我が 國 家の 中心 點 

る。 歷 史上 未曾有の 事件で 

發揮 する に與 つて 力 あ つな 

の 制と 云 ひ、 敎 育の 普及と 云 

せざる ものはなかった。 か 

る \ に 至った。 

は 如何で あるか。 忠と 其の 


孝 道上卷 
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緖 言 

忠孝 は 道德の 大本に じて 我が 國民 道德の 特質な りと は、 常 に 唱道 せらる 、所で 

ある。 何人も これに 就いて 疑 を- 容 れる もの はない。 而 して 今や 我が 國逍 德の大 

本よ く 立ち 國民 遨德 の特賀 よく 發撣 せられて 餘蘊 なしと 云 ふ を 得べ きか。 抑. 《ま 

た 道德の 大本 を 確立す る ことに 向って 更に 努力す る を 要 し、 道 德の 特質 を 發撣す 

る ことに 向って 尙， ほ 龜カす る を 要す るで あらう か。 

我が 國民は 古よ b 忠君の 精神に 富んで 居る と稱 せられる。 ^か b 此の 精神 は 
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戰死は 孝行  一七 九 

眞 "正の 善に 就く は 孝な b  一八 一一 


第二 十 章 孝道 內容 の變遷  二つ 

第二 十 一 章 孝道 の 理想  -  …ニニ 

第二 十二 章 倫理 學說 より 觀 たる 孝  三ぶ 

附論 喪祭 を 論ず  一-一八 

第二 篇 孝道に 關 する 論說 ……  

第一 日本の 部  1 五一 

孝道  ， . 中江籐 樹 …… I 五一 

孝の 原理  ：  S 一 

孝の 體 と 用  ■ 

き S き  S0 

1K 子の 孝  1^ 

卿大 夫の 孝  S 

0 次  0 


•  二 

第 八 章 孝 は 何人も 必ず 行 ふべき ものである  S 

第 九 章 天子に も 孝が ある  s 五 

第 十 章. 孝 は 報恩 的 行爲の 根源で ある  £ 八 

第 十 一 章 孝 は 普遍的で ある  S 

第 十二 章 忠と孝  荧 

第 十三 章 我が 國體と 孝道  七 0 

第 十四 章 我が家 族 制と 孝道  0 

第 十五 章 孝道と 民法  八 九 

第 十六 章 孝道 の 危機  九 三 

第 十七 章 孝道の 勸獎  一 00 

第 十 人 章 孝道と 事業 の發達  10 八 

第 十九 章 孝道と 人生 の 幸福  ニニ 


孝 道  • 
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第 一： 篇 孝道 本論  一 

M 言  1 

第一章 孝道に 關 する 儒 敎の 見解  五 

第二 章 孝に 關 する 佛敎の 說  1 九 

第三 章 孝に 關 する 西洋の 思想  ：  ニニ 

第 四 章 孝 は 人間の 最初の 德行 である  

第五 章 孝 は繼續 的道德 である  ：：1 

第 六 章 孝 は 溯源 的道德 である  ：.： 六 

第 七 章 孝 は 純利 他 的道德 である  ジ入 

B 次  一 


上卷 凡例  、 

1、 第二 篇に载 する 孝道に 關 する 論 說 は、 從 來の 述作 を 網羅し 盡 した， o と は 云 ふ 

へ からざる も、 其 の 主要なる もの は 多く は 之 を 採らん こと を 期せり。 

二、 漢文 を 以てせる もの は 之 を 假字 交， 9, 文に 書き直せ ，9。 中には 往々 國 文に 改 

めた る もの あ， o と雖 も、 其 の 意義 は 之 を 損せ ざらん こと を 期せ， 5。 

三、 國 文 を 以てせる ものの 中に 於て も、 或 は 其の 耍 なしと 認めた る 部分 は 之 を 中 

略せり。 又 假名 遣の 如 き、 甚 しく 今日の 慣用に 違 ふ もの は 之 を 訂正せ り， さ れ 

ど强 ひて 一 定する こと を 期せす。 

四、 支 那 人の 手に 成れる 論 說の少 き は、 編 者の 寡聞に 由る もの ある べしと 雖 も、 亦 

支那に 於て は 孝に 關 する 學 者の 說は 多く は 孝經の 註疏に 限らる るに 由らん。 

蓋し 孝經の 註疏に して 支那 人の 制作に 成れる もの 極めて 多し。. 其の 之 を 採 

ら ざる は、 孝 經の耍 旨 精神 は 孝經の 本文の 上に 明かなる を 信す るに 由る。 

R 例  一 


予 深く 之 を憾と し、 敢 て 本書 を 世に 公に す。 若し 夫れ 

敎 育に 從 事せ る 諸 士、 そ の 材料 を 木^に 採 り、 適 宜 斟酌 

に 資する あら ば、 孝 德を 涵養して 百行の 本 を 堅く し、 我 

精華 を發撣 する に 於て 庶幾く は裨 補す る 所 あらん。 

之 を 要する に、 予 は 我が 道 德の現 狀に顧 み、 其 の將來 

孝道の 勸 獎を絕 叫す る 必要 を 感ずる ものな り。 

明治 四十 三年 十月 

澤柳政 太郎し 


し 

力 


の實際 

て敎誨 

國體の 


を 察して 


る す 
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飜 つて 思 ふ に、 昔 時 孝 謙 天皇 詔り して 家 毎に 孝經 一 本 を葳せ 

しめ 給 ひ、 又 大學の 明 經. 道 に 於て は 孝經を 以て 必修科目 となし 

たりき。 降って， 德川 時代に 至りて は、 慕 府 自ら 浩^なる 孝義錄 

を 編して 孝道の 勸 獎に資 し、 地 方 諸 藩に 於ても 之に 倣 ひし もの 

多 く、 殊 に心學 者の 如き は 平易に して 趣味 ある 文字 を 以て 孝子 

傳を 作り て、 之 を 庶民の 子弟に 讀 ましめ たりし か ば、 實 踐を裨 益 

する こと 極めて 大 なる もの ありき。 然るに 維新 以來 文運の 進 

歩に 伴 ひ圖 書の 世に出 づ る も の、 汙 牛充楝 も啻 なら ざ るに も 拘 

ら ず、 畏 くも 明治 六 年 皇后陛下の 侍臣に 命じて 編ませ 給 ひし 明 

治 孝 節錄を 外にして は、. 未 だ 曾て 孝 を 主題と せ る 書物の 刊行せ 

られ たる を 聞かず。 これ 豈 昭代の 一 大 恨事たら ずと せんや。 


の赏行 を勸獎 する の  一 M 緊切なる を 信ずる ものな り。 gs ち^ 

三篇、 第 四 篇に揭 ぐる 詩歌 格 言 の 類 並に 孝道 行. は " 孝道の 

實踐に 資せん とする も の、 そ の 孝子の^ 赌に 至りて は、 普 く， ポ： 

を涉獵 し、 數 千 百 人中より 選出せ る ものたり。 支那に 於け る も 

の も、 亦 甚 しく 其 の 選 擇 を 誤 ら ざ る を 信ず。 西洋に 關 する も の 

について は、 努 めて 之 を採錄 せんこと を 欲し たれ ど も、 予 の 寡聞 

な る、 或 は 脫漏少 からざる べき か。 孝に 關 する 詩歌 等に し て 、鼠 

誦すべ きもの 少 からざる べしと 雖 も、 更 に 現代 文學^ の 覃 思 0 

想に 待つ もの 頗る 多し。 予は孝 を 中心とせる 大文學 の 出 でん 

こと を 切望す る も の、 そ の 孝道の 實踐に 力 ある こと 理談の 比に 


本 誓 は 卽ち之 を 叫ばん が爲に 成れる ものな り。 予の 孝道に 關 

する 意見 は 略 t 之 を 第 一 篇に 述べ たり. と雖 も、 尙 ほ 考究 中に 屬す 

る 問題 少 からず。 本書 第二 篇に揭 ぐる 所 は、 卑 見の 參 照た り、 補 

足た るべき ものな り。 而 して 此等は 孝道 研究の 資料た るべき 

ものにし て、 古 今 の 論 說 中、 之 が 研究に 重要な りと 思 はる  >  も の 

は、 多 く は此に 網羅し 得. たる を 信ず。 予は 孝道に 關 する 從來の 

述作の 頗る 價値 ある を認 むる と 共 に、 新 なる 研究の 更に 一 き 重 

要なる を 信ずる も の、 從 來の 論說を 本^に 収めた る は、 一 は 以て 

研究の 資料に 供し、 一 は 更に 此の 以外に 於て 新なる 研究の 起ら 

ん こと を鍾 望す る 一意に 出づ る ものな り。 

予は 孝道に 關 する 理論的 研究の 必要なる を 認 むる と 共 に、 其 


民間に あ^て は 其の 俗の 觀る ベ きものな く、 偶 I こ れ ありと 雖も、 

大勢 漸く 廢絕 に歸 せんとす。 抑 I 我 が 家族 制 や、 我が 祖先 崇 敬 の 

風 や、 之 を 其の 解 崩す るに 委し て、 活 として 顧みる 所な くして 可 

ならん や。 予は之 を 維持 せんこと を 欲する も の、 而 し て 之 を 永 

く 將來に 維持 せんに は、 一 に 孝道の 力 を 以てする 外な しと 考ふ 

る ものな. 9。 

孝道 は寶 に道德 の. 全 體に關 する ものにし て、 特 に 我が 國家； 

會の 組織と は 極めて 密接の 關係 ある ものな り。 然り而 して^ 

の 現 時の 狀態は 甚だ 寒心に 椹へ ざる もの あり。 今にして 孝道 

の發 揮を圖 るに あら ずん ば、 恐 る ベ き 結果 を 生ずる を 免れ ざ る 

べし。 實に 孝道の 勸獎 は國. 家道德 上の 緊要 事たり と 云 ふ ベ し。 


二 

せられず と 云 はざる を 得 じ。 若し 又 孝. にして 百行の 本な らん 

か、 我 が 社會に 於け る 善行 美事と 稱 せらる る も の、 多 くは僞 善な 

ら ざる を 得ん や、 蓋 し 本 濁りて 末獨 り-澄まん は、 そ の理 なければ 

な り。 

或は 曰 く、 我 が國 家の 單位は 個人に あらず して 家に あ り、 こ れ 

我が 國 特異の 組織な りと。 又 曰 く、 祖 先 崇拜は 我が 國民 性な り 

と。 之を實 際に 徵 する に、 我 が 家族 制 は 果してし かく 鞏固なる 

ものな り や。 法制 上 家督 相 續を認 むる こと は卽ち これ あ り、 然 

れ ど も 家 祿 な く、 家 業 な く、 家 產 なき 家の 意味 は 頗る 空漠に して、 

名 を存し て 實を 有せざる に 異ならざる ものの 如し。 若し 夫 れ 

0 先 2ま 敬 に お り て は、 畏 くも 之 を 宮中. の 行事に 見る を 得れ ども、 


序 

曰 く、 忠 孝 は 道德の 大本な りと。 曰 く、 忠 孝 一 本の 大義 は 我が 

國民 道德の 特色な りと。 又 曰 く、 孝 は 百行の 本な りと。 顧み て 

現代 道 德の實 際を觀 るに、 維 新 以 來 忠 愛 の 精神の 益" 發 揮 せら る 

るに 反し て、 孝 道 は 愈" 頹 廢 する 虞な くんば あらず。 忠と 併せて 

孝 を稱す る こ と、 今 日 甚だ 盛んなる に拘ら ず、 予 を 以て 看れ ば、 孝 

道 は 今や 危機に 瀕する ものの 如し。 孝に して 忠 と共に 道德の 

大本な らん か、 我 が 國道德 の 基礎 は いまだ 確立す るに 至ら ず、 否 

倍. ^動搖 せんとす る 傾 ありと 云 はざる を 得ざる べし。 孝に して 

忠と 共に 我が 國民 道德の 特色. ならん か、 此 の 特色 はい まだ 發揮 

序  .  1 
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